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公募型研究事業
これまでの公募型研究事業
 学融合推進センターでは、平成22 年4 ⽉の組織再編以降、学際的分野、専攻横断的分野など、学融合 を⽬指した学内共同研究の⽀援
を実施してきました。
 平成26 年度の新規公募において、総研⼤が今後推進する「異分野連繋」「社会連携」「基盤機関連係」 「国際連携」の4 つのキー
ワードを軸として、従来の学問分野の枠を超えた独創的、国際的な学術研究の 推進、並びに社会に貢献する先導的学問分野の開拓を⽬
的に、既存の⽀援事業の枠組みを再編すること となりました。すなわち、これまでの「戦略的共同研究Ⅰ」、「戦略的共同研究Ⅱ」、
「育成型共同研究⽀援」 の各事業を統合、整理し、『グローバル共同研究』と『学融合共同研究』として位置付けを新たにしました。 
 平成29 年度より、本学の教育⽬標である「⾼い専⾨性」と「広い視野」、「国際的な通⽤性」を推進し、か つ本学の教育に資する異
分野連繋型共同研究を⽀援するため、『萌芽的共同研究⽀援』として位置 付けを新たにし、新規研究課題の公募を開始しました。

これまでの研究事業による⽀援

2011-2013年度
予算：6,900万円（2010年度）8,550万円（2011年度）8,653万円（2012年度）7,000万円（2013年度） 

事業枠：公募型共同研究、若⼿研究者研究⽀援、⼥性研究者研究⽀援、戦略的共同研究III、育成型共同研究⽀援（2013年度〜）、論⽂
出版費助成、学融合研究事業のありかた検討会（2012年12⽉3⽇；学術総合センターにて）、研究プロジェクト企画会議（2013年度
〜）

2014-2016年度
予算：4,970万円（2014年度）4,368万円（2015年度） 

事業枠：戦略的共同研究Ⅰ（継続分；〜2014年度、 2013年度〜 2015年度）、育成型共同研究⽀援（継続分；2013年度〜2015年度）、
グローバル共同研究、学融合共同研究、論⽂出版費助成、研究プロジェクト企画会議（ 〜2015年度）、萌芽的研究会開催⽀援（ 2015
年度〜 ） 

2017年度
予算：1,550万円（2017年度） 

事業枠：萌芽的共同研究、異分野連繋活動⽀援、萌芽的研究会開催⽀援、論⽂出版費補助、学融合特別共同研究、異分野連繋研究、論
⽂掲載費等助成 

過去の採択課題代表者インタビュー
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過去の採択課題⼀覧

事業枠 研究課題名 専攻 研究代表者 実施期間 成果
報告書

公募型共同研究 ⽇本中世・近世における「職⼈尽絵」の解明と都
市⾵俗のE-learning教材化 ⽇本⽂学研究専攻 ⼤⾼ 洋司 H22~H24(3カ

年)

公募型共同研究 素粒⼦物理学における⾼精度演算専⽤システムの
開発研究 加速器科学専攻 ⽯川 正 H22~H23(2カ

年)

公募型共同研究 ⾼強度場の物理と真空の多様性 素粒⼦原⼦核専攻 磯 暁 H22~H24(3カ
年)

公募型共同研究 ビッグバン以前の宇宙を探る科学衛星に向けた⼩
型地上観測実験 素粒⼦原⼦核専攻 ⽥島 治 H22~H24(3カ

年)

公募型共同研究 南極湖沼⽣態系における光合成⽣物集合体の形
態・構造および機能の多様性 極地科学専攻 ⼯藤 栄 H22~H24(3カ

年)

公募型共同研究 ガン遺伝⼦増幅の機構は、遺伝⼦進化の機構⾜り
得るか? 基礎⽣物学専攻 堀内 嵩 H22(1カ年)

公募型共同研究 島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死の
イメージングサイエンス ⽣理科学専攻 永⼭ 國昭 H22(1カ年)

公募型共同研究 ⽣物の⾚外線センシングメカニズムの基礎的調査
研究 ⽣命共⽣体進化学専攻 渡邊 正勝 H22(1カ年)

公募型共同研究 資源利⽤と環境に関する学融合的研究:狩猟採集か
ら⾷料⽣産への⽣業の変化と社会 ⽣命共⽣体進化学専攻 本郷 ⼀美 H22~H24(3カ

年)

公募型共同研究
視覚的判断に関わる脳内機構の解明―モデル⽣物
研究との融合による神経⾏動学の新展開をめざし
て―

⽣命共⽣体進化学専攻 ⽊下 充代 H22~H24(3カ
年)

公募型共同研究 分野を越境した学術対話⼿法の開発と評価 メディア社会⽂化専攻 加藤 浩 H23~H24(2カ
年)

公募型共同研究 科学広報と学術コミュニケーション H23~H24(2カ年) 森⽥ 洋平 加速器科学専
攻

公募型共同研究 脳の進化―⼤脳新⽪質の起源を尋ねて― H23~H24(2カ年) 平⽥ たつみ 遺伝学専攻

公募型共同研究 ガン遺伝⼦増幅の機構は、遺伝⼦進化の機構⾜り
得るか? H23(1カ年) 渡邊 孝明 基礎⽣物学専

攻

公募型共同研究 脳の左右⾮対称性:その⽣理的意義と発⽣学的およ
び進化学的側⾯ H23~H24(2カ年) 重本 隆⼀ ⽣理科学専攻

公募型共同研究 膵島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死
のイメージングサイエンス ⽣理科学専攻 富永 真琴 H22~H24(3カ

年)

公募型共同研究 糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御 ⽣理科学専攻 池中 ⼀裕 H23~H25(3カ
年)

公募型共同研究 温度感受性の進化⽣物学 ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦ H23~H24(2カ
年)

公募型共同研究 模擬宇宙線を⽤いた実験室宇宙科学の展開 加速器科学専攻 ⾼⼭ 健 H24~H25(2カ
年)

公募型共同研究 科学広報と学術コミュニケーション 学融合推進センター 平⽥ 光司 H24(1カ年)

戦略的共同研究I ⼿話⾔語学を世界へつなぐ―メディア発信とe-
learning開発に向けて― ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦ H24~H26(3カ

年)

戦略的共同研究I 在ハワイの⽇本歴史・⽂化資料をめぐる国際共同
研究―ハワイにおける⽇本⽂化の受容 ⽇本歴史研究専攻 ⼤久保 純⼀ H24~H26(3カ

年)

戦略的共同研究I 観相資料の学際的研究 ⽇本⽂学研究専攻 相⽥ 満 H24~H26(3カ
年)

戦略的共同研究I テクノロジーアセスメント報告の試作―ヒト全ゲ
ノム解読の時代の社会的課題を例に 遺伝学専攻 井ノ上 逸郎 H24~H25(2カ

年)

戦略的共同研究I 惑星科学と⽣命科学の融合:⽣命概念の普遍化をめ
ざして ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦ H24~H26(3カ

年)

戦略的共同研究I 「料理」の環境⽂化史:⽣態資源の選択、収奪、消
費の過程が環境に与えるインパクト 地域⽂化学専攻 野林 厚志 H25~H26(2カ

年)
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戦略的共同研究I ニュー・ミュージオロジーの確⽴のための研究 地域⽂化学専攻 ⽵沢 尚⼀郎 H25~H26(2カ
年)

戦略的共同研究I ⾃然界の様々なスケールに現れる⾼エネルギー
ジェット現象の解明 素粒⼦原⼦核専攻 板倉 数記 H25~H26(2カ

年)

戦略的共同研究I 温度感受システムの進化⽣理学―無脊椎動物を
ターゲットとして― ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦ H25~H26(2カ

年)
戦略的研究プロジェクト・
戦略的共同研究II

現⽣⼈類の拡散による遺伝⼦と⽂化の多様性創出
に関する総合的研究 遺伝学専攻 ⻫藤 成也 H22~H25(4カ

年)
戦略的研究プロジェクト・
戦略的共同研究II

⽣命科学の発展がもたらす社会的課題とその対応
策の基盤構築 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦ H22(1カ年)

戦略的研究プロジェクト・
戦略的共同研究II

⽇本における諸科学の変成と基礎概念の検討―分
理融合の有効性をさぐる 国際⽇本研究専攻 鈴⽊ 貞美・稲賀 繁美 H23~H25(3カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 宇宙論を使った超対称荷電粒⼦の検証 素粒⼦原⼦核専攻 郡 和範 H22~H23(2カ
年)

若⼿研究者研究⽀援 ガラス転移現象におけるフラジリティの物理的起
源の解明 機能分⼦科学専攻 ⾦ 鋼 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 成層圏⽔蒸気が地球気候を左右する~南極昭和基地
での⽔蒸気ゾンデ観測の提案~ 極域科学専攻 冨川 喜弘 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 ⽪膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タ
ンパク質輸送系の役割の解明 遺伝学専攻 浅川 和秀 H22~H23(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 粘液細胞と繊⽑細胞の分化プログラムの解明 遺伝学専攻 森本 充 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 始原⽣殖細胞における発⽣コアシグナル伝達ネッ
トワークのシステム⽣物学的解析 基礎⽣物学専攻 佐藤 昌直 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 ⽣体内上⽪構造の細胞学的解析とセカンドメッセ
ンジャーシグナル 基礎⽣物学専攻 鈴⽊ 誠 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援
形態視に関わる網膜神経節細胞の同定:より精巧な
越シナプス神経回路トレース法の確⽴ ⽣理科学専攻 森 琢磨

H22~H23(2カ
年)

若⼿研究者研究⽀援 ⼤型哺乳類における⾏動⽣態学と⽐較認知科学の
融合 ⽣命共⽣体進化学専攻 沓掛 展之 H22~H23(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 統合的新分野形成過程の理論的検証:「統合⽣命科
学」を例として 学融合推進センター ⾒上 公⼀ H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 ミドリムシの光集合応答を制御するプテリン様セ
ンサーの同定 学融合推進センター 松永 茂 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 ⻄アジア乾燥地帯における農耕および遊牧の発⽣
と環境変化 学融合推進センター 那須 浩郎 H22~H23(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 C型肝炎⻑期経過を予測するためのシュミレータ
の開発 学融合推進センター 中林 潤 H22(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 3次元局所特徴によるボリュームデータの分類に関
する研究 メディア社会⽂化専攻 鈴⽊ ⼀史 H23~H24(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 複核希⼟類錯体による酸素還元触媒の開拓 構造分⼦科学専攻 ⼤津 英揮 H23(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 次世代CMB偏光実験に⽤いる超伝導検出器に適応
可能なミリ波偏光源の開発 素粒⼦原⼦核専攻 ⻑⾕川 雅也 H23(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 複合的アプローチを⽤いた中⼼体複製の分⼦機構
の解析 遺伝学専攻 北川 ⼤樹 H23~H24(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 ⾷物連鎖のメタゲノム解析:⾷性適応の遺伝基盤解
明にむけて 遺伝学専攻 北野 潤 H23~H24(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 共⽣応答におけるカルシウムイオン動態のイメー
ジング解析 基礎⽣物学専攻 武⽥ 直也 H23(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 レーザー光技術を⽤いた脳内グリア細胞の活性化
による⽣理機能の解明 基礎⽣物学専攻 檜⼭ 武史 H23(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 太陽系外惑星からastrobiologyへ 学融合推進センター 眞⼭ 聡 H23~H24(2カ
年)

若⼿研究者研究⽀援 近世有職故実の展開と伝播に関する基礎的研究 ⽇本⽂学研究専攻 ⻄村 慎太郎 H24(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 ⽣体分⼦の⾃⼰組織化過程の時間分解観察を可能
にするモデル脂質⼆分⼦平⾯膜系の構築 構造分⼦科学専攻 ⽊村 哲就 H24(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 最終氷期以降における東南極氷床の融解:その量・
速度の定量的復元 極域科学専攻 菅沼 悠介 H24~H25(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 沿岸ポリニヤにおける海氷⽣産量データの⾼度化 極域科学専攻 ⽥村 岳史 H24(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 ショウジョウバエにおけるmiRNA遺伝⼦と標的遺
伝⼦の共進化の検証 遺伝学専攻 野澤 昌⽂ H24~H25(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 ヘパラン硫酸微⼩構造(HSNS)によるWntシグナル
の制御 基礎⽣物学専攻 三井 優輔 H24~H25(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 分散と社会性の共進化ダイナミクスの解明 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⼤槻 久 H24(1カ年)

若⼿研究者研究⽀援 複合的災害を巡る社会構造と⾔論に関する科学技
術社会論的研究~格差の構造に注⽬して ⽣命共⽣体進化学専攻 標葉 隆⾺ H24~H25(2カ

年)

若⼿研究者研究⽀援 学習過程における志向性の変遷を可視化する学習
⽀援ツールの開発 学融合推進センター ⼭⽥ 雅之 H24(1カ年)

⼥性研究者研究⽀援 計算機の進展による数理的⼿法の分析 加速器科学専攻 湯浅 富久⼦ H22~H23(2カ
年)
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⼥性研究者研究⽀援 Web閲覧時のユーザ⾏動情報に基づくWebユーザ
ビリティ問題の「⾒える化」に関する研究

統計科学専攻 松井 知⼦ H22~H23(2カ
年)

⼥性研究者研究⽀援 ドーパミン代謝系酵素のショウジョウバエ⾃然集
団における発現・⾏動解析 遺伝学専攻 ⾼橋 ⽂ H22~H23(2カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 ゼブラフィッシュ近交系のTILLINGライブラリー
作成系の確⽴ 遺伝学専攻 新屋 みのり H22~H24(3カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 鱗翅⽬チョウ類のオプシンにおける遺伝⼦重複と
⾊覚の変化 学融合推進センター 粟⽥ ひろ⼦ H22~H23(2カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 東地中海地域の聖者信仰にみる、⼀神教徒の共存
の様態についての⼈類学的研究 学融合推進センター 菅瀬 晶⼦ H22(1カ年)

⼥性研究者研究⽀援 階層的銀河形成理論が予測する銀河の⾊等級図の
理論計算とその系統的分析 天⽂科学専攻 ⽣⽥ ちさと H23~H24(2カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 真⾻⿂類2分⼦種AR遺伝⼦による雄性形質発現の
分⼦機構 基礎⽣物学専攻 荻野 由紀⼦ H23~H24(2カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 未分化細胞マーカーであるRex1遺伝⼦のマウス胚
および成体組織における発現局在 基礎⽣物学専攻 豊岡 やよい H23~H24(2カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 界⾯電⼦移動反応を利⽤した⽔の完全光分解シス
テムの創成 構造分⼦科学専攻 近藤 美欧 H24~H25(2カ

年)

⼥性研究者研究⽀援 被⼦植物の花粉管極性伸⻑に関わるレセプター様
キナーゼ遺伝⼦変異体の表現型解析 遺伝学専攻 宮崎 さおり H24(1カ年)

育成型共同研究⽀援 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づ
くディスカッション型教育メソッドの開発 情報学専攻 坊農 真⼸ H25~H26(3カ

年)

グローバル共同研究 失われた⽣態システムの多様性解明に向けた古代
DNA研究の展開 統計科学専攻 ⾜⽴ 淳 H26~H28(3カ

年)

学融合共同研究 細胞建築の博物学 遺伝学専攻 ⽊村 暁 H26~H27(2カ
年)

学融合共同研究 ⽇本列島⼈の起源 遺伝学専攻 斎藤 成也 H26~H27(2カ
年)

学融合共同研究 極域湖沼から探る⽣態系態系のメジャートランジ
ション ⽣命共⽣体進化学専攻 佐々⽊ 顕 H26~H27(2カ

年)

学融合共同研究 有害捕獲された野⽣動物の利⽤とその過程で起こ
る諸問題の検討ーカラスを例としてー 学融合推進センター 塚原 直樹 H26~H27(2カ

年)

学融合共同研究 新たな量⼦物理量の基礎の探求と精密測定への応
⽤ 素粒⼦原⼦核専攻 筒井 泉 H26~H27(2カ

年)

学融合共同研究 社会と研究のインターフェースとしての展⽰に関
する総合的研究 地域⽂化学専攻 佐藤 浩司 H27~H28(2カ

年)

学融合共同研究 動物が「⾒えない光」を受容するメカニズム－化
学と⽣理学を融合したアプローチ－ 構造分⼦科学専攻 古⾕ 祐詞 H27~H28(2カ

年)

学融合共同研究 ⼤型科学施設の連携で切り拓く表⾯の科学 加速器科学専攻 都丸 隆⾏ H27~H28(2カ
年)

学融合共同研究 オーロラと⼈間社会の過去・現在・未来 極域科学専攻 ⽚岡 ⿓峰 H27~H28(2カ
年)

学融合共同研究 ⾃然界の蛍光の世界を理解する〜光情報解析と⽣
物学的解析の融合〜 情報学専攻 佐藤いまり H27~H28(2カ

年)

学融合共同研究 総研⼤の研究者および研究を俯瞰的に把握するた
めの情報統合の研究 情報学専攻 武⽥ 英明 H27~H28(2カ

年)

学融合共同研究 動物福祉学の確⽴に向けた⽂理融合研究－ニワト
リをモデルとして－ 基礎⽣物学専攻 新村 毅 H27~H28(2カ

年)

萌芽的共同研究 太陽系⾒聞録の作成と発信―太陽系の起源と進化
の統合的理解に向けて―

複合科学研究科
極域科学専攻 ⼭⼝ 亮 H29(1カ年)  

萌芽的共同研究 ⽣物界を超えた遺伝⼦発現調節因⼦trans-kingdom
interfering RNAの探索

⽣命科学研究科
基礎⽣物学専攻 新美 輝幸 H29(1カ年)

萌芽的共同研究 抗体の糖鎖修飾をモデルとした糖転移酵素の細胞
内局在の探査

物理科学研究科
機能分⼦科学専攻 加藤 晃⼀ H29(1カ年)

萌芽的共同研究 アゲハチョウの眼外紫外光受容タンパク質と⽣殖
⾏動との連関

物理科学研究
構造分⼦科学専攻 塚本 寿夫 H29(1カ年)

萌芽的共同研究 ⽣物の紫外線の利⽤と蛍光の⽣物学的意味を理解
する〜光情報解析と⽣物学解析の融合〜

先導科学研究科 
⽣命共⽣体進化学専攻 寺井 洋平 H29(1カ年)

センター⻑裁量⽀援研究 天変地異と⼈間社会の変遷：⾔葉の在り⽅と世界
の在り⽅

複合科学研究科
極域科学専攻 ⽚岡 ⿓峰 H29(1カ年)
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Tanabe Y. and Kudoh S. (2012) Possible ecological implications of floating microbial 

assemblages lifted from the lakebed on an Antarctic lake. Ecological Research 27: 

359-367. 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ࢞ࣥ㑇ఏᏊቑᖜࡢᶵᵓࠊࡣ㑇ఏᏊ㐍໬ࡢᶵᵓ㊊ࡾᚓ࠿ࡿ㸽

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠖ✲◊බເᆺඹྠࠕ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᇼෆ ᔞ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

௒ᖺᗘࡣ௨ୗࡢ㸱ࡢ࣐࣮ࢸࡢࡘෆࠊ௨ୗࡢ㸰࡚࠸ࡘ࡟ࡘゎᯒࠋࡓࡋ㸦㸯㸧㓝ẕ࡛᫂ࡉ࡟࠿ࡽ

୰ᚰ཯ࡢ㸽㸦㸰㸧ቑᖜᶵᵓ࠿ࡿࡍ❧ᡂࡶ࡛⬊⣽≀ືࠊࡀቑᖜᶵᵓࡢࣉ࢖ࢱ㑇ఏᏊࣥ࢞ࡓࢀ

ᛂ࡛ࡿ࠶ Double Rolling Circle Replication (DRCR)࡚࠸࠾࡟⤌᥮࠼཯ᛂࡀ㢧ⴭ࡟άᛶ໬ࡉ

ࡣࢀࡑࠊࡀࡿࢀ DRCR࡟౫Ꮡ࠿ࡿࡍ㸽

㸦㸯㸧㓝ẕ࡛ࠊࡣFAIRᵓ㐀㸦ЍЋЍЋ㸧ࡀᏑᅾ࡜ࡿࡍ⮬↛᮲௳ୗ࡛ DRCRࢆㄏᑟ࢞ࠊࡋ

ࣥ㑇ఏᏊࡢࣉ࢖ࢱቑᖜࢆ㉳ືࡣ࡛ࡇࡇ࡛ࡇࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡍࡇ≀⣽⬊࠸࠾࡟

ࠊື࡟ࡵࡓࡿ࡭ㄪࢆ࠿ࡿࡇ㉳ࡀ࡜ࡇࡢᵝྠࡶ࡚ ≀⣽⬊ࡢᰁⰍయୖ࡟ FAIRᵓ㐀ࢆᵓ⠏ࠊࡃ࡭ࡍ

Cre-loxࡸN15࣒ࣀࢤࡢࢪ࣮࢓ࣇ⥺≧໬ࢆ࣒ࢸࢫࢩ฼⏝ࠊ࡚ࡋFAIRᵓ㐀ࢆᵓ⠏࡟࡜ࡇࡿࡍ

ᡂຌࠋࡓࡋ௒ᚋືࡢࡇࠊ≀⣽⬊ࠊ࡚࠸⏝ࢆ㓝ẕྠ࡜ᵝࠊ⮬↛᮲௳ୗ࡛ DRCRࡾࡼ࡟㑇ఏᏊ

ቑᖜࡀㄏᑟࢆ࠿࠺࡝࠿ࡿࢀࡉㄪࠋ࠸ࡓ࡭

㸦㸰㸧DRCRࡣHyper-recombination࠿ࢫࢭࣟࣉ࡞㸽ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⮬↛᮲௳ୗ࡛၏୍DRCR

࡟࠿☜ࠊࡣࢻ࣑ࢫࣛࣉ࠺⾜ࢆDRCRࠋࡓ࡭ㄪ࡚࠸⏝ࢆࢻ࣑ࢫࣛࣉࣥࣟࢡ㸰࣑ࡢ㓝ẕ࠺⾜ࢆ

㏫఩ࠊḞኻࠊಸ໬ࡢ⤌᥮཯ᛂࡀάᛶ໬ࠊࡀࡓࢀࡉṇᖖ࡞」〇࠿ࡋฟ᮶࠸࡞ DRCRḞᦆࣛࣉ

ࡣάᛶ໬ࡢ࠼᥮⤌ྠ┦ࡾࡲࡘࠋࡓࡗ࠿࡞ฟฟ᮶᳨ࢆ᥮཯ᛂ⤌ࡢ඲࡚ࡽࢀࡑࠊࡣ࡛ࢻ࣑ࢫ

DRCR࡟౫Ꮡࢆ࡜ࡇࡿࡍ⤖ㄽࡓࡋ㸦༳ๅ୰㸧ࠊࡓࡲࠋDRCRࡀ┦ྠ⤌᥮ࢆ࠼άᛶ໬ࢹࣔࡿࡍ

ࠋ࠸ࡓࡋド᳨ࢆṇྰࡢࣝࢹࣔࡢࡇ௒ᚋࠋࡓࡋ♧ᥦࢆࣝ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ࡢ㸦㸰㸧ࠊࡣᡂᯝ✲◊࠸ࡓࡋᙉㄪ࡟≉ DRCRࡀ Hyper-recࡢ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࢫࢭࣟࣉ࡞Ⓨぢ࡛

࡜ࠋࡓࡗ࠿࡞ᚓࡋ᝿ീࡶㄡࠊࡣ࡜࡝࡞ࡿࡍάᛶ໬ࡀ࠼᥮⤌࡚ࡗࡼ࡟〇「ࠊ࡛ࡲࢀࡇࠋࡿ࠶

άᛶࡢ࠼᥮⤌࠸ࡋⴭࡣDRCR࡛ࠊ࡟ࡢ࠸࡞ࢀࡉάᛶ໬ࡣ࠼᥮⤌ࡃ඲ࡣ〇࡛「࡞ṇᖖࡀࢁࡇ

໬ࡀ㉳ࡢ㇟⌧ࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࡗࡇ⏕⌮ⓗព࿡࠿࠺ࢁ࠶࡛ࢇ࡞ࡣ㸽ᡃࡣࠎ௨ୗࡢᵝ࠼⪄࡟

ࡢ࣒ࣀࢤࡀᵝᅉᏊ㸦TE㸧ࣥࢰ࣏ࢫࣥࣛࢺࠊࡣ࡟࣒ࣀࢤࡢ⬊⣽≀ືࠋࡿ࠸࡚ 1/4㹼1/3ࢆ༨ࡵ

ࡢࡑࠊࡾࡇ㉳ࡀ࠼᥮⤌ࡢࡏࢃྜࡳ⤌ࡿࡺࡽ࠶ࠊ࡜ࡿࢀࡉ㛤ጞࡀDRCRࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚

⤖ᯝࡢࡑࠊ᫬ࡢ㑅ᢥ᮲௳ୗ࡟᭷฼࡞㑇ఏᏊࡀቑᖜࠊࢀࡉ୰ᛶᡈࡣ࠸᭷ᐖ࡞㑇ఏᏊࡸ㡿ᇦࡣ

㝖ࡀ࡜ࡇࡿࢀ࠿ண᝿ࠊࡣࢀࡇࠋࡿࢀࡉᚑ᮶ㅦືࡓࡁ࡚ࢀࡉ࡜≀⣽⬊࡛ࡢ㑇ఏᏊቑᖜ᫬࠾࡟

⣽⬊ෆ࡛㑇ఏᏊ㛫ࠊ࡟ඹ࡜ࡿฟ᮶ࡀ࡜ࡇࡿࡁㄝ࡛᫂ࡃࡲ࠺ࢆ㇟⌧ࡢ⦆෌࣒ࣀࢤ࠸ࡋ⃭ࡿࡅ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠼⪄ࡶ࡜ࡿ࠸࡚ࡗࡇ㉳ࡀத➇ࡢ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

(1) Okamoto, H., Watanabe, T., and Horiuchi, T. (2011) Double Rolling Circle Replication

(DRCR) is recombinogenic. Genes to Cells (in press).

(2) Watanabe, T., Tanabe, H., and Horiuchi, T. Gene amplification system based on

double rolling-circle replication undergoes oncogene-type amplification (submitted)

公募（6）　ガン遺伝子増幅の機構は、遺伝子進化の機構足り得るか？
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ᓥ⛣᳜ࣝࢹࣔࢆ⣔ࡓࡋ࡜ᶵᲔ̿໬Ꮫᛂ⟅⣽⬊Ṛࣥࢪ࣮࣓࢖ࡢ

ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢢ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ ࠖ✲◊බເᆺඹྠࠕ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ọᒣ ᅧ᫛

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲ࡢ┠ⓗࠊࡣ⢾ᒀ⑓἞⒪ࡢ⮅ᓥ⛣᳜ࣥࣜࣗࢩࣥ࢖ࡿࡅ࠾࡟⣽⬊ࡢ⣽⬊Ṛ࡜⾑⟶ෆ

⏕య㜵ᚚᶵᵓࡢ┦㛵ゎ᫂࡟ࡵࡓࡢ D㸧⣽⬊⭷ࢆ௓ࡓࡋ⣽⬊⭷ෆእࡢᙧែⓗኚ໬ࢆ⣽⬊Ṛ

ࠋࡿࡍゎᯒ࡚࠸⏝㏱㐣㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ἲࡧග㢧ᚤ㙾ἲཬ⺯ࢆ࡛ࡲࡿ⮳࡟ E㸧⣽⬊⭷ࢆ௓ࡓࡋ

ࠋࡿࡍゎᯒ࡚࠸⏝ࢆ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗᡭἲࢆ᝟ሗఏ㐩ኚ᥮ᶵᵓࣝࢼࢢࢩ F㸧3(7㸫&7 ࢆ࡝࡞

࡟࡜ࡇࡿࡍ࡜ᣦᶆࡢ⟇ቯ㜵Ṇ◚ࠊࡋయෆ࡛ᐃ㔞ホ౯⏕࡚࠸⏝ࢆࢢࣥࢪ࣮࣓࢖య⏕ࡓ࠸⏝

ࠋࡿ࠶

a) ࠋ❧☜ࢆ⣔࢖ࢭࢵ࢔ࡿࡼ࡟ග㢧ᚤ㙾⺯࡚࠸ࡘ࡟ᾮ㏱㉳⣽⬊Ṛ⾑ࡢᓥ⮅ࡣ࡚ࡋ㛵࡟ㄢ㢟ࡢ

 ほࢆ⏝஫స┦ࣥࣜࣈ࢕ࣇ࡜ᑠᯈ⾑࡚࠸ࡘ࡟ᾮจᅛ⣔⾑ࠊࡵࡓࡢ✲◊㟁㢧࣭ග㢧┦㛵ࡓࡲ

ྠࠊ࠸⾜ࢆ࢖ࢭࢵ࢔ග㢧ᚤ㙾⺯ࡢᙧᡂ⥙ࣥࣜࣈ࢕ࣇ࡚࠸ࡘ࡟⣔ࡢࡇࠋࡓࡆୖࡕ❧ࢆ⣔ࡿࡍ

୍᮲௳࡚࠸࠾࡟ప 㟁㢧ほᐹࡋศᏊࣞ࣋ࣝࡢᙧែᏛⓗ▱ぢࢆᚓࡓࡲࠋࡓ⾑ᑠᯈ࢖ࢭࢵ࢔⣔

ࡢ⏕ຊⓎ࠺క࡟ᙧᡂ⥙ࣥࣜࣈ࢕ࣇ࡚࠸࠾࡟ AFMほᐹࠋࡓࡗ⾜ࡶb) ࣜࣗࢩࣥ࢖ࡣ࡚࠸ࡘ࡟

ࣥ⣽⬊ࡢ⣽⬊Ṛ࡟㝶కࣥ࢜࢖࣒࢘ࢩࣝ࢝ࡿࡍὶධࢆ⺯ගࣔࡘ࠿ࡋ࣮ࢱࢽ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗィ 

(cࠋࡓࡋド☜ࢆ㛵┦ࡢ⪅୧࠸⾜ࢆ ࠋࡓࡗ࠶ᮍ㐩ᡂ࡛ࡣ௒ᖺᗘࡣ࡚࠸ࡘ࡟

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

௨ୗࡢᡂᯝࠋࡓࡗ࠶ࡀ

i) 㟁㢧࣭ග㢧┦㛵ἲᩚࡢ࢔࢙࢘ࢻ࣮ࣁ࡚࠸ࡘ࡟ഛ≉࡟ప ⺯ග㢧ᚤ㙾ᩚࡢഛࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ࠋࡿ࠶࡛ࡵࡓࡿࡍ࡟ᐜ᫆ࢆヨᩱⓗ┦㛵ࡢప 㟁㢧࡜ග㢧ほᐹࡣࢀ

ii) ⺯ග㢧ᚤ㙾ࣥࣜࣗࢩࣥ࢖ࡿࡼ࡟⣽⬊⾑ᾮㄏ㉳⣽⬊Ṛ࢖ࢭࢵ࢔⣔ࠋࡓࡋ❧☜ࢆ

iii) ప 㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࡾࡼ࡟ୡ⏺࡛ึ࡚ࡵ⾑ᑠᯈ㸫ࣥࣜࣈ࢕ࣇ⣔ࡢศᏊࣞ࣋ࣝᙧែࡀほᐹࡉ

ࠋࡓࢀࡉ⣽⬊⾲㠃࡛≉ᐃࡀศᏊࣥࣜࢢࢸࣥ࢖ࡿ࠶࡛ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥ࢖ࡢ⪅୧ࠊࢀ

iv) ⣽⬊Ṛ⌧㇟࡟ࢺࢡ࣌ࢫ࢔ࡢࠎ✀ࡢ㛵ࣥ࢜࢖࣒࢘ࢩࣝ࢝ࡋὶධࣝࢿࣕࢳࠊ㛤㛢ࣜࣈ࢕ࣇࠊ

ࣥ⥙ᙧᡂࡢ࡝࡞┦㛵ࠋࡓࢀ࡜ࡀ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ࡋ࡞

公募（7）　島移植をモデル系とした機械―化学応答細胞死のイメージングサイエンス
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ✲◊ᇶ♏ⓗㄪᰝࡢ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࢢࣥࢩࣥࢭ⥺㉥እࡢ≀⏕

ᛂເ஦ᴗ༊ศ බເᆺඹྠ◊✲

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ώ㎶ ṇ຾

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

�� ⫼ᬒ࡜┠ⓗ㸸㉥₻ࢹࢺࣄࡸࣥࢺࢡࣥࣛࣉᗂ⏕ࡀ㉥እ⥺࡟ᛂ⟅࡚ࡋ↷ᑕ㒊఩࡬㞟ྜࡿࡍ஦

࠸࡞ࢢࣥࢩࣥࢭ⥺㉥እࡽ࠿ࡃ࡚ྂ࠸࠾࡟ᅋ㸧᪻⹸ࠊᯇỌࠊ⏣⣸ຍࠊ㸦Ώ㎶ࡾࡓࢀࡉⓎぢࡀ

ࡢศᏊ࣮ࢧࣥࢭࡢࡑࠊࡀ኱ᶫ㸧ࠊ㸦⽥ᕝࡿ࠸࡚ࢀࡉ၀♧ࡀᏑᅾࡢࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ᗘศᕸ ࡋ

ᐇయࠊ࠿ࢁ࠾ࡣ㉥እ⥺ࡢ᭷ຠἼ㛗ࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ࡟࠿ࡽ᫂ࡽࡍ㉥እ⥺ࡢἼ㛗ไᚚ

ࢹࣔ࡞ࣝࣉࣥࢩࡓࡋ㐺࡟✲◊ࠊࡘࡘࡋᑟධ㸦⊷಴㸧ࢆ㉥እ⥺ᕤᏛࡢ᪂᭱࡞ᚲせ࡟➼ฟ᳨ࡸ

ࣝ⏕≀⣔࡜཯ᛂ ᐃ᪉ἲᩚࡢഛ㸦Ώ㎶ࡽ㸧ࠊ࡚⤒ࢆ᭷ຊ࣮ࢧࣥࢭೃ⿵࡛ࡿ࠶ 753㸦ࣉࢵࣜࢺ㸧

ྜ⼥㞟Ꮫⓗ࣭Ꮫࠊࡿ⮳࡟ᑟධࡢ㐍໬⣔⤫Ꮫ㸦㣁⏣㸧ࡧࡼ࠾ศᏊ⏕⌮Ꮫ㸦ᐩỌ㸧ࡢࣝࢿࣕࢳ

ⓗ࡞ �� ୡ⣖ᆺࢆ✲◊ࡢ㛤ጞࠋࡿࡍ

��� ᚲせᛶ࣭⊂๰ᛶ㸸ࡢࡽࢀࡇ㉥እ⥺ࡣࡋ࠸࡞ࢢࣥࢩࣥࢭ ᗘࠊࡣ✲◊ࡢࢢࣥࢩࣥࢭᇶ♏⏕

≀Ꮫⓗࡣ࡟᪂ࡢ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࢢࣥࢩࣥࢭ่⃭⌮≀࡞ࡓゎ࣭᫂Ⓨぢࡓࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢࡿࡀ࡞ࡘ࡟

⏕࡞གྷ௓ࡢ࡚ࡗ࡜࡟ቃಖ඲⎔ࡸỈ⏘ᴗ࡞࠺ࡼࡢ⏕ᗂࢹࢺࣄࢽ࢜ࡸࣥࢺࢡࣥࣛࣉ₻㉥ࡤ࠼࡜

ࣥࢭ⥺㉥እ࡞ᕤᏛⓗࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿ࠶ࡶᛶ⬟ྍࡿࡍᥦ౪ࢆᡭἲ࡞ࡓ᪂ࡃ඲ࡢᤕ⋓࣭㥑㝖ࡢ≀

๰⊃࡚ࡵᴟࠊࡿࡀ࡞ࡘࡶ࡟ᥦ౪ࡢ⣲ᮦ࢜࢖ࣂ࡞ࡓ᪂ࡃ඲ࡢࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ᗘ ࡋ࠸࡞ࢢࣥࢩ

ⓗࠋࡿ࠶࡛࣐࣮ࢸ࡞

�� 㐩ᡂࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋᡂᯝ㸸ࡢࢀࡒࢀࡑᐇ㦂⣔ࡿࡅ࠾࡟㉥እ⥺Ἴ㛗ឤᗘࡸ ᗘឤཷศゎ⬟➼ࠊ

ᇶ♏ⓗࠊࢆࢱ࣮ࢹ࡞ᡭἲࢆඹ᭷ྲྀࡘࡘࡋᚓࠕࠊࡋ㉥እ⥺ࠕ࡜ࠖࢢࣥࢩࣥࢭ ᗘឤཷࠖࡢ┦஫

㛵㐃ᛶࢆ⌧㇟ㄽⓗ࡟௙ศࠊࡅ୪⾜࣮ࢧࣥࢭ࡚ࡋೃ⿵ศᏊ 753 ศᏊ⏕≀Ꮫⓗ࣭㐍ࡢࣝࢿࣕࢳ

໬⏕≀Ꮫⓗ᥈⣴࡜⌧㇟ㄽ࡜ศᏊᐇయㄽࡢᑐᛂ㛵ಀࠊࢆ඲࣓ࣥࡢ࣮ࣂᐦ᥋࡞ពぢ࣭᝟ሗ஺᥮

ࠋࡿᚓࢆ⥴➃ࡿࡍゎ࡚᫂ࡗࡼ࡟༠ຊయไ࡜

�� ◊✲యไࡢ඲యീ 㸸�� ⊷಴ಙᙪ㸦㜰኱࣮࣮ࣞࢨ◊㸹ඖ⥲◊኱ඛᑟ◊࣭ග⛉Ꮫᑓᨷ≉

௵㸧㉥እග※㸦Ἴ㛗 �̾��� 㸦Ἴ㛗࣓ࣛ࢝࡜㸧ࣥࣟࢡ࣑ �̾�� ���ᥦ౪ࡢ㸧ࣥࣟࢡ࣑ �� �� �

��㸹�ࡋᑐ࡟ ⣸ຍ⏣▱ᖾ࣭ᯇỌⱱ࣭Ώ㎶ṇ຾㸦⥲◊኱ඛᑟ◊࣭⏕࿨ඹ⏕య㐍໬Ꮫᑓᨷ㸧 ㉥

��� ィࡢ㉥እ⥺࣭ ᗘ㉮ᛶࡢࣥࢺࢡࣥࣛࣉ₻ � ��㐃ᦠ�㸹࡜ ᅋ࡞ࡾࡲ㸦㝵ᒙ⏕≀Ꮫ◊㸧࣭

㔠Ꮚὒஅ㸦៞ᛂ኱㸧ࢹࢺࣄᗂ⏕ࡢ࢔ࣜࢼࣥࣆࣅ㉥እ⥺࣭ ᗘ㉮ᛶࡢィ  ୖグࡢࣉ࣮ࣝࢢ

᪉ἲⓗᨭ᥼ࡿࡅཷࢆ��� �� �� � ��㐃ᦠ�㸹࡜ ኱ᶫ୍ᬕ㸦⟃Ἴ኱㸧࣭ ⽥ᕝㅬኴ㑻㸦⥲◊኱

ඛᑟ◊࣭⏕࿨ඹ⏕య㐍໬Ꮫᑓᨷ㸧᪻⹸ࡢ㉥እ⥺㉮ᛶࡢ᥈⣴㸦�� �� � ��㐃ᦠ㸧㸹࡜ ᐩỌ㸦⥲

◊኱⏕࿨⛉Ꮫ◊✲⛉࣭⏕⌮Ꮫᑓᨷ㸧 ୖグ⏕≀ࡢ 753$� ᥈⣴᳨࣭ウࡢࣝࢿࣥࣕࢳ ��� �� ��

� �㐃ᦠ࡜ � �� 㣁⏣㸦⥲◊኱ඛᑟ◊࣭⏕࿨ඹ⏕య㐍໬Ꮫᑓᨷ㸧ศᏊ㐍໬Ꮫⓗゎᯒ㸦���� ��

� 㐃ᦠ㸧࡜

公募（8）　生物の赤外線センシングメカニズムの基礎的調査研究
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

㸯㸧 ⾜ືほᐹᐇ㦂㸸ࡢࢹࢺࣄᗂ⏕ࡢࢩ࣒ࣜ࢘ࢰࡧࡼ࠾ ᗘ㉮ᛶᐇ㦂ࡢ࣮ࣞࣕࢩࠊࢆ୰࡟

㉥እ⥺ࢆ※⇕࡛ࢺࢵ࣏ࢫ୚࡛࣮࢕ࣇࣛࢢ࣮ࣔࢧ࡜࣓ࣛ࢝࢜ࢹࣅࡘࡘ࠼㐟Ὃ⾜ື࡜ ᗘࢆグ

㘓ࡿࡍ᪉ἲ࡛⾜ࠋࡓࡗ㧗 ᇦ࡛ࡣ⇕ᑐὶࡢᙳ㡪ࡶぢࠊࡀࡓࢀࡽ�� ᗘ & ๓ᚋࡢ୰ ᇦ࡛㢧ⴭ

࡚࠸࠾࡟୧㠃ࡢ≀⏕ࣝࣉࣥࢧ࡜ᐃἲ ࡾࡼ࡟ࢀࡇࠋࡓࢀࡽࡵㄆ࡟░᫂ࡀ᪼ୖࡢ㐟Ὃ㏿ᗘ࡞

┠ฎ࡜ᨵⰋࡁ࡭ࡍⅬࡀศ࡛ࡢࡓࡗ࠿ḟᖺᗘ௨㝆ࡢ࡚ࡅྥ࡟ᇶ♏ࡀᚓࠋࡓࢀࡽḟᖺᗘ௨㝆ࠊࡣ

ᑟධ࡞㐺ษࡢ➼໬㐠ືゎᯒἲ࣮ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡸほᐹࡢᗘ໙㓄่⃭ୗ࡛ ࡓࡏࡉⓎᒎࢆࢀࡇ

ࠋࡿ࡞࡟ᚲせࡀᕤኵࡓࡌᛂ࡟ⓗ┠࡜

�� ศᏊ㐍໬Ꮫⓗゎᯒ㸸࣒࢘ࣀࢤࡢࢽ㓄ิࡀỴᐃ࣒ࣀࢤࡢࡇࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉ୰࡟⬨᳝ື

ᗘཷᐜయ㑇ఏᏊ ࡢ≀ 753 㑇ఏྠ┦ࡢࡘᯝ㸲⤖ࡢࡑࠋࡓ࡭ㄪࢆ࠿ࡿࡍᏑᅾࡀ㑇ఏᏊྠ┦ࡢ

ᏊࡀᏑᅾࡢࡑࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࡍ୰࡛ࣅ࣊ࡣࡘ࡜ࡦࡢᗈ⩏ࡢ㉥እ⥺ཷᐜయྠ࡚ࡋ࡜ᐃࡉ

ࡓࢀ 753$� ࠸࡚ࢀࡉᐃྠࡣ㑇ఏᏊྠ┦ࡣ࡛࣒ࣀࢤࡢࢹࢺࣄࠊ᪉୍ࠋࡓࡗ࠶㑇ఏᏊ࡛ྠ┦ࡢ

㓄ࡢࢽ࢘ࡢࡇࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࢀࢃᛮ࡜ࡵࡓࡢ⢭ᗘࡢ㓄ิỴᐃ࣒ࣀࢤࡢࢹࢺࣄࠊࡣࢀࡇࠋ࠸࡞

ࡢ≀ື᳝⬨ࡢ௚࡜ิ 753$� 㑇ࡢ࡛ࢹࢺࣄࠊ࡟୰ᚰࢆ㡿ᇦࡿ࠸࡚ࢀࡉಖᏑࡀ㓟㓄ิࣀ࣑࢔ࡢ

ఏᏊྠࢆᐃ࡛5&3ࠊࡿࡁ ࢺࣄ࡟ḟᖺᗘ௨㝆ࠊ࡚࠸࡚ࡳヨࢆᅾྠᐃ⌧ࠊࡋタィࢆ࣮࣐࢖ࣛࣉࡢ

ࡢࢹ 753$� ᶵ⬟ゎࡾࡼ࡟㟁Ẽ⏕⌮ᐇ㦂ࡧࡼ࠾⌧Ⓨࡢ࡛⬊ᇵ㣴⣽ࡢࡑ࡜༢㞳ࡢ㑇ఏᏊྠ┦ࡢ

ᯒ࡟㐍ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴ㓄ิẚ㍑ࡢ࡛≀ື᳝⬨↓ࡾࡼ࡟ 753 㑇ఏᏊࡢ㐍໬ࡢ㐣⛬ࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ

ࠋࡿ࠶ࡘࡘࢀࡽᚓࡀᒎᮃࡿ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

඲ࡃ᪂つ࡞ඹྠ◊✲ࡢ㛤ጞ㸯ᖺ┠࡛ࠊ࡛ࡢࡿ࠶ㄽᩥⓎ⾲ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ⮳ࡣ࡟

公募（8）　生物の赤外線センシングメカニズムの基礎的調査研究

42



― 45 ―

㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ㈨※฼⏝࡜⎔ቃ࡟㛵ࡿࡍᏛ⼥ྜⓗ◊✲㸸⊁⊟᥇㞟ࡽ࠿㣗ᩱ

఍♫࡜ኚ໬ࡢᴗ⏕ࡢ࡬⏘⏕

ᛂເ஦ᴗ༊ศ බເᆺඹྠ◊✲

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᮏ㒓୍⨾

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲ࡣ䚸ேࡿࡼ࡟⮬↛㈨※ࡢ฼⏝ࠊ࡜⎔ቃኚ໬ࡢ࡬㐺ᛂࠊ࡚࠸ࡘ࡟ே㢮ྐ࣭ே㢮㐍໬ࡢどⅬ

ࡀ࣮ࣂ࣓ࣥࡿࡍ࡜୰ᚰࢆ⪅✲◊ࡿࡍᡤᒓ࡟ᇶ┙ᶵ㛵ࡢ኱◊⥲ࠊࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࡽ࠿

ࠋࡿ࠶࡛✲◊ඹྠࡿࡍ㐃ᦠࡋ࠿⏕ࢆᑓ㛛ࡢࠎྛ

௒ᖺᗘィ⏬ࡓࢀࡉᅜෆእࡢ࡛ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇࡢ⎔ቃ⪃ྂᏛㄪᰝ࡜Ẹ᪘Ꮫㄪᰝ࡚࡭ࡍࡣᐇ᪋ࡋ

�ࢥࣝࢺࡣᾏእࠊࡣㄪᰝᆅࠋࡓ �࢔ࢪ㸪࢝ࣥ࣎ࣥࢲࣝࣚ ࠊᓥ㸧࣐ࣥࢲࣥ࢔㸦ࢻࣥ࢖ࠊ‴ྎ

࣮࡛࣌ࣝ⎔ቃ⪃ྂᏛㄪᰝࡧࡼ࠾Ẹ᪘ㄪᰝࢆᐇ᪋ࠋࡓࡋᙜึࡢ◊✲ィ⏬࡛ࡣᮾ࡜࢔ࢪ࢔ᮾ༡

ᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤ࠊࡀࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࢀࡉ⏬ィࡣ࣮ࣝ࣌ࠊணᐃ࡛࠺⾜ࢆㄪᰝ࡟୰ᚰࢆᆅᇦ࢔ࢪ࢔

≀㤋ࢆ୰ᚰ࡟Ⓨ᥀ㄪᰝࣃࣥࣃࢥࣃࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㑇㊧࡛ࠊ᪂኱㝣ඛྐ᫬௦ࢲࢡࣛࡿࡅ࠾࡟⛉

ᐙ␆ࡢ฼⏝ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ✲◊࡚࠸ࡘ࡟㏣ຍࠋࡓࡋᅜෆࠊࡣἈ⦖ࠊᐑᓮࠊᚨᓥࠊ⁠㈡࡛࢖ࠊ

࢔ࢪ࣎ࣥ࢝ࠊࡓࡲࠋࡓࡋᐇ᪋ࢆㄪᰝࡿࡍ㛵࡟⏝㔝⏕ື᳜≀฼ࡢసᆅ࿘㎶⪓ࡸ⏝฼ࡢࢩࢩࣀ

㑇㊧ฟᅵࡢ⦕ἈࠊᏳᐃྠ఩యศᯒࡿࢀࡲྵ࡟㦵ࢩࢩࣀ࢖ࡢㅖᓥฟᅵ㇋ఀࡸ㑇㊧ฟᅵே㦵ࡢ

ྂࡢ㦵ࢩࢩࣀ࢖ࡢ '1$ ศᯒࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

௒ᖺᗘࠊࡣㄪᰝࡀ � ᭶ࠥ㸱᭶࡟㞟୰࣮ࣂ࣓ࣥࠊࡋ㛫࡛ࡢㄪᰝᡂᯝ࡟㛵ࡿࡍ᝟ሗ஺᥮ࡲࡣ

ࢆ⫱ᐙ␆㣫ࡸ⪓㎰ࡀ᥇㞟Ẹ⊟⊀ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ㄪᰝࡢᓥ࡛࣐ࣥࢲࣥ࢔ࠋ࠸࡞࠸࡚࠼⾜༑ศࡔ

᥇⏝ࡿࡍ㝿ࡢ㞀ᐖࠊ࡚࠸ࡘ࡟⯆࿡῝࠸ほᐹᡂᯝࡀᚓࡸ‴ྎࠊࡓࡲࠋࡿ࠶ࡘࡘࢀࡽἈ⦖࡛ࡢ

ㄪᰝ࡛ࡢࢩࢩࣀ࢖ࠊࡣᤕ⋓࡜㣫⫱࡟㛵ࡿࡍ஦౛୍ࡢ᪉ࡢࢱࣈࠊᨺࡋ㣫࡟࠸㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ

཰㞟ࠋࡓࡋ᪥ᮏᅜෆࠊ⏿ࠊ⏿↝ࡢỈ⏣࿘㎶ࡢ㈨※฼⏝࡟㛵ࡿࡍㄪᰝ࡛ࠊࡣ㎰⪔Ẹࡿࡼ࡟㔝

⏕㈨※ࡢ⥅⥆฼⏝࡟㛵ࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ཰㞟ࠊࡣࡽࢀࡇࠋࡓࡋ⎔ቃ⪃ྂᏛㄪᰝࡢᑐ㇟࡛ࠊࡿ࠶

ே㢮ྐࡢ୰࡛኱࡞ࡁ㌿᥮Ⅼ᳜ࡓࡗ࡞࡜≀᱂ᇵ࡜ᐙ␆㣫⫱ࡢ㛤ጞ㸦⣙ ����� ᖺ๓㸧ࡽ࠿㎰⪔

∾␆♫఍ᡂ❧㸦⣙ ���� ᖺ๓㸧ࡢ࡛ࡲ㐣⛬ࢆ⪃ᐹࡢࡵࡓࡿࡍ㔜せ࡞㈨ᩱࠋึࡿ࡞ࡶ࡜ ᖺᗘࠊࡣ

ඹྠ◊✲࣓ࣥࠊࡀࢀࡒࢀࡑ࣮ࣂᑓ㛛࡞ࡲࡊࡲࡉࡓࡋ࠿⏕ࢆษࠊࡽ࠿ཱྀࡾே࡜⎔ቃࡢ┦஫㛵

ಀ࡟ග࠺࠸࡜ࡿ࡚࠶ࢆ┠ⓗࢆ㐩ᡂࠋࡓࡋ௒ᚋேࡿࡼ࡟㈨※฼⏝࡜⾜ື㑅ᢥࢆ⌮ゎࡵࡓࡿࡍ

ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ⠏ࢆ༠ຊ㛵ಀࡢࡵࡓࡿࡏࡉⓎᒎࢆ✲◊ඹྠࡢ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

㸦Ꮫ఍ཱྀ࡛ࡢ㢌Ⓨ⾲ࠋㄽᩥࡣᢞ✏୰ࠋ㸧

1DVX� +�� 7DQQR� .�� +RQJR� +� 	 )XMLL� 6� $UFKDHRERWDQLFDO VWXG\ RI 331% RXWSRVW� :DGL

$EX 7XOD\KD� VRXWKHUQ -RUGDQ ZLWK VSHFLDO UHIHUHQFH WR WKH EHJLQQLQJ RI QRPDGLVP LQ

WKH VRXWKHUQ HGJH RI WKH IHUWLOH FUHVFHQW� ��WK 6\PSRVLXP RI WKH ,QWHUQDWLRQDO :RUNLQJ

*URXS IRU 3DODHRHWKQRERWDQ\� ����� �� :LOKHOPVKDYHQ� *HUPDQ\�

+RQJR� +� 'RPHVWLFDWLRQ RI DUWLRGDFW\OV LQ 6RXWKZHVW $VLD� DQ LPSDFW RQ ORFDO ELRGLYHUVLW\�

Ꮫ⾡࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ %LR�GLYHUVLW\ RI $QFLHQW 6RFLHWLHV� ([SORUDWLRQV RI 1DWXUH�

:RUOGYLHZV� DQG +XPDQ (YROXWLRQ� ����� ��� ���� ឡ▱┴❧኱Ꮫ

公募（9）　資源利用と環境に関する学融合的研究：狩猟採集から食料生産への生業の変化と社会

43



― 46 ―

㧔᭽ᑼ 㧟㧕

ᐔᚑ㧞㧟ᐕᐲቇⲢวផㅴ࡯࠲ࡦ࠮ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ᚑᨐႎ๔ᦠ

⎇ⓥࡑ࡯࠹ฬ⒓ ⾗Ḯ೑↪ߣⅣႺߦ㑐ࠆߔቇⲢว⊛⎇ⓥ㧦⁚⁸ណ㓸ࠄ߆㘩ᢱ

ળ␠ߣᄌൻߩᬺ↢ߩ߳↥↢

ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥޟ౒ห⎇ⓥᡰេޠ

↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ᧄㇹ৻⟤

٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔

��ᐕᐲߪਥߦవผᤨઍߩㆮ〔ࠍኻ⽎ߚߒߣⅣႺ⠨ฎቇ⊛⺞ᩏ߮ࠃ߅᳃ᣖ⠨ฎቇ⺞ᩏ࠲࡯࠺ࠆࠃߦ෼㓸ࠍ

ޕߚߒ⛯⛮

�� ᐕ 5 ᦬ 㖧࿖࡮᧲ਃᵢㆮ〔಴࿯േ‛㛽ߩ⾗ᢱ෼㓸㧔⷏ᧄޔ㊄㧕ޕ

�᦬ ����� ᣣ ࿖㓙⠨ฎേ‛ቇળධ⷏ࠕࠫࠕಽ⑼ળߡߦᚑᨐ⊒⴫㧔ᧄㇹ ᬺ❣ᰣෳᾖ㧕

�� ᐕ �᦬ �� ᐕᐲߩ⎇ⓥႎ๔ળߣ �� ᐕᐲߩ⎇ⓥᛂߜวߖࠊ㧔ᣈ㧦࿖┙᳃ᣖቇඳ‛㙚㧕ޕ౒ห⎇ⓥ࡯ࡃࡦࡔ
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公募（12）　科学広報と学術コミュニケーション
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公募（13）　脳の進化 ―大脳新皮質の起源を尋ねて―
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公募（14）　ガン遺伝子増幅の機構は、遺伝子進化の機構足り得るか？
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公募（14）　ガン遺伝子増幅の機構は、遺伝子進化の機構足り得るか？
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Chineseޕࠆ޿ߡߒ᦭ࠍ⢻ജߔ⋤߉❭ࠍ hamster ovary(CHO)⚦⢩ࠥࡓࡁ਄ߩߎߦ tos㈩೉

߻฽ࠍ BACࠍᝌ౉ߒ TelN⊒⃻ࠍ࡯࠲ࠢࡌዉ౉ࡦࡇࠕࡋޔߢߣߎࠆߔ⁁ᧃ┵ࠍᒻᚑߒ DNA

ⶄ⵾ߡߞࠃߦ dicentric chromosome(ੑേේ૕ᨴ⦡૕)ࠍᒻᚑߚߴ⺞ࠍ߆ࠆ߈ߢ(࿑㧡)ޕಽⵚ

ᦼ FISHᴺࠅࠃߦ tos㈩೉ࠍ฽߻᭴ㅧࠍⰯశᮡ⼂ߚߒ⚿ᨐޔㅢᏱߩᨴ⦡૕ߣᲧߴ tos-TelN

ߪࠄࠇߎޕ(࿑㧢)ߚࠇ⃻߇ᨴ⦡૕௝ߥ⊛ᓽ․ߦ႐วߚߖ߆௛ࠍ♽ tos㈩೉ߩ㗔ၞࠍਛᔃߦേ

ේ૕ࠍ฽߻㗔ၞ߇୚ടߚߒኻ⽎᭴ㅧੑࠆߣࠍേේ૕ᨴ⦡૕(A1~A3)ޔTelN߇૞↪ߚߒ⋥ᓟ

ޔੑਛ㑆૕(B1~B4)ߟ߽ࠍ┵ᧃ⁁ࡦࡇࠕࡋߩ േේ૕ᨴ⦡૕ᒻᚑࠅࠃߦჇ᏷ࠍ㐿ᆎੑߚߒേේ

૕ᨴ⦡૕(C1~C4)ߣࠆ޽ߢᕁޕࠆࠇࠊએ਄ߪ⮎೷╬ੑࠅࠃߦേේ૕ᨴ⦡૕ࠍⓍᭂ⊛ߦㆬᛯߒ

ߩ૕ోޔߕࠄࠊ߆߆߽ߦ޿ߥ޿ߡ 1~5%⒟ᐲߩಽⵚᦼ௝ߦ⷗ޕߚࠇࠄᓥߡߞ⥄ὼߩჇ᏷⃻⽎

ޕߚࠇࠄ߃⠨ߣࠆ޿ߡߓ↢߇േේ૕ᨴ⦡૕ੑߢ㗫ᐲ޿ᒰ㜞⋦ࠅࠃ

ᰴߦ↹⸘ߦᴪߡߞ tos㈩೉ޔჇ᏷ㆬᛯ࡯ࠞ࡯ࡑDHFRㆮવሶޔⶄ⵾㐿ᆎ㗔ၞޔჇ᏷࡝ߩ

ߩ߼ߚߩᬌ಴ࡓࠗ࠲࡞ࠕ TetR-EYFPㆮવሶࠢࡄࡦ࠲ޔ⾰Ⴧ↥ࠍᜰᮡߦჇ᏷ࠍᬌ಴߼ߚࠆߔ

ߚࠇ߹᜽ߦ㈩೉࡯࠲࡯࡟ࠬࡦࠗߩ G-CSFㆮવሶ╬ࠍ CHO⚦⢩ᨴ⦡૕ߦ BACࠍ੺ߡߒᝌ

౉ߚߒ(࿑㧠A)ޕ⚦⢩ߪォ౮߇ᵴ⊒ࡓࡁࠥߥ㗔ၞ߼੍ߦ FRT㈩೉߇ᝌ౉ߚࠇߐ CHO⚦⢩ࠍ

೑↪ޔߒ╙৻Ბ㓏ߪߢ Flp-FRT⚵឵ࠅࠃߦ߃ hygromycin⠴ᕈㆮવሶࠍᵴᕈൻߒ BACߦ

㈩⟎ߚߒ GFPㆮવሶ(࿑㧠ߪߦ㕖⴫␜)ߩ⊒⃻ࠍᜰᮡߦන㔌ޕߚߒ╙ੑᲑ㓏ߪߢᄌ⇣ဳ lox

㈩೉޿↪ࠍᝌ౉෻ᔕ߇ఝవ⊛ߦ⿠߁ࠃࠆߎᎿᄦߒ(࿑㧠B)ࠆࠃߦ߃឵⚵ޔ blasticidin⠴ᕈߩ

公募（14）　ガン遺伝子増幅の機構は、遺伝子進化の機構足り得るか？
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ᵴᕈൻߣmCherry⿒⦡Ⱟశࠢࡄࡦ࠲⾰(࿑㧠ߪߦ㕖⴫␜)ࠍ೑↪ߡߒන㔌ޕߚߒ

ಽⵚᦼࠍᨴ⦡૕᭴ㅧߩߘޔߒ߆ߒ FISHᴺࠅࠃߦ⸃ᨆ੍ޔࠈߎߣߚߒᗐࠆࠇߐ BACᝌ౉

ᨴ⦡૕ߦടੑޔ߃േේ૕ᨴ⦡૕ߣᕁࠆࠇࠊኻ⒓ᕈࠆ޽ߩ௝߇࡞࠽ࠣࠪߦᓧߚࠇࠄ(࿑㧣)ޕ

TelN⊒⃻⺃ዉ೨ᤨߩߎߩὐੑߪߢേේ૕ᨴ⦡૕ߪᒻᚑޔ߇ࠆ޽ߢߕߪ޿ߥࠇߐBACᝌ౉ߦ

ߚࠇߐᒻᚑࠅࠃ 150kbએ਄ߦ෸߱㐳ᄢߥㅒ૏෻ᓳ㈩೉߇ tos-TelN♽ߩ௛ࠍ߈ઍⴕߡߒ৻ㇱ

ߚ߃Ⴧޔࠇߐᒻᚑ߇േේ૕ᨴ⦡૕ੑߢ⢩⚦ߩ blasticidin⠴ᕈㆮવሶࠅࠃߦჇᱺఝ૏ᕈࠍ₪

ᓧߣߚߒ⠨ޕࠆࠇࠄ߃㕖⚵឵߃⚦⢩ࠍ⏕ታߦ㒰߼ߚߊ 30μg/mLߩ blasticidinߢㆬᛯࠍⴕߞ

޽ߢ߈ߴࠆߌㆱࠍ಴⃻ߩᨴ⦡૕ౣ✬ᚑߡߒ╬ࠆߔඨᷫࠍỚᐲߩߘߪㆬᛯએ㒠ߩೋᦼޔ߇ߚ

ߟ߽ࠍ࡞ࡖࠪࡦ࠹ࡐߔଦࠍჇ᏷ࠆߥࠄߐ߇᭴ㅧࠆࠇߐᒻᚑߦჇ᏷ೋᦼߪᨐ⚿ߩ੹࿁ޕߚߞ

ߚߒໂ␜ࠍޔߣߎࠆ޽߇น⢻ᕈߔߎ⿠߈ᒁࠍਇ቟ቯൻࡓࡁࠥߢ㗫ᐲ޿㜞߽ࠅࠃᗐቯޔߣߎ

ೋߩߡ߼଀ޕࠆ޽ߢᧄ᧪ࠃߩߎ

޿ߡߒߎ⿠ࠍᨴ⦡૕ౣ✬ᚑߥ߁

ჇࠆࠃߦMTXߒኻߦ⢩⚦޿ߥ

᏷ㆬᛯࠍ㐿ᆎޔ߇ࠆ޽ߢ߈ߴߔ

੍ᗐࠆࠇߐ BACᝌ౉૏⟎ߦട

߽ߣߊߥዋߩേේ૕ᨴ⦡૕ੑ߃

৻ᣇ߽ߦ tos㈩೉߇฽߹ࠆࠇน

⢻ᕈ߇㜞ޔߊTelN⊒⃻⺃ዉࠃߦ
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ޕߚߺ⹜ࠍჇ᏷ㆬᛯߦၮࠍ⢩⚦ߩߎޔࠄ߆ߣߎࠆ߈ߢᦼᓙ߇ㆮવሶჇ᏷ࠆߥࠄߐࠅ

਄⸥⚦⢩ߦ TelN⊒⃻ࠍ࡯࠲ࠢࡌዉ౉ੑޔߒᣣᓟߦ MTXㆬᛯߢ500nMޔ350ޔ200ޔ0

ߪߢ200nMޔ߇ߚߞ߆ߥ߈ߢ⛯⛮ࠍჇᱺߊߥዋ߇ሽ⚦⢩↢ߪߢ500nMޔ350ޕߚߒ㐿ᆎࠍ

ㆬᛯน⢻ޕߚߞ޽ߢTelN⊒⃻⺃ዉࠅࠃߦ↢ሽ⚦⢩߇௖ߦ߆Ⴧടࠆߔ௑ะߪ⷗߇ߚࠇࠄ᣿⏕

ߪࠇߎޕߚߞ߆ήߪ⇣Ꮕߥ blasticidinㆬᛯᤨὐߢ DHFRㆮવሶࠍ฽߻ BACᝌ౉㗔ၞ߇ᦨ

ᄢ ߚߚߞ߹ߒߡߒ਄᣹߇࠼ࡦ࠙࡜ࠣࠢ࠶ࡃߩMTX⠴ᕈޔ(࿑㧣)߼ߚߚߒჇ᏷ߢ߹࡯ࡇ3ࠦ

ߡ߼㓸ࠍ⢩㓸࿅⚦ޔ߼ߚ޿ૐ߇Ⴧᱺㅦᐲߪߢ200nMㆬᛯਅޕࠆࠇࠄ߃⠨ߣ߼ 2ޯ3ㅳ㑆ࠍ

⋡቟ߦᡷߡ߼ ߖߐ㚔ൻ޿ⴕࠍઍၭ㙃⛮ߢ300nMޔ200ޔ100

⢩⚦ߩ㧢ὐ⸘ࠆߥ⇣߇᦭ήߩTelN⊒⃻⺃ዉޔMTXỚᐲޕߚ

㓸࿅ޔߣMTXㆬᛯ೨ߩ⚦⢩ߩၭ㙃਄ᷡࠍ࿁෼ޔߒᏒ⽼ߩ

ELISAࠠߡ޿↪ࠍ࠻࠶G-CSF↢↥ᕈࠍ⹏ଔߩߘޕߚߒ⚿ᨐޔ

TelN⊒⃻⺃ዉࠅࠃߦ↢↥ᕈ߇ะ਄200ޔߣߎࠆߔnMએ਄ߢ

↢↥ᕈ߇Ⴧ߇ߣߎߔಽߚߞ߆(࿑㧤)ޕMTXㆬᛯ೨ߦᣢߦᦨᄢ

ߩᕈ↥↢ࠆࠃߦMTXㆬᛯޔ(࿑㧣)߼ߚߚߒჇ᏷ߢ߹࡯ࡇ3ࠦ

Ⴧട᏷ߪᄢޔࠗ߇޿ߥߊ߈ ࠇߕ޿ࠅࠃߦ↪೑ߩ࡯࠲࡯࡟ࠬࡦ

ޕߚ޿ߡߒታ⃻߇⃻⊑⾰ࠢࡄࡦ࠲ߚߒ቟ቯ߽ߢ⟲⢩⚦ߩ

એ਄ߦ߁ࠃߩ FAIR᭴ㅧߩ૞ᚑߦᨴ⦡૕ౣ᭴ᚑࠍ઻ޔߩߩ߽ߚߞ৻ቯᦼ㑆ࠍⷐࠆߔჇ᏷ㆬ

ᛯ߹ߢታᣉޕߚ߈ߢ߇ߣߎࠆߔ

(2)DRCRჇ᏷ߦ઻ߩ߃឵⚵߁ᵴᕈൻᯏ᭴ߩ⸃ᨆ

DRCR⥄૕߇ recombinogenicߣࠆ޽ߢࠬ࠮ࡠࡊߥ⠨ޔ߃DRCRࠍ฽߻ Rolling-circleဳ

ⶄ⵾ߪߢᆌᆂᨴ⦡ಽ૕ߩធ⌕ߦ㑐߇ࡦࠪ࡯ࡅࠦࠆࠊჇ᏷㗔ၞߦሽ࿷߇ߣߎࠆߥߊߥߒ⚵឵

ࠍࠇߎޕ(࿑㧥)ߚߒ઒ቯߣࠆߥߣ㎛ߩᵴᕈൻ߃ DRCRߩ ON/OFFࠍ೙ᓮน⢻ߥ 2μࠬ࡜ࡊ

ޔsmc1-259ޔscc1-73ޔᐲᗵฃᕈᄌ⇣ᩣ(smc3-42᷷ߩࡦࠪ࡯ࡅࠦߕ߹ޔ߼ߚࠆߔᨆ⸂ߢ♽࠼ࡒ

scc2-4)ࠍ K. Nasmyth⎇ⓥቶࠅࠃ౉ᚻࠦޔߒ

ߦࠇߎޕߚߒ┙⏕ࠍᦨㆡ᧦ઙߩਇᵴൻࡦࠪ࡯ࡅ

߇ਇᵴൻࡦࠪ࡯ࡅࠦࠅࠃ DRCR߃឵⚵ࠆࠃߦ

߿ߣߎࠆߔჇᒝࠍ DRCR㕖ଐሽ⊛߃឵⚵߽ߦ

ࡑࡠࠢߚ߹ޕࠆ߈ߢ⸽ᬌࠍߣߎࠆ߈ߢᵴᕈൻࠍ

ࠪ࡯ࡅࠦߩߢჇ᏷㗔ၞࠅࠃߦ఺∉ᴉ㒠ᴺࡦ࠴

ߔᨆ⸂ࠍሽ࿷㊂ߩ⾰ࠢࡄࡦ࠲ᓳୃ߃឵⚵߿ࡦ

ߦRAD52ㆮવሶޔSCC1ޔ߼ߚࠆ HAࠍࠣ࠲

Ⲣวߦߣߎࠆߖߐขޔߺ⚵ࠅᓟ⠪ߪߡ޿ߟߦ᭴

ޕߚߒቢੌࠍ▽

(3)ᷫᢙಽⵚᦼߩჇ᏷ㆮવሶ․⇣⊛ߥᄌ⇣ዉ౉ߩᬌ⸽

公募（14）　ガン遺伝子増幅の機構は、遺伝子進化の機構足り得るか？
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RIP⃻⽎ߡ޿߅ߦࡆࠞࡦࡄࠞࠕޔߪߣ৻୚૕㑆ߩߢ⚦⢩Ⲣวߩᓟߦ㊀ⶄㆮવሶߦᄙᢙߩ

ὐ⓭ὼᄌ⇣߇ዉ౉ࠆࠇߐ⃻⽎ޕࠆ޽ߢᦨೋޔㆮવሶㅴൻߦ௛ߣࠆ޿ߡ޿ᦼᓙࠞࠕ߇ߚࠇߐ

ࡐࠬࡦ࡜࠻߿ࠬ࡞ࠗ࠙ߩਛࡓࡁࠥޔࠄ߆ߐ㜞ߩࠅ૛ߩᄌ⇣㗫ᐲ߿㈩೉ࡓࡁࠥోߩࡆࠞࡦࡄ

⯻᣸߿ㆮવሶㅴൻޔߒ߆ߒޕࠆ޿ߡࠇࠄ߃⠨ߪߢ⃻࿷ߣࠆ޽ߢᯏ⢻ߩ߼ߚࠆߔᛥ೙ࠍࡦ࠱

ޔߣߎࠆ޽ߢਇนᰳ߇ߣߎࠆߔࠢࡦ࡝߇ᄌ⇣ዉ౉ߣჇ᏷ߦᢙಽⵚᦼᷫߪߢ╬⽎ㄘ⮎⠴ᕈ⃻ߩ

㉂Უࠆ޽ߢ㘃⩶⌀ߩห᭽ߣࡆࠞࡦࡄࠞࠕ 7⒳߽ߢᒙ޿ RIPᵴᕈ߇ႎ๔ޔࠄ߆ߣߎߚࠇߐ಴

⧘㉂Უߡ޿↪ࠍㆮવሶㅴൻߩታ㛎⊛ߥᬌ⸽߇น⢻ߣ߆޿ߥߪߢ⠨ޕߚ߃

ᐔᚑ 23ᐕᐲߪᄌ⇣ࠍᬌ಴ߩ࡯ࠞ࡯ࡑࠆߔ᭴▽ࠍⴕߕ߹ޕߚߞ FKBP12ࠢࡄࡦ࠲⾰ᄌ⇣

૕ࠍ⤑ㅘㆊᕈ࠼ࡦࠟ࡝ Shield1ࠅࠃߦ቟ቯൻߒนㅒ⊛ߦ♽ࠆ߈ߢ߇▵⺞ߥขޔ߇ߛࠎ⚵ࠅ

಴⧘㉂Უߪߢ Shield1㕖ሽ࿷ਅ߽ߢല₸⦟ߊಽ⸃್߇ߣߎ޿ߥࠇߐ᣿ޔߒᐔᚑ 23ᐕ 9᦬ߦ

Bioorg)ߚࠇߐߥ߇ႎ๔ߩห᭽߽ࠄ߆ࡊ࡯࡞ࠣߩઁ Med Chem Lett. 2011, ࠇߎޕ(21:4965

๮⥌ߒᗧ๧ࠍߣߎࠆ߈ߢሽ↢ߡߒߣ࠼ࡦ࠙࡜ࠣࠢ࠶ࡃ޿㜞߇⢩⚦ߩᄙᢙߦᄌ⇣ዉ౉એ೨ߪ

❣ታߩߢ಴⧘㉂Უߪޘᚒߢߎߘޕࠆ޽ߢ໧㗴ߥ⊛

ߦ↪೑ߩ(AID)ࡦࠗࡔ࠼⸂Auxinଐሽ⊛ಽࠆ޽߇

⌕ᚻߚߒ(࿑㧝㧜)ޕ⃻࿷ kanamycinޔhygromycin

ߦ⠴ᕈㆮવሶߩ AIDࠍⲢวߡߖߐ⸃ᨆޔߒᚒޘ

ߥ⊛⥸৻ߪߢ಴⧘㉂Უᩣߩ 50μM߽ࠅࠃ㜞Ớᐲ

ߩ Auxin߇ಽ⸃ߦᔅⷐ್߇ߣߎࠆ޽ߢ᣿ߟߟߒ

ޕࠆ޽

٤ ᧄ⎇ⓥࠍၮߦ⊒⴫ߚߒ⺰ᢥߣឝタߚࠇߐ㔀⹹ฬ╬࠻ࠬ࡝ߩ㧔⺰ᢥᷝ߫ࠇ޽߇ઃ㧕

⎇ⓥᚻᴺߩ৻ㇱߪએਅߩ⊒⴫⺰ᢥߣ㑐ㅪޕࠆ޿ߡߒ

Nucleic Acid Res., 2011, 39, e106.
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⎇ⓥࡑ࡯࠹ฬ⒓ ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈ㧦ߩߘ↢ℂ⊛ᗧ⟵ߣ⊒↢ቇ⊛߮ࠃ߅ㅴൻቇ

⊛஥㕙

ᔕ൐੐ᬺ඙ಽ ౏൐ဳ౒ห⎇ⓥ

↳⺧ઍ⴫⠪᳁ฬ ㊀ᧄ 㓉৻

٤ ⎇ⓥ⁁ᴫႎ๔

ᚒ߇ޘ⊒⷗ߚߒ⣖ߩᏀฝ㕖ኻ⒓ᕈࠆ޽ߢᶏ㚍ࠪߩࠬࡊ࠽౉ജଐሽ⊛㕖ኻ⒓ᕈߩ↢ℂ⊛ᗧ⟵

c-Fosޔߖࠊⴕࠍⓨ㑆ቇ⠌ߦࠬ࠙ࡑ࡞࠺ࡕಽ㔌⣖ޔߦ߼ߚࠆߴ⺞ࠍ ⊒⃻ࠍᶏ㚍ߢ⸃ᨆޕߚߒ

㛳ߦߣߎߚ޿ฝ⣖ࠍਥߦ૶ߊߥߢߌߛࠬ࠙ࡑ߁Ꮐ⣖ࠍਥߦ૶߽ߡ޿߅ߦࠬ࠙ࡑ߁ᶏ㚍ߪߢ

ฝ⣖ఝ૏ߥ c-Fos ⊒⃻߇ᱤ⁁࿁ߡ޿߅ߦ⷗಴ޕߚࠇߐᏀ⣖ࠍਥߦ૶ޔߪߢࠬ࠙ࡑ߁╙৻ᰴⷞ

ⷡ㊁߿਄ਐߦ߆⏕ߪߡ޿߅ߦᏀ஥ߢఝ૏ߥ c-Fos ⊒⃻߇⹺߇ࠇߘޔߢߩߚࠇࠄ߼⹺ߥࠇࠄ߼

ࠄߐޕࠆࠇࠄ߃⠨߇ߣߎࠆ޿ߡߞߎ⿠߇ㅒォߩఝ૏ᕈߩᏀฝߡߒߣਛᔃࠍ⾰⊹ౝ༦ߚߞ߆
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NMR ⿦⨨ࢆά⏝ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ⢾㙐ࡢᵓ㐀᝟ሗࢆ཰㞟ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡋ⢾㙐࢝ࣜࣉࣞࡢ஺᥮

MD ィ⟬ࢆᐇ᪋ࡢࡑࠊࡋ❧య㓄ᗙ✵㛫ࢆ᥈ᰝࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍNMR ゎᯒࡿࡼ࡟ᵓ㐀᝟ሗ࡟ᇶ

M9ࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡋホ౯ࢆࡉ㐺ษࡢࢢࣥࣜࣉࣥࢧᵓ㐀࡚࠸࡙ ࡧࡼ࠾ M8B ⢾㙐ࡢ❧యᵓ㐀

㧗࣐ࣥࡢ㐃୍ࡿࢃ㛵࡟⌮⟶ရ㉁ࡢ㉁ࢡࣃࣥࢱ⢾ࠊࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇࡿ࡞␗࡟᭷ពࡀኚື⠊ᅖࡢ

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆኚ໬ࣥࣙࢩ࣮࣓࢛ࣇࣥࢥ࡞ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲࠊࡢᆺ⢾㙐ࢫ࣮ࣀ

� ࡿ࠶࡛ࡘ㸯ࡢཎᅉ㑇ఏᏊ࣮࢕ࣇࣟࢺࢫࢪ➽ඛኳᛶࠊࡓࡲ AGO61 ࢆࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀࡢ

సฟࡢࡑࠊࡋ⾲⌧ᆺゎᯒࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ⤖ᯝࠊAGO61 ࡿࡍᏑᅾ࡟⭷⬊⣽ࠊ࠸క࡟Ḟᦆࡢ α-

ࡢᒙᙧᡂࡢ⬻ࠊࡋᾘኻࡀ⌧Ⓨࡢ⢾㙐ࡍ♧ࢆᛶྜ⤖ࣥࢽ࣑ࣛࡢ㸦αDG㸧ୖࣥ࢝ࣜࢢࣟࢺࢫࢪ

୙඲ࡀ㉳ࢆ࡜ࡇࡿࡁぢฟࡢࡇࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡋ㑇ఏᏊࢡࣃࣥࢱࡓࢀࡉࢻ࣮ࢥ࡟㉁ࠊࡀαDG ୖ

ࡢ࡬ṧᇶࢫ࣮ࣀ࣐ࣥࡓࡋྜ⤖࡟⨨఩ࡢᐃ≉ࡢ N-࣑ࣥࢧࢥࣝࢢࣝࢳࢭ࢔ಟ㣭ࢆᢸࡇࡿ࠸࡚ࡗ

AGO61ࠊࡾࡼ࡟ᯝ⤖ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ ࠸క࡟Ḟᦆࡢ αDG ᛶྜ⤖ࣥࢽ࣑ࣛࡢୖ

⢾㙐ࡢᙧᡂ୙඲ࡀ㉳ࡀ࣮ࢳࣃࣀ࢝ࣜࢢࣟࢺࢫࢪࠊࡾࡇⓎ⑕ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

ேᕤタィࠊ࡟ࡵࡓࡿࡵ῝ࡾࡼࢆゎ⌮ࡢ࣒ࢬࢽ࣓࢝⬟ᶵࡢ⢾⬡㉁ࡢୖ⭷⬊⣽ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛

 ࠋࡓࡋᐇ᪋ࢆᶵ⬟ホ౯࡜ᡂྜࡢ⢾⬡㉁㸧࢜ࢿ⢾⬡㉁㸦ࡃᇶ࡙࡟

 

࠙㧗⏣ᢸᙜศࠚ 

ࡢࡘ㸰ࠊ࡚࠸࠾࡟⵹ᯈ࿘㎶ࡢ⟶⤒⚄㧊⬨ࢫ࣐࢘ Wnt ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢⓎ⌧᳨ࢆウࠊࡎࡲࠋࡓࡋ

࡞ⓗ⯡୍ࡶ᭱ Wnt ᶆⓗ㑇ఏᏊࡿ࠶࡛ࡘ୍ࡢ Axin2 ࠸ᗈࡢഃ⫼⟶⤒⚄ࡴྵࢆ⵹ᯈࠊࡣ⌧Ⓨࡢ

㡿ᇦ࡟ㄆࡢࡑࠊࡀࡓࢀࡽࡵ㡿ᇦࡣ Wnt3a ୍ࠋࡓ࠸࡚ࡋ⮴୍ࡃࡼ࡜࣮ࣥࢱࣃศᕸ࡞ᣑᩓⓗࡢ

᪉ࠊWnt3a ࡍ࿊ࢆ࣮ࣥࢱࣃࡢࡘ୍࠺ࡶ࠺࠸࡜ࡿࡍᒁᅾ໬࡟ෆ⭍ഃࡶ᭱ࡢ⵹ᯈࡣ㉁ࢡࣃࣥࢱ

࡚ࡋᑐᛂ࡟ᒁᅾ໬㡿ᇦࡢࡇࠊࡀࡿ RPG1㸦௬ྡ㸧࠺࠸࡜㑇ఏᏊࡀ Wnt ౫Ꮡⓗ࡟Ⓨ⌧ࡇࡿࡍ

ࡢࡇࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ Wnt ࡿ࡭ㄪࢆ㛵ಀࡢ࡜㓟㙐◲ࣥࣛࣃ࣊࡜㸰┦ᛶศᕸࡢ

ࡿ࠶㓝⣲࡛ࡢᚲ㡲࡟ᡂྜ⏕ࣥࣛࣃ࣊ࠊ࡟ࡵࡓ Ext1 Wntࠊࡋࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀ࡟⵹ᯈ≉␗ⓗࢆ

公募（17）　糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

ෆࠊ࡚ࡋᑐ࡟ࡢࡓࡅཷࢆᙳ㡪ࡣ㛫ศᕸ✵࡞ᣑᩓⓗࠊࢁࡇ࡜ࡓ࡭ㄪࢆ㛫ศᕸ✵ࡢ㉁ࢡࣃࣥࢱ

⭍ഃࡢ࡬ᒁᅾ໬ࡣṇᖖ࡟㉳ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡁほᐹࠊࡣ࡜ࡇࡢࡇࠋࡓࢀࡉWnt 㛫✵ࡢ㸰┦ᛶࡢ

ศᕸࣥࣛࣃ࣊ࡀ◲㓟ࡿ࡞␗ࡾࡼ࡟ไᚚࠊࡾ࠾࡚ࡅཷࢆWnt 㓟௨◲ࣥࣛࣃ࡚࣊ࡋᑐ࡟ᒁᅾࡢ

እࡢᅉᏊࡀ㛵୚ࢆ࡜ࡇࡿࡍ♧၀࡞࠺ࡼࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋᅉᏊྠࡢᐃ࡜ᶵ⬟ゎᯒࢆ㐍࡜ࡇࡿࡵ

Wntࠊࡾࡼ࡟࡜  ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡢࡶࡿ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ඲యീࡢไᚚᶵᵓࡢ㛫ศᕸ✵ࡢ

࠙ụ୰ᢸᙜศࠚ 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣ GlcNAc6ST-1 㓟Ḟᦆ㸧࣭◲ࣥࢱࣛࢣ㸦ࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀ Sulf1/2 ࢔ࢡࢵࣀ

ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀࡢࢀࡎ࠸ࠋࡔࢇ㐍ࡀゎᯒࡢ㓟໬㓝⣲Ḟᦆ㸧◲⬺ࡢ㓟◲ࣥࣛࣃ㸦࣊ࢫ࣐࢘ࢺ࢘

pMNࠊ࡚ࡋ࡜ᆺ⌧⾲ࡿࡍඹ㏻ࡶ࡚࠸࠾࡟ࢫ࣐࢘ ࢺ࢖ࢧࣟࢻࣥࢹࢦࣜ࢜ࡿࡌ⏕ࡽ࠿ࣥ࢖࣓ࢻ

pMNࠋࡓࢀࡉほᐹࡀศ໬␗ᖖࡢ ࡎࡲࡣࡽ࠿ࣥ࢖࣓ࢻ motor neuron ࡁ⥆ࡁᘬࠊࢀࡉ⏕⏘ࡀ

GlcNAc6ST-1ࠋࡿࢀࡉ⏕⏘ࡀࢺ࢖ࢧࣟࢻࣥࢹࢦࣜ࢜ ࡣ࡛ࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀ motor neuron

Sulf1/2ࠊࡀࡓࢀࡉほᐹࡀஹ㐍⏕⏘ࡢ ࡣ࡛ࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀ motor neuron ࡶ⏕⏘ࡢᢚไ

⏕⫾ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡉ 12.5 ᪥࡛ࢺ࢖ࢧࣟࢻࣥࢹࢦࣜ࢜ࡢศ໬ࠊࡣ࡟floor plate ࡿࢀࡉศἪࡽ࠿

Shh ࠾࡟ࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀྛࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗᢸࢆᙺ๭࡞㔜せࡀࣝࢼࢢࢩ

࡚࠸ Shh ࡿ࠶ୗὶ㑇ఏᏊ࡛ࡢࣝࢼࢢࢩ Patched1 ᡤ␗ࡣࡓࡲῶᙅࡢ⌧Ⓨࠊࢁࡇ࡜ࡓ࡭ㄪࢆ

ⓗ࡞Ⓨ⌧ୖ᪼ࡀㄆࠋࡓࢀࡽࡵ 

� ௨ୖࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢ◲㓟໬⢾㙐࡚ࡗࡼ࡟ Shh ኚ໬ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉㄪᩚࡀఏ㐩ࣝࢼࢢࢩࡢ

 ࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉไᚚ࡟ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲࡀⓎ⏕࣭ศ໬⤒⚄࡚ࡗࡼ࡟

࠙ᯘᢸᙜศࠚ 

HSPG ࡿ࠶ᚲせ࡛࡟ࡢࡿࡍఏ㐩ࢆࣝࢼࢢࢩቑṪᅉᏊ࡟⬊ᖿ⣽ࠊࡀࣥ࢝ࣆࣜࢢࡿ࠶࡛✀୍ࡢ

ࡢ඲࡚ࠊࡣᙳ㡪ࡢሙྜࡓࡋ㜼ᐖࢆ⬟ᶵࡢࣥ࢝ࣆࣜࢢࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇ HSPG

ാࢆࡁ㜼ᐖࡓࡋሙྜࡢᙳ㡪࡟ẚ࡜ࡿ࡭㐶࡟࠿㍍ᚤ࡛࡜ࡇࡢࡇࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡶ࡜ࡇࡿ࠶

ࡢ௨እࣥ࢝ࣆࣜࢢࡣ HSPG ࠋࡓ࠸࡚ࡋ၀♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋࢆࡁാ࡞㔜せ࡚࠸࠾࡟ࢳࢵࢽࡀ

࡞୺せࡢ௨እࣥ࢝ࣆࣜࢢࠊ࡛ࡇࡑ HSPG ࠾࡟ࢳࢵࢽࡢ࣮ࣥ࢝ࣝࣃࡧࡼ࠾ࣥ࢝ࢹࣥࢩࡿ࠶࡛

ࡢࡽࢀࡇࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡳヨࢆゎᯒࡢ⬟ᶵࡿࡅ HSPG ⏕༸ᕢࡣࡁാࡿࡅ࠾࡟⬊⣽ࢳࢵࢽࡢ

Ṫᖿ⣽⬊࡟⥔ᣢ࡟ᚲせ࡛ࣥࢩࠊࡾ࡞␗࡜ࣥ࢝ࣆࣜࢢࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠶

ࡢ࡟⣽⬊㏆ഐࢳࢵࢽࢆ⠊ᅖࡢఏ㐩ࣝࢼࢢࢩࡢቑṪᅉᏊࠊࡣ⬟ᶵࡢ࣮ࣥ࢝ࣝࣃࡧࡼ࠾ࣥ࢝ࢹ

HSPGࠊࡣᡂᯝ✲◊ࡢグୖࠋࡓᚓࢆᯝ⤖ࡿࡍ၀♧ࢆ࡜ࡇࡿࡍ㛵୚࡟࡜ࡇࡿࡵ␃ࡳ ࢳࢵࢽࡣ

⣽⬊㏆ഐࢳࢵࢽࠊ࡜㸧ࣥ࢝ࣆࣜࢢ㸦ࡁാࡿࡍఏ㐩ࢆࣝࢼࢢࢩࡓࡋᏳᐃ࡟⬊ᖿ⣽ࠊ࡚࠸࠾࡟

⬟ᶵࡢࡘ஧࠺࠸࡜㸧࣮ࣥ࢝ࣝࣃࡧࡼ࠾ࣥ࢝ࢹࣥࢩ㸦ࡁാࡿࡍ㝈ᐃࢆ⠊ᅖࡢఏ㐩ࣝࢼࢢࢩ࡟

ࡢಶᩘ࡞㐺ษ࡚࠸࠾࡟యෆ⏕ࠊࡣᡂᯝࡿࢀࡽᚓࡾࡼ✲◊ᮏࠋࡿ࠸࡚ࡋ၀♧ࢆ࡜ࡇࡍࡓᯝࢆ

ᖿ⣽⬊ࡀᏳᐃ࡚ࡋ⥔ᣢࡿࢀࡉ௙⤌ࢆࡳ⌮ゎࠊ࡛ୖࡿࡍ㔜せ࡞ᇶ♏ⓗ▱ぢࢆ౪ฟ࠼⪄࡜ࡿࡍ

 ࠋࡿ

  

 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ

࠙ụ୰୍⿱ࠚ 

公募（17）　糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御
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ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
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࡛☜ಖࡿࡍᶍᨃࢺࢵࢱࢫ࢜࢖ࣛࢡࡢ⏝ࣝࢺ࣐ࣥࢫ࢖࢔෭༷↷ᑕࡢࢺ࣮ࣞࣉ〇సࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
 Ᏹᐂ㟁Ꮚᶵჾ↷ᑕ⏝ࡢ࣮ࢱ࣮࣓ࣜࢥ࣒࣮ࣅᨵ㐀 

᫖ᖺᗘ〇సࡢ࣮ࢱ࣮࣓ࣜࢥ࣒࣮ࣅࡓࡋ୰ᚰ㒊㛤ཱྀ㒊✰ᚄ࡛ࠊࡣ༑ศࡢᩘࣥ࢜࢖࡞㏱㐣ࡀ㞴

ᨭᣢᯫ࣮ࢱ࣮࣓ࣜࢥࠊཪࠋࡓࡗ⾜ࢆᨵ㐀ࡢ࣮ࢱ࣮࣓ࣜࢥ࣒࣮ࣅࡢࡇࠊࡽ࠿஦࠺࠸࡜࠸ࡋ࠿

ࡢྎ 3 ḟඖ ᐃ࡚ࡋ࡜⏝࣮ࢱ࣮࣓ࣜࢥ࣒࣮ࣅࠊ࠸⾜ࢆ౑⏝࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡁ☜ㄆ࡛ࠋࡓࡁ 
 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

 ᶍᨃᏱᐂ⥺ࡽ࠿࣮ࣂ࢖ࣛࢻ↷ᑕ఩⨨┦ᙜ࡟ࢻ࢖࣒࣮࢞ࣅࡢ࡛ࡲᡂຌࠋࡓࡋ 
 㕲➼ࡢᶍᨃᏱᐂ⥺ࢆ⏕ᡂࡢ※ࣥ࢜࢖ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈ࢔࣮ࢨ࣮ࣞࡿࡍヨ㦂ࠊ࠸⾜ࢆ㧗㟁㞳

 ࠋࡓࡋᡂຌ࡟஦ࡿᚓࢆࣥ࢜࢖࣑ࣝ࢔ࠊⅣ⣲ࡢ
 ༠ຊ◊✲ᶵ㛵࡛ࡿ࠶ᮾᕤ኱ཎᏊ⅔◊ 1.6MV ࠸⏝ࢆࣥ࢜࢖㝧Ꮚࡿࢀࡽ⿦⨨࡛ᚓ࣒ࢹࣥࢱ

 ࠋࡓࡋᡂຌ࡟ᡂ⏕ࡢ㓟๓㥑≀㉁ࣀ࣑࢔ࠊ࠸⾜ࢆẼ┦ᐇ㦂ࠊ࡚
 
᪋タ᳨ᰝ࡟ࡿࡅཷࢆᙜࠊ࡚ࡗࡓ୙ᡭ㝿ࠊࡾ࠶ࡀணᐃࡢᮇ㛫ෆ࡟↷ᑕᐇ㦂ࢆ㛤ጞฟ᮶ࡗ࠿࡞

ᶍᨃࡿࡍ⤥౪࡟ẁ㝵ⓗࡽࡀ࡞ࡋࡸቑࢆ✀ࣥ࢜࢖ࡘୟࠊࡅཷࢆᰝ᳨ࡢࡇࠊ࡟࠿ࡸ㏿௒ᚋࠋࡓ

Ᏹᐂ⥺✀ࢆቑࠊࡋࡸ᝿ᐃࡓ࠸࡚ࡋᐇ㦂ྛࠊࢆ✀እ㒊㈨㔠ࡢ⋓ᚓ࡟ດ࡚ࡵᐇ᪋ࡿࡍணᐃ࡛࠶

 ࠋࡿ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
1. 㧘ᒣ� ೺ࠕKEK ࡜≦⌧ࡢຍ㏿ჾࣝࢱࢪࢹ Heavy Ion Beam Factory ᵓ᝿ �㟁ẼᏛ఍ࠊࠖ

㔞Ꮚࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࢜࢖ࣂࣀࢼࡿࡼ࡟࣒࣮ࣅᢏ⾡ㄪᰝᑓ㛛ጤဨ఍7ࠊ ᭶ 11 ᪥� KEK 㸦ᣍ

ᚅㅮ₇㸧 
2. ๽ᫍග� KEK-DA LEBTࠕ௚ࡢࡑ ṧ␃☢ሙᙳ㡪ୗࡿࡅ࠾࡟᏶඲㟁㞳࣒࣮ࣅࣥ࢜࢖㌶㐨

公募（19）　模擬宇宙線を用いた実験室宇宙科学の展開
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᭱㐺໬ࠖ➨ 10 ᅇ᪥ᮏຍ㏿ჾᏛ఍� 8/3-5 ྡྂᒇ኱Ꮫ 
3. N.Munemoto et al., “Development of the C6+ laser ablation ion source for the KEK 

digital accelerator”, Rev. Sci. Inst. 885, 02B922 (2014). 
4. 㧘ᒣ� ೺ࠕ㧗㏿ࣥ࢜࢖⏝ㄏᑟຍ㏿ࣥࣟࢺࣟࢡࣥࢩ㸦ࣝࢱࢪࢹຍ㏿ჾࡢ㛤Ⓨ㸧ࠖࠊH25 ⛅�

᪥ᮏᛂ⏝≀⌮Ꮫ఍㸦ྠᚿ♫኱㸧9ࠊ ᭶ 17 ᪥㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
5. 㧘ᒣ� ೺ࠕKEK ᶍᨃᏱᐂࡿࡍᥦ౪ࡀ㸧ࣥࣟࢺࣟࢡࣥࢩ㏿ຍ㏿ჾ㸦ᑠᆺㄏᑟຍࣝࢱࢪࢹ

࣮ࢪࣟ࢜࢖ࣂࣟࢺࢫ࢔࡜⥺ ࠊ㉳※ࠖ◊✲఍࣮࢕ࢸయศᏊ࢟ࣛࣜ⏕ࡿࡅ࠾࡟⏺↛⮬ࠕࠊࠖ

11 ᭶ 16 ᪥ࠊศᏊ◊ 
6. Ken Takayama et al., “Induction Acceleration of Heavy Ions in the KEK Digital 

Accelerator: Demonstration of a Fast-Cycling Induction Synchrotron”, Phys. Rev. 
ST-AB 117, 010101 (2014).  

7. 㧘ᒣ� ೺ࠕKEK 㛫ᶍᨃᐇ㦂ᫍࡓ࠸⏝ࢆຍ㏿ჾࣝࢱࢪࢹ ࿨◊✲ศ㔝⏕ࡿࡅ࠾࡟Ᏹᐂࠊࠖ

᭶ 2ࠊ఍✲◊ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 3 ᪥ࠊ⟃Ἴ኱ィ⟬ᶵ⛉Ꮫ◊✲࣮ࢱࣥࢭ㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
8. Ken Takayama, “Applications of Hadron Accelerators”, India Accelerator School, 

3/26, Indian Institute of Technology in Bombay (Invited lecture) 
9. 㧘ᒣ� ೺ࠕKEK ௚ࡢࡑᨺᑕ⥺≀⌮Ꮫ࡜ᛶ⬟ྍࡢຍ㏿ჾࣥ࢜࢖✀ከࡢຍ㏿ჾ࡛ࣝࢱࢪࢹ

ᛂ⏝ࠖH26ࡢ࡬ ᖺ᫓� ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍3ࠊ ᭶ 29 ᪥� ᮾᾏ኱㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 

公募（19）　模擬宇宙線を用いた実験室宇宙科学の展開
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�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ⛉Ꮫᗈሗ࡜Ꮫ⾡ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ�

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ�&�ࠕබເᆺඹྠ◊✲ࠖͤᪧ㸸බເᆺඹྠ◊✲஦ᴗ�

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㻌ᖹ⏣ගྖ㻌

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

㻌 ᮏ◊✲஦ᴗ䛿䚸䐟Ꮫၥ䛾ඛ㗦໬ၥ㢟䛻ᑐ䛧䛶䚸⛉Ꮫᗈሗ䞉Ꮫ⾡䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ཬ䜃

䛭䛾ᩍ⫱䛜ᢸ䛖ᙺ๭䚸䐠Ⓨᒎ㏵ୖ䛾⛉Ꮫᗈሗホ౯䛾䛒䜚᪉䚸䐡䝥䝺䝇䝸䝸䞊䝇䛾௒ᚋ䛾

᪉ྥᛶ䚸௨ୖ䠏䛴䛾䝔䞊䝬䛻↔Ⅼ䜢䛒䛶䛶◊✲䜢᥎㐍䛧䛶䛝䛯䚹䜎䛯䚸௒ᚋ䛾᪂䛧䛔䛂⛉

Ꮫᗈሗ䛸Ꮫ⾡䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛃άື䞉ᩍ⫱䜢㆟ㄽ䛩䜛◊✲఍䜢㛤ദ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸⥲

◊኱䛸༠ຊ㛵ಀ䛻䛒䜛䚸ᇶ┙ᶵ㛵䛾ᗈሗᢸᙜ⪅䛻䜘䜛ୖグ䝔䞊䝬䛻䛴䛔䛶䛾ྲྀ⤌䛸ྛ

ᶵ㛵䛜ᢪ䛘䜛ㄢ㢟䛸䛭䛾ゎỴ⟇䛻䛴䛔䛶◊✲ሗ࿌᭩䛻䜎䛸䜑䛯䚹㻌

㻌 ᮏ◊✲஦ᴗ䛾ᡂᯝ䛿䛥䜙䛻⥲◊኱䝺䜽䝏䝱䞊䛂⛉Ꮫ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䛃䛷⏝䛔䜛ᩍ⛉᭩

䛻཯ᫎ䛧䛶䛔䛟ணᐃ䛷䛒䜛䚹㻌

㻌

 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
 

㸦◊✲ሗ࿌㸧⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱ᏛᏛ⼥ྜ࣭බເᆺ◊✲ሗ࿌᭩ࠕ⛉Ꮫᗈሗ࡜Ꮫ⾡࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ࣥࣙࢩ 㸦ࠖ㸰㸮㸯㸱㸧�

㸦Ꮫ఍Ⓨ⾲㸧಴⏣�ᬛᏊࠕ኱Ꮫ⏕ྥࡅᐇ෗⛉Ꮫᫎീไస࣮࣡ࡢࣉࢵࣙࢩࢡタィ࡜ᐇ᪋ࠖ�

⛉Ꮫࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ༠఍� ➨㸯ᅇᖺ఍� 㸦㸰㸮㸯㸰㸧�

 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊�ᮏۑ

 
㸦ᇳ➹ศᢸ㸧� ᖹ⏣ගྖࠕ⛉Ꮫ̽ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⛉Ꮫ࡜♫఍ࡢどⅬࠖࡽ࠿ᅜ❧ኳᩥྎ⛉

Ꮫᩥ໬ᙧᡂࣘࠕ⦆ࢺࢵࢽ⛉Ꮫࢧ࣮ࣗࢹࣟࣉධ㛛ㅮᗙࠖ��������SS��������

㸦ᣍᚅㅮ₇㸧ᖹ⏣ගྖࠕ⛉Ꮫ࡜♫఍ࡪ⤖ࢆ •ࠖ༡ᅜ㝿ᮧࠖࣝࣛࢢࢸࣥ࢖࣭࢙ࣇ࢝ࠕ࢔࣑ࢹ࢝࢔

⛉Ꮫ࡜♫఍ࠊᆅᇦ࡜♫఍ࡪ⤖ࢆ�•༡ᅜ㝿ᮧ࣑࢚࣮ࣝࣝ�㈈ᅋἲேࢃࡀ࡞࠿ᅜ㝿஺ὶ㈈ᅋ�

�����ᖺ����᭶����᪥� �

㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧಴⏣ᬛᏊ� ㎰◊ᶵᵓ�ᗈሗ㛵ಀ◊ಟࠕఏࡿ࠼ᢏ⾡ࠖ����� ᖺ �� ᭶ �� ᪥�

㸦Ꮫ఍Ⓨ⾲㸧಴⏣ᬛᏊࠕ኱Ꮫ⏕ྥࡅᐇ෗⛉Ꮫᫎീไస࣮࣡ࡢࣉࢵࣙࢩࢡタィ࡜ᐇ᪋ࠖ�

� � � � � � ⛉Ꮫࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ༠఍� ➨㸯ᅇᖺ఍�������ᖺ����᭶���᪥� �

㸦ᣍᚅㅮ₇㸧� ᳃⏣ὒᖹࠕ%LJ�6FLHQFH�DQG�WKH�:HE�̽+LJJV�SDUWLFOH�WR�2SHQ�%LRORJ\̽ �ࠖ

ᖹᡂ �� ᖺᗘ⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫᅜ㝿࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ⎔ᚠࡢ▱ࠕ࣒ Ѹࣝࣂ࣮ࣟࢢ⼥ྜ♫఍ࡿࡅ࠾࡟

᝟ሗᚠ⎔ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ๰ᡂࠖ�������ᖺ����᭶����᪥� �

㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧� ᳃⏣ὒᖹ࡜ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢢࢵࣅࠕᅜ㝿◊✲ᶵ㛵ࡢ 35 ᡓ␎ࠖ⟃Ἴ኱Ꮫ㔜Ⅼබ㛤

ㅮᗙࠕ�኱Ꮫ࣭ ◊✲ᶵ㛵ࢬࣥࣙࢩ࣮ࣞࣜࢡࢵࣜࣈࣃࡢ�⛉Ꮫᢏ⾡ࡢ 35 ᡓ␎ �ࠖ������ᖺ���᭶����

公募（20）　科学広報と学術コミュニケーション
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᪥� �

㸦ᣍᚅㅮᖌ㸧┾ᒣ⪽� ⚄ዉᕝ┴㧗➼Ꮫᰯ⌮⛉㒊఍ᩍ⫋ဨ≀⌮◊ಟ఍� ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥�

 

公募（20）　科学広報と学術コミュニケーション
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2
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PowerPoint PowerPoint

3  9 12 13 3 4

PowerPoint

戦略Ⅰ（1）　手話言語学を世界へつなぐ ―メディア発信と e-learning開発に向けて―
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3  

24   

 

 

PowerPoint

4

http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/index.html ID  sokenssll Password: ID8j
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戦略Ⅰ（1）　手話言語学を世界へつなぐ ―メディア発信と e-learning開発に向けて―
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ᡭヰゝㄒᏛ䜢ୡ⏺䜈䛴䛺䛠㻌 ⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊

䇷䝯䝕䜱䜰Ⓨಙ䛸㻌 㼑㻙㼘㼑㼍㼞㼚㼕㼚㼓㻌㛤Ⓨ䛻ྥ䛡䛶䇷 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⳥⃝� ᚊᏊ 

 
 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
 
ィ⏬㏻䜚䚸஦ᴗ䜢䛩䛩䜑䛶䛔䜛䚹䠄ලయⓗ䛻䛿ḟ㡯ཧ↷䚹䠅 

ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾┠ᶆ䛷䛒䜛䛂ᇶ┙䛵䛟䜚䛃䛻䛴䛔䛶䛿䚸┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛧䛴䛴䛒䜛䚹᭱⤊ᖺᗘ䛸䛧䛶䚸䐟䜴

䜵䝤㈨ᩱ䛾ᣢ⥆ⓗ䛺ᥖ㍕䜢௒ᚋ䛹䛾䜘䛖䛻㐍䜑䜛䛛䚸䐠䜹䝇䝍䝬䜲䝈䛷䛝䜛㓄ಙᙧែ䛾ᐇ⌧໬䛾㛗ᮇⓗ

䛺ど㔝䛛䜙䛾ぢ㏻䛧䚸䐡ලయⓗ䛺ホ౯᪉ἲ䛾᳨ウ䚸䐢◊✲฼⏝䛾䛯䜑䛾බ㛤᪉ἲ䛸チㅙ⏦ㄳ䛻㛵䛩

䜛᳨ウ䚸䛜ㄢ㢟䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹 

 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
 

1䠅 ึᖺᗘ䛻ᗈ䛟୍⯡♫఍䛾ど⫈⪅䛸䛾㐃⤡䜢┠ⓗ䛸䛧䛶సᡂ䛧䛯 Facebook 䝨䞊䝆䜢ά⏝䛧䛯䚹

http://www.facebook.com/SSLL.Sokendai 

2014ᖺ4᭶11᪥⌧ᅾ451ྡ䛾Ⓩ㘓⪅䛜䛚䜚䚸୍⯡䛻㛵ᚰ䜢䜒䛯䜜䜛ᥖ♧䠄බເ᝟ሗ䛺䛹䠅䛾ᥖ㍕䛻䛿

24᫬㛫䛷1000௳䜢㉸䛘䜛䜰䜽䝉䝇䛜䛒䜛䛺䛹䚸ᅜෆ䛾䜝䛖䞉⫈⪅䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯ᡭヰゝㄒᏛ䛻㛵䛩䜛᝟

ሗⓎಙ䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁፹య䛸䛧䛶䛾ᙺ๭䜢ᯝ䛯䛩䜘䛖䛻䛺䛳䛯䛸ホ౯䛧䛶䛔䜛䚹௒ᚋ䛿䚸䛣䛱䜙䛛

䜙䛾Ⓨಙ䛰䛡䛷䛺䛟䚸Ⓩ㘓⪅䛻฼⏝䛧䛶䜒䜙䛖䛯䜑䛾ᕤኵ䛜䛷䛝䜜䜀䛸⪃䛘䛶䛔䜛䚹 

 

2䠅 ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾ᡂᯝබ㛤䛾䛯䜑䛾䜴䜵䝤䝃䜲䝖 

http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/index.html 

䛾ᨵၿⅬ䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛧䚸⌧ᅾ䛾䝇䝖䝸䞊䝭䞁䜾䝃䞊䝞䞊䛛䜙YouTube䛾䜘䛖䛺፹యᥖ㍕䛾ᇙ䜑㎸䜏

䛻⛣⾜䛩䜛䛣䛸䛻Ỵᐃ䛧䚸⛣⾜䛾䛯䜑䛾ᡭ⥆䛝䜢䛩䛩䜑䛶䛔䜛䚹᳨ウㄢ㢟䛸䛧䛶䚸ᫎീ䛾ᩘ䛜ቑ䛘䛯

ሙྜ䛻౑䛔຾ᡭ䜢Ⰻ䛟䛩䜛䛯䜑ᥖ㍕ᙧែ䜢ᨵၿ䛧䚸䝃䜲䝖䜈䛾䜰䜽䝉䝇䜔฼⏝᪉ἲ䛻㛵䛩䜛ホ౯᪉

ἲ䜢⪃䛘䜛䚸䛺䛹䛜䛒䜛䚹䜎䛯䚸䜴䜵䝤ୖ䛷䜰䜽䝉䝇䛷䛝䜛䝸䝋䞊䝇䠄OER䠅䛸䛧䛶䛾฼⏝䜢ಁ㐍䛩䜛᪉

ἲ䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛䚹 

 

3) Ꮠᖥ䞉ᡭヰ㏻ヂ௜䛝䛾ᫎീ䛾⦅㞟䜢䛩䛩䜑䚸⌧ᅾ䚸YouTube 䛷௨ୗ䛾ᫎീ䛜㜀ぴྍ⬟䛸䛺䛳䛶䛔

䜛䚹䠄チㅙ➼ᡭ⥆䛝୰䛾䛯䜑䚸URL䛾ྲྀ䜚ᢅ䛔䛻ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䠅 

䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ᅄゝㄒ䠄᪥ᮏㄒᏐᖥ䞉᪥ᮏᡭヰ㏻ヂ䞉ⱥㄒᏐᖥ䞉䜰䝯䝸䜹ᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄1

ㅮ₇ศ䠅 
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMdrCcnwwywGQ5c1OmGEg0Z9 

䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ஧ゝㄒ䠄ⱥㄒᏐᖥ䞉䜰䝯䝸䜹ᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄10ㅮ₇ศ䠅 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMfqFrzraLcNyW3eCHVcZApR 

䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ஧ゝㄒ䠄᪥ᮏㄒᏐᖥ䞉᪥ᮏᡭヰ㏻ヂ䠅䛴䛝ᫎീ䠄7ㅮ₇ศ䠅 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLkK5thourlMd5CNHSz4DFBfLNz5F00ZlA 

䜸䝸䝆䝘䝹㡢ኌ㻌 +㻌 ୍ゝㄒ䠄ⱥㄒ䠅䛴䛝ᫎീ䠄5ㅮ₇ศ䚸䛖䛱䚸4ㅮ₇䜢௨ୗ䛻ᥖ㍕䠅 

http://www.minpaku.ac.jp/research/activity/news/rm/20130210 

 

4)  䜹䝇䝍䝬䜲䝈䛷䛝䜛㓄ಙᙧែ䛾䝃䞁䝥䝹䜢సᡂ䛧䛯䚹ᢏ⾡ⓗ䛺ഃ㠃䜢ྵ䜑䚸ᐇ⏝໬䛻䛿䛹䛖䛧䛯䜙䜘

䛔䛛䚸㛵㐃ㅖᑓ㛛ᐙ䜔NPO䚸ᴗ⪅䛺䛹䛸ヰ䜢䛧䛶᳨ウ䜢䛩䛩䜑䚸ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛾㊃᪨䛻ἢ䛳䛯ᡂ

ᯝ≀䜢సᡂ䛩䜛䛯䜑䛾᪉㔪䜢䜎䛸䜑䛯䚹 

䐟 㓄ಙᑐ㇟䜢୍⯡䛸䛩䜛䛣䛸䠄䜝䛖⪅䛻㝈ᐃ䛧䛺䛔䠅 

䐠 㛤Ⓨ᫬䛻䛚䛡䜛㓄ಙ፹య䛿䜴䜵䝤䛸䛩䜛䛜䚸ᑗ᮶ⓗ䛻᏶ᡂရ䜢䝍䝤䝺䝑䝖䛻ᣑᙇ䛩䜛䛣䛸䜢ど㔝

䛻ධ䜜䛶㛤Ⓨ䛩䜛䛣䛸 

䐡 ᰗ἟䚸⳥⃝䛜䝁䜰䛸䛺䜚䚸ᢏ⾡⪅䜢ྵ䜑䛯㛤Ⓨ䝏䞊䝮䜢䛴䛟䜛 

䐢 䝥䝻䝖䝍䜲䝥䛾సᡂ䊻ᐇ⏝໬ 

䐣 ౑⏝⪅ഃ䛛䜙䛾ホ౯➼ 

ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖⠊ᅖෆ䛷௨ୖ䛩䜉䛶䜢⾜䛖䛣䛸䛿㞴䛧䛔䛜䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖⤊஢䜎䛷䛻ே䛾㓄⨨䜢ྵ䜑

䛯㛤Ⓨ䝏䞊䝮䜢☜ಖ䛧䛯ୖ䛷௒ᚋ䛾◊✲㛤Ⓨィ⏬䜢䛯䛶䚸ᐇ⌧໬䛻⤖䜃௜䛡䜛䚹 

 

5) ⦅㞟๓䛾䝕䞊䝍䠄⌧ሙ䛷᧜䛳䛯䜎䜎䛾䝕䞊䝍䠅䛿䚸⌧ᅾ䚸䛩䜉䛶䜢ಖᏑ䛧䛶䛔䜛䚹Ⓨヰศᯒ䜔㏻ヂ

ㄽ➼䚸䛭䛾௚䛾◊✲䛻฼⏝䛷䛝䜛䝕䞊䝍䛷䛒䜛䛯䜑䚸බ㛤ᙧែ䠄㝈ᐃ䚸㠀㝈ᐃ䚸◊✲⪅㝈ᐃ➼䠅䛾

᳨ウ䛸ᥖ㍕チㅙ䛻㛵䛩䜛ᡭ⥆䛝䜢䛸䜛䛯䜑䛾ヲ⣽䜢᳨ウ䛩䜛䚹 

 

 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
 

䛺䛧䚹 

䜴䜵䝤ᥖ㍕≀䛻䛴䛔䛶䛿ୖグཧ↷䚹 
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�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ᅾࡢ࢖࣡ࣁ᪥ᮏṔྐ࣭ᩥ໬㈨ᩱࡿࡄࡵࢆᅜ㝿ඹྠ◊✲� ࣁ̿

 ᐜཷࡢ᪥ᮏᩥ໬ࡿࡅ࠾࡟࢖࣡
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᨭ᥼༊ศ㸦A㸧ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ(a)�  ඹྠ◊✲ᨭ᥼ࠖࠕ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ኱ஂಖ� ⣧୍ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
� ᮏᖺᗘࠊࡣᮏ஦ᴗ࡟㛵ࠊ࡚ࡗࢃලయⓗࡣ࡟ୗグࢆࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢᐇ᪋ࠋࡓࡋ 

ձ ࢝ࣜ࢔ࢽ࢛ࣝࣇ኱Ꮫࡢࡽ࠿኱Ꮫ㝔⏕ࡢᣍ⪸࡜᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟ㄪᰝ࣭◊✲ሗ࿌ 
ղ ࢖࣡ࣁ኱Ꮫ࣐ࣇ࢔࢜ࠊ࡝࡞࣮ࣜࣛࣈ࢖ࣛࣥࢺ࣑ࣝࣁᰯ࢔ࣀᓥෆࡿࡅ࠾࡟᪥ᮏ㛵ಀ㈨

ᩱ࡟ࡧࡽ࡞⛣Ẹ㛵ಀ㈨ᩱࡢ㈨ᩱㄪᰝ 
ճ ࢖࣡ࣁ኱Ꮫ࣐࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊࡿࡅ࠾࡟ᰯ࢔ࣀ”The Politics of Representation”ࡼ࠾

 ᐇ᪋ࡢࢺࣥ࣋࢖㛵㐃ࡧ
� ୖグࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢෆࠊղࠊࡣ⌧ᅾ࡟࢖࣡ࣁࡢᡤⶶࠊࡿ࠸࡚ࢀࡉ᪥ᮏ࡟㛵ࡿࢃṔྐ࣭

ᩥ໬㈨ᩱࡢㄪᰝࠋࡿࡓ࠶࡟ճࡿࡅ࠾࡟࢖࣡ࣁࠊࡣ᪥⣔ேࡢࣉ࣮ࣝࢢࢡࢵࢽࢫ࢚ࡴྵࢆṔྐ࣭

ᩥ໬⾲㇟࡟㛵ࡿࡍ㆟ㄽ࠺⾜ࢆ᪉ἲࠊ࡚ࡋ࡜༤≀㤋⾲㇟ࡢᨻ἞ᛶࢆ㢟ᮦ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡓࡋ࡟

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋᐇ᪋ࢆ
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
� ௒ᖺᗘ࡟࢖࣡ࣁࠊࡣᏑᅾࡿࡍ᪥ᮏᩥ໬࡟ࡧࡽ࡞᪥ᮏே⛣Ẹ࡟㛵ࡿࢃ㈨ᩱࡢࡢࡶࡢࡑㄪᰝ

࡞ࠊព࿡ࡢ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ཰㞟࣭ᡤⶶ࡚࠸᪊࡟࢖࣡ࣁࡀ㈨ᩱࡽࢀࡑࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᐇ᪋ࢆ

 ࠋࡓࡋウ᳨ࢆព࿡ࡢ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ㇟⾲࣭⌮ᩚ࡛ࢺࢫࢡࢸࣥࢥࡢᐃ≉ࡀ㈨ᩱࡽࢀࡑ࡟ࡧࡽ
� ⛣᪥ᮏேࠊࡘࡘࡋ࡜ᬒ⫼ࢆ⨨఩࡞ᆅᨻᏛⓗࡢ࢖࣡ࣁࠊࡣᐜཷࡀ᪥ᮏᩥ໬࡚࠸࠾࡟࢖࣡ࣁ

Ẹࡢቑ኱࡟క࠺᪥ᮏࡢ࡬ࡢࡶࡿ࡞㛵ᚰࡣ࡟ࡽࡉࠊ᪥ᮏ࡟ฟ⮬ࡸ♽ඛࢆᣢࡢࡽ⮬ࡿࡼ࡟⪅ࡘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ཎືຊࠊࢆࡁືࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋㄆ☜ࢆ࢕ࢸ࢕ࢸࣥࢹ࢖࢔
� ᨻ἞࣭ࡢ㛫ࣉ࣮ࣝࢢࢡࢵࢽࢫ࢚ࠊࡣ࡟ࢫࢭࣟࣉࡢᐜࠖཷࠕࡢ㐃୍ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ

ᶒຊ࣭ᕪูࡢᵓ㐀ࢆ㞃ⶸࠊࡾࡓࡋ᪥ᮏே⛣ẸࡢṔྐࡢ࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐ࢫࢭࢡࢧࢆṔྐ࡟཰ᩡ

࡟㇟⾲ࡢ᪥ᮏே࣭Ἀ⦖ேࡓᙜ࡚ࢆⅬ↔࡟Ẹ⛣ࡢ㏆⌧௦ࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗకࢆຠᯝࡿࡏࡉ

ࡣᏑᅾࡢẸ⛣ࡢࡽ࠿ᆅᇦࡸᅜࡢ௚࡝࡞୰ᅜ࣭ᮅ㩭ࡸࣥ࢔࢖࣡ࣁࣈ࢕ࢸ࢖ࢿࠊࡶࡽࡍ࡚࠸࠾

Ḟⴠࡢࡇࠋࡿ࡞࡜ࡕࡀࡋᐇែ࡛࢖࣡ࣁࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᐇ᪋ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡓࡋ㞃࣮ࢸࡓࢀࡉ

 ࠋࡓࢀࡉࢃ஺ࡀ㆟ㄽࡢ࠿ࡘࡃ࠸ࠊࡾ࠶࡛࣐
� ࡢ࡝ࡀ㛫⊂ࡢṔྐ࠸ࡃ࡟ࢀࡽㄒࠊ࡜Ṕྐ࠸ࡍࡸࢀࡉ㛫࡛ẚ㍑ⓗඹ᭷ࡢࠎேࠊ࡟᫬ྠࡓࡲ

ࠋࡓࡋᾋୖࡶ㔜せᛶࡢㄽⅬ࠺࠸࡜࠿ࡢࡿࡁᯫᶫ࡛࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢆ⪅୧࡚ࡋࡑࠊࡋᏑᅾ࡟࠺ࡼ

౛ྜ࣓࢝ࣜ࢔ࠊࡤ࠼⾗ᅜ࡜᪥ᮏࡢ⊃㛫ࡿࢀ࠿⨨࡟ᙧ࡛ࠊMIS ࡓࡗࢃຍ࡟ኴᖹὒᡓத࡚ࡋ࡜

᪥⣔࣓࢝ࣜ࢔ேࡢᏑᅾ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢆホ౯ࡓࡋ࠺ࡑࡣ࡟ࡽࡉࠊ࠿ࡢࡿࡍ஦ᐇ࠾࡟࢖࣡ࣁࠊࢆ

࠿ࡢࡿࡵṆࡅཷ࠺࡝ࢆࡉࠖ࠸ሙ㐪ࠕࡢ࡜ࡇࡿࡆୖࡾྲྀࢆࢀࡇ࡚࠸࠾࡟ࡾࡲ㞟ࡢἈ⦖ேࡿࡅ

ࢀࡅ࡞ࡋウ᳨࡛ࢇ㎸ࡳ㋃ࡾࡼ࡚࠸࠾࡟༤≀㤋άືࠊ✲◊Ṕྐࠊ㇟⾲໬ᩥࠊࡣၥ㢟ࡓࡗ࠸࡜
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 ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࠸࡞ࡽ࡞ࡤ
� ࡢ‽Ỉ࠺కࢆࡉ࢔ࣅࢩ࡞ᨻ἞ⓗࠊ࡜㛵ᚰࡢ࡬໬࣭Ṕྐᩥࡢ‽Ỉ࠸㏆࡟࣒ࢬࣜࢱ࢚ࣥࣜ࢜

㛵ᚰࡢ㛫ࡿ࠶࡟㊥㞳ࡢࡑ࡚ࡋࡑࠊᕸ⨨ࡢ࡛࠿࡞ࡉࡢ≉ᐃࡿࡄࡵࢆࣉ࣮ࣝࢢࢡࢵࢽࢫ࢚ࡢ㆟

ㄽࡢḞⴠᩥࠊࢆ⤯᩿ࡋ࠸࡞໬⾲㇟ࡾࡼ࡚ࡋ࡜≦⌧ࡢศᯒⓗ࡟ᢕᥱࡃ࠸࡚ࡋᚲせᛶࢀࡑࠊ࡜

ࡇࠊࢀࡉせồࡶ࡜௒ᚋࠊࡀウ᳨ࡢ᪉㏵ࡢࡵࡓࡿࡍྜ⤫෌࡚ࡋ࡜Ṕྐㄆ㆑࡛ୖࡓ࠼ࡲ㋃ࢆࡽ

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡿ࠶ࡀᚲせ࠺⾜ࢆࡵ࡜ࡲࡢᐃ୍ࡣ࡟᮶ᖺᗘ࡚ࡗࡄࡵࢆࡽࢀ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
� ࣮ࢸࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊࡃ࡭ࡿࡍసᡂࢆሗ࿌᭩ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊࡀ࠸࡞ࡣ➼ㄽᩥࡣ࡛≦⌧

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㞟సᴗ⦆ࡢෆᐜࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᐇ᪋ࢆࡋࡇ㉳ࣉ
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ほ┦㈨ᩱࡢᏛ㝿ⓗ◊✲ 

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᡓ␎ⓗ⤒㈝ 

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ┦⏣‶ 

 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
▱㆑య⣔ࡢࡵࡓࡿ▱ࢆほ┦ㄪᰝᆅࠊ࡚ࡋ࡜᪥ᮏ࡛ࡣ㮵ඣᓥ࣭ᮾிᗓ୰ᕷࠊ୰ᅜ࡛ࡣ⚟

ᘓ┬Ἠᕞᕷ࡚࠸࠾࡟ᐇᆅㄪᰝࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
ほࡽ࠿ࡇࡑࠊ࡚ࡋ⏝฼ࢆసရࡿ࠸࡚ࢀࡉ཰㘓࡟㟷✵ᩥᗜࠊࡣゝㄝㄪᰝ࡛ࡢ┦ほࠊࡓࡲ

࠸࡚ࢀὶ࡟ࢺࢵࢿᅾ⌧ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࡢࡶࡢ୰ᅜࠋࡓࡗ⾜ࢆ᥀ⓗⓎ⨶⥙ࡢゝㄝࡿࢃ㛵࡟┦

 ࠋࡓࡵ㐍ࢆ᝟ሗ཰㞟ࡢほ┦㈨ᩱࡿ
ྂ඾⤮⏬ࡢศᯒྂࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟඾⤮⏬ࡢほ┦ⓗศᯒࠊ࠸⾜ࢆ㊊฼ᑛẶࢆീ୺ࡇࡿࡍ࡜

ࡓࠗ࠸࡚ࢀ๭ࡀពぢ࡚࠸ࡘ࡟࡜ 㥽㤿Ṋ⪅ീ࡚࠘࠸ࡘ࡟཯ドࡿ࡞࡜すᕝ♸ಙ㸦1671㹼1751㸧
ࡿࡼ࡟ឤᛶศᯒࠊ♧ᥦࡢ⫣ᩥࡿࡍ࡜ࡓ࠸࡚ࡅࡘ࡟㌟ࢆᚰᚓࡢ┦ほࡀࡁᥥ⤮ࠊ࡜⏬⤮ᤄࡢ

༳㇟ẚ㍑ࡢ⤖ᯝࢆᥦ♧ࢆ࡜ࡇࡿࡍഐドࡿࡍ࡜Ⓨ⾲ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
㯤ᚨᾏඛࡢ኱Ꮫൂ⳹ࡓ࠸ࡔࡓ࠸࡚ࡋࢆᡭ㓄ࡢほ┦ㄪᰝࡓࡗ⾜ᘓ࡛⚟ࠊࡣ࡚ࡋ࡜௚ࡢࡑ

2014ࠊࡅཷࢆㅮ₇౫㢗ࡽ࠿⏕ ᖺ 3 ᭶ 25 ᪥࡟⳹ൂ኱Ꮫན㛛ᰯ༊࡛ほ┦ࡀ⏣┦࡟࣐࣮ࢸࢆ

ㅮ₇ᩥࠕ໬࿴宅宕ᅾ᪥ᮏⓗ㠃┦ࠖࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ㝿ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊᵓ⠏ࢆࢀࡑ࡚ࡋᇶ

 ࠋࡓᚓࢆホ౯࠸㧗࡚ࡋᑐ࡟ࡉᐇ╔ࡢᡭἲࡿ࡚❧ࡳ⤌ࢆㄽ࡟
2013ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ศᯒࡿࡼ࡟᝟ሗ࣭⤫ィᏛⓗᡭἲࠊࡓࡲ ᖺᗘᮎ࡟බ㛤ࡿ࠸࡚ࡋほ┦ࢺ

ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏝౑࡟ࣉࢵ࣐ࢡࢵࣆ 9 ✀㢮ࡢ඾⡠ࡽ࠿཰㞟ࡓࡋ㢦ࡢ㒊ရྜྷࠊ࡚࠸ࡘ࡟ปุࢆ

ᐃࡿࡍ⤫ィゎᯒࢆࢀࡑࠊ࠸⾜ࢆඖ࡟⏬ീゎᯒ࡛⮬ືⓗྜྷ࡟ปࡢゎᯒࡢ࠿࠺࡝࠿ࡿࡁ࡛ࡀ

ᇶᮏసᴗࢆ᏶஢ࠋࡓࡋ⤖ᯝࡣ࡚࠸ࡘ࡟ḟᖺᗘࠋࡿ࡞࡟ 
ྠᵝࠊ࡟SD ἲࢆ฼⏝ࡓࡋឤᛶศᯒࢺ࣮ࢣࣥ࢔ㄪᰝࡿࡼ࡟㞟ィࡀ 25 ᖺ୰࡟⤊஢ࠋࡓࡋ 

 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟㏆௦௨㝆ࡢほ┦ࡢゝㄝࡢⓎ᥀ㄪᰝࡰ࡯ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟᏶஢ࠋࡓࡋ 
24 ᖺᗘࡓࢀࢃ⾜࡟ほ┦᭩ࡢ᭩ㄅㄪᰝࡓࡗ⾜ࢆᘯ๓ᕷ❧ᅗ᭩㤋ࡢⶶ᭩ࠊࡣ௒ᅇࡢㄪᰝ

✲◊ᅜ㝿ඹྠࡢṔྐⓗ඾⡠ࡢ᪥ᮏㄒࠕࡿࢀࡽࡵᅜᩥᏛ◊✲㈨ᩱ㤋࡛㐍ࠊ࡚ࡗ࡞࡜⦖ᶵࡶ

ࡀほ┦᭩ࡢ࡚⥲ࠊࢀࡲ㎸ࡳ⤌࡟⏬໬ィࣝࢱࢪࢹ඲᭩⡠ࡿࡅ࠾࡟ࠖ⏬ᵓ⠏ィࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

 ࠋࡓࡋỴᐃ࡟࡜ࡇࡿࢀࡉ໬ࣝࢱࢪࢹ
ほ┦ࡢᐇែㄪᰝ࡜⌜✲◊ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟┦ㄯࡓࡋ⤖ᯝࠊほ┦ࡢᐇ㊶ᩍᐊཷࢆㅮࠊ࡚ࡋ᭩

ᖺࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࡋពྜ࡛࡜ࡇࡿࡵᙧ࡛㐍࠺⾜ࢆᐇែㄪᰝࠊ࡟ᚋࡓࡋẚ㍑࡜㊶ᐇࡿࡼ࡟≀

ᗘ๓༙࡟ほ┦ࡢᐇ㊶᪉ἲཷࢆㅮࡢࡑࠊࡋ㝿ࠊᏛ⾡ࡢ࣮ࢼ࣑ࢭᐇ᪋᪉㔪ࢆᡴྜࡒࢀࡑࠊࡏ

 ࠋࡓࡋ࡜࡜ࡇ࠺⾜ࢆ࣮ࢼ࣑ࢭබ㛤࡟ᖺᗘᚋ༙࡟ᚋࡓࡵ῝ࢆ✲◊ࡢࢀ
� ᝟ሗᏛⓗศᯒࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ศᢸ⪅ࡢ⤖ᯝᚅࡢࡕ≧ែࠊࡀࡔ⤖ᯝḟ➨࡛ࡣᅜ㝿Ꮫ఍ࡅ࠾

㏣ࡢࢱ࣮ࢹࡽࡀ࡞ᑠつᶍࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠋࡿ࠸࡚ࡋணᐃࢆⓎ⾲(PNC)✲◊ࡿ

ຍ࡜ぢ┤ࠋ࠺⾜ࢆࡋ 
⏦ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊ࡢḟẁ㝵ࠊࡵࡓࡿᅗࢆⓗⓎᒎ⥆⥅ࡿ࡞ࡽࡉࡢᮏ◊✲ᡂᯝࠊ࠾࡞
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

ㄳࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࢆ௒ᅇࡣ✲◊ࡢᡤᒓᡤ࡛ࡶὀ┠ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ཰㞟ࡓࡋ㈨ᩱ࠸ࡿ࠶

 ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛࠺⾜ࡿࡍ♧ᒎࢆ㛵ಀ㈨ᩱࡢ㤋ෆᡤⶶࡣ
4/29-5/6ࠊࡾ࠾࡚ࡧᾎࢆ┠ὀࡢ⪅✲◊࣐࢞ࣥࠊࡣᮏ◊✲ᡂᯝࠊࡽࡀ࡞࡛࠸ࡘ ᮾி⛅ⴥ

ཎ࡛⾜ࠕࡿࢀࢃ⤮ᖌ 100ேᒎ 04 㸦ࠖhttp://www.eshi100.com/㸧ᅗ㘓ࠊ࡟ᮏ◊✲ᡂᯝࡢෆ

ᐜࡀ⤂௓ࢆ࡜ࡇࡓࡗ࡞࡟࡜ࡇࡿࢀࡉ௜グࠋࡃ࠾࡚ࡋ 
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
,ゝㄝࠖ,ࠗ᪥ᮏㄒ᪥ᮏᩥᏛ࠘39࡜໬ᩥࡓࡋࡽࡓࡶࡢ┦ほࡓࢀࡲ⏕ࡽ࠿ே㛫ほᐹࠕ‶⏣┦࣭
ྎ‴㍜ோ኱Ꮫ, 2013 ᖺ 4 ᭶,pp1-16,ᰝㄞ௜㸦බ㛤ࣜࣥࢡЎ㸧 
https://dl.dropboxusercontent.com/u/82113883/1020506%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8
%AA%9E%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%96%87%E5%AD%B8%E7%AC%AC39%E8%
BC%AF%28%E5%B7%B2%E4%BF%9D%E5%85%A8%29.pdf 
࣭┦⏣‶,㥽㤿Ṋ⪅ീ෌⪃̿すᕝ♸ಙࠗ⤮ᮏṊ⪅ഛ⪃࠘ࢆ㉳Ⅼ࡚ࡋ࡜ほ┦ࡢどⅬࡿ࠼⪄ࡽ࠿

̿,࿴₎ẚ㍑ᩥᏛ఍➨ 6 ᅇ≉ู౛఍࿴₎ẚ㍑࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 2013� せ᪨㞟࣭ண✏㞟,2013.8 
࣭┦⏣‶, ྂ඾ᅜᩥᏛ◊✲ࢆ✲◊࣐࢞ࣥࡽ࠿ぢࡿ, ᝟ሗฎ⌮Ꮫ఍◊✲ሗ࿌. ேᩥ⛉Ꮫࣥࢥ࡜

 ఍ሗ࿌ 2014-CH-101(10), 1-3, 2014-01-18✲◊ࢱ࣮ࣗࣆ
https://dl.dropboxusercontent.com/u/82113883/sig-CH101-aida.pdf㸦බ㛤ࣜࣥࢡЎ㸧 
࣭୕⏣᫂ᘯ, ࠗኴᖹᗈグ࠘ほ┦ㄝヰࡢศᯒ, ࿴₎ẚ㍑ᩥᏛ఍➨ 6 ᅇ≉ู౛఍࿴₎ẚ㍑࣏ࣥࢩ

࣒࢘ࢪ 2013� せ᪨㞟࣭ண✏㞟,2013.8 
࣭୕⏣᫂ᘯ,ࠗ ኴᖹᗈグ ┦ࠕ࠘ 㒊ࠖࡢ⦅⧩ᵓ㐀࡜᪥ᮏࡢほ┦ㄝヰ୕ࠊ ⏣᫂ᘯࠗࠊ ㄝヰ ࠊᰝㄞ᭷ࠊ࠘

➨ 12  (Ⓨ⾜ணᐃ)2014ࠊྕ
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � � ࡢゎㄞ࣒ࣀࢤ඲ࢺࣄヨస̾ࡢሗ࿌ࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ 

᫬௦ࡢ♫఍ⓗㄢ㢟ࢆ౛࡟ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ᡓ␎ⓗඹྠ◊✲ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ஭ୖࣀ㐓ᮁ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

ᮏࢆ✲◊࣒ࣀࢤࢺࣄࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ౛ࠊ࡚ࡋ࡜᪥ᮏ࡚࠸࠾࡟௒ᚋᚲせࣀࢡࢸࡿࢀࡉ࡜

࡛✲◊ᮏࡅࢃࡾ࡜ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍᥦ᱌ࢆ᪉ྥᛶࡢࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔࣮ࢪࣟ

 :೔⌮ⓗ࣭ἲⓗ࣭♫఍ⓗㄢ㢟㸦Ethical, Legal, and Social Issuesࡿࢃ㛵࡟✲◊࣒ࣀࢤࢺࣄࠊࡣ
ELSI㸧ࢆ≦⌧ࡢ✲◊࣒ࣀࢤࢺࣄࠊ࡚࠸ࡘ࡟㋃࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊࡘࡘ࠼ࡲ ELSI ࡍ┠ὀ࡟ഃ㠃ࡢ

ࡗ࠸࡜࠿࠺⾜࡟ࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ࡟࠺ࡼࡢ࡝࡚࠸ࡘ࡟ㄢ㢟ࡢࡽࢀࡑࡓࡲࠊ࠿ࡢࡿ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㆟ㄽࡓࡋ⥆⥅࡚࠸ࡘ࡟Ⅼࡓ
࡜ᇶᮏࢆぢ࣭㈨ᩱ᳨ウ▱ࡿࡅ࠾࡟఍✲◊ࡿࢀࡉ㝸᭶࡛㛤ദࡑࡼ࠾ࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ✲◊

2012ࠋࡓࢀࡽࡵ㐍࡚ࡋ ᖺᗘ࣭2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡛ྜࠊィ 9 ᅇࡢ◊✲఍࣭ᡴࢆࡏࢃྜࡕᐇ

᪋ࠋࡓࡋ 
㆟ㄽ࡟㝿᭱ࡢ✲◊࣒ࣀࢤࠊࡣ࡚ࡋඛ➃≧ἣࢆᢚࡢ✲◊࣒ࣀࢤࠊࡘࡘ࠼⌧ᐇ࡟༶ࡓࡋ ELSI

᳨ウࢆᚰ᥃࡟࡛ࡍࠋࡓࡅ 1000 ࣒ࣀࢤࠊ࡚࠸࠾࡟ᅾ⌧ࡓࡋ᮶฿ࡀ᫬௦࣒ࣀࢤࣝࢻ ELSI ࡵࢆ

ሗ࿌᭩ࠊ࠸⾜ࢆᢳฟࡢࡑࠊࡾ࠶ࡀㄢ㢟࡞ࠎᵝ࠸࡞ࢀࡁࡋ࣮ࣂ࢝࡟࡛ࡍࡣ㆟ㄽ࡛ࡢ᪤Ꮡࡿࡄ

 ࠋࡓࡵ࡜ࡲ࡟
 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

ᮏ◊✲࡚࠸࠾࡟ᐇ᪋ࡓࢀࡉ◊✲఍ࠊ㈨ᩱ᳨ウࢆᇶ࣒ࣀࢤࢺࣄࠕࠊ࡟ゎㄞ࡜≦⌧ࡢ㹃㹊㹑㹇

ࡋసᡂࢆሗ࿌᭩ࡿࡍ㢟࡜࡚ࠖࡅྥ࡟ࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔࣮ࢪࣟࣀࢡࢸࡢウሗ࿌㸸௒ᚋ᳨ࡿࡍ㛵࡟

 ࠋࡓ
ࡓࡲ 2014 ᖺ 3 ᭶ 22 ᪥࡟ᙜヱሗ࿌᭩ࡢᴫせ࡟ᇶ࡙ࡃබ㛤ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദࠋࡓࡋᙜ᪥

ࡽࡇ࡚ࡗࢃ㛗ᖺ㛵࡚ࡋ࡜ሙ❧ࡢᨻ⾜࡟⟇ᨻࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࣇ࢖ࣛࡢ᪥ᮏࠊࡣ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ

Ⓩࡶ࡟ᩍ኱Ꮫἲົ◊✲⛉࣭㎮஭⪽Ꮚᩍᤵ❧ࡽ࠿ሙ❧ࡢἲᏛࡓࡲࠊෆ㛶ᐁᡣ࣭⳻ᒣ㇏Ặࡓࢀ

ቭࠊࡁࡔࡓ࠸ࢆ㆟ㄽࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ

⌧ᅾ࡟࡛ࡲᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࢀࡉㄽᩥ➼ࠋ࠸࡞ࡣణࠊࡋᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉሗ࿌᭩ࢆ㟁

Ꮚබ㛤ࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࢆ⌧ᅾ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 
ຍ࡚࠼௒ᚋࡢᒎ㛤ࠊࡣ࡚ࡋ࡜ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉሗ࿌᭩ࢆᇶ࣮ࣗࣅࣞࡓࡋ࡟ㄽᩥࡢᇳ➹࣭

ᢞ✏ࢆ᝿ᐃࠊࡋ⌧ᅾ‽ഛࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

戦略Ⅰ（4）　テクノロジーアセスメント報告の試作ーヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ᝨᫍ⛉Ꮫ࡜⏕࿨⛉Ꮫࡢ⼥ྜ㸸⏕࿨ᴫᛕࡢᬑ㐢໬࡚ࡋࡊࡵࢆ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ(A)ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㛗㇂ᕝ┾⌮Ꮚ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

㸰ᖺ┠ࡓࡗ࡞࡜ᮏࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ௒ᖺᗘࠊࡣ㸰ᅇࡢ◊✲఍ࢆ㛤ദ࡟ࡽࡉࠊࡋ㆟ㄽࢆ῝

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵ
 
➨㸱ᅇ◊✲఍�  ࠖ࡬⏕Ⓨࡢ࿨⏕ࡢᝨᫍୖࡽ࠿཯ᛂࡿࡅ࠾࡟໬Ꮫ㐍໬㸸Ᏹᐂࠕ
2013 ᖺ 8 ᭶ 8㹼10 ᪥� Ύ㔛ΎἨᑅ࣮࣍ࣝ�  
࣭ᴟ㝈⎔ቃ⏕≀   㸦బࠎᮌ㢧㸦⥲◊኱㸧㸪⏣㑔ඃ㈗Ꮚ㸦᪩✄⏣኱㸧㸧 
࣭㧗ឤᗘ࣭ᒁᡤྠ఩యศᯒ࡛ᣅࡃኴ㝧⣔ࡢ㉳※࡜㐍໬㸦ᑎ⏣೺ኴ㑻㸦㜰኱⌮㸧㸧 
࣭ᫍ㛫ሻ⾲㠃཯ᛂ�     㸦Ώ㒊┤ᶞ㸦໭኱ప ◊㸧㸧 
࣭ᙟ࣭ᫍ㝹▼୰ࡢ᭷ᶵ≀�    㸦⸭⏣ࡿ࠿ࡦ㸦㜰኱⌮㸧㸧 
࣭ᐊෆᶍᨃᐇ㦂�     㸦ᑠᯘ᠇ṇ㸦ᶓ὾ᅜ኱㸧㸧 
࣭RNA �ࢻ࣮ࣝ࣡     㸦ᮌ㈡኱௓㸦ᮾᕤ኱㸧㸧 
࣭㑇ఏᬯྕࡢ㉳※�     㸦㉥἟ဴྖ㸦ᮾி⸆⛉኱㸧㸧 
�㔞ࡢỈࡢ⌫ᆅ࡜ࣥ࢖࣮ࣛࣀࢫ࣭    㸦⋞⏣ⱥ඾㸦ᮾᕤ኱ ELSI㸧㸧 
�௳᮲ࡢ㛤ጞࡢ᫂ᩥ࣭     㸦㛗㇂ᕝ┿⌮Ꮚ㸦⥲◊኱㸧㸧 
㔝㎶ᒣኳᩥྎぢᏛ�     㸦᱌ෆ㸸኱▼ࠊᾏ㒊㸦ᅜ❧ኳᩥྎ㸧㸧 
 
➨㸲ᅇ◊✲఍�  ࠖྜ⼥ࡢ࿨⛉Ꮫ⏕࡜ᝨᫍ⛉Ꮫࠕ
2013 ᖺ 12 ᭶ 21㹼23 ᪥� •༡ᅜ㝿ᮧ� ᅜ㝿⏕⏘ᛶ࣮ࢱࣥࢭ�  
�㐍໬ࡢࡑ࡜║࣭     㸦⽥ᕝㅬኴ㑻㸦ඛᑟ◊㸧㸧 
 ᪉ྥ  㸦㡲⸨㟹㸦ᮾ኱㸧㸧࡜≦⌧ࡢ✲◊࣮࣮࣐࢝࢜࢖ࣂ࣭
࣭ගྜᡂࡢᇶ♏     㸦ᒣᓊ᫂ᙪ㸦ᮾி⸆⛉኱㸧㸧 
࣭ග࡛㥑ືࡿࡍ⏕࿨ࡢከᵝᛶ   㸦㛗἟Ẏ㸦ᗈᓥ኱㸧㸧 
࣭Ᏹᐂࡿࡅ࠾࡟ศᏊ㐍໬㸸ᫍ㛫㞼ࡽ࠿ཎጞᝨᫍ⣔࡛ࡲ㸦㤶ෆ ᫭㸦໭኱㸧㸧 
࣭ཎጞᝨᫍ⣔෇┙ࡢ໬Ꮫ㐍໬㸩ALMA  ᡂᯝ 㸦┦ᕝ♸⌮㸦⚄ᡞ኱࣭⌮㸧㸧ࡢ
࣭㝹▼࣭ᙟ࣭ᫍᏱᐂሻ㸸⏕࿨ཎᮦᩱ≀㉁࣮ࣜࢺࢡ࢓ࣇ࣑ࣝ࢝ࢣࡢ�  

㸦⸈⏣ࡿ࠿ࡦ㸦㜰኱࣭⌮㸧㸧 
࣭ኴ㝧ᆺᜏᫍࢺࢫ࣮ࣂ࣭ࢺࣥ࢔࢖ࣕࢪࡢ�   㸦ᰘ⏣୍ᡂ㸦ி኱㸧㸧 
࣭ịᗋ࢔ࢥ୰ࡢ㉸᪂ᫍ⇿Ⓨࡢ⑞㊧࡜ᨺᑕ⥺ࣥࢰ࢜ࡿࡼ࡟ᒙ◚ቯ� � 㸦ᮃ᭶ඃᏊ㸦⌮◊㸧㸧 
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
 

ᮏࠊࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ≉ᐃࠊ࠸⾜ࢆ✲◊ࡢ᪂࡞ࡓ◊✲▱ぢࡳ⏕ࢆฟࢆ࡜ࡇࡍ┠ⓗࡶࡓࡋ࡜

㐍໬ࡢ࿨⏕ࡿࡅ࠾࡟Ᏹᐂࠊࡵ῝ࢆゎ⌮ࡢ஫┦ࡀ⪅✲◊ࡢ࿨⛉Ꮫ⏕࡜ᝨᫍ⛉Ꮫࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡢ

 ࠋࡿ࠶ⓗ࡛┠ࡀࡢࡍฟࡾసࢆ⣲ᆅࡿࡏ࠿ാࢆ᝿ീຊ࡟㡿ᇦࡢ▱ᮍࡃࡓࡗࡲࠊ࠺࠸࡜
� ගࠊ㐍໬ࡢ᫂ᩥ࡜ᛶ▱ࠊᛶ㉁ࡢ⣔እᝨᫍࠊᝨᫍ᥈ᰝࣝࣈࢱࣅࣁࠊࡣ௒ᖺᗘࠊព࿡࡛ࡢࡇ

 ࠋࡿ࠶ᡂᯝ࡛ࡀ࡜ࡇࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵ῝ࢆ࠼⪄ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ㄽⅬࡢ࡝࡞㐍໬ࡢ࿨⏕࡜⏝฼ࡢ
 
 
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
 
ධ㛛࣮ࢪࣟ࢜࢖ࣂࣟࢺࢫ࢔ࠕ 㸦ࠖᮾ኱ฟ∧఍㸧ࡢ࡝ࢇ࡜࡯ࠊࡣཎ✏ࡀ㞟࠺ࡶࠊࡾࡲᑡ࡛ࡋฟ

 ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡿࡍ⌧ᐇࡀ∧

戦略Ⅰ（5）　惑星科学と生命科学の融合：生命概念の普遍化をめざして
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � � ⛬㐣ࡢ㈝ᾘࠊ཰ዣࠊ㑅ᢥࡢ※ቃᩥ໬ྐ㸸⏕ែ㈨⎔ࡢࠖ⌮ᩱࠕ 

 ࢺࢡࣃࣥ࢖ࡿ࠼୚࡟ቃ⎔ࡀ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ 䛂ᡓ␎ⓗඹྠ◊✲䊠䛃 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔝ᯘཌᚿ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

ᮏᖺᗘࠊࡣᙜึࡢ◊✲ィ⏬ࠊ࠸ࡀࡓࡋ࡟◊✲ศᢸ⪅ࡢィ⏬ㄢ㢟࡟㛵ࡿࡍㄪᰝࢆศᢸ⪅࡞

࢜ࡿࡅ࠾࡟‴ྎࡣ㔝ᯘࡿ࠶࡛⪅⾲௦ࠊࡣ࡟ලయⓗࠋࡓࡋᐇ᪋࡟୰ᚰࢆ⪅༠ຊ✲◊࡟ࡧࡽ

ࡢ࡜⌮ᩱ࡜⏝฼≀᳜ࡢᖹᇟ᪘ࡿ࠶ඛఫẸ᪘࡛ࡓࡋ᪘໬₍࡜⣔ඛఫẸ᪘࢔ࢩࢿࣟࢺࢫ࣮

㛵ಀࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ࡚࠸ࡘ࡟ㄪᰝᩥ࡜⊩ㄪᰝࠊ࠸⾜ࢆ◊✲༠ຊ⪅㸦ᯘࠊ㑪㸧ࡣඛఫẸ᪘ࡽ࡞

㇂ụࠋࡓࡗ⾜࡚ࡗࡼ࡟ㄪᰝࢻ࣮ࣝ࢕ࣇࢆ཰㞟ࢱ࣮ࢹ࡞⬟ẚ㍑ྍ࡚࠸ࡘ࡟᪘⣔ఫே₍࡟ࡧ

ࠊ࠸⾜ࢆㄪᰝࢻ࣮ࣝ࢕ࣇࡢ࡚࠸ࡘ࡟ᴗ⏕࡜㣗ࡢ᥇㞟Ẹ⊟⊀ࠊ࡚ࡋ࡜୰ᚰࢆ࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ࡣ

◊✲༠ຊ⪅㸦୰஭ࠊቑ㔝㸧ࡣẚ㍑ྍ⬟ࢆࢱ࣮ࢹ࡞ᮾ༡࢔ࢪ࢔኱㝣㒊ࡢᒣᆅ㎰⪔Ẹࡢ」ྜ

ⓗ⏕ᴗࢆᑐ㇟࡚ࡋ࡜཰㞟ࠋࡓࡋす㇂ࡣ᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟⏕ᴗ࡜㣗⏕άࡢṔྐⓗኚ໬ࢆ᪥ᮏࡢ

㛵ᮾᆅ᪉ࢆ୰ᚰᩥ࡟᭩㈨ᩱࡧࡼ࠾⊟΅ࡢ⌧ᆅ㋃ᰝࡿࡼ࡟⎔ቃホ౯ࢆ㏻࡚ࡌ᥈✲ࠋࡓࡋ⪃

ྂᏛࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ࢳ࣮ࣟࣉ࢔㧗ᶫࡀἈ⦖ࠊ዆⨾ືࡿࡅ࠾࡟࣒ࢼࢺ࣋ࠊ≀㑇Ꮡయࣉࣥࢧࡢ

࡞᭷ຠ࡛ୖࡿ▱ࢆែືࡢື⛣※㈨ࠊࡋᐇ᪋ࢆࢢࣥࣜ DNA ศᯒࢆḟᖺᗘ௨㝆࡟ᮏ᱁ⓗ࡟

ᐇ᪋ࡿࡍ‽ഛㄪᰝࠋࡓࡗ⾜ࢆ㑣㡲ࠊᮏ㒓ࡣす᳜ືࡿࡅ࠾࡟࢔ࢪ࢔≀㑇Ꮡయࠊࢆᩱ⌮࠸࡜

ࡿࡵࡍࡍࢆศᯒ࡟ຠᯝⓗ࡟ḟᖺᗘ௨㝆ࠊ࠸⾜ࢆ⌮ᩚࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡍ࠾࡞ࡋほⅬ࡛ศᯒ࠺

ḟࠊࡋඹ᭷ࢆ➼ㄪᰝ⤖ᯝࡢᚑ๓ࡣࢳ࣮ࣟࣉ࢔᝟ሗᏛࠋࡓࡗ⾜ࢆᵓ⠏ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓ

ᖺᗘ௨㝆ࢱ࣮ࢹࡢゎᯒࡢࡵࡓࡢᵓ᝿ࡓࡗ⾜ࢆ 
 

 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
ᙜึࡢㄪᰝィ⏬ࡣ࡚࠸ࡘ࡟᪥⛬࡟ࡧࡽ࡞◊✲༠ຊ⪅ࡢཧຍ➼ࠊከᑡࡢኚ᭦ࡢࡶࡓࡗ࠶ࡣ

ࡋุ᩿࡜ࡓࡁ࡛⾜㐙ࡡࡴ࠾࠾ࡀ⪅ศᢸ✲◊ࡢࢀࡒࢀࡑࡣ࡚࠸ࡘ࡟ㄢ㢟✲◊࡞ᇶᮏⓗࠊࡢ

࡜⬟ྍࡀ㆟ㄽࡢ㛫࡛ࡢศ㔝ࡿ࡞␗ࠊࡶ࡚࠸ࡘ࡟సᴗᴫᛕ࡞ࡓ᪂࠺࠸࡜ࠖ⌮ᩱࠕࠋࡿ࠸࡚

ࡇࡓࡁㄆ࡛☜ࡶ㸦㸱᭶㸰㸰᪥ᐇ᪋㸧࡛࣮ࢼ࣑ࢭබ㛤ࠊࡣ࡜ࡇࡿ࠶᭷ຠ࡛࡚ࡋ࡜⤌ᯟࡿ࡞

ࡘ࡟ḟᖺᗘࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ✲◊࡚ࡗࡶࢆィ⏬┠ᶆࡢᅾ⌧ࡣ࡟ᇶᮏⓗࠊࡽ࠿࡜

Ꮫ⌮⏕ࡢ⌮ᩱࠊࡽࡀ࡞ᚓࢆຓゝࠊ㐺ᐅࡶ࡟⪅✲◊ࡿࡍ࡜ᑓ㛛ࢆᏛ⌮⏕ࡸᰤ㣴Ꮫࠊࡣ࡚࠸

ⓗᶵ⬟ࡶ࡚࠸ࡘ࡟␃ពࡓࡋㄪᰝࠊࡓࡲࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ࠺⾜ࢆᚓࡢࢱ࣮ࢹࡓࢀࡽᒓᛶࡸつᶍ

 ࠋࡿࡵ㐍ࢆ✲◊ࡢࡽ࠿ࢳ࣮ࣟࣉ࢔᝟ሗᏛⓗ࡚࠸ࡘ࡟ᵓ᝿ࡢࢫࢡࢵࢹࣥ࢖⌮ᩱࡓࡌᛂ࡟
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
 
a. ㄽᩥ➼࡛ࡢ◊✲Ⓨ⾲ 
1. 㧗ᶫ㑈ᖹࠊ▼㯮┤㝯ࠊᮏ㒓୍⨾ (2014) ࠕඛᓥㅖᓥࡢඛྐ㑇㊧ࡽ࠿ฟᅵࢩࣀ࢖ࡓࡋ

戦略Ⅰ（6）　「料理」の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト
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௦ྂࡢ ᒓ (Sus scrofa)ࢩ DNA ゎᯒࠖື≀⪃ྂᏛ఍ࠊ➨ 31 ྕ. 㸦ᰝㄞࠊࡾ࠶༳ๅ୰㸧 
2. 㧗ᶫ㑈ᖹ (2014) ࠕඛྐ᫬௦⌰⌫ิᓥࡢࢱࣈ࣭ࢩࢩࣀ࢖ࡢ࡬ᑟධ㸸ྂ DNA ゎᯒࢆ

୰ᚰࠖ࡟ 
� � 㧗ᐑᗈᅵ࣭᪂㔛㈗அ⦅ࠗ⌰⌫ิᓥඛྐ࣭ཎྐ᫬௦ࡿࡅ࠾࡟⎔ቃᩥ࡜໬ࡢኚ㑄࡟㛵ࡿࡍ

ᐇド 
� � ⓗ◊✲� ◊✲ㄽᩥ㞟㸦➨஧㞟� ⌰⌫ิᓥඛྐ࣭ཎྐ᫬௦ࡢ⎔ቃᩥ࡜໬ࡢኚ㑄㸧࠘ භ୍᭩

ᡣࠊ 
� � ᮾி.㸦ᰝㄞࡋ࡞㸧 
3.� 㧗ᶫ㑈ᖹࠊᮏ㒓୍⨾ (2013) ࠕϩ.㛗቎㑇㊧ฟᅵືࡢ≀㑇Ꮡయྠࡢᐃࠊཬࢩࢩࣀ࢖ࡧ (Sus  
scrofa) 㦵ྂࡢ DNA ゎᯒࠖ㛗቎㑇㊧ㄪᰝᅋ⦅ࠗ༡ᕊࡢ㛗቎㑇㊧ㄪᰝ◊✲ 1࠘す஑ᕞ኱Ꮫᣢ

⥆ⓗ⎔ቃᩥ໬◊✲ᡤࠊ⚄ᇸࠊpp. 106-118.㸦ᰝㄞࡋ࡞㸧 
 
b.� Ꮫ఍ࡢ࡛➼࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡸ◊✲Ⓨ⾲ 
4.� 㧗ᶫ㑈ᖹ (2014) ͆ࠕ Pigs might fly͇?? : ⌰⌫ิᓥࡿࡅ࠾࡟ඛྐே㢮ࢩࣀ࢖࡟ື⛣ࡢ

ࠗࠖ 㸽࠿ࡓࡗకࡣࢱࣈ࣭ࢩ ே㢮Ꮫⱝᡭࡢ఍➨㸰ᅇ⥲ྜ◊✲㞟఍࠘ᮾி2014ࠊ ᖺ 3 ᭶.㸦ᣍᚅ

ㅮ₇㸧 
  Ryohei Takahashi (2014) ͆Zooarchaeological study of introduction of Susۑ .5
scrofa into the prehistoric Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis” SOKENDAI 
Symposium�Modern Human Diversity on Genes and Culture�- with special reference 
to Asia and Oceania -, Hayama, Japan, February 2014.㸦ᣍᚅㅮ₇㸧 
 
c.� ᩍ⫱ 
6.� ≉ูᣍ⪸ㅮᖌࠕẸ᪘Ꮫ⪃ྂᏛ≉Ṧ VIII 㸦ࠖ៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ� ᩥᏛ㒊タ⨨⛉┠ࠊబ⸨Ꮥ㞝Ặ࣭

⃝ 
� � ⏣⣧᫂Ặᢸᙜ㸧៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ୕⏣࢟ࣕࣥ2013ࠊࢫࣃ ᖺ 11 ᭶. 
 
 

戦略Ⅰ（6）　「料理」の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト
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ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ✲◊ࡢࡵࡓࡢ❧☜ࡢ࣮ࢪࣟ࢜ࢪ࣮࣑࣭࣮ࣗࣗࢽ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ➉ἑᑦ୍㑻 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
� 25 ᖺ 12 ᭶ 20 ᪥࡟◊✲఍ࢆᐇ᪋ࠊ࠿ࢺ࣮࢔ࠕࡣ࣐࣮ࢸࠋࡓࡋẸ᪘Ꮫࠊࡾ࠶࡛ࠖ࠿Ⓨ⾲⪅

 ࠋࡓࡗ࠶ἑᑦ୍㑻࡛➉࡜ᕝཱྀᖾஓ❧ᩍ኱Ꮫᩍᤵࠊࡣ
� 26 ᖺ 1 ᭶ 24 ᪥࡟බ㛤ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᐇ᪋ࠕࡣ࣐࣮ࢸࠋࡓࡋ㈇ᩥࡢ໬㑇⏘ࡢಖᏑ࡜ᒎ♧

ࣀῡࡣ⪅⾲Ⓨࠋࡓࡗ࠶ඹྠ㛤ദ࡛ࡢ࡜✲◊ᶵ㛵ࡢᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࠊࡾ࠶࡛࡚ࠖࡗࡄࡵࢆ

ୖⱥᶞ❧࿨㤋࢔ࢪ࢔ኴᖹὒ኱Ꮫ෸ᩍᤵ࡜బࠎᮌ೺኱ᵔ⏫⏕ᾭᏛ⩦ㄢ㛗࡜➉ἑ࡛ࠋࡓࡗ࠶ 
� 26 ᖺ 3 ᭶ 12 ᪥ࡢࣜࣃ࡟⮬↛ྐ༤≀㤋࡛ᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᐇ᪋21ࠕࡣ࣐࣮ࢸࠋࡓࡋ ୡ

⣖ࡢ༤≀㤋ࡢㄢ㢟࡛ࠖ࢔ࢩࣟࠊẸ᪘Ꮫ༤≀㤋ࢺࢫ࣌ࢲࣈࠊࣂࢥࣕࢳࢫࢳࡢẸ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢ

࡜ᕝཱྀࡢ᪥ᮏࠊࣝࣕࢪ࢝࡜࢘࢖࣏࣏ࡢᅜ❧༤≀㤋࢕ࢸࢫࢤ࣭࣮ࣜࢺ࣑ࢻࠊ࣮ࢩࢵࢹ࢛ࣝࣇ

➉ἑࡢ௚ࢫࣥࣛࣇࠊ࡟ഃࠊ࣮࢜ࣝ࢞ࣇࠊ࢙ࢩ࢘ࣂࡽ࠿ ࡢ࣮࢙ࣝࣇ 3  ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ⾲Ⓨࡀྡ
� ୖグࡢ௚ࠊ࡟ᕝཱྀᖾஓࡀ኱ⱥ༤≀㤋࡛ࠊⲶ㔝ᫀᘯࡢ࢔ࢪ࣎ࣥ࢝ࡀୡ⏺㑇⏘ࡢㄪᰝ࡜㡑ᅜ

῭ᕞᓥࡢᡓதࡢグ᠈ࡿࡍࢇ࠿࡟ㄪᰝࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆబࠎᮌ೺ࡀ㧗▱ᕷ࡛ࠊᖹ஭ி

அຓ࡜➉ἑఀ࡜ᮾᮍ᮶ࡀ༡ி⹢ẅグᛕ㤋ࣝ࢘ࢯ࡜㏆㑹ࡢ⊂❧グᛕ㤋ࠊす኱㛛ฮົᡤグᛕ㤋

 ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ✲◊࡜どᐹࡢ༤≀㤋ࢀࡒࢀࡑ࡛
 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
� 1 ᭶ࠊࡣ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢཎ⇿ࡸ࣒࣮ࢻᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ࡢ㟈⅏㑇ᵓࡢ࡝࡞ಖᏑ࡟㛵ࡣ࡚ࡋ᫬

㛫ࡢ⤒㐣ࡀᚲせ࡛ࢆࢀࡑࠊࡾ࠶ᛴ࡜ࡄఫẸࢆ࣐࢘ࣛࢺ࡟ᘬࡁ㉳ࢆࢀࡑࠊ࡜ࡇ࠸࡞ࡡ࠿ࡋࡇ

㑊࡜࠺ࡼࡅᛮࠊࡤ࠼༑ศ࡞㓄៖ࡀᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ᣦ᦬ࠋࡓࢀࡉ 
� 3 ᭶ࠊࡣ࡛࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢᮾ࣮ࣚࣟࡿࡅ࠾࡟ࣃࢵẸ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢᒎ♧࡟ྥືࡢ㛵ࡿࡍⓎ⾲

ࡢ༤≀㤋ྐ↛⮬ࠊ㤋⾡⨾࡜Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡿࡅ࠾࡟ࢫࣥࣛࣇ࡜᪥ᮏࠊ࡟ඹ࡜ࡿࢀࢃ࡞ࡇ࠾ࡀ

 ࠋࡓࢀࢃ࡞ࡇ࠾ࡀウ㆟࡚ࡅྥ࡟࠿ࡿࡍ❧ᶞ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢆ༠ാ㛵ಀ࡟ࡔ࠸࠶
� ௒ᖺᗘࡣከࡢࡃ༤≀㤋ࡢどᐹࠊ࡛ࡢࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ᮶ᖺᗘ࡟࡜ࡶࢆࢀࡑࡣⓎ⾲࠺࡞ࡇ࠾ࢆ

ணᐃ࡛ࠊࡓࡲࠋࡿ࠶௒ᖺᗘࡣ༤≀㤋ࡢᒎ♧ࡢホ౯ࢀࡇࠊࡀࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺࡞ࡇ࠾ࢆ

࠸࡚ࡋබ㛤⯡୍ࠊ࡟ඹ࡜ᡂᯝࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩබ㛤ࠊ࡚ࡋసᡂࢆࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡣ࡟᮶ᖺᗘࡣ

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜࠸ࡓࡂ௮ࢆᢈุࡃᗈ࡛࡜ࡇࡃ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
௒ࢁࡇ࡜ࡢ↓ 

戦略Ⅰ（7）　ニュー・ミュージオロジーの確立のための研究
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ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � � ㇟⌧ࢺࢵ࢙ࢪ࣮ࢠࣝࢿ㧗࢚ࡿࢀ⌧࡟࣮ࣝࢣࢫ࡞ࠎᵝࡢ⏺↛⮬ 

 ゎ᫂ࡢ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟձ(A)ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲Ϩࠖ 

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᯈ಴ᩘグ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

ᮏ◊✲ࠊࡿ࠶࡛࣐࣮ࢸᵝࡿࡅ࠾࡟࣮ࣝࢣࢫ࡞ࠎ㧗࢚ࡢ㇟⌧ࢺࢵ࢙ࢪ࣮ࢠࣝࢿ⤫୍ⓗ⌮ゎࡀ

⌮஫┦ࡢ✲◊ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡀࢀࡒࢀࡑࡎࡲࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢᶆ┠࠺࠸࡜ࡿࡵぢᴟࢆ࠿࠺࡝࠿⬟ྍ

ゎࡿࡵ῝ࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀᮏࡢࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢ࣐࣮ࢸᵓᡂࡣ㸱ࡢࡘ◊✲ᶵ㛵࡛␗ࡿ࡞◊✲ά

8ࠊࡾ࡞ࡽ࠿⪅✲◊ࡓ࠸࡚ࡋᚑ஦࡟ື ᭶࡟᥇ᢥ࡚ࢀࡉ௨㝆ࠕࠊ㧗࢚ࢺࢵ࢙ࢪ࣮ࢠࣝࢿ⌧㇟ࠖ

᫬㛫ࡣᖺᗘึࠋࡓࡗྜ࠼୚ࢆ่⃭ࠊ࠸ྜࡏぢࢆᡂᯝ✲◊ࡢ࠸஫ࠊୗ࡛ࡢࢻ࣮࣮࣡࢟࠺࠸࡜

ⓗ࡞ไ⣙ࠊࡾ࠶ࡶලయⓗ࡞ඹྠ◊✲ࡢ࡬Ⓨᒎࠊࡀ࠸࡞ࡣ஫ࡢ࠸㆟ㄽࢆ㏻2ࠊ࡚ࡌ ᖺᗘྲྀࡾࡼ

ࠊ࡜ࡿࡆᣲ࡟ලయⓗࢆࡘ୍ࡢࡑࠋࡿ࠶࡛≦⌧ࡀࡢࡿ࠶ࡘࡘ࠼ぢ࡟ࠎᚎࡀ࣐࣮ࢸࡁ࡭ࡿ࠿᥃ࡾ

Ẽ෌☢ࡣ࡟ヲ⣽ࡾࡼࠊ㇟⌧Ⓨ⇿ࡿ࠸࡚ࡗࡇኴ㝧࡛㉳ࠊࡀ㇟⌧ࢺࢫ࣮ࣂࡿࡅ࠾࡟࣮ࢱࢿࢢ࣐

᪂࠺࠸࡜⣲⢏Ꮚ཯ᛂࡢᙉ☢ሙ୰࡛ࠊࢆᛶ⬟ྍ࠺࠸࡜ࡿࡁゎ࡛⌮࡟ᮏ㉁ⓗ࡚ࡗࡼ࡟㇟⌧ྜ⤖

ࡘ࡜ࡦࡢࡢࡶ࡞㐺᭱࡟࣐࣮ࢸ✲◊ᮏࠊࡣ࣐࣮ࢸ࠺࠸࡜ࡿࡍ࿡ྫྷࡽࡀ࡞ࡳࡇࡾ࡜ࢆぢ▱࠸ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⮳࡟ㄆ㆑࠺࠸࡜ࡿ࠶࡛

 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

 
ලయⓗ࡞ඹྠ◊✲ྍࡢ⬟ᛶࢆᶍ⣴ࡿࡍ୰࡛ࠕࡀࢀࡒࢀࡑࠊ㧗࢚࡟ࠖ㇟⌧ࢺࢵ࢙ࢪ࣮ࢠࣝࢿ

㛵ಀࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡿࡍ௨ୗ࡟ᣲࡿࡆᡂᯝࢆᚓ࡚ࠋࡿ࠸ 

 
㸯㸬Ᏹᐂࡢࢺࢵ࢙ࢪᛶ㉁࡚࠸ࡘ࡟ 

࣭≉Ṧ┦ᑐㄽⓗ㍽ᑕ☢Ẽὶయィ⟬࡚࠸⏝ࢆ㍽ᑕࡢࢺࢵ࢙ࢪࡿࡼ࡟ᙧᡂ•ຍ㏿ᶵᵓࢆㄪࠋࡓ࡭  

࣭ᡃࡣࠎ┦ᑐㄽⓗ୕ࡢࢺࢵ࢙ࢪḟඖⓗ࡞Ᏻᐃᛶ࡚࠸ࡘ࡟ㄪࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ✲◊ࡿ࡭ ᖹᡂ 25

ᖺᗘ୍ࠊࡣᵝ፹㉁୰ࢆఏᦙࡿࡍ┦ᑐㄽⓗ୕ࡢࢺࢵ࢙ࢪḟඖィ⟬ࠊ࠸⾜ࢆ 㠀㍈ᑐ⛠ᛶ࡟㉳ᅉ

ࡓࡋ Rayleigh-Taylor ୙Ᏻᐃᛶࡀ┦ᑐㄽⓗࡢࢺࢵ࢙ࢪቃ⏺࡛ᡂ㛗ࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࡍḟᖺ

ᗘࡢࡇࠊࡣ୙Ᏻᐃᛶ࡜㏿ᗘ࠺࡞ࡶ࡜࡟࣮࢔ࢩ Kelvin-Helmholtz ୙Ᏻᐃᛶࡢᡂ㛗ࡿࡍ᮲௳ࢆ

  ࠋࡍᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿ㏕࡟ゎ᫂ࡢᏳᐃᛶ࡞ḟඖⓗ୕ࡢࢺࢵ࢙ࢪ࡛࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂

 
㸰㸬㧗࢚ࢺࢫ࣮ࣂ࣮ࢠࣝࢿ⌧㇟ 

࣭୰ᛶᏊᫍ࡜୰ᛶᏊᫍࡢ࡝࡞㐃ᫍࡿࡍྜ⼥ࡀ㝿࡟Ⓨ⏕ࡢࢺࢫ࣮ࣂࡿࡍ㟁☢Ẽⓗᛶ㉁ࢆㄪࠊ࡭

ྠ᫬࡟ᨺฟࡿࢀࡉ㔜ຊἼࢆほ ࡢࡵࡓࡿࡍ⿵ຓⓗ࡞ᙺ๭ࢆᯝྫྷࢆ࡜ࡇࡍࡓ࿡ࠋࡓࡋ 

 
㸱㸬☢Ẽ෌⤖ྜᩘ್ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ 

戦略Ⅰ（8）　自然界の様々なスケールに現れる高エネルギージェット現象の解明
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ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

☢Ẽ෌⤖ྜࡣ⢏Ꮚࡢ㠀ࣟ࢖ࣕࢪ㐠ືࡸ⢏Ꮚ࣭Ἴື┦஫స⏝࡝࡞ᚤどⓗ࡞స⏝࡜࣮࢞ࣜࢺࡀ

ኚ໬࣮ࢪ࣏ࣟࢺࡢሙ☢࡚ࡋ㉳ᅉࡀྜ⤖Ẽ෌☢ࠊ௚᪉ࠊࡀࡿ࠶࡛㇟⌧ࡿࢀࡉࡇ㉳ࡁᘬ࡚ࡗ࡞

ࠋࡿࢀࡉࡇ㉳ࡁᘬࡀ㇟⌧࡞ᕧどⓗ࡝࡞(ࡴྵࡶࢺࢵ࢙ࢪ)⢏Ꮚ㍺㏦ࡿࡼ࡟⇕ຍ㏿࣭ຍࡢ⢏Ꮚࡸ

࣑ࣞࣗࢩ㟁☢⢏Ꮚࡽ࠿ࢳ࣮ࣟࣉ࢔㐠ືㄽⓗࠊࡵࡓࡢᚤどⓗᶵᵓゎ᫂ࡢྜ⤖Ẽ෌☢࡛ࡲࢀࡇ

ࠊࡵࡓࡢゎ⌮ࡢẼ෌⤖ྜᶵᵓ☢࡞ⓗ୍⤫ࡢ࡛ࡲᕧどࡽ࠿ᚤどࠊࡓࡲࠊ࠸⾜ࢆ࡝࡞ࣥࣙࢩ࣮

ከ㝵ᒙࢆࣝࢹࣔࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩᵓ⠏࡛ࡇࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋᖹᡂ 25 ᖺᗘࡣ㸪☢Ẽ෌⤖ྜࡅ࠾࡟

ࢪࡿࡼ࡟ྜ⤖Ẽ෌☢ࠊࡓࡲࠊࡵࡓࡿ࡭ㄪ࡟⣔⤫ⓗࢆ⏝஫స┦ࡢᕧどⓗຠᯝ࡜ᚤどⓗຠᯝࡿ

ࢆࣝࢹࣔࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡵࡓࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ᶵᵓゎ᫂ࡢ㏿⢏Ꮚຍ࡜ᙧᡂࢺࢵ࢙

Ⓨᒎࠋࡓࡏࡉ 

 
㸲㸬㉸ᙉ☢ሙ୰ࡢ᪂ወ⌧㇟ 

㠀ᖖ࡟ᙉ࠸☢ሙ୰࡛ࡣ┿✵୰࡛ࡣ㉳࡞࠺ࡼ࠸࡞ࡽࡇ⣲⢏Ꮚ⣲㐣⛬᭱ࠋࡿ࡞࡟⬟ྍࡀ㏆ㄪ࡭

ࡣ୰࡛✵┿ࠊࡣࡢࡿ࠸࡚ 2 ගᏊࡢ࡬ᔂቯ࡜㸯ගᏊ࡜㟁Ꮚ㝧㟁Ꮚᑐࡢ࡬ᔂቯ㸦ࢶࣜࢲᔂቯ㸧
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戦略Ⅰ（8）　自然界の様々なスケールに現れる高エネルギージェット現象の解明
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戦略 P／戦略Ⅱ（2）　生命科学の発展がもたらす社会的課題とその対応策の基盤構築
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ߪߡߒߣ⃰࡯ࠡ࡞ࡀ̪ࠛ 2011ᐕᐲࠄ߆ㅢ▚ 2࿁⋡

ޤࡓ࡜ࠣࡠࡊޣ

9᦬ 29ᣣ㧔࿯㧕

13:00㨪13:15 ᜿ᜦ࡯࠳࡯࡝ࡓ࡯࠴

13:20㨪14:50 ⻠Ṷޟ㘑ߩᱧผ…ੱ㘃ߩߣ౒ሽࠍ⠨ޠࠆ߃

ᑝ↰ാ㧔੩ㇺᄢቇฬ⹷ᢎ᝼࡮రᣣᧄ᳇⽎ቇળℂ੐㐳㧕

15:10㨪16:40 ⻠ṶޟḡᎹ⑲᮸ࠄ‛ℂቇ⠪ߣේሶജޠ

ዊᴧㅢੑ㧔ᘮᙥ⟵Ⴖᄢቇฬ⹷ᢎ᝼࡮రᣣᧄ‛ℂቇળળ㐳㧕

16:45㨪17:00 ⾰⇼ᔕ╵࡮⠉ᣣߩᛂߜวߖࠊ

9᦬ 30ᣣ㧔ᣣ㧕

10:30㨪12:00 ⻠Ṷޟ⑔ፉ⋵࡯ࠡ࡞ࡀࠛࠆߌ߅ߦ㐿⊒ߩ⋓⴮ผޠ

⨹Ꮉ⚔㧔㕒ጟᄢቇฬ⹷ᢎ᝼㧕

13:00㨪14:30 ⻠Ṷޟഭ௛ޠ࡯ࠡ࡞ࡀࠛߣ

ዊᧁ๺ቁ㧔౏⋉⽷࿅ᴺੱഭ௛⑼ቇ⎇ⓥᚲਥ▤⎇ⓥຬ㧕

15:00㨪16:30 ✚᜝ળ⼏

ෳട⠪ 㧝㧤ฬ

⊒⴫⠪㧦㧠ฬ

ቇⲢวߩࠄ߆࡯ࡃࡦࡔෳട⠪㧦㧢ฬ

✚⎇ᄢ㑐ଥ⠪㧦㧠ฬ

✚⎇ᄢ㒮↢㧦㧜ฬ

ቇᄖ㧦㧠ฬ

3/30ᖱႎࠍ⠨ࠆ߃㧔᧲੩࡮ຠᎹ㧕

ޤࡓ࡜ࠣࡠࡊޣ

ࡦ࡚ࠪ࠶࠮ 1. 9:30 ޯ 12:00

ቇ໧ߩߡߒߣᖱႎ⑼ቇޔ␠ળࠆߌ߅ߦᖱႎ

มળ㧦᫪ᵗਭ 㧔࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࡮࡯࠲ࡦ࠮ಎᢎ᝼㧕
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࡯࠲ࡦ࠮ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ

9:30㨪10:00 ޠࠬࠢ࠾࡞ࡍࠦߩઍᤨ࠻࠶ࡀޟ

ศ⷗ବ຦㧔᧲੩ᄢቇᄢቇ㒮ᖱႎቇⅣ࡮ᢎ᝼㧕

10:10㨪10:40 ฬ⹷ᢎ᝼㧕࡮㊄ሶോ㧔ᄢ㒋ᐭ┙ᄢቇޠᖱႎߣࠕࠖ࠺ࡔ࡮ࠬ࡟ࡊޟ

10:50㨪12:00 ࡦ࡚ࠪ࠶ࠞࠬࠖ࠺

ࡦ࡚ࠪ࠶࠮ 2. 13:30 ޯ 15:50

ᖱႎ⑼ቇߩ⃻႐ࠄ߆

มળ㧦㋈ᧁ⽵⟤㧔࿖㓙ᣣᧄᢥൻ⎇ⓥ࡮࡯࠲ࡦ࠮ᢎ᝼㧕

13:30㨪14:00 ଔ୯ߩቇⴚᖱႎޟ ̆ Ꮒᄢߩࠢ࡯ࡢ࠻࠶ࡀᖱႎޠ

੹੗ᶈ㧔᧲੩ᄢቇᄢቇ㒮ᖱႎℂᎿቇ♽⎇ⓥ⑼ࠦ࠲࡯ࡘࡇࡦ⑼ቇኾ᡹࡮ᢎ

᝼㧕

14:10㨪14:40 ᢎ᝼㧕࡮㜞㊁᣿ᒾ㧔࿖┙ᖱႎቇ⎇ⓥᚲޠᖱႎቇߩㅪᗐޟ

14:50㨪15:20 ᫪ᵗਭޠᛛⴚߣᱧผߩߘޔᖱႎߣ࿾࿑ޟ

15:30㨪15:50 ࡦ࡚ࠪ࠶ࠞࠬࠖ࠺

ࡦ࡚ࠪ࠶࠮ 3. 16:00 㨪18:00

ޠᓎഀߩᖱႎࠆߌ߅ߦቇⲢวޟࡦ࡚ࠪ࠶ࠞࠬࠖ࠺࡞ࡀࡄ

㧦࡯࡜ࡀࡄ

੹੗ᶈޔ㜞㊁᣿ᒾޔ㊄ሶോޔ᧛਄⋥ਯ 㧔␹ᚭ࡟࡯࠽ࡦࠛࡆ ޔ㧕࡯࠲ࠢ࡟ࠖ࠺2013

㋈ᧁ⽵⟤

มળ㧦᫪ᵗਭ

ෳട⠪ 㧟㧣ฬ

⊒⴫⠪㧦㧣ฬ

ቇⲢวߩࠄ߆࡯ࡃࡦࡔෳട⠪㧦㧡ฬ

✚⎇ᄢ㑐ଥ⠪㧦㧠ฬ

✚⎇ᄢ㒮↢㧦㧢ฬ

ቇᄖ࡮৻⥸⡬⻠㧦㧝㧡ฬ

ߤߥࠣࡦࠖ࠹࡯ࡒ࡮ᩏ⺞ઁߩߘ٨٨

3/14㨪26 ㊄ሶ ᩏ⺞ࠬ࡝ࠡࠗ

ߤߥᄢ࿑ᦠ㙚࡯࠲ࠬࠚ࠴ࡦࡑޔᄢ࿑ᦠ㙚࡯ࠧࠬ࡜ࠣ࡮

㑐ଥ࡯ࠡ࡞ࡀࠛ࡮

����㨪�� ഏ ਛ࿖⺞ᩏ
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࡯࠲ࡦ࠮ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ

ߖᛂวߣ㋕ァ೽ᚲ㐳₺ߩㆯካᄢቇᣣᧄ⎇ⓥᚲޔㆯካ⋭࿑ᦠ㙚ޔㆯካᄢቇ࿑ᦠ㙚࡮

㑐ଥ࡯ࠡ࡞ࡀࠛ࡮

2/15 ㋈ᧁ ᧲੩⺞ᩏ

ᢥᐶࡦࠠࠬ࡜࡮

㑐ଥ࡯ࠡ࡞ࡀࠛ࡮

����㨪�� ⍹Ꮉ ንጊ⺞ᩏ

ߤߥࡓ࠳’ዊޔንጊᄢቇ࡮

ᢥቇߣ࡯ࠡ࡞ࡀࠛ࡮

����㨪�� ⍹Ꮉ ᧲੩⺞ᩏ

ᅏᄙ៺࡮ ዊᴡౝ⾂᳓ᳰߤߥ

ᢥቇߣ࡯ࠡ࡞ࡀࠛ࡮

���� 㧔᧲੩㧕ߖᛂว࡯ࡃࡦࡔ

㐳㐷ޔᧄ☨ޔ㊄᫪ޔ㋈ᧁ࡮
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㧔᭽ᑼ 3㧕
ᐔᚑ 24ᐕᐲቇⲢวផㅴ࡯࠲ࡦ࠮ቇⲢว⎇ⓥ੐ᬺ ⎇ⓥᚑᨐႎ๔ᦠ

೎ᷝ⾗ᢱ㧞

⃰࡯ࠡ࡞ࡀࠛ ේⓂឭ಴⁁ᴫ㧔� ᦬ �� ᣣ⃻࿷㧕

ᳰౝੌߩ࡯ࠡ࡞ࡀࠛޟ⿠Ḯޠ

᧻੗ቁౖޟᧂ⌕ޠ

㊄ሶോޟᧂ⌕ޠ

ᯅᧄᲞᒾޟ⑼ቇผ࡮ᛛⴚผ࡯ࠡ࡞ࡀࠛࠆߌ߅ߦ᭎ᔨޠ

⿒ᧁᤘᄦޟ��਎♿ߩ߼ߚߩᢎ㙃̆̆ቇⴚߩㅪⅣޠ

㋈ᧁ⽵⟤ߩ࡯ࠡ࡞ࡀࠛޟᢥൻผ߳̆᭎ᔨᄌኈⷡࠆߋ߼ࠍᦠޠ

☨ᧄ᣽ᐔޟ��਎♿ᧃߩ‛ℂ⑼ቇ⊛਎⇇ⷰߣ↢๮⺰̆8KVCNKUO ޠ߆ߚߞ޽ߢ૗ߪߣ

ᢪ⮮ᚑ਽ޟᔃり৻ర⺰⠪ޠ࡯ࠡ࡞ࡀࠛߚߺࠄ߆

ᱜᧁᤩޟᧂ⌕ޠ

⨹Ꮉ⚔ޟ⑔ፉ⋵࡯ࠡ࡞ࡀࠛࠆߌ߅ߦ㐿⊒ᷡߩᵺᯏޠ

ዊᧁ๺ቁޟഭ௛ޠ࡯ࠡ࡞ࡀࠛߣ
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㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ᪥ᮏࡿࡅ࠾࡟ㅖ⛉Ꮫࡢ⦅ไ࡜ᇶ♏ᴫᛕ᳨ࡢウ―ᩥ⌮⤫ྜࡢ᭷

ຠᛶࡿࡄࡉࢆ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ 㸦B㸧ࠕᡓ␎ⓗඹྠ◊✲�ࠖ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 2011㹼12 ᖺᗘ;㕥ᮌ㈆⨾� 2013 ᖺᗘ; ✄㈡⦾⨾ 

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

� ඲య࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠕࢆ ࿨⏕ࠕࠖ ᝟ሗࠕࠖ ⌜ྛࠊࡅศࡾษ࡟ࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢࡘᅄࡢࠖ⟇Ꮫᨻ⛉ࠕࠖ

࣮ࠖࢠࣝࢿ࢚ࠕࠋ࣭ࡓࡗ࡜ࢆ᪉ᘧࡿ࠿ࡣࢆㄪᩚࡢ⾜㐍ࡢ඲యࠊࡘࡘࡡࡔࡺࢆάື࡟࣮ࢲ࣮ࣜࡢ

࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊࡣ࡚࠸࠾࡟⌜ ࡿ࠼⪄ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠕ࣒ ࢆ(㔠Ꮚົ࣭࣮ࢨ࢖ࢼ࢞ࣝ࢜ࠖ) 2012/3/10
㹼11(ᮾி)࣭ 2012/9/29㹼30(ி㒔)ࡢ஧ᅇࢆ㛤ദࠕࠋ࣭ࡓࡋ᝟ሗࠖ⌜࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࠊࡣ࡚࠸࠾࡟

ࢆ(᳃ὒஂ࣭࣮ࢨ࢖ࢼ࢞ࣝ࢜)ࠖࡿ࠼⪄ࢆ᝟ሗࠕ 2013/3/30� (ရᕝ)࡟㛤ദࠕࠋࡓࡋ⏕࿨ࠖ⌜࡟

◊㑇ఏࠕࡾࡼ࣮ࢲụᮧῄ㐨࣮ࣜࠊࡣ࡚࠸࠾ OB ࡢࠖࡁ᭩ࡁ⪺ࡢ࣮ࣜࢺࢫࣄ࣭࣮ࣝࣛ࢜ࡢ࡬

ᥦ᱌࡟࣐࣮ࢸ✲◊ࠊࡀࡓࢀࡉ࡞ࡀ௜㝶ࡿࡍㄢ㢟࡛ࡢࡢࡶࡿ࠶ࡣ௒ᅇࡣぢ㏦ࠋࡓࡋ࡟࡜ࡇࡿ

ཎⓎ㛵ࠊࡾࡼ࡟ᓥ➨୍ཎⓎ஦ᨾ⚟ࡘ࠿ࠊࡎࢀࡄࡍࡀయㄪࡢ㛗⌜ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟⌜⟇Ꮫᨻ⛉ࠕ࣭

㐃ࡢㄽ㆟ࡢ⌜࣮ࠖࢠࣝࢿ࢚ࠕࠊ࡛࠿࡞ࡿ࡞࡟ࢇ┒ࡀ㆟ㄽ࡟྾཰࡛ࡕࡓ࠿ࡿࡍ㐍⾜ࡃ࡜ࠋࡓࡋ

Ꮫ⼥ྜࠖ௨ࠕࠊ࡝࡞ࡿࢀࡉฟࡀ␲ၥ࡟㐃ᦠࡢ໬Ꮫࠖࠕ࡜ࠖ⌮≀ࠕࠊࡣ࡚ࡋ࡜ၥ㢟ࡢ⪅✲◊࡟

๓ࡢㄢ㢟ࡶᾋୖࠋ࣭ࡓࡋ ᭱ᚋࠕ࡟⥲ᣓࠖࢆ࣏ࣥࢩ 2013/10/13(ᮾி)࡛⾜ࠋࡓࡗ 
ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ࣭௒ᚋࡢᒎᮃ➼

࣭඲యࢆ㏻࠺࠸࡜ࠖྜ⼥⌮ᩥࠕࠋ࡚ࡋㄢ㢟ྛࠊࢆศ㔝ࡢᇶ♏ᴫᛕ᳨ࡢウࢆ㏻ࡢࡑࠊ࡚ࡋ᭷ຠ

ᛶࢆၥ࠺࠸࡜࠺᪉ἲ⮬య࡟ᑐࠊ࡚ࡋ⌮ゎࡀᒆࠋࡿ࠶࡟≦⌧࠸࡞࠿ேᩥㅖ⛉Ꮫ࡛࠸ࡓࡲࢆᇶ

♏ᴫᛕࢆၥࡍ┤࠸సᴗࡣᅜ㝿ⓗ࡟᭷ຠᛶࡀㄆྛࠊࢀࡽࡵศ㔝࡟᰿ᮏࡢࡽ࠿ၥࡀࡋ┤࠸㐍⾜

ࡶࢆ㛵ᚰ࠸ᙉ࡟Ꮫྐ⮬య⛉↛⮬ࠊࡶ࡛ࢇ㎸ࡕᣢ࡟㛫ࠖ⌮ᩥࠕࠊ௒᪥ࢆ᪉ᘧࡢࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ

࡜ᡂ⦆ࡢ⌜ྛࠊࡶᖍ࡛ࡢሗ࿌఍ࡸᑂ㆟ࡢ኱◊⥲ࠊࡀ≦⌧ࡢࡑࠋ࠸࡞ࡋ⏝㏻࠿ࡋ࡟⪅✲◊ࡘ

㐠⏝࡟㝿ࡓࡲࠊࡶ࡚ࡋ⥲ᣓࡢ࣏ࣥࢩウㄽࡢሙ࡛࠺࠸࡜ࠖྜ⼥⌮ᩥࠕ࡛ࡲࢀࡇࠋࡓࢀࡉ♧ࡶ

ㄢ㢟ࡀᅜ㝿ⓗᩥࠕ࡟⌮ࠖ㛫ࡢ┦஫⌮ゎࡢ୙㊊ࢆඞ᭹࡟࠺ࡼࡢࡵࡓࡿࡍㄽࡓࡁ࡚ࢀࡽࡌ㐣ཤ

ࣆ࢔඘ศࢆ࡜ࡇࡿ࠶ᥦ㉳࡛ࡢ᪉ἲࡿࡍᑐ໬┦ࢆࣥࣜࣉࢩ࢕ࢹࡢศ㔝ྛࠊ࡚࠼ࡲ㋃ࢆᣓ⥲ࡢ

㛵࡟⌜࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠊࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࡋ┬཯࡜ࡘ࡜ࡦࡢཎᅉࡢࡑࠊࡶ࡜ࡇࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛࣮ࣝ

ࡓࢀࡽࡆ࠶ࢆᡂᯝࡢᐃ୍ࠊࡾ࠶࡟ᚋ⫼ࡀᐇ⌧ࡓࢀࢃ⯙ぢ࡟ᓥ➨୍ཎⓎ஦ᨾ⚟ࠊࡤ࠼࠸࡚ࡋ

࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠕࡓࡲࠊࡋࡿࡍุ᩿࡜ ࿨⏕ࠕࠖ 㒊୍ࡢᵓᡂဨࠊ࡚ࡋ࡜ၥ㢟ࡿࡀࡓࡲ࡟᝟ሗࠖࠕࠖ

ྛࡢḟࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ෆᐜࡢࡑࠋࡿࡍุ᩿࡜࠸ࡼ࡚ࡵㄆ࡚ࡋ࡜ᡂᯝࡣ࡜ࡇࡓฟࡀ཯ᛂ࠸㗦࡟

ሗ࿌᭩ࢆཧ↷ࠋ࠸ࡓࢀࡉ

� ࠸࡚ࢀࡉணᐃࡀ∧㡑ᅜ࡛ၟᴗฟࠊࢀࡉヂ⩻࡟㡑ᅜㄒࡣ࠘ࡿ࠼⪄ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࠗࡕ࠺ࡢࡇ

ࡣ࡛ࣃࢵ࣮ࣟࣚࠋࡿ࠸࡚ࡋỴᐃࡀ㛤ദࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩᕞ኱Ꮫ࡛῭࡟㸳᭶ᮎࠋ(㸳/2014)ࡿ

2014 ᖺ㸶᭶ᮎࡢ EAJSࠊ୰ᅜ࡛ࡣ㸷᭶ୗ᪪ࠊ໭ிᖌ⠊኱࡛ࡢᴫᛕྐ◊✲ࡢᅜ㝿࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

ࠋࡿ࠶ᡤᏑ࡛ࡃࡺ࡚ࡗ࠿ࡣࢆᣑ኱⥆⥅ࡢሙ࡛ࡢ✲◊ᅜ㝿ඹྠࠊࡋᢨ㟢ࢆᡂᯝࠊ࡛࣒
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㸦ᵝᘧ 3㸧 
ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

࣭ᡂᯝሗ࿌᭩ࠊ࡚ࡋ࡜ḟ୕ࡢ෉ࠊࡵ࡜ࡲᅜෆㅖศ㔝ࡢ◊✲ᶵ㛵⣙ ᪥ᮏ◊✲ᣐⅬࡢᾏእࠊ59

⣙ 50  ࠋࡓࡋ㏦௜࡟
ձ㔠Ꮚົ࣭㕥ᮌ㈆⨾ඹ⦅࢚ࠗ̿ࡿ࠼⪄ࢆ࣮ࢠࣝࢿᏛ࡜ྜ⼥ࡢᣑᩓ B5ࠊ࠘ ∧ 298 㡫ࠋ

ղ᳃ὒஂࠗ᝟ሗࡣ࡜ఱ࠘࠿A5 ∧ 255 㡫

ճࠗ⥲ᣓ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩሗ࿌᭩࠘A5 ∧ 123 㡫

㕥ᮌ㈆⨾ࠊ㔠Ꮚຮࠊ⡿ᮏᫀᖹࠊ᳃ὒஂ

࡟࣮ࢱࣥࢭྜ⼥Ꮫࡶ࡜㸱෉)ࠋࡿࡍῧูࢆḟ┠ࡢࢀࡒࢀࡑ 2013 ᖺᗘෆ࡟㏦௜῭ࡳ) 

戦略 P／戦略Ⅱ（3）　日本における諸科学の変成と基礎概念の検討 ―分理融合の有効性をさぐる
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㸦ู⣬ᵝᘧ 1㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᡓ␎ⓗ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ⌧⏕ே㢮ࡢᣑᩓࡿࡼ࡟㑇ఏᏊᩥ࡜໬ࡢከᵝᛶ๰ฟ࡟

㛵ࡿࡍ⥲ྜⓗ◊✲

ᛂເ஦ᴗ༊ศ Ꮫ⼥ྜ᥎㐍䝉䞁䝍䞊䞉ᡓ␎ⓗ◊✲䝥䝻䝆䜵䜽䝖

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᩪ⸨ᡂஓ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

඲య఍㆟ࢆ �� ᖺ �� ᭶ � ᪥࡟ⴥᒣࡢ⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫᮏ㒊࡚࡟㛤ദࠊࡋ௒ᚋࡢ◊✲ィ

ࡰ࡯ࡀ⌜໬ᩥ࡜⌜㑇ఏᏊࠊ࡚ࡗἢ࡟⏬ィ✲◊ࡢࡇࠋ㸦ཧຍ⪅㸸��ྡ㸧ࡓࡋỴᐃࠊࡋ㆟ㄽࢆ⏬

࠾࡟ᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋࡜ᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤࠊࡣ⌜㸰ࡽࢀࡇࠋࡓࡏࡉࢺ࣮ࢱࢫࢆ✲◊࡟❧⊃

��ᖺࠊࡣ⌜㑇ఏᏊࠋࡓࡋ㛤ദࢆ఍㆟⌜ࢀࡒࢀࡑ࡚࠸ �᭶ �� ᪥ࠥ�� ᪥࡟⌜఍㆟ࢆ㛤ദࠋࡓࡋ

ᣍ⪸ㅮ₇⪅㸱ྡࠊ㑇ఏ◊ࡢ◊✲⪅㸶ྡࠊᮏ࣮ࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸶ྡྜࠊࡢィ �� ཧຍࡀྡ

ࡣ⌜໬ᩥࠋࡓࡋ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥࡟㛤ദࡓࢀࡉᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋ࡢே㢮࡟ື⛣ࡢ㛵ࡿࡍඹྠ

◊✲఍㸦༳ᮾ㐨Ꮚᩍᤵ௦⾲㸧࡟ᮏ࣮ࣂ࣓ࣥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㸶ྡࡀཧຍࠋࡓࡋ

㑇ఏᏊ⌜ࠊࡣ᪤Ⓨ⾲ࡢ኱つᶍ 613 ⮬୰࡛࣒ࣀࢤࢺࣄࠊゎᯒࡢࡑ࡜ࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲࡢࢱ࣮ࢹ

↛Ὲửࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡅཷࢆ㑇ఏᏊ᳨ࡢ⣴ྂࡧࡼ࠾ࠊ௦ '1$ ࡝࡞ഛ㸦㦵‽ࡢ✲◊

ࠋࡓࡗ⾜ࢆ࡝࡞ㄪᰝ㸧ࡢ㈨ᩱᡤᅾᆅࡢ

ᩥ໬⌜ࠊࡣே㢮ࡢᣑᩓᩥࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍࢃࡽ࠶ࡃࡼࢆ໬せ⣲㸦▼ჾࠊᅵჾࠊ㔠ᒓჾࠊゝ

ㄒࠊᐙ␆ࠊ㎰స≀ࠊ㎰ᴗᢏ⾡ࠊ⊁⊟ᢏ⾡࡝࡞㸧ࢆࢺࢫࣜࡢసᡂࡿࡍணᐃࠊࡀࡓࡗࡔ୰ᚰ࡜

᮶ᖺᗘࡣάືࠊࡵࡓࡓࡵࢃࡁࢆᛁ⦾࡛ࣝ࢔࣮ࣗࢽࣜ♧ᒎ࢔ࢽ࢔ࢭ࢜ࡢẸ༤ࡀ༳ᮾᩍᤵࡿ࡞

ࠋࡓࡗᡂ࡜ࡋ㉺ࡕᣢ࡟

⥲ᣓ⌜ࡣᅜ❧᝟ሗᏛ◊✲ᡤࡢ୸ᒣ㞝୕༤ኈ࠾࡟㢪ࠊ࡚ࡋ࠸ᮏ◊✲ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ

�KWWS���LGHQVKL�VHFRQGEUDLQ�FR�MS�㸹࣮ࣘࡀࢻ࣮࣡ࢫࣃ࡜',࣮ࢨせồࡆୖࡕ❧ࢆ�ࡿࢀࡉ

ࠋࡓࡋウ᳨ࢆ࠿࠺⾜࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢆ㐃ᦠࡢ࡜⌜໬ᩥ࡜⌜㑇ఏᏊࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ㐍ࢆഛ‽ࡿ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ࡁᙧ࡛㐩ᡂ࡛࡞☜᫂ࠊࡵࡓ࠸࡞࠸࡚ࡋ㐣⤒࠿ࡋᖺ༙ࡔࡲࠊ࡚ࡗࡲࡌࡣࡽ࠿⛅᫖ᖺࡀ✲◊

௒ࢆ࣐࣮ࢸ㸰ࡢ௨ୗࠊࡣ࡚࠸࠾࡟⌜㑇ఏᏊࠊࡔࡓࠋ࠸࡞ࡔࡲࡣᡂᯝ✲◊࡞࠺ࡼࡿ࠼ゝ࡜ࡓ

ᖺᗘ㸦2011 ᖺᗘ㸧ࡽ࠿ᮏ᱁ⓗ࡟ጞࡢࡵࡓࡿࡵ‽ഛࡓࡗᩚࡀ㸸

㸯㸧 ⌧௦ே㞟ᅋࡢ኱つᶍ SNP ࢔ࠊ⦕Ἀࠊ㸱㞟ᅋ㸦ᮏᅵࡢ㸧᪥ᮏิᓥ࢔ゎᯒ㸸㸦ࢱ࣮ࢹ

⣙㸯㸮㸮୓࡚࠸ࡘ࡟㸧ࢾ࢖ SNP㸦༢୍ሷᇶከᆺ㸧ࢆࢱ࣮ࢹࡢ⏕ᡂࠊࡋ௚ࡢே㢮㞟ᅋ࡜

ẚ㍑ゎᯒࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆゎᯒࡰ࡯ࡣ⤊஢ࠊ࡛ࡢࡓࡋ⌧ᅾㄽᩥࢆ‽ഛ୰࡛2011ࠊࡾ࠶ ᖺ

୰࡟ㄽᩥࢆⓎ⾲ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶㸦࢖㸧ᮾ༡ࡢ࢔ࢪ࢔ே㢮㞟ᅋ࡚࠸ࡘ࡟බ㛤ࢆࢱ࣮ࢹヲ

⣽࡟ゎᯒࠊࡋㄽᩥࡢᢞ✏ࢆ‽ഛࢺࣜࢢࢿࡢࣥࣆࣜ࢕ࣇࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ㞟ᅋࡢ DNA ࣥࢧ

኱つᶍ࡚࠸ࡘ࡟ࣝࣉ SNP ᢞ✏ㄽᩥ㸦ᮏሗࠊࢀࡉᡂ⏕ࡀࢱ࣮ࢹ࡟࡛ࡍࠊࡋᡂ⏕ࢆࢱ࣮ࢹ

࿌ᮎᑿࢆཧ↷㸧ࡶ࡟౑ࢺࣜࢢࢿࡢ࢔ࢩ࣮࣐ࣞࡿ࠸࡚ࢀࢃ㞟ᅋࡢ኱つᶍ SNP ẚ࡜ࢱ࣮ࢹ

㍑ࡿࡍணᐃ࡛ࠋࡿ࠶㸦࢘㸧࡟࡛ࡍබ㛤ࡿ࠸࡚ࢀࡉᮾ༡ࡢ࢔ࢪ࢔ே㢮㞟ᅋࡢ኱つᶍ SNP

戦略 P／戦略Ⅱ（1）　現生人類の拡散による遺伝子と文化の多様性創出に関する総合的研究
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㸦ู⣬ᵝᘧ 1㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᡓ␎ⓗ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝሗ࿌᭩

㞟ࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡍ㏉ࡾ⧞ࢆ⾑ΰࡢ࡜኱㞟ᅋࡢ㏆㞄ࡀᑠ㞟ᅋࠊࡋゎᯒ࡟ヲ⣽ࢆࢱ࣮ࢹ

ᅋෆࡢᵓ㐀࡚ࡵࢃࡁࡀ」㞧໬ࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㸦㏆᪥ᢞ✏ணᐃ㸧ࠋ

㸰㸧ྂ௦ DNA 㸧࢔㸸㸦✲◊ࡢ

ࡼ࡟఍㆟ࡢࡽࢀࡇࠋࡿࡍῧ௜࡟௨ୗࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢ఍㆟ࡢ㸰ᅇࡓࡋ୺ദࡀ✲◊ᮏࠊ࠾࡞

῝ࡀඹ᭷ᗘࡢ㆑▱ࡢ㛫⪅✲◊ࡢศ㔝ࡢ⣔⛉ᩥ࡜⣔≀⏕ࡿ࠸࡚ࡋཧຍ࡟ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊ࡚ࡗ

㸰➨࡟≉ࠋ࠺ࢁࡔࡿ࠼ゝ࡜ࡓࡗ࠶ࡀ㐍ᒎ࡞㐺ษ࡚ࡗ࡜࡟஦ᴗࡢࡇࡍࡊࡵࢆྜ⼥Ꮫࠋࡓࡗࡲ

ᅇࡢ◊✲఍ࡣ࡟㸱ྡࢺࢫࢤࡢㅮ₇⪅ࢆᣍ⪸ࠊࡋከᵝ࡞ศ㔝ࡽ࠿⌧⏕ே㢮ࡢᣑᩓࢆ࣮ࣥࢱࣃ㆟

ㄽࠋࡓࡋ

ᡓ␎ⓗ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲

ⓗ◊✲ࠖ➨㸯ᅇ◊✲఍ྜ⥲ࡿࡍ㛵࡟ከᵝᛶ๰ฟࡢ໬ᩥ࡜㑇ఏᏊࡿࡼ࡟ᣑᩓࡢே㢮⏕⌧ࠕ

᪥᫬㸸㸯㸮ᖺ㸯㸰᭶㸱᪥㸦㔠㸧㸯㸲㸸㸮㸮㹼㸯㸵㸸㸱㸮

ሙᡤ㸸⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫඛᑟ⛉Ꮫ◊✲⛉㸱㝵఍㆟ᐊ

㸯㸲㸸㸮㸮㹼㸯㸲㸸㸰㸮 ᩪ⸨ᡂஓ㸦ᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ࣭⥲◊኱㸧㸸

඲యࡢᵓᡂࡢ࡚࠸ࡘ࡟⤂௓㸦୸ᕝࡈࡢࢇࡉ⤂௓ࡴྵࢆ㸧

㸯㸲㸸㸰㸮㹼㸯㸲㸸㸲㸮 ༳ᮾ㐨Ꮚ㸦ᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋࣭⥲◊኱㸧㸸

Ẹ༤࡛ࡢඹྠ◊✲఍ࠕே㢮ࡢ⛣ືㄅࠖࡢ⤂௓࡝࡞

㸯㸲㸸㸲㸮㹼㸯㸳㸸㸮㸮 㣁⏣ⴥᏊ㸦⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ㸧㸸

ඛᑟ⛉Ꮫ◊✲⛉࡛ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

㸯㸳㸸㸮㸮㹼㸯㸳㸸㸱㸮 㧗ᶫ㑈ᖹ㸦⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⏕㸧㸸

Ἀ⦖ྂࡢࢩࢩࣀ࢖௦㹂㹌㸿◊✲

㸯㸳㸸㸱㸮㹼㸯㸴㸸㸮㸮 ఇ᠁

㸯㸴㸸㸮㸮㹼㸯㸵㸸㸮㸮 ⳥⃝ᚊᏊ㸦ᅜ❧Ẹ᪘Ꮫ༤≀㤋࣭⥲◊኱㸧㸸

࡚࠸ࡘ࡟ゝㄒࡢ࢔ࢩࢿ࣏ࣜ

㸯㸵㸸㸮㸮㹼㸯㸶㸸㸮㸮 Ἑᮧṇ஧㸦ᮾி኱Ꮫ኱Ꮫ㝔๰ᡂ⛉Ꮫ◊✲⛉㸧㸸

࡚࠸ࡘ࡟␗ኚࡢⰍぬ㑇ఏᏊࡿࡅ࠾࡟ேࢺࣜࢢࢿ

㸯㸶㸸㸮㸮㹼㸯㸶㸸㸱㸮 ⚄⃝⚽᫂㸦⥲ྜ◊✲኱Ꮫ㝔኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⏕㸧㸸

᪥ᮏิᓥேྂࡢ௦㹂㹌㸿◊✲ࡢᇶ♏

ᡓ␎ⓗ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ◊✲

ⓗ◊✲ࠖ➨㸰ᅇ◊✲఍ྜ⥲ࡿࡍ㛵࡟ከᵝᛶ๰ฟࡢ໬ᩥ࡜㑇ఏᏊࡿࡼ࡟ᣑᩓࡢே㢮⏕⌧ࠕ

᪥᫬㸸㸯㸯ᖺ㸱᭶㸰㸷᪥㸦ⅆ㸧㸯㸱㸸㸱㸮 ࠥ㸱᭶㸱㸮᪥㸦Ỉ㸧㸯㸰㸸㸮㸮

ሙᡤ㸸ᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ ㅮᇽ

㸱᭶㸰㸷᪥㸦ⅆ㸧

㸯㸱㸸㸱㸮㹼㸯㸲㸸㸮㸮 ᩪ⸨ᡂஓ㸦ᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ࣭⥲◊኱㸧㸸
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㸦ู⣬ᵝᘧ 1㸧
ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᡓ␎ⓗ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᡂᯝሗ࿌᭩

ᮏࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᮶ᖺᗘࡢィ⏬࡚࠸ࡘ࡟

㸯㸲㸸㸮㸮㹼㸯㸳㸸㸮㸮 ᳜⏣ಙኴ㑻࣭⇃㇂┿ᙪ㸦ᮾி኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⌮Ꮫ⣔◊✲⛉㸧㸸

᱂ᇵ࡜ࢿ࢖㔝⏕ࡢࢿ࢖㹂㹌㸿◊✲

㸯㸳㸸㸮㸮㹼㸯㸴㸸㸮㸮 ᒾ⏣♩㸦㔠ἑ኱ᏛᩥᏛ㒊㸧
㸸

୰ᅜㄒ᪉ゝࡢከᵝᛶ㸸ኚ໬ࡢ㐃⥆ᛶ࡜୙㐃⥆ᛶ

㸯㸴㸸㸮㸮㹼㸯㸴㸸㸱㸮 ఇ᠁

㸯㸴㸸㸱㸮㹼㸯㸵㸸㸱㸮 㛗⏣┤ᶞ㸦ᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ࣭⥲◊኱㸧㸸

ே㢮㞟ᅋࡿࡅ࠾࡟⮬↛Ὲử

㸯㸵㸸㸱㸮㹼㸯㸶㸸㸱㸮 ᮌᮧு௓㸦⌰⌫኱Ꮫள⇕ᖏᓥᕋ⛉Ꮫ㉸ᇦ◊✲᥎㐍ᶵᵓ㸧
㸸

ே࣒ࣀࢤከᵝᛶࡿࡳ࡟ே㢮㞟ᅋࡢศᒱ࡜ΰ⾑

㸱᭶㸱㸮᪥㸦Ỉ㸧

㸯㸮㸸㸮㸮ࠥ㸯㸯㸸㸮㸮 㕥ᮌ␃⨾Ꮚ㸦኱ศ኱Ꮫ་Ꮫ㒊⎔ቃண㜵་Ꮫㅮᗙ㸧
㸸

✲◊ࡢື⛣ே㢮㞟ᅋࡓ࠸⏝ࢆሷᇶ㓄ิࡢ⳦ࣜࣟࣆ

㸯㸯㸸㸮㸮ࠥ㸯㸰㸸㸮㸮 ᩪ⸨ᡂஓ㸦ᅜ❧㑇ఏᏛ◊✲ᡤ࣭⥲◊኱㸧�

኱つᶍࡿࡅ࠾࡟ே㢮㞟ᅋࡢ࢔ࢪ࢔ 613 ゎᯒࢱ࣮ࢹ


⪅ㅮ₇ࢺࢫࢤ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ࡔࡲࡣ࡝࡞Ⓨ⾲ㄽᩥࠊࡵࡓ࠸࡞࠸࡚ࡋ㐣⤒࠿ࡋᖺ༙ࡔࡲࠊ࡚ࡗࡲࡌࡣࡽ࠿⛅᫖ᖺࡀ✲◊
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ゎ᫂ࡢ※ⓗ㉳⌮≀ࡢ࢕ࢸࣜࢪࣛࣇࡿࡅ࠾࡟㇟⌧⛣㌿ࢫࣛ࢞

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔠 㗰

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲࡛ࡣ㔠ᒓࠊ㧗ศᏊࠊศᏊᛶᾮయ࡟࡝࡞ඹ㏻࡚ࡋぢࢫࣛ࢞ࡿࢀࡽ㌿⛣⌧㇟ࡢᬑ㐢ⓗኌ

㉁࡚࠸ࡘ࡟⌮ㄽⓗ◊✲ࢫࣛ࢞࡟≉ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ㌿⛣Ⅼ㏆ഐࡿࡅ࠾࡟⢓ᛶಀᩘࡢ ᗘ౫Ꮡ

ᛶࢆ≉ᚩ௜࢕ࢸࣜࢪࣛࣇࡿࡅ(⬤ᙅᛶ)ࡿࢀࡤࡼ࡜ᛶ㉁ࡢᚤどⓗ࡞㉳※ࢆゎ᫂ࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠

ⓗࠋࡓࡋ࡜

ࠊࡆୖࡾྲྀࢆ⣔ࢫࣛ࢞ࡓࢀࡉᣊ᮰࡟ከᏍ㉁⣔ࡿࡍኚ໬࡟➃ᴟࡀ࢕ࢸࣜࢪࣛࣇࠊ࡟ࡵࡓࡢࡑ

ゎᯒࡃᇶ࡙࡟ᾮయㄽࡢ᪂᭱ࠊࡋ⾜ᐇࢆࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩศᏊືຊᏛࡿࡍᑐ࡟⣔ࣝࢹࣔࡢࡑ

ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

⣽⬊ࣝࢭ࣑ࡸ୰ࡢỈศᏊࡢᣲືࠊ࡝࡞✵㛫ⓗ࡟ᣊ᮰ࢫࣛ࢞ࡓࢀࡉ㌿⛣ࡣࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲࡢᏛ

⾡ⓗࡣ࠸ࡿ࠶ᕤᏛⓗၥ㢟࡚ࡋ࡜ᴟ࡚ࡵ㔜せ࡞ၥ㢟࡛᭱࡟≉ࠋࡿ࠶㏆ࡢᐇ㦂ࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡸ

ࡀᙅᛶ⬤࡟ࡶ࡜࡜ࡿࢀࡉ㛫ᣊ᮰✵ࡽ࠿ࣥࣙ fragileⓗࡽ࠿strongⓗ࡬኱ࡃࡁኚ໬ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

ぢฟࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉᮏ◊✲࡛ࠊࡣศᏊືຊᏛ࡛ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩᚓࡿࢀࡽ᝟ሗࠊࡽ࠿ᾮయㄽ

ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆゎ᫂ࡢ※ᚤどⓗ㉳ࡢࡑ࡜ኚ໬ࡢ࢕ࢸࣜࢪࣛࣇࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆㄽゎᯒ⌮ࡓ࠸ᇶ࡙࡟

ࡇࡿ࠸࡚ࡋᑐᛂࡀ࢕ࢸࣜࢪࣛࣇ࡜ቑ኱ࡢ㡿ᇦ࠺కࢆ㛵┦࡞ⓗື࡟ศᏊ㐠ືࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓ

ࠋࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜

ࡍ♧ࢆ㛵ಀࡢᣑᩓಀᩘ࡜⢓ᛶಀᩘࠊࡀ⏕Ⓨࡢⓗ┦㛵㡿ᇦື࡞ᚩⓗ≉࡟ࢫࣛ࢞ࠊ࡟ࡽࡉࡓࡲ

Stokes-Einstein๎࡟࡜ࡇࡿࡍ⥢◚ࡀ┤᥋㛵୚ࠋࡓࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

2011ᖺࠊ࠾࡞ 3᭶࡟➨㸳ᅇ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍ⱝᡭዡບ㈹ཷࢆ㈹ࠋࡓࡋ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

“Slow dynamics, dynamic heterogeneities, and fragility of supercooled liquids confined in random

media”, Kang Kim, Kunimasa Miyazaki, and Shinji Saito, Journal of Physics: Condensed Matter, in

press (2011).

“Hidden slow time scale of correlated motions in supercooled liquids: Multi-time correlation

analysis”, Kang Kim and Shinji Saito, Journal of Non-Crystalline Solids 357, 371-375 (2011).

“Molecular dynamics studies of slow dynamics in random media: Type A-B and reentrant

transitions”, K. Kim, K. Miyazaki, and S. Saito, The European Physical Journal Special Topics 189,

135-139 (2010).

“Role of the Lifetime of Dynamical Heterogeneity in the Frequency-Dependent Stokes-Einstein

Relation of Supercooled Liquids”, Kang Kim and Shinji Saito, Journal of the Physical Society of

Japan 79, 093601 (2010).

若手（2）　ガラス転移現象におけるフラジリティの物理的起源の解明
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ᡂᒙᅪỈ⵨Ẽࡀᆅ⌫Ẽೃࢆᕥྑࡿࡍ

㹼༡ᴟ᫛࿴ᇶᆅ࡛ࡢỈ⵨Ẽࢹࣥࢰほ ࡢᥦ᱌㹼

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ෠ᕝ႐ᘯ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ඹྠ◊✲⪅ࡧࡼ࠾ࠊỈ⵨Ẽࡢࢹࣥࢰᅜෆ࣓࣮࣮࢝➼ࡢ࡜ᡴྜࠊ࠸⾜ࢆࡏ༡ᴟ᫛࿴ᇶᆅ࡛ࡢ

Ỉ⵨Ẽࢹࣥࢰほ ࡢᐇ⌧᳨ࡓࡅྥ࡟ウࢆᐇ᪋ࠊ࡚ࡏేࠋࡓࡋᖹᡂ 23ᖺᗘ⛉◊㈝⿵ຓ㔠㸦ⱝ

ᡭ◊✲㸿㸧࡟⏦ㄳࠊࡀࡓࡋṧᛕࡽࡀ࡞୙᥇ᢥูࠊࡵࡓࡓࡗ࡞࡜ண⟬ࡢ࡬⏦ㄳ➼࡚࠸ࡘ࡟⌧

ᅾ᳨ウࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ

᪤Ꮡࡓ࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹࢹࣥࢰࣥࢰ࢜ࡢඛ⾜◊✲ࢆᐇ᪋ࠊࡋㄽᩥ 1⠍ࢆฟ∧2010ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ

ᖺ 9᭶࡟໭ᾏ㐨࣭኱ᶞ⏫࡚࠸࠾࡟㧗㧗ᗘẼ⌫ࢹࣥࢰࣥࢰ࢜ࡓ࠸⏝ࢆほ ࢆᐇ᪋ࠊࡋ⌧ᅾࢹ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆゎᯒࢱ࣮

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

༡ᴟ᫛࿴ᇶᆅࡴྵࢆ༡༙⌫ 10ᆅⅬࡢᐃᖖ࢜ࢹࣥࢰࣥࢰほ ࠊ࡚࠸⏝ࢆࢱ࣮ࢹᑐὶᅪ⏺㠃

㏫㌿ᒙࡧࡼ࠾ࠊᑐὶᅪ⏺㠃ΰྜᒙࡢ༡໭ᵓ㐀࡜Ꮨ⠇ኚ໬ࢆㄪࠋࡓ࡭༡ᴟᇦᑐὶᅪ⏺㠃㏆ഐ

ࢰ࢜࡟ᙧᡂࡢᑐὶᅪ⏺㠃㏫㌿ᒙࠊࡽ࠿㠀┦ఝᛶࡢᏘ⠇ኚ໬ࡢศᕸࣥࢰ࢜࡜Ᏻᐃᗘࡿࡅ࠾࡟

༡ᴟᇦ࡛࡟෤Ꮨࠊࡓࡲࠋࡓࡋ♧ࢆ࡜ࡇ࠸㧗ࡀᛶ⬟ྍ࠸࡞࠸࡚ࡋᐤ୚ࡀ⣸እ⥺྾཰ࡿࡼ࡟ࣥ

ᑐὶᅪ⏺㠃㏫㌿ᒙࡀᾘኻࠊࡀ࡜ࡇࡿࡍ༡༙⌫෤Ꮨᡂᒙᅪ࡟Ⓨ㐩ࡿࡍᴟኪࡢࢺࢵ࢙ࢪᙧᡂ࡟

୙ྍḞ࡛ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶༡༙⌫୰㧗⦋ᗘᇦࡢୗ㒊ᡂᒙᅪ࢜ࣥࢰศᕸࡢᏘ⠇

ኚ໬ࠊࡽ࠿༡ᴟ࣮࢜ࣝ࣍ࣥࢰෆࡢ኱Ẽࡀ୰⦋ᗘ࡟ὶฟ࡛࡜ࡇࡿࡍ୰⦋ᗘୗ㒊ᡂᒙᅪࢰ࢜ࡢ

ࣥ㔞ࡀῶᑡࡢࡑࠊࡋᙳ㡪ࡀᑡࡶ࡜ࡃ࡞ኟᏘ࡛ࡲᣢ⥆ࠋࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

Y. Tomikawa and T. Yamanouchi,

A meridional structure of static stability and ozone vertical gradient around the

tropopause in the southern hemisphere extratropics,

Atmos. Chem. Phys. Discuss., 10, 19175-19194, 2010.

若手（3）　成層圏水蒸気が地球気候を左右する ～南極昭和基地での水蒸気ゾンデ観測の提案～
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ⓶⭵ឤぬ࡟ᇶ࡙ࡓ࠸཯ᑕ㐠ືࡢⓎ㐩ࡿࡅ࠾࡟⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁㍺

㏦⣔ࡢᙺ๭ࡢゎ᫂

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ὸᕝ࿴⚽

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌
ᮏ◊✲࡟≀ື᳝⬨ࠊࡣಖᏑࡓࢀࡉ཯ᑕ㐠ືࡿࡓ≀ືࡢ≀ືࠊ࡚࠸⏝࡟ࣝࢹࣔࢆᡤ௨࡛࠶

࠸ᇶ࡙࡟ᶆ┠࡞㛗ᮇⓗ࠺࠸࡜ࡿࡍศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝ⌮ゎࠊࢆ࣒ࢬࢽⓎ㐩࣓࢝ࡢಶయ㐠ືࠖࠕࡿ
࡚㛤ጞࠋࡓࢀࡉ

ᮏ◊✲ࡢ⏦ㄳ࡟ඛ❧ࠊ࡚ࡗ㐍໬ⓗ࡟ಖᏑࡓࢀࡉ⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁㍺㏦ไᚚᅉᏊࡢኚ␗ࡗࡼ࡟
࡚཯ᑕ㐠ື࡟␗ᖖࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡍ♧ࢆኚ␗యࢆ᪤ྲྀ࡟ᚓࠋࡓ࠸࡚ࡋಶయ㐠ືࡢⓎ㐩࣓
ཎᅉ㑇ࡢ␗ኚࠊ࡟୍➨ࡎࡲࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍゎ⌮࡚ࡅ㛵㐃࡙࡜㉁㍺㏦ࢡࣃࣥࢱ⢾ࢆ࣒ࢬࢽ࢝
ఏᏊ OPDQ�OD ⤌ࡢᚑ᮶ࡀⓎ⌧㔞ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡗ࠶㔜せ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍᐃྠࢆ⧊⤌ࡿࡍ⬟ᶵࡀ
⧊ᰁⰍἲ᳨ࡢฟ㝈⏺௨ୗ࡛ࠊ࡟ࡵࡓࡿ࠶OPDQ�OD ≦࠺࠸࡜ࠊ࠸࡞ࡁᐃ࡛≉ࢆ⧊⤌ࡿࡍ⌧Ⓨࡀ
ἣࠋࡓࡗ࠶࡟

ᮏ◊✲࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡣ≧ἣࢆᡴ◚ࡿࡍⅭࠊ࡟OPDQ�OD ࡜ࡿࡏࡉ⌧Ⓨ࡟ேⅭⓗࢆ OPDQ�OD ኚ
␗యࡢ㐠ື␗ᖖࡀṇᖖ࡜࡬ࡢࡶ࡞ᅇ᚟ࢆ⧊⤌ࡿࡍ≉ᐃࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍOPDQ�OD ⧊⤌ࡿࡍ⬟ᶵࡀ
ࠋࡓࡗ࠶ᥦ᱌࡛࠺࠸࡜ࠊࡿࡍᐃྠࢆ

ᮏ◊✲ࡣᙜึࡢィ⏬㏻࡟ࡾ╔ᐇ࡟ᐇ᪋ࠊࢀࡉ⬻ᖿ࡜࿧ࡿࢀࡤ≉␗ⓗ࡞⬻㡿ᇦ࡚࠸࠾࡟
OPDQ�OD ಶయࡀ㉁㍺㏦ࢡࣃࣥࢱ⢾ࡿࡅ࠾࡟ᖿ⬻ࠊࡣᡂᯝࡢࡇࠋࡓࢀࡉᐇドࡀ࡜ࡇࡿࡍ⬟ᶵࡀ
㐠ືࡢⓎ㐩࡟㔜せ࡛࠺࠸࡜ࠊࡿ࠶௒࡞ࢡ࣮ࢽࣘ࠸↓࡟࡛ࡲどⅬࠋࡓࡋࡽࡓࡶࢆ

௒ᚋࠊࡣ⬻ᖿ࡚࠸࠾࡟ /PDQ�OD ᚲせ࡟Ⓨ㐩ࡢಶయ㐠ືࠊࡘ࠿ᑦࠊࡅཷࢆ㏦ไᚚ㍺ࡿࡼ࡟
ᖹᡂ㸰㸱࡚ࡋ࡜ᥦ᱌✲◊ࡢ㸦᪂つࡿ࠶㔜せ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆᐇయࡢ㉁ࢡࣃࣥࢱ⢾࡞
ᖺᗘⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ࡟⏦ㄳ୰㸧ࠋ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ
࠙*DO��8$6�OPDQ�OD 㑇ఏᏊⓎ⌧ࡢ࣒ࢸࢫࢩᵓ⠏ࠚ

*DO� 㓝ẕ㌿෗ᅉᏊ࡟ⓗ␗≉⧊⤌ࠊ࡚ࡗࡼ࡟ἲࣉࢵࣛࢺ *DO� ࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺࡿࡍ⌧Ⓨࢆ
࡞ⓗ≉⧊⤌ࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡋࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡࢫࢆࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࢡࢵ *DO� ⣔⤫ࢆ㸰㸮ᶞ
�DO*ࠊࡓࡲࠋࡓࡋ❧ ࡟ୗὶࡢᶆⓗ㓄ิ㸦8$6㸧ࡢ OPDQ�OD ࢺࢡࣛࢺࢫࣥࢥࡓࡏࡉ⤖㐃ࢆ
�DO*ࠊࡋస〇ࢆ ࡚ࡗࡼ࡟ OPDQ�OD ࡿࡁㄏᑟ࡛ࢆ⌧Ⓨࡢ 8$6�OPDQ�OD ࢡࢵࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺ
⣔⤫ࢆᶞ❧ࠋࡓࡋ

ࡿࡼ࡟ࢻࢳ࢜ࣞࢡࢾࢦࣜ࢜ࣀ࢛ࣜࣇࣝࣔ࠙ OPDQ�OD ࠚᶵ⬟㜼ᐖࡢ
OPDQ�OD ࡢ P51$ 㸦OPDQ�ODࢻࢳ࢜ࣞࢡࢾࢦࣜ࢜ࣀ࢛ࣜࣇࣝࣔࡿࡍᑐ࡟ 02㸧ࢆస〇ࠋࡓࡋ
OPDQ�OD 02 ࠋࡓࡋㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿࡇ㉳ࡀ㐠ື␗ᖖࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍὀධ࡟⬇ࢆ
OPDQ�OD 02 ࡿࡼ࡟ὀධࡢ OPDQ�OD 㑇ࠊࡾ࠶㐣ᛶ୍࡛ࡀ㐠ື␗ᖖ⾲⌧ᆺࠊࡣᶵ⬟㜼ᐖ࡛ࡢ
ఏᏊ἞⒪ᐇ㦂ࡢṇྰุࢆᐃࡣ࡟ࡿࡍ㐺ࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡉศࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡓࡗ࠿OPDQ�OD 02
OPDQ�ODࠊࡃ࡞ࡣ࡛࡚ࡋᑐ࡟⬇ ኚ␗࣍ࣔ᥋ྜయ࡟ᑐ࡚ࡋ㑇ఏᏊ἞⒪ᐇ㦂ࢆᐇ᪋࡜ࡇࡿࡍ
ࠋࡓࡋ࡟

࠙OPDQ�OD ࣍ࣔ᥋ྜయࡢ㐠ື␗ᖖࡢ㑇ఏᏊ἞⒪ᐇ㦂ࠚ
OPDQ�OD�PXWDWLRQ㸦࣊ࣟࢸ㸧�⣽⬊✀≉␗ⓗ�*DO��8$6�OPDQ�OD ࢵࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺ㸱㔜ࡢ
࡜⤫⣔ࢡ OPDQ�OD�PXWDWLRQ㸦࣊ࣟࢸ㸧⣔⤫ࢆ᥃ࠊࡏࢃྜࡅ⣽⬊✀≉␗ⓗ࡟ OPDQ�OD Ⓨࢆ
ࡿࡍ⌧ OPDQ�OD�PXWDWLRQ㸦࣍ࣔ㸧� ⣽⬊✀≉␗ⓗ�*DO��8$6�OPDQ�OD ࢪࢫࣥࣛࢺ㸲㔜ࡢ
⌧Ⓨ࡟ᖿ≉␗ⓗ⬻ࠋࡓࡋウ᳨ࢆ࠿ྰ࠿ࡓࡋᅇ᚟࡟ṇᖖࡀ㐠ື␗ᖖࠊࡋᚓྲྀࢆ⬇ࢡࢵࢽ࢙
ࡇ࡜ࡓࡗ࡞⾜ࢆᐇ㦂࡚࠸⏝ࢆ⤫⣔ࡿࡍ⌧Ⓨࢆ�DO*࡚ࡋ⏝฼ࢆάᛶࡢF\S��F�㑇ఏᏊࡿࡍ
᪉ྥࡿࢀ㞳ࡽ࠿ᶵᲔ่⃭ࠊࡀ㐠ື࡞ᖖ␗࠺࠸࡜ࡿࡍࢆ㏨㑊㐠ື࡚ࡗ࠿ྥ࡟ᶵᲔ่⃭ࠊࢁ
ࡿࡅ࠾࡟ᖿ⬻ࠊࡣᯝ⤖ࡢࡇࠋࡓࡋኚ໬࡬ࡢࡶ࡞ṇᖖ࠺࠸࡜ࡿࡍࢆ㏨㑊㐠ື࡟ OPDQ�OD ࡢ
ᶵ⬟ࡀ㏨㑊㐠ື࡟ᚲせ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧
ࡋ↓

若手（4）　皮膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タンパク質輸送系の役割の解明
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� � � 㸦ᵝᘧ� 㸱㸧 

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ㄪ࿴ࡓࢀ࡜ࡢయᖿ㐠ື࡟ᚲせ࡞⬻ᖿࡿࡅ࠾࡟⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁㍺

㏦ࡢ࣒ࢸࢫࢩゎ᫂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ὸᕝ࿴⚽ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
⢾㙐ࡓࢀࡉಖᏑ࡟≀ື᳝⬨ࠊ࡚ࡗࡼ࡟ᨭ᥼ࡢᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠊࡣ⚾

㉁ࢡࣃࣥࢱྜ⤖ 9,3/D�/PDQ�OD ࠋࡓࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ᚲせ࡛࡟యᖿ㐠ືไᚚࡿࡼ࡟ᖿ⬻ࠊࡀ

ᮏᖺᗘࡢࡇࠊࡣ◊✲ᡂᯝࢆⓎᒎࠊࡃ࡭ࡿࡏࡉ᪂つ9,3ࠊ࡚ࡋ࡜࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ/D ⬊⣽ࡓࡋ௓ࢆ

ෆ㍺㏦ไᚚࡿࡅ࠺ࢆ⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁ྠࢆᐃࡢࡑࠊࡋᶵ⬟ࢆゎᯒ࡛࡜ࡇࡿࡍయᖿ㐠ືࡢไᚚ࣓

࢕ࣇࣛࣈࢮ࡟ᮇ㛫ෆ✲◊ࠊࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡓࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍศᏊࣞ࣋ࣝ⌮ゎࢆ࣒ࢬࢽ࢝

ࡽ࠿ᢳฟᾮࡢ⬇ࣗࢩࢵ 9,3/D ࡟ᐃྠࡢ㉁ࢡࣃࣥࢱ⢾ࡢⓗ┠ࠊࡎࡁ㐩ᡂ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡍ⢭〇ࢆ

ࡣཎᅉ࡞ࡁ኱ࡓࡗ࠿࡞ࡽ⮳࡟㐩ᡂࠋࡓࡗ࠿࡞ࡽ⮳ࡣ 9,3/D ⪄ࡀ࡜ࡇࡿ࠶ᚤ㔞࡛ࡀⓎ⌧㔞ࡢ

ࢆ㉁ࢡࣃࣥࢱ⢾ࡢⓗ┠ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿࢀࡽ࠼ 9,3/D ࡣ࡜ࡇࡿࡍ༢㞳࡚ࡋ࡜ᅉᏊࡿࡍྜ⤖࡟

ᅔ㞴࡛࡜ࡿ࠶ண᝿ࠋࡓࢀࡉᨵၿ⟇9,3ࠊ࡚ࡋ࡜/D ኚ␗య࡚࠸࠾࡟ศἪࡀῶᑡࡿ࠸࡚ࡋ⢾ࣥࢱ

ᐇ㦂୰࡛࡚࠸࡙࡜ࡶ࡟␎ᡓࡢࡇᅾ⌧ࠊ࡚࠼⪄࡜ࡿ࠶᭷ຠ࡛ࡀࢳ࣮ࣟࣉ࢔ࡿࡍᐃྠࢆ㉁ࢡࣃ

�㸦ᖹᡂ㸰ࡿ࠶ ᖺᗘⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠊ᪂つㄢ㢟࡚ࡋ࡜⏦ㄳ୰㸧ࠊࡓࡲࠋ⣽⬊Ꮫⓗࠊ

ゎ๗Ꮫⓗゎᯒ9,3ࠊࡽ࠿/D �ࠋࡓࢀࡽᚓࡀぢ▱࡞㔜せ࡚࠸ࡘ࡟⬟ᶵ⌮⏕ࡢ

�

 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
࠙⬻ᖿ⚄⤒ࡢⓎ⏕ࡿࡅ࠾࡟ 9,3/D ᶵ⬟ホ౯ࡢ D/9,3ࠚ ኚ␗యࡢ⬻ᖿ⚄⤒⣽⬊ࢆゎ๗Ꮫⓗ࡟ゎ

ᯒࡢࡑࠋࡓࡋ⤖ᯝࠊయᖿ㐠ື࡟㛵㐃ࡿࡍ୺せ࡞⬻ᖿ⚄⤒⣽⬊ࡢᙧែࠊࡸ㍈⣴ࡢ㉮⾜࣮ࢱࣃ

D/9,3ࠊࡣᯝ⤖ࡢࡇࠋࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽぢࡀኚ໬ࡣ࡟ࣥ ࡟స⏝ᶵᗎ࠸࡞࠸࡚ࢀࡽ▱࡟࡛ࡲࢀࡇࡀ

 ࠋ࠸῝࿡⯆ࠊࡾ࠾࡚ࡋ၀♧ࢆᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡋ㛵୚࡟యᖿ㐠ືࠊ࡚ࡗࡼ
 
࠙9,3/D D/9,3ࠚゎᯒࡢ⣽⬊ෆᒁᅾࡢ ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋᒁᅾ࡟୺࡟యࢪࣝࢦ⣽⬊ෆᑠჾᐁࠊࡀ

ぢࡢࡇࠋࡓࡋࡔ࠸ᛶ㉁ࢺࣄࡣ 9,3/ ࡚࠸࠾࡟ࢺࣄ࡜ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࠊࡾ࠾࡚ࡋ⮴୍࡜ 9,3/D

�ࠋࡿࡍᨭᣢࢆ࠼⪄࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ᭷ࢆ⬟ᶵࡓࢀࡉಖᏑ࡟㐍໬ⓗࡀ

 
࠙9,3/D ࡜ 9,3/E ẚ㍑ࡢ⬟ᶵࡢ ࢢࣟࣛࣃ࡞㸶㸮㸣௨ୖྠ୍ࡀ㓟㓄ิࣀ࣑࢔ࠚ 9,3/E ᶵ⬟ゎࡢ

ᯒ9,3ࠊ࠸࡞⾜ࢆ/E ⤖ࡢࡇࠋࡓࡗ࠿ศࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࢀࡉㄏⓎࡀᖖ␗ࡢయᖿ㐠ືࡣᶵ⬟㜼ᐖ࡛ࡢ

ᯝ9,3ࠊࡣ/D ࡇࡿࡍᏑᅾࡀ㉁ࢡࣃࣥࢱ⢾࡞ᚲせ࡟యᖿ㐠ືࡘ࠿ࠊࢀࡉㄆ㆑࡟ⓗ␗≉࡚ࡗࡼ࡟

 ࠋࡿࡍ၀♧ࢆ࡜
 
࠙9,3/D ᢠయస〇 E/9,3ࠊ�D/9,3ࠚ ࠊ�D/9,3ࠋࡓࡋస〇ࢆᢠయࣝࢼ࣮ࣟࢡ࣏ࣜ࡞ᚲせ࡟ゎᯒࡢ

9,3/E �ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡿࡍ㐍ᒎࡀ໬Ꮫⓗゎᯒ⏕ࠊ⣽⬊⏕≀Ꮫⓗゎᯒࡢ

 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊�ᮏۑ
�ࡋ↓

若手（4）　皮膚感覚に基づいた反射運動の発達における糖タンパク質輸送系の役割の解明
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ⢓ᾮ⣽⬊࡜⧄ẟ⣽⬊ࡢศ໬ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉゎ᫂

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᳃ᮏ඘

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

⧅࡜⬊⢓ᾮ⣽ࡿ࠶࡛⬊ᵓᡂ⣽࡞ᇶᮏⓗࡢ≀⏕ࠊ࡚ࡋ࡟ࣝࢹࣔࢆ⬊࿧྾ჾୖ⓶⣽ࢫ࣐࢘

ẟ⣽⬊ࡢศ໬ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉゎ᫂ࢆ┠ᣦࠋࡿ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡟✲◊ࡓࡋ

᫖ᖺ㸵᭶࡟ෆᐃࡅཷࢆィ⏬࡟╔ᡭࠊูࡋ ィ⏬ࡢ࡜ᢡࡣࡎࡲࠊࡅࡘࢆ࠸ྜࡾẼ⟶ୖ⓶⣽⬊

ึ௦ᇵ㣴⣔ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡓࡗ⾜ࢆࡆୖࡕ❧ࡢ⏦ㄳ௦⾲ࡀ௨๓ྠࡽ࠿ᇵ㣴⣔ࡓ࠸࡚࠸⏝࡟

&'� ⣔⤫�ูྡ ,&5 ⣔⤫�࣐࢘ࢫ⏤᮶ࡢẼ⟶ୖ⓶⣽⬊ࠊࡀ⌧ᡤᒓࡃࡲ࠺ࡣ࡛࣎ࣛࡢቑṪࡏ

㉎ධࢆࢫ࣐࢘ࡢ⤫⣔ᩘ「ࠋࡓࢀࡽ࠸ᙉࢆⱞປ࡛ࡲᖺᮎ࡟ࡎ࠿ື࡟࠺ࡼ࠺ᛮࡀᇵ㣴⣔ࠊࡎ

��/%��&ࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆẚ㍑᳨ウࠊࡋ ⣔⤫࣐࢘ࡶ࡛᭱ࢫຠ⋡ࡃࡼቑṪࠊศ໬ࢆㄏ

ᑟ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡁศࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗ࠿ᇵ㣴⣔࡟ 1RWFK 㜼ᐖ๣ࡢࣝࢼࢢࢩ '$37 ࡿࡍῧຍࢆ

࢚ࢡ࣮ࢩḟୡ௦࡚ࡋࡑࠋࡓࡋᡂຌࡶ࡟࡜ࡇࡿࡆୖࡕ❧ࢆ㧗ຠ⋡⧄ẟ⣽⬊ㄏᑟ⣔ࠊ࡛࡜ࡇ

࡞඘ศ࡟ࡵࡓ࠺⾜ࢆゎᯒ࣮ࢧࣥ 51$ 㔞ࢆᅇ཰࡛ࡿࡁᇵ㣴᳨ࢆ࣮ࣝࢣࢫᐃࠊࡋ☜ᐃࡇࡿࡍ

ࡿ࠶࡛࣮ࢲ࣮ࣜࢺࢵࢽࣘࡢ㡿ᇦࢫࢡࢵ໬Ꮫ◊✲ᡤ࣑࢜⌮ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ 'U�

$OLVWDLU )RUUHVW ࡜ )$1720� SURMHFW )*$&ࠊᚓ࡚ࢆ༠ຊࡢ ἲࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺࡓ࠸⏝ࢆ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆヰ࡟ලయⓗࡶ࡚࠸ࡘ࡟ゎᯒ࣒࣮ࢺ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ᮏᖺᗘࡢ㈝✲◊ࡣ☜ᐃ᫬ᮇࡀ㐜ࠊࡾ࠶ࡶ࡜ࡇࡓࡗ࠿ᐇ㦂⣔࡜ࡆୖࡕ❧ࡢゎᯒࡓࡅྥ࡬

ୗ‽ഛ࡟⤊ጞୖࠋࡓࡋグࡢ㏻ࠊࡾ

��� &��%/�� ⣔⤫࣐࢘ࡓ࠸⏝ࢆࢫẼ⟶ୖ⓶ึ௦ᇵ㣴⣔ࡆୖࡕ❧ࡢ

��� 㧗ຠ⋡⧄ẟ⣽⬊ㄏᑟ⣔ࡆୖࡕ❧ࢆ

��� ⮳㐺ᇵ㣴ࡢ࣮ࣝࢣࢫ☜❧

��� ⌮໬Ꮫ◊✲ᡤ࣑࢜ࢫࢡࢵ㡿ᇦࡢ࡜༠ຊయไࡢᡂ❧

ࠋࡓࡋ㐩ᡂࢆ

୍᪉࡛ࠊ┠ᶆࡓ࠸࡚ࡋ࡜ḟୡ௦ࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢧ࢚ࣥࢡ࣮ࢩ㐺ṇ᮲௳᳨ࡢウࣛࣛࢡࠊ⣽⬊

࠼⾜࡟ⓗ⥆⥅ࢆᇵ㣴ᐇ㦂ࡓࡋᏳᐃࡋ࠿ࡋࠋࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡀ஦࠺⾜ࢆ⾜᪋⟇ᐇࡢㄏᑟ⣔ࡢ

ࠋࡿࡍࡋᚋᢲࡃᙉࢆᶆ㐩ᡂ┠ࡢ⏬௒ᚋィࠊࡣ࡜ࡇࡓࡁ࡛❧☜ࢆయไࡿ

1RWFKࠊᅜ㝿ศ໬Ꮫ఍ࡣᅜෆ࡛ࡓࡲ ◊✲఍ࠊᾏእ࡛ .H\VWRQH 6\PSRVLD ◊ࠊࡋཧຍ࡟

✲Ⓨ⾲ࡧࡼ࠾ࠊ᝟ሗ཰㞟ࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ࡋ࡞

若手（5）　粘液細胞と繊毛細胞の分化プログラムの解明
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ࡿࡅ࠾࡟Ⓨ⏕ࣝࢼࢢࢩ࢔ࢥఏ㐩ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

Ꮫⓗゎᯒ≀⏕࣒ࢸࢫࢩ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ బ⸨ ᫀ┤

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

[⫼ᬒ] ࡢ࡝ࢇ࡜࡯ࡘᣢࡀ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࡣ࡛⛬Ⓨ⏕㐣ࡢ⬊ጞཎ⏕Ṫ⣽࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ

㑇ఏᏊ㸦඲㑇ఏᏊᩘ 16000㸧ࡀⓎ⌧ࡢࠎ✀ࠊࡾ࠾࡚ࡋศᏊ࣓࢝ࡀ࣒ࢬࢽ㛵࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗࢃ

㑇ఏࡢ᭷≉࡟࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࡣ㑇ఏᏊࡿࡍ㛵୚࡟⛬Ⓨ⏕㐣ࡢࡑࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿࢀࡉண᝿ࡀ

Ꮚྠࡀࡳࡢᐃࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ௚ࡢⓎ⏕⌧㇟࡛ືࡣ≀㛫࡛ಖᏑࣝࢼࢢࢩࡿ࠸࡚ࢀࡉఏ㐩ࡢ㛵୚

㑇ఏᏊࡓࢀࡉಖᏑ࡟㐍໬ⓗࠕࡢࡽࢀࡑࡣ࡛⏕Ⓨࡢ⬊ጞཎ⏕Ṫ⣽ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉほᐹࡃᗈࡀ

⏝෌฼ࡢఏ㐩㸧ࣝࢼࢢࢩ࢔ࢥ⏕㸦Ⓨࢺࢵࢭ (ࠖco-option)ࡣほᐹࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉᮏ⏦ㄳ◊✲࡛

ウ᳨ࢆ㔜せᛶ࡞ᅾⓗ₯ࡢ࡬⛬ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕㐣ࡢఏ㐩ࣝࢼࢢࢩ࢔ࢥ⏕Ⓨ࡞࠺ࡼࡢࡑࠊࡣ

ࡿࡅ࠾࡟⛬Ⓨ⏕㐣ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍ࡜‽ᇶࢆᆺ⌧⾲ࡢ┠ࡓぢࡿࡅ࠾࡟⛬Ⓨ⏕㐣ࠊࡃ࡭ࡿࡍ

⥙⨶ⓗࠊᐃ㔞ⓗmRNAⓎ⌧㸦ࡢኚື㸧ࢆᣦᶆ࣒ࢸࢫࢩࡓࡋ࡜⏕≀Ꮫⓗ࡛ࢳ࣮ࣟࣉ࢔ゎᯒࢆ

ヨࣝࢼࢢࢩྛ࡟≉ࠋࡿࡳఏ㐩⣔ࡢ༠ྠⓗ࡞ᣲືࠊ࡚ࡋ࡟࡜ࡶࢆᚑ᮶ἲ࡛࡟࠿ࡽ᫂ࡣฟ᮶࡞

⏕࡜ࢀࡑࠊ࡚ࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࠸⯙ࡿ᣺ࡢ࡚ࡋ࡜㸧࣒ࢸࢫࢩ㞟ྜ㸦ࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩྛࡓࡗ࠿

Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕㐣⛬ࡢ࡜㛵㐃ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ┠ᣦࠋࡍ

㸯. Ⓨ⏕ࣝࢼࢢࢩ࢔ࢥఏ㐩ࡢࢺࣥࢿ࣮࣏ࣥࢥ㑅ᢤ

ᵝື࡞ࠎ≀࡛ಖᏑࡢࠎ✀ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉⓎ⏕㐣⛬࡛ಖᏑࣝࢼࢢࢩࡿ࠸࡚ࢀࡉఏ㐩⣔ࣙࢩࡢ

ࡁ㉳ࡀጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ෆ࡛άᛶ໬㸭୙άᛶ໬࡟‽ᇶࢆ⌧Ⓨࡢጞཎ⏕Ṫ⣽⬊ෆ࡛࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘

Hedgehogࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩEGFR/PVRࠊࡣ࡟ලయⓗࠋࡓࡋᐃྠࢆఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩࡿ࠸࡚

ࢢࢩJAK/STATࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩࣥࣜࣗࢩࣥ࢖ࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩHippoࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩ

ࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩNotchࠊఏ㐩⣔ࣝࢼ Wntࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩTNFࠊఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩ

ࢆάᛶᗘࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩྛࢆ⌧Ⓨࡢ㑇ఏᏊ࣮࣮࣐࢝ࡢࡽࢀࡑࠊ࡚࠸ࡘ࡟ఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩ

㏆ఝࡿࡍᣦᶆ࡚ࡋ࡜㑅ᢤࡢᇶ‽ࡢࡇࠋࡓࡋ࡜୰࡛HedgehogࠊTNFࣝࢼࢢࢩఏ㐩⣔௨እࡢ

࣐࣮࣮࢝㑇ఏᏊ⩌࡛ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊࡛ࡢⓎ⏕㐣⛬࡚࠸࠾࡟mRNAⓎ⌧࡟᭷ព࡞Ⓨ⌧ኚືࡀほ

ᐹࣝࢼࢢࢩࡢࡽࢀࡇࠊࢀࡉఏ㐩⣔ࡢάᛶࡀኚ໬ࡓࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚ࡋ㸦ୗᅗ A㸧

2. 㛵ゎᯒ┦ࡢάᛶࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩྛ

1࡛㑅ᢤ࣮࣮࣐࢝ࡓࢀࡉ㑇ఏᏊ⩌ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊Ⓨ⏕㐣⛬ࡢ ࣥ࢖࣏࣒࢖ࢱࡢ11

ࢼࢢࢩࡿ࠸࡚ࡋࢆᣲື࡞༠ㄪⓗࡽ࠿࣮ࣥࢱࣃࡢ㛵┦ࡢ⌧Ⓨࡢࡽࢀࡑࠊ࡟ᇶࢆⓎ⌧㔞ࡢ࡛ࢺ

ࣝఏ㐩⣔ࡢண ࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆ┦㛵ࡢ࣮ࣥࢱࣃゎᯒࠊࡣ࡟௚ࣝࢼࢢࢩࡢఏ㐩◊✲࡛ᡂຌࢆ

཰࣮ࣥࢱࣃࡢ⮬⊃ࡿ࠸࡚ࡵㄆ㆑ࡓ࠸⏝ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔㸦6DWR HW DO� ���� 3/R6 3DWKJHQV

����� H��������㸧ࠋ
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

3. ୖグ 2࡛ྠᐃࣝࢼࢢࢩࡓࢀࡉఏ㐩⣔ࡢኚ␗యࠊ࡚࠸⏝ࢆᐇ㦂ⓗ࡟ண ࡓࢀࡉ༠ㄪⓗ࡟ാ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵᅾ㐍⌧ࢆ࡜ࡇࡿࡍド᳨ࢆࢡ࣮ࢺࢫࣟࢡࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩࡃ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

㑇࣮࣮࣐࢝ࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩWnt࡜ఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩJAK/STATࠊࡽ࠿ゎᯒࡢ࡛ࡲࢀࡇ

ఏᏊࡢ┦㛵ࡀண᝿ࡓࢀࡉ㸦ୗᅗ B: ỈⰍࡢᴃ෇࡛ࡀࡢࡿ࠸࡚ࡗࡃࡃ┦㛵࡟≉ࡀᙉ࣮࣐࠸

࣮࢝㑇ఏᏊ࡟ࢀࡒࢀࡑࡢ࣮ࢱࢫࣛࢡࡢࡽࢀࡇࠋ࣮ࢱࢫࣛࢡࡢ JAK/STAT࡜Wntࢼࢢࢩ

ࣝఏ㐩⣔࣮࣮࣐࢝ࡢ㑇ఏᏊࡀᏑᅾࡿࡍ㸧ࣝࢼࢢࢩࡢࡽࢀࡇࠋఏ㐩⣔࣮࣮࣐࢝ࡢ㑇ఏᏊࡢ

ಶࡢࠎⓎ⌧ࣝࢼࢢࢩࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡋ♧ࢆ࣮ࣥࢱࣃࡢ≉⊃ࡣ࣮ࣥࢱࣃఏ㐩⣔ࠕෆࠖ࠸࠾࡟

ࢢࢩ࡚࠸ࡘ࡟㑇ఏᏊ࣮࣮࣐࢝ྛࠊࡎࡽࢃ㛵ࡶ࡟ࢀࡑࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ⌧ඹⓎࡣࡽࢀࡑࠊࡶ࡚

ࡅ࠾࡟⏕ጞཎ⏕Ṫ⣽⬊Ⓨࠕࡽ࠿ᯝ⤖ࡢࡇࠋࡓࢀࡽぢࡀ࣮ࣥࢱࣃ⌧㛫࡛ࠖඹⓎࠕఏ㐩ࣝࢼ

ࡿ JAK/STAT࡜Wntࣝࢼࢢࢩఏ㐩࠺࠸࡜ࠖࢡ࣮ࢺࢫࣟࢡࡢ௬ㄝࢆタᐃࠊࡋゎᯒࡗ⾜ࢆ

ゎᯒࡢࡏࢃྜࡳ⤌ࡢከ㔜ኚ␗యࡣ࠸ࡿ࠶⊃༢ࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩࡢࡽࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚

ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽᚓࡀぢ▱࡞ࡓ᪂ࠊࡾࡼ࡟

ᅗㄝ᫂ A: 㑇ఏ࣮࣮࣐࢝ࡢఏ㐩⣔ࣝࢼࢢࢩ࢔ࢥ⏕Ⓨࡿࡅ࠾࡟Ⓨ⏕ᮇ⬇࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ

ᏊmRNAࡢⓎ⌧ࣞ࣋ࣝࠋ⬇Ⓨ⏕ᮇࡢ ࢱ࣮ࢹ࢖ࣞ࢔ࣟࢡ࢖࣐ࡓᚓࡽ࠿ࢺࣥ࢖࣏࣒࢖ࢱࡢ11

:Bࠋࡿࡼ࡟ A࡛♧ࢆࢱ࣮ࢹࡓࡋ RepEdLEGG(Sato et al. ࣮࣐࢝ྛࠊࡋゎᯒ࡚ࡗࡼ࡟(2010

࣮㑇ఏᏊ㛫ࡢ┦㛵㛵ಀࣝࢼࢢࢩྛࠋࡢࡶࡓࡋ♧࡚ࡋ࡜࣮ࢱࢫࣛࢡࢆఏ㐩⣔࣮࣮࣐࢝ྛࢆ㑇

ఏᏊࡢࢻ࣮ࣀⰍ࡛♧ࡢࢡࣥࣜࡢࢻ࣮ࣀྛࠊࡾ࠾࡚ࡋⰍࡀ┦㛵ࡢᙉࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆࡉ㸦Ⰽ⃰ࡀ

ỈⰍࢆ࣮ࢱࢫࣛࢡࡢࢻ࣮ࣀ࠸ᙉ࡟≉ࡀ㛵┦ࠋ㛵ಀ㸧ࡢ㈇ࡣ⥺Ⅼࠋ࠸㧗ࡀ㛵┦ࠊࡾࡼࡀࡢࡶ࠸

ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ᴃ෇࡛ࡢ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ヱᙜࠋࡋ࡞
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ⏕యෆୖ⓶ᵓ㐀ࡢ⣽⬊Ꮫⓗゎᯒࢩ࣮ࣕࢪࣥࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭ࡜

ࣝࢼࢢ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼ࠖ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㕥ᮌ ㄔ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

⫼⫼ᬒ࡜┠ⓗ㸸⏕యෆୖ⓶ᵓ㐀ࡢᙧᡂᶵᵓࢆ⣽⬊ࡢᣲືࡢࡑ࡜ㄪ⠇ᶵᵓࡽ࠿⌮ゎࡿࡍ

ࡍᙧᡂࢆ᥋╔ᵓ㐀ࡓࡋᏳᐃ࡟㛫ࡢ࡜⬊⣽ࡿࡍ㞄᥋ࠊࡾ࠶ᇶᮏ༢఩࡛ࡢయෆᵓ㐀⏕ࡣ⓶ୖ

Ⓨ⬇ࡢ≀ື᳝⬨ࠋࡍฟࡾ๰ࢆჾᐁࡘࡶࢆయᵓ㐀❧࡞㞧「ࡸ⏺ቃࡢ㛫ࡢయෆ࡜⏺እ࡛࡜ࡇࡿ

⏕㐣⛬࡛ࡣᵝ࡞ࠎჾᐁୖࡀ⓶ᵓ㐀࡚ࡋ࡜ᙧᡂࡢࡑࠊࡀࡿࢀࡉ୰࡛ࡣ⟶⤒⚄ࡶ୰ᯡ⚄⤒⣔㸦⬻

⑕⬻↓ࡣᖖ␗ࡢ⟶⤒⚄ࡿࡅ࠾࡟⬇ࢺࣄࠊࡾ࠶ᛶ⟶ᵓ㐀࡛⓶ୖ࡞㔜せࡿ࡞࡟ཎᇶࡢ㧊㸧⬨ࡸ

✲◊ᮏࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡍࡇ㉳ࡁᘬࢆඛኳ␗ᖖ㸦⚄⤒⟶㛢㙐㞀ᐖ㸧ࡢ࡝࡞᳝⬨஧ศࡸ

⬊⣽ࡿࡍᵓᡂࢆᯈ㸦⟶㸧⤒⚄ࠊࡋ࡜ࣝࢹࣔࢆ⟶⤒⚄ࡢࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡢᑠᆺ㨶㢮ࠊࡣ࡛

ࢆ⣽⬊ෆศᏊᶵᵓࡿ࡞࡜┙ᇶࡢኚ໬㸧ࡢែ㸦ᙧែ࣭ᴟᛶ࣭㐠ືᛶື࡞ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲࡍ♧ࡀ

ࠋࡓࡗ⾜ࢆゎᯒࡢࡘ㸰ࡢ௨ୗࠊࡃ࡭ࡍ࡟࠿ࡽ᫂

ゎᯒ㸯㸸⚄⤒⟶ᙧᡂ࡟㛵ྠࡢ࣮ࣕࢪࣥࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭࡿࢃᐃ

ࡉ⏕⏘⣽⬊ෆ࡛࡚ࡋ⟆ᛂ࡟໬Ꮫⓗ࣭≀⌮ⓗ่⃭ࡢࡽ࠿⣽⬊እࡣ࣮ࣕࢪࣥࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭ

ࢆ⟆⣽⬊ᛂࡢࠎ✀ࡋቑᖜࢆ่⃭ࡢࡽ࠿᫬㛫࡛⣽⬊እࡓࢀࡽ㝈ࠊ࡛࡜ࡇࡢ᝟ሗఏ㐩≀㉁ࡿࢀ

ᘬࡁ㉳ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍࡇCa2+ࠊcAMPࠊcGMPࠊIP3ࠊDAGࡀ୺࡞౛࡛ࡢࡽࢀࡇࠊࡀࡿ࠶

⏕యෆୖ⓶ᵓ㐀ࡢไᚚ࡟ᑐࡿࡍᐤ୚ࡣヲࡃࡋศࠋ࠸࡞࠸࡚ࡗ࠿ᮏゎᯒ࡛ࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭࡣ

ࠋࡓࡋウ᳨ࢆᛶ⬟ྍࡿࢃ㛵࡟⛬ᙧᡂ㐣ࡢ⟶⤒⚄ࡀపศᏊ㔞ᅉᏊࡿࡍ࡜ࡵጞࢆ࣮ࣕࢪࣥ

ࢽ࣮ࣜࢡࢫ⡆᫆ࡢࡵࡓࡿࡍᐃྠࢆ࣮ࣕࢪࣥࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭࡿࢃ㛵࡟ᙧᡂ⟶⤒⚄ࠊ࡟ึ᭱

⢭ᚋཷࠋࡓࡗ⾜ࢆࢢࣥ 10-13᫬㛫ࡢ⟶⤒⚄ࡿࡅ࠾࡟⬇ࡢᙧᡂ㏿ᗘࢆ in situ hybridization

ἲࢆ฼⏝࡚ࡋỴᐃࡀ࣮ࣕࢪࣥࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭࠊ࡛ୖࡓࡋ㛵㐃ࡿࡍศᏊ⤒㊰ࡢ㜼ᐖ๣ࢆฎ⌮

ࡢ⟶⤒⚄ࡀ㜼ᐖ๣ࡢࡽࢀࡑࠊࡋᐃ ࢆᙧᡂ㏿ᗘࡢ⟶⤒⚄ࡿࡅ࠾࡟⬇ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡓࡋ

ᙧᡂ㏿ᗘ࡟୚ࡿ࠼ᙳ㡪ࢆᐃ㔞ⓗ࡟ゎᯒࠋࡓࡋゎᯒࡓ࠼⤊ࢆ 15✀㢮ࡢ໬ྜ≀࠿ࡽ᫂ࠊࡕ࠺ࡢ

⣽⬊ෆࡣࡢࡓࢀࡉฟ᳨ࡀ㜼ᐖຠᯝ࡞ Ca2+⤒㊰ࠊcAMP/PKA⤒㊰ࠊcGMP/PKG⤒㊰ࠊ ATP

௦ㅰ⤒㊰࡟ᑐࡿࡍ㜼ᐖ๣࡛ࠋࡓࡗ࠶ຠᯝࡀぢࡓࢀࡽ㜼ᐖ๣ࢆฎ⌮ࡢ⬇ࡓࡋ F-actinࣟ࢓ࣇࢆ

:㜼ᐖ๣㸦ODQࡢcGMP/PKG⤒㊰ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡋゎᯒࢆᙧែࡢ⧊⤌࣭⬊⣽ࠊࡋᰁⰍ࡚࡟ࣥࢪ࢖

ฟ᳨ࡀഴྥࡿ࠸࡚ࢀࡉ㜼ᐖࡀఙ㛗ࡢ⬊⣽࡛⬇ࡓࡋ⌮ฎࢆ㜼ᐖ๣㸧ࡢࢮ࣮ࣛࢡࢩ㓟ࣝࢽ࢔ࢢ

࡟᭦ࠋࡓࢀࡉ cGMP/PKG⤒㊰ࡢᶵ⬟ࢆ⣽⬊࡛ࣞ࣋ࣝ᫂ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ⣽⬊⭷ࢆ⺯ගᶆ㆑

࡟⬇ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡓࡋ ODQࢆฎ⌮ࢫࣉ࣒ࣛ࢖ࢱࡋほᐹࡓࡗ⾜ࢆ⤖ᯝࠊṇᖖ⬇࡛⣽⬊ࡢ

ఙ㛗ࡀ㉳ࡿࡇ᫬ᮇ࡟ ODQฎ⌮⬇࡛ࡣఙ㛗ࡀ㉳࡟ࡎࡽࡇ⣽⬊ࡀ୸ࡿ࡞ࡃ␗ᖖࡀ㉳࡜ࡇࡿࡇ

ࡿ࠶㜼ᐖ๣࡛ࡢࢮ࣮ࣛࢡࢩ㓟ࣝࢽ࢔ࢢࡢูࡣ㇟⌧ࡢࡇࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ LY-83583ࡢฎ⌮

ࡿ࠸࡚ࡋไᚚࢆᙧែᙧᡂ㐠ືࡢ⬊⣽⓶ୖ⤒⚄ࡀcGMP/PKG⤒㊰ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡓࢀࡉほᐹࡶ࡛
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

ྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࠋࡓࢀࡉ

◊◊✲㸰㸸⚄⤒⟶ᙧᡂࡿࡅ࠾࡟⣽⬊㦵᱁ࡢไᚚᶵᵓࡢゎ᫂

㠀➽࣑࢜ࡣࣥࢩ⣽⬊ෆ࡟≀⌮ⓗ࡞ຊࡿࡏࡉࡌ⏕ࢆศᏊ࣮ࣔࡢ࣮ࢱ㸯✀࡛ࠊࡾ࠶㸯✀㢮ࡢ

㔜㙐࡜㸰✀㢮ࡢ㍍㙐㸦ᚲ㡲࣭ㄪ⠇㍍㙐㸧ࣟࢸ࣊ࡿ࡞ࡽ࠿㸴㔞యࢆᙧᡂࠋࡿ࠸࡚ࡋATPaseά

ᛶࢆᣢࡘ㔜㙐ࡣ ATP࡚ࡋ࡜࣮ࢠࣝࢿ࢚ࢆ⣽⬊㦵᱁ࠊࡀࡿࡍື⛣ࢆୖࢺ࣓ࣥࣛ࢕ࣇࣥࢳࢡ࢔ࡢ

⧄࡟ኚ໬ࡢᣲືࡢ⬊⣽࡞ࠎᵝࡣ཰⦰ຊࡿࡌ⏕࡟㛫ࡢࢺ࣓ࣥࣛ࢕ࣇࣥࢳࢡ࢔ࡢ㸰ᮏ࡟㝿ࡢࡑ

ࡢࣥࢩ࣑࢜➽㠀ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿࡀ ATPaseάᛶࡣ୺࡟ㄪ⠇㍍㙐ࡢ Thr-18࡜

Ser-19ࣥࣜࡢ㓟໬࡚ࡗࡼ࡟ㄪ⠇ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉThr-18࡜ Ser-19ࢆ Asp

ࡘᣢࢆᛶ≉ࡓఝ࡜㓟໬ᆺ㸦άᛶ໬ᆺ㸧ㄪ⠇㍍㙐ࣥࣜࡢෆᅾᛶࡣኚ␗ᆺㄪ⠇㍍㙐ࡓࡋ᥮⨨࡟

ࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࢆ㑇ఏᏊྜ⼥ࡢኚ␗ᆺㄪ⠇㍍㙐࡜GFPࠊࡣᮏゎᯒ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉሗ࿌ࡀ࡜ࡇ

࡞ࡍࠊ㓟໬≧ែࣥࣜࡢㄪ⠇㍍㙐ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆほᐹࢫࣉ࣒ࣛ࢖ࢱ࡛ୖࡓࡋᑟධ࡟ࣗࢩ

㸦ㄪࡓࡳヨࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࣮ࣥࢱࣃ࡞᫬㛫✵㛫ⓗࡢάᛶ໬≧ែࡢࣥࢩ࣑࢜➽㠀ࡕࢃ

⠇㍍㙐㑇ఏᏊࡣᗈᓥ኱Ꮫࡢ⣽㇂ᾈྐ༤ኈࡾࡼ౪୚ࡓ࠸⏝ࢆࡢࡶࡓࢀࡉ㸧ࡢࡑࠋ⤖ᯝࡶ᭱ࠊά

ᛶࡀ㧗࠸஧㔜ࣜࣥ㓟໬ᆺㄪ⠇㍍㙐ࡀ⟶⤒⚄ࡣᙧᡂࡿࢀࡉ㐣⛬࡛⚄⤒⣽⬊ࡢ࿘ᅖ࡟ᙉࡃᒁᅾ

ࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍኚ໬࡟≦⥺ࡽ࠿≦Ⅼ࡚ࡅ࠿࡟ᚋᮇࡽ࠿ᮇึࡀ࣮ࣥࢱࣃࡢࡑࠊࡋ

୍᪉࡛άᛶࡀప࠸㠀ࣜࣥ㓟໬ᆺࡣࢡࣃࣥࢱ⣽⬊ෆ࡟ᆒ୍࡟Ꮡᅾࠊࡽ࠿࡜ࡇࡓࡋ㠀➽࣑࢜ࢩ

⬟ྍࡿ࠸࡚ࡋㄪ⠇ࢆᣲືࡢ⬊⣽ࠊࡋ࿘⦕㒊࡛άᛶ໬ࡢ⬊㐣⛬࡛⣽ࡿࢀࡉᙧᡂࡀ⟶⤒⚄ࡣࣥ

ᛶࡀ♧၀ࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉάᛶ໬ࡓࡋㄪ⠇㍍㙐ࡀᒁᅾࡿࡍሙᡤࡢᛶ㉁ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ

ኚ␗ᆺ࡜ࢡࣃࣥࢱ௚ࡢᶵ⬟ศᏊࡢᒁᅾࢆẚ㍑ࡓࡋ⤖ᯝࠊ஧㔜ࣜࣥ㓟໬ᆺࢳࢡ࢔ࡣࢡࣃࣥࢱ

ࡢ⣽⬊㛫᥋╔ᅉᏊࠊ᪉୍ࡿࢀࡉ㝖እࡽ࠿➃ඛࡢ⣽⬊✺㉳ࡔࢇᐩ࡟ࢺ࣓ࣥࣛ࢕ࣇࣥ ZO-1ࡸ

N-cadherin࡜ඹᒁᅾࠋࡓ࠸࡚ࡋ᭦ࡢ⟶⤒⚄࡟ᙧᡂ㐣⛬ࡿࡅ࠾࡟㠀➽࣑࢜ࡢࣥࢩᶵ⬟ࡽ᫂ࢆ

ࡿ࠶㜼ᐖ๣࡛ࡢࣥࢩ࣑࢜➽㠀࡟⬇ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡓࡋගᶆ㆑⺯ࢆ⭷⬊⣽ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟࠿

Blebbistatinࢆฎ⌮ࡓࡗ⾜ࢆࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ࣈ࢖ࣛࡋ⤖ᯝࠊṇᖖ࡞⚄⤒⟶ᙧᡂ㐣⛬࡛㉳ࡿࡇ⣽

ࣥࢩ࣑࢜➽㠀ࠊࡽ࠿ᯝ⤖ࡢ௨ୖࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࡞࡟ᖖ␗ࡀᔐྜ㐠ື࡜ఙ㛗ࡢ⬊

ᔐྜ࡜ఙ㛗ࡢ⬊⣽ࠊࡋ✚㞟࡟⣽⬊᥋╔ᵓ㐀࡚࠸࠾࡟⛬ᙧᡂ㐣⟶⤒⚄ࡢࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡣ

㐠ືࢆไᚚྍࡿ࠸࡚ࡋ⬟ᛶࡀ♧၀ࠋࡓࢀࡉ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ゎᯒ㸯ࡢ⟶⤒⚄ࡢ⬇ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࠊࡾࡼᙧᡂ␗ᖖࢆຠ⋡ⓗ᳨࡟ฟࡿࡍ᪉ἲࠊࡋ❧☜ࢆ

పศᏊ໬ྜ≀ࢆά⏝ࡓࡋゎᯒࡽ࠿⣽⬊ෆ Ca2+⤒㊰ࠊcAMP/PKA⤒㊰ࠊcGMP/PKG⤒㊰ࠊ

ATP௦ㅰ⤒㊰ࡢ⟶⤒⚄ࡀᙧᡂ㐣⛬࡛ᶵ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡋ⬟ᛶࡀ࡜ࡇࡍ♧ࢆฟ᮶ࠋࡓ୰࡛ࡶ

cGMP/PKG⤒㊰ୖࡣ⓶⣽⬊ࡢఙ㛗㐣⛬࡟ᚲ㡲࡛ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡓࡗ࠶ゎᯒ㸰࡛᫂ࡓࡋ࡟࠿ࡽ㠀

࢖ࣛࡢㄪ⠇㍍㙐ࣥࢩ࣑࢜➽㠀ࡣゎᯒ㸰࡛ࠋ࠸㧗ࡀᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡋ㛵㐃࡜⬟ᶵࡢࣥࢩ࣑࢜➽

ࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡀࣥࢩ࣑࢜➽㠀ࠊࡽ࠿ゎᯒࡓࡋ⏝άࢆపศᏊ㜼ᐖ๣࡜ゎᯒἲࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ࣈ

࡚ࡋไᚚࢆᔐྜ㐠ື࡜ఙ㛗ࡢ⬊⣽ࠊࡋ✚㞟࡟⣽⬊᥋╔ᵓ㐀࡚࠸࠾࡟⛬ᙧᡂ㐣⟶⤒⚄ࡢࣗࢩ
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⬟ᶵ࡚ࡋᨵⰋ࡟᭦ࢆᡭἲࡓࡋ❧☜࡛✲◊ᮏࠊࡣ௒ᚋࠋࡓฟ᮶ࡀ࡜ࡇࡿࡍ၀♧ࢆᛶ⬟ྍࡿ࠸

ศᏊࡢຠ⋡ⓗྠ࡞ᐃἲ࡜࡬Ⓨᒎ࡜ࡿࡏࡉඹྠࠊ࡟ᐃ࣮ࣕࢪࣥࢭࢵ࣓ࢻࣥ࢝ࢭࡓࡋ⤒㊰ࡀ⚄

࡟≉ࠋ࠸ࡓࡋウ᳨࡟᭦ࢆᙺ๭ࡍࡓᙧᡂ㐣⛬࡛ᯝࡢ⟶⤒ cGMP/PKG⤒㊰ࡣ࡚࠸ࡘ࡟㠀➽࣑࢜

ᙧᡂࡢᛶᵓ㐀⓶ୖࡿࡍ࡜ࡵጞࢆ⟶⤒⚄ࠊࡵ㐍ࢆド᳨࡞ヲ⣽࡚࠸ࡘ࡟ᶵ⬟ⓗ㛵㐃ᛶࡢ࡜ࣥࢩ

㐣⛬࡟ᚲ㡲࡞⣽⬊㦵᱁ࡢ᪂࡞ࡓไᚚᶵᵓྠࡢᐃࠋ࠸ࡓࡆ⧄࡟

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ࡋ↓
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ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ᪂つ㉺ࢫࣉࢼࢩᛶ⚄⤒ᅇ㊰ࢫ࣮ࣞࢺἲࡓ࠸⏝ࢆ≀యど࡟㛵ࢃ

ゎᯒࡢᅇ㊰⤒⚄ࡿ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ୘ୟণࣉ୉૰ݒ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᳃ ⌶☻

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ࡵࡓࡢ㉁⿵᏶ࢡࣃࣥࢱ⢾ࠊࡓࡋグ㍕࡟⏬ィࡢᙜึࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᐇ᪋≧ἣࡢ✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇ

ࡢ AAV࣋ࡢ࣮ࢱࢡసᡂࡧࡼ࠾ࠊ㑇ఏᏊᨵኚ≬≟⑓࢘ࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢱࢡ࣋ࢫࣝ࢖㉺ࢺࢫࣉࢼࢩ

ࠋࡿࡍሗ࿌࡚࠸ࡘ࡟ᐇ᪋ࡢἲࢫ࣮ࣞ

AAV࣋ࡣ࣮ࢱࢡᵝ࡞ࠎ⾑ΎᆺࡀᏑᅾࡢ⧊⤌⬻ࡧࡼ࠾✀≀ືࠊࡋឤᰁ≉ᛶࠊ࡚ࡗࡼ࡟฼

㸯ࡣΎᆺ⾑ࡿࡍឤᰁ࡟୰ᯡ⚄⤒⣔࡟ⓗ⯡୍ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡿ࡞␗ࡀΎᆺ⾑ࡿࡁ࡛⏝

ᆺࠊ㸰ᆺࠊ㸳ᆺ࡛ࠋࡿ࠶⏦ㄳ௦⾲⪅ࠊ࡟࡛ࡲࢀࡇࡣ⾑Ύᆺ㸯ᆺࠊ㸰ᆺ࡚࠸ࡘ࡟どᗋ LGN࡬

ࡓࡗᣢࢆୗᅗ㸯ᵓ㐀ࠋࡓࡋホ౯ࢆ⋠ឤᰁຠࡢ AAV࣋ࢆ࣮ࢱࢡ LGN࡬ὀධࡓࡋ⤖ᯝࠊ⾑Ύ

ᆺ㸯ᆺ࡛ࠊࡣ㸰ᆺ࡜ẚ㍑ࡾࡼ࡚ࡋከࡢࡃ⣽⬊࡟ᑐࡿࡍឤᰁ⣽⬊ࡀほᐹࠋࡓࢀࡉ

ḟ࡟⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘ࡓ࠸⏝ࢆ࣮ࢱࢡ࣋ࢫࣝ࢖㉺ࢫ࣮ࣞࢺࢫࣉࢼࢩἲ࠸ࡘ࡟

࡚㏙ࠋࡿ࡭⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁ࡧࡼ࠾⺯ගࢡࣃࣥࢱ㉁ࢆⓎ⌧ࡿࡍ⾑Ύᆺ㸯ᆺ AAV࣋ࢆ࣮ࢱࢡὀධ

ࣞࢺࢫࣉࢼࢩ㉺ࠊࡋὀධࢆ࣮ࢱࢡ࣋ࢫࣝ࢖㉁Ḟᦆ≬≟⑓࢘ࢡࣃࣥࢱ⢾࡟㸱㐌㛫ᚋࡢࡑࠊࡋ

ࡋᡂຌࠋࡓࡗ࠶㸶౛୰㸯౛࡛ࡣࡢࡓࢀࡉほᐹࡀ⬊⣽⤒⚄࡛⭷⥙ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡋᐇ᪋ࢆἲࢫ࣮

⠇⤒⚄⭷⥙ࠋࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࡋඹឤᰁࡀ࣮ࢱࢡ࣋ࢫࣝ࢖࢘ࡢࡘ㸰࡚࡟LGNࠊࡣ㸵౛ࡓࡗ࠿࡞

⣽⬊ࡀ☜ㄆ࠺࠸࡜ࡓࢀࡉ⤖ᯝࠊࡣAAVࡿࡼ࡟⢾ࢡࣃࣥࢱ㉁⿵᏶࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡣ

ࡢඹឤᰁἲࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆᚲせᛶࡢ❧☜ࡢඹឤᰁἲ࠸Ⰻࡢ⋠ຠࡾࡼࠊ࡟᫬ྠࠊࡀࡿ࠸

ᨵⰋࡣ࡚࠸ࡘ࡟ḟ㡯ࡧࡼ࠾ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ◊✲ィ⏬᭩࡟グ㍕ࠋࡓࡋ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ᙜึࡢ◊✲ィ⏬࡟グ㍕ࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝୖ࡟࡛ࡍࡣ࡚࠸ࡘ࡟グࡢ㏻ࠊࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶࡛ࡾ

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘ◊✲ィ⏬ࡿࡀ࡞ࡘ࡟ᡭἲࡢ‽ഛࡕ࠺ࡢ㐩ᡂ࡚࠸ࡘ࡟ࡢࡶࡓࢀࡉグ㍕ࠋࡿࡍᖹ

ᡂ㸰㸱ᖺᗘ◊✲ィ⏬᭩࡟グ㍕ࡓࡋ㏻ࠊࡾඹឤᰁຠ⋡ࢆ㧗ࡢࡵࡓࡿࡵ TVAཷᐜయࢆⓎ⌧ࡏࡉ

ࡢࡵࡓࡿ AAV࣋ࡢ࣮ࢱࢡసᡂ㸦ୗᅗ㸧ࡾࡼࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆᏳ඲࡞≬≟⑓࢘࣋ࢫࣝ࢖

ࡢᚑ᮶ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡆୖࡕ❧ࢆᐇ㦂⣔ࡃᇶ࡙࡟࣮ࢱࢡ SAD-Bernᰴ࡛ࡃ࡞ࡣHEPᰴࢆᇶࡋ࡟
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若手（8）　新規越シナプス性神経回路トレース法を用いた物体視に関わる神経回路の解析
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若手（9）　大型哺乳類における行動生態学と比較認知科学の融合
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conspecific vocalisation and hormonal underpinnings in male chimpanzees. Ethology 118: 
269-280 

若手（9）　大型哺乳類における行動生態学と比較認知科学の融合
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ᡂ㸰㸰ᖺᗘᴫ⟬せồࡢ⤖ᯝ࡟኱ࡃࡁ౫Ꮡࡢࡑࠊࡵࡓࡓ࠸࡚ࡋෆᐃࡀ㏻▱ࡢ࡛ࡲࡿࢀࡉᮇ㛫

⛉࿨⏕࡜Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽ⛉ࡣࡢࡓࡗ࡞࡜㇟ᑐࡢㄪᰝ⫣ᩥࠋࡓࡗ⾜ࢆㄪᰝ⫣ᩥ࡟୺ࡣ࡚࠸ࡘ࡟
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ࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡃ࠸࡚

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

若手（10）　統合的新分野形成過程の理論的検証：「統合生命科学」を例として
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ࢀࡉ㐩ᡂࡀᡂᯝࡢᡤᐃࠊࢀࡽ࠼⪄࡜ࡢࡶࡿࢀࡉᮇᚅࡀᛶ⬟ྍࡿ࠶㔜せศᏊ࡛ࡿࡍ⬟ᶵ࡚ࡋ

ࠋࡓ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

⌧ᅾࠊᢞ✏‽ഛ୰

若手（11）　ミドリムシの光集合応答を制御するプテリン様センサーの同定
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ す࢔ࢪ࢔஝⇱ᆅᖏࡿࡅ࠾࡟㎰⪔ࡧࡼ࠾㐟∾ࡢⓎ⏕࡜⎔ቃኚ໬

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㑣㡲 ᾈ㑻

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲࡛ࠊࡣす࢔ࢪ࢔᪂▼ჾ᫬௦ࡢ㎰⪔ࡸ㐟∾ࠊࡀ⎔ቃኚ໬࡟࠺ࡼࡢ࡝࡜㛵࡞࠸ྜࡾࢃ

ࡢ༡㒊ࣥࢲࣝࣚࠊࡣᮏᖺᗘࠋࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࡽ࠿㑇య≀᳜ࡢ㑇㊧ฟᅵࠊࢆ࠿ࡢࡓࡋⓎ㐩ࡽࡀ

࣭࢕ࢹ࣡ࡿࡍ⨨఩࡟₎◁ ࣈ࣭࢔ ࣭࢕ࢹ࣡࡜㑇㊧ࣁ࢖ࣞࢺ ࡶ࡜㑇㊧㸦୧㑇㊧࣮ࣝ࢖࣡ࢡ BC7700

ᖺ㹼BC7300 ᖺ㡭㸧࡛ㄪᰝࢆᐇ᪋10ࠋࡓࡋ ᭶ࣁ࢖ࣞࢺ࣭ࣈ࢔࣭࢕ࢹ࣡࡟㑇㊧ࢡ࣭࢕ࢹ࣡࡜

Ⅳ໬ࡸⅣ໬᳜≀✀Ꮚࡿࢀࡲྵ࡟㑇㊧ᅵተࡾࡼ࡟ἲࣥࣙࢩ࣮ࢸ࣮ࣟࣇࠊࢀゼࢆ㑇㊧࣮ࣝ࢖࣡

ᮌᮦ∦ࠊᚤᑠື≀㦵ࢆ཰㞟ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡋ⌧ᅾ࡜᪂▼ჾ᫬௦ࡢ⎔ቃࢆẚ㍑᳜ࡢࡵࡓࡿࡍ⏕

ㄪᰝࡶᐇ᪋ࠋࡓࡋ཰㞟ࡓࡋⅣ໬᳜≀✀Ꮚࠊࡣᐇయ㢧ᚤ㙾ࡧࡼ࠾㉮ᰝᆺ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࡾࡼ࡟⢭

ᰝࠊࡋ✀㢮ྠࡢᐃࠋࡓࡗ⾜ࢆ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ᮏᖺᗘࡢᡂᯝࣁ࢖ࣞࢺ࣭ࣈ࢔࣭࢕ࢹ࣡ࠊࡽ࠿㑇㊧ࡽ࠿⣙ 50kmෆ㝣࣮࢖࣡ࢡ࣭࢕ࢹ࣡ࡢ

ࣝ㑇㊧࡛ࢠ࣒ࠊࡣ㢮࣓࣐࡜㢮ࡢ᱂ᇵ᳜≀ࡣ฼⏝ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡉ㔝⏕ࢆ࢜ࢳࢱࢫࣆࡢ୺࡟฼

ᒓࢧࢢࣟࢥࣀ࢚ࠊࡀࡔ㈋ᙅ࡜ࡿ࡭ẚ࡟㑇㊧ࣁ࢖ࣞࢺ࣭ࣈ࢔࣭࢕ࢹ࣡ࠊࡣ⏕᳜ࠋࡓ࠸࡚ࡋ⏝

ࡶࡾࡼᅾ⌧ࡣ࡛࠸ἢ࢕ࢹ࣡ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍㄆ☜ࢆせ⣲ࡢࣉࢵࢸࢫࡢ࡝࡞ᒓࢥࣂ࢜࢜ࡸ

࠺ࡼࡢᅾ⌧࡟ࡶ࡜࡜᫬௦ࠊࡣ⏕᳜ࣉࢵࢸࢫࡢࡇࠋࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡓ࠸࡚ࡗࡀᗈࡀ⏕᳜࡞࠿㇏

࠶᫬ᮇ࡛࡞₶‵ẚ㍑ⓗࡣ᫬ᮇࡢࡇࠊ࡜ࡿࡳࢆỈ఩ኚ໬†ࡢṚᾏࠊࡀࡃ࠸࡚ࡗࢃኚ࡟₎◁࡞

ࡓࡗࢃ㛵ࡃࡁ኱࡟ᨵኚ⏕᳜ࠊࡀᙳ㡪ࡢ∾㐣ᨺ࠺క࡟㛤ጞࡢ∾㐟ࢁࡋࡴࡶࡾࡼẼೃኚ໬ࠊࡾ

ྍ⬟ᛶࡢ␆∾ࠋࡿ࠶ࡀ㛤ጞ࡟కࠊ࠺ேⅭⓗ᳜࡞⏕◚ቯࡢドᣐࡶぢࠊࡾ࠿ࡘᙜ᫬ࡢ⎔ቃኚ໬

ࠋࡓࡋᣦ᦬ࢆᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡗࢃ㛵ࡶᙳ㡪ࡢே㛫άືࡃ࡞࡛ࡅࡔẼೃኚືࠊࡣ࡟

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦Oral session㸧㸬2010㸬

Archaeobotanical study of PPNB outpost, Wadi Abu Tulayha, Southern Jordan with special

reference to the beginning of nomadism in the southern edge of the fertile crescent㸬15th Symposium

of the International Working Group for Palaeoethnobotany (IWGP)㸬Wilhelmshaven, Germany㸬

若手（12）　西アジア乾燥地帯における農耕および遊牧の発生と環境変化
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ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  す࢔ࢪ࢔஝⇱ᆅᖏࡿࡅ࠾࡟㎰⪔ࡧࡼ࠾㐟∾ࡢⓎ⏕࡜⎔ቃኚ໬ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㑣㡲� ᾈ㑻 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

㑇㊧㸦⣙࣮ࣝ࢖࣡ࢡ࣭࢕ࢹ࣡࡜㑇㊧ࣁ࢖ࣞࢺ࣭ࣈ࢔࣭࢕ࢹ࣡ࡢ༡㒊ࣥࢲࣝࣚ 9000 ᖺ๓㸧

࡛ㄪᰝࢆᐇ᪋ࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ㑇㊧࣒ࢲࠊࡀࡿ࠶࡛ࢺ࢖ࢧࣉࣥࣕ࢟⊟⊀ࡢࣝࢮ࢞࡟ࡶ࡜ࠊࡣ

ࡓࢀࡉ⏝฼࡟Ꮨ⠇ⓗࠊࡾ࠾࡚ࡗ࠿ࡘᑡᩘぢࡶ㦵ࡢ␆ᐙࡢ࡝࡞ࢠ࣭ࣖࢪࢶࣄࡸ₅᪋タ℺ࡢ≦

ึᮇࡢ⛣∾ᣐⅬ࡛ࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠶ࡶ㑇㊧ࡢ⅔ࡢሁ✚≀ࡿࢀࡲྵ࡟Ⅳ໬᳜≀✀Ꮚ࡜Ⅳ໬ᮌᮦ

✲◊ࡢẼೃᏛྂࠊᏛྂ⪄ࠊࢆᯝ⤖ࡢࡇࠋࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ⏝฼≀᳜࡜ቃ⎔ࡢᙜ᫬ࠊࡋศᯒࢆ

ᡂᯝ࡜ẚ㍑࡚ࡋ㐟∾ࡀⓎ⏕ࡓࡋᙜ᫬ࡢ⎔ቃ࡜⏕ᴗࡢ㛵ࢆࡾࢃ⪃ᐹࠋࡓࡋ 
≀సࡢ࡝࡞࣓࣐ࢫࣛ࢞ࠊࢠ࣒࢜࢜ࠊࢠ࣒ࢥ࣮࣐࢚ࣥࠊࡣ㑇㊧࡛ࣁ࢖ࣞࢺ࣭ࣈ࢔࣭࢕ࢹ࣡

ࢀࡇࠋࡓࢀࡉ၀♧ࡀᛶ⬟ྍࡢ₅㎰ᴗ℺ࡢ㑇ᵓ࡛≦࣒ࢲࠊࡽ࠿✀㞧ⲡࡿࡍ㝶కࠊࡾ࠿ࡘぢࡀ

ࠋ୍ࡿ࡞࡜ドᣐࡢ₅㎰ᴗ℺ࡢྂ᭱ࢁࡇ࡜ࡢ௒ࡣ ᪉࣡ࠊ ࣭࢕ࢹ ࣈ࣭࢔ ⣙ࡽ࠿㑇㊧ࣁ࢖ࣞࢺ 50 ੊
ෆ㝣࣮ࣝ࢖࣡ࢡ࣭࢕ࢹ࣡ࡢ㑇㊧࡛ࢠ࣒ࠊࡣ㢮࣓࣐࡜㢮ࡢ᱂ᇵ᳜≀ࡣ฼⏝ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡉ㔝

 ࠋࡓࡋุ᫂ࡀ࡜ࡇࡓ࠸࡚ࡋ⏝฼࡟୺ࢆ࢜ࢳࢱࢫࣆࡢ⏕
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

Ⅳࡢ࢜ࢳࢱࢫࣆࠊࡽ࠿୧㑇㊧ࡢ㑇㊧࣮ࣝ࢖࣡ࢡ࣭࢕ࢹ࣡࡜㑇㊧ࣁ࢖ࣞࢺ࣭ࣈ࢔࣭࢕ࢹ࣡

໬ᮌᮦࡀぢࠊࡾࡼ࡟ࢀࡇࠋࡓࡗ࠿ࡘ⣙ 9000 ᖺ๓ࡢ㑇㊧࿘㎶ࡢ⎔ቃࠊࡣ⌧ᅾ࡞࠺ࡼࡢ◁₍࡛

ࡋุ᫂ࡀ࡜ࡇࡓ࠸࡚ࡋᣑ኱ࡀࣉࢵࢸࢫ␯ᯘ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛⫱⏕ࡀ࢜ࢳࢱࢫࣆࡢ⏕㔝ࠊࡃ࡞ࡣ

�ࠋࡓ ⣙ 8000 ᖺ๓㡭ࡢẼೃࡢ஝⇱໬ࡢᙳ㡪࡛ࡢ࢜ࢳࢱࢫࣆࠊ␯ᯘࡣࣉࢵࢸࢫ⦰ᑠࠊࡋ◁₍

໬ࡀ㐍⾜ࡢࡇࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡋẼೃᝏ໬ࡾࡼ࡟Ꮨ⠇ⓗࡀࣉࣥࣕ࢟⊟⊀࡞⥔ᣢ࡛࡞ࡃ࡞ࡁ

ࡔẼೃᝏ໬ࠋࡓࡋⓎ㐩ࡀᴗ⏕࠺࠸࡜∾㐟࡚ࡵồࢆ≀᳜ࡓࡋṧᏑ࡟࠸ἢ࢕ࢹ࣡࡟࠿ࡎࢃࠊࡾ

 ࠋࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡓ࠸࡚ࡗࢃ㛵ࡃࡁ኱࡟໬₎◁ࡶⓎ㐩ࡢ∾㐟ࠊࡃ࡞࡛ࡅ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦Oral session㸧㸬2010㸬Archaeobotanical 

study of PPNB outpost, Wadi Abu Tulayha, Southern Jordan with special reference to the beginning 

of nomadism in the southern edge of the fertile crescent㸬15th Symposium of the International 

Working Group for Palaeoethnobotany (IWGP)㸬Wilhelmshaven, Germany㸬 

 

Hiroo Nasu, Kenichi Tanno, Hitomi Hongo and Sumio Fujii㸬㸦ᢞ✏୰㸧㸬Archaeobotanical study 
at Wadi Abu Tulayha: A PPNB outpost in southern Jordanian desert㸬Vegetation History 
and Archaeobotany. 
 

若手（12）　西アジア乾燥地帯における農耕および遊牧の発生と環境変化
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ C ᆺ⫢⅖࢘ࡢࢫࣝ࢖ឤᰁᅛయෆࡿࡅ࠾࡟㐍໬ࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ

ࣥ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ୰ᯘ₶

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ឤᰁᅛయෆࡿࡅ࠾࡟ Cᆺ⫢⅖࢘ࢫࣝ࢖㸦HCV㸧ࡢ㐍໬ⓗ࡞ኚ໬ࡢ⅖⫢ࡀ⑓ែ࡟ཬࡍࡰᙳ㡪

⣽⬊ෆࡢHCVࡎࡲ㸪ࡣ㸬ᮏᖺᗘ࡛ࡓࡋᖺ㛫᥎㐍୍ࢆ✲◊㸪ᮏ࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍホ౯ࢆ

」〇࡟ࢫࢭࣟࣉ㛵ࡿࡍศᏊ⏕≀Ꮫⓗ▱ぢ࡟ᇶ࡙ࡁ㸪HCV⣽⬊ෆ」〇ࢆࢫࢭࣟࣉグ㏙ᩘࡿࡍ

࣑ࢩHCV㐍໬ࡿࡅ࠾࡟㸪ឤᰁᅛయෆࡋᣑᙇࢆࣝࢹ⣽⬊ෆࣔࡢࡇ࡟㸬᭦ࡓࡋᵓ⠏ࢆࣝࢹࣔ⌮

㸬ࡓࡗ⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࣞࣗ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

⣽⬊ෆ」〇ࣔ࠸⏝ࢆࣝࢹHCVࡢឤᰁ⣽⬊ෆࡿࡅ࠾࡟」〇ືែࢆゎᯒࡓࡋ⤖ᯝ㸪HCVࡣ⣽

⬊ෆ࡛␗ࡿ࡞஧ࡢࡘ」〇࣮ࣥࢱࣃ㸪ࡕࢃ࡞ࡍ⇿ⓎⓗቑṪ࡜㟼ⓗ࡞ቑṪ࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡍ♧ࢆ

㸬ࡓࡋ࡟

HCVࡍ♧ࢆ㸪⇿ⓎⓗቑṪ࡟ሙྜࡍࡓ‶ࢆ௳᮲ࡓࢀࡉண᝿ࡽ࠿ゎᯒࡢࢫࢡ࣑ࢼ࢖ࢲ〇「ࡓࡲ

㑇ఏᏊᆺࡢ㢖ᗘࡀቑຍࡀ࡜ࡇࡿࡍ㐍໬ࡓࢀࡽࡵ࠿☜࡛ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ㸬⇿ⓎⓗቑṪࢆ♧

ࡍ HCV㑇ఏᏊᆺࡀ㢖ᗘࢆቑࡍࡸ≧ែࡣ㸪៏ ᛶ⫢⅖ࡢ⮫ᗋ⤒㐣୰࡟㉳ࡢ⅖⫢ࡿࡇᛴᛶቑᝏ࡟

ᑐᛂࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿࡍ㸬ࡢࡇ⤖ᯝࡽ࠿㸪៏ᛶ⫢⅖ࡢ㛗ᮇⓗ࡞⮫ᗋ⤒㐣ࢆண ࡛ୖࡿࡍ㸪ᮏ

ࡓࡗ⾜࡛✲◊ HCV㐍໬ࡀࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩᙺ❧ࡀ࡜ࡇࡘᮇᚅࡿࢀࡉ㸬

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ᮏ◊✲ࡢᡂᯝࡓࡵ࡜ࡲࢆㄽᩥࢆᢞ✏‽ഛ୰࡛ࡿ࠶㸬

若手（13）　C型肝炎長期経過を予測するためのシュミレータの開発

164



― 167 ―

 
� � � 㸦ᵝᘧ� 㸱㸧 

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
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⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㕥ᮌ� ୍ྐ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
ᮏ◊✲࡛ࠊࡣ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢᣑᙇࠊ࠸⾜ࢆ㸱ḟඖࡢ࡝࡞ࢱ࣮ࢹከḟඖࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ

ࡓࡢᚩᢳฟ≉ࠊࡣ࡟㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢࡵࡓ࠺ᢅࢆࢱ࣮ࢹ㸱ḟඖࠋࡓࡋࢆᚩᢳฟ≉ࡢ

 ࠋࡿ࡞࡜኱⭾ࡣᩘࡢࢱࣝ࢕ࣇࡢࡑࠊࡾ࠶ᚲ㡲࡛ࡀࢱࣝ࢕ࣇ㸱ḟඖࡢࡵ
ᮏ◊✲࡛ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࠊࡣ㛤Ⓨࠊࡋ㟁Ꮚⓗࢱࣝ࢕ࣇ࡟⮬ື⏕ᡂࠋࡓࡗ⾜ࢆ

࢔ࢥࢳ࣐ࣝࡽ࠿ࢱࣝ࢕ࣇࡓࢀࡽᚓࠊ࡚ࡋࡑ CPU ࡗࡼ࡟⌮୪ิฎࢻࢵࣞࢫࢳ࣐ࣝࡓࡋ⏝฼ࢆ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆᢳฟ࣮ࣥࢱࣃࡽ࠿ࢱ࣮ࢹ㸱ḟඖ࡟㏿㧗ࠊ࡚
ᢳฟࠊࡣ࣮ࣥࢱࣃࡓࡋWeka 㸱ࠊ࠸⾜ࢆゎᯒ࡚ࡋ⏝฼ࢆ࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࢢࣥࢽ࢖࣐ࢱ࣮ࢹࡢ➼

ḟඖ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢᛶ⬟ࢆホ౯ࠋࡓࡋ 
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ඖᣑᙇ㸦㸮ḟඖࡽ࠿㸰㸴ḟඖ࡛ࡲ㸧ࠊ࡜ኚ఩᪉ྥࡢ㝈ᐃࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆከ✀ከᵝ࡞

㸱ḟඖ㧗ḟᒁᡤ⮬ᕫ┦㛵≉ᚩࡢ࣮ࣥࢱࣃࢡࢫ࣐ࡢ⏕ᡂࡢࡑࠊ࠸࡞ࡇ࠾ࢆᡂᯝࢆᅜ㝿఍㆟࡛

Ⓨ⾲ࠊࡓࡲࠋ[1]ࡓࡋᚓ࡚࠸⏝ࢆ࣮ࣥࢱࣃࢡࢫ࣐ࡓࢀࡽ㸱ḟඖ࣮࣒࣎ࣜࣗࡢࢱ࣮ࢹศ㢮ࢆᐇ

3ࠊࡵࡓࡿࡍ⌧ ḟඖྲྀࢆࢱ࣮ࢹࢡ࣮࣐ࢳࣥ࣋ࡢࣕࢳࢫࢡࢸࢻࢵࣜࢯᚓ୍ࡢࢱ࣮ࢹࡢࡑࠊࡋ㒊

 ࠋ[2]ࡓࡋ⾲ᅜ㝿఍㆟࡛Ⓨࡣᯝ⤖ࡢᐇ㦂ࠋࡓࡗ⾜ࢆศ㢮ᐇ㦂ࡢࣕࢳࢫࢡࢸࢻࢵࣜࢯࠊ࡚ࡋ⏝฼ࢆ
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㻝㻚 㻹㼛㼠㼛㼒㼡㼙㼕㻌㼀㻚㻌㻿㼡㼦㼡㼗㼕㻘㻌㼀㼍㼠㼟㼡㼥㼍㻌㻿㼔㼕㼎㼍㼠㼍㻘㻌㼅㼛㼟㼔㼕㼠㼛㼙㼛㻌㼅㼍㼓㼕㼚㼡㼙㼍㻘㻌㻴㼍㼞㼡㼛㻌㻷㼛㼐㼍㼙㼍㻘㻌㻱㼤㼠㼑㼚㼐㼑㼐㻌㻟㻰㻌
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㻵㼙㼍㼓㼑㻌 㻼㼞㼛㼏㼑㼟㼟㼕㼚㼓㻌 㻭㼜㼜㼘㼕㼏㼍㼠㼕㼛㼚㼟㻌 㻔㻵㻯㻿㻵㻼㻭㻞㻜㻝㻝㻕㻘㻌 㼜㼜㻡㻟㻡㻙㻙㻡㻠㻜㻘㻌 㻵㻿㻮㻺㻦㻥㻣㻤㻙㻝㻙㻠㻡㻣㻣㻙㻜㻞㻠㻞㻙㻢㻘㻌

㻹㼍㼘㼍㼥㼟㼕㼍㻘㻌㻝㻝㻛㻞㻜㻝㻝㻚㻌

㻞㻚 㻹㼛㼠㼛㼒㼡㼙㼕㻌㼀㻚㻌㻿㼡㼦㼡㼗㼕㻘㻌㻭㻌㻲㼞㼍㼏㼠㼍㼘㻙㼎㼍㼟㼑㼐㻌㻷㼑㼥㼜㼛㼕㼚㼠㻌㻯㼛㼙㼜㼡㼠㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻹㼑㼠㼔㼛㼐㻌㼒㼛㼞㻌㻿㼛㼘㼕㼐㻌㼀㼑㼤㼠㼡㼞㼑㼟㻘㻌

㼀㼔㼑㻌 㻵㼚㼠㼑㼞㼚㼍㼠㼕㼛㼚㼍㼘㻌 㻯㼛㼚㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑㻌 㼛㼚㻌 㻵㼚㼒㼛㼞㼙㼍㼠㼕㼛㼚㻌 㻾㼑㼠㼞㼕㼑㼢㼍㼘㻌 㼍㼚㼐㻌 㻷㼚㼛㼣㼘㼑㼐㼓㼑㻌 㻹㼍㼚㼍㼓㼑㼙㼑㼚㼠㻘㻌

㻔㻵㻱㻱㻱㻙㻯㻭㻹㻼㻞㻜㻝㻞㻕㻘 㻵㻾㻙㻞㻡㻙㻝㻠㻞㻘㻌 㻵㻿㻮㻺㻦㻥㻣㻤㻙㻝㻙㻠㻢㻣㻟㻙㻝㻜㻤㻥㻙㻡㻘㻌 㻹㼍㼘㼍㼥㼟㼕㼍㻘㻌 㻵㻱㻱㻱㻌 㻯㼍㼠㻚㻌 㻺㼛㻚㻌

㻯㻲㻼㻝㻞㻤㻞㻝㻙㻯㻰㻾㻘㻌㻜㻟㻛㻞㻜㻝㻞㻚㻌
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� ᮏ⏦ㄳ◊✲࡝ࢇ࡜࡯࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡣゝཬࠊࡓࡗ࠿࡞ࡇ࡚ࢀࡉ」᰾ᕼᅵ㢮㘒యࡢ㟁Ẽ໬Ꮫ

ⓗ≉ᛶࡢゎ࣭᫂ไᚚࠊ࠸⾜ࢆ⇞ᩱ㟁ụࡿࡅ࠾࡟ⓑ㔠ゐ፹ࢆ෽㥙ࡿࡍ඲ࡃ᪂ࢺࣉࢭࣥࢥ࠸ࡋ

ྠࠊࡾࡼ࡟✲◊ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍᚿྥࢆ๰ฟࡢⓑ㔠໬㓟⣲㑏ඖゐ፹⬺ࡃᇶ࡙࡟

᰾ ࣭ ␗ ᰾ ஧ ᰾ ᕼ ᅵ 㢮 (Ln) 㘒 య ࢆ ྜ ᡂ ࡍ ࡿ ࡓ ࡵ ࡢ 㓄 ఩ Ꮚ ࡜ ࡋ ࡚ ࠊ H3L

㸦Tris[4-(2-hydroxy-3-methoxyphenyl)-3-aza-3-butenyl]amine㸧ࠊ࠸⏝ࢆ༢᰾ Ln 㘒యྠࡸ᰾஧

᰾ Ln 㘒యࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ␗᰾஧᰾ Ln 㘒యྜࡢᡂ࣭༢㞳ࠊX ⥺༢⤖ᬗᵓ㐀ゎᯒ࡟ᡂຌ࡚ࡋ

᰾஧᰾␗ࠊࡾ࠾ Ln 㘒యࡿࡅ࠾࡟ᕼᅵ㢮㔠ᒓ㓄఩ᗙࡢ఩⨨ࡶ࡛ࡲไᚚྍ⬟࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ᮏ⏦

ㄳ⪅ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࡁ࡚ࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࡣᵝ࡞ࠎᕼᅵ㢮ྵࢆࣥ࢜࢖᭷ྠࡿࡍ᰾࣭␗᰾஧᰾ Ln 㘒య

᰾࣭␗᰾஧᰾ྠࠊࡃ࡭࠺⾜ࢆ᥈⣴ࡢࣥ࢜࢖ᕼᅵ㢮࡞⬟㓟⣲㑏ඖྍࠊ࠸⾜ࢆᡂ࣭༢㞳ྜࢆ Ln

㘒యࡢ㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶࡢゎ࣭᫂ไᚚࠋࡓࡗ⾜ࢆ 

 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
� ᕼᅵ㢮ࠊ࡚ࡋ࡜ࣥ࢜࢖Eu(III), Tb(III), Er(III), Yb(III)ྠࡴྵࢆ᰾஧᰾ Ln 㘒య㸦LEu2, LTb2, 

LEr2, LYb2㸧ࠊࡧࡼ࠾ࠊ␗᰾஧᰾ Ln 㘒య㸦LTbEu, LEuTb, LYbEr, LErYb㸧࣮ࣝࣀࢱ࣓ࡢ⁐ᾮ

୰ࡿࡅ࠾࡟㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶ᳨ࡢウࠋࡓࡗ⾜ࢆᕼᅵ㢮ࡢࣥ࢜࢖౯ᩘࡣᇶᮏⓗࡣ࡟ 3 ౯ࡀᏳᐃ

Euࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱ࡃᗈࡣ࡜ࡇࡿ࠶࡛ ࡸ Yb ࡚࡭ẚ࡜ࣥ࢜࢖ᕼᅵ㢮ࡢ௚ࡣ 2 ౯ࡢ౯ᩘࡼࢆ

ࡸLEu2ࠊࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࡜࡟Ᏻᐃࡾ LYb2 LTbEuࠊ᰾஧᰾㘒యྠࡢ ࡸ LEuTbࠊLYbErࠊ

LErYb Ybࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡿࢀࡓᣢࡀ࿡⯆࡟㟁Ẽ໬Ꮫⓗ≉ᛶࡢ᰾஧᰾㘒య␗ࡢ ␗᰾࣭ྠࡴྵࢆ

᰾஧᰾㘒య࡟㛵ࠊࡣ࡚ࡋYb(II/III)⏤᮶ࡢ㓟໬㑏ඖἼࡀ⁐፹㟁఩❆ෆ࡟ほ ࠊࡀࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉ

Eu LEu2ࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟᰾࣭␗᰾஧᰾㘒యྠࡴྵࢆ 㘒యࡢሙྜࠊEu(II,III/III,III)࡜ Eu(II,II/II,III)

⏤᮶ྍࡢ㏫࡞ 2 0.46-ࡀ㓟໬㑏ඖἼࡢࡘ LTbEuࠊ࡟V㸦vs. Ag/AgCl㸧 1.26-࡜ ࡸ LEuTb 㘒యࡢ

ሙྜࠊEu(II/III)⏤᮶ྍࡢ㏫࡞ 1 0.47-ࢀࡒࢀࡑࡀ㓟໬㑏ඖἼࡢࡘ V 1.01-࡜ ࡇࠋࡓࢀࡉ ほ࡟

ࡿࡅ࠾࡟஧᰾㘒యෆࠊࡾࡼ࡟ᯝ⤖ࡢ 2 ࡚ࡗࡼ࡟࠸㐪ࡢ㓄఩⎔ቃࡢࣥ࢜࢖ᕼᅵ㢮ࡢࡘ Eu(II/III)

 ࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡁไᚚ࡛ࢆ㓟໬㑏ඖ㟁఩ࡢ
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ᮏ◊✲ࡣḟୡ௦ࡢᏱᐂ⫼ᬒᨺᑕ(CMB)೫ගほ ࠊࡿ࠸⏝࡟㉸ఏᑟ᳨ฟჾ(TES,MKIDs ࡟(➼

㐺ᛂྍ⬟࣑ࣜ࡞Ἴ೫ග※ࡢ㛤Ⓨࢆ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ┠ⓗࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ලయⓗࡣ࡟ձᶵᲔᘧ෭෾ᶵ
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ᐇ㝿࡟ CMB ほ ࡿ࠸⏝࡟ TES(㉸ఏᑟ㌿⛣➃ࢧࣥࢭ)ࡢᛶ⬟ホ౯ࢆࠊ┠ᣦࢆ✲◊࡚ࡋ㐍࡚ࡵ

᮶ࠋࡓձࡢ೫ග※ࡢ㛤Ⓨࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟௨ୗ࡛㏙ࡾ࠾࡜ࡿ࡭ᴫࡡ㐩ᡂ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡁղ࡟㛵ࡋ

ࡓ࠸࡚ࡋணᐃࠊࡣ࡚ POLARBEAR-2 ᐇ㦂ࡢࡽ࠿ TES ࡾࢃ௦ࠊࡵࡓࡓࡌ⏕ࡀࢀ㐜࡟⤥౪ࡢ

࡟ WMAP ࡚ࡋ࡜※೫ගࠊ࠸⏝ࢆฟჾ᳨ࡓࡁ࡚ࢀࢃᐇ㦂࡛౑ࡢᚑ᮶ࡢ➼ TES ⏝༑ศ౑ࡶ࡟

TESࠋࡓࡋㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍ ࡚ࡌ㏻ࢆάືࡢ࡛✲◊ᮏࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ཎ⌮᳨ドࡓ࠸⏝ࢆ
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᳨ฟჾࡿࡼ࡟࢖ࣞ࢔Ᏹᐂ⫼ᬒᨺᑕ೫ගᡂศࡢ⢭ᐦ ᐃ- ࡛ᘬࡃ࠸࡚ࡗ⾜ࡁ⥆ࡁணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
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(1) Laboratory Calibration System for CMB Polarization Detectors 

M. Hasegawa, O. Tajima, Y. Chinone, M. Hazumi, K. Ishidoshiro and M. Nagai 

JOURNAL OF LOW TEMPERATURE PHYSICS, January 2012 

若手（16）　次世代 CMB偏光実験に用いる超伝導検出器に適応可能なミリ波偏光源の開発
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1. Kitagawa D., Kohlmaier G., Keller D., Strnad P., Balestra F.R., Flückiger I. and 
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2. Kitagawa D., Flückiger I., Polanowska J., Keller D., Reboul J. and Gönczy P. 
(2011) PP2A phosphatase acts upon SAS-5 to ensure centriole formation in C. 
elegans embryos. Dev. Cell, 20, 550-562�

若手（17）　複合的アプローチを用いた中心体複製の分子機構の解析
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“RBM14 prevents de novo assembly of centriolar proteins and maintains genome integrity” 

(under revision in Dev Cell)

若手（17）　複合的アプローチを用いた中心体複製の分子機構の解析

171



― 174 ―

 
� � � 㸦ᵝᘧ� 㸱㸧 

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  㣗≀㐃㙐䛾䝯䝍䝀䝜䝮ゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ�

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ໭㔝� ₶ 
 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
᪂䛧䛔⎔ቃ䜈䛾㐍ฟ䛿䚸㐺ᛂᨺᩓ䛾ᘬ䛝㔠䛸䛺䜛䛣䛸䛜▱䜙䜜䛶䛔䜛䚹䝖䝀䜴䜸䛾౛䜢ᣲ䛢䜛䛸䚸

ῐỈ䜈㐍ฟ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯⣔⤫䛿䚸ከᵝ䛺ῐỈ⎔ቃ䜈㐺ᛂ䛧䛶䛥䜙䛺䜛ከᵝ໬䜢㐙䛢䛯䛾

䛻ᑐ䛧䛶䚸♽ඛᆺ䛾䜎䜎ᾏ䛻䛸䛹䜎䛳䛯⣔⤫䛷䛿ከᵝ໬䛜㉳䛣䜙䛺䛛䛳䛯䚹ᚑ䛳䛶䚸⏕ែⓗᶵ

఍(ecological opportunity)䜢ቑຍ䛥䛫㐺ᛂᨺᩓ䛾ᘬ䛝㔠䛸䛺䜛䜘䛖䛺㘽ᙧ㉁(key trait)䛾ྠᐃ䚸
ཬ䜃䚸䛭䛾㑇ఏᇶ┙䛾ゎ᫂䛿䚸㐺ᛂᨺᩓᶵᵓ䛾⌮ゎ䛻ᚲ㡲䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸እ᮶✀䛾ᣑᩓ䜢⌮

ゎ䛩䜛ୖ䛷䜒䚸᪂つ⎔ቃ䜈䛾㐺ᛂ⬟ຊ䛾㐪䛔䜢つᐃ䛩䜛㑇ఏᇶ┙䛾ゎ᫂䛿ᚲ㡲䛷䛒䜛䚹 
㻌 ᫖ᖺᗘ䛾◊✲ຓᡂ䛾䜒䛸䚸ྠᡤ䛻⏕ᜥ䛩䜛᪥ᮏᾏᆺ䛸ኴᖹὒᆺ䛾䜲䝖䝶䠄䝖䝀䜴䜸⛉䛾㨶䠅䛜

␗䛺䜛㣗ᛶ䜢䜒䛳䛶䛔䜛䛣䛸䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹≉䛻⯆࿡῝䛔䛾䛿䚸ኴᖹὒᆺ䜲䝖䝶䛿ῐỈ⏕

ែ⣔䛾㣵䜢䚸᪥ᮏᾏᆺ䜲䝖䝶䛿ᾏ⏘䝥䝷䞁䜽䝖䞁䜢୰ᚰ䛻㣵䛸䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛷䛒䜛䚹ኴᖹὒᆺ䜲䝖

䝶䛿䚸ịἙᮇ௨㝆䛻ῐỈ㐍ฟ䜢ᯝ䛯䛧㐺ᛂᨺᩓ䜢㐙䛢䛯䛣䛸䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛶䛔䜛䚹䜎䛯䚸ᮏ

᮶䛷䛿䛺䛔⏕ᜥᆅ䛻㐍ฟ䛧䛯እ᮶䜲䝖䝶䛿඲䛶ኴᖹὒ⏤᮶䛷䛒䜛䚹䜎䛯䚸᪥ᮏ⏘䝖䝀䜴䜸䛾䝀

䝜䝮᝟ሗ䠄ู䛾䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻䛶䚸ᡃ䚻䛾䜾䝹䞊䝥䛜ḟୡ௦䝅䞊䜽䜶䞁䝃䞊䜢⏝䛔䛶ゎㄞ䛧䛯䠅

䜢ゎᯒ䛧䛯⤖ᯝ䚸୙㣬࿴⬡⫫㓟䛾ྜᡂ㓝⣲䛾㑇ఏᏊ䛻 copy number variation䜢ぢ䛔䛰䛧䛯䚹
䛭䛣䛷䚸᪂ᖺᗘ䛻䛿䚸㣵ᡂศ䛾௦ㅰᶵ⬟䛾㐺ᛂ㐍໬䛾㑇ఏᇶ┙䛾ゎ᫂䜢┠ᣦ䛩䚹 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
᫖ᖺᗘ䛾◊✲ຓᡂ䜢ᚓ䛶䚸ྠᡤ䛻⏕ᜥ䛩䜛᪥ᮏᾏᆺ䛸ኴᖹὒᆺ䛾䜲䝖䝶䛜␗䛺䜛㣗ᛶ䜢䜒䛳

䛶䛔䜛䛣䛸䜢᫂䜙䛛䛻䛷䛝䛯䠄ᅗ 㻝䠅䚹≉䛻⯆࿡῝䛔䛾䛿䚸ኴᖹὒᆺ䜲䝖䝶䛿ῐỈ⏕ែ⣔䛾㣵䜢䚸

᪥ᮏᾏᆺ䜲䝖䝶䛿ᾏ⏘䝥䝷䞁䜽䝖䞁䜢୰ᚰ䛻㣵䛸䛧䛶䛔䜛䛣䛸䛷䛒䜛䚹䛣䜜䛿䚸௒ᖺᗘ䛾ィ⏬䠄ୖ

ཧ↷䠅䛾ᇶ┙䛸䛺䜛ᡂᯝ䛷䛒䜛䚹 

 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ

ᅗ 1 ྠᡤࡿࡅ࠾࡟᪥ᮏᾏ

ᆺ࡜ࣚࢺ࢖ኴᖹὒᆺࢺ࢖

᪥ᮏᾏᆺࠋศ໬ࡢ㣗ᛶࡢࣚ

ࣥࣛࣉࡢᾏ⏤᮶ࡣࣚࢺ࢖

ࣚࢺ࢖ኴᖹὒᆺࠊࢆࣥࢺࢡ

ࣥ࣋ࡸ⹸᪻ࡢῐỈ⏤᮶ࡣ

ࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ㣗ࢆࢫࢺ

ῐỈࡀࣚࢺ࢖ኴᖹὒᆺࠊࡣ

ῐỈ㐍ฟࠊࡾ࠶ࡀぶ࿴ᛶ࡟

若手（18）　食物連鎖のメタゲノム解析：食性適応の遺伝基盤解明にむけて
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ᮏ◊✲࡛᳜ࡣ≀㸫ᚤ⏕≀┦஫స⏝࡛ࡿ࠶᰿⢏ඹ⏕ࠊ⳦᰿ඹ⏕᫬࡟ㄏᑟࡿࢀࡉᐟ୺⣽⬊ෆ

ቑῶ㸹Ca࡞࿘ᮇⓗࡢᗘ⃰ࣥ࢜࢖㸦Ca㸧࣒࢘ࢩࣝ࢝ࡢ࡛ ࡢࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆゎᯒࡢࢢࣥ࢟࢖ࣃࢫ

ゎᯒࡿ࠸⏝࡟᪂ࡢ࣮ࣝࢶ࡞ࡓ㛤Ⓨ࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺࡸゎᯒึࡿࡼ࡟ᮇࡢඹ⏕ࣝࢼࢢࢩ

ఏ㐩⤒㊰ࡿ࡞࡜࣮࣮࣐࢝ࡢ㑇ఏᏊࡢ᥈⣴ࠊ࠸⾜ࢆඹ⏕ࡢ࡚ࡋ࡜ࣝࢼࢢࢩ⣽⬊ෆ Ca ኚࣥ࢜࢖

Caࠋࡓࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿ▱ࢆ㛵┦ࡢ⌧㑇ఏᏊⓎࡿࡼ࡟⟆ᛂࡢࡑ࡜ື ᭷ຠ࡟ゎᯒࢢࣥ࢟࢖ࣃࢫ

Caࠊ࡚ࡋ࡜㛤Ⓨࡢ࣮ࣝࢶ࡞ ឤཷᛶࡿ࡞␗ࡢᣦ♧ࢡࣃࣥࢱ㉁Ⓨ⌧⣔ࡢᵓ⠏ࠊேᕤⓗ࡞ Ca ࢖

࢜ࣥὶධࡢㄏ㉳ἲࡢⓎぢ࡜฼⏝ࠊ᰿࡟㝈ᐃࡓࡋ㑇ఏᏊᑟධᢏ⾡ࡿࡼ࡟㎿㏿࡞ Ca ࣥࢪ࣮࣓࢖

ࣛࢺࡿࡼ࡟࣮ࢧࣥࢣ࣮ࢩḟୡ௦࡚ࡋ࡜᥈⣴ࡢ㑇ఏᏊ࣮࣮࣐࢝ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆ❧☜ࡢἲࢢ

␗ඹ⏕ኚࠊࡋ᏶஢ࡣ࠿ࡘࡃ࠸ࡢ㛤Ⓨ࣮ࣝࢶࡢࡽࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆゎᯒ࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥ

యࡢゎᯒ࡟࡝࡞ᙺ❧࡚ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ 
 

 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
᪂࡞ࡓ Ca Caࠊ࡚ࡋ࡜ᡭἲࢢࣥࢪ࣮࣓࢖ ࡿ࡞␗ࡢឤཷᛶࡿࡍᑐ࡟ᗘ⃰ࣥ࢜࢖ Ca ࣥ࢜࢖

ᣦ♧⺯ගࢡࣃࣥࢱ㉁ Yellow cameleon (YC) nano 15, 30, 50 ࡧࡼ࠾ YC360 ࢱࢡ࣋⏝≀᳜ࢆ

ࡣ࡟㑇ఏᏊᑟධࡢ࡬య≀᳜ࡣ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡛ࡇࡇࠋࡓࡗ⾜ࢆᑟධࡢ࡬య≀᳜ࠊࡋᨵኚ࡬࣮ 1
ᖺ௨ୖ୍ࠊࡀࡓ࠸࡚ࡗ࠿࠿㐣ⓗ࡞ᙧ㉁㌿᥮ἲ࡛ࡿ࠶ẟ≧᰿ᙧ㉁㌿᥮ᩘࠊࡾࡼ࡟㐌㛫࡛ゎᯒ

࡞㏿㎿ࠊࡋᡂຌ࡟࡜ࡿࡍᚓྲྀࢆಶయ࡞⬟ྍ Ca ࣂࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࡜⬟ྍࡀゎᯒࡢ⟆ᛂࣥ࢜࢖

ࡃࡼឤᗘࡾࡼࠊࡏࡉపῶࢆග⺯ࡢࢻࣥ࢘ࣛࢢࢡࢵ Ca ᰾ᒁᅾࠊࡵࡓࡿࡍฟ᳨ࢆࢢࣥ࢟࢖ࣃࢫ

ࡓࡏࡉྜ⼥ࢆ(NLS)ࣝࢼࢢࢩ YC260-NLS, YC360-NLS ◊ᙜࠊ࡚࠸⏝ࢆࡽࢀࡇࠋࡓࡋᵓ⠏ࢆ

✲ᐊ࡛ྠᐃࡢ✀ᩘࡓࢀࡉඹ⏕ኚ␗య࡚ࡋ࠸ࡓ࡟ Ca ࡲࠋࡓࡗ⾜ࢆゎᯒࡢ⬟⟆ᛂࢢࣥ࢟࢖ࣃࢫ

ࡿࡍᏑᅾ࡟≀᳜ࠊࡓ Blue light response Ca ion channel Caࠊࡋ⏝฼ࢆ⏝సࡢ ὶࡢࣥ࢜࢖

ධࢆேᕤⓗ࡟ㄏᑟࡿࡍᢏ⾡ࠊ࡚ࡋ࡜㟷Ⰽගࢆ↷ᑕ୍࡛࡜ࡇࡿࡍ㐣ⓗ࡞ Ca ᪼ୖࡢᗘ⃰ࣥ࢜࢖

࡞ேᕤⓗࡢࡇࠋࡓࡋᡂຌ࡟࡜ࡇࡿࡍㄏᑟࢆ Ca ࡿࡍᑐ࡟ᛂ⟅཯ᛂࡢయ≀᳜ࡿࡼ࡟ὶධࣥ࢜࢖

ゎᯒ࡟஌ࡾฟࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
௒ᚋࡣ᪂࣒࣮ࢺࣉࣜࢡࢫࣥࣛࢺ࡜࣮ࣝࢶ࡞ࡓゎᯒ࡚ࡗࡼ࡟ᚓࡿࢀࡽඹ⏕ᛂ⟅㑇ఏᏊࢆ⏝

ᡂࡢࡽࢀࡇࠊࡵ㐍ࢆゎᯒࡢ࡚࠸ࡘ࡟㛵┦ࡢ࡜⟆㑇ఏᏊⓎ⌧ᛂࡿࡍᑐ࡟ࣝࢼࢢࢩ⏕ඹࠊ࡚࠸

ᯝࡓࡵ࡜ࡲࢆㄽᩥᢞ✏ࢆᖹᡂ 24 ᖺᗘෆ࠺⾜࡟ணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
 
 ࡋ࡞

若手（19）　共生応答におけるカルシウムイオン動態のイメージング解析
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ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � � ⏕ࡿࡼ࡟άᛶ໬ࡢ⬊⣽࢔ࣜࢢෆ⬻ࡓ࠸⏝ࢆ⾡ගᢏ࣮ࢨ࣮ࣞ 

⌮ᶵ⬟ࡢゎ᫂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᷓᒣṊྐ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
� 㸯࠿ࡎࢃࡣ⬊⣽⤒⚄ࠊࡕ࠺ࡢ⬊⣽⬻ࠊࡀࡿ࠶ჾᐁ࡛࡞㔜せࡿྖࢆ⢭⚄άືࡢே㛫ࠊࡣ⬻

๭ࢆ༨࡟ࡿࡵ㐣ࠋ࠸࡞ࡂṧࡢࡾ㸷๭࢔ࣜࢢࡣ⣽⬊࡛࢔ࣜࢢࡢࡇࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠶⣽⬊ࡢヲ⣽

࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜࠸࡞ࡂ㐣࡟ࡿ࠸࡚ࡋࡓᯝࢆຓⓗᙺ๭⿵ࡢ⬊⣽⤒⚄ࠊࡎࡽ࠿ࢃ㛫࠸㛗ࡣ⬟ᶵ࡞

ࡋ᪂ࡃ඲ࡿࡍไᚚࢆάືࡢ⬊⣽⤒⚄࡚࠸⏝ࢆங㓟ࡀ⬊⣽࢔ࣜࢢࠊ㏆᭱ࠊࡣࡽ⪅ㄳ⏦ࠋࡓࡁ

ࣜࢢࡢࡇ࡟ேⅭⓗࠊ࡚ࡗࡼ࡟ගไᚚࠊ࡚࠸ᇶ࡙࡟ぢ▱ࡢࡇࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡋぢฟࢆࡳ⤌௙࠸

�㣧Ỉࠊ࡜⨨ෆග่⃭⿦⬻ࡓ࠸⏝ࢆග࣮ࢨ࣮ࣞࠊࡓࡲࠋࡓࡋ㛤Ⓨࢆ⾡ᢏࡿࡍไᚚࢆ⬟ᶵࡢ࢔

ሷศᦤྲྀ⾜ື ᐃ⿦⨨ࢆ᏶ᡂࠋࡓࡏࡉᮏ◊✲࡛ࡢࡇࠊࡣ㸰ࡢࡘගไᚚᢏ⾡ࠊࡏࢃྜࡳ⤌ࢆ

࠾࡟ไᚚࡢ⬟ᶵ⌮⏕ࡸື⾜ࡢங㢮့ࠎᡃࠊࡋไᚚ࡟ேⅭⓗࢆ⬊⣽࢔ࣜࢢࡢಶయ≀ືࡓࡁ⏕

�ࠋࡓࡋᣦ┠ࢆᙺ๭ゎ᫂ࡢ⬊⣽࢔ࣜࢢࡿࡅ

 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
� ගάᛶ໬ᆺࣝࢿࣕࢳ�&K5��࡟⺯ගࢡࣃࣥࢱ㉁ (*)3 ࡜ 1D[ࡢ & ᮎ➃㡿ᇦࢱྜ⼥ࡔ࠸࡞ࡘࢆ

㉁ࢡࣃࣥ &K5��(*)3�1D[& ࡢࡇࠊ࡟ḟࠋࡓࡋసᡂࢆࢫࣝ࢕࢘ࣀࢹ࢔ࡿࡏࡉ⌧Ⓨ࡟⬊ឤᰁ⣽ࢆ

࡚࠸⏝ࢆ⨨ᐃ఩ᅛᐃ⿦⬻ࢆࢫࣝ࢕࢘ࣀࢹ࢔ 1D[ࡢࢫ࣐࢘ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀ⬻ᘪୗჾᐁ࡟ᚤ㔞ὀ

ධࠋࡓࡋ㸱᪥ᚋࡢ⬻࡟ษ∦ࢆసᡂ࡚ࡋほᐹࠊࢁࡇ࡜ࡓࡋ⬻ᘪୗჾᐁ࢔ࣜࢢࡢ⣽⬊࡟ (*)3 ࡢ

⺯ගࡀほᐹࠊࢀࡉ┠ⓗࢡࣃࣥࢱྜ⼥ࡢ㉁ࡀⓎ⌧ࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ☜ㄆࣝ࢕࢘ࣀࢹ࢔ࠋࡓࢀࡉ

ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆ㟁Ẽ⏕⌮Ꮫⓗゎᯒࠊࡋసᡂࢆࢫ࢖ࣛࢫᛴᛶࡽ࠿⬻ࡢࢫ࣐࢘ࡓࡋὀධࢆࢫ

ග่⃭࢔ࣜࢢ࡚ࡗࡼ࡟⣽⬊ࡀάᛶ໬ࡀ࡜ࡇࡿࡍ☜ㄆࠋࡓࢀࡉ�

� ഛࢆ࣒ࢸࢫࢩ᤼Ẽί໬ࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆᐇ㦂ື⾜࡚࠸⏝ࢆࢫ࣐࢘ࡓࡋឤᰁ࡟ࢫࣝ࢕࢘ࣀࢹ࢔

ࡓ࠼ 3�$ ᐇ㦂ᐊ⎔ቃୗ࣮ࢨ࣮ࣞ࡟ග่⃭࡜࣒ࢸࢫࢩ㣧Ỉ⾜ື ᐃ⿦⨨ࢆᵓ⠏ࠋࡓࡋ⌧ᅾࠊ

⮬⏤⾜ື୰ࡢࢫ࣐࢘ࡢ㣧Ỉཬࡧሷศᦤྲྀ⾜ືࢆ ᐃ࡚࠸⏝ࢆ࣮ࢨ࣮ࣞࠊࡽࡀ࡞ࡋ⬻ෆᒁᡤ

㡿ᇦࢆග่⃭ࡢࡑࠊࡋ㡿ᇦ࢔ࣜࢢࡢ⣽⬊ࡢάᛶ໬ࡢࢫ࣐࢘ࡀ㣧Ỉࡸሷศᦤྲྀ⾜ື࡟ཬࡍࡰ

ᙳ㡪ࢆㄪࡿ࡭ᐇ㦂ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ�

 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
� ◊✲ᡂᯝ࡚࠸ࡘ࡟ᢞ✏‽ഛ୰ࠋ 

若手（20）　レーザー光技術を用いた脳内グリア細胞の活性化による生理機能の解明
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�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ኴ㝧⣔እᝨᫍࡽ࠿ DVWURELRORJ\  ࡬
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⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ┾ᒣ� ⪽ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

 
� ᮏ◊✲ࠊࡣኴ㝧⣔እᝨᫍᩘࢆከ᳨ࡃฟࠊࡋᝨᫍࡢከᵝᛶࢆ᥈ࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿᆅ⌫ࢆ

ࠊ᫂ࢆ࠿ࡢ࡞Ꮡᅾ࡞Ṧ≉ࡣࡃࡋࡶ࠿ᬑ㐢ⓗࡀኴ㝧⣔ࡴྵ ࡜ⓗ┠ࡢ୍➨ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ

ࢆほⅬ㸧ࡢ※࿨㉳⏕࡟≉࿨⛉Ꮫ㸦⏕࡟ᡂᯝ✲◊ࡢኳᩥᏛࠊࡣ࡟ᑗ᮶ⓗ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿ࠼୚ࢆไ㝈࡚ࡋᑐ࡟௳ቃ᮲⎔࡞⬟Ꮡᅾྍࡀ࿨⏕ࠊࡏࡉྜ⼥
� ⏕ᝨᫍ⛉Ꮫ࣭ࠊࡾ࠶࡛⬟ᐇ⌧୙ྍࡣ࡛ࡅࡔ⪅✲◊ࡢኳᩥᏛࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢᶆ㐩ᡂ┠ࡢࡇ

࿨⛉Ꮫ➼ࡀ⪅✲◊ࡢ༠ຊࡀ࡜ࡇ࠺⾜࡚ࡋ㔜せ࡛ึࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿ࠶ᖺᗘࡢ 2011 ᖺᗘࡣほ

ࡀ࡞࠸⾜ࢆ᝟ሗ஺᥮࡜⪅✲◊ࡢ࿨⛉Ꮫ⣔⏕ࡸ⪅✲◊ࡢᏛ⣔⛉⌮≀ࠊ࡟᫬ྠ࡜ࡿࡵ㐍ࢆ 

 ࠋࡓࡵጞࢆඹྠ◊✲యไᵓ⠏ࡽ
� ศ㔝ࡢኳᩥᏛ࠸ࡋ⃭ࡶ᭱ࡀᅜ㝿➇தࠊࡣ ほ࠺≻ࢆᝨ᳨ᫍฟࠊ࡞࠺ࡼࡢ✲◊ᮏࠊࡓࡲ

࡚ࡋᢕᥱࢆᡂྰ㸧ࡸ㇟ほ ᭱᪂ືྥ㸦ほ ᑐࡢࣉ࣮ࣝࢢ✲◊ࡢእᅜ࡟ᖖࠊࡾ࠶࡛ࡘ୍ࡢ

࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠾ 2011 ᖺᗘࡣᅜෆእ࡛ࡢᏛ఍ࡸ◊✲఍࡟ฟᖍࠊࡋ◊✲Ⓨ⾲

 ࠋࡓࡗ⾜࡟ᴟⓗ✚ࢆ᝟ሗ཰㞟ࡸ
� 㻞㻜㻝㻞 ᖺᗘ䛾ィ⏬䛸䛧䛶䚸㻞㻜㻝㻝 ᖺ䛻ほ 䛧䛯ኳయ䛾కᫍೃ⿵ኳయ䠄ୗグ䠅䜢෌ほ 䛧䚸ᅛ᭷

㐠ື䛾☜ㄆ䜢⾜䛖䛸ඹ䛻᪂䛯䛺ほ ኳయ䝃䞁䝥䝹䜢ቑ䜔䛩ணᐃ䛷䛒䜛䚹ྠ᫬䛻䚸ୖ㏙ࡓࡋඹ

ྠ◊✲యไᵓ⠏᭱࡜᪂ືྥᢕᥱࡶ⥅⥆Ⓨᒎࡿࡏࡉணᐃ࡛ࠋࡿ࠶ 
 
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

 
௒ᖺᗘ䛾ほ 䛷䚸㏆ഐᫍᙧᡂ㡿ᇦ䛻఩⨨䛩䜛ኳయ䛾୍䛴䛻కᫍೃ⿵ኳయ䜢᳨ฟ䛧䛯䚹䠄ᮏ

◊✲ᡂᯝ䛿ㄽᩥᮍⓎ⾲䛾䛯䜑䚸ኳయྡ䛿グ㏙ฟ᮶䛺䛔䠅㻌

㻌 ᮏኳయ䛻ᑐ䛧䛶䛾ほ 䛿䚸㻼㻰㻵㻔㻼㼛㼘㼍㼞㼕㼦㼍㼠㼕㼛㼚㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘㻌㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼓㻕㻗㻭㻰㻵㻔㻭㼚㼓㼡㼘㼍㼞㻌㻰㼕㼒㼒㼑㼞㼑㼚㼠㼕㼍㼘㻌

㻵㼙㼍㼓㼕㼚㼓㻕䝰䞊䝗䛷⾜䛔䚸㻝㻣 䝕䞊䝍䝉䝑䝖䜢ྲྀᚓ䛧䛯䚹ྛ䝕䞊䝍䝉䝑䝖䛿䚸䠐䛴䛾䝣䝺䞊䝮䛛䜙ᵓᡂ

䛥䜜䛶䛔䜛䚹ྛ䝣䝺䞊䝮䛾✚ศ᫬㛫䛿 㻟㻜 ⛊䛷䚸඲䝣䝺䞊䝮䜢ྜ䜟䛫䛯⥲✚ศ᫬㛫䛿 㻟㻠ศ䛾

䝕䞊䝍䜢ྲྀᚓ䛧䛯䚹ほ 䛷䛿䚸୺ᫍ䛛䜙䛾ග䜢㐽䜛䝁䝻䝘䜾䝷䝣䝬䝇䜽䛿┤ᚄ㻜㻚㻟 ⛊ゅ䛾䜒䛾䜢

⏝䛔䛯䚹ほ ᚋ䚸㻺㻭㻿㻭㛤Ⓨ䛾ኳᩥ⏬ീゎᯒ䝋䝣䝖䜴䜵䜰 㻵㻾㻭㻲ཬ䜃 㻵㻰㻸䛷⏬ീ䝕䞊䝍ゎᯒ䜢

⾜䛳䛯䚹䛭䛾⤖ᯝ䚸୰ᚰᫍ䛛䜙ᮾ㻔㻼㼛㼟㼕㼠㼕㼛㼚㻌㻭㼚㼓㼘㼑㻩㻤㻟㼇㼐㼑㼓㼉㻕㻌㻟㻢㻜ኳᩥ༢఩䛾఩⨨䛻ᝨᫍೃ⿵ኳ

య䜢☜ㄆ䛧䛯䚹㻌
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�ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌ 

� ᮾ༡ᴟෆ㝣㒊ࢿ࣮ࢲ࣭࣮ࣥࣟࣝࢭࡢᒣᆅࡢ㟢ᒾᇦࡿࡅ࠾࡟ịἙᆅᙧᆅ㉁Ꮫㄪᰝ㸪ᒾ▼ヨᩱࢆ

ࣝࢹ࣮ࣔࢩࢱࢫࢯ࢖࢔ࣟࢻ࢖ࣁ࢜ࢩࣛࢢࡧࡼ࠾㛤Ⓨ࣭ ᐃ㸪ࡢ㠃㟢ฟᖺ௦ ᐃᡭἲ⾲ࡓ࠸⏝

㸦GIA ࡿࡅ࠾࡟㸪➨ᅄ⣖ࡁᇶ࡙࡟㸧ࣝࢹࣔ Dronning Maud Land ᆅᇦࡢᮾ༡ᴟịᗋ㧗ᗘኚື

࡟ᐮ෭໬ࡢᆅ⌫඲యࡀపୗࡢịᗋ㧗ᗘ࡞኱つᶍࡿࡅ࠾࡟㸪➨ᅄ⣖࡚ࡋࡑ㸬ࡓࡋ᚟ඖ࡟ᐃ㔞ⓗࢆ

క࠺ᾏὒᚠ⎔࣭Ỉศ㍺㏦ࡢ࣒ࢸࢫࢩ෌⦅ᡂ࡟⏤᮶࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ㸪᭱ࡓࡲ⤊ịᮇ௨㝆ࡢᙜ

ᆅᇦࡢ⼥ゎ㔞ࡀᚑ᮶ࡢண ࡾࡼᑠࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇ࠸ࡉ㸬 

 

�ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ 

� ⾲㠃㟢ฟᖺ௦ ᐃ࡜ GIA ࢹࣔ

ࣝィ⟬࡟ᇶ࡙ࡃ㸪ࢲ࣭࣮ࣥࣟࣝࢭ

ࢆịᗋ㧗ᗘኚືࡿࡅ࠾࡟ᒣᆅࢿ࣮

ྑᅗࡍ♧࡟㸬ࡢࡇ⤖ᯝࡽ࠿㸪ᙜᆅ

ᇦ࡛ࡣ㸪➨ᅄ⣖๓༙࡚࠸࠾࡟⣙

500 m௨ୖࡢ኱つᶍ࡞ịᗋ㧗ᗘప

ୗࡀ㉳ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡓࡁ㸬

ࡘ࡟పୗࡢịᗋ㧗ᗘࡢࡇ㸪࡚ࡋࡑ

࡟ᐮ෭໬࡞඲⌫ⓗࡢ㸪➨ᅄ⣖࡚࠸

క࠺ᾏὒᚠ⎔࣭Ỉศ㍺㏦ࡢ࣒ࢸࢫࢩ෌⦅ᡂ㸪≉

࡜㐽᩿ࡢᾏὶࢫࣛ࢞࢔ࡿࡅ࠾࡟Ἀ࢝ࣜࣇ࢔༡࡟

 ᬮỈሢࡢ໭ୖࡿࡼ࡟ᮾ༡ᴟࡢ࡬Ỉศ౪⤥㔞ప

ୗࢆཎᅉࢆࣝࢹࣔࡿࡍ࡜ᥦၐࡓࡋ㸦ྑୗᅗ㸧㸬 

� ᑠつ࡟㠀ᖖࡣịᗋ⼥ゎࡢ㸪᭱⤊ịᮇ௨㝆ࡓࡲ

ᶍ࡛ࡾ࠶㸪ᙜᆅᇦࡢᮾ༡ᴟịᗋࡣ Meltwater 

Pulse 1A ࡣ࡟ࢺࣥ࣋࢖ᾏ㠃ୖ᪼࡞ᛴ⃭ࡢ࡝࡞

ᐤ୚ࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇ࠸࡞࠸࡚ࡋ㸬  

 

�ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧

ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧 

⌧ᅾᰝㄞᚋಟṇ୰ 

Suganuma Y., et al., East Antarctic deglaciation and the link to global cooling during the 

Quaternary: Evidence from glacial geomorphology and 10Be surface exposure dating of the 

Sør Rondane Mountains, Dronning Maud Land, Quaternary Science Reviews. 
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�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � � ࡿࡅ࠾࡟࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ  miRNA 㑇ఏᏊ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢඹ

㐍໬᳨ࡢド 

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟղࠕⱝᡭ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗࠖ 

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㔝⃝� ᫀᩥ 

 

 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

� ᖹᡂ 25 ᖺᗘࡎࡲࠊࡣᖹᡂ 24 ᖺᗘ࡟ᘬࠊࡁ⥆ࡁmiRNA ࡢ㔝⏕ᆺಶయ࡜ᙉไⓎ⌧ಶయࡢ

RNA-seq D. melanogasterࠊ࠸⾜ࢆ ࡟ᗂ⹸ࡣ᫖ᖺᗘࠋࡓࡵ㐍ࢆᐃྠࡢᶆⓗ㑇ఏᏊࡿࡅ࠾࡟

ࡗ⾜ࢆᐃྠࡢᶆⓗ㑇ఏᏊࡿࡅ࠾࡟ᡂ⹸࡜⻈ࡣᮏᖺᗘࠊࡀࡓࡗ⾜ࢆᐃྠࡢᶆⓗ㑇ఏᏊࡿࡅ࠾

3ࠊࡾࡼ࡟ࢀࡇࠋࡓ ࡿࡅ࠾࡟Ⓨ⏕ẁ㝵ࡢࡘ 3 ࡢࡘ miRNA㸦miR277, miR954, miR982㸧ࡢ

ᶆⓗ㑇ఏᏊࡰ࡯ࢆ⥙⨶ⓗྠ࡟ᐃ࡛ࠋࡓࡁḟࡽࢀࡇࠊ࡟ᶆⓗ㑇ఏᏊࡀ D. simulans ࡚࠸࠾࡟

ࡢඹ㐍໬ࡢศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝࠊࡓࡲࠋࡓࡋ ண࡟᝟ሗᏛⓗ≀⏕ࢆ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠶ᶆⓗ㑇ఏᏊ࡛ࡶ

᭷↓ࢆㄪ୍ࠋࡓ࡭᪉ࠊD. melanogaster ࡢ miRNA ࢆ D. simulans ࡢ miRNA ࠊ࠼᥮ࡁ⨨࡟

㐺ᛂᗘࡢ㐪ࢆ࠸ㄪࡿ࡭ᐇ㦂࡟㛵ࠊࡣ࡚ࡋኚ␗యࡢసᡂࠊࡎ࠿⾜ࡃࡲ࠺ࡀᐇ⾜࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

2ࠊᅾ⌧ࠋࡓࡗ࠿࡞ࡁ ᖺ㛫ࡢ◊✲࡛ᚓࡓࢀࡽ⤖ᯝࡓࡵ࡜ࡲࢆㄽᩥࢆᇳ➹୰࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

miRNA D. melanogasterࠊࡾࡼ࡟ᐇ㦂ࡓ࠸⏝ࢆᙉไⓎ⌧ಶయࡢ ࡚࠸࠾࡟ miR277 ࡛ 187

ಶࠊmiR954 ࡛ 29 ಶࠊmiR982 ࡛ 47 ಶྜࠊィ 263 ಶࡢᶆⓗ㑇ఏᏊྠࢆᐃࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡋ

ᶆⓗ㑇ఏᏊࡀ D. simulans D. simulansࠊࢁࡇ࡜ࡓ࡭ㄪࢆ࠿ࡿ࠶ᶆⓗ㑇ఏᏊ࡛ࡶ࡛ ᶆⓗࡶ࡛

㑇ఏᏊุ࡛࡜ࡿ࠶ᐃ࠿ࡎࢃࡣࡢࡓࢀࡉ 124 㑇ఏᏊ㸦47%㸧࡟㐣ࡽࢀࡇࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠿࡞ࡂ

124 㑇ఏᏊࡢࡇࠊ࡚࠸ࡘ࡟୧✀࡛ᶆⓗᗙ఩ࡀಖᏑ࠿ࡿ࠸࡚ࢀࡉㄪࠊࢁࡇ࡜ࡓ࡭㏆⦕✀࡛ࡿ࠶

⣙ࡣ๭ྜࡢࡑࠊࡎࡽࢃ࠿࠿ࡶ࡟ ᶆⓗᗙ఩ࡓࢀࡉಖᏑࠊ࡟ࡽࡉࠋࡓࡗࡲ࡝࡜࡟76% 139 ಶࢆ

ヲ⣽࡟ㄪࠊࢁࡇ࡜ࡓ࡭ศᏊ࡛ࣞ࣋ࣝඹ㐍໬ࡢ⑞㊧ࡀぢ࠿ࡎࢃࡣࡢࡶࡓࡗ࠿ࡘ 2 ಶ࡛ࠋࡓࡗ࠶

௨ୖࡢ⤖ᯝࠊࡽ࠿miRNA 㑇ఏᏊ࡜ᶆⓗ㑇ఏᏊࡢඹ㐍໬ࡢ⛬ᗘࡣప࡜࠸⤖ㄽࠊࡣࢀࡇࠋࡓࡋ

miRNA ࡀ㛵ಀࡢᶆⓗ㑇ఏᏊ࡜ 1 ᑐ 1 ࡿࡂࡍᙉࡀᗘ⛬ࡢඹ㐍໬ࠊࡵࡓࡿ࠶ከᑐከ࡛ࡃ࡞ࡣ࡛

 ࠋࡿࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࠶࡛ࡵࡓ࠺ࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ࡃ඲ࡀవᆅࡢ㐍໬࡜

� ࠸ྂࡢ※㉳ࠊࡣ࡛ࡲࢀࡇࠊࡓࡲ miRNA 㝖ཤ࡛ࢆᶆⓗ㑇ఏᏊ࡞᭷ᐖ࡚ࡗࡼ࡟㑅ᢥ↛⮬࡝࡯

ᇶ࡟ᐇ㦂ⓗᡭἲࠊࡀࡓ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜ࡿ࡞ࡃ࡞ᑡࡀᩘࡢᶆⓗ㑇ఏᏊ࡚ࡋ࡜ᯝ⤖ࠊ࡛ࡢࡿࡁ

࠸ྂࡢ※㉳ࠊࡾࡼ࡟✲◊ᮏࡓ࠸࡙ miRNA㸦miR277㸧ࡢ᪉ࡀ㉳※ࡢ᪂࠸ࡋ miRNA㸦miR954㸧

ࡾࡼࠊࡽ࠿ᯝ⤖ࡓࢀࡽᚓ࡚ࡗࡼ࡟✲◊ᮏࠋࡓࡗ࠿ศࡀ࡜ࡇࡘᣢࢆᶆⓗ㑇ఏᏊࡢࡃከࡶࡾࡼ

ጇᙜ࡞ miRNA-ᶆⓗ㑇ఏᏊ࣌ࡢ࢔㐍໬ࣔࢆࣝࢹᵓ⠏ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

 

 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ

NNozawa M*, Fujimi M, Iwamoto C, Fukuda N, Ikeo K, and Gojobori T. A new model for 

evolution of miRNA-target pairs in Drosophila species. In preparation. 
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䝦䝟䝷䞁◲㓟ᚤᑠᵓ㐀䠄㻴㻿㻺㻿䠅䛾ศᏊⓗᛶ≧䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛯䜑䚸ᙜึィ⏬㏻ࣜࣇ࢔ࠊࡾ

ࡿ࠶ಟ㣭㓝⣲࡛ࡢ㓟㙐◲ࣥࣛࣃ࡚࣊࠸࠾࡟⬇࢚࣓ࣝ࢞ࢶ࢝

N-deacetylase/N-sulfotransferase (NDST)ࡢ㐣๫Ⓨ⌧࢛ࣜࣇࣝࣔࢫࣥࢭࢳࣥ࢔ࡧࡼ࠾ࠊ

 ࠋࡓࡗ⾜ࢆⓎ⌧㜼ᐖᐇ㦂ࡿࡼ࡟㸦MO㸧ࢦࣜ࢜ࣀ

NDST1ࠊᯝ⤖ࡢࡇ ࡓࡁ࡚ࡋᐃྠ࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡾࡼ࡟⌧㐣๫Ⓨࡢ N-sulfo HSNS ቑຍࡣ

 N-sulfo࡟㏫ࡣ࡜⌧㐣๫Ⓨࡣ࡛⬊MOὀධ⣽ࡓࡲࠋࡓࡋῶᑡࡣN-acetyl HSNSࠊ᪉୍ࡿࡍ

HSNS N-acetyl HSNSࠊ᪉୍ࡿࡍῶᑡࡣ NDST1ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡓࡋቑຍࡣ ෆᅾᛶࡣ

ࡢ N-sulfo HSNS ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ࠶ᚲせ࡛࡟ᙧᡂࡢ N-acetyl HSNS ࡀ N-sulfo HSNS ࡜࡬

㌿᥮ྍࡓࢀࡉ⬟ᛶࡀ♧၀ࠋࡿࢀࡉ 

� ᭦࡟ NDST1 ⣽⬊እ✵㛫࡛ࡀ Wnt ⌧㐣๫Ⓨ࡟ࡵࡓࡿࡍウ᳨ࢆᙳ㡪ࡿ࠼୚࡟ࢻࣥ࢞ࣜ

ᐇ㦂ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆNDST1 Ⓨ⌧⣽⬊ࡢ⾲㠃࡟ EGFP-Wnt8 ࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍ✚㞟ࡀ

ࡣ࡜ࡇࡢࡇࠋࡓࡗ࡞࡟ Wnt8 ࡀ N-sulfo HSNS ୍࡜ࢱ࣮ࢹࡢ௨๓࠺࠸࡜ࡍ♧ࢆඹᒁᅾ࡜

࡛ࡲࢀࡇࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ⮴ HSNS ༢ࣝࢺ࣮࣓ࣀࢼࡽ࠿ᖜࡢ⣽⬊㛫㝽ࡣࡉࡁ኱ࡢ

఩࡛࡜࠿࠸࡞ࡣ᥎ ࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ㏻ᖖࡢගᏛ㢧ᚤ㙾ࡢศゎ⬟௨ୗ࡛ྍࡿ࠶⬟ᛶࡀ㧗ࠊࡃ

ᐇ㝿ࡢ኱ࡣࡉࡁ୙࡛࡛᫂ࡇࡑࠋࡓࡗ࠶⏕⌮Ꮫ◊✲ᡤࡢ῝⏣ᩍᤵࡢࡽ༠ຊࢆᚓ࡚ࠊ㉸ゎീ

㢧ᚤ㙾 STED HeLaࠊ࡚࠸⏝ࢆ ⣽⬊࡟ぢࡿࢀࡽ HSNS ⬟㧗ゎീᗘ㸦ศゎࢆ 70 nm ⛬ᗘ㸧

ࡑࡼ࠾ᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡋ᧜ᙳ࡚࡟ N-sulfo HSNSࠊN-acetyl HSNS ࡟ࡶ࡜ 150 nm ⛬ᗘࡢ

┤ᚄ㸦್༙ᖜ㸧࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠶♧၀ࠋࡓࢀࡉ�  

 

 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

NDST ࡢ㓟㙐◲ࣥࣛࣃ࣊ࡣ࡟໬Ꮫⓗ⏕ࡣ N-acetyl glucosamine ࢆ N-sulfo ໬ࡿࡍ㓝⣲

ࡿࢀࡉ၀♧ࡽ࠿✲◊ᮏࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ▱࡚ࡋ࡜ N-acetyl HSNS ࡢ N-sulfo HSNS ㌿ࡢ࡬

᥮ࠊࡣ⏕໬Ꮫⓗ▱ぢࡢࢀࡒࢀࡑࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࡓࡲࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ⮴ྜ࡜ HSNS ගࡀ

Ꮫ㢧ᚤ㙾࡛㆑ูྍ⬟ู࡞ᵓ㐀ࢆᙧᡂ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ᪂࡞ࡓᴫᛕࡀᨭᣢࠋࡿࢀࡉᚑ᮶

N-acetyl HS (GluAGlcNAc)࡜ N-sulfo HS (GluAGlcNS)୍ྠࡣ⢾㙐ୖ࡛ࡀࢀࡒࢀࡑ㐃

ࡋᵓ㐀໬࡟❧⊃ࡀࡽࢀࡑࠊࡢࡢࡶࡿ࠶ࡀぢ▱࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋᙧᡂࢆᵓ㐀ࣥ࢖࣓ࢻࡿࡍ⥆

Wntࠊࡃ࡞࡛ࡲࢀࡇࡣሗ࿌࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ ᴫ࡞ࡓ᪂࡚ࡏే࡜⬟ᶵࡿࡅ࠾࡟ㄪ⠇ࡢࣝࢼࢢࢩ

ᛕࢆᥦ♧ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡿ࠺ࡋ 

 

 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊�ᮏۑ

ヱᙜࠋࡋ࡞ 

若手（27）　ヘパラン硫酸微小構造（HSNS）によるWntシグナルの制御
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若手（28）　分散と社会性の共進化ダイナミクスの解明
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若手（29）　複合的災害を巡る社会構造と言論に関する科学技術社会論的研究 ～格差の構造に注目して
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�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  」ྜⓗ⅏ᐖࢆᕠࡿ♫఍ᵓ㐀࡜ゝㄽ࡟㛵ࡿࡍ⛉Ꮫᢏ⾡♫఍ㄽⓗ

◊✲㹼᱁ᕪࡢᵓ㐀࡟ὀ┠࡚ࡋ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ࠕⱝᡭ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᶆⴥ㝯㤿 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ

ᮏ◊✲ࡣࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 2012 ᖺᗘ࣭2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫࡟Ώࡾᐇ᪋ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉᮏ

ᓥ➨୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ஦ᨾ㸦௨ୗ⚟ࡃ⥆࡜ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ࠊࡣ⪅ㄳ⏦࡚࠸࠾࡟✲◊ 3.11㸧ࡵࢆ

ࢆᐹ⪄࡚࠸ࡘ࡟ពྵࡢࡑࡽ࠿ほⅬࡢᏛᢏ⾡♫఍ㄽ⛉ࠊࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆᵓ㐀ࡢ᱁ᕪ࡞ࠎᵝࡿࡄ

ຍࢆ࡜ࡇࡿ࠼┠ᣦࡢࡑࠋࡓࡋ⤖ᯝࡎࡲࠊ 2012 ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾࡟⿕ᐖࡓࡋ࡟⬟ྍࢆ♫఍ᵓ㐀

࢔࢕ࢹ࣓ࡓࡲࠊ࡜ࡇࡿ࠶ࡀၥ㢟ࡢ㈋ᅔ࣭㧗㱋໬࣭⏘ᴗᵓ㐀᱁ᕪࡿࡅ࠾࡟⅏ᆅᇦ⿕ࠊ࡚ࡋ࡜

࡟᭦ࠋࡓࡋ࡜࠿ࡽ᫂ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ㛵ᚰ᱁ᕪࡿࡅ࠾࡟ୖ 2013 ᖺᗘ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠕࠊࡣ࡟ᆅᇦ㸭

♫఍≉ᛶࢆᣢࡘே࡟࠺ࡼࡢ࡝ࢀࡒࢀࡑࠊࡀࠎ 3.11 ࠊ࡚࠸ࡘ࡟㸽ࠖ࠿ࡢࡿ࠸࡚࠼ᤊࢆၥ㢟ࡢ

 ࠋࡓࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆᐇែࡢࡑࡽ࠿㉁ၥ⣬ㄪᰝ࣮ࢱࢽࣔ࡞኱つᶍࡓࡋ⏝฼ࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖
 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ

2012 ᖺᗘ㹼2013 ᖺᗘࡢ 2 ᖺ㛫ࡓࢀࡉ࡟࠿ࡽ࡚᫂࠸࠾࡟▱ぢ࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ 2 ෉ࡢⴭసࠊ

3 ᮏࡢ㟁Ꮚ፹యグ஦࡚ࡋࡑࠊከࡢࡃᏛ఍Ⓨ⾲୍࣭⯡ㅮ₇࠺࠸࡜ᙧ࡛බ⾲ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉణࠊࡋ

2013 ᖺᗘ࡟࡛ࡲ㐩ᡂࡢࡽࢀࡇࠊࡓࢀࡉᡂᯝ≀ࡣ୺࡚ࡋ࡜ 2012 ᖺᗘࡢ࡛ࡲ⤖ᯝ࡟ᇶ࡙ࡶࡃ

2013ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡓࡋ㉁ၥ⣬ㄪᰝࡽ࠿ᚓࡓࢀࡽ᪂つ▱ぢࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟

⌧ᅾㄽᩥ࡚ࡋ࡜ᢞ✏ࡢࡵࡓࡿࡍ‽ഛࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㸦࡟࡛ࡍᏛ఍Ⓨ⾲ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡣ㸧ࠋ 
� ࠋࡿ࠸࡚ࡋᡂຌ࡟࡜ࡇࡿࡍᚓ⋓ࢆ⪅✲◊ඹྠࠊࡋ⾲ᾏእᏛ఍➼࡛Ⓨࢆᡂᯝࡢࡽࢀࡇࡓࡲ

⌧ᅾࠊ⡿ᅜࣝࢭࢡࣞࢻ኱Ꮫ࣮ࣛࢭࣥࣞࡸᕤ⛉኱Ꮫ࡜ࡽ⪅✲◊ࡢඹࠊ࡟ⱥㄒ᭩⡠ࡢ࡚ࡋ࡜◊

✲Ⓨ⾲ࡓࡅྥ࡟‽ഛࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ 
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ

 ᶆⴥ㝯㤿. (2013)ࠕ」ྜⓗ⅏ᐖࡢࡑࠊ⫼ᬒࡿ࠶࡟♫఍ࠖ, ୰ᮧᚁᶞ㸦⦅㸧ࠗ ࢺࢫ࣏ 3.11
  .ᨻ἞࠘, pp.179-224࡜Ꮫ⛉ࡢ

 ⏣୰ᖿே, ᶆⴥ㝯㤿, ୸ᒣ⣖୍ᮁ. ࠗ⅏ᐖᙅ⪅࡜᝟ሗᙅ⪅㸫3.11 ᚋࠊఱࡀぢ㐣ࡓࢀࡉࡈ

 .ᦶ᭩ᡣ⟄ ,࠘࠿ࡢ
㟁Ꮚ፹యグ஦ 

 Ryuma Shineha & Mikihito Tanaka (2014) “Mind the Gap: 3.11 and the 
Information Vulnerable”, The Asia-Pacific Journal, Vol. 12, Issue 7, No. 4. 

 ᶆⴥ㝯㤿. (2014) ࠕᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ ᨵ࡚ࡵぢࠖࠖࡽ࠿ࢀࡇࠕ࡜࡛ࠖࡲࢀࡇࠕ࠸ࡓࡵࡘ , Ș
-synodos, vol 144. 

 ᶆⴥ㝯㤿. (2013)ࠕᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏ ୍࠺ࡶࠊࡲ࠸ᗘ☜ㄆ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ㸭┠࡜ࡇ࠸ࡓࡅྥࢆ ,ࠖ 
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若手（30）　学習過程における志向性の変遷を可視化する学習支援ツールの開発
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ィ⟬ᶵ䛾㐍ᒎ䛻䜘䜛ᩘ⌮ⓗᡭἲ䛾ศᯒ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟ䐡㻙㻝䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ䛃

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ὸ‮ ᐩஂᏊ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲࡛ᩘࠊࡣ⌮ⓗᡭἲࡢ௦⾲౛ࠊ࡚ࡋ࡜⮬↛⛉Ꮫ㸭ᕤᏛ㸭་Ꮫ࡝࡞ィ⟬ᶵࢆ฼⏝ࡿࡍ

ᖜᗈ࠸◊✲ศ㔝࡛ከ⏝ࡿࢀࡉከḟඖᩘ್✚ศἲ࡟↔Ⅼ್ᩘࡎࡲࠋࡓ࡚࠶ࢆ✚ศἲࠕࢆ㸦࢔㸧

☜⋡ㄽⓗ࡞᪉ἲࠖࠕ࡜㸦࢖㸧Ỵᐃㄽⓗ࡞᪉ἲࠖ࡟ศ㢮࡟ࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋᑐࡃࡼࡋⰋࡃ฼⏝ࡉ

࡚ࡋ࡜ࢻ࣮ࢥศ✚ࡿ࠸࡚ࢀ %$6(6 ࡜ࢪ࣮ࢣࢵࣃ 4XDGSDFN 㑅࡚ࡋ࡜㇟ᑐࡢศᯒࢆࢪ࣮ࢣࢵࣃ

ᢥࠋࡓࡋᛂ⏝౛ࠊࡣ࡚ࡋ࡜⣲⢏Ꮚ≀⌮Ꮫࡿࡅ࠾࡟ᩓ஘᩿㠃✚ࡢ㧗ḟ⿵ṇィ⟬ࡿࢀ⌧࡟ከḟ

ඖᩘ್✚ศ㸦)H\QPDQ ࠶᪉ἲ࡛ࡢ㸧࢔㸦ࡣศ㔝࡛ࡢ⣲⢏Ꮚ≀⌮Ꮫࠋࡓࡋ㑅ᢥࢆศ㸧✚ࣉ࣮ࣝ

ࡾ⧞ࢆศἲ✚ࢫ࢘࢞ࡿ࠶᪉ἲ࡛ࡢ㸧࢖㸦ࠊࡣ࡛✲◊ᮏࠊࡀࡿ࠶୺ὶ࡛ࡀศ✚ࣟࣝ࢝ࢸࣥࣔࡿ

㏉࠺࠸࡜ࡿ࠸⏝ࡋᡭἲ࡜ẚ㍑ࡢࡑࠋࡓࡋ⤖ᯝࠊ㸦࢔㸧ࡢ᪉ἲ࡛ࡣ㸰࣮ࣝࡢ࡛ࡲࣉ㧗ḟ⿵ṇィ

ⓗ್ᩘࠊࡣ᪉ἲ࡛ࡢ㸧࢖㸦ࠊ᪉୍ࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶ࡀሙྜ࠸࡞ࡋ཰᮰ࡃࡲ࠺ࡣࠊࡣ࡛⟭

ຍ㏿ᩘࡢู࠺࠸࡜⌮ⓗ࡞᪉ἲࠊ࡛࡜ࡇࡿࡏࢃ࠶ࡳ⤌࡜㸦࢔㸧࡛ࡣ⤖ᯝࢆᚓࡀ࡜ࡇࡿᅔ㞴࡛࠶

ࡓࡗ )H\QPDQ ࣝ࢝ࢸࣥࣔ‽ࠊࡣ௒ᚋࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿᚓࢆᯝ⤖࠸ィ⟬࡛Ⰻࡢศ✚ࣉ࣮ࣝ

ࣟἲࢆ )H\QPDQ ࠋ࠺⾜ࢆホ౯ࡏࡉ⏝㐺࡟ศ✚ࣉ࣮ࣝ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ᮏᖺᗘ୰್ᩘࠊ࡟✚ศィ⟬ἲᩘࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝࡟⌮ⓗᡭἲࢆẚ㍑࣭ศᯒ࡛ࡲࢀࡇࠊࡋィ

ࣉ㸰㔜࣮ࣝࡢሙྜࡘࡶࢆ㉁㔞ࡀ⢏Ꮚࡢ⥺ෆࠊࡓࡗ࠿࡞࠸࡚ࢀࡉࡀ⟭ Feynman✚ศ࡛≉␗ᛶ

ᡂᯝ࡛ࣝࢼ࣮ࣕࢪᅜ㝿ⓗࠊᅜෆᏛ఍ࠊࣉࢵࣙࢩࢡᅜ㝿࣮࣡ࠋࡓࡋ஢⤊ࢆ⟭ィࡢሙྜࡿ࠶ࡢ

ࠊศ◊✲఍㸦㸰᭶㸯㸷᪥✚ࣉ㧗ḟ࣮ࣝࠊࡣ࡟㸰᭶ࡓࡲࠋ㸦ᢞ✏୰㸧ࡓࡋసᡂࢆㄽᩥࡋ⾲Ⓨࢆ

ࠋ㸯㸮ྡ㸧ࡣ⪅㸦ཧຍࡓࡋ㆟ㄽ࡚࠸ࡘ࡟ゎᯒᛶࡢศ✚ࣉ㧗ḟ࣮ࣝࠊࡋ୺ദࢆᕷ㸧ࡤࡃࡘ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

(1) ࢢࣟࣉ⟭ィື⮬ࡴྵࢆṇ⿵ḟ㧗ࡿࡍᑐ࡟ᛂ཯Ꮚ⢏⣲࣮ࢠࣝࢿ࢚㧗“ࠊྡ㸴௚Ꮚஂᐩὸ‮

࣒ࣛ㸦㸯㸧”ࠊ᪥ᮏ≀⌮Ꮫ఍ 2010ᖺ⛅Ꮨ኱఍ཱྀ࡛㢌Ⓨ⾲ࠋ

(2) E. deDoncker, F.Yuasa et al.” Extrapolation Algorithms for Infrared Divergent
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≉ࢆཎᅉࡢ࢕ࢸࣜࣅࢨప࣮ࣘࠋࡓࡋᐇ⿦࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ⏝ỗࢆࡽࢀࡑࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠿ࡣࢆୖ

ᐃࠊࡋタィୖࡢၥ㢟ୖࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆグࡢ㸦㸯㸧ࠊ㸦㸰㸧ࡢ᝟ሗࢆホ౯⪅࣮࢕ࣇ࡟

 ࠋࡓࡳヨࢆ㛤Ⓨࡢ࣮ࣝࢶ໬ࠖࡿ࠼ぢࠕࠊ࣮ࣝࢶࡿࡍࢡࢵࣂࢻ
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
� 㸦㸯㸧ప࣮ࣘࡢ࢕ࢸࣜࣅࢨ Web ㇟ศᯒᑐࡿࡼ࡟⪅ホ౯ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ฟ᳨ື⮬ࡢࢪ࣮࣌

ࡍ⾲ࢆ㛵ಀࡢ⋠ฟ᳨ࡢࢪ࣮࣌࠸ࡃ࡟࠸౑࡚ࡗ࡜࡟⪅㦂⿕ࠊ࡜ᩘࢪ࣮࣌ࡿ࡞࡜

Mathematical-Line ࡿࡍฟ᳨ࠊࡽࡀ࡞ࡋㄆ☜ࢆ㸪㈝⏝ᑐຠᯝ࠸⏝ࢆ Web ㄪᩚࢆᩘࢪ࣮࣌

Mathematical-Lineࠋࡓࡋ᱌⪄ࢆ᪉ἲࡿࡍタᐃࢆ್࠸ࡁࡋࡢࡵࡓࡢᐃุࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ
ฟ᳨࡚ࡋ࡜ࠖࣉ࣮ࣝࢢ࠸ࡃ࡟࠸౑ࠕࠊ࡜ࡿࡍ┠╔࡟஺Ⅼࡢ⋠ṇุู࡜⋠ᖹᆒ᳨ฟࡿࡅ࠾࡟

ࡢᩘࢪ࣮࣌ࡿࡍ 39 ࡣ⋠ᖹᆒ᳨ฟࡢࡁ࡜ࡢࡇࠊࡾ࠾࡚ࡋ௜㏆࡛஺ᕪ┠ࢪ࣮࣌ ṇุูࠊ0.75

ࡣ⋠ 0.73 ࠸పࡢ࢕ࢸࣜࣅࢨ࣮࡚ࣘ࠸⏝ࢆ್࠸ࡁࡋࡢ᫬ࡢࡇࠋࡓࡗ࠶࡛ Web ື⮬ࢆࢪ࣮࣌

᳨ฟࡓࡋሙྜࠊホ౯⪅ࡣ඲య 121 ࡓࢀࡉฟ᳨࡚ࡋ࡜࠸పࡀ࢕ࢸࣜࣅࢨ࣮ࣘࡽ࠿୰ࡢࢪ࣮࣌

39 ࡢၥ㢟Ⅼࡢ࢕ࢸࣜࣅࢨ࣮ࣘࠊࡤࢀࡍศᯒࡃࡋヲࢆࢪ࣮࣌ ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࡁホ౯࡛ࢆ75%

࡟ Mathematical-Line ฟ᳨ࡢࢪ࣮࣌࠸ࡃ࡟࠸౑࡚ࡗ࡜࡟⪅㦂⿕ࠊ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ

ࡿ࡞࡜㇟ศᯒᑐࡽࡀ࡞ぢࢆ㛵ಀࡢ⋠ Web ࡟ࢀࡇࠋࡓࡗ࡞࡜⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿࡍỴᐃࢆࢪ࣮࣌

ࡓࢀࡉูุ࡟ࠖࢪ࣮࣌࠸ࡃ࡟࠸౑ࠕࠊࡾࡼ Web ぢࡿࡁ๐ῶ࡛ࢆ㈇ᢸࡸࢺࢫࢥศᯒ࡟ࢪ࣮࣌

㎸ࡀࡳᚓࠋࡓࢀࡽ 
� 㸦㸰㸧ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ప࣮ࣘࡢ࢕ࢸࣜࣅࢨ Web ⮬ࡢື⾜㜀ぴ᫬ࢨ࣮ࣘ࡞ᚩⓗ≉࡟ࢪ࣮࣌

ືᢳฟ᳨࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ウࡓࡁ࡚ࡋ Pboost ∧ᨵⰋࠋࡓࡋᨵⰋࢆ᪉ἲࡿࡼ࡟ Pboost
ࣝࢢ㸰ࡢࢪ࣮࣌ࡓᚓࢆホ౯ࡢ௚ࡢࡑ࡜ࢪ࣮࣌ࡓࢀࡉホ౯࡜ࠖ࠸ࡃ࡟࠸౑ࠕ࡟☜᫂ࠊࡾࡼ࡟

㆑ูࠊࡽ࠿ࡏࢃྜࡳ⤌ࡢࣥࣙࢩࢡࣛࢱࣥ࢖ࢨ࣮ࣘࡿࢀࡽ࠼⪄࡟ᩘ↓ࠊ࡟㝿ࡿࡍูุ࡟ࣉ࣮

ⓗ࡞ᙺ๭ࢆᣢࠊุࡕ ู⤖ᯝ࡟ᙳ㡪ࢆ୚ࢨ࣮ࣘࡿ࠼㜀ぴ⾜ືࡿ࠶࡛࣮ࣥࢱࣃࡢ 296 ࣛࢱࣥ࢖

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍᢳฟࢆ࣮ࣥࢱࣃࣥࣙࢩࢡ
� Webࠊ࣮ࣝࢶ໬ࠖࡿ࠼ぢࠕࠊ࡟ࡽࡉ ศᯒᨭ᥼⎔ቃࣥࣙࢩࢡࣛࢱࣥ࢖ ITR-Recorder & 
Player  ࠋࡓࡗ⾜ࢆ㛤Ⓨࡢ

�  
 

女性（2）　Web閲覧時のユーザ行動情報に基づくWebユーザビリティ問題の「見える化」に関する研究
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[1] Toshiya Yamada, Noboru Nakamichi, and Tomoko Matsui, "Extraction of User 

Interaction Patterns for Low-Usability Web Pages", Proc. the 14th International 
Conference on Human-Computer Interaction (HCI International 2011), pp.144-152, 
Jul. 2011. (ᰝㄞ᭷ࡾ)� [ู⣬㸸◊✲ሗ࿌㸯.pdf] 

[2] ୰㐨 ୖ, ᮌᾆ ᖿ㞝, ᒣ⏣ ಇဢ, ᰩᒣ 㐍, ୖ㔝 ⚽๛ , ͆Web ศᯒࣥࣙࢩࢡࣛࢱࣥ࢖

ᨭ᥼⎔ቃ ITR-Recorder & Player͇, ࣐ࣝ࢔࢕ࢹ࣓ࢳ㸪ศᩓ㸪༠ㄪࣝ࢖ࣂࣔ࡜

(DICOMO2011)࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩண✏㞟, pp.1713, July 2011. [ู⣬㸸◊✲ሗ࿌㸰.pdf] 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ࡿࡅ࠾࡟㞟ᅋ↛⮬࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࡢ௦ㅰ⣔㓝⣲࣑ࣥࣃ࣮ࢻ

Ⓨ⌧࣭⾜ືゎᯒ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖࠕ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㧗ᶫ ᩥ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲࡛ࡢ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࣟ࢖࢟ࡿ࠶࡛≀⏕ࣝࢹࣔࠊࡣ⮬↛㞟ᅋࢻࠊࡿࡅ࠾࡟

㑇ఏᏊࡢ௦ㅰ⣔࣑ࣥࣃ࣮ HERQ\ ᪥ࡢ⌧ⓎࠊࡾࡰࡋࢆⅬ↔࡟࠸㐪ࡢⓎ⌧㔞ࡢෆ࡛⬻ࡢ

࿘࡟ࣝࢡ࢖ࢧኚ␗ࡢࣝ࣋ࣞື⾜ࡓࡲࠊ࠿࠺࡝࠿ࡢࡿ࠶ࡀάືࡶ࡟ࣝࢡ࢖ࢧኚ␗ࡀぢ

ࡗ⾜࡚ࡋ⾜ᖹࢆゎᯒື⾜࡜Ⓨ⌧ゎᯒ࡞ヲ⣽ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࠿࠺࡝࠿ࡢࡿࢀࡽ

᫂ࡓࢀࡉタᐃ࡟᫬㛫ᖏࡢ᫨㛫ࠊᅾ⌧ࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ⓨ⌧ゎᯒࠋࡿ࠸࡚ࡵィ⏬࡛㐍ࡃ࠸࡚

ᮇࡢ࡚࠸ࡘ࡟⏕యࡣࣝࣉࣥࢧ㞟ࠊࡀࡿ࠶ࡘࡘࡾࡲኪ㛫ࡢᬯᮇࡢࣝࣉࣥࢧࡢ཰㞟࡟ⱞ

ປࡿ࠸࡚ࡋ≧ἣ࡛ࠋࡿ࠶௒ᚋ᫂ࡣᬯᮇࡢタᐃ᫬㛫ࢆࢱ࣮࣋ࣗ࢟ࣥ࢖ࡓࡋࡽࡎࢆタ⨨

㐍࡞ࡁ኱ࠊୗグࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ゎᯒື⾜ࠋࡿ࠶࡛⏬ィࡃ࠸࡚ࡋ᪉ἲ࡛ᕤኵࡢ࡝࡞ࡿࡍ

ᒎࠋࡓࡗ࠶ࡀ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

௒ᖺᗘࠊᙜヱண⟬࡛࣒ࣟࢬࣜࣥࣙࢩ࣮ࣔࢥ㸦᪥࿘άືᛶ㸧ࢆ㉥እ⥺࢝࢘ࣥ࡟࣮ࢱ

ࡁ࡛ࡀࢢࣥࣜࢱࢽࣔࡢάື㔞ࠊࡋ㉎ධࢆჾල㢮࡞ᚲせ࡟⨨⿦ࡿࡍᐃ ࡟ⓗື⮬ࡾࡼ

άࡢᬯᮇ࡛ࠊࡾࡼ࡟ ィࡓ࠸⏝ࢆ⨨⿦ࡢࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡆୖࡕ❧ࢆ࣒ࢸࢫࢩࡿ

ື㔞ࡢ㐪ࡸ࠸ᮅኤ � ᅇぢࡿࢀࡽάືࢆ࣮ࣥࢱࣃࡢࢡ࣮ࣆゎᯒࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍண᝿

㏻ࡾ㞟ᅋෆ⣔⤫㛫࡛ࡢࡽࢀࡇࠊ᪥࿘άືᛶ࡟࣮ࣥࢱࣃኚ␗ࡀぢࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽ

ࠋࡓ

ᮏ◊✲࡛࣒ࢬࣜࣥࣙࢩ࣮ࣔࢥࣟࡎࡲࠊࡣ㸦᪥࿘άືᛶ㸧࡟ὀ┠ࡎࡲ࡚ࡋゎᯒࢆ⾜

ㄪࢆ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠶ࡀᙳ㡪ࡿ࠼୚࡟ື⾜஺ᑿࡣ࡟ⓗ⤊᭱ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ࡜ⓗ┠ࢆ࡜ࡇ࠺

࠾࡚࠼⪄ࢆ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡏࡉⓎᒎ࡜࡬✲◊ࡃ࠸࡚ࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ㛵ಀᛶࡢ࡜ศ໬✀ࠊ࡭

ࡗ⾜ࢆணഛᐇ㦂ࡢࡵࡓࡿࡍᚓྲྀࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍ㛵࡟࡝࡞␗ኚࡢ⋠஺ᑿࡢ᫬㛫ᖏẖࠊࡾ

\HERQࠊᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓ ࡀ࡜ࡇࡿ࠼୚ࢆᙳ㡪࡟⋠஺ᑿࡢ࡜ࡈ᫬㛫ᖏࠊࡣ⌧Ⓨࡢෆ࡛⬻ࡢ

♧၀ࠋࡓࢀࡉ

ࠊࡀ㑅ᢥ↛⮬ࡿ࠿࠿࡟యⰍ࡚ࡌ㏻ࢆⰍ⣲ྜᡂ⣔㑇ఏᏊࣥࢽ࣓ࣛࠊࡣᡂᯝࡢࡽࢀࡇ

๪ḟⓗ࡟ື⾜ࡢ࢚ࣁ࡟ኚ໬ࢆ୚ྍࡿ࠼⬟ᛶ࡚࠸ࡘ࡟♧၀ࡾࡁࡗࡣࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ

ࡘ࡟㛵ಀࡢ࡜ศ໬✀࡜ከᵝ໬ࡢయⰍࡿࢀࡽ⹸㢮࡛ぢ᪻ࠊࡤࢀࢀࡽᚓࡀࢱ࣮ࢹ࡚ࡋ࡜

ࠋࡿࢀࡉᮇᚅ࡜ࡿࢀࡽᚓࡀぢ▱࡞ࡓ᪂ࠊ࡚࠸

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ヱᙜ↓ࡋ

女性（3）　ドーパミン代謝系酵素のショウジョウバエ自然集団における発現・行動解析
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�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � � ࡿࡅ࠾࡟㞟ᅋ↛⮬࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࡢ௦ㅰ⣔㓝⣲࣑ࣥࣃ࣮ࢻ 

Ⓨ⌧࣭⾜ືゎᯒ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ�  ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖࠕ
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ 㧗ᶫ� ᩥ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
� ᮏ◊✲࡛ࡢ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࣟ࢖࢟ࡿ࠶࡛≀⏕ࣝࢹࣔࠊࡣ⮬↛㞟ᅋ࣮ࢻࠊࡿࡅ࠾࡟

㑇ఏᏊࡢ௦ㅰ⣔࣑ࣥࣃ HERQ\ ࢧ᪥࿘ࡢ⌧ⓎࠊࡾࡰࡋࢆⅬ↔࡟࠸㐪ࡢⓎ⌧㔞ࡢෆ࡛⬻ࡢ

ࡿࢀࡽぢࡀ␗ኚࡶ࡟ࣝࢡ࢖ࢧάືࡢࣝ࣋ࣞື⾜ࡓࡲࠊ࠿࠺࡝࠿ࡢࡿ࠶ࡀ␗ኚ࡟ࣝࢡ࢖

࠶࡛⏬ィ࠺⾜࡚ࡋ⾜ᖹࢆゎᯒື⾜࡜Ⓨ⌧ゎᯒ࡞ヲ⣽ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࠿࠺࡝࠿ࡢ

ࡀ㠃࠸ࡋ㞴ࡀ཰㞟ࡢࣝࣉࣥࢧࡢᬯᮇࡢኪ㛫࠿࡞࠿࡞ࠊᅾ⌧ࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ⓨ⌧ゎᯒࠋࡓࡗ

ࡢ࡚࠸ࡘ࡟ゎᯒື⾜ࡸ࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡀⓎぢ࠸῝࿡⯆࡚࠸ࡘ࡟Ⓨ⌧㔞ࡢ㛫⧊⤌ࠊࡀࡓࡗ࠶

㐍ᒎࡣ࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡀ኱࡞ࡁᡂᯝ࡛ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠶ᮏ⏦ㄳ⪅ࡣᖹᡂ㸰㸲ᖺᗘࠊࡾࡼ௚ࡢ

኱Ꮫ࡬෸ᩍᤵࠊࡾ࡞࡜࡜ࡇࡿࡍື␗࡚ࡋ࡜஦ᴗࡢ┠ⓗ࡛ࠕࡿ࠶⮬❧ᨭ᥼ࠖࡢ࡚ࡋ࡜ᡂ

ᯝࡶ኱ࠋࡓࡗ࠿ࡁ��

�

 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
� ᫖ᖺᗘࡢᡂᯝࠊࡾࡼ࡟㞟ᅋෆ⣔⤫㛫࡛ࠊ᪥࿘άືᛶ࡟࣮ࣥࢱࣃኚ␗ࡀぢࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽ

ࠋࡓ࡭ㄪࢆ࠿࠺࡝࠿ࡿ࠶ࡀᙳ㡪ࡿ࠼୚࡟ື⾜஺ᑿࡿ࠶ᶆ࡛┠ࡢḟࡣ௒ᖺᗘࠊࡵࡓࡓࡗ࠿ࢃ

᫬㛫ᖏẖࡢ஺ᑿ⋡ࡢኚ␗࡟࡝࡞㛵ྲྀࢆࢱ࣮ࢹࡿࡍᚓࡓࡋ⤖ᯝࠊHERQ\ࡢ⬻ෆ࡛ࡢⓎ⌧ࠊࡣ

᫬㛫ᖏࡢ࡜ࡈ஺ᑿ⋡࡟ᙳ㡪ࢆ୚ࡀ࡜ࡇࡿ࠼♧၀ࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡉHERQ\ ࡍゎᯒࢆⓎ⌧㔞ࡢ

ࡋࣝࣉࣥࢧࡽ࠿㞟ᅋ↛⮬ࠊ࡟᫬ࡓࡋࢺࢵࣟࣉࢆⓎ⌧㔞ࡢ࡛⓶⾲࡜Ⓨ⌧㔞ࡢ࡛⬻ࠊ୰࡛ࡿ

�ࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡽࡳࡀ㛵┦ࡢᑐ❧㑇ఏᏊ㛫࡛㈇ࡓ

� ࠊ࣓ࡣᡂᯝࡢࡽࢀࡇ ๪ḟࠊࡀ㑅ᢥ↛⮬ࡿ࠿࠿࡟యⰍ࡚ࡌ㏻ࢆⰍ⣲ྜᡂ⣔㑇ఏᏊࣥࢽࣛ

ⓗ࡟ື⾜ࡢ࢚ࣁ࡟ኚ໬ࢆ୚ྍࡿ࠼⬟ᛶ࡚࠸ࡘ࡟♧၀ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ௒ᚋࡢᒎ㛤ࠊࡾࡼ࡟

᪻⹸㢮࡛ぢࡿࢀࡽయⰍࡢከᵝ໬࡜✀ศ໬ࡢ࡜㛵ಀࠊ࡚࠸ࡘ࡟᪂࡞ࡓ▱ぢࡀᚓ࡜ࡇࡿࢀࡽ

 ࠋࡿࢀࡉᮇᚅࡀ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
� ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟ୗグࡢㄽᩥࢆⓎ⾲ࠋࡓࡋ�

�
1) *Takahashi, A., Fujiwara-Tsujii, N., Yamaoka, R., Itoh, M., Ozaki, M. and 

Takano-Shimizu, T. (2012) Cuticular hydrocarbon content that affects male mate 
preference of Drosophila melanogaster from West Africa. International Journal of 
Evolutionary Biology 2012: Article ID 278903 

 
2) *Takahashi, A. and Takano-Shimizu, T. (2011) Divergent enhancer haplotype of ebony 

on inversion In(3R)Payne associated with pigmentation variation in a tropical 
population of Drosophila melanogaster. Mol. Ecol. 20: 4277-87. 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ゎᯒ࣒ࣀࢤࡢ⤫㏆஺⣔໬⣔ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճ-1ࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗࠖ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᪂ᒇ ࡾࡢࡳ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ࡿ࠶࡛⤫㔝⏕ᆺ⣔ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ ,QGLD ⣔⤫ࡽ࠿඗ጒ஺㓄ࡾ⧞ࢆ㏉ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡍୡ⏺

ᮏ◊✲㛤ጞ᫬Ⅼ࡛ࠋࡿ࠸࡚ࡳヨ࡜࠺ࡼࡋసᡂࢆ㏆஺⣔ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡢ࡚ࡵึ࡛ 16㸪17

ୡ௦┠ࡢ஺㓄ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆ㏆஺⣔ࡢ࡚ࡋ࡜ᐃ⩏ࠊࡀ࠸࡞ࡉࡓ‶ࡣᐇ㉁ⓗࡣ࡟ከࡢࡃゎᯒ

࡛㑇ఏⓗ⫼ᬒࡀᆒ୍࡞㞟ᅋ࡞⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ࠸⏝࡚ࡋ࡜ẁ㝵࡟฿㐩࡜ࡓࡋᛮ࡛ࡇࡑࠋࡓࢀࢃ

ᮏ◊✲ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ゎᯒࡢ࡬㐺ᛂࡸศ୚࡟ඛ❧ࡢࡇࠊࡕ㏆஺⣔໬⣔⤫࣒ࣀࢤࡢ㓄ิࡧࡼ࠾

ከᆺ᝟ሗࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ┠ⓗࠋࡓࡋ࡜

◊✲㛤ጞ᫬Ⅼ࡛Ᏻᐃ࡚ࡋ⥅௦࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡁ☜ㄆ῭ࡢ࢔࣌ࡿ࠶࡛ࡳෆࡶ᭱ࠊୡ௦

ࡿ࠶࡛࢔௦࣌⥅ࡔࢇ㐍ࡀ �(��,ࠊ���0, ࡢ � ಶయ㸦�� ୡ௦┠㸧ࢆゎᯒᑐ㇟ࠋࡓࡋ࡜ᢳฟࡓࡋ

ྛಶయࡢ '1$ 3DLUHGࠊࡽ࠿ (QG 6HTXHQFLQJ 1࣮ࣜࣛࣈ࢖ࣛࡢ⏝ ࢡ࣮ࢩḟୡ௦ࠊࡋసᡂࢆ✀

㸦,OOXPLQD࣮ࢧ࢚ࣥ *HQRPH $QDO\]HU ,,[㸧ࡾࡼ࡟ሷᇶ㓄ิỴᐃࠋࡓࡗ⾜ࢆᚓࡓࢀࡽ㓄ิ

ࡋࢢࣥࣆࢵ࣐࡚ࡋ࡜㓄ิࢫࣥࣞ࢓ࣇࣜࢆ㓄ิ࣒ࣀࢤࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࡿ࠸࡚ࢀࡉබ㛤ࠊࢆ

0,ࠊᅾ⌧ࠋࡓ ⥅௦࣌࢔ �ಶయ㛫࡛ࡢከᆺࢫࣥࣞ࢓ࣇࣜࡧࡼ࠾ࠊ㓄ิ࡜ ,0⣔⤫㛫ࡢከᆺࡢ᥈

⣴ࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

�(��,ࠊ���0, ⣙ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟ಶయࡢࢀࡎ࠸ࡢ ��㹶ࡢཌࢫࣥࣞ࢓ࣇ࡛ࣜࡳ㓄ิࡢ⣙ ��㸣࢝ࢆ

IMࠊࡀࡿ࠶ࡣゎᯒ୰࡛ࡔᮍࠋࡓࡁ࡛࡟࠿ࡽ᫂ࢆ㓄ิ࣒ࣀࢤࡿࡍ࣮ࣂ ⣔⤫ࡢ 2 ಶయ㛫ࡣ࡟ 0.1

㹼0.5㸣⛬ᗘࡢከᆺ㸦୍ሷᇶከᆺ࠸▷ࠊḞኻ࣭ᤄධ㸧ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡑࡾ࠶ࡀ⌧ᅾ⥔ᣢࡿ࠸࡚ࡋ

ࡢ࡚࡭ࡍ IM ⣔⤫ࡢࡇࡣ 2 ಶయࡢᏊᏞ࡛ࠋࡿ࠶ᚑࠊ࡚ࡗ⌧ᅾ 18㸪19 ୡ௦┠ࡢ஺㓄࡚ࡗ⾜ࢆ

ࡣಶయࡢࡽࢀࡇࠊࡀࡿ࠸ 99.5㸣௨ୖ࣒ࣀࢤࡢ㓄ิ࠿࡜ࡇࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡎࡣࡿ࠸࡚ࡋ⮴୍ࡀ

ࡽ IM ⣔⤫ࡣ㑇ఏⓗ⫼ᬒࡾ࡞࠿ࡀᆒ୍ࡓࡗ࡞࡟㞟ᅋ࡛࡜ࡿ࠶ゝࠊࡓࡲࠋ࠺ࡼ࠼IM ⣔⤫ࣜ࡜

ࡣ࡟㛫ࡢ࡜㓄ิࢫࣥࣞ࢓ࣇ 1㸣⛬ᗘࡢከᆺࠊࡾ࠶ࡀ✀ෆࡢከᆺ⋡࢝ࢲ࣓ࡣ࡚ࡋ࡜㸦3.4㸣㸧

ࣀࢤࡸࣉ࢖ࢱࡢከᆺࡢࡽࢀࡇࠋࡿࢀࢃᛮ࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛⋠ከᆺ࠸㧗ࠊࡀࡿ࠶್࡛࠸పࡣࡾࡼ

ࡣከᆺ᝟ሗࡓࡋ࠺ࡇࠊࡾ࠶࡛࠿ࡽ࡚᫂࡭ࡍࡣ⨨఩ࡢୖ࣒ IM ⣔⤫ࡢ࡚ࡋ࡜ࢫ࣮ࢯࣜࡢ౯್ࢆ

ࡿࡁ࡛ࢫࢭࢡ࢔࡟ᐜ᫆ࡀ⪅✲◊ࡢࡃከࢆ᝟ሗࡓࡋ࠺ࡇࠊ࡚ࡗᚑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡵ㧗࡟ࡽࡉ

⎔ቃࡀ࡜ࡇࡿ࠼ᩚࢆ㔜せࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡔ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

ヱᙜ↓ࠋࡋ

女性（4）　ゼブラフィッシュ近交系の TILLINGライブラリー作成系の確立
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� � � 㸦ᵝᘧ� 㸱㸧 

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

ࡢ㏆஺⣔ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ ⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ TILLING  ❧☜ࡢసᡂ⣔࣮ࣜࣛࣈ࢖ࣛ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᪂ᒇ�  ࡾࡢࡳ

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
௦⾲⪅ࡣୡ⏺࡛ึࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ࡚ࡵ㏆஺⣔ࡢᶞ❧࡟ᡂຌࠋࡓࡋᮏ◊✲࡛ࡢࡇࠊࡣ㏆஺

⣔࡛ࡿ࠶ IM ⣔⤫ࠊ࠸⏝ࢆ኱つᶍ࡞ TILLING ᵓࢆ࣒ࢸࢫࢩࡢࡵࡓࡿࡍసᡂࢆ࣮ࣜࣛࣈ࢖ࣛ

⠏ࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗ᳨ࡢࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡟ウㄢ㢟࡚ࡋ࡜௨ୗࡢ 3 㡯┠ࡀᚲせ࡛ࠋࡿ࠶ 
1) ENUฎ⌮᮲௳᳨ࡢウ㸸㏆஺⣔࡚࡟ጇᙜ࡞ኚ␗ᑟධຠ⋡ࢆ㐩ᡂ࡛ࠊࡿࡁ໬Ꮫኚ␗ཎENU

 ࠋࡍぢฟࢆ௳ฎ⌮᮲ࡢ
᮲௳᳨ウ㸸ENUࡢ໬ࢫ࢜(2 ฎ⌮ࡸ⢭Ꮚ෾⤖࡟ከᩘࢫ࢜ࡢಶయࢆせࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࠊࡀࡿࡍ

ࡣᛶࡢࣗࢩ 1 㑇ఏᏊ࡛Ỵᐃࠊࡎࢀࡉ㣫⫱࡚ࡗࡼ࡟ࢳࢵࣂᛶẚࡀ

೫ࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸ࡍࡸࡾຠ⋡ࢫ࢜ࡃࡼಶయࢆᚓࢫ࢜ࡢࡵࡓࡿ໬᮲

 ࠋࡿࡍウ᳨ࢆ௳
3)⢭Ꮚ෾⤖సᴗࡢ㧗㏿໬㸸ከᩘࡢ෾⤖ࡀᚲせࠊࡵࡓࡿ࡞࡜⌧⾜ᡭἲࡢ 2 ಸ⛬ᗘ࣮ࣝࢫࡢ

 ࡍᣦ┠ࢆࢺࢵࣉ
௒ᖺᗘୖࠊࡣグ 3 㡯┠ࡢෆ1ࠊ㸧࡜ ࡽ࠼⪄࡜ࡔጇᙜࡽ࠿⋠Ꮡ⏕ࠊࡣ࡛(1ࠋࡓࡵ㐍࡚࠸ࡘ࡟(2

�KLJK�UHVROXWLRQ�PHOWLQJࠊࢆ⋠ኚ␗ᑟධຠࡿࡅ࠾࡟௳᮲ࡢࡇᅾ⌧ࠊࡋᅛᐃࢆ௳ฎ⌮᮲ࡿࢀ

�+50�ἲࡾࡼ࡟ ᐃࢫ࢜ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟��ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇ࡜ࡿ࠸࡚ࡋ໬ࡢ᮲௳タᐃࡢࡇࠊ࠼⤊ࢆ

㡯┠᳨ࡢウࢆ᏶஢ࠋࡓࡋ 
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
1) ENU ฎ⌮᮲௳᳨ࡢウ 
ࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠸⏝࡟ⓗ⯡୍࡚࡟ࣗࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮࠊ࡟ึ᭱ ENU ฎ⌮᮲௳࡚࡟㏆஺⣔ࡢฎ⌮ࢆ

ࡸ Ỉࡢฎ⌮᫬ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ࡞࡜࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇ࠸ᝏ࡟➃ᴟࡀ⋠Ꮡ⏕ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ ENU
⁐ᾮ࣮࢓ࣇࢵࣂࡢ⤌ᡂ᳨ࡢ࡝࡞ウࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ⤖ᯝ22ࠊΥ⛬ᗘࡢప 㸦ࢩࢵ࢕ࣇࣛࣈࢮ

ࡣ㣫⫱ ᗘࡢ㏻ᖖࡢࣗ 25㹼28Υ㸧ࡣ࡟࣮࢓ࣇࢵࣂࠊ࡚࡟㨶㢮ࡢ⏕⌮㣗ሷỈ࡟࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ

ࢆ⋠Ꮡ⏕ࡓࡗ࠶20㸣௨ୗ࡛ࠊࡾࡼ 70㹼80㸣࡜๻ⓗ࡟ᨵၿ࡛ࠋࡓࡁ 
 ᮲௳᳨ウࡢ໬ࢫ࢜ (2
㞝ᛶ໬ྜࡢᡂ࡛࣍ࣝࣔࣥࢫ࢜ࡿࡼ࡟ࣥࣟࢸࢫࢺࢫࢸࣝࢳ࣓ࡿ࠶໬ࢆヨཷࠋࡓࡳ⢭ᚋ 10 ᫬㛫

㹼15 ᪥┠ࡢ㛫100ࠊ ng/ml ࡚࡟ᾮ⁐ࣥࣟࢸࢫࢺࢫࢸࣝࢳ࣓ࡢ IM ⣔⤫ࡢ⬇࣭⛶㨶ࢆ㣫⫱ࡍ

 ࠋࡓࡋㄆ☜ࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡟ࢫ࢜ࡀಶయࡢ100㸣ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
ヱᙜ↓ࠋࡋ 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ 㫣⩟┠࢘ࣙࢳ㢮ࡿࡅ࠾࡟ࣥࢩࣉ࢜ࡢ㑇ఏᏊ㔜」࡜Ⰽぬࡢኚ໬

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⢖⏣ࢁࡦᏊ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᮏ◊✲࢘ࣙࢳࠊࡣ㢮ࠊ࡚࠸⏝ࢆࣥࢩࣉ࢜ࡢ㑇ఏᏊ㔜」ࡿࡼ࡟㑇ఏᏊࡢᶵ⬟ኚ໬ࡢ≀⏕ࠊ

㫣⩟┠⣙ࡓࡋ៖⪄ࢆձ⣔⤫㛵ಀࠊ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍゎ᫂ࢆ࡛ࡲኚ໬ࡢື⾜ 20✀

どࡿࡼ࡟ゎᯒ࣮ࣥࢱࣃ⌧Ⓨࣥࢩࣉղ࢜ࠊᢕᥱࡢἣ≦ࡢ「㑇ఏᏊ㔜ࡿࡼ࡟ᐃྠࡢࣥࢩࣉ࢜ࡢ

⣽⬊ࡢศගឤᗘ㸦ᶵ⬟㸧ࡢண ࠊճࢡࢵࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺἲࡢࣥࢩࣉ࢜ࡿࡼ࡟ᶵ⬟ゎᯒࢆ⾜

⣙ࡢᙜึணᐃࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟ձࠊᅾ⌧ࠋࡿ࠸࡚ࡗ ࡢࡕ࠺ࡢ✀20 ࡟᭦ࠊ࠼ຍ࡟✀13 ࢜ࡢ✀4

ࣉ࢜ࡢࡑࡼ࠾࠾ࡿࡅ࠾࡟⛉࢘ࣙࢳࣟࢩ࣭⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔ᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓ࠼⤊ࢆᐃྠࡢࣥࢩࣉ

ࡢ✀ࡢ࡝࡯✀10ࠊ࡟ࡵࡓࡿ࡭ㄪ࡟ヲ⣽࡟ࡽࡉࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍᢕᥱࢆἣ≦ࡢ「㔜ࡢࣥࢩ

཰㞟ࢆ㛤ጞࠊࡏࡉmRNAࡢ༢㞳࣭࢜ྠࡢࣥࢩࣉᐃ࠺⾜ࢆணᐃ࡛ࡓࡲࠋࡿ࠶ղ࡟㛵ࠊࡣ࡚ࡋ

ձ࡛ゎᯒࡢࣥࢩࣉ࡚࢜࠸࠾࡟✀ᩘࡢࡕ࠺ࡓࡋⓎ⌧ࢆ࣮ࣥࢱࣃヲ⣽࡟ゎᯒࡢࡑࠋࡓࡋ⤖ᯝࠊ

ࡢࡑࡶ࡛✀ࡢࡃከ࡟᭦ࠊࢀࡽぢࡀഴྥࡿ࡞␗ࡀ࣮ࣥࢱࣃ⌧Ⓨࡢࣥࢩࣉ࢜࡟࡜ࡈ㡿ᇦࡢ║「

ഴྥࡀぢ࠿࠺࡝࠿ࡿࢀࡽゎᯒࢆ㐍ࠋࡿ࠸࡚ࡵճ࡟㛵ࡣ࡚ࡋ⌧ᅾࡢ࢘ࣙࢳ࢟ࣥࣔࠊ㟷࢜ࢩࣉ

ࣥ 2✀(CeV1࣭CeV2)ࢀࡒࢀࡑࢆⓎ⌧ࢆ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩࡓࡏࡉసᡂ࡛ࡏྜࡅ࠿ࠊࡋෆᅾᛶ

࠶࡛✲◊ඹྠࡢ࡜㸦኱㜰ᕷ኱ࡿ࠸࡚ࡏࡉ❧☜ࢆ⤫⣔ࡓࡏࡉḞᦆࢆⰍ⣲ࡸ(Rh1)ࣥࢩࣉ࢜ࡢ

ෆᅾᛶࡢ⌧CeV1Ⓨࠊࡣ࡚ࡋ㛵࡟CeV1ࠋ㸧ࡿ Rh1࣭Ⰽ⣲Ḟᦆᰴࠊࡁ࡛❧☜ࡀ⥙⭷㟁఩ࡢ 

ᐃࢆ㛤ጞࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

ձࠊ⛉࢘ࣙࢳࣟࢩ࣭⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔཮᪉࡛≉ᐃࡾ⧞ࡀࡳࡢࣥࢩࣉ࢜ࡢ㏉ࡋ㔜」ࠊࡾ࠾࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉள⛉࡛ࣞ࣋ࣝಖᏑࡣࡓࡲ᪘ࠊࡣ࠸ᗘྜࡢ「㔜ࡢࡑ

ղ」║ࡢ㡿ᇦ࡟࡜ࡈど⣽⬊ࡢࣥࢩࣉ࢜ࡢⓎ⌧ࠊࡾ࡞␗ࡀ࣮ࣥࢱࣃ㒊ᇦࡢ࡜ࡈど⣽⬊ࡢᶵ⬟

ࠋࡿࢀࡉ᥎ᐃ࡜ࡿ࡞␗ࡀ

ճࡢ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ」║࡛Ⓨ⌧࡛ࡿࡁⓎ⌧࣋࢘ࣙࢳ࡟࣮ࢱࢡ㢮࢜ࢆࣥࢩࣉ஌࢘ࣙࢩࠊࡏ

ࠋࡓࡋᡂຌ࡟࡜ࡇࡿࡏࡉ⌧Ⓨࢆࣥࢩࣉ㢮࢜࢘ࣙࢳ࡛║「ࡢ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ

㸦ձ-ղ୍ࡢ㒊ࡢෆᐜࠊࢆ᪥ᮏẚ㍑⏕⌮⏕໬Ꮫ఍ࡸᅜ㝿⚄⤒⾜ືᏛ఍࡛Ⓨ⾲ࠋࡓࡋ㸧

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

Awata H, Matsushita A, Wakakuwa M, Arikawa K. 2010. Eyes with basic dorsal and specific ventral

regions in the glacial Apollo, Parnassius glacialis (Papilionidae). J Exp Biol 213:4023-4029
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� � � 㸦ᵝᘧ� 㸱㸧 

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  㫣⩟┠࢘ࣙࢳ㢮ࡿࡅ࠾࡟ࣥࢩࣉ࢜ࡢ㑇ఏᏊ㔜」࡜Ⰽぬࡢኚ໬ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼஦ᴗ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ⢖⏣ࢁࡦᏊ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
ᮏ◊✲࡛࢘ࣙࢳࠊࡣ㢮ࠊ࡚࠸⏝ࢆࣥࢩࣉ࢜ࡢ㑇ఏᏊ㔜」ࡿࡼ࡟㑇ఏᏊࡢᶵ⬟ኚ໬ࠊど⣽⬊

ࡓࡋ៖⪄ࢆձ⣔⤫㛵ಀࠊ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡿࡍゎ࡚᫂ࡋ㈏୍ࢆ࡛ࡲᶵ⬟ኚ໬ࡢ

㫣⩟┠⣙ 20 ࣮ࣥࢱࣃ⌧Ⓨࣥࢩࣉղ࢜ࠊᢕᥱࡢἣ≦ࡢ「㑇ఏᏊ㔜ࡿࡼ࡟ᐃྠࡢࣥࢩࣉ࢜ࡢ✀

ゎᯒࡿࡼ࡟ど⣽⬊ࡢศගឤᗘ㸦ᶵ⬟㸧ࡢண ࠊճࢡࢵࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺἲࡢࣥࢩࣉ࢜ࡿࡼ࡟

ᶵ⬟ゎᯒࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
� ձ࡟㛵ࡢࣥࢩࣉ࢜ࡿࡅ࠾࡟⛉࢘ࣙࢳࣟࢩ࣭⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔ࠊࡣ࡚ࡋヲ⣽࡞㔜」ࢆᢕᥱࡋ

ࢪࢩࠊ࡜ࡇ࠸࡞ࢀࡽぢࡀ「㔜ࡃ඲ࡣ࡛⛉࢘ࣙࢳࣜࢭࢭࡧ⣔⤫ཬࡢ࢞ࡢ⩌እࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢࡓ

㟷ཷᐜᆺ࡛⛉࢘ࣙࢳ࣑ࢪࢩࡢ௚ࡢࡑ࡟ศᒱᚋࡢ⛉ள࣑ࢪࢩࣥࢠࣛ࢘ࡣ࡛⛉࢘ࣙࢳ࣑ B 㔜ࡢ

㛗Ἴ㛗ཷᐜᆺࡢ⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔ࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡝࡞࡜ࡇࡓࡁ㉳ࡀ「 L࣭ ࢘ࣙࢳࣟࢩ

ࠊ࡟࡜㉥ཷᐜᆺ࡜ᐜᆺཷ⥳ࡣLࡢ⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔ࠊࡋ㏉ࡾ⧞ࢆ「㔜ࡶఱᗘࡣ㟷ཷᐜᆺBࡢ⛉

ࡢ⛉࢘ࣙࢳࣟࢩ B ⬟ᶵࡢᐜᆺཷࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᶵ⬟ศ໬࡟㟷ཷᐜᆺ࡜⣸ཷᐜᆺࡣ

ࢳࣟࢩࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉಖᏑࡾ࡞࠿ࡣሙྜࡢ⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔ࠊࡣ㓟ṧᇶࣀ࣑࢔ࡿࡅỴᐃ࡙ࢆ

 ࠋࡓࢀࡽぢࡀ␗ኚ࡞ⓗ␗≉✀ࠊࡎࡽ࠾࡚ࢀࡉಖᏑࡾࡲ࠶ࡣሙྜࡢ⛉࢘ࣙ
� ղ࡟㛵ࠊࡣ࡚ࡋ㔜」ࡀ㉳ࡢ║「࡚࠸࠾࡟✀ࡿ࠸࡚ࡁ㡿ᇦࡢࣥࢩࣉ࢜࡟࡜ࡈⓎ⌧࣮ࣥࢱࣃ

ྠ࡜✀࠸࡞࠸࡚ࡁ㉳ࡀ「㔜ࡣഃ㡿ᇦ࡛⫼ࡢ║「ࠊ࡚ࡋᴫࠋࡓࡋⓎぢࢆ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡗ࡞␗ࡀ

ᵝࡢⓎ⌧ࢆ࣮ࣥࢱࣃ᭷ࠊࡾ࠾࡚ࡋ♽ඛⓗ࡞Ⓨ⌧ࢆ࣮ࣥࢱࣃṧࡢࡽ࠿✵ࡋ᝟ሗ(೫ග࡝࡞)ࢆ㞟

ࣥࢩࣉ࢜ᩘ「࣭⏝฼ࡢࣥࢩࣉ࢜「㔜ࡓࡋᚓ⋓ࡣഃ㡿ᇦ࡛⭡࡟཯ᑐࠋࡓࢀࡽ࠼⪄࡜㡿ᇦࡿࡵ

ࡇࡿ࠼ᤊ࡜ࡿ࠶㡿ᇦ࡛ࡓࡏࡉ໬≉࡟Ⰽぬࠊࢀࡽぢࡀከᵝ໬ࡢᐜయཷࠊࡿࡼ࡟࡝࡞⌧ඹⓎࡢ

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜
� ճ࡟㛵ࠊࡣ࡚ࡋᙜึࡢணᐃࡶࡾࡼᶵ⬟ゎᯒࢆ㐍ࣙࢳ࢟ࣥࣔࠊࡀࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡵ

ࡘࡶࡢ࢘ 3 ✀㢮ࡢ㟷ཷᐜᆺࡢᶵ⬟ྠࢆᐃ࡟ࢀࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ㛵ࠊࡣ࡚ࡋⓎ⌧࣋ࢱࢡ

ࣆࢫࡣ௒ᚋࠊࡾ࠾࡚ࡳヨࢆᨵၿࡢ࡝࡞ࡿ࠼ኚࢆ⤫⣔ࡢ࢚ࣁࡿ࠸⏝࡟ࣥࣙࢩࢡ࢙ࢪࣥ࢖ࡸ࣮

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋᮇᚅ࡜ࡢࡶࡿࡁ࡛ࣉࢵ࢔ࢻ࣮
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
ձ-1 ྛࡢ⛉ୖ࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔⛉ཬࡧእ⩌ࣥࢩࣉ࢜ࡢ⛉࢘ࣙࢳࣜࢭࢭ࣭࢞ࡢ㔜」ࡢゎ᫂ࠊཬࠊࡧ

 ゎ᫂࡞ヲ⣽ࡢ「㔜ࡿ࡞ᗘ㔜ࡿࡅ࠾࡟⛉࢘ࣙࢳࣟࢩ࣭⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔
ձ-2 ࡿࡅ࠾࡟⛉࢘ࣙࢳࣟࢩ࣭⛉࢘ࣙࢳࣁࢤ࢔㔜」࢜ࡢࣥࢩࣉᶵ⬟Ỵᐃࣀ࣑࢔㓟ࡢ㐍໬㐣⛬

 ゎ᫂ࡢ
ղ 」ᩘࡢ㒊ᇦࡢ࡜ࡈⓎ⌧࡜࣮ࣥࢱࣃᶵ⬟ࡢ㐪ࡢ࠸ゎ᫂㸸⫼ഃ㡿ᇦࡢࡽ࠿✵ࡣ᝟ሗࢆ㞟ࡵ

 㡿ᇦࡓࡋ໬≉࡟Ⰽぬࡣഃ㡿ᇦ⭡ࠊ㡿ᇦࡿ
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ճ ࣔࣥ࢟ࡢ࢘ࣙࢳ 3 ✀㢮ࡢ㟷ཷᐜᆺࢡࢵࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺࡢἲࡿࡼ࡟ᶵ⬟ࡢゎ᫂ 
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
 
Atsuko Matsushita, Hiroko Awata, Motohiro Wakakuwa, Shin-ya Takemura and Kentaro Arikawa 
Rhabdom evolution in butterflies: inferences of the uniquely tiered and heterogeneous 

ommatidia of the Glacial Apollo butterfly, Parnassius glacialis (Papilionidae)㸦ᰝㄞ୰㸧 
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㸦ᵝᘧ 㸱㸧

ᖹᡂ㸰㸰ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ᡂᯝሗ࿌᭩

⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ ᮾᆅ୰ᾏᆅᇦࡢ⪷⪅ಙ௮୍ࠊࡿࡳ࡟⚄ᩍᚐࡢඹᏑࡢᵝែ

ᛂເ஦ᴗ༊ศ ዪᛶ◊✲⪅ᨭ᥼஦ᴗ

⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ Ⳣ℩ ᬗᏊ

ۑ ◊✲≧ἣሗ࿌

ᖹᡂ 22ᖺᗘࣝ࢕ࢹࣁ࣭ࣝ࢔⪅⪷ࡿࡅ࠾࡟࢔ࣜࢩࡧࡼ࠾ࣥࣀࣂࣞࠊࡣᓫᩗࡢ࡚࠸ࡘ࡟ㄪᰝ

2᭶ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ 1᪥㹼4᪥ࢆࢺ࣮ࣝ࢖࣋ࡣ୰ᚰࣥࣀࣂࣞ࡟ࡶ࠾࡟༡㒊㹼୰㒊ࡢ⪷⪅ᓫᩗ

㤳࡛ࡲ12᪥ࠊࡾ⛣࡟࢔ࣜࢩ㞄ᅜࡣࡽ࠿5᪥ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆㄪᰝࡾྲྀࡁ⪺ࠊࡋゼၥࢆᣐⅬࡢ

㒔ࡧࡼ࠾ࠊࢫ࢝ࢫ࣐ࢲ໭㒊ࡢ㒔ᕷࢆ࣏ࢵࣞ࢔୰ᚰࠊࣞ࡟ ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆㄪᰝࡢᵝྠ࡜ࣥࣀࣂ

ࣜ࢟ࡢᆅྠࠊࡋゼၥࢆ኱ྖᩍᗙ࣏ࢵࣞ࢔ࡢᩍ఍ࢡࢵࣜࢺὴ࢝ࢺ࣓࢟ࣝࡣ࡛࣏ࢵࣞ࢔ࠊࡓࡲ

ࠋࡓࡋᐇ᪋ࡶㄪᰝࡾྲྀࡁ⪺࡞⡆༢ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥᩍᚐࢺࢫ

ۑ ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ࡚࠸࠾࡟㐩ᡂࡓࢀࡉ◊✲ᡂᯝ

⏦ㄳ᫬࡟ᒆࡅฟ࡚ࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠸ᮏ◊✲ࡣ⏦ㄳ⪅࡛ࡲࢀࡇࡀ኱㜰኱Ꮫୡ⏺ゝㄒ◊✲ࢱࣥࢭ

ࢫࣞࣃࠊ࡚ࡋ࡜ඹྠ◊✲ဨࡢࠖ✲◊ᆅᨻᏛⓗࡿࡍ㛵࡟ᬒ⫼ࡢẸ᪘⣮தࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡢ࣮

ࢩࡧࡼ࠾ࣥࣀࣂࣞࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢࡵࡓࡿࡍ⿵ቑࢆ✲◊ࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡇ࠾࡛࢚ࣝࣛࢫ࢖࣭ࢼࢳ

࡬࠸ࡓࡶ࡟Ṕྐⓗࡶ࡟ᆅ⌮ⓗࠊ࡜ᆅ᪉ࣖࣛࣜ࢞ࡿ࠸࡚ࡋ࡜ㄪᰝᆅ࡞ࡶ࠾ࡀ⪅ㄳ⏦ࠊࡣ࢔ࣜ

ࡓࢀࡉᘓᅜࡀ࢚ࣝࣛࢫ࢖ࠊࡀ࠸㏆ࢇ 1948ᖺ௨㝆ࠊ஺ὶࡰ࡯ࡀ㏵⤯ࣖࢲࣘࠋࡿ࠸࡚࠼ᅜᐙ࢖

ᾘࡣ࠸ࡿ࠶ࠊࡋᾘࢆጼࡣᓫᩗ⪅⪷ࡢ࡚ࡋ࡜ࠖࡢࡶࡿࡍඹ᭷ࡀᩍᚐ⚄୍ࠕࠊ࡚࠸࠾࡟࢚ࣝࣛࢫ

࡛࠺ࡱࡗ࠸ࠊࡀࡿ࠸࡚ࢀࡉࡽࡉ࡟༴ᶵࡢ⁛ 48ᖺ௨㝆࡟୰ᮾᆅᇦࡽ࠿⛣Ẹࣖࢲࣘࡓࡁ࡚ࡋே

ᕷẸࡅཷࡣ࡟ධࡢ⮬⊃ࠊࢀࡽࢀⓎᒎࢆ㐙࠺࠸࡜ࡿࡆ஦౛ࠋࡿࢀࡽࡳࡀ௚᪉ࠊ≉ᐃ᐀ὴࡀඃ

㐝ࡿࢀࡉ≧ែ࢔ࣜࢩ࡜ࣥࣀࣂࣞࡿ࠶࡟㸦࣐ࣞࣥࣟࡣ࡛ࣥࣀࣂὴ࢝ࢡࢵࣜࢺಙᚐ࡛࢔ࣜࢩࠊ

ᙳ࠸ᙉ࡟ᛴᡂ㛗ࡢὴ࢔࣮ࢩࡿࢀࡽࡳ㏆ᖺࠊࡓࡲࡶᓫᩗ⪅⪷ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ὴ㸧࣮࢕࢘ࣛ࢔ࡣ

㡪ࡀࡲࡉࡿ࠸࡚ࡅཷࢆほᐹ࡛ࠋࡓࡁ

ۑ ᮏ◊✲ࢆᇶ࡟Ⓨ⾲ࡓࡋㄽᩥ࡜ᥖ㍕ࡓࢀࡉ㞧ㄅྡ➼ࢺࢫࣜࡢ㸦ㄽᩥࡤࢀ࠶ࡀῧ௜㸧

3᭶ 25᪥ࣥࢱࢫ࢙࣭࢘࢕ࢸࢽࣜࢺࡢࢲࢼ࢝ࠊ࡟኱Ꮫ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ”Christians and the

Middle Eastern Conflicts”࡚࡟Ⓨ⾲ࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ㝿ࠊ௒ᅇࡢㄪᰝࡢෆᐜ୍ࡶ࡟㒊ゐࡇࠋࡓࢀ

6᭶ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࡉ∧ᑗ᮶ฟ࠸㏆ࠊࡣෆᐜࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩࡢ 11᪥㹼12᪥ࠊࡿࢀࢃ࡞ࡇ࠾࡟

➨ 45ᅇ᪥ᮏᩥ໬ே㢮Ꮫ఍◊✲኱఍ࠊࡶ࡚࠸࠾࡟௒ᅇࡢㄪᰝෆᐜࡾ┒ࢆ㎸ࡔࢇⓎ⾲࡞ࡇ࠾ࢆ

ࠋࡿ࠶ணᐃ࡛࠺

女性（6）　東地中海地域の聖者信仰にみる、一神教徒の共存の様態についての人類学的研究
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女性（7）　階層的銀河形成理論が予測する銀河の色等級図の理論計算とその系統的分析

208



― 211 ―

 
� � � 㸦ᵝᘧ� 㸱㸧 

ᖹᡂ㸰㸱ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ� ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

ⓗ⯡୍ࠊ࡚ࡗࡶࢆᯝ⤖ࡓ࡭ㄪ࡟ヲ⣽ࢆ㖟Ἑࡢࡘ୍ࠊࡾࡲࡘࠋࡓࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠶ከᵝ࡛ࡣ

�ࠋࡿ࠸࡚ࡋ၀♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶༴㝤࡛ࠊࡣࡢࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆᥥീࡢ㖟Ἑ㐍໬࡞

�

ᮏ◊✲ᡂᯝ୍ࡢ㒊ࠊࡣ���� ᖺᗘ᪥ᮏኳᩥᏛ఍⛅Ꮨᖺ఍� ཱྀ㢌Ⓨ⾲ ;��D� Ⰽࡢᴃ෇㖟Ἑࠕ

➼⣭ᅗ --- ィ⟬ᶵᐇ㦂࡛᥈ࡿ⤫ィⓗᛶ㉁---࡛ࠖⓎ⾲ࠋࡓࡋ�

 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊�ᮏۑ

 ࠋ㸦ᇳ➹୰㸧ࡋ࡞

女性（7）　階層的銀河形成理論が予測する銀河の色等級図の理論計算とその系統的分析
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女性（8）　真骨魚類2分子種 AR遺伝子による雄性形質発現の分子機構
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�స〇ࡢ⤫⣔ࢫ࣐࣮࢘ࢱ࣮࣏ࣞࡿࡍど໬ྍࡾࡼ࡟ศᏊ࣮ࢱ ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ .1ࠋࡓࡳヨࢆ MBL
࡟⩚㸰ࢠࢧ࢘ࡋ౫㢗࡟♫ Rex㸯ࣀ࣑࢔ࡢ㓟㓄ิྜ࡟࡜ࡶࢆᡂࡓࡋ 3 ࣝࢸࢡ࢝ࢻࢳࣉ࣌ࡢ✀

ච␿ࠊࡋච␿ࢆ 5 ᅇ┠௨㝆ࡢᢠ⾑Ύ࡛ ES ⣽⬊ࡢච␿ᰁⰍࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆES ⣽⬊ࡢ

᰾ࡀᰁⰍ࡚ࢀࡉぢ୍࠼ぢ≉␗ᢠయࡀస〇࡟࠺ࡼࡢ࠿ࡓࢀࡉぢࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋࠋࡓ࠼௨๓࡟స

〇ࡓࡋ Rex1 ࢺ࢘࢔ࢡࢵࣀࡓࡋḞᦆࢆࣝࣜ࢔୧ࡢ ES ⣽⬊ᰴ㸦Rex1-/-⣽⬊ᰴ㸧࡚࠸⏝ࢆᰁⰍ

Rex1ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆ ࠸࡞ࡓᣢࢆ㉁ࢡࣃࣥࢱ Rex1 -/-ES ⣽⬊ࡢ᰾ࡶ WT ࡢ ES ⣽⬊࡜ኚࢃ

ࡽࡀ࡞ṧᛕࠊࢀࡉᰁⰍࡎࡽ Rex1 ศᏊ࡟ᑐࡿࡍ≉␗ᢠయ࡚ࡋ࡜ච␿⣽⬊໬Ꮫ࡟౪ࡣ࡟ࡿࡍ⪏

⺯ࡢࡵࡓࡿࡍస〇ࢆࢫ࣐࣮࢘ࢱ࣮࣏ࣞࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⏬ィ✲◊ࡢ .2ࠋࡓࡗ࠿ศࡀ࡜ࡇ࠸࡞࠼

ගࢡࣃࣥࢱ㉁ࡢ㑇ఏᏊࡳ⤌ࢆ㎸ࡔࢇ BAC ࢵࢽ࢙ࢪࢫࣥࣛࢺᅾ⌧ࠊࡋస〇ࢆࢺࢡࣛࢺࢫࣥࢥ

 ࠋࡿ࠶స〇୰࡛ࢆ⤫⣔ࢫ࣐࢘ࢡ
 
 ᡂᯝ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
ᢠ Rex1 ᢠయస〇ࡢヨࡣࡳᮏ◊✲௨๓ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜࡟࡛ࡍࡶ࡟௨๓࡟࠺ࡼࡢ GST ࣥࢱྜ⼥

࠸ࠊࡶሙྜࡓࡋ⏝౑ࢆࣝࢸࢡ࢝ࢻࢳࣉ࣌࡟࠺ࡼࡢ✲◊ᮏࠊࡶሙྜࡓࡋ⏝౑࡟ᢠཎࢆ㉁ࢡࣃ

ࠊࡤࢀ࠶ࡀᶵ఍ࡿࡳヨࢆస〇ࡧ௒ᚋ෌ࠋࡓࡗ࠿ศࡀ࡜ࡇ࠸࡞ࡽ⮳ࡣ࡟స〇ࡢᢠయ␗≉ࡶࢀࡎ

࠸࡚࠼⪄࡜࠸ࡓ࠸⾜࡚࠼ኚࢆ✀≀ືࡿࡍච␿ࠊ࡝࡞࣮ࢱࢫ࣒ࣁࡸࣜࢺ࣡ࢽࡃ࡞ࡣ࡛ࢠࢧ࢘

࠸࡚ࡗ⾜࡚ࡋ࡜ಖ㝤ࡢሙྜࡓࡗ࠿࡞࠿⾜ࡃᡭୖࡀᢠయస〇ࡣస〇ࡢࢫ࣐࣮࢘ࢱ࣮࣏ࣞࠋࡿ

ࢆࢫ࣐࣮࢘ࢱ࣮࣏ࣞ࡟ᐇ☜ࡰ࡯࡚࠸ࡘ࡟㑇ఏᏊࡢ࠿ࡘᗄࡢ௚࡛ࡲࢀࡇࡣᙜ◊✲ᐊ࡛ࠊࡀࡓ

ᶞ❧ࡓࡁ࡚ࡋᐇ⦼ࠊ࡛ࡢࡿ࠶ࡀ᮶ᖺᗘ୰ࢆࢫ࣐࣮࢘ࢱ࣮࣏ࣞࡣ࡟ᶞ❧ࡧࡼ࠾⬇ࢫ࣐࢘ࠊࡋ

ᡂయෆࡿࡅ࠾࡟ Rex㸯㑇ఏᏊࡢⓎ⌧ࢆほᐹࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ┠ᶆ୍ࡢ㒊ࢆ㐩ᡂฟ᮶࡛ࡢࡿ

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜࠿࠸࡞ࡣ
 
 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ

女性（9）　未分化細胞マーカーである Rex1遺伝子のマウス胚および成体組織における発現局在

215



― 218 ―

 
3  

24   
 

 

 

 

 

 

 

 (primitive endoderm; PrE)

23

BAC modification PrE Gata6

EGFP reporting

ES ES

PrE

Gata6 ES

EGFP Gata6 = PrE

cell sorting PrE

cell sorting in vitro  

 

 

PrE PrE cell sorting

cell sorting Gata6 FACS

RNA

PrE Rho-GTPase

MMP actin cell migration

Gata6 Sox7 PrE

6 Flrt3 Efnb1 cell sorting

cell-cell repulsion

PrE PrE

cell sorting ES PrE

PrE

25

25

25

 

 

 

女性（9）　未分化細胞マーカーである Rex1遺伝子のマウス胚および成体組織における発現局在

216



― 219 ―

 
3  

24   
 

 

  

  

 

 

(1)  (2)

 

(1)  

 

 

( )

3,5-bis(2-pyridyl)- 

pyrazole (bpp) 5

( 72 )

ESI-TOF-MS X

 

4 icat

id TOF  5

TOF 2,500 s-1 400-500 s-1

 

 

  

 

女性（10）　界面電子移動反応を利用した水の完全光分解システムの創成
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ⏺㠃㟁Ꮚ⛣ື཯ᛂࢆ฼⏝ࡓࡋỈࡢ᏶඲ගศゎࡢ࣒ࢸࢫࢩ๰ᡂ 
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟճࠕዪᛶ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ㏆⸨� ⨾Ḣ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
⌧ᅾே㢮ࡀ┤㠃࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡿ࠸࡚ࡋၥ㢟ࢆゎỴࡢࡘ୍ࡿࡍᡭẁࠊ࡚ࡋ࡜ኴ㝧ග࢚࣮ࢠࣝࢿ

ኴ㝧ග࢚ࢆ࣮ࢠࣝࢿ໬Ꮫ࢚࡜࡬࣮ࢠࣝࢿኚ᥮ྍ⬟࡞ேᕤගྜᡂᢏ⾡࡟㧗࠸ὀ┠ࡀ㞟࡚ࡗࡲ

ࡢ㓟໬཯ᛂ࣭㑏ඖ཯ᛂࡣேᕤගྜᡂ཯ᛂࠋࡿ࠸ 2 ࡽࢀࡇࠊࡾ࡞ࡽ࠿཯ᛂࡢࡘ 2 ࢆ཯ᛂࡢࡘ

ྠ᫬ࡘ࠿ຠ⋡ⓗ࡟㐍⾜ࡢࡑࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉᐇ⏝໬࡚ࡅྥ࡟㠀ᖖ࡟㔜せ࡞㘽࡛ࡲࢀࡇࠋࡿ࡞࡜

ࡁ࡚ࢀࡉ㛤Ⓨࡀゐ፹ࡿࡍ᭷ࢆ⋠ຠ࠸ᗘ㧗⛬ࡿ࠶ࡣ࡚ࡋ㛵࡟཯ᛂࡢ㑏ඖഃࠊ࡚࠸࠾࡟✲◊ࡢ

ࡢゐ፹ࡍ♧ࢆάᛶ࠸㧗ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㓟⣲Ⓨ⏕㸧ࡿࡼ࡟㓟໬཯ᛂࡢ཯ᛂ㸦Ỉࡢ㓟໬ഃࠊࡀࡓ

ሗ࿌౛ࡣከࠊ࡛ࡇࡑࠋ࠸࡞ࡃᮏ◊✲ㄢ㢟࡛ࠊࡣኳ↛ࡢගྜᡂ⣔࡟༉ᩛ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡿࡍኚ᥮

ຠ⋡ࢆ᭷ࡿࡍேᕤගྜᡂゐ፹⣔ࡢ๰ᡂࢆ┠ⓗࠊࡋ࡜㧗࠸཯ᛂ㏿ᗘࢆ᭷ࡿࡍ㓟⣲Ⓨ⏕ゐ፹ศ

Ꮚࡢ㛤Ⓨ࡟㛵ࠋࡓࡗ⾜ࢆ✲◊ࠊࡋ௨ୗࡢࡑ࡟ෆᐜࢆグ㏙ࠋࡿࡍ 
 
 ➼ᒎᮃࡢᡂᯝ࣭௒ᚋ✲◊ࡓࢀࡉ㐩ᡂ࡚࠸࠾࡟�ᙜヱ஦ᴗᖺᗘۑ
ᖹᡂ 25 ᖺᗘࠊࡣ࡚࠸࠾࡟๓ᖺᗘ࡟࡛ࡲᵓ⠏ࡓࢀࡉ㔠ᒓከ᰾㘒యࢆ฼⏝ࠊࡋỈࡢ㓟໬(㓟⣲Ⓨ

⏕)ゐ፹ࡢ࡚ࡋ࡜ᶵ⬟ホ౯ࠋࡓࡗ⾜ࢆ◊✲ᑐ㇟ࡓࡋ࡜㘒య3,5ࠊࡣ-bis(2-pyridyl)- pyrazole 
(bpp)ࡾࡼ࡟ᵓ⠏ࡿࢀࡉ㕲 5 ᰾ᵓ㐀ࢆ᭷ࠋࡿࡍ᭦ࠊ࡟㘒య୰ኸ㒊ࢯ࢟࢜ࡣ࡟ᯫᶫࡾࡼ࡟ᵓ⠏

㓄ࡢࡇࠋࡓࡗ࠶㓄఩୙㣬࿴≧ែ࡛࡚࡭ࡍࡣࣥ࢜࢖㕲ࡢࡘ㸱ࡽࢀࡇࡋᏑᅾࡀ㸱᰾ᵓ㐀ࡓࢀࡉ

఩୙㣬࿴㒊఩ࡀゐ፹཯ᛂ࡚ࡋ࡜ࢺ࢖ࢧᶵ⬟࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍண᝿ࡢࡑࠊࡋゐ፹⬟࡟㛵ࡋ

࡚㟁Ẽ໬Ꮫⓗ᮲௳ୗ࡟ࡧࡽ࡞໬Ꮫ㓟໬๣ῧຍ᮲௳ୗ࡛ࡢホ౯ࠋࡓࡗ⾜ࢆ 
ᮏ㘒యࣝࣜࢺࢽࢺࢭ࢔ࡢ୰ࡿࡅ࠾࡟㟁Ẽ໬Ꮫ ᐃࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆ㸳ࡢࡘ㕲࡟ࣥ࢜࢖⏤᮶

࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍ᭷ࢆ⬟ື⛣㟁Ꮚ࠸㧗ࡀᮏ㘒యࠊࡋ♧ࢆ㓟໬㑏ඖἼ࡞㏫ྍࡢ㸳ẁ㝵ࡿࡍ

㟁ὶ್࡞ࡁ኱࡟᫬ྠ࡜㓟໬཯ᛂࡢ┠㸲ẁ㝵ࠊࢁࡇ࡜ࡓ࠼ຍࢆỈࡢᑡ㔞࡟ᾮ⁐ࡢࡇࠋࡓࡗ࡞

ࡢỈࠊࡣቑຍࡢ㟁ὶ್࡞ࡁ኱ࡢࡇࠊࡽ࠿ᯝ⤖ࡢᡂ≀ศᯒ⏕ࠋࡓࢀࡉ ほࡀቑຍ࡞ᛴ⃭ࡢ 4
㟁Ꮚ㓟໬ࡿࡼ࡟㓟⣲Ⓨ⏕࡟⏤᮶ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇࡿࡍゐ፹㟁ὶ icatࡧࡼ࠾ᣑᩓ㟁ὶ

idࡽ࠿್ࡢゐ፹ᅇ㌿㢖ᗘ㸦TOF㸧ࡢィ⟬ࡢࡑࠋࡓࡗ⾜ࢆ⤖ᯝࠊ 㕲 5 ᰾㘒యࡢ TOF  1,700ࠊࡣ
s-1ࢆ㉸ࠊࡋ♧ࢆ್ࡿ࠼ගྜᡂࡢ㓟⣲Ⓨ⏕୰ᚰ㸦400-500 s-1㸧ࢆ㉸ࡿ࠼㉸㧗άᛶ㓟⣲Ⓨ⏕ゐ

፹࡛ྍࡿ࠶⬟ᛶࠋࡓࢀࡉ♧ࡀ᭦࡟ᐃ㟁఩㟁ゎᐇ㦂࣮ࢹࣛ࢓ࣇࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆຠ⋡ 96㸣࡜

Ᏻ࠸㧗ࡣᮏ㘒యࠊࡽ࠿࡜ࡇࡓࡋ♧ࢆ್ࡢᐃ୍ࡰ࡯࡟ᖖࡀ㟁ὶ್࡟ࡽࡉࠊࡋ♧ࢆ್࠸㧗࠺࠸

ᐃᛶ࡟ࡧࡽ࡞㓟⣲Ⓨ⏕࡟ᑐࡿࡍ㧗࠸㑅ᢥᛶࢆ᭷ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿࡍゐ፹ࡢ

Ᏻᐃᛶࡣ໬Ꮫ㓟໬๣ࢆ≛≅๣ࡓࡋ࡜ゐ፹ᶵ⬟ホ౯ࡶ࡚ࡗࡼ࡟☜ㄆࡢࡽࢀࡇࠋࡓࢀࡉ⤖ᯝࠊࡣ

ከ᰾ᵓ㐀࡜㞄᥋ࡿࡍ㓄఩୙㣬࿴㒊఩ྠࢆ᫬ࡏే࡟ᣢࡘ㔠ᒓ㘒య㦵᱁ࡢᵓ⠏ࠊࡣከ㟁Ꮚ⛣ື

཯ᛂࡕࢃ࡞ࡍேᕤගྜᡂ཯ᛂࢆ㧗ຠ⋡໬࡛ୖࡿࡏࡉ᭷ຠ࡞ᡭẁ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶♧၀ࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄࡜ࡢࡶࡿࡍᐤ୚ࡃࡁ኱࡟Ⓨᒎࡢᮏศ㔝ࡢ௒ᚋࠊࡾ࠶࡛

女性（10）　界面電子移動反応を利用した水の完全光分解システムの創成
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

 ῧ௜㸧ࡤࢀ࠶ࡀ㸦ㄽᩥࢺࢫࣜࡢ➼㞧ㄅྡࡓࢀࡉᥖ㍕࡜ㄽᩥࡓࡋ⾲Ⓨ࡟ᇶࢆ✲◊ᮏ ۑ
ヱᙜࡋ࡞㸦ᇳ➹୰㸧 
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女性（11）　被子植物の花粉管極性伸長に関わるレセプター様キナーゼ遺伝子変異体の表現型解析
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� � � 㸦ᵝᘧ 3㸧 

ᖹᡂ 25 ᖺᗘᏛ⼥ྜ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭᏛ⼥ྜ◊✲஦ᴗ ◊✲ᡂᯝሗ࿌᭩ 
 

�⛠ྡ࣐࣮ࢸ✲◊ � �  ⛉Ꮫᢏ⾡ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᐇ㊶▱⌮ゎ࡟ᇶ࡙࢝ࢫ࢕ࢹࡃ

 㛤Ⓨࡢࢻࢵࢯ࣓⫱ᆺᩍࣥࣙࢩࢵ
ᛂເ஦ᴗ༊ศ ஦ᴗᯟմࠕ⫱ᡂᆺ◊✲⪅◊✲ᨭ᥼ࠖ 
⏦ㄳ௦⾲⪅Ặྡ ᆓ㎰┿ᘪ 

 
 ἣሗ࿌≦✲◊�ۑ
ᖹᡂ䠎㻡 ᖺᗘ䛿ḟ䛾 㻟䛴䛾ᇶ♏䝔䞊䝬䛻ᇶ䛵䛔䛶㐍䜑䛶䛝䛯䠊㻌

㻔ᇶ♏㻕䝔䞊䝬 㻝䠖⾜ືほᐹ䛻ᇶ䛵䛟 㻿㻯 䛾ᐇ㊶▱⌮ゎ䛸䝇䜻䝹ホ౯ᑻᗘ䛾㛤Ⓨ㻔ᢸᙜ䠖ᆓ㎰䞉㧗᲍㻕㻌

㻔ᇶ♏㻕䝔䞊䝬 㻞䠖䝷䞊䝙䞁䜾䝻䜾䜢⏝䛔䛯 㻿㻯䛾䝯䝍ㄆ▱ⓗᛮ⪃䛾ᢳฟ㻔ᢸᙜ䠖⥴᪉䞉ᆓ㎰㻕㻌

㻔ᇶ♏㻕䝔䞊䝬 㻟䠖䝔䜻䝇䝖᝟ሗฎ⌮䜢┠ᣦ䛧䛯 㻿㻯䛾⾜ື䛸ᐇ㊶▱䛻㛵䜟䜛䝁䞁䝔䞁䝒䝕䝄䜲䞁㻔ᢸ

ᙜ䠖ᐑᑿ䞉బ⸨䞉ᆓ㎰㻕 
� ᇶ♏࣐࣮ࢸ 1 㸪(1) 1.5ࡣ࡛ ࣨ᭶ࡽ࠿ 10 ࣨ᭶ࡢ࢔ࣜࣕ࢟ࡢ࡛ࡲ᪂ே SC ࣟࣉࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺ

ࡓࡋ㐃ື࡜࣒ࣛࢢ SC άືࢱ࣮ࢹ཰㘓ࢱ࣮ࢹࣥࣙࢩࢡࣞࣇࣜ࡜཰㘓㸪(2)ࡧࡼ࠾ ⇍⦎ SC ࡢ

SC άືࢱ࣮ࢹ཰㘓ࢱ࣮ࢹࣥࣙࢩࢡࣞࣇࣜ࡜཰㘓ࡢ஧ࡓࡗ⾜ࢆࡘ㸬(1)࡛ࡣ㸪ᖺ㛫ࢆ㏻࡚ࡋ㸪�
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

平成２6 年度は前年に引き続き，次の 3 つの基礎テーマに基づいて進めてきた． 

(基礎)テーマ 1：行動観察に基づく SC の実践知理解とスキル評価尺度の開発(担当：坊農・高梨) 

(基礎)テーマ 2：ラーニングログを用いた SC のメタ認知的思考の抽出(担当：緒方・坊農) 

(基礎)テーマ 3：テキスト情報処理を目指した SC の行動と実践知に関わるコンテンツデザイン(担

当：宮尾・佐藤・坊農) 

これらに加え，以下の応用テーマの検討を開始した． 

(応用)テーマ 4：「ディスカッション型教育メソッド」開発(平成 26 年度から始動)(担当：高

梨・坊農ら) 

 基礎テーマ 1 では，SC の実践知理解を主たる研究テーマとし，論文執筆と学会発表を多

数行った．論文は日本認知科学会発行の『認知科学』に 2 編収録された．また Springer 発

行の学会発表は，『Lecture Notes in Computer Science』に 1 編収録された．学会発表は，

HCI International 2014 での招待プレゼンテーション，言語処理学会第 21 回年次大会およ

び第 71 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会（SIG-SLUD）における一般発

表を実施した． 

 基礎テーマ 2 では，未来館の SC の人に協力してもらい，SC36 名 718 件(2015.4.27 現在)

のラーニングログを登録してもらった．また、データを分析し、どの展示に対して、どの

ようなログが記録されているかを視覚的に表示する機能を開発した。 

 基礎テーマ 3 では，前年に収録した「未来館 SC コーパス」の言語アノテーション，非言

語コーディングを実施した．特に非言語コーディングは，動画を１秒刻みの幅に分割し，

ウィンドウを形成した．さらに，そのウィンドウの中に動作の有無， 動作の種類（自律的

か否か），静止状態の分類を行い，一致率の高い非言語コーディング手法について整備を進

めた． 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

 当該事業年度の設定目標は，(1) 3 ヶ月間の行動観察から得られた実践知に関わる知見をマニ

ュアル(or 実践知に関する書籍)として整備し，SC にフィードバックすること，(2)メタ認知的思考の

抽出環境の整備完了と多種多様なデータ間のリンク付けを実施し，データベース化すること，(3)実

践知に関わる情報について，テキスト化およびマニュアルを整備することであった．それぞれの見

研究課題名称 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカ

ッション型教育メソッドの開発 

応募事業区分 事業枠④「育成型研究者研究支援」 

申請代表者氏名 坊農真弓 
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込まれる成果は，(1)実践知マニュアル(or 実践知に関する書籍)，(2)実践知データベース，(3)実

践知テキスト化およびマニュアルの 3 つであった．こうした目標や見込みのもと，先述した実践知の

論文化，実践知の視覚化，データのアノテーションおよびコーパス構築をおこなった．論文は，日

本国内におけるトップジャーナルに 2 編掲載されたことによって，我々の研究活動が世の中に広ま

りつつある．実践知の視覚化は，SC の方々より高評価いただき，SC 教育の現場で使うことを念頭

に入れたデザインを開始している．コーパスは，学会発表等で今後国立情報学研究所情報学研

究データリポジトリ(NII-IDR)からの配布を宣言しており，多方面から公開の詳細について問い合わ

せを受けている． 

 今後はこれらの成果をディスカッション型教育メソッドの開発に利用し，教育メソッドの開発に着手

する予定である． 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

1. 牧野遼作, 古山宣洋, 坊農真弓 (2015) 「フィールドにおける語り分析のための身体の

空間陣形：科学コミュニケーターの展示物解説行動における立ち位置の分析」『認知科

学』Vol.22, No.1, pp.53-68.(特集：フィールドに出た認知科学) 

 

2. 城綾実, 坊農真弓, 高梨克也 (2015).科学館における「対話」の構築：相互行為分析か

ら見た「知ってる？」の使用. 『認知科学』, Vol.22, No.1, pp.69-83. (特集：フィール

ドに出た認知科学) 

 

3. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 

Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 

Science Communicator and Visitors at Science Museum. Universal Access in 

Human-Computer Interaction. Universal Access to Information and Knowledge 

Lecture Notes in Computer Science Volume 8514, pp. 650-661. 

 

4. Mayumi Bono, Hiroaki Ogata, Katsuya Takanashi, and Ayami Joh. (2014) The 

Practice of Showing ‘Who I am’: A Multimodal Analysis of Encounters between 

Science Communicator and Visitors at Science Museum. Organized Session: 

Brightening Life Style up with Technologies. HCI International 2014 (22-27 June, 

Creta Maris, Heraklion, Crete, Greece) 

 

5. 城綾実, 牧野遼作, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾祐介 (2015) 異分野融合によ

るマルチモーダル設計-各種アノテーション方法と利用可能性について-, 言語処理学

会第 21回年次大会発表論文集, pp.561-564. (3月 17-19日, 京都大学 吉田キャンパス) 

 
6. 杉本達哉, Chien-Quang Le, 坊農真弓, 佐藤真一,(2015) RGB-D データによる人物姿

勢推定のインタラクション研究への応用, 情報処理学会第 77 回全国大会, 5Z-09, (3 月
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19 日, 京都大学 吉田キャンパス). 

 

7. 城綾実, 牧野遼作, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾祐介 (2014) 異分野融合に

よるマルチモーダルコーパス作成-展示フロアにおける科学コミュニケーションに着

目して-, 第 71 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会資料, 

SIG-SLUD-B401, 71, pp.7-12.(9 月 15 日，神戸大学) 

 

8. 牧野遼作，城綾実，坊農真弓，高梨克也，佐藤真一，宮尾 祐介(2015) 実世界におけ

る身体動作のコーディング・セグメンテーション手法の提案−日本科学未来館における

科学コミュニケーターと来館者間の対話を対象に-，人工知能学会第 29 回全国大会．

(5 月 30-6 月 2 日，公立はこだて未来大学) 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

 本年度は最終年度に当たるため、次の 2 点に重点を置いて研究を実施した。 

①2013 年度にハワイ大学で実施したシンポジウムのとりまとめ 

 2013 年度秋に実施したシンポジウム” The Politics of Representation: Reflections on 

Controversial Issues in Museums and Related Places in Japan and Hawai‘i”の報告集の編纂を実施

した。議論においては、ハワイにおけるエスニックグループの歴史性と現状、展示の有する可能性と

限界など、多様な議論が輻輳したため、記録を作る上で、それぞれのスピーカーと内容を再確認する

ことに時間を要した。 

②移民関係史料の調査 

 これまで十分に調査を進めることができなかった移民関係史料、とりわけ太平洋戦争下に関わる資

料の収集・整理を実施した。本年度は、主として日系人以外のエスニックマイノリティに焦点を当て、

太平洋戦争下における状況に関して資料を収集した。 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

 上記①については、本事業とのそもそもの主旨との関わりでは、ハワイにおけるエスニックマイノ

リティ表象をハワイ社会に内在的に検討する方法として、「博物館展示に関するシンポジウム」を実施

したものであった。ただ、その内容については、本共同研究の主旨を越えて、ハワイ史・博物館学、

人類学など学際的に意義深いものがあり、本事業を含む様々な場面で今後の議論につながるものであ

ることも踏まえ、報告集を作成し、今後の活用に資する形を取った。 

 ②については、オーラルヒストリーの収集と資料状況の調査、そして太平洋戦争下の他のエスニッ

クマイノリティや下層社会に関わる資料調査を行った。とりわけ資料として大きいのは、米軍におけ

る黒人兵への差別的なまなざしが、日本人・日系人への差別とオーバーラップし、例えば共産主義運

動を通じて日本人と黒人が結託しようとしているといった疑いの目が向けられていた。こうした点を

検証するために必要となる資料、とりわけ軍の intelligence に関する資料が膨大に残されており、そ

の多くを撮影した。これらは、到底、単年度で検証を終えることができるものではなく、成果は次年

度以降に、共同研究メンバーの単著ないしは共著として引き取る形で、公表を考えていきたい。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

（参考業績） 

研究課題名称 在ハワイの日本歴史・文化資料をめぐる国際共同研究 ―ハ

ワイにおける日本文化の受容 

応募事業区分 ①「戦略的共同研究Ⅰ」 

申請代表者氏名 大久保純一 
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報告集” The Politics of Representation: Reflections on Controversial Issues in Museums and Related 

Places in Japan and Hawai‘i”（総合研究大学院大学、2015 年 3 月） 

（関連業績） 

「労働者向け新聞『ハワイスター』の時代—太平洋戦争後のハワイにおける思想状況の断面」朝日祥之・原

山浩介編『アメリカ・ハワイ日系社会の歴史と言語文化』東京堂出版、2015 年 

※これは、人間文化研究機構の事業の成果として刊行したものである。上記内容は、本事業における議論

の土台となった部分をまとめたものである。これを継承する形で、本事業を通じて得られた知見を別途ま

とめたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

227



 

1 
 

（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

26 年度は、各メンバーが高エネルギージェット現象に関係する研究をそれぞれのレベルで推進

する一方で、このプロジェクトでしかできない重要なテーマとして浮上した「マグネター周辺の

ジェット現象等の研究」に関する基礎研究を進めた。各個別のジェット現象に関する研究としては、

磁気再結合現象のシミュレーションの精密化、ガンマ線バーストにおけるジェットの性質の理解な

どが挙げられる。一方で、マグネター周辺の物理に関しては、次項で詳細を述べるが、強い場の物

理、マグネター観測などで理解が進んでいる。 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

以下では主に「マグネター周辺のジェット現象等の研究」に関して説明する。 

太陽質量の約８倍を超える恒星が超新星爆発を起こして一生を終えた後、その中心に「中性

子星」という半径１０キロ程度のコンパクトな高密度天体が形成されることがある。もともと恒星が持っ

ていた磁場が小さな領域に集まるために、中性子星は非常に強い磁場を持つ。このような中性子

星の中でも、さらに 2 ケタ以上も強い磁場を持つものがあり、「マグネター」と呼ばれている。中性子

星とは異なって、マグネターは時折大きな爆発（フレア）を見せる。マグネターほどの強磁場が如何

にして形成されるのか、そのような強磁場下で起こる新奇な素粒子の性質が如何に星の性質を規

定しているか、星の持つ磁場エネルギーがどのように星の活動性に影響を与えるのか、などといっ

た問題が未解決であり、詳細を観測する衛星や理論の進展が待たれている。 

26 年度にはマグネター周辺での物理の中でも、いずれフレア現象の理解に繋がる放射の基礎

過程の理解を進めた。マグネターの放射は、 (1) 光のエネルギーが大きくなるにつれてフラックス

が大きくなるという非熱的なスペクトルを持ち、 (2) 未だ電波が検出されていない、という２点で中

性子星の放射と大きく異なる。これらの振る舞いは、マグネターの持つ強磁場起源の現象であるこ

とが推察される。特に、強磁場中ではじめて可能になる光子の分裂過程 (photon splitting)が、「光

子のスペクトル形状」と「電波を放出する電子の抑制」に働くのではないかと考えられる。このような

強い磁場や電場の存在する環境での（素粒子レベルでの）基礎過程を研究した。具体的には、時

間依存する強い電場からの電子・陽電子放出や、強い磁場があるもとでの光子の分裂の基礎的事

項の理解、光子の伝播に対する媒質効果の検討、などを行った。幾つかについては現在も継続中

である。また、観測面でも大きな発見があった。参加メンバーの榎戸らによって、あるマグネターが

歳差運動を行っていることが観測された。その一つの解釈は、マグネター内にトロイダル磁場（ドー

研究課題名称 自然界の様々なスケールに現れる高エネルギージェット現象の解

明 

応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 

申請代表者氏名 板倉数記 
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ナツ形状の磁場）が存在し、それが星を締め付けることで球対称からずれが生じ、そのために歳差

運動を行うというものである。すなわち、マグネター内部の磁場構造という不可視な対象が、歳差運

動の詳細観測によって知り得るものであることを指摘した非常に重要なものだと言える。 

27 年度はこれらの基礎研究を統合し、マグネター周辺でのジェット現象に対する新しい描像を

打ち出せればと考えている。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

 

メンバーの全業績は膨大になるので、特に関係するものだけを以下に挙げておく。 

■強い場のもとでの基礎過程の理解 

（論文） H.Taya, H.Fujii and K.Itakura, ``Finite pulse effects on $e^{+}e^{-}$ pair creation from 
strong electric fields,'' Phys. Rev. D90 (2014) 014039  [arXiv:1405.6182 [hep-ph]]. "editors' sugges
tion"に選出 

（招待講演と報告）板倉数記「強い場の物理とそのハドロン物理への応用」原子核三者夏の学校

（2014年8月 長野）での招待講演、報告は 板倉数記 原子核研究59巻Supplement1 (2015) 1.  

（招待講演）板倉数記「QED, QCDにおける強い場の物理」研究会「限界光駆動系の拓く新学理」

（9月16日 東大本郷）、研究会「先端物質科学と限界光駆動」（2015年1月10、11日 京大理学部） 

（発表）K. Hattori, "Photon propagation in magnetic fields" QCD Chirality Workshop 201

5 (UCLA, Jan. 22, 2015) 

（学会発表）服部恒一「高強度磁場がひきおこす光子の分裂」（2015年3月22日、早稲田大学） 

（学会発表）板倉数記「強磁場中の光子が示す複屈折に対する媒質効果」（2015年3月22日、早

稲田大学） 

■マグネター観測 

（論文）T.Enoto, et al., “Spectral and Timing Nature of the Symbiotic X-ray Binary 4U 1954+31
9: The Slowest Rotating Neutron Star in an X-ray Binary System”,Astrophysical J., 786, 127-143 
(2014) 
（論文）K. Makishima, and T. Enoto, et al.,“Possible Evidence for Free Precession of a Strongly 
Magnetized Neutron Starin the Magnetar 4U 0142+61”, Physical Review Letter, Vol. 112, 171102 
(2014) 
（招待講演）T. Enoto "Astrophysical Observations and Future Projects of Neutron Stars and Magn
etars", Fourth Joint Meeting of the Nuclear Physics Divisions of APS and JPS, Session 2WC: Ne
utron Stars and Properties of Nuclear Matter at High Densities, Hawaii, US, 2014 October 7 
（招待講演）榎戸輝揚、「マグネターの磁気活動とＸ線観測」, 第２回DTAシンポジウム 「コン

パクト天体の活動性と磁気的性質」, 2014年10月28日、国立天文台、三鷹 

（学会発表）榎戸輝揚, 「自転周期のきわめて遅いＸ線パルサー 4U 1954+319 のすざく観測」

日本天文学会2014年秋季年会, 2014年9月13日, 山形大学 

 

■磁気再結合のシミュレーション 

（論文）R.Horiuchi, S. Usami and H. Ohtani, "Influence of Guide Magnetic Field on Collisionless 
Driven Reconnection"  Plasma and Fusion Research Vol.9, (2014) 1401092. 
（論文）S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection by Real-Space Decomposition"  Journal of Physics: Conference Series. Vol.56
1 (2014) 012021.  
（発表）S.Usami, H.Ohtani, R.Horiuchi, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection - Model Development and Preliminary Results -" 2014 US-Japan Workshop o
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n Magnetic Reconnection (May 20-24, 2014, University of Tokyo) 
（発表） S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, and M.Den, "Multi-Hierarchy Simulation of Collisionless 
Driven Reconnection by Real-Space Decomposition" The 2014 joint Varenna-Lausanne international
 workshop on the theory of fusion plasmas (September 1--5, 2014; Villa Monastero, Varenna, Ital
y) 
（発表） H.Ohtani, R.Horiuchi, M.Nunami, S.Usami, N.Ohno, "Developments of Electromagnetic P
article Simulation Code for Magnetic Reconnection Researches in Open System PASMO and Visu
alization Library VISMO"  56th Annual Meeting of the APS Division of Plasma Physics (Oct. 27
--31, 2014; New Orleans, USA) 
（発表）R.Horiuchi, S.Usami, H.Ohtani, "Magnetic islands and energy conversion process in collisi
onless driven reconnection" 56th Annual Meeting of the APS Division of Plasma Physics (October
 27--31, 2014; New Orleans, USA)  
（発表）S.Usami, R.Horiuchi, H.Ohtani, M.Den, "Studies on Magnetic Reconnection with Multi-Hi
erarchy Simulations Based on Real-Space Decomposition" 2014 US-Japan JIFT workshop on Progr
ess in kinetic plasma simulations (October 31--November 1, 2014; New Orleans, USA) 
 

■その他の高エネルギージェット現象 

（論文）"Spectral and Polarization Properties of Photospheric Emission from Stratified Jets" H.Ito, 
S.Nagataki, J.Matsumoto, S-H.Lee, A.Tolstov, J.Mao, M.Dainotti, and A.Mizuta, Astrophys. J. 789,
 159 (2014) 
（論文）"Linear Growth of the Kelvin-Helmholtz instability with an Adiabatic Cosmic-Ray Gas" A.
Suzuki, H.R.Takahashi, T.Kudoh, Astrophysical Journal, 787, id. 169, 11 pp. (2014) 
（発表）J. Matsumoto, ``Relativistic HD/MHD Flow for GRB Jets'', RIKEN-IPMU-RESCEU Joint 
Meeting, July 7, 2014, RIKEN 
（基調講演）松本仁「Numerical Experiments of GRB Jets」超新星・ガンマ線バースト研究会20
14、(2014年8月26日、理化学研究所) 
（論文）"Radiation Drag Effects in Black Hole Outflows from Super-critical Accretion Disks via S
pecial Relativistic Radiation Magnetohydrodynamics Simulations” H.R.Takahashi, K.Ohsuga, accepte
d for publication in Publications of Astronomical Society of Japan (PASJ), (2015) 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

○ 研究状況報告 

本年度で標記研究課題による所定の研究期間が終了した。研究最終年度の 2 月 16 日には国

文学研究資料館において総研大セミナーを開催すると同時に、国文学研究資料館において

は特設コーナーにおいて「観相から見る日本文学史」を会期：平成 27 年 1 月 21 日(水)～平

成 27 年 3 月中旬頃まで開催、これまで開催された特設コーナー企画の中で最も好評を得た

展示となった。現代においては、「観相」は前世紀の遺物のような学問体系と見なされては

いるが、その影響の解明と研究課題の深化の必要性が改めて確認されたといえる。 

その意味で、問題意識の共有と発信が最終年度のセミナーに於いて行えたことは、次のフ

ェーズに向けての大きな成果であった。また、本研究には総研大生（屋代純子）・修了生（王

暁瑞）も参画し、それぞれ近代文学と中国における妖怪の人相（妖相?）の調査と、観相書

との比較分析を進め、総研大フォーラムやセミナーにおいて成果発表を行った。 

観相は今や稀少な技とはなっているものの、なお世界的に存在しており、中国・台湾・日

本における実地踏査や、古籍を使用しての観相データベース、文学・絵画などに深甚な影

響についての論究など、本研究期間の３年間で所期の目的の大概は果たせた。 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

本年度中に於いて達成された研究成果としては、総研大セミナー、総研大フォーラムに

より本研究の内容を総研大生に伝えることができた点と、国文学研究資料館にて開催され

た特設コーナーによる展示によって、本研究テーマの意義を広く伝えることができたこと

が挙げられる。セミナーは以下の内容で行われ、全体討論で活発な討論が交わされたほか、

感動を伝えるメッセージが多く寄せられた。 

◇観相から見る日本文化・文学史  相田満〈国文学研究資料館・総研大日文専〉 

◇近世の相書について  青山英正〈明星大学〉 

◇観相と俳諧   安保博史〈群馬県立女子大学〉 

◇中国の観相データの調査を通じて 王暁瑞〈国文学研究資料館［博士研究員］〉 

◇予言は救済となり得るか―『太平広記』相部に見る観相への視点― 

         三田明弘〈日本女子大〉 

◇草双紙・浮世絵に見る〈観相〉の投影 山下則子〈国文学研究資料館・総研大日文専〉 

◇日本近現代文学における「観相」言説研究へのアプローチ 

     屋代（高野）純子〈総研大日文専 RA〉 

研究課題名称 観相資料の学際的研究 

応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 

申請代表者氏名 相田 満 
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◇肖像処理の可能性  山田奨治〈国際日本文化研究センター・総研大国際日本専〉 

情報学的には観相データベース（トピックマップ）に近代文学に描かれた観相に関わる

場面を搭載した。具体的には、当該該場面の GIS 情報を記述することにより、地図と同時

に観相の場面が表示されるもので、今後は中国、日本の古典における観相場面も合わせて

搭載することにより、観相学の立場から文学・文化史を俯瞰するセンター的な役割を持た

せるようにしたい。 

また、データ示す SD 法によるアンケートにより、描かれた肖像の印象と観相による人相

の分類とを比較することにより、当該の肖像がどのような人相を想起して描かれたかを示

すことが可能であるとの道筋を示すことができた。このことは、古来より肖像画家は相法

の心得を持つべきとの言い伝えがあることから、将来的には肖像画の人相を SD 法のアンケ

ートを自動的に集計して判別する仕組みの開発の理論的裏付けが実証できたといえる。 

また、画像処理に関する研究については資料の入力に時間がかかったため、当該期間中

に論文にまとめることができなかったが、観相トピックマップに掲載した各部位の絵を使

用して、古籍相書に使用されている描く絵を画像処理により分析した結果、各相書間の描

写には矛盾がないことが判明した。このことにより、眉・目・口……などの絵に吉凶や善

悪などの意味判断が付されている相書の絵を実際の肖像や実在する人物を漫画風にデフォ

ルメした画像に変換したものと比べることにより、人物の顔認識を行うことの可能性が拓

かれることが判明した。この事は、今後の研究プロジェクトの主要テーマに据えるに十分

な可能性のあるものといえよう。 

何分にも、現代学問の世界においては完全に等閑視されていた分野であっただけに、さ

まざまな分野からのアプローチが可能な分野である事が次々と出来してきている。 

そんなことを痛感させられたのが、本研究期間を終えての正直な感想である。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

論文：相田満,騎馬武者像再考,説話 12,説話研究会,2014.10 

  論文：三田明弘,『太平広記』「相」部の編纂構造と日本の観相説話, 説話 12,説話研究

会,2014.10 

Mitsuru AIDA, Database compilation and the analysis of the phrenology document, 

PNC 2014 Annual Conference and Joint Meeting< At: National Place Museum in 

TAIWAN Taipei> 

 

 ※特設コーナーの内容については、下記 URL にて展示内容の解説と展示品の写真を参照

（展示ケース 1～4 の各行をクリック）することができる。 

http://www.nijl.ac.jp/pages/event/exhibition/2014/kanso.html 

ホームページ・データベース 観相トピックマップ 6 

 http://tmap1.topicmaps-space.jp/physiognomy/ 

   近代文学における観相場面を追加「作品」「著者」項目タブ 

  トップページの前書きは現在執筆中 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

 本研究は「ニュー・ミュージオロジー」の名のもとで、21 世紀にふさわしい博物館・美

術館の展示のあり方と、その社会的使命の再定義をおこなうべく、学際的な研究組織によ

って構想されたものである。 

 今年度は本研究の最終年度であるため、７月、９月、１１月、１月、３月に 5 度の全体

研究会を実施して、研究テーマに関する深い理解を得ることを求めると同時に、研究者間

の相互理解を深めることをめざした。  

 それに加えて、本研究と密接に関係するミュージアムである「直島地中美術館」、「十和

田市立現代美術館」、「金沢 21 世紀美術館」等を研究班全体で訪れて討議する一方で、米国

ワシントンの「ホロコースト記念博物館」、「スミソニアン自然史博物館」を視察して、新

しい展示手法についての理解を深めた。 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

 本研究は２つの課題をもって出発した。１つは、戦争や震災、疫病、大事故など、人び

とに多くの苦しみを与えた不幸な出来事を博物館がどのようにして展示するか。そしてそ

のことにより、どのような集合的な記憶の形成に寄与するか、という課題である。もう１

つは、２１世紀にふさわしい民族学博物館はどのようなものか、とくに美術館とどのよう

なかたちで共存しうるか、という課題である。 

 このとき、前者については、現在論文集の刊行に向けて準備を進めており、国立民族学

博物館の出版助成を得て、明石書店より出版の予定である。一方、後者の課題については、

フランスの人類学学術誌『Technoques&Culture』誌で特集号を出版する予定であったが、

論文がすべて集まってはいないため、その出版は平成２７年度後期になる予定である。 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

 竹沢尚一郎編著『フォーラムとしてのミュージアム』（明石書店、２０１５年９月刊行予

定）。この論文集には、本研究の直接の成果である竹沢尚一郎の「序文」の他に、研究会で

おこなわれた以下の発表や視察報告が含まれている。田村朋久「ハンセン病療養所の保存 

―手段としての世界遺産―」、平井京之介「「公害」をどう展示すべきか――水俣の対抗す

る２つのミュージアム」、濱田武士「平和の聖地と悲惨のありか」、荻野昌弘「カンボジア

における復興と虐殺の記憶」、伊東未来「侵華日軍南京大屠殺遇難同胞紀念館（南京大虐殺

紀念館）」、竹沢尚一郎「トラウマを超えて――東日本大震災の展示と震災遺構の保存をめ

ぐって」。 

研究課題名称 ニュー・ミュージオロジーの確立のための研究 

応募事業区分 戦略的研究 

申請代表者氏名 竹沢尚一郎 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

本研究事業は、手話言語学の最新の研究成果や講義の内容を、インターネットを利用して世

界へ配信するための手法を研究し、基盤を整備することを目的とすることを目的として、2012 年

から三年計画ですすめてきた。 

当初の成果目標は、国立民族学博物館で開催予定の一連の国際シンポジウムおよびワーク

ショップの内容を収録して素材とし、双方向配信の現場および事後活用法を検討、将来的な

ORE 利用を視野に入れたコンテンツの整備にあった。初年度二年間で具体的な資料の処理方

法や配信用画像の制作方法、掲載の形式やその問題点等を整理したが、今年度は今後にむけ

て、二年間ででてきた問題点に対する具体的な対応策を考えると同時に、今後の方向性を知る

ためのユーザビリティテストを行うことで、今後の高等教育機関における手話翻訳映像利用への

足掛かりにすることができたと考えている。 

具体的には、i) 内容を効果的に伝えるための４言語（研究集会の現場で使用する日本語・日

本手話・英語・アメリカ手話）と字幕の利用に関する研究、ii) 教材の形に結びつけるための構成

案の作成、iii) ii) の結果を受けたコンテンツ蓄積のためのプラットフォーム造り, iv) プレゼンテ

ーションの手法の検討、の４点に取り組み、手話言語学配信のための共同で利用可能な基盤ウ

ェブサイトが完成させた。 

 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

1） ストリーム配信事業の継続 

昨年度に引き続き、国立民族学博物館が主催する手話言語学関係のワークショップとシンポジ

ウム（10 月 4～5 日予定）のストリーム配信を、web 配信のための映像収録を兼ねて行った。 

2） 日本語・日本手話版の完成、データ収録方法のマニュアル化 

本プロジェクトで収録した講演映像について、アーカイヴ化を目的としてウェブ掲載をすすめる

と同時に、開発アプリ（以下の(3）参照）を利用して掲載するためのデータ整理を行った。現場

での収録方法、字幕原稿準備や手話通訳の再収録等に関する方法と手順、注意事項等につ

いては、現在、報告書の形にまとめられるよう、整理中である。 

3） 配信映像の形式の検討とアプリの作成 

研究課題名称 手話言語学を世界へつなぐ―メディア発信と e-learning 開発に向け

て― 

応募事業区分 事業枠①「戦略的共同研究Ⅰ」 Ⅳ.「複合領域」 

申請代表者氏名 菊澤律子 
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本プロジェクト開始当初は、テレビ画像を用いた固定画像を作成していたが、初年度にユーザ

ーがカスタマイズできる、コンピューターベースのシステムが望ましいとの案がでていた。この議

論を受けて、NPO 法人と提携してアプリを作成し、現在、実用化に向けて引き続き、作業をす

すめている。 

4） e-learning や OER を視野に入れたウェブサイト掲載方法の見直し 

アプリの公開を視野にいれ、利用のしやすさの観点からウェブサイトの構成について、検討し

た。 

5)  研究のためのデータ利用の検討 

本項目については、公開することで外部利用に結びつける、というところまでとなっており、今

後の発展が期待される。とくに、コーパス利用、翻訳論等における研究のためのデータ利用の

可能性を整理し、データの保管方法を検討する必要がある。 

6)  この三年間の成果を受けて、今後、本研究事業の成果をどのように発展させていく可能性があ

るのか、メンバー全員で議論した。 

 

手話の語学教材はインターネット上で見られるようになってきたが、手話言語学に関しては依然

研究者の数が少なく、大学でもほとんど開講されていないのが現状である。本研究事業は、ろう者

を含む関連分野の専門家が連携し、世界各地で開催されるこの研究分野の講義・講演を取り込む

場を作成、手話話者のコミュニティーを含む国内外の広い対象に向けて発信しようとする点で独創

的であり、また先駆的である。大学院生等にとってのリソースへのアクセスを容易にすることで研究

者のすそ野を広げるのみならず、映像収録においてはろう・聴の手話通訳者教育にもつながる。

制作するサイトは一般社会に専門知識を提供する場にもなり、ろう文化理解への社会的要請にも

応えるものとなる。 

事業を進める中で明らかになったことに、日本では、高等教育機関の関係者の間で、「字幕があ

れば聴覚障害者対策は十分」とする誤解がひろく存在することが判明した。2016 年４月より障害

者差別解消法の施行されることからも、今後、大学や大学院を含む学術研究機関等におい

ては、これまで以上に、聴覚障害のある学生支援に対する正確な知識をもち、個別の状況

において効果的な対応が求められるようになると考えられる。その文脈での新たなニーズ

も見据えつつ、本事業の成果を実用化に適した形にするための研究を継続したいと考えて

いる。 

 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

 

事業ウェブサイト 

http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/index.html 
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公開済み講演映像リスト 

http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/lecture.html 

 

開発アプリによる講演映像テストサイト 

http://www.minpaku.ac.jp/sokendai/ssll/lecture_02.html 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

 

 

 

 

○ 研究状況報告 

前年度に引き続き、研究参加者がそれぞれに野外調査と資料の分析を継続し、それぞれの専門領域が

提供できる知見や研究・分析手法についてさらに議論を深めた。 

 当初計画で予定していた情報学的研究による、「料理」インデックスならびに環境改変マップの構築

はやや遅れている。これは、当初の予定以上に、現地社会における食の様相が多様であり、画一的な「料

理」を定めることが現地における慣習的、継承的な文化を必ずしも正当に評価しているとは言えないこ

とが明らかになってきたからである。情報学的アプローチによる分析に必要な条件については次年度に

検討を行う予定である。 

 また平成 27 年３月 20 日には一般にも公開した公開セミナーを実施し、研究成果の社会的普及を行っ

た。 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

その結果、料理の環境史を考えるうえで重要となる３つの視点がうかびあがってきた。具体的には、

１）移動から定住の過程と生態資源選択、２）日常と非日常の生態資源選択、３）動物性資源と植物性

資源である。１）については定住化と食との関係、特に狩猟採集と農耕との共存可能な遷移状況の中で、

料理の変化、食材の変化、調理方法の変化等を中心に検証することが西アジアの考古学調査、東南アジ

ア大陸部の狩猟民の調査を通して浮かび上がってきた。２）については、拠点集落とキャンプサイト、

日常と非日常の間における料理の変化、食材の変化、調理方法の変化等を中心に検証することが、タイ

およびラオスの生態人類学的調査から見通しとして得られている。３）については、台湾における人類

学的調査と縄文時代における植物利用の検証を通して、料理の変化、食材の変化、調理方法の変化を動

物資源の利用時と対比的に考察している。 

 平成２７年度は野外調査と分析とを継続するとともに、前年度に設定した課題にそって、統合的な共

同研究を進めるための討議をおこなう。また、必要に応じて共同調査を実施する。年度後半には、研究

参加者の最終的な成果報告の検討会合を実施し、研究のとりまとめを行ったうえで、報告書の作成を行

う。報告書は PDF 化した電子媒体を基本的に想定しており、これを関係する研究領域の研究者に頒布

する予定である。また、学内公開セミナー、市民向けのセミナーを実施し、研究成果の発信、普及を学

術論文、書籍、インターネット等の各種メディアでの公開と並行させていく。また、料理・環境複合レ

シピ DB のプロトタイプの構築を研究期間内にはかり、試行的公開を実施する。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

野林厚志「台湾原住民族の料理の環境文化史」『第７回日台台湾原住民族研究論壇』国立政治大学原住

民族研究中心、台北、2014 年 10 月 

研究課題名称 「料理」の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に

与えるインパクト 

応募事業区分 戦略的共同研究 

申請代表者氏名 野林厚志 
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Nobayashi Atsushi  'A  hunting  practice  of  'Ryoyukai':  the  relationship  between hunters  

in  voluntary  organization  in  Japanese  local  society.'(IUAES Inter-Congress 2014)May 

2014 

Ikeya K. 2014 Human history of nomadism and sedentarism among nomadic peoples.(IUAES 

Inter-Congress 2014)May 2014 

Nakai S. and K. Ikeya2014Sedentarizing process and socio-economical changes of the Mlabri 

hunter-gatherer in Thailand.(IUAES Inter-Congress 2014)May 2014 

中井信介（印刷中）「家畜飼育からみたタイ農村の生業変化」池谷和信編『熱帯家畜資源学の試み』京

都大学学術出版会 

高橋遼平・姉崎智子・本郷一美・黒澤弥悦「現生リュウキュウイノシシの DNA 解析：遺跡出土資料の

解析結果を正しく解釈するために」『日本動物考古学会第 2 回大会』福井、2014 年 11 月.（口頭） 

高橋遼平・姉崎智子・本郷一美・黒澤弥悦「先史人類は琉球列島へイノシシ・ブタを持ち込んだのか？：

現生リュウキュウイノシシの分子系統解析」『第 68 回日本人類学会大会』浜松、2014 年 11 月.（ポス

ター、査読有） 

Ryohei Takahashi “Zooarchaeological study of introduction of Sus scrofa into the prehistoric 

Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis” ” 12th International Conference of ArchaeoZoology 

(ICAZ2014), San Rafael, Argentina, Sepember 2014. 

 

【公開セミナー】 

－生態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト－ 

2015 年３月 20 日（金） 民博第５セミナー室 参加人数：29 名 

11:00～   受付・展示場内自由参観 

12:55   集合（東南アジア展示場前） 

13：00～  「東南アジア展示場の解説－ベトナム、タイ族の囲炉裏まわりの再現展示を

中心として－」樫永真佐夫（地域文化学専攻、国立民族学博物館） 

13：30～  一般受付 

14：00～15：15   特別講演（一般公開・中国語逐次通訳付） 

         「”Kulabaw（田鼠 )料理：狩獵、飲食與環境變遷的關係」 

          （邦題：クラバウ（田ネズミ）料理：狩猟と飲食と環境変化との関係） 

          講演者：林志興（台湾国立台湾史前文化博物館・主任研究員） 

15：30～16：45   学融合推進プロジェクト「料理の環境文化史」成果報告会（一般公開） 

          報告者： 

          野林厚志（地域文化学専攻・教授、国立民族学博物館） 

          池谷和信（地域文化学専攻・教授、国立民族学博物館） 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

今年度は２回の研究会を開催した。 

1-1. 第５回研究会（於：広島大学、2014 年 6 月 19～21 日） 

ここでは人工生命への様々な試み、また村上陽一郎氏にも参加いただいての知性・文明と

いう刺激的なテーマに加え、丸山氏による生命の発生と進化に関する包括的な「生命惑星

学」の提案があり、盛んな議論が行われた。また広島大学天文台を視察した。 

 

1-2. 第 6 回研究会（於：湘南国際村生産性国際交流センター、2014 年 12 月 11～13 日） 

本事業での最終回となる第 6 回研究会では、まとめとして「宇宙（宇宙を視点においた地

球を含む）における生命」の研究は今後どのように進むか、ロードマップを議論するとと

もに、大学における宇宙の生命研究と教育についてもそれぞれの所属組織における状況を

報告し、今後の具体的行動案について議論を行った。 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

 「宇宙の生命」研究は最も価値の高い、また典型的な学際的新研究分野の１つであると

いえる。天文・宇宙分野、地球進化や生物進化、地球と生物の共進化、生命の起源、人類

進化と文明など、現在学術会議の夢ロードマップや、他大型プロジェクトなどがない分野

も含めてそれぞれの展望を議論、共有したことは大いにそれぞれの分野の最先端で活躍す

る参加者にとって参考となり、刺激となった。また、このアストロバイオロジーという新

分野は今後長きにわたって発展していくことが期待されるが、次世代の研究者を育成し、

専門研究者以外の支持者を広く一般に醸成するための大学における教育についても報告・

検討されたことは大変有意義な成果であった。 

本年度も研究会で使用された発表資料はＤＶＤとしてまとめ、参加者に配布した（添付）。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

なし。 

教科書「アストロバイオロジー入門」（東大出版会）は本文（コラム以外）の原稿が集ま

り、最初に提出してから研究の進展によって書き換えが必要な部分の改訂、編集委員によ

るクロスチェックが行われ、現在は装丁等刊行前の最終段階にある。 

 

研究課題名称 惑星科学と生命科学の融合：生命概念の普遍化をめざして 

応募事業区分 事業枠�（Ａ）「戦略的共同研究Ｉ」 

申請代表者氏名 長谷川 眞理子 
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発表タイトル 

第 5 回研究会（2015 年 6 月 19～21 日 広島大学学士会館） 

1. 初期生命への実験・シミュレーション（東工大・星元紀） 

2. 数理モデルに基づいて生体高分子ネットワークを実装する （東工大・木賀大介） 

3. 粘菌アメーバの解探索ダイナミクスに着想を得た生化学シミュレーションモデル 

  （東工大・青野真士） 

4. 普遍生物学：生きていることの動的状態論（東大・金子邦彦） 

5. 人工細胞モデルの進化実験（阪大・四方哲也） 

6. 知性と文明（国立天文台・海部宣男） 

7. ホモサピエンスはいつ、どのように知性を獲得したか（総研大・長谷川眞理子） 

8. 人類の文明は必然か偶然か（村上陽一郎） 

9. 生命惑星学の試案（東工大・丸山茂徳） 

 

第 6 回研究会（2015 年 12 月 11 日～13 日 湘南国際村生産性国際交流センター） 

I. 大学における宇宙の生命研究と教育 

1. 宇宙生命教育の価値 （東工大・星元紀） 

2. 物理学の立場から：東大物理学科での経験を中心に（東大・須藤靖） 

3. 天文学の立場から：ＮＩＮＳの計画を含めて（東工大・井田茂） 

4. 生命科学の立場から：アメリカなどの状況を含む（共和化工（株）環境微生物研究所 

大島泰郎） 

5. 大学の学部教育における宇宙生命研究：国内の現状を調査し紹介（阪大・芝井広） 

6. 所属大学・機関における宇宙生命に関する学部教育（全員） 

 

II. 宇宙生命論研究の展望とロードマップ 

1.  天文・宇宙での”コンタクト”へのロードマップ（国立天文台・海部宣男） 

2. 太陽系内天体における生命探査のロードマップ（東京薬科大学・山岸明彦） 

3. 太陽系外惑星における生命探査のロードマップ（東大・田村元秀）  

4. 地球進化の理解と展望（東工大・丸山茂徳） 

5. 生命進化の理解の展望（東京薬科大学・山岸明彦） 

6. 地球環境と生命の共進化の理解の展望（東大・田近英一） 

7. 生命の起源の理解の展望（横国大・小林憲正） 

8. 人類進化と文明の理解の展望（総研大・長谷川眞理子） 

 

他参加者： 磯部洋明（京都大学）、長沼毅（広島大学）、遠藤慎一（日本宇宙生物科学会）、 

大森聡一（放送大学）、眞山聡（総研大）、大石雅寿（国立天文台）、阿部豊（東京大学）、 

小松睦美（総研大）、望月優子（理化学研究所）（順不同） 
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（様式 3） 

平成 26 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

分子進化学的解析、分子生物学的解析、行動学的解析、生理学的解析の４つの側面からのそれ

ぞれの解析について以下にまとめる。 

 

① 分子進化学的解析：これまで、アメリカムラサキウニ、チビイトマキヒトデのゲノムデータを網

羅的に解析することにより、それぞれのゲノム中の TRPA ホモローグを含む TRP ホモローグ

を複数同定した。さらに、バフンウニ幼生の RNA-seq を全ゲノム塩基配列から同定された

TRPA 候補遺伝子が実際に発現されているかを調べた。その結果、アメリカムラサキニの全

ゲノム塩基配列からの予測では 8 つであったが、少なくとも 7 つの TRPA 遺伝子コピーがバ

フンウニの幼生に発現していることを確認した。 

 

② 分子生物学的解析： これまでにイトマキヒトデゲノムから単離した AP-TRPA の発現解析を

行った。RNA レベルとタンパク質レベルのいずれにおいても、発現は非常に少ない事が分か

った。一方、イトマキヒトデ幼生の RNAseq 解析を行ったところ、AP-TRPA の他に TRPA のホ

モローグがもう一種類、と TRPM のホモローグが 6 種類、TRPV のホモローグが１種類同定さ

れた。 

 

③ 行動学的解析：ヒトデの幼生の走温性を定量的に解析するために、温度勾配のあるチャン

バー中の個体密度を計測した。その結果、温度走性を定量的に表現することに、成功した。

またこの方法を用いて、広範の TRP の阻害剤である Rutenium red により、この走性が阻害

されることが示された。この結果は、走性行動に、TRP 遺伝子が関与していることを強く示唆

する。 

 

④ 生理学的解析： Ap-TRPA を Xenopus 卵母細胞に強制発現させた場合に、Ap-TRPA は細

胞膜に限局して分布していた。また Ap-TRPA は脊椎動物や昆虫の TRPA1 アゴニストにより

活性化されること、熱刺激により活性化され、その活性化温度閾値は約 36℃であることを示

した。 

 

 

研究課題名称 温度感受システムの進化生理学 

—無脊椎動物をターゲットとしてー 

応募事業区分 ①「戦略的共同研究Ⅰ」 

申請代表者氏名 颯田 葉子 
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○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

来年度は最終年度にあたるため、成果出版を視野に入れて研究活動を行う。そのために、以下の

計画を遂行する予定である。 

 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

 

Shigeru Saito & Makoto Tominaga, Functional diversity and evolutionary dynamics of thermo TRP 

channels. Cell Calcium doi:10.1016/j.ceca.2014.12.001 

 

 

 

 

 

 

① バフンウニ、イトマキヒトデでの温度走性関連候補遺伝子として、様々なTRPのホモローグ

のクローニングを行いと電気生理学的な特性を明らかにするとともに、分子進化学的解析を

行い、無脊椎動物でのTRP遺伝子の進化の過程を明らかにする。 

 

② イトマキヒトデで発現が確認された、TRPM, TRPV、および新たに同定されたTRPAに関して、

モルフォリノオリゴにより温度走性を抑制できるかどうかを明らかにするとともに、これらの受

容体の電気生理学的特性を明らかにする。 

 

③ 温度走性の行動解析で一個体の遊泳軌跡を追跡するシステムを開発し、個体の行動を解

析する。 

 

④ これまでの結果から、AP-TRPA1は温度走性に関与する可能性は低いが、一方で、発生学

的に重要や役割を担っている可能性が示唆された。この発生学的な役割を明らかにするた

めに、モルフォリノオリゴで発現を抑制できるかどうか、アフリカツメガエル卵母細胞の系で

確認するとともに、効果的な抗体を見つける。 

 

⑤ 公開講演会を開催しこれまでの結果の報告をするとともに、論文としてまとめる。 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
 本研究では，光情報解析と生物学的解析技術を融合させ，自然界にある蛍光の性質を解

析し，蛍光が作られる機構と蛍光の生物学的意味を理解することを目的としている．自然

界の蛍光の性質では，沖縄県瀬底において非常に波長幅の狭いレーザー光源を用いること

により, 励起光と蛍光を分離してのサンゴの蛍光を測定することに成功した(寺井担当). ま
た, 複数の励起光を含む特殊光源による蛍光の測定も試みており, 光情報解析を行いなが

ら測定条件の検討を進めている(佐藤, Yinqiang 担当). このサンゴの蛍光を作る機構を調べ

るために次世代シークエンス解析を行った. その結果, サンゴの蛍光の基盤となる蛍光タ

ンパク質はこれまで知られていたより非常に多い 30以上もの遺伝子群で構成されることが

明らかとなった(寺井担当). このような自然界の蛍光の生物学的意味を明らかにするために, 
花性昆虫であるナミアゲハを用いた蛍光弁別実験の系を立ち上げた(木下, 佐藤担当). この

系は蛍光物質を含む透明塗料の有無が異なる色紙をナミアゲハに学習させ, 蛍光の有無に

より行動が異なるかを評価し蛍光の弁別を明らかにできる. 行動実験の結果, ナミアゲハ

は弱い蛍光であっても弁別できることが明らかになった(木下担当). このようにして, 本研

究では自然界に存在する蛍光の性質, 蛍光が作られる機構, 生物による認識を明らかにし

てきた.  
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
本研究計画の中で, 平成 27 年度には自然界にある蛍光の性質を解析(サンゴの蛍光), 蛍光

が作られる機構(蛍光タンパク質遺伝子), 蛍光の生物学的意味(ナミアゲハの蛍光弁別)を明

らかにしてきた. 平成 28年度にはハイパースペクトルカメラを用い, サンゴと陸棲植物を

対象に光情報を解析し，反射・蛍光の分光特性（強弱や反射および蛍光の波長成分など）

を詳細に解析する．また, 蛍光の生物学的意味では，花と葉から出ている蛍光の波長を

用いて，花性昆虫であるチョウ類の視覚行動と蛍光情報の関係を明らかにする．これら

により, 自然界の蛍光の重要性を明らかにする予定である． 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

国際学会発表 
1. Separating Fluorescent and Reflective Components by Using a Single 

研究課題名称 自然界の蛍光の世界を理解する 〜光情報解析と生物学的解析

の融合〜 
応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 佐藤 いまり 
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Hyperspectral Image. Yinqiang Zheng, Ying Fu, Antony Lam, Imari Sato, Yoichi 
Sato; The IEEE International Conference on Computer Vision (ICCV), 2015, pp. 
3523-3531. 
2. Genetic diversity of fluorescent protein genes generated by gene duplication and 
alternative splicing in reef-building corals. Shiho Takahashi-Kariyazono, Yoko 
Satta, Yohey Terai. SMBE meeting, Vienna, June 12-16, 2015 
国内学会発表 
1. ミドリイシ属サンゴ生体が放射する蛍光の遺伝的 基盤とその進化 仮屋園(高橋)志

帆 , 五條堀淳, 颯田葉子, 寺井洋平  日本進化学会大会 東京, 8 月 20 日 2015 年 
発表論文 
1. Shiho Takahashi-Kariyazono, Yoko Satta, Yohey Terai. Genetic diversity of 

fluorescent protein genes generated by gene duplication and alternative splicing 
in reef-building corals Zoological Letters, 1:23 (2015) 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
1. 哺乳類の「見えない光」の受容機能を担うメラノプシンが、「見える光」の受容（視覚）

を担う光受容タンパク質とはどのように異なる分子特性を持つのかを解析するために、

種々の哺乳類メラノプシンの分子特性を、分光学的・電気生理学的手法を用いて解析

した。 

 

2. アゲハ（Papilio xuthus）尾端に存在する光受容細胞について、そこに発現する光受容

物質の同定を目指した分子生物学的実験を開始した。オスアゲハの scaphium（光受容

細胞を含む尾端の構造）を 21 頭分単離し、mRNA を抽出したあと、次世代シーケン

サーを用いて RNA—sequence (RNA-seq)解析を行った。 

 
3. ゼブラフィッシュ(Danio rerio)などの硬骨魚類に存在する眼外光受容器官である松果

体・副松果体で機能する光受容タンパク質パラピノプシンが、ゲノム中に２種類存在

することがわかったため、それらがどのような分子特性・機能の違いを持つのかを、

分光学的・生理学的に解析した。 

 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
1. 精製した哺乳類メラノプシンを生理的温度の 37℃に保持すると、発色団として機能す

るレチナール分子が自発的に放出されるが、メラノプシンに近縁な無脊椎動物の視覚

を担う光受容タンパク質ではそのような反応は起こらないことがわかった。また、哺

乳類の種間でも、メラノプシンからのレチナールの放出しやすさが大きく異なること

も明らかにした。すなわち、哺乳類メラノプシンが自発的に光受容能を失う特性を持

つことで、メラノプシンが機能する網膜神経節細胞が強い光入力でも応答が飽和しな

いことに寄与し、またそれぞれの動物種での環境光受容感度を調節していることを示

唆する結果を得た (Tsukamoto et al., JBC, 2015)。今後は、環形動物や節足動物などの無

脊椎動物において「見えない光」の受容を担うエンセファロプシンの分子特性を解析

する予定である。 

 

 

研究課題名称 動物が「見えない光」を受容するメカニズム 
-化学と生理学を融合したアプローチ- 

応募事業区分 学融合共同研究 

申請代表者氏名 古谷祐詞 

245



 

2 
 

2. RNA-seq の結果、紫外線受容型オプシンと思われるタンパク質分子の１つ PxUV-like
が、候補として絞られた。このオプシンは、ショウジョウバエでも機能が不明の Rh7
に相同な分子であり、アゲハで新たな機能が解明されれば、ショウジョウバエなどの

他の昆虫での機能も明らかになってくると期待される。今後は、メスで光受容細胞を

含む構造（papilla analis）を単離、同じく RNA-seq を行って分子の同定を行う。一方、

PxUV-like オプシンに対する特異的な抗体を作成、免疫組織化学法で、このタンパク質

を発現する細胞を同定すること、CRISPR-Cas9（ゲノム編集）法で PxUV-like をノッ

クアウトし、光受容細胞の電気生理学的反応、微細構造、行動への影響を調べる予定

である。 

 
3. 硬骨魚類が持つ 2種類のパラピノプシンは、1つは紫外光を受容し、もう 1つは青色光

を受容するという違いがあることがわかった。変異タンパク質を用いた解析から、7回

膜貫通構造の中の 2番目の部位が、異なる色を受容するために重要であることがわか

った。さらに生理学的解析から、両パラピノプシン分子がそれぞれ異なる生理機能を

担っていることが示唆された(Koyanagi et al., BMC Biol., 2015)。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. Tsukamoto H, Kubo Y, Farrens DL, Koyanagi M, Terakita A, Furutani Y., " Retinal 

Attachment Instability Is Diversified among Mammalian Melanopsins.", J. Biol. 
Chem., 290, 27176-27187, 2015.  

2. Koyanagi M, Wada S, Kawano-Yamashita E, Hara Y, Kuraku S, Kosaka S, 
Kawakami K, Tamotsu S, Tsukamoto H, Shichida Y, Terakita A., " Diversification of 
non-visual photopigment parapinopsin in spectral sensitivity for diverse pineal 
functions.", BMC Biol., 13, 73, 2015.  

 

 
 

246



 

1 
 

（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
平成２7 年度は初年度から前年まで続けてきた次の 3 つの基礎テーマを土台とし，前年度より開始

した 1 つの応用テーマに基づいて進めてきた． 

(基礎)テーマ 1：行動観察に基づく SC の実践知理解とスキル評価尺度の開発(担当：坊農・高梨) 

(基礎)テーマ 2：ラーニングログを用いた SC のメタ認知的思考の抽出(担当：緒方・坊農) 

(基礎)テーマ 3：テキスト情報処理を目指した SC の行動と実践知に関わるコンテンツデザイン(担

当：宮尾・佐藤・坊農) 
(応用)テーマ 4：「ディスカッション型教育メソッド」開発(平成 26 年度から始動)(担当：高

梨・坊農ら) 
 前年度まで続けてきた基礎テーマ 1 では，SC の実践知理解を主たる研究テーマとし，論

文執筆と学会発表を多数行ってきた．基礎テーマ 2 では，未来館の SC の人に協力してもら

い，SC36 名 718 件(2015.4.27 現在)のラーニングログを登録してもらった．また、データ

を分析し、どの展示に対して、どのようなログが記録されているかを視覚的に表示する機

能を開発した。基礎テーマ 3 では，前年に収録した「未来館 SC コーパス」の言語アノテー

ション，非言語コーディングを実施した．特に非言語コーディングは，動画を１秒刻みの

幅に分割し，ウィンドウを形成した．さらに，そのウィンドウの中に動作の有無， 動作の

種類（自律的か否か），静止状態の分類を行い，一致率の高い非言語コーディング手法につ

いて整備を進めた． 
 以上の前年度までの成果を踏まえ，平成 27 年度は応用テーマ 4，「ディスカッション型教

育メソッド」開発を中心に研究を進めた．具体的には，コミュケーション研究の知識を持

つ 4 名の大学院生をアルバイト雇用し，「レリバントアノテーション」と名付けたアノテー

ション作業を実施した．本手法は，従来研究で用いられてきたような，行為を記述するため

の「行為タグ」，行為間の関係を記述するための「対話タグ」，対話に内在する情報の新旧やトピ

ックに関する構造を記述するための「談話タグ」等のタグセットを事前に準備せず，会話分析

および相互行為分析の手法を用いて，より参与者の志向性および理解にもとづいた，「参加

者にとってレリバントな行為記述」を提供するといったものである． 
 研究期間内にアノテーション完了したファイルは 32 ファイル，完了した時間は 36 分 13
秒，アノテーション実施箇所 2,082 箇所，各モダリティに対するアノテーション数 2,446(内
訳 hand: 815, foot: 229, face: 579, body: 308, meta: 515)である．学融合研究事業としての

研究課題名称 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカ

ッション型教育メソッドの開発 
応募事業区分 事業枠④「育成型研究者研究支援」 
申請代表者氏名 坊農真弓 

247



 

2 
 

研究機関は終了したが，引き続きこの基礎データを用いて分析を進める予定である．また，

この基礎データは「ディスカッション型教育メソッド」構築の資料となるものであり，教

育メソッド構築はこれからの課題である． 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 平成 27 年度の研究事項は，(1)総研大生を対象にした「ディスカッション型教育メソッド」に基づく

講義の提供，(2)(1)の受講者を対象とした「未来館 SC 体験ツアー」の実施，(3)平成 25 年度と平成

26 年度に得た，知見(実践知理解とスキル評価尺度)をディスカッション型教育メソッド開発へ適用

する可能性について，他の博物館・科学館関係者との議論を通して検討することであった．(1)の講

義の提供は学融合教育事業総研大レクチャーに採択いただき，「科学と対話」というリレー講義を，

TELAS を用いて実施した(詳細は総研大レクチャーの報告書を参照のこと)．また(2)についても総

研大レクチャーの中に組み込んで実現した．(3)については公開セミナーにご参加いただいた博物

館・科学館関係者といくつか議論を進めた． 

 当該事業年度の設定目標は，(1)初年度から実施してきた基礎テーマについて，重要度の高い

国内・国際会議で研究成果を報告し，国内・国際ジャーナルに論文を投稿すること，(2)総研大生

への講義提供を成功させること(例：参加学生の募集方法の工夫など)，また(3)国内の科学館・博

物館関係者，研究者向けの公開 WS を開催することによって，我々のプロジェクトの全体像とディス

カッション型メソッドの有用性を確認することであった．こうした目標や見込みのもと，先述した「レリ

バントアノテーション」の手法構築と総研大レクチャー「科学と対話」をおこなった． 

 今後はこれらの成果をディスカッション型教育メソッドの開発に利用し，教育メソッドの開発と講義

への展開を，総研大学融合推進センターの教員らと共同で進めたいと考えている． 

 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
1. 船越孝太郎，東中竜一郎，稲葉通将，小林優佳，高梨克也，大塚裕子，小磯花絵，坊

農真弓 (2016) テーマセッション３：対話・言語コミュニケーションにおける主観性

とその評価, 言語処理学会第 22 回年次大会(NLP2016) (3 月 7 日-11 日, 東北大学) 
2. 坊農真弓，須永将史 (2016) 参与者の理解に基づく身体動作のアノテーション手法の

提案，第 76 回 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会, SIG-SLUD-B503, 
pp.7-12 (2 月 29 日-3 月 2 日，長野県下高井戸郡野沢温泉村中尾集落センター) 

3. 坂井田瑠衣，榎本美香，伝康晴，坊農真弓 (2016) フィールドに依存した身体相互行

為の組織化過程 ―歯科診療における「修正」のやりとり―，第 76 回 人工知能学会 言
語・音声理解と対話処理研究会, SIG-SLUD-B503, pp.17-22 (2 月 29 日-3 月 2 日，長

野県下高井戸郡野沢温泉村中尾集落センター) 
4. 大崎章弘, 坊農真弓, 緒方広明, 高梨克也, 宮尾祐介, 牧野遼作, 城綾実, 本田ともみ, 

森田由子 (2015) 科学コミュニケーターの対話スキル養成を支援するリフレクション

システムの構築, ヒューマンインタフェースシンポジウム 2015 論文集, pp.893-896. 
(9 月 1-4 日, 公立はこだて未来大学) 

5. 牧野遼作, 城綾実, 坊農真弓, 高梨克也, 佐藤真一, 宮尾 祐介(2015) 実世界における
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身体動作のコーディング・セグメンテーション手法の提案−日本科学未来館における科

学コミュニケーターと来館者間の対話を対象に-，人工知能学会第 29 回全国大会．(5
月 30-6 月 2 日，公立はこだて未来大学)  

6. 牧野遼作，古山宣洋，坊農真弓(2015) 会話の映像収録冒頭部分の検討-実験環境会話

データとフィールド環境会話データの比較を通して- 日本認知科学会第32回大会発表

論文集，pp.1040-1047 (9 月 18 日-9 月 20 日, 千葉大学) 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
 カラスによる農作物被害は約 21 億円に達している（農林水産省 平成 24 年）。その他、

営巣による配電トラブル、家畜や展示動物への咬傷、街中での騒音、糞害など、前述の農

業被害以外にもカラスによる深刻な被害がある。これらの被害軽減のため、日本全国で箱

罠によるカラスの捕獲が行なわれている。捕獲には箱罠の設置費用や維持のためコストが

かけられている（東京都では年間１億円程度）が、捕獲されたカラスは、ほぼ 100%が有効

利用されることなく、処分されている。もし、カラスの肉に食資源としての利用価値が見

出されれば、コストの一部を還元できるかもしれない。しかしながらカラスは屍肉を食べ

る動物であり、生物濃縮による汚染など安全面が危惧される。そこで本研究は、カラスの

肉の栄養成分の他、食肉としての安全性を調べることを目的とした。また、カラスは死に

まつわるイメージなどから、食用にするには抵抗を感じる人が多いと推察されるが、どの

程度の割合の人がカラスの肉を食べたいと思うのか、受容性も調査した。さらに、有害捕

獲されたカラスの有効利用の一つとして、研究資源としての利用の可能性を探るため、培

養細胞の作出を試みた。 
 長野県および神奈川県にて有害捕獲されたハシブトガラスとハシボソガラスを屠殺した

後、浅胸筋を採取した。採取した浅胸筋について、遊離アミノ酸、無機類、残留農薬、残

留抗生物質、細菌類の定量を行った。その結果、カラスの浅胸筋にはタウリンと鉄分が豊

富に含まれることがわかった。また、長野県で捕獲されたカラスの一部において農薬で使

用される Dichloro-diphenyl-trichloroethane とヒ素、水銀が検出されたが、大量に摂取し

なければ問題ない程度の微量であった。神奈川県ではすべての項目において検出限界以下

であった。したがってこれらの解析結果から、カラスの肉は栄養面で優れており、また、

今回の分析では安全面でも問題が無かったことから、食資源として利用できる可能性が高

いことが示された。 
 30-50 代の 142 人の主婦を対象とした市場性の調査の結果、15%がカラスの肉を食べた

いと回答した。カラスの肉を食べたい理由として、珍しいからと回答した割合が高く、カ

ラスの肉を食べる上で重要な条件として、衛生面での安全性、味と回答した割合高かった。

カラスの肉の安全性が証明でき、また、許容できる調理法を開発できれば、珍しいという

理由で購入される可能性は高く、市場性はあることがわかった。また、20-70 代の男女 34
人が参加した試食会にて燻製肉の食後のアンケートを行った結果、半数近くの被験者には

研究課題名称 有害捕獲された野生動物の利用とその過程で起こる諸問題の

検討 ―カラスを例として― 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 塚原 直樹 
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許容される味であることがわかった。 
 また、研究資源としての利用の可能性を探るため、カラスの培養細胞の作出を試みたと

ころ、カラスの腎臓由来の初代培養の樹立に成功した。したがって、非モデル動物のバイ

オリソースとして有効利用することが可能となった。 
 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 本研究により、カラスの肉には栄養的価値があり、安全性に問題はなく、市場性と受容

性があることがわかった。したがって、有害捕獲されたカラスは食資源として十分に有効

利用できると期待される。 
 現状、カラスは食資源として社会に認知されていない。そのカラスが食資源として社会

に認知される過程は非常に興味深い。カラスには、感覚的な負のイメージが強いが、今後

は、その負のイメージを払拭するための仕掛け（試験、調査の情報に基づく普及活動）に

より、新たな食資源として受容されるか、を実験的に試み、受容される過程で鍵となった

事象を明らかにしたい。 
 具体的には、１）複数地域のカラスの肉の安全性の検査を行い、有害物質の蓄積の地域

差を調べる。２）まだわかっていないカラスの肉の栄養機能性を探るため、疲労回復の機

能を持つイミダゾールジペプチドを始めとした栄養機能性を調べる。３）カラスを食べて

いた事例を調べるため、日本と海外でカラスを食べていた事例について、どのように食べ

られていたのか、またどうして食べられなくなったのかについて文化人類学的に調査を行

う。４）カラスの肉の最適な調理法、加工法を検討する。５）供給者側の意識変化に関す

る調査および意識変化を促す因子の調査を行うため、ジビエ解体場やレストラン、加工場

にカラスを市場に出すことへの協力を依頼し、その過程での初年度から最終年度までの供

給者の意識変化を調査する。変化した場合は、普及活動の中のどの因子の影響を受けたの

か分析する。６）消費者側の意識変化に関する調査および意識変化を促す因子の調査を行

うため、市民セミナーを行う他、マスメディアへの露出、本の出版を通じて、カラスの肉

の普及活動を行い、それに伴う消費者の意識変化を調査する。 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
【学会発表】 
1) 塚原直樹 ら、「カラスは食資源として利用できるか?」、カラスシンポジウム 
2) 田辺秀之、塚原直樹、「カラスの初代培養細胞作成の試み」、カラスシンポジウム 
3) 蕪山由己人、塚原直樹 ら、「ハシブトカラス骨格筋中のタウリン含量と筋収縮」、カラ

スシンポジウム 
4) 塚原直樹 ら、「カラス肉の食資源としての可能性と安全性の検討」、日本畜産学会第 119

回大会 
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5) Tsukahara N, et al, Nutrients and toxic substances in crow meat, IWMC2015 
6) 二瓶泰雅、塚原直樹 ら、カラス肉の食資源としての可能性を探る-栄養成分の解析-、日

本畜産学会第 120 回大会 
7) 塚原直樹、カラスは食資源として利用できるか？、第３回狩猟サミット 
8) 葉山美咲、塚原直樹 ら、「カラス肉はどんな味か？そして許容されるか？」、畜産学会

第 121 回大会 
9) 塚原直樹 ら、「カラス肉はどんな味か？そして許容されるか？」、畜産学会第 121 回大

会 
 
【研究会、市民セミナー】 
10) 総研大公募型研究事業「カラスを食べるプロジェクト」研究会、2014 年 10 月、品川イ

ンターシティホール（東京都） 
11) 総研大公募型研究事業「カラスを食べるプロジェクト」研究会、2015 年 5 月、総合研

究大学院大学（神奈川県） 
12) 市民セミナー「平塚市で捕獲されたカラスの有効利用と音声を使ったカラス撃退装置の

紹介」、2015 年 10 月、平塚市吉沢公民館（神奈川県） 
13) 市民セミナー「カラスを騙し対話するドローンを作りたい」、2015 年 12 月、デジタル

ハリウッド大学大学院（東京都） 
 
【社会発信】 
14) TV 神奈川「TVK ニュース」、2015 年 10 月 20 日 
15) TV 神奈川「ニュース 930α」出演、2015 年 10 月 20 日 
16) 日本農業新聞、2015 年 10 月 27 日 
17) タウンニュース、2015 年 11 月 5 日 
18) JA 湘南,11 月号,No.595、2015 年 11 月 10 日 
19) 読売新聞、2015 年 11 月 15 日 
20) 読売オンライン、2015 年 11 月 15 日 
21) ヨミドクター、2015 年 11 月 16 日 
22) Yahoo!ニュース主要トピックス、2015 年 11 月 16 日 
23) 味博士の研究所、2015 年 12 月 14 日 
24) 味博士の研究所、2015 年 12 月 17 日 
25) 朝日新聞、2015 年 12 月 21 日 オンライン版 
26) 日本テレビ「変ラボ」、2016 年 1 月 11 日 
27) milsil（2016 年 第 1 号）、2016 年 1 月発行 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
＜研究会＞ 
２０１６年３月２７日（日）午後１時～午後５時半、学術情報センター（東京都千代田区一ツ橋

2-1-2）において公開シンポジウムを開催した。 

２０１５年１２月１９日、国立民族学博物館において、共同研究会を開催した。 

これらの詳細は、本研究ホームページ

（http://www.saitou-naruya-laboratory.org/meetings/SOKENDAI_Japonesian.

html）を参照されたい。 

＜ゲノムワイド SNPタイピング＞ 

島根県出雲市在住の４０名余、鹿児島県枕崎市在住の７０名余から試料の提供を得て、ゲノムワ

イド SNPタイピングをおこなった。 

 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 
出雲人のデータ解析結果は、すでに一昨年度おこなった２１名の結果と大きな違いはなか

ったが、枕崎市の南薩摩人は、沖縄人にやや遺伝的に近いという期待される位置にくる個

体が大部分であったほかに、未知の別集団との混血の可能性がある個体が１０名ほどみつ

かり、これらがどの集団との混血であるのかに、大きな興味がでてくる。今後奄美大島、

種子島、屋久島などの周辺の島嶼を中心に、詳細なサンプリングと解析が必要になる。 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
斎藤成也（２０１５）日本列島人の歴史 岩波ジュニア新書 
 
Saitou N. and Jinam T. A. (2016) Language diversity of the Japanese Archipelago and 
its relationship with human DNA diversity. Man in India, vol. 95 (in press). 
 
 

研究課題名称 日本列島人の起源 

応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 

申請代表者氏名 斎藤 成也 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 

生命科学的アプローチでは、発声の研究の基盤を構築できたため、発声のモチベーション

とパターンを制御する分子メカニズムの解明に取り組む。既に、RNA-seq を用いて、発声

のモチベーション（頻度）を制御する遺伝子を、QTL 解析および SNP アレイを用いたゲノ

ムワイド関連解析を用いて、発声のパターンを制御する遺伝子の候補を同定することに成

功している。これらの研究の機能解析と立証研究を行うことで、総研大から世界を先導す

る研究を発信する。また、人文社会科学的アプローチでは、研究会を開催し、日本の動物

愛護思想と欧州の動物福祉思想との統合を行い新たな倫理感の醸成を図る。その倫理感が、

日本において許容されうるかを、政治学や法律学の専門家を新たに加えて議論し、合意形

成に向けた具体的手順についても議論する。さらに、また、平成 27 年度の研究において、

欧州先進国と日本との教育の違いが浮き彫りになったものの、日本においては動物福祉や

動物倫理の基本となる授業体系が存在しない。そこで、平成 28 年度は、教育学の専門家で

ある七田准教授（学融合推進センター）を新たに加え、学融合レクチャーで動物倫理のト

ライアルを行い、第 3 期中期目標にも貢献することを目標とする。 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

生命科学的アプローチでは、動物の音声コミュニケーションを操作して集団内の行動を制

御する系の基盤を構築できた。すなわち、ニワトリの発声のタイミングは、体内時計の支

配を受け（Ito et al. 投稿中）、集団内では社会的順位が高い個体から順番に発声ということ

を発見し（Shimmura et al. Scientific Reports 2015）、生命科学全般に大きなインパクトを与え

た。また、人文社会科学的アプローチでは、国際応用動物行動学会において国際ワークシ

ョップの世話人代表を務め、欧米各国のフロントランナーを招待して議論し、動物福祉の

世界的な動向を理解した。また、世話人代表として動物福祉の研究会を実施し、欧州の動

物福祉思想の背後にある文化・社会的背景を理解すると同時に、日本の動物愛護思想の歴

史的変遷についても理解した。いずれのアプローチも、期待以上の大きな進展があり、目

標を上回る研究成果を挙げることができた（業績の詳細は下記参照）。 

 

 

 

研究課題名称 動物福祉学の確立に向けた文理融合研究 -ニワトリをモデル

として- 
応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 新村 毅 
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○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

1. Shimmura T*, Ohashi S, Yoshimura T*. The highest-ranking rooster has priority to announce 

the break of dawn. Scientific Reports 5 (Article number: 11683), 1-9 (2015). *責任著者. 

Nature Publishing Group の注目の論文に選定されると同時に、NPG から世界各国の報道

機関にプレスリリースする論文として選定, 2015 年に Scientific Reports に掲載された約

11,000 編の論文の中で最も閲覧された論文 100 選に選出（2015 年だけで 5,614 閲覧を記

録), 2015年にScientific Reportsに掲載された日本人著者の論文の中で最も閲覧された論

文に選出,国内メディア：TV3 社（フジテレビ，日本テレビ（Zip！なーるほどマスカレ

ッジ）, NHK（おはよう日本）），新聞掲載 3 社（読売新聞, 中日新聞，毎日新聞），Web

掲載多数（Yahoo! JAPAN など）；海外メディア：アメリカ、フランス、スペイン、中国

など).  

2. Shimmura T*, Maruyama Y, Hujino S, Kamimura E, Uetake K, Tanaka T*. Persistent effect of 

broody hens on behaviour of chickens. Animal Science Journal 86, 214–220 (2015). *責任

著者. 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
 
本研究では、多くの生物種・細胞種において、染色体のサイズ、核のサイズ、紡錘体のサ

イズを測定し、そこから定量的規則性を見いだすことにより、多様性の裏に潜む細胞構築

の原理を明らかにすることを目的とした。測定する生物種は、ヒトに近い「霊長類（田辺）」、

ほ乳類・脊椎動物のモデル生物として実験技法が確立している「マウス（山縣）」・「カエル

（原）」・「メダカ（成瀬・竹花）」、広く生物界の中での多様性を検討するための「海産無脊

椎動物（奥村）」・「植物（菊池）」、および課題代表者らが本研究課題着想のきっかけを得た

「線虫（木村・山本）」とした（カッコ内は担当する共同研究者）。 
 研究期間内に、それぞれの生物種から細胞の顕微鏡像を得るとともに、上記以外の生物

種については文献のデータも解析し、１９の生物種から総計１５９種類の細胞のデータを

取得した。現時点で解析途上の生物種・細胞種もあるため、今後この数はさらに増える。

データの数が増えてきたとともに、それぞれのデータについてサンプル調整や顕微鏡撮影

の条件などの情報が付随するため、専用のデータベースを構築し、データの整理を行った。 
 得られたデータから、まずは細胞分裂期染色体の凝縮率と細胞核内の染色体濃度の関係

に焦点をあてて種を超えた規則性について解析を行ったところ、定量的規則性が浮かび上

がってきた（論文投稿準備中）。 
 
 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 
1. １９の生物種から合計１５９の細胞種について、染色体や核のサイズを測定し、データ

ベースを構築した。整備にめどが立てば本プロジェクトの成果として公開する予定であ

る。今後は、このデータベースの中のデータをさらに拡充するとともに、広く一般の人

などからもデータを受け付けられる体制作りを目指したい。 
2. 細胞分裂期染色体の凝縮率と細胞核内の染色体濃度の関係について種を超えた規則性

を見出した。現在、論文投稿準備中である。この後は、他の計測値についても順次検討

を加え、規則性を見つける試みを続けて、細胞の多様性の裏に潜む細胞構築の原理を明

らかにしたい。 

研究課題名称 細胞建築の博物学 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 木村 暁 （遺伝学専攻） 
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本研究課題は平成２７年度をもって終了したが、期間内に得たデータは整理・解析を続け

ており、今後も共同研究者と連絡を取りながら、研究自体は継続していきたい。 
 
 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 
学融合推進センターのウェブサイトに本プロジェクトに関するインタビュー記事を掲載し

ていただいた。 
http://cpis.soken.ac.jp/project/research/interview/kimura.html 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 

○ 研究状況報告 

高エネルギージェット生成の機構解明に向けて、それぞれの現象レベルでの解析が進んで

いる。27 年度に取り組んだのは、ブラックホール周辺における相対論的なジェット生成機

構やジェットの安定性について、数値計算を駆使して調べる研究と、マグネター周辺の強

磁場中で生ずると考えられる新奇現象の場の理論的解析である。さらに、強い磁場がある

もとでの磁気再結合現象の数値的取り扱いに関しての研究が、天文・ブラックホール・ハ

ドロン物理研究者の間の共同研究としてスタートしている。 
 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

 
■ブラックホールからの相対論的ジェットに関する研究 
(1) 3 次元の一般相対論的な磁気流体シミュレーションによって、回転するブラックホール

の降着円盤からの物質の降下とともに如何にして相対論的ジェットが形成されるかを調べ

た。降着円盤内部での回転による巻き込みや磁気回転不安定性によって増幅した磁場が外

向きの流れを形成することがわかった。また、非軸対称な計算の場合、大きな爆発的放出

が見られ、より詳細に調べることでジェットの観測で見られる時間的変動との関係が解明

される可能性がある。 
(2) また、ブラックホールへのガス降着率が高い超臨界降着円盤の場合は、輻射のダイナミ

クスを取り入れる必要があり、一般相対論的な「輻射磁気流体」シミュレーションを行っ

た。その結果、ガス降着に伴って重力エネルギーが解放され、そのエネルギーが輻射に提

供されることが分かった。この強い輻射がジェットを形成する。ジェットの速度は光速の

40%程度になり、これは観測される超高光度 X 線源のジェット速度を定量的に説明できる

ものである。さらに、大質量のブラックホールに伴う亜臨界降着円盤の場合は、ガスは部

分的にしか電離しておらず、吸収線の効果を取り入れた輻射流体シミュレーションを行っ

た。この場合の外向きの物質流は、降着円盤から放出された紫外線をガスが吸収すること

で形成されることが分かった。 
(3) 相対論的ジェットに関する未解決問題として、その形状に関して、Cygnus A のように

研究課題名称 自然界の様々なスケールに現れる高エネルギージェット現象の解

明 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 板倉数記 
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細く絞られたジェットの形状を保ったままの種族と 3C 31 のように途中でジェットの形状

が崩れる種族の違いをもたらす要因が不明というものがある。この問題に対する一つの解

として、ジェットの境界で今まで考えられてこなかったレイリー・テイラー不安定性に注

目した。この不安定性は、重力場中にある二層の流体間で起こるものであるが、同様の機

構がジェットとコクーンの間に働く復元力によって生ずる。そして、この不安定性が実際

に成長し、ジェット形状の不安定性を引き起こすことを解析的・数値的に確認した。 
 
■強磁場中での新奇現象の場の理論的解析 
マグネター等の超臨界磁場を持つ天体周辺で実現していると考えられる様々な新規現象の

うち、まだ理解が十分ではない「光子分裂」についての理解が深まってきた。場の理論的

に詳細に解析することで、幾つかの選択則の存在や、強磁場における光子分裂の振幅の解

析的な表式を得ることができた。今後は、この結果を用いてマグネター周辺からの輻射の

スペクトルなどに対する影響などを調べていく。また、クォークグルーオンプラズマ中の

ジェット現象に関係する近藤効果について考察し、さらに強磁場中で起こる新しい現象と

して「磁場により誘起される QCD 近藤効果」を提唱し、その解析を行った。 
 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト 

■関連する内容の発表論文（主なメンバーについてのみ掲載） 
 Hiroyuki R. Takahashi, Ken Ohsuga, Tomohisa Kawashima & Yuichiro Sekiguchi,  
‘Formation of Overheated Regions and Truncated Disks around Black Holes; 
Three-dimensional General Relativistic Radiation-magnetohydrodynamics Simulations’, 
submitted to ApJ 
 Ken Ohsuga & Hiroyuki R. Takahashi,‘A Numerical Scheme for Special Relativistic 

Radiation Magnetohydrodynamics Based on Solving Time-dependent Radiative 
Transfer Equation', 2016, ApJ, 818, 162 

 Mariko Nomura, Ken Ohsuga, Hiroyuki R. Takahashi & Keiichi Wada,‘Radiation 
Hydrodynamic Simulations of Line-Driven Disk Winds for Ultra Fast Outflows', 
2016, PASJ, 68, 1616 

 Hirotaka Ito, Jin Matsumoto, Shigehiro Nagataki, Donald C. Warren, Maxim V. 
Barkov, 'Photospheric Emission from Collapsar Jets in 3D Relativistic 
Hydrodynamics', 2015, The Astrophysical Journal Letters, 814, L29 

 ・榎戸輝揚, 「宇宙最強の磁石星: マグネター観測で垣間見る極限物理」, 物理科学月

刊誌パリティ 2015 年 8 月号  
 S. Ozaki, T. Arai, K. Hattori and K. Itakura, ``Euler-Heisenberg-Weiss action for 

QCD+QED,''  Phys. Rev. D92 (2015)  016002 
  K. Hattori, K. Itakura, S. Ozaki and S. Yasui, ``QCD Kondo effect: quark matter 

with heavy-flavor impurities,''  Phys. Rev. D 92 (2015)  065003 
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 K. Hattori and K. Itakura, ``Photon and dilepton spectra from nonlinear QED 
effects in supercritical magnetic fields induced by heavy-ion collisions,''  
arXiv:1509.03217 [hep-ph]. 

 S. Ozaki, K. Itakura and Y. Kuramoto, ``Magnetically Induced QCD Kondo Effect,'' 
arXiv:1509.06966 [hep-ph]. 

 
■国内・海外での講演発表（主なメンバーについてのみ掲載） 
高橋博之 
国際会議 
• H. R. Takahashi, ‘3D-reconection of supercritical accretion disks in relativistic 
radiation magnetohydrodynamics’, Magnetic Reconnection 2016, California, US, March 
7-11, 2016 (招待講演) 
• H. R. Takahashi, K. Ohsuga, T. Kawashima & Y. Sekiguchi ‘Relativistic Radiation 
Magnetohydrodynamic Simulations of Black Hole Accretion Disks and Outflows’, 
Quarks to Universe in Computational Science (QUCS 2015), Nara, Japan, Nov. 4 - 8, 
2015 
• H. R. Takahashi, K. Ohsuga, T. Kawashima & Y. Sekiguchi ‘Numerical Study of Super 
Critical Accretion Disks’, Black Hole Accretion and AGN Feedback, Shanghai, China, 
Jun 1 - 6, 2015 
 
国内会議 
•高橋博之 ‘相対論的輻射磁気流体シミュレーションで探る超臨界降着円盤構造’, 
 第 9 回現象解析特別セミナー, 茨城大学, 2016 年 3 月 20 日-21 日(招待講演) 
•高橋博之 ‘一般相対論的輻射流体による超臨界降着円盤シミュレーション’, 
 日本天文学会春季年会, 首都大学東京, 2016 年 3 月 14 日-17 日 (招待講演) 
•高橋博之 ‘中性子星周囲の超臨界降着円盤の一般相対論的輻射磁気流体シミュレーショ

ン’, 日本天文学会春季年会, 首都大学東京, 2016 年 3 月 14 日-17 日 
• 高橋博之 ‘Numerical Study of Super Critical Accretion Disks’, 天文シミュレーショ

ンプロジェクトユーザーズミーティング, 国立天文台水沢, 2016 年 1 月 28 日-29 日 
• 高橋博之 ‘ブラックホール周りにおける高温ガス雲形成の一般相対論的輻射磁気流体シ

ミュレーション’, 第２８回理論懇シンポジウム, 大阪大学, 2015 年 12 月 23 日-25 日 
• 高橋博之 ‘超臨界降着円盤の円盤構造' , 流体力学会年会 2015 , 東京工業大学, 2015 年

9 月 26 日  
• 高橋博之 ‘一般相対論的輻射磁気流体計算による円盤コロナの形成について' , 日本天

文学会秋季年会 , 甲南大学, 2015 年 9 月 10 日  
• 高橋博之 ‘恒星質量ブラックホール降着円盤シミュレーション研究の現状' , 超巨大ブラ

ックホール降着円盤スペクトルの解釈を巡って , 宇宙航空研究開発機構(JAXA)淵野辺キ

ャンパス, 2015 年 8 月 10 日 - 11 日, (招待講演) 
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• 高橋博之 ‘高エネルギー天文学, 特に降着円盤における輻射過程とシミュレーション研

究の現状' , Solar-C 時代の太陽研究 , 国立天文台, 2015 年 7 月 3 日, (招待講演) 
 
松本仁 
国際会議 
Matsumoto J.,“Comparison of divergence-free techniques in relativistic magneto 
hydrodynamic simulations’’, COMPUTING in PHYSICS, Valencia, Spain, Oct. (2015) 
 
国内会議 
松本仁,“相対論版 HLLD コードの開発’’, 宇宙磁気流体・プラズマシミュレーションサ

マースクール, 千葉, 8 月 (2015) 
松本仁,“相対論的ジェットの伝搬ダイナミクス’’, 2015 年度天体 MHD 研究会, 名古屋, 
8 月 (2015) 
松本仁,“Rayleigh-Taylor 不安定性が相対論的ジェットで成長する条件’’,国立天文台天文

シミュレーションプロジェクト平成 27 年度ユーザーズミーティング, 奥州, 1 月 (2016) 
松本仁,“Rayleigh-Taylor 不安定性が相対論的ジェットで成長する条件’’, 天文学会 2016
年春季年会, 東京, 3 月 (2016) 
 
榎戸輝揚 
招待講演 
・T. Enoto, “Astrophysical Observation of Extremely Strong Magnetic Fields of 
Magnetars”, 1st CORE-U International Conference, Intense Fields and Extreme 
Universe, Hiroshima University, 2016.3.6 
・T. Enoto, “Broadband X-ray spectra of SGRs and AXPs observed with Suzaku”, “The 
Many Faces of Neutron Stars”, Munch, Germany, 2015 September 2 
・榎戸輝揚, 「QED 臨界磁場に迫る天体物理と ASTRO-H」Comprehensive Studies of 
Neutron Stars (RIKEN symposium), 2015 年 11 月 24-25 日,理研仁科ホール 
・榎戸輝揚,「マグネターの磁気活動と進化のＸ線観測」, 理論天文学研究会 2015, 2015 年

10 月 27 日, 伊豆大仁ホテル 
 
コロキウム 
・榎戸輝揚, 「中性子星の多様性とマグネターの磁気活動」,第 14 回(2015 年度第 9 回) 極
限宇宙研究拠点 CORE-U セミナー, 2016 年 3 月 10 日, 広島大学 
・Teruaki Enoto, “Diversity of Neutron Stars and Strongest Magnet “Magnetars””, 
ISAS/JAXA コロキウム, 2016 年 1 月 20 日, 神奈川, 宇宙科学研究所 
・榎戸輝揚, 「中性子星の多様な物理と宇宙最強の磁石星マグネター」慶応大学コロキウム, 
2016 年 1 月 15 日, 慶応大学 
・Teruaki Enoto, “Diversity of Neutron Stars and Magnetar Activities”, 立教大学高エ
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ネルギー天文学コロキウム, 2015 年 12 月 18 日, 立教大学 
・榎戸輝揚, 「宇宙Ｘ線で見る中性子星の多様性と磁気現象の物理」, 理化学研究所 QCD 
Club, 2015 年 6 月 15 日 
 
国際学会での発表 
・Teruaki Enoto and NICER magnetar science team, “Magnetars” NICER science 
meeting, December 14-15, 2015, NASA Goddard Space Flight Center, USA, Maryland, 
Greenbelt 
・Teruaki Enoto, Hirofumi Noda, “ASTRO-H Cookbook” Astro-H Science Meeting 15, 
TMU, November 10, 2015  
・Teruaki Enoto, Hirofumi Noda, Tim Kallman, and Richard Mushotzky, “ASTRO-H 
Cookbook” Astro-H Science Meeting 14, TMU, July 28, 2015 
 
国内学会での発表 
・榎戸輝揚, 柴田晋平, 北口貴雄, 諏訪雄大, 内出崇彦, 牧島一夫, 「マグネターの磁場強度

と硬 X 線放射の相関: すざく観測のまとめ」,日本天文学会春季年会, 2016 年 3 月 17 日, 首
都大学東京 
・榎戸輝揚, 「Ｘ線衛星『すざく』時代のマグネター観測」(ポスター), ~中性子星の観測と

理論~ 研究活性化ワークショップ, 2015 年 12 月 21-22 日, 京都大学理学研究科セミナーハ

ウス 
・榎戸輝揚, 「観測から見たマグネター進化と諸問題」, ~中性子星の観測と理論~ 研究活

性化ワークショップ, 2015 年 12 月 21-22 日, 京都大学理学研究科セミナーハウス 
・榎戸輝揚, 「中性子星の質量-半径の精密測定を狙う NICER 計画とその進捗」,日本物理

学会 2015 秋季年会, 2015 年 9 月 25 日, 大阪市立大学 
・榎戸輝揚, 岡島崇, K.C.Gendreau, Z. Arzoumanian, E. Balsamo, Y. Soong, 玉川徹, 寺澤

敏夫「超高時間分解能・大統計Ｘ線ミッション NICER との国際連携による中性子星観測」

新学術領域研究「実験と観測で解き明かす中性子星の核物質」 2015 年 9 月 17 日, 第４回

研究会, 神奈川湘南国際村センター  
・T. Enoto, T. Takahashi, T. Dotani, T. Tamagawa, and ASTRO-H Team, “（計画研究 
C01) Neutron Star Physics of ASTRO-H” 新学術領域研究「実験と観測で解き明かす中性

子星の核物質」 2015 年 9 月 17 日, 第４回研究会, 神奈川湘南国際村センター 
 
板倉数記 
招待講演 
・K. Itakura, ``Heavy Ion Collision as a Possible Laboratory for Extreme Physics with 
Intense Fields" in 1st CORE-U International Conference : Intense Fields and Extreme 
Universe March 7-8, 2016, Hiroshima University 
・板倉数記 「超強磁場における QED 過程：光子の複屈折と分裂に関する最近の発展」 
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～中性子星の観測と理論～ 研究活性化ワークショップ Dec.21, 22, 2015 京都大学 
 
国内研究会 
・板倉数記「中性子星・マグネター周辺で起こる強磁場に由来する現象」玉垣さんを偲ぶ

研究会「原子核・クォークと中性子星」2015 年 6 月 11 日～13 日 京都大学 基礎物理学

研究所 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
本課題は総研大に所属する研究者およびその研究を俯瞰的に理解することを可能にするた

めの情報統合を実現するものである。このために（1）データ収集、（2）データ分析、（3）

データの可視化、を行う。（1）データ収集においては、まず科学研究費助成事業データベ

ース(KAKEN)からのデータ収集を行った。総研大の対象とした 1227 名の教員のうち、207名

を除く 1020 名が KAKENにおいて成果報告が存在した。これらの教員の成果報告を収集した。 

(2)データ分析においては、まず共同研究者によるソーシャルネットワークを構築した。し

かし、これはかなり疎で、とくに専攻をまたがる関係が少なかった。つぎにキーワード共

有によるネットワークを構築した。このキーワード共有に基づくネットワークを用いて、

幾つかの分析を行った。一つは専攻間の関係の可視化であり、もうひとつは共同研究の推

薦である。 

 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
今回の目的のひとつは専攻をまたがった潜在的な共同研究の発見であり、このためにキー

ワード共有によるネットワークの構築を行った。このネットワークが一定の潜在的な共同

研究を発見する可能性があることはわかった。しかし、今回は KAKEN のデータのみ使っ

ており、偏りがある。このため、次年度は reseachmap および各基盤機関の業績ページ記

載の情報を取り込んで、データを増やして分析を行う。 
また、データ分析についてもさらに検討を行い、適切なモデル化を行う。 
また、データの可視化にはさらに検討が必要である。今回は静的なネットワーク図のみを

使ったが、煩雑で必ずしも理解しやすいとはいけない。インタラクティブな表示等を検討

する。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
研究成果データベースを用いた異分野の共同研究者の推薦: 荒木 将貴，桂井 麻里衣，大向 
一輝，武田 英明：第 8 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（第 14 回日

本データベース学会年次大会）（DEIM2016）, No. E1-3 (2016). 
 
 

研究課題名称 総研大の研究者および研究を俯瞰的に把握するための情報統

合の研究 
応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 
申請代表者氏名 武田英明 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
人類は古くからオーロラ等の天の異変を観察して記録に残し、現代では多くの人がデジカ

メで撮影したオーロラ写真を Twitter 等の SNS に掲載している。本研究の目的は、第一に

人々が残したこれらの資産を自然科学に活かすことであり、さらにはそれを通して市民参

加型の科学研究のあり方について実践的に考察することである。研究期間内の達成を目指

したのは、以下の 2 つコンテンツを有するウェブサイトの構築であるが、。当初の予定を上

回る勢いで研究が進んでいる。 
 
テーマ１：歴史的な古文献中のオーロラ及び太陽黒点記録のアーカイブ 
テーマ２：市民参加型のオーロラ監視データの収集と公開 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
上記の 2 つのコンテンツを含むウェブサイト「オーロラ 4D プロジェクト：aurora4d.jp」
を立ち上げた。限られた数の投稿データに柔軟に対応できる表示システム（「タイムライン」

と「マップ」が、それぞれテーマ１とテーマ２のコンテンツに対応）を構築・公開し、市

民参加型の研究を実践しているが、いずれも大量データ処理が 28 年度の主な課題として残

されている。 
 
早い段階から専用ウェブサイトで一般に広く情報公開しつつ研究を進めてきた主な効果と

して、本研究課題への一般からの注目度は、既に非常に高いものがある。実際に、新聞で

は読売新聞「オーロラ写真 HP で募集」（片岡に取材）、ラジオでは、TBS ラジオ「夢☆夢

エンジン」（片岡が出演）、テレビでは、NHK ニュース 7「くずし字を最新技術で自動解読」

（片岡が出演）、日本テレビ NEWS EVERY「くずし字解読 最新技術で歴史が変わる？」

（山本が出演）など各メディアにも、文理融合の新たな挑戦をしていく姿勢が多く取り上

げられてきている。 
 
27 年度は、大きな研究会を 3 回開催した。2015 年 7 月 17 日には「オーロラと人間社会の

過去・現在・未来」キックオフ会議を国立極地研究所で開催し、文理融合の新たな分野を

切り開く議論を交わすきっかけとした。2015 年 12 月 22 日には第 2 回となる全体会議を国

立極地研究所で開催し、それぞれの研究の進捗と成果を共有した。2016 年 1 月 25 日には、

研究課題名称 オーロラと人間社会の過去・現在・未来 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 片岡龍峰 
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第 1 回オーロラ 4D 画像処理ワークショップを国立極地研究で開催し、テーマ 2 に関するテ

クニカルな検討を推し進めた。 
 
これらの研究会を通して、「白虹」がオーロラの記述であることが発見され、天文学の論文

として出版された（Hayakawa et al., 2016）。2016 年 2 月には、京都・上賀茂神社にて、

同神社所蔵の未読文献の調査から、巨大磁気嵐に関する詳細な新記述が複数発見された。

2016 年 3 月 13 日には、初めて国文研と極地研が合同で開催する市民参加型のくずし字解

読ワークショップ「古典オーロラハンター」を国文学研究資料館において開催した。この

イベント開催により、インターネットに限らない新たな市民参加型の研究のヒントを得て、

新年度の今に至る。28 年度では、成果を広く一般に共有するためのオープンなシンポジウ

ムを開催する予定である。新たな文理融合・市民参加型の研究の突破口が開けつつある。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
Hayakawa, H., H. Isobe, A.D. Kawamura, H. Tamazawa, H. Miyahara, and R. Kataoka 

(2015), Unusual rainbow and white rainbow – a new auroral candidate in oriental h

istorical sources, Publications of Astronomical Society of Japan, doi:10.1093/pas

j/psw032.  

 
岩橋清美、オーロラと人間社会の過去・現在・未来―古典籍・古文書が伝える江戸時代の

オーロラ―、ふみ第 5 号, 2016 年１月号. 
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平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
 本研究に関わる研究集会・ミーティングを５回開催し、各研究者間で密にコミュニケー

ションを取りながら研究を進めた。南極湖沼において、これまで蓄積してきた湖沼環境デ

ータの解析、湖底群集の形態・構成種の試料分析と解析、および湖底内の栄養塩濃度の鉛

直分布解析を行った。また、不足している栄養塩データおよび生態系の遷移段階の関する

知見を得るために、昨年度実施した南極での現地調査で獲得したデータを解析した。湖底

堆積物の栄養塩の濃度分布、堆積物−湖水境界面におけるフラックス、および生物群集動態

との結合モデルを構築した。これにより、実測データに対してモデルのフィッティングを

行い、湖底の物質循環パターンを解析した。また、無生物環境へのバクテリアおよびシア

ノバクテリアの侵入と定着、その後の藻類の侵入と共存・競争について、バクテリア-シア

ノバクテリア-藻類-無機窒素-有機窒素の５者共存モデルを構築し、生態系形成初期の物質

循環トランジションと空間幾何学的トランジションを明らかにした。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 南極の湖底堆積物から得られた間隙水中の栄養塩の実測値データを用いて、湖水と生物

群集動態による栄養塩フラックスモデルを構築した。また、バクテリア-シアノバクテリア

-藻類-無機窒素-有機窒素の５者共存モデルを作り、生態系初期の生物のダイナミクスと物

質の蓄積に関しての研究をまとめた。これらの成果は、平成２７年４月にウィーンで開催

された Hydrology and Ecologyシンポジウム、平成２７年１１月に極域科学シンポジウム、

平成２８年３月に日本生態学会大会において発表を行った。 

 現在、これらの研究成果を学術論文として国際誌に２本投稿済みであり、また、３本の

論文を国際誌に投稿すべく、論文執筆中である。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
特になし 
 

研究課題名称 極域湖沼から探る生態系のメジャートランジション 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 田邊優貴子 
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○ 研究状況報告 
 平成 27 年度では、前年度の研究班を維持しつつ、さらに機動的な研究を実現するため、

新たな量子物理量としての弱値の基礎的な研究を行うグループと、その測定である弱測定

の諸科学への応用研究を行う応用グループに分け、前者を筒井（KEK）、後者を鹿野（分子

研）が統率して行い、互いに交流を行った上で研究代表者の筒井がとりまとめるという形

で研究を実施した。 
 まず基礎的な研究においては、弱値・弱測定の理論研究の創案者である Aharonov 教授

（Tel Aviv 大、イスラエル）らと弱値を使った新しい量子パラドックスを創出する共同研究

を開始し、さらに量子ダイナミクスへの適用可能性を検討した。加えて Aharonov 教授の共

同研究者である Vaidman 教授を招聘し、弱値の時間逆行現象の解釈に関して平成 27 年 9
月に講演会及び研究集会を KEK や東大、阪大等にて開催した。また弱値の基礎論的な意義

を明確にするため、国内外の科学哲学研究者らと討議を重ね、弱値の一般化（擬）確率に

基づく解釈と、弱測定による推定誤差に関する新しい不確定性関係の研究を行った。 
 一方、応用的な観点からは平成 28 年 2 月に、弱測定の実験研究の専門家である長谷川教

授（Wien 工科大、オーストリア）を招き、中性子を用いた弱測定の応用に関する討議を集

中的に行った。 さらに光計測における弱測定の有用性を研究し、国立天文台の研究グルー

プと共同で光干渉計型重力波検出器への応用の可能性を検討した。また、弱測定を用いた

プラズマの量子測定のため、光渦ビームを用いたプラズマの流れ計測の可能性を分子研と

核融合研の共同で検討した。 
 研究会開催の活動としては、基礎的な研究を推進するための『弱値と確率の概念』と題

する研究会を慶應大（三田キャンパス：平成 27 年 6 月）にて、また『弱値と不確定性』と

題する研究会を名古屋大（東京オフィス：平成 27 年 10 月）にて、さらに『情報と確率』

と題する研究会を慶應大（三田キャンパス：平成 28 年 3 月）にて開催した。後者の応用研

究に関しては、『重力波検出への弱測定の応用』と題する研究会を国立天文台（三鷹キャン

パス：平成 27 年 12 月）にて、さらに『情報と確率』と題する研究会を慶應大（三田キャ

ンパス：平成 28 年 3 月）で行い、この他にも関連する小研究集会を分子研等で開催した。

これらの基礎と応用における研究成果を総合し、本研究事業の研究の進展状況の確認と今

後の発展を討議することを目的として、KEK（つくば：平成 28 年 2 月）にて全国規模の研

究会『量子論の諸問題と今後の発展』を開催した（参加者数は約 120 名）。 
 

研究課題名称 新たな量子物理量の基礎の探求と精密測定への応用 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 筒井 泉 
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○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 平成 27 年度における本研究事業の主な研究成果は、以下の３つに分類される。 
1. 弱値の量子力学における概念的基礎の確立 ：新しい量子物理量としての弱値に、（一

般化）確率論的な観点から数学的に厳密な基礎を与えることに成功した。また物理的

にも、Wigner 関数を含む初めとする量子状態に対応する統計関数の基盤を成すもので

あり、一般の量子状態の記述に極めて有用であることを明らかにした。一方、実験的

には、中性子を用いて質量を持つ粒子の弱値の完全検証を行った。これらの結果は、

弱値が量子力学における概念として基礎的な位置を占めることを指し示すものである。 
2. 弱値に基づく新しい不確定性関係：物理量を測定する場合、測定誤差や推定精度には

弱値によって表現される新しい不確定関係が存在することを発見した。この不確定関

係は極めて一般的なもので、測定誤差に援用した場合には従来の Heisenberg の不確

定性関係を含み、また量子推定に援用した場合には従来より知られた情報論的な不等

式を再現し、かつ新たなコヒーレント光の枠組みを示唆するなど、極めて有用性が高

いものであり、今後の応用が期待できる。 
3. 弱測定の幅広い応用の可能性：弱測定の光計測への応用においては、前年から引き続

いた研究を行った結果、光計測に重要な光学伝搬モードを用いた場合の優位性と、ス

クイーズド光の場合の優位性の両者を実証することに成功した。またプラズマの流れ

計測への応用についても、実用的な可能性があることを指摘した。 
 今後の展望としては、まず上記の１の研究成果を基礎に、量子状態の記述への応用の手

法を拡大することや、量子古典関係の議論の精密化を図りたいと考えている。２の不確定

関係の適用先として最も直接的には精密測定が考えられるが、まずは重力波検出に応用し

た場合の測定限界の評価や、新しい量子干渉計の設計等について、定期的な研究会の開催

を通して国立天文台及び KEK の研究グループ等と連携して研究を発展させたい。また３に

ついても、分子研と核融合研を中心とした研究 network を拡充させて、波動関数の可視化

等の実験系における実現性を追究したいと考えている。 
 これらに加えて、今回の研究事業によって形成された共同研究網を活用して、新しい素

粒子相互作用反応の測定や、ハドロンや原子核の状態評価などへの応用を各分野の専門家

と考察することを通して、弱値の物理的意義をさらに明確なものにする予定である。 
 猶、本研究事業に基づき平成 27 年度に開催した国際研究会や、その後の国際的共同研究

は、今後も継続し拡大することにしており、平成 28 年度においても数名の海外の研究者と

の国際研究交流を実施することにしている。一方で、本研究事業において始まった科学史・

科学哲学分野の研究者と物理学及び数学分野の研究者との交流は、今後も「量子基礎論懇

話会」（事務局：KEK）として年３回程度の小研究集会を開催することで、恒常的なものに

移行することになっている。 
 以上、本研究事業を契機とする国際的な共同研究の体制を拡大し、科学史・科学哲学分

野の研究者との共同研究体制をより確固としたものにすることにより、 
長期的な観点から、弱値・弱測定の研究分野だけでなく広く量子基礎論における日本の研

究を、一段と充実させたいと考えている。 
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○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（本研究事業共同研究者には

下線） 
 

[3] “Advantages of nonclassical pointer states in postselected weak measurements”, 

Y. Turek, M. Al-Amri, C.-P. Sun, and Y. Shikano, C.-P. Sun, and M. Al-Amri 

Phys. Rev. A 92, 022109 (August 2015). 

 

[4] "Post-selected von Neumann measurement with Hermite–Gaussian and 

Laguerre–Gaussian pointer states", 

Y. Turek, H. Kobayashi, T. Akutsu, C.-P. Sun, and Y. Shikano,  

New Journ. Phys. 17, 083029 (August 2015). 

 
[5] “Weak values obtained in matter-wave interferometry”, 

S. Sponar, T. Denkmayr, H. Geppert, H. Lemmel, A. Matzkin, J. Tollaksen, and Y. 

Hasegawa,  

Phys. Rev. A 92, 062121 (December 2015). 

 
[6] “Uncertainty Relations for Approximation and Estimation”, 

J. Lee, and I. Tsutsui,  

Phys.Lett. A, to appear (2016) 

 
[7] “Quasi-probabilities of Quantum Observables and a Geometric/Statistical Inter

pretation of Aharonov’s Weak Value”, 

J. Lee, and I. Tsutsui,  

Prog. Theor. Exp. Phys., to appear (2016) 

 
[8] “Weak Value, Quasiprobability and Bohmian Mechanics”, 

K. Fukuda, J. Lee, and I. Tsutsui,  

arXiv:1602.08872 (February 2016), submitted for publication  

 

[1] “ Quantum Trajectories based on the Weak Value”, 

T. Mori, and I. Tsutsui,  

Prog. Theor. Exp. Phys.,(2015) 043A01 (April 2015) 

 

[2] “ Weak Value and Wave-Particle Duality”, 

T. Mori, and I. Tsutsui,  

Quant. Stud.: Math. Found., (2015) 2, 371 (April 2015) 
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○ 研究状況報告 
 平成 26・27 年度に引き続き世界的にも研究が進んでいない『温帯～亜熱帯地域の半化石

試料』を用いて、後期更新世～完新世に絶滅した種および集団の古代試料からクリーンル

ームにて DNA 抽出をおこない、ゲノムライブラリーの構築、および次世代シークエンサー

をもちいた大規模な塩基配列の解析をおこなった。その成果について論文発表も進めてい

る。特筆すべき点として、温帯や亜熱帯地域に位置し DNA の保存状態が著しく悪い、もし

くはエピオルニスの卵殻などのようにそもそも DNA の含有量が少ないと考えられる試料

においても、本研究プロジェクトでは厳密な条件検討に基づいてプロトコルを改善するこ

とにより前例のない優れたシーケンスデータを得ることが出来た点である。本研究プロジ

ェクトにより得られた生物学的な知見に加え、その過程で確立された古代 DNA 研究の方法

論により、この分野におけるブレークスルーが期待される。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 エピオルニスのゲノムレベルでの大規模なシーケンシングにより、古顎類（ダチョウ、

エミュー、エピオルニスなど）の進化史について新たな知見が得られた。分子進化学、生

物情報学、古生物学、機能形態学から地球物理学にいたるまで総研大の擁する高い専門性

を持つ研究者を中心とした学際的研究チームを編成し論文執筆を行い現在投稿中である。 
 マダガスカル南部で大量に見つかるエピオルニスの卵殻片(12 試料)からミトコンドリア

ゲノムのドラフト配列の決定を進めている。試料のうちのひとつは炭素 14年代測定の結果、

1670±20BP であった。本研究において大型の Aepyornis と小型の Mullerornis のドラフ

ト配列を決定することが出来た(10000～14000 塩基対)。 
 ナウマンゾウのミトコンドリアおよび複数の核遺伝子の解析を進めている。日本は温暖

湿潤であることに加えて火山性の酸性土壌により DNA の保存状態が極めて悪く、抽出され

た DNA のうちわずか 10E-6%がナウマンゾウ由来の物であった。しかしながらそれでもゾ

ウ科の分子進化学的解析に用いられる複数遺伝子座位の配列の再構築に成功し、アフリカ

ゾウ、アジアゾウ、マンモスのデータと併せて系統解析を行っている。 
 2016 年度はマダガスカルコビトカバやマチカネワニなどの新たな生物種を対象にして、

引き続き熱帯域～温帯域における失われたメガファウナ（大型動物相）の遺伝的多様性の

推定を行う。また古代 DNA 研究に加え、分子系統学的手法により真獣類を対象に生物の種

研究課題名称 失われた生態システムの多様性解明に向けた古代 DNA 研究

の展開 
応募事業区分 グローバル共同研究 
申請代表者氏名 足立 淳 

272



 

2 
 

分化と絶滅のパターンの解析を行うことで現在進行中である第六の大量絶滅についての評

価を行う。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
Waku D, Segawa T, Yonezawa T, Akiyoshi A, Ishige T, Ueda M, Ogawa H, Sasaki H, 
Ando   M, Kohno N, Sasaki T (2016) Evaluating the Phylogenetic Status of the Extinct 
Japanese Otter on the Basis of Mitochondrial Genome Analysis. PLoS ONE 11(3): 
e0149341. doi:10.1371/journal.pone.0149341 
 
※本論文は論文出版日(2016 年 2 月 29 日)に朝日新聞で詳細な紹介記事が掲載された。その

後、プレスリリースが出版されると、日本経済新聞、産経新聞などの大手新聞社から全国

各地の地方の新聞社まで多くの新聞社がこの論文の紹介記事を掲載した。 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
 本研究は、KEK, NAOJ, NIFS などの大型研究機関の真空・低温・表面の専門家が結集し、

低温・常温接面での残留ガスの吸着汚染問題を研究するものである。一定温度下での残留ガスの

表面吸着および伝搬（コンダクタンス）については良く研究されており、一般的には真空容器表

面に衝突した残留ガスは一度その情報を失い、cosθの確率分布で再放射されるようなモデルが

用いられる。このモデルを低温・常温接面に拡張し、低温部での残留ガス衝突ではエネルギー散

逸を生じるモデルを作成した。この際に重要なのはエネルギー散逸の係数で、この係数は実験で

決める必要がある。 

 実験については、重力波望遠鏡をモデルケースに選び、室温部の残留ガスが 100K 程度の細長

い低温パイプを介して 4K へ入射するような冷凍機冷却型のクライオスタットを設計した。すで

に部品製作は完了している。大型実験施設をそのまま用いるのでは効率が非常に悪いため、様々

なパターンの実験が出来るように汎用性を考慮した小型設計となっている。ただ、それであって

もコスト的には高額になるため、小型冷凍機等は KEK の備品を借用し、コストダウンを図った。

現在は仮組立の途上であり、構造確認後に精密洗浄を実施し、実験をスタートさせる予定である。 
 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 
 本年度は、次年度実施の実験へ向けた準備に全力を注ぎ、科学的成果はまだ得られていない。

これら実験準備等で達成された今年度の成果は下記の通りである。 

① 低温・常温界面でのガス伝搬についてのモデル化 

② 表面でのエネルギー散逸係数を実測するための実験装置のデザイン、製図 

③ 実験装置の部品製作および必要物品の調達 

 すでにほぼ全ての実験装置部品は調達済みあるいは製作済みであり、現在は不具合をチェック

するために仮組中である。不具合の確認修正後、部品は精密洗浄と一部黒化表面処理を行い、バ

ックグラウンドを計測してガス吸着の計測を実施する予定である。今年度は学生の修士論文テー

マとしての取り組みも行うことで学生教育に貢献しつつ、当初予定通りに完了する見込みである。 

 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
 現在はまだ発表論文等はない。 

 

 

研究課題名称 大型科学施設の連携で切り拓く表面の科学 
応募事業区分 学融合共同研究 
申請代表者氏名 都丸 隆行 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 

本年度は研究計画にもとづき、研究分担者のそれぞれの研究課題に関する継続的調査を

実施するとともに、最終年度につき全体を鳥瞰できるような料理の環境文化史モデル構築

のための議論を行った。環境文化史という課題にとりくむための必要な要素として時間軸

を切り口とした考察が必要であるという認識のもとに、１）考古学的なアプローチにもと

づく長期的な環境への影響、２）人類学的なアプローチにもとづく短期的な環境への影響

の検証を行った。 
１）考古学的なアプローチによる課題へ取り組みとしては、ティグリス川上流域の初期

定住狩猟採集民の遺跡における動物遺存体の分析結果から、哺乳動物に対する狩猟圧がか

なり高いこと、淡水魚の大部分がコイ科の２種の骨で多様性に乏しいといったことから、

当時の河川流域の環境と資源利用の季節性を検証した。また、日本列島における遺跡出土

植物遺体の網羅的なデータ整理を行い、特に縄文時代における狩猟採集と植物栽培の複合

的な生業のありかたの検証を行った。興味深い知見としては、ダイズとアズキが大量に埋

め込まれた土器の存在から饗宴や儀礼などの行為がマメ類の栽培と関わっていた可能性が

指摘されている。また、南西諸島におけるイノシシの現生個体と考古学資料中の動物遺存

体の分析を通して、島嶼間における長期的な食料資源の移動について検証を行った。 
２）人類学的なアプローチにもとづく課題への具体的な取り組みとしては、人の移動に

伴う料理と生態資源利用の関係の変化を、タイにおける事例を中心に、食料資源の商品化

にともなう、生産、加工の過程の変化と環境への影響について、台湾、日本における事例

を中心に検証した。タイでの事例研究では、食材の属性（投影された価値観）と携帯性お

よび調理技法の特性といった要素の相互関係の中で食に関する民族性や地域性が保持され

たり、逆に弱体化していくことが示された。また、台湾、日本の事例では、地域における

新たな食料資源の（再）開発が生じるときの生産や加工の過程が以前の食料資源利用の形

態とは必ずしも同じではないことから、環境に対する影響にも差異が生じる可能性が考え

られた。 
これらの調査成果は各自の投稿論文、学会発表等の基礎データとして活用されると同時

に、情報学的アプローチによる考古学データ、人類学データのリンク DB を作成するため

の素材として整備を進める作業を行った。 
○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

研究課題名称 「料理」の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程

が環境に与えるインパクト 
応募事業区分 戦略的共同研究Ⅰ 
申請代表者氏名 野林厚志 
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 本年度も含めて、本研究課題の実施によって得られた研究分担者の調査、研究成果はそ

れぞれの研究論文や学会発表を通して公開を行ってきた。来年度以降にも継続的に学術論

文等を通して、成果の公開を行う予定である。 
 当初計画において構想していた時空間データベースはデータ属性の整理やデータベース

の構造とそれに必要なデータの形態に関する議論が研究計画期間の間には必ずしも十分に

尽くされず、今後も継続的な検討が必要となる課題が残された。ただし、食に関する物質

文化データベース（食器、食具、生産用具等）のプロトタイプをもとにしながら、本研究

課題であつかってきた食の変化とそれにともなう環境への影響に関するデータを関連づけ

ることを試行し、データの蓄積を今後活かすことができる見通しを得ることができた。 
 研究計画に参加した研究分担者のほぼ全員が、人間文化研究機構が第３期中期計画期間

に実施する基幹研究「食の文明における布置」に参加することを予定しており、生態、身

体、制度という切り口を通して、食という人間の行為がどのように文明社会の中に位置づ

けられてきたかを解明する新たな研究プロジェクトを、本研究課題をより発展させるかた

ちで実施することを予定している。 
 
○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 
高橋遼平、本郷一美（2015）「二子山山系で捕獲されたイノシシの DNA 解析」神奈川自然

誌資料(36):73-76. 
Ishiguro, N., Inoshima, Y., Yanai, T., Sasaki, M., Matsui, A., Kikuchi, H., Maruyama, M., 
Hongo, H., Vostretsov, Y.E., Gasilin, V., Kosintsev, P.A., Quanjia, C. & Chunxue, W. 
(2016) Japanese wolves are genetically divided into two groups based on an 
8-Nucleotide insertion/deletion within the mtDNA control region. Zoological Science 33: 
44-49. 
高橋遼平、黒澤弥悦、安達登、本郷一美（2016）「現生リュウキュウイノシシの DNA 解析：

遺跡出土資料の解析結果を解釈するための基礎データとして」『動物考古学』33: 63-77. 
本郷一美(2016)「家畜飼育の始まり：『肥沃な三日月弧』北部の新石器時代遺跡における動

物利用」新学術領域 ニュースレター 7 号 pp.？ 
Takeshi Inomata, Jessica MacLellan, Daniela Triadan, Jessica Munson, Melissa 
Burham, kazoo Aoyama, Hiroo Nasu, Flory Pinzón, Hitoshi Yonenobu (2015) 
Development of sedentary communities in the Maya lowlands: Coexisting mobile groups 
and public ceremonies at Ceibal, Guatemala. Proceedings of National Academy of 
Science USA, doi:10.1073/pnas.1501212112 
 那須浩郎・会田進・佐々木由香・中沢道彦・山田武文・輿石甫 (2015) 炭化種実資料から

みた長野県諏訪地域における縄文時代中期のマメの利用. 資源環境と人類, 5: 37-52. 
那須浩郎・会田進・山田武文・輿石甫・佐々木由香・中沢道彦(2015) 土器種実圧痕の焼成

実験報告. 資源環境と人類, 5: 103-115. 
会田進・山田武文・佐々木由香・輿石甫・那須浩郎・中沢道彦（2015）岡谷市内縄文時代

遺跡の炭化種実及び土器種実圧痕調査の報告．長野県考古学会誌，150：10－50． 
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増野高司（2016）「タイ北部に暮らすミエン族の食事におけるニワトリの重要 
性」『家畜資源研究会報』15:14-19. 
増野高司（2015）「ニワトリとブタの供犠 －タイ北部に暮らすミエン族の事例 
－」『生き物文化誌学会 ビオストーリー』23:24-27. 
Nguyen Van Du, Bui Hong Quang, Nguyen Thi Van Anh, Tran Van Tien, Masuno  
T, and Peter J. Matthews. 2015. Useful aroids and their prospects in  
Vietnam. Aroideana. 38E(N1):130-142. 
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（様式 3） 
平成 27 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

 
○ 研究状況報告 
２７年度は最終年度にあたるため、研究成果をまとめる方向で、研究を遂行した。 
具体的には、研究成果を論文として発表するために必要な、追加実験等を行い、2 月の研究会

及び 3 月の公開セミナーで班員が集まった際に、論文について話し合い、3 月末に論文投稿を

行った。公開セミナーのプログラムは、以下の通りである。 
 
学融合プロジェクト・学内公開セミナー 

「温度感受スステムの進化生理学」 

2016 年 3 月 7 日 

於：総合研究大学院大学 葉山キャンパス共通棟セミナー室 103・104 号室 

13：30〜13：40  颯田 葉子  開会あいさつ 

13：40〜14：20    河合 成道(慶応義塾大学・助教) 

  「イトマキヒトデTRPA family とTRPM familyの発現解析」 

14：20〜15：00   濱中 玄（お茶の水女子大・特任講師） 

「ヒトデ幼生の温度走性とTRPチャネル」 

15：00〜15：20   （休 憩） 

15：20〜16：00    五條堀 淳（生命共生体進化学専攻・助教） 

  「無脊椎動物におけるTRP遺伝子族の探索とその進化過程の解析」 

16：00〜16：40    齋藤 茂(岡崎統合バイオサイエンスセンター 生理学研究所・特任助教) 

   「生息環境に応じた温度センサー分子の機能進化とその分子基盤」 

16：40〜17：00  総合質疑応答 

 

○ 当該事業年度において達成された研究成果・今後の展望等 

これまでの先行研究でショジョウバエやマウスなどのモデル生物でその機能や構造等が詳細に調べら

れている、TRPA subfamily の遺伝子をヒトデ幼生の温度感受性に関わる遺伝子の候補として進化・行

動・分子・生理の異なる観点から詳細に調べた。 

 

１）進化生物学的解析（五條堀） 

  ヒトデのゲノム（公開されているチビイトマキヒトデ (Patiria miniata) のゲノムデータ）から TRPAfamily

のメンバーと想定される遺伝子を二つ同定した。さらに、本研究の材料である、イトマキヒトデ (P. 

研究課題名称 温度感受システムの進化生理学—無脊椎動物をターゲットとして— 
応募事業区分 旧事業枠「戦略的共同研究Ⅰ」 
申請代表者氏名 颯田 葉子 
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pectinifera) の幼生の RNA-seq の結果からも、チビイトマキヒトデの遺伝子のオーソログを単離した。こ

れらの遺伝子を、他の生物由来の TRPA subfamily メンバーとともに、系統樹を作成したところ、この２

遺伝子は TRPA の中でも分岐が非常に古い TRPA1 クレードと TRPA_basal クレードにそれぞれ属する

ことが明らかになった。それぞれ PpTRPA1, PmTRPA1, PpTRPA_basal. PmTRPA_basal と命名した。 

 

２）行動生物学的解析（濱中、古川、金子） 

  ヒトデの幼生の温度感受性について、走性を観察するチャンバー内の温度勾配をサーモグラフィー

により確認した。またヒトデの幼生の温度走性に関わる温度受容に TRPA が関わっていることを確認す

るため、TRP のアンタゴニスト（阻害剤）の存在下で温度走性を観察したところ、この行動は観察されな

かった。さらに TRPA が関与していることを示すために、PpTRPA1,のモルフォリノオリゴを用いた実験を

行い、温度走性行動が抑制されることを確認した。 

 

３）分子生物学的解析（河合） 

  ２種類のTRPA遺伝子（PpTRPA1, PpTRPA_basal）について、発生に伴う、発現領域の推移と、発現

量の変化を調べた。In situ hybridization 法では PeTRPA1 の発現は確認できないほど、少量であった

が、qPCR により発現していることは確認された。一方、PpTRPA_basal の発現量は多く、特に消化管周

辺に多く発現していた。 
 
４）生理学的解析（齋藤、富永） 

  アフリカツメガエルの卵で発現させたヒトデTRPAを用いた電気生理学的解析によると、TRPA1のチ

ャンネルが開く閾値温度は３５度程度であることが明らかになった。またこの他にも、TRPA1 はアゴニス

ト（作動薬）への反応性も他の生物の TRPA1 と同様に示すこと等今までに知られている TRPA1の反応

性に関する特性を示した。このことからも、ヒトデの TRPA1は機能的に既知の TRPA1のオーソログであ

ることが示された。それに対して、TRPA_basalの方は、温度刺激に対しての反応性はなく、また、アゴニ

ストへの反応も観察されなかった。TRPA_basal は温度受容以外の機能を持つ TRPA であることが示唆

された。 

 

ヒトデの幼生 RNA-seq データからヒトデには、TRPA subfamily の他に、TRPV subfamily と TRPM 

subfamilyのメンバーが複数存在することが示されている。今後は、これらの subfamily の温度走性への

関わり方を含めて、進化学、行動学、分子生物学、生理学の異なる観点から、ヒトデの TRP family の機

能と進化に焦点を当てた研究を進めていきたい。 

 

○ 本研究を基に発表した論文と掲載された雑誌名等のリスト（論文があれば添付） 

Evolution of Heat Sensors Drove Shifts in Thermosensation between Xenopus Species Adapted to 

Different Thermal Niches. Shigeru Saito, Masashi Ohkita, Claire T. Saito, Kenji Takahashi, Makoto 

Tominaga, and Toshio Ohta J. Biol. Chem. jbc.M115.702498. First Published on March 28, 2016, 

doi:10.1074/jbc.M115.702498. 
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称 自然界の蛍光の世界を理解する 〜光情報解析と生物学的解析の融合〜 

応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 

申請代表者氏名 佐藤 いまり 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください. 研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は,その理由についても説明してください.  

 本研究では，光情報解析と生物学的解析技術を融合させ，1)自然界にある蛍光の性質を解

析し，2)蛍光が作られる機構と蛍光の生物学的意味を理解することを目的としている． 
1) 自然界の蛍光の性質では，平成 27 年度に沖縄県瀬底において非常に波長幅の狭いレ

ーザー光源を用いることにより, 励起光と蛍光を分離してのサンゴの蛍光を測定す

ることに成功した(寺井, 佐藤, Yinqiang 担当). このサンゴの蛍光を作る機構を調べ

るために次世代シークエンス解析を行った. その結果, サンゴの蛍光の基盤となる蛍

光タンパク質はこれまで知られていたより非常に多い 30 以上もの遺伝子群で構成さ

れることが明らかとなった(寺井担当). 平成 28 年度には複数の励起光を含む特殊光

源とハイパースペクトルカメラを用い, サンゴの蛍光を撮像することを沖縄県瀬底

島の琉球大学亜熱帯研究施設で試みた. その結果, 世界で初めて生きたサンゴの蛍光

成分を分離することに成功した(寺井, 佐藤, Yinqiang 担当). これにより, サンゴの

どの部位で, どのような蛍光が放射されているかを調べることが可能となった. サン

ゴの蛍光を作る機構では, 平成 27 年度までにサンゴの蛍光タンパク質遺伝子が遺伝

子群を構成することを明らかにしたが,どれか特定の遺伝子が重要に働くのか, どの

遺伝子も均等に働くのかは明らかにされていなかった. そこで平成 28 年度は, 長鎖

次世代シークエンスを用いて個々の遺伝子の識別を試みた. その結果, それぞれの遺

伝子は配列が少しずつ異なり, 偽遺伝子も存在することが明らかになった. それぞれ

の遺伝子の発現量を調べると, 遺伝子間の発現量は大きく異なり, 特定が蛍光の放射

と個体間の蛍光の違いを作り出していることが明らかになった (寺井担当).  
2) 自然界における蛍光の生物学的意味の理解では, 平成 27 年度には花性昆虫であるナ

ミアゲハを用いた蛍光弁別実験の系を立ち上げた(木下, 佐藤担当). この系では蛍光

物質を含む透明塗料の有無が異なる色紙をナミアゲハに学習させ, 蛍光の有無によ

り行動が異なるかを評価し蛍光の弁別を明らかにできる. その結果, ナミアゲハは弱

い蛍光の有無を弁別できることが明らかになった(木下担当). 平成 28 年度にはこの

研究を発展させ，照明光が変わる環境下における蛍光情報の弁別能を調べた．蛍光が
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元の色紙の反射と重ならないよう、刺激には蛍光塗料の有無が異なる白い紙を緑背景

の上に提示した．紫外線を含む照明光の下で、蛍光の有無を学習・弁別できることを

確認できた．続いて、紫外線を含まない照明光に切り替えて実験を行うと，蛍光の有

無による弁別能は低下した．これは，紫外線によって励起されていた蛍光の量が減っ

たため、蛍光塗料の有無を見分けられなくなったからである．色覚を持つ動物は色の

恒常性をもつため，照明光の変化は色の弁別に影響しない．以上を考え合わせると，

アゲハが微弱な蛍光の弁得ができること，照明光の変化によって弁別が影響を受ける

ことは，蛍光情報が特殊な生物学的意味を持つ可能性を示唆しているのかもしれない 
(木下担当)．このようにして, 本研究では自然界に存在する蛍光の性質, 蛍光が作られ

る機構, 生物による認識を明らかにしてきた.  
 
〇今後の展望等 

 本共同研究では，光情報解析と生物学的解析技術を融合させ自然界の蛍光の世界を理解す

る理解することを目的として研究を遂行してきた．自然界の蛍光の研究はまだ始まったば

かりであり, この研究予算が終了した後もこの共同研究で形成された研究グループが密接

に関わりながら, さらなる発展を目指して研究を進めていく予定である.  
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称 社会と研究のインターフェースとしての展示に関する総合的研究 

応募事業区分 Ⅱ「学融合共同研究」 

申請代表者氏名 佐藤浩司 

〇研究実施状況（最終報告） 

本研究は、きわめて専門性の高い基盤機関同士が横断的に議論できる対象として展示をとりあげ

た。社会とのインターフェースといった側面に注目するなら、専門性の壁をこえた学融合研究の

環境が構築できると考えたからである。まず研究者間の相互理解を深めるために、各研究機関を

互いに訪問し、それぞれの展示に対する意見交換をおこなった。初年度は国立民族学博物館、国

立天文台（三鷹、水沢）、2 年度は高エネルギー加速器研究機構、国立遺伝学研究所、国立極地

研究所において研究会を開催した。その過程で問題もあきらかになった。展示に対するプライオ

リティは機関ごとに一様ではない。概して自機関の展示を見てもらうことには積極的でも、わざ

わざ他機関の展示を見て意見を述べるほど意欲があるとは限らないのである。そうした問題を解

消する手段として総研大デジタルミュージアムなるものを web 上に構築することを考えた。各

機関のつくる展示施設紹介の web とはまったく性格の異なるものを研究会の開催と平行して試

作するのである。本研究参加者との共同作業でヴァーチャルな展示空間をつくりあげることで、

本研究がめざした基盤機関を横断する学融合研究ははじめて共通のターゲットをもつことがで

きたと考えている。その成果は以下で確認できる。 http://www.sumai.org/souken/ 

また、本研究の共同研究者である竹沢は、東日本大震災にかかわる企画展「津波を越えて生きる」

（会期 2017 年 1 月 19 日～4 月 11 日）を開催した。この展示も当初は本研究会メンバーによる

展示協力の成果として企画されたものだが、実際には積極的な関与を得られたとは言い難い。そ

のため、展示期間中（3 月 10 日）に国際シンポジウム「自然科学と人文・社会科学のコラボレ

ーションはいかにして可能か？」を開催した。シンポジウムには、スミソニアン自然史博物館の

ブリアナ・ポビナー氏とフランス社会科学高等研究院のフレデリック・ジュリアン氏を招聘し、

企画展見学後に活発なディスカッションをおこなった。 

〇今後の展望等 

上述した総研大デジタルミュージアムには以下の文言が記されている。 

「国際的にも最先端の研究をしているこれら機関の活動をミュージアムという視点でわれわれ

にも手の届く存在にすること、離ればなれにある施設を web 上で一望の下にすること、そして、

相互に無関係にみえる研究同士がじつは見えない糸でむすばれていることを示そうというのが

このデジタルミュージアムの狙いです。」研究会参加メンバーの協力と責任でつくられたものだ

が、効果的に活用される方途を模索している。なお、手つかずのままであった宇宙科学研究所と

国立歴史民俗博物館についても完成できればいっそう効果的だろう。 
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称 
動物が「見えない光」を受容するメカニズム  

 -化学と生理学を融合したアプローチ- 

応募事業区分 学融合共同研究 

申請代表者氏名 古谷祐詞 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は、その理由についても説明してください。 

古谷・塚本・寺北らは、哺乳類の「見えない光」の受容（概日時計のリセットや瞳孔反射）を

担うメラノプシンの分子特性を、分光学的・電気生理学的手法を用いて解析した。そしてメラノ

プシンが自発的に光受容能を失う特性を持つことで、メラノプシンが機能する網膜神経節細胞が

強い光入力でも応答が飽和しないことに寄与すると示唆する結果を得た (Tsukamoto et al., JBC, 

2015)。 

蟻川・秋山は、アゲハチョウの尾端光受容器で機能する光受容タンパク質を同定するために、

その組織から mRNA を抽出・精製し、その試料に対して内山は次世代シークエンサーを用いた

解析(RNA-seq)を行った。その結果、１つのオプシン遺伝子が有意に尾端光受容器を含む組織に

多く発現していることがわかった。そのオプシン遺伝子を、蟻川・秋山がクローニングするとと

もに、コードされる光受容タンパク質の分光学的特性を古谷・塚本が解析したところ、紫外光感

受性を持つことを見出した。この結果は、以前に蟻川が見出していた尾端光受容器の細胞レベル

での応答特性によく合っている。現在、免疫組織学的手法を用いて、蟻川・秋山がそのオプシン

が光受容細胞に局在して発現しているのかを確認することを進めている。 

寺北・塚本らは、魚類の脳内光受容器官松果体において、異なる色を受容する２種類のオプシ

ンが発現して、その生理機能に重要なはたらきをしていることを明らかにした (Koyanagi et al., 

BMC Biol., 2015) 
古谷・塚本らは、動物プランクトンが太陽光からの紫外光ダメージや捕食者を避けるために日

周期で水中を移動することに注目して、プランクトンの脳内で発現することが知られているオプ

シンの分光学的特性を解析した、その結果、このオプシンが紫外光感受性を持つことを見出し、

このオプシンがプランクトンの日周運動への紫外光受容による制御に関わっていることが強く

示唆された。 

上述したように、本研究プロジェクトは研究代表者および研究分担者が実際に有機的に協力し、

各々が得意な研究手法を、様々な動物の光受容機能の解析に適用することができた。その結果、

研究対象の動物（哺乳類、魚類、昆虫、動物プランクトンなど）の「見えない光」の受容機能（視

覚以外の光受容機能）に関わる分子や、その分子の機能特性を明らかにすることに成功した。 
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〇今後の展望等 

「研究実施状況」で述べたように、本研究プロジェクトを遂行することにより、総研大

内外の研究者が共同で、昆虫から哺乳類まで多様な動物における光受容機能を、多面的か

つ総合的に研究を行う体制を構築できた。今後は、それぞれの共同研究を引き続き遂行す

るとともに発展させることで、動物の多様な光受容機能をこれまで以上に理解することが

期待できる。 

具体的には、アゲハチョウの尾端光受容機能については、本研究グループが見出した光

受容タンパク質候補の抗体を作製し、そのタンパク質が実際に尾端光受容細胞に発現して

いることを確認する。さらに、CRISPR/Cas9 などのいわゆるゲノム編集技術(Perry et al., 

Nature, 2016)を用いて、その光受容タンパク質の発現を喪失させたり、吸収波長特性を変化

させたりした際に、生理機能（生殖行動）にどのような影響が出るのかを電気生理学的・

行動学的に解析する。 

また、動物プランクトンの脳内紫外光受容タンパク質についても、それが発現する脳内

細胞が紫外光を受容した時に、生理機能・行動にどのような影響が出るのかを国内外の研

究者との共同研究などによって推進する。またこのタンパク質についても、遺伝子操作に

より発現させなくしたときの日周行動への影響も明らかにすることをめざす。 

そして、動物の「見えない光」の受容を担うタンパク質群が、どのような分子メカニズ

ムでそれぞれの生理機能を担うための分子特性（吸収波長など）を実現しているのかを、

各種（赤外・紫外-可視・蛍光）分光学的解析などを駆使して明らかにしていく。 
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称 動物福祉学の確立に向けた文理融合研究 -ニワトリをモデルとして- 

応募事業区分 事業枠 II 「学融合共同研究」 

申請代表者氏名 新村 毅 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は、その理由についても説明してください。 

 
本研究課題では、人文社会科学と生命科学との連携により動物福祉という複雑で動的な学

問分野を体系づけて理解することを試みた。人文社会科学のアプローチについては、まず国

際ワークショップを主催し、各国の動物福祉の情勢を把握した。その結果、国際基準の制定

が始まっており、EU やアメリカの一部の州では、動物福祉が法律として具現化しているこ

とが明らかになった一方、日本では国際的な情勢との大きな乖離が存在することもわかっ

た。次に、動物福祉研究会を 3 回開催することで、日本に根付いている動物愛護の思想と動

物福祉とを比較検討した。その結果、動物福祉が動物の生存中の生活の質を重視するのに対

し、動物愛護では生死を重視することが明らかになった。この違いは、宗教の違いが根本に

あることもわかり、また日本で話題となっている殺処分ゼロという運動も、まさに動物愛護

の思想が具現化したものであることがわかった。したがって、生命科学アプローチでは、生

死、すなわち死亡率などを考慮した生産システムの開発が重要であることが示唆された。そ

のため、本研究課題では、従来型ケージに砂浴び場などを敷設した福祉ケージに注目し、新

たな福祉ケージを開発した。開発した福祉ケージでは、行動が多様化すると共に、死亡率は

低いことが明らかとなり、安価で簡易的な福祉ケージを開発することに成功した。 
 
また、人文社会科学的アプローチでは、研究会を開催し、日本の動物愛護思想と欧州の動

物福祉思想との統合を行い新たな倫理感の醸成を図る。その倫理感が、日本において許容

されうるかを、政治学や法律学の専門家を新たに加えて議論し、合意形成に向けた具体的

手順についても議論する。さらに、また、平成 27 年度の研究において、欧州先進国と日

本との教育の違いが浮き彫りになったものの、日本においては動物福祉や動物倫理の基本

となる授業体系が存在しない。そこで、平成 28 年度は、教育学の専門家である七田准教

授（学融合推進センター）を新たに加え、学融合レクチャーで動物倫理のトライアルを行

い、第 3 期中期目標にも貢献することを目標とする。 
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〇今後の展望等 

 

本研究課題は、人文社会科学と生命科学との連携により動物福祉という複雑で動的な学問

分野を体系づけるという野心的なものであった。研究会の開催などにより、期待以上の連携

を生み出すことができた。しかしながら、学問を体系づけという観点では、まだ十分とは言

えない状況であった。そこで、設立準備会を経て、28 名の発起人と共に動物福祉研究会

（JSAWS: Japanese Society of Animal Welfare Science）を正式に発足させた。動物福祉

に関する研究は、これまで応用動物行動学者などを中心として進んできたものの、動物福祉

は本来、生命科学分野のみならず、倫理学、民族学、行政学、経済学など人文社会科学分野

をも含有した複雑な学問体系である。動物研究会では、多様な専門分野の研究者が集い、多

角的な情報共有と議論を行うことで、家畜福祉を総合的に理解し、学問分野として体系づけ

ると共に、関係者の有機的な組織化を行うことを目的とした。今後、研究会などを引き続き

開催することで、動物福祉学という 1 つの学問分野として確立する活動を進めて行く。 

 

 

286



(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称 
 総研大の研究者および研究を俯瞰的に把握するための情報統合の研

究 

応募事業区分  事業枠 II 「学融合共同研究」 

申請代表者氏名  武田英明 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は、その理由についても説明してください。 

本課題は総研大に所属する研究者およびその研究を俯瞰的に理解することを可能にするた

めの情報統合を実現するものである。このために（1）データ収集、（2）データ分析、（3）

データの可視化、を行う。（1）データ収集においては、まず科学研究費助成事業データベ

ース(KAKEN)からのデータ収集を行った。総研大の対象とした 1227 名の教員のうち、207名

を除く 1020 名が KAKENにおいて成果報告が存在した。これらの教員の成果報告を収集した。 

(2)データ分析においては、まず共同研究者によるソーシャルネットワークを構築した。し

かし、これはかなり疎で、とくに専攻をまたがる関係が少なかった。つぎにキーワード共

有によるネットワークを構築した。このキーワード共有に基づくネットワークを用いて、

幾つかの分析を行った。一つは専攻間の関係の可視化であり、もうひとつは共同研究の推

薦である。 

前述の分析では総研大内の学融合共同研究の少なさが浮き彫りになった。ただ、これを指

標として定量的に表現することができなかった。学内の学際的共同研究を指標化を試みる

ために、総研大を含む 12の大規模大学の同様のデータを収集し、比較分析を行った。KAKEN

データに置ける組織内部局を収集し、この所属部局を手がかりにネットワーク分析をおこ

なった。様々なネットワーク指標を検討したが、最終的に組織内の共同研究の活発さに関

連する平均次数、部局横断の共同研究の偏りに関連するエントロピー、部局間共同研究割

合の 3つの指標の相関が比較的特徴を表現しやすいことがわかった。例えば、最初の 2つ

の指標に基づけば、調査対象中の国立大学が平均次数が高くエントロピーが低く、これは

共同研究は活発であるが、その活発の度合いは部局に偏りがあることを示している。調査

対象中の私立大学はその逆の傾向を示した。しかし、総研大は平均次数は中庸でエントロ

ジーは極端に低い。これは共同研究はそれほど活発でない上に偏りが大きいことを示して

いる。 

本研究ではこのような分析を行う一方、収集したデータをユーザにインタラクティブに操

作して閲覧するシステムを構築した。これは KAKENにある全データを対象に研究者をノー
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ドとする研究ネットワークとして可視化するシステムである。キーワードを指定すること

で、特定のキーワードを持つ研究者のネットワークのみを見ることができる。これにより、

個別の分野やトピックにおける研究者のつながり具合を確認することができる。 

  

図 1：研究者ネットワークの可視化の例（“オーロラ”をキーワードに検索したケース） 
〇今後の展望等 

今回は科研費の課題の共同研究関係に基づいて学融合研究の現状を分析した。科研費の課

題データは分野共通のデータであり、この点においては信頼できるデータである。学内共

同研究を探るために部局を単位に分析をおこなったが、学内部局のあり方は大学ごとに異

なり、この点ではさらに工夫の余地がある。 

また可視化においてはごく基本的なネットワーク可視化に留まっている。分析の結果得ら

れた指標の値を利用した可視化などの工夫もさらにできると考えられる。 

今回のシステム化はあくまでプロトタイプであるが、これを実用的に提供すれば、自発的

に学融合的な共同研究を発見するツールとして使えるものと思われる。 

一方、科研費のデータに基づく限界もあり、この点も留意が必要である。特に人文系の研

究においては共同研究ではない研究も多くあり、こういった点が考慮されていない。 
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称  オーロラと人間社会の過去・現在・未来 

応募事業区分  学融合共同研究 

申請代表者氏名  片岡龍峰 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は、その理由についても説明してください。 

 
研究実施期間中に申請時の研究体制から特に変更はない。この 2 年間弱、大小の研究会、研

究打ち合わせ、資料調査などを繰り返して、主に古典籍に残された赤気に関する文理融合研

究を進め、データ閲覧ウェブサイト「aurora4d.jp」を構築し、毎年度末には人海戦術で赤

気の記述を探すという市民参加型ワークショップ「古典オーロラハンター」を開催してきた。 
 
以上のように、当初の想定以上の成果が得られたと考えられるが、最終年度に特筆すべき成

果として、プロジェクトメンバー13 名全員が著者となった Space Weather 誌の論文

「Historical space weather monitoring of prolonged aurora in Japan and in China」が出

版され、米国地球物理学会のジャーナルハイライトにも選ばれた。また、国内では本論文を

評した 2017 年 3 月 22 日の毎日新聞の記事を通して、「古典籍と年輪に過去を聞き、現在の

オーロラの知識を活かし、未来の巨大磁気嵐の予測につなげた研究」、あるいは「人の記録、

植物の記憶、地球の記憶が解析されている」というように、広く一般の興味を喚起する研究

としても注目された。 
 
〇今後の展望等 

 

単に古典籍に尋ね、自然科学に役立つ情報を注意深く引き抜き活用して研究するという点

では、たとえば古天文学と呼ばれてきた既存の学問分野の範疇にあるともいえるため、新分

野開拓といった新規性を謳うには弱い。たとえば本論文のように、現代科学的に傍証が整っ

たことにより、明月記の赤気はまぎれもなくオーロラであり、定家は京都でオーロラを見て

いた、という説得力のある「史実」が科学的に確定されることによって、人文学や歴史学へ

の変更を迫るなどの、理から文への貢献が今後期待されるが、この双方向の文理融合的な側

面を開花させるには時間がかかるため、今後の継続的な支援・アドバイスが強く望まれる。 
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称  失われた生態システムの多様性解明に向けた古代 DNA 研究の展開 

応募事業区分  グローバル共同研究 

申請代表者氏名  足立淳 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は、その理由についても説明してください。 

現生人類 Homo sapiensの出アフリカ以降、世界

各地の大陸で大型動物相の絶滅があったことが

知られている。その後の農耕牧畜の開始発展に

よる急激な人口増加、産業革命以降の環境の著

しい改変は世界を文字通り一変させた。この期

間における生物の絶滅率は、地質時代の大量絶

滅に比肩されるレベルと言われている。人類の

環境に及ぼした影響を理解するうえで古代 DNA

は極めて重要な情報をもたらす。種レベルの多

様性がどれだけ失われたのか、種内での遺伝的

多様性がどのように変動してきたのか、形態学

的な解析だけでは解らない様々な知見をえるこ

とが出来ると期待される。2010年以降の著しいシーケンシング技術の発展は、古代 DNA研究においてもブ

レークスルーをもたらした。我が国においては、古代 DNA 研究はまだ萌芽段階と言えるが、古代 DNA から

得られる情報を活かした高度に学際的な本研究テーマにとりくむために構成された研究体制を上図に示す。

本研究体制は基本的に申請時に構想をした研究体制を同じだが、日本の動物考古学研究を牽引されてこら

れた松井章博士のご逝去にともない菊地大樹博士に研究チームに加わっていただいたほか、より学際性を

高める目的で人文科学分野の増強をはかり、那須浩郎博士と林耕次博士に研究チームに加わっていただい

た。 

 本研究期間中に多くの試料を分析し、膨大なデータを得ることができたので現在データを解析し、論文

化を進めている段階である。国際的な競争が極めて激しい分野でもあるため、以下出版された研究につい

てのみ、その意義と成果について詳述する。 
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次いで論文発表された研究成果について詳細を示す(本研究体制のメンバーを 下線付きの太字 で示す)。 

1. T Yonezawa, T Segawa, H Mori, PF Campos, Y Hongoh, H Endo, A Akiyoshi, N Kohno, S 

Nishida, J Wu, H Jin, J Adachi, H Kishino, K Kurokawa, Y Nogi, H Tanabe, H Mukoyama, K 

Yoshida, A Rasoamiaramanana, S Yamagishi, Y Hayashi, A Yoshida, H Koike, F 

Akishinonomiya, E Willerslev, M Hasegawa (2017) Phylogenomics and morphology of extinct 

paleognaths reveal the origin and evolution of the ratites. Current Biology 27: 68–77. 

本研究では古顎類の進化史を解明する目的で、絶滅したエピオルニスのミトコンドリア全長配列と複数の核遺伝子の決

定に成功した。古顎類とは現生鳥類を構成する二大系統のひとつでダチョウやエミューなど飛翔能力を持たない走鳥類と

南米に生息するシギダチョウ類と言う飛翔能力を持つグループから構成される。現生古顎類はすべて南半球に分布してお

り、中生代に南半球に存在したゴンドワナ超大陸の分裂と古顎類の系統進化の関係が示唆されてきた。しかしながら初

期の古顎類化石は主に北半球で報告されており、それらの化石種が形態学的に多くの祖先的形質を持つためゴンドワナ

超大陸起源説には問題があった。またゴンドワナ超大陸の分裂の時期と古顎類の系統のタイミングが一致するか否かにつ

いても論争があったが、古顎類内部の分岐年代推定値は極めて不安定で統一見解が得られていなかった。これらの諸問

題は、古顎類は古い系統だが現生種の種数が少なく頑強な系統樹推定や分岐年代推定が難しいこと、形態学的な収

斂により祖先形質の推定が難しいことに起因する。本研究では絶滅走鳥類エピオルニスのゲノムデータを用いることで化石

記録による制約やタクソンサンプリングによらない極めて安定した分岐年代を推定することに成功した。加えて、収斂進化の

影響を受けにくい形態学的形質を選抜して系統樹推定を行う手法の開発、分子進化速度と体重の相関により祖先体

重を推定する手法の改良を行い、化石データの解析と併せて古顎類の進化史について新しいシナリオを提唱した。従来の

仮説とは異なり、本研究では古顎類は北半球起源であり、非常に小型で飛翔能力を持った祖先古顎類が白亜紀後期

に北米大陸からパナマ海峡を越えて南半球に進出した。ゴンドワナ超大陸はすでにいくつかの陸塊に分裂していたが、当時、

南米、南極、さらにオーストラリア大陸は陸続きで、南極大陸から機会的な移住でマダガスカルやニュージーランドに幾度も

渡りその後、独立に大型化し走鳥類になった。南極大陸からの移住は南米と南極が分離し、周南極還流により南極が氷

河に覆われる約 3300 万年前に終了したと思われる。本研究に関して Current Biology 誌上でエディターによるレビュー論

文が掲載された。 

F Maderspacher (2017) Evolution: Flight of ratites. Current Biology, 27: R110-113 

（左図）本研究で提唱された古顎類の進化史のシナリオ。

時間軸付系統樹の枝の色は地理的分布を示し、ノード上

の円のサイズは体サイズの大きさに比例して描画。従来の

仮説と異なり古顎類は北半球起源であり飛翔能力を持っ

ていたが、白亜紀末期に南米-南極大陸へと拡散。南極

大陸から機会的な海を越えた拡散によりマダガスカルやニュ

ージーランド、オーストラリアに広がっていった。その後、各大

陸や島々で飛翔能力を失い独立に「走鳥類化」した。  
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2. D Waku, T Segawa, T Yonezawa, A Akiyoshi, T Ishige, M Ueda, H Ogawa, H Sasaki, M Ando, N 

Kohno, T Sasaki (2016) Evaluating the phylogenetic status of the extinct Japanese otter on the 

basis of mitochondrial genome analysis. PloS ONE 11: e0149341 

ニホンカワウソは、本州・四国・九州に分布していたカワウソの一種であり、ユーラシアカワウソ(Lutra 

lutra)の亜種と考えられている。しかしながら、ニホンカワウソとユーラシアカワウソとの形態学的な差

異はユーラシアカワウソの種内変異の範囲内には入らず、両者は別種であるとする知見も得られており、

ニホンカワウソの分類学的地位を解明するためには分子遺伝

学的な研究が必要であった。本研究ではニホンカワウソ 2個体

(神奈川県産個体(1915もしくは 1916年採取)および高知県産

個体（1977年採取：右写真）)およびユーラシアカワウソ 6個

体（中国(3個体)、サハリン(1個体)、産地不明（1個体））の

ミトコンドリア DNA全長配列を決定し、すでにデータベース上

に登録されている韓国産ユーラシアカワウソおよびラッコな

ど他種のカワウソ類のデータと併せて解析を行った。 

 その結果、を下図に示す。神奈川県産のニホンカワウソは東アジアのユーラシアカワウソの内部系統に

位置づけられ、中国産のカワウソと単系統群を形成することが明らかとなった。その一方で、高知県産の

ニホンカワウソは、東アジア集団とは独自の系統であることが明らかとなった。ユーラシアカワウソは、

ユーラシア大陸に広く分布

するがユーロッパ産の集団

についてはミトコンドリア

部分配列のみが報告されて

いるだけだが、これらのデ

ータを用いても高知県産ニ

ホンカワウソとユーラシア

カワウソの遺伝的差異はユ

ーラシアカワウソの種内変異には収まらず、独自の系統であることが明らかとなった。ユーラシアカワウ

ソと高知県産カワウソの分岐は約 127万年前、神奈川県産カワウソと中国産ユーラシアカワウソの分岐は

約 10万年前と推定された。更新世に繰り返し起きた氷期間氷期の海進海退サイクルで、ユーラシア大陸か

ら日本列島への陸生哺乳類の移住が幾たびも起きたと考えられている。本研究結果は日本列島には少なく

とも二度にわたってカワウソが移住してきたことを示唆している。しかしながら、異なる時期に入って来

たカワウソ集団が日本列島内で遺伝的に混じり合うことなく独自の系統を維持していたのか、すなわち日

本列島に二種のカワウソが分布していたのか、あるいは両者は遺伝的に混じり合っていたのかを解明する

ためには、複数の核遺伝子を用いた解析が必要であり、それが今後の課題として残されている。 
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〇今後の展望等 

 これまで古代 DNA 研究は欧米諸国を中心に進められており、日本をはじめとするアジア諸国はまだ萌芽

段階と言える。とりわけ日本では温暖湿潤な気候に加え火山性酸性土壌による DNA の変性のため古代 DNA

研究が遅れていた。本グローバル共同研究において欧州からの技術供与に加え瀬川高弘博士による独自の

改良によって多くの目覚ましい技術的革新があった。まず特筆すべきは日本列島で数万年前の動物遺体か

らの DNA 配列の決定に成功である。この過程において著しく断片化した DNA 配列からゲノムを構築するう

えで森宙史博士による生物情報学的な試行錯誤があったこともこのように難しい解析を可能とした原動力

であった。本研究成果は今後の日本の動物相の形成史やその後日本列島に入って来た現生人類による環境

の影響を理解するうえで極めて重要である。 

 また脊椎動物化石は一般的に産出数がすくないため化石骨や化石歯は貴重な標本として扱われているこ

とが多い。しかしながら DNA 抽出のため破壊的な採材を行わざるを得なかった。本研究プロジェクトによ

り DNA の抽出効率を大幅に上げることが出来たので、破壊的採材を最低限度に抑えることに成功した。加

えて、化石骨そのものでなく生痕化石や化石が埋没していた土壌中からの DNA 分析法を開発中である。こ

れらは試料数が著しく多い場合があり破壊的採材が大きな問題とならないことに加え、様々な年代の試料

を数多く分析できることで経年的な遺伝的多様性の変動を直接観察することが可能である。 

 本研究プロジェクトは現生人類が環境に与えて来た影響の評価という極めて学際性の高い目標を掲げて

いるが、2 年半という期間は、技術的問題をクリアするための試行錯誤の連続であり、結果的に本研究期

間中に発表で来た成果は生物学的な視点に偏ってしまった。人類による環境への影響を評価するためには、

絶滅生物の種数や種内の多様性を正確に解明する必要がある。しかしエピオルニスのようにその近縁種も

くふめて絶滅してしまったようなグループも多く、何種のエピオルニスが存在したのかを解明するために

は、まずその系統的な位置づけなどを明確にしないと種内変異の研究には進めないという問題も大きかっ

た。系統学的な議論では往々に地質学的年代スケールでの議論となり人類が存在した年代と大きくかけ離

れてしまうためどうしても生物学的な議論に偏ってしまうことは避けられなかった。このことは大いに反

省すべき点である。しかしながら本研究期間中に確立した解析技術は、人文科学である動物考古学や植物

考古学に与える影響は計り知れない。本プロジェクトを出発点として、長期的な学際的研究に向けた新た

な研究体制を構築しつつある段階である。 
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(様式 3a) 

平成 28 年度学融合推進センター学融合研究事業 研究成果報告書 

 

研究課題名称  大型科学施設の連携で切り拓く表面の科学 

応募事業区分  学融合共同研究 

申請代表者氏名  都丸 隆行 

 

〇研究実施状況（最終報告） 

 全採択期間における研究実施状況を記載してください。研究実施期間内に申請時の研究体制より変更があった場合に

は、その理由についても説明してください。 

 本研究では、大型研究機関に分散する様々な分野の専門家が結集し、それぞれの研究所でのミ

ッションで共通の課題である常温-極低温界面での希薄残留ガス分子の吸着について研究を実施

したものである。大型の研究設備ではこのような個別の課題を実験的に検証することが難しい

ため、新規に小型の実験装置を製作し、課題を再現出来るようにした。具体的には、小型極低温

冷凍機（住友 SRD415）を用いて 4K の極低温ガス吸着室と 100K 程度の中低温のパイプ（低温

パイプ）を用いて、ガスの吸着の分圧や種類を分析できるような装置を開発した。このコンフィ

グレーションは、輻射熱侵入の観点から常温-低温接面に有効であることがこれまでの研究から

分かっており、実際に重力波望遠鏡 KAGRA などでは採用されている。 

 この実験装置を開発した上で、各領域の内容積をガス圧力から算出し、実験を行った。残念な

がら中低温パイプ領域では熱フィードスルーの部分での熱侵入量が大きく、十分な冷却が得ら

れなかったが、極低温室は設計通りの 4K まで冷え、両者に十分な温度差がある状態での残留ガ

スの吸着分圧は測定できた。この実験では注入ガスに高純度窒素ガスを用い、150cc の定量を注

入した。この結果、極低温室に全量のガスが吸着され、中低温パイプの温度が高い状態では完全

なクライオポンプとして働くことが分かった。 

 このように、中低温パイプ部の熱フィードスルー部の改良が必用な事は分かったが、おおむね

実験装置は完成し、今後常温-低温界面での様々な残留ガス吸着を調べる事が出来るようになっ

た。 

〇今後の展望等 

 中低温パイプ部の熱フィードスルーからの熱侵入を低減するような改良を実施途上であり、

これが完了次第 100K 程度の温度での両領域の分圧測定を様々なガスでじっしうる予定である。

特に、残留ガスの主成分である水を含んだ状態での吸着量を調べる事で、半導体成膜などの技術

向上が期待出来る。さらに、光共振器を導入したガス分子の表面吸着スピード計測も現在準備中

であり、これにより希薄残留ガスの表面吸着をより一層詳しく調べる事が出来る。 

 このように発展させることで、科学実験・技術の基盤に存在する表面吸着の課題を解決してい

くことを考えている。 
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 

研究代表者 ⽚岡 ⿓峰（かたおか りゅうほう）
国⽴極地研究所 准教授 
総合研究⼤学院⼤学 複合科学研究科 極域科学専攻 准教授
専⾨は、宇宙空間物理学

近くて遠い研究所との共同作業

 ⽚岡先⽣は国⽴極地研究所（極地研）に所属し、オーロラの研究をされてい
ます。⽚岡先⽣が代表となる本プロジェクトでは、⾔葉を扱う国⽂学研究資料
館（国⽂研）と⾃然を扱う極地研といった、全く異なる分野の研究所に属する
研究者が⼀緒に研究を進めています。⼆つの研究所は隣接しており、共に総研
⼤の基盤研究機関です。

 ⽚岡先⽣は、今回のプロジェクトにおいて、異分野の研究者とのオフラインにおける議論と学融合の事業による⽀援の2つが重要で
あったと感想を述べられました。本プロジェクトのきっかけは、国⽂研の先⽣との世間話の中で、崩し字の⾃動検索の話題となり、そ
の流れで⽇本でのオーロラの古い呼称である「⾚気（せっき）」を検索してもらったことだったそうです。また、学融合の事業が研究
分野の異なる基盤機関の間の協⼒のあり⽅を問い続けてきたことは、本プロジェクトのために⾏動を起こす上で⼤きな動機になったそ
うです。 

史上最⼤の「磁気嵐」を古典書物から紐解く

 右図は、江⼾時代の京都においてオーロラが観察されたときに描かれたもの
です。この絵を発⾒した国⽂研の岩橋先⽣は、「なぜ根元の⽅が⿊いのか」、
「なぜギザギザしているのか」、「なぜ扇型をしているのか」と気になること
を尋ねに、頻繁に研究室までやってこられたそうです。⽚岡先⽣も⼀緒になっ
て、元の⽂を⼀字⼀句読み直していると、京都の東⽻倉家の⽇記の中に天の川
をオーロラが貫いたという記録があることを発⾒しました。当時の天の川はほ
ぼ真上にあったことから、この絵はオーロラが真上まで伸びた様⼦を⽴体的に
表したものだということが分かったそうです。さらに、京都ような低緯度の地
域でオーロラが真上にまで現れたということから、このときの磁気嵐は、観測
史上最⼤と⾔われている磁気嵐よりも強いものだったということを⽰唆してい
ます。 
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 古典籍を⽤いたオーロラ研究のプロジェクトは、極地研・国⽂研・京⼤の3つの機関に属する研究者でスタートしました。京⼤のグ
ループは、既に中国の⽂献から⾚気という単語を検索している状況でした。本プロジェクトで、国⽂研の総研⼤⽣が藤原定家の明⽉記
の読み下しをしたところ、連続してオーロラが観察される例が⾒つかりました。近年、似たようにオーロラが連続して観察される例が
あったことや、中国の⽂献でも同様の例が⾒つかったことで、オーロラの発⽣パターンの研究につながりました。

隕⽯から雷へ、広がる「古典」ハンティングの世界

 オーロラに関する研究報告会をきっかけに、次のターゲットとして隕⽯・雷
といった分野への展開が始まっています。隕⽯であれば、包み紙に書かれてい
る崩し字は国⽂研が担当し、⼩惑星探査機「はやぶさ」に使われた技術を応⽤
した隕⽯の分析を極地研が担当しています。雷の例では、研究会を通して、昔
の⽇記から雷の⽇をデータ化していた研究者が、雷の発⽣パターンの⻑期的な
分析をしたいという研究者と巡り会うことになりました。

 ⼤学共同利⽤機関という⼟台の元で、これから先細ると思われていた分野に、新しい⾵が吹き込まれている状況に、周りの研究者か
らも未来があるプロジェクトだと好意的な感想が得られているようです。

これからの展開

 本プロジェクトでは、極地研や国⽂研が、⼤学共同利⽤機関ということもあ
り、科学と⽂学・歴史学を繋ぐハブとしての重要な役割を果たしています。⽚
岡先⽣は、このように知が交差して新しい学問が⽣まれる状況を、⼼から楽し
んでいるようでした。さらには、このような学融合的な研究を、⼀般の⽅から
⼤学院⽣にまで触れる機会を作りたいと意気込んでいます。⼀般向けには「古
典籍からオーロラを⾒つけよう『古典』オーロラハンタ－」と題し、古典の中
からオーロラに関する情報を、古典籍や天⽂に興味がある⼀般の⽅の協⼒で探
し出すというワークショップを開いています。

 本プロジェクトをきっかけとして「知道楽」というランチセミナーも始まりました。事務⽅も参加する、隣接する総研⼤の3つの基盤
研究機関（極地研・国⽂研・統計数理研究所）の合同の座談会です。このセミナーは、無理のない形で続けていくことで、⾃然に学融
合の芽が⽣まれてくることを期待しているそうです。
 ⽚岡先⽣は、思わぬ学問分野が繋がる楽しさや、それに伴う、とめどない好奇⼼を⼤事にして研究をしていきたいと話していまし
た。また、そのような⽅向性を理解し・⽀援してくれた学融合の事業に深く感謝をしておりました。
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 

研究代表者 颯⽥ 葉⼦（さったようこ）
総合研究⼤学院⼤学 先導科学研究科
⽣命共⽣体進化学専攻 ⽣命体科学専攻 教授
同 学融合推進センター副センター⻑
主な専攻は分⼦進化学 進化⽣理学
ドイツのマックスプランク⽣物学研究所を経て、現職
主な研究テーマに 「五感の遺伝⼦からみたヒトの進化」などが挙げられる 

研究分担者
富永 真琴（⽣命科学研究科⽣理学専攻・教授、⽣理学）
齋藤 茂 （⽣命科学研究科⽣理学専攻・特任助教、分⼦進化学）
五條堀 淳（先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・助教、分⼦進化学）
寺井 洋平（先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・助教、分⼦進化学） 
仮屋園（⾼橋）志帆（先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・博⼠課程２年）
⾦⼦ 洋之（慶應⼤学・教授、ヒトデ・ウニの⽣物学）
河合 成道（慶應⼤学・助教、ヒトデ・ウニの⽣物学）
濱中 ⽞ （お茶の⽔⼥⼦⼤学・特任講師、発⽣⽣物学）
古川 亮平（岩⼿医科⼤学・助教、発⽣⽣物学） 

無脊椎動物の温度受容体をターゲットとして温度感受システムの起源と進化に迫る

 ヒトの祖先は⾚道付近のアフリカの⾼温地域から派⽣し、氷河期などの過酷
な環境変化の中を⽣き抜いてきました。現在、私達ヒトは、北極圏を初めとす
る－４０度を超える寒冷地や、⽇中の温度が５０度近くなる⾚道直下の⾼温地
域に暮らしています。⼀つの⽣物種でここまで多様な環境に適応している種は
多くないでしょう。⼀体、ヒトはどのように多様な温度環境に適応しているの
でしょうか。

 この疑問解決の第⼀歩として、颯⽥先⽣は、温度受容体であるTransient Receptor Potential（TRP）に着⽬しました。そして、「温度
感受システムの進化⽣理学 －無脊椎動物をターゲットとして－」と題した研究テーマが、2013年度に学融合推進センターが⽀援する
「戦略的共同研究」に採択されました。脊椎動物の遥か以前に誕⽣した無脊椎動物のTRPをターゲットにすることで、TRPがどのよう
に進化し、どのようにゲノムに維持されてきたかを紐解くことで、「温度感受システム」の起源と進化を探っていきます。 

急激に変わる地球の環境変化にヒトの⾝体が適応できていない！？
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 例えば寒い地域に住んでいる⼈と、暑い地域に住んでいる⼈とでは、同じ気
温でも温度の感じ⽅が違うと思いませんか？もちろん、⽂化や⽣活圏での「慣
れ」というものがあると思いますが、私たち⼈間は同⼀種であるにもかかわら
ず、なぜこうした「温度の適応能⼒」に違いがあるのでしょうか？  ⽣物は、
地球の環境変化に合わせて進化し、適応してきました。しかし産業⾰命以降、
私たち⼈間の作り出した⽂明の発展と共に、地球の環境は⼤きく変化を遂げて
います。

その環境変化に、私たち⼈間は追いついていないのではないでしょうか？例えば、塩分が貴重だったはるか昔、「貴重な塩分」をより
多く体内に蓄えられるよう、ヒトの⾝体は適応していました。しかし現代になり、塩分は簡単に摂取出来るようになり、そうした適応
が「⾼⾎圧症」など様々な弊害を⽣んでいます。
 私たち⼈間は万能ではありません。急激に変わる環境に適応していく為にも、まず私たち⾃⾝が、ヒトの⾝体のことを知る必要があ
るのではないでしょうか？颯⽥先⽣は、「温度」という視点で、環境に適応できる許容範囲を知ることに挑戦しています。 

死の温度帯へと向かうヒトデの幼⽣の不思議と「2度のギャップ」

 1mm程のヒトデの幼⽣をチャンバー（⼩さな箱のような実験機器）に⼊れ、
その中に２０度から２５度などの様々な温度勾配を作り、ヒトデの幼⽣がどの
ような反応を⽰すか、実験しました。その結果、ヒトデはより⾼い温度を好ん
で移動することが分かりました。ヒトデは３３度以上の温度になると、耐えら
れずに死んでしまうのですが、驚くべきことに、３０度から３５度の温度勾配
の実験でも、死んでしまう温度帯である３５度の⽅向へ移動します。

 また、ヒトデの幼⽣の温度受容体が機能しなくなる阻害剤を⽤いた実験の結果より、TRPが無脊椎動物にもあることが分かりまし
た。
 さらに、ヒトデの幼⽣における「TRPA1」が３５度の温度を感受していることも明らかとなりました。ヒトデが死んでしまう３３度
と遺伝⼦のレベルで感じることができる３５度との「２度のギャップ」、こうして⽣まれた新たな不思議に颯⽥先⽣は挑まれていま
す。 

「学融合研究のしやすい環境」で得た財産

 颯⽥先⽣は、普段はコンピューターを使ったゲノム解析を中⼼に研究されて
いますが、今回の共同研究を⾏うに当たって、他の研究者が⾏う異なる研究⼿
法に触れることができました。それにより、視野が⼤きく広がったそうで、そ
れこそが財産だといいます。この財産を得たのも、総研⼤の強みである、「学
融合研究のしやすい環境」にいたからだそうです。

 また、本来の颯⽥先⽣のテーマはヒトです。今回の実験で得られた知⾒を基に、「ヒト」への研究にテーマを広げていきたいと考え
ています。今後の研究では、「ヒト」の感覚を専⾨とされる⽣理学や⺠族学などの研究者と共に研究の裾野を広げていきたいと語って
くださいました。 
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 

研究代表者 坊農真⼸（ぼうのうまゆみ）
国⽴情報学研究所 准教授 
総合研究⼤学院⼤学 複合科学研究科 准教授
  専攻は社会⾔語科学、会話情報学、⼿話学
主な研究テーマに、「ロボット井⼾端会議に⼊れるか」、「⼿話⾔語コーパスプロジェクト」などが挙げられる

研究分担者
○研究分担者
⾼梨克也 京都⼤学・研究員 （インタラクション研究）
緒⽅広明 九州⼤学・教授 （計算機科学，協調学習）
宮尾祐介 国⽴情報学研究所/総合研究⼤学院⼤学・准教授 （⾃然⾔語処理，計算⾔語学）
城綾実 京都⼤学・研究員 （ジェスチャー研究，会話分析）
⼤崎章弘  国⽴情報学研究所・特任研究員 （ヒューマンコンピュータインタラクション）

○連携研究者
⾓康之  公⽴はこだて未来⼤学・教授 （ヒューマンコンピュータインタラクション，⼈⼯知能）

○研究協⼒者
牧野遼作 総合研究⼤学院⼤学・⼤学院⽣ （ジェスチャー研究，会話分析）
佐藤美祐 北陸先端科学技術⼤学院⼤学・⼤学院⽣ （博物館学・ヒューマンコンピュータインタラクション）
森⽥由⼦ ⽇本科学未来館・科学コミュニケーター （⽣物学）

科学の語り部「サイエンスコミュニケーター」のテクニックを紐解く

 サイエンスコミュニケーターという仕事をご存知ですか？ ⼀⾔で説明する
と、科学と⼈を繋ぐ「橋渡し」をする仕事です。 では⽇本科学未来館はご存知
でしょうか？ 東京のお台場にある⼈気の科学館です。 宇宙⾶⾏⼠の⽑利衛さ
んが館⻑を務めており、テクノロジー、地球環境、宇宙の探求、⽣命の不思議
などに触れることができ、 最新の科学技術を体験できる施設です。 このよう
な施設で働くサイエンスコミュニケーターは、⼤⼈から⼦供の幅広い層に科学
の⾯⽩さを伝え、豊富な知識と経験を元に皆さんを科学の世界へ誘う「ストー
リーテラー」なのです。 

 坊農先⽣が総研⼤の「育成型共同研究の採択課題」として取り組んだのが 「科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディ
スカッション型教育メソッドの開発」です。 このプロジェクトは、科学未来館のサイエンスコミュニケーターから 「サイエンスコミュ
ニケーターの能⼒を評価する⽅法がないから⼿伝ってほしい」とお願いされた事に始まりました。 実践の中で育まれる様々なテクニッ
クを評価するには、まずはサイエンスコミュニケーターに密着する必要があります。 坊農先⽣は、彼らのテクニックを可視化するとい

299



う難しいミッションに挑戦しました。 

サイエンスコミュニケーターの知られざる能⼒を発⾒

 研究を⾏っていく中で、サイエンスコミュニケーターの素晴らしい能⼒に驚
かされたと⾔います。 未来館でのサイエンスコミュニケーターの案内は、５分
程の短い時間なのですが、 そこにはコミュニケーションに⼤切な「様々な要
素」が詰まっていました。 決まった案内ツアーなどは存在せず、展⽰物を⾒て
いる来館者にそっと近づき声をかけます。 例えば、「５０年先の未来」をテー
マにした展⽰物の前にいる⼦供達に対して 「５０年後の皆さんは何歳です
か？」と質問を投げかけます。 ⾃⼰紹介から始めるではなく、具体例を挙げな
がら科学の話へ誘導していくのです。 

 サイエンスコミュニケーターのテクニックは会話の中だけにとどまりません。 会話が盛り上がってる最中に、サイエンスコミュニ
ケーターは次の展⽰へ⽬線を動かします。 次の展⽰に誘導するのに⼗分なスペースがあるか、他の来館者の動きなど、誘導のタイミン
グを図り、スムーズに誘導していきます。
 これらサイエンスコミュニケーターの素晴らしいテクニックのおかげで、来館者達は展⽰に集中することができ、研究を⾝近に感じ
るキッカケになるのです。

研究者⼀⼈⼀⼈がサイエンスコミュニケーターになる？

 本プロジェクトは、次のステップへと歩み始めています。 サイエンスコミュ
ニケーターの実践知の理解の先にあるものは、教育です。 当初のきっかけに
あった、サイエンスコミュニケーターの指標作りに加え、サイエンスコミュニ
ケーターのマニュアルの作成を⾏う予定です。 また、サイエンスコミュニケー
ターの伝えるテクニックを基に、総研⼤⽣へ「コミュニケーションのスキル」
のトレーニングが出来るプログラムの展開を考えているそうです。

 坊農先⽣は、研究成果の社会への還元や周知が求められる今こそ、研究者がもっと⾃⾝の研究を魅⼒的に語っていく必要があると⾔
います。 ⼀⼈⼀⼈の研究者が、サイエンスコミュニケーションのスキルを⾝につけていけば、研究者⾃⾝がサイエンスコミュニケー
ターになる⽇が訪れるかも知れません。

総研⼤だからこそ⾒えた「研究の発展」

 総研⼤⽣の多くは、⼊学した時点で⼤きな研究プロジェクトに携わっていき
ます。 これは、他の⼤学院⽣ではあまり経験しないことかもしれません。 プ
ロジェクトの中で、様々な基盤機関の先⽣⽅と共同研究を⾏うことで、 専⾨分
野に捉われない多⾓的な視点が⽣まれます。 その視点が持てることこそ、総研
⼤のメリットだと坊農先⽣は⾔います。 今回の坊農先⽣のプロジェクトに参加
した学⽣達も総研⼤ならではの学融合に触れて広い視野を持てたのではないで
しょうか。

 また、学⽣がプロジェクトに参加することは、教員側にとっても教育を意識することにつながります。 学⽣参加型の募集であるから
こそ、本プロジェクトが⼤学院⽣へ向けた「ディスカッション型教育への展開」まで結びつける事が出来たと⾔えるのではないでしょ
うか。
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 

研究代表者 ⽊村 暁（きむらあかつき）
総合研究⼤学院⼤学 ⽣命科学研究科 教授
国⽴遺伝学研究所 構造遺伝学研究センター 細胞建築研究室 教授
主な専攻は⽣物科学 細胞⽣物学 細胞建築学
主な研究テーマに 「細胞分裂の⼒学的理解」などが挙げられる

研究分担者
⽥辺 秀之 （総研⼤先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻・准教授）
成瀬 清 （総研⼤⽣命科学研究科基礎⽣物学専攻・准教授）
⽵花 佑介 （総研⼤⽣命科学研究科基礎⽣物学専攻・助教）
原 裕貴 （⼭⼝⼤学⼤学院創成科学研究科・テニュアトラック助教 / 総研⼤遺伝学専攻博⼠課程平成21年度修了）
奥村 誠⼀ （北⾥⼤学海洋⽣命科学部・教授）
⼭縣 ⼀夫  （近畿⼤学⽣物理⼯学部・准教授）
菊池 真司  （千葉⼤学園芸学研究科・助教）
⼭本 ⼀徳  （⽣命科学研究科遺伝学専攻・博⼠後期課程）

細胞に潜む隠れた秩序を探るプロジェクト

 細胞にはDNAやタンパク質など様々な物質があります。 個々の物質はそれ
ぞれ役割を持ち、⼀つの細胞として、そして⼀つの⽣命として機能していま
す。 個々の物質に意思や知能があるわけではないのに秩序が⽣まれている、そ
こに⽊村先⽣の興味があります。 細胞の中には、核やミトコンドリアなど様々
な構造物が適材適所に存在していますが、それらがどうやって存在するの
か、「細胞建築学」と称して、⽊村先⽣は細胞に潜む隠れた秩序を探っていま
す。

 今回の「学融合共同研究」の採択課題では、「細胞建築の博物学」と題し、様々な⽣物における細胞のサイズと構造物の形態の規則
性に焦点を当てています。 

種を超えた細胞の「定規」の発⾒
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 ⽊村先⽣はこれまでの研究から、センチュウの細胞において、「細胞サイズ
と紡錘体の伸⻑」、「紡錘体の縦の⻑さと横の⻑さ」、「核内の染⾊体密度と
染⾊体の凝縮度」に 規則性があることを発⾒しました。 このプロジェクトを
推進した研究室の学⽣の原裕貴さん（現・⼭⼝⼤学テニュアトラック助教）と
の議論から、このような規則性は⽣物種を超えて共通して存在しているのでは
ないかと考え、 今回の研究で、霊⻑類、マウス、カエル、メダカ、海産無脊椎
動物、植物の細胞を⽐べることにしたそうです。 

 そしてこれらの様々な⽣物の膨⼤なデータの蓄積と解析から、ある種の規則性があることが⾒えてきました。 ⽊村先⽣が⾒つけた、
この種を超えた規則性ですが、実は今後の私たちの⽣活に役⽴つ可能性を秘めています。 種を超えた規則性を探る作業は、ある意
味、「定規」を⾒つける作業であると⽊村先⽣は⾔います。 この「定規」に当てはまらない細胞は、普通の細胞とは異なるガン細胞や
万能細胞かも知れません。 もしかしたら近い将来、「定規」を基準にガン細胞の診断が可能となるかもしれませんし、新たな万能細胞
を⾒つける⼿助けになるかも知れません。 

総研⼤だからこそ、時代や分野にとらわれない挑戦的な研究

 今回のプロジェクトのメンバーは、過去に⾏われた総研⼤の様々な会議など
で知り合った先⽣が多いそうです。 この研究者ネットワークこそが、総研⼤の
ならではの分野横断型の活動によって⽣まれた成果物であり、 研究の学融合的
な広がりにつながる、と⽊村先⽣は⾔います。 遺伝学の世界では、対象となる
⽣物が違えば、研究の仕⽅が⼤きく変わってくるそうです。 そのため、対象と
なる⽣物種が多くなることは避けられがちだそうで、今回のプロジェクトであ
るからこそ挑戦できた、と⽊村先⽣は⾔います。

本プロジェクトは、時代や分野にとらわれない、総研⼤ならではの研究と⾔えるのではないでしょうか。

誰もが参加できる「参加型研究」へ

 今後の研究の発展としては、 現段階で発⾒、検証した「規則性」について、
もっと多くの⽣物種に対象を広げて、より多くの研究者に協⼒を得ながら研究
を進めて⾏きたいそうです。 また将来的には、⼀般の⽅が参加できるプロジェ
クトに発展させていきたい、と⽊村先⽣は⾔います。 ⼀般の⽅に、⾝近な⽣物
やご⾃⾝の細胞の写真を撮影し提供してもらうことで、バラエティ豊かな「定
規」を作っていきたいと考えています。 皆さんも「新たな定規」を作る研究
チームの⼀員になる⽇が来るかも知れません。
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公募型研究事業採択課題代表者インタビュー
終了した公募型研究事業採択課題の代表者に、研究内容や成果、学際研究を⾏ってみての気づき、今後の展開などについて、インタビュー
を⾏いました。 

研究代表者 筒井泉（つついいずみ）
⾼エネルギー加速器研究機構（KEK）
素粒⼦原⼦核研究所・理論部 准教授
総合研究⼤学院⼤学 ⾼エネルギー加速器科学研究科 准教授 
専攻は理論物理学 量⼦⼒学
主な研究テーマに、「弱値及び弱測定の基盤整備とその応⽤」、「中間⼦を⽤いた量⼦⼒学の⾮局所性検証の理論的研究」などが上げ
られる

研究分担者
【KEK 素粒⼦原⼦核研究所】
磯 暁 教授（素粒⼦論）
熊野 俊三 教授（原⼦核理論）
福⽥ 教紀 総研⼤院⽣（量⼦基礎論）
李 宰河 東京⼤院⽣（量⼦基礎論）

【分⼦科学研究所】
⿅野 豊 特任准教授（量⼦測定、情報科学）
杉尾 ⼀ 学振PD（科学哲学）

【核融合科学研究所】
永岡 賢⼀ 准教授（プラズマ物理）
吉村信次 助教（プラズマ物理）

【国⽴天⽂台】
⿇⽣ 洋⼀ 准教授（重⼒波天⽂学、 レーザー精密計測）
中村 康⼆ 研究⽀援員（⼀般相対論、宇宙科学）

【総研⼤ ⽣命共⽣体進化学専攻】
伊藤 憲⼆ 准教授 (科学史、科学哲学）

【ウィーン⼯科⼤】
⻑⾕川 祐司 准教授（中性⼦実験、量⼦物理学）

常識が変わる？物理学にメスを⼊れる「弱測定」

 皆さんは「量⼦」をご存知ですか？ 「原⼦」や原⼦が結合した「分⼦」は理
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 皆さんは「量⼦」をご存知ですか？ 「原⼦」や原⼦が結合した「分⼦」は理
科で習いましたよね。 この原⼦や分⼦のように、物質を形成する素材にあたる
⼩さいものを量⼦と呼びます。 その量⼦には電⼦や光⼦など様々な種類があり
ます。 量⼦のうち、⽬に⾒えるものがどのような「ルール」で動くかについて
は、現代になり⼤⽅解明されました。 しかし、量⼦の中には、その「ルール」
に当てはまらないものが存在するのです。

その不可解な現象を解明していく学問が「量⼦⼒学」であり、筒井先⽣の専⾨分野です。 今回、筒井先⽣が総研⼤の「学融合共同研
究」の採択課題として取り組んだのは、 「新たな量⼦物理量の基礎の探求と精密測定への応⽤」と題したプロジェクトです。 近年注⽬
される「弱測定」を⽤いて、これまでの量⼦⼒学の「常識」にメスを⼊れていきます。 

「弱測定」から検証する量⼦⼒学の「ブッラクボックス」

 量⼦の働きについて、説明の出来ない現象をある⼀定の「ルール」を使って
⾒直してみると説明できてしまうことがあります。 当てはめた「ルール」によ
り、新たな仮説が⽣まれ、「ルール」に基づいて検証してみるとその新たな現
象が起きます。 これらの過程で⽣まれた応⽤が、半導体などの先端技術の基礎
に⽤いられているのです。 しかし、その「ルール」の理論までは検証してきま
せんでした。 それは、量⼦⼒学の「ブラックボックス」に⼿をつける必要があ
るからです。

これまでの量⼦⼒学の常識から外れる「ルール」の検証には、「弱測定」が使える、と筒井先⽣は考えています。 「弱測定」とは、測
定を⾏う際の相互作⽤を極⼒最⼩限にした測定法です。 量⼦の状態を測る際、これまでの⽅法ではその状態が壊れてしまう可能性があ
ります。 弱測定では、量⼦の本来の状態を保ちながら測定を⾏うことが出来るのです。 今回のプロジェクトは、弱測定を⽤いて量⼦⼒
学の基礎を探求するだけでなく、弱測定の応⽤の可能性も探っているそうです。 

学融合のしやすい環境、総研⼤

 筒井先⽣は、今回の研究は総研⼤だからこそ、広がりを⾒せていると⾔いま
す。 筒井先⽣が所属する⾼エネ研では、専⾨から離れた他分野の研究者との交
流は多くないようですが、この事業を通じ、核融合研や分⼦研、また先導研な
どの異分野の研究者と⼀緒に研究ができたそうです。 理系、⽂系問わず、様々
な分野の研究者と研究会を開催でき、それ以降、学際的な交流にもつながって
いるようです。 学融合をしやすい環境がある総研⼤ならではと⾔えるのかもし
れません。

 筒井先⽣は、今回のプロジェクトの鍵である「弱測定」が、素粒⼦や原⼦核の実験にも応⽤出来ると考えています。 「全部が成功す
るとは限りませんが、総研⼤だからこそ広がりを⾒せる「弱測定」をこれから広めていきたいです」とお話し下さいました。

弱測定の応⽤が⾒据える未来
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 2016年1⽉、アメリカのLIGO（ライゴ）研究チームが重⼒波を初めて観測し
て話題になりました。 アインシュタインが1916年に予⾔してから、およそ100
年かけての快挙です。 重⼒波は４組の巨⼤な鏡を使う装置で観測されました。
その観測装置は、全⻑４㎞に及ぶ巨⼤な装置です。 それ以外にも、素粒⼦を測
るスーパーカミオカンデや巨⼤な加速器は全⻑27kmにも及び、 ⼩さな量⼦や
新たな発⾒をするためには装置の巨⼤化が進んでいます。

 しかし、今回の筒井先⽣が研究を進めている、測定法の新たなアプローチ「弱測定」を使えば 近い将来、それほど⼤きな装置は必要
でなくなる可能性があると⾔います。 筒井先⽣の本プロジェクトにより、測定精度の向上や効率化が図られ、新たな⼈類の⾶躍に向け
た、⼿助けになるかも知れません。 
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公開研究報告会
公開研究報告会は、学融合研究事業の下で研究活動を実施している研究者が年に⼀度本学葉
⼭キャンパスにある学融合推進センター棟に集い、採択された研究課題について⼀年間の活
動報告を⾏う場です。研究課題の進捗状況を把握するという⽬的の他に、本学の多くの研究
者と知り合う機会を提供することによって、それぞれの研究について広く意⾒を交換する場
として活⽤していただくことを⽬指しています。

平成30年度学融合推進センター公開研究報告会
総研⼤では異分野融合、学際的な共同研究を推進すべく、創⽴当初から様々な形態での 共同研究が⾏われており、⽂系から理系まで幅
広い研究テーマについて、公募型共同研究 事業を⻑年実施してきました。学融合推進センターが今年度いっぱいで終了し、次年度よ
り、 新たに教育開発センターが発⾜予定となっているため、今回の公開研究報告会は、過去 30年の歴史を区切りとする報告会となりま
す。 そこで、これまでの公募型共同研究事業を総括し、今後の総研⼤の歩むべき⽅向性も含め、 皆様と議論をする時間を短時間です
が、設定させていただきました。また、懇親会の時間帯 （17:45-19:00）に、先導研学⽣のポスター発表の機会も設定させていただきま
した。 先導研学⽣にとりまして、様々な専攻の参加者の皆様との貴重な交流の機会となります ので、是⾮、懇親会も含めてご参加くだ
さいますよう、よろしくお願い申し上げます。

プログラムはこちら 

学融合推進センター研究事業担当：⼩松睦美・⽥辺秀之

過去の公開研究報告会
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公開研究報告会  24 January 2014
 学融合研究事業では、総研⼤内の分野を跨いだ様々な共同研究の⽀援を⾏ってきました。採択された研究課題の代表者は、年に⼀度、公
開研究報告会にて、研究の中間報告または最終報告を⾏うことになっており、今年は1⽉23⽇（⽊）、24⽇（⾦）に学融合推進センター1
階ホールにて開催されました。初⽇の第1セッションでは、戦略的共同研究ⅠⅡの最終報告3件、続いて中間報告9件（5分間ずつのプレビュー
とポスターセッション45分間）の発表が⾏われ、総勢50名を超える参加者が集まり、活発な議論がなされ、その後の懇親会も⼤盛況でし
た。ポスター発表には、研究費の増額の特典があるポスター賞が設定されており、参加した全ての教員による投票（各⾃シール2枚を貼る
⽅式）で決定されます。今年度のポスター賞は、⽐較⽂化学専攻の菊澤律⼦准教授の「⼿話⾔語学を世界へつなぐ－メディア発信とe-
learning開発に向けて－」、および地域⽂化学専攻の野林厚志教授の「「料理」の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境
に与えるインパクト」の2つの課題が同点1位でポスター賞（学融合推進センター賞）に選ばれました。この2課題には、特典として次年度
の研究費に25万円が加算されます。2⽇⽬の第2セッションでは、公募型共同研究と若⼿研究者研究⽀援の最終報告6件の発表が⾏われ、続
いて研究プロジェクト企画会議の活動報告と全体討論が⾏われました。

【開催⽇時】 平成26年1⽉23⽇（⽊）13:00〜1⽉24⽇（⾦）12:50
 
【開催場所】 総研⼤葉⼭キャンパス学融合推進センター棟1Fホール 他

【タイムスケジュール】
■ 平成26年1⽉23⽇（⽊） 1⽇⽬

12:00〜13:00  受付

13:00〜13:05  開会挨拶（池内理事） 進⾏:平⽥ 光司学融合推進センター⻑

○ 第1セッション<最終報告> 進⾏:颯⽥副センター⻑

13:05〜13:30 テクノロジーアセスメント報告の試作—ヒト全ゲノム解読の時代の社会的課題を例に
    遺伝学専攻 井ノ上 逸朗教授戦略的共同研究Ⅰ 24〜25年度（最終年度）

13:30〜14:10 現⽣⼈類の拡散による遺伝⼦と⽂化の多様性創出に関する総合的研究
    遺伝学専攻 斎藤 成也教授 22〜25年度（最終年度）

14:10〜14:50 ⽇本における諸科学の編制と基礎概念の検討―⽂理融合の有効性をさぐる
    国際⽇本研究専攻 稲賀 繁美教授 (代理発表:鈴⽊ 貞美名誉教授）23〜25年度（最終年度）

14:50〜14:55 講評
14:55〜15:15 休憩

○ ポスターセッション<中間報告> 進⾏:本郷 ⼀美准教授

 [プレビュー ⼝頭発表 1研究課題につき5分]
15:15〜15:20 観相資料の学際的研究⽇本⽂学研究専攻
    相⽥ 満准教授 24〜26年度（継続）

15:20〜15:25 在ハワイの⽇本歴史・⽂化資料をめぐる国際共同研究 ―ハワイにおける⽇本⽂化の受容⽇本歴史研究専攻
    ⼤久保 純⼀教授 24〜26年度（継続）

15:25〜15:30 ⼿話⾔語学を世界へつなぐ―メディア発信と e-learning 開発に向けて― 
    ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦准教授 24〜26年度（継続）

15:30〜15:35 惑星科学と⽣命科学の融合：⽣命概念の普遍化をめざして
    ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川 眞理⼦教授 24〜26年度（継続）

15:35〜15:40 「料理」の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト
    地域⽂化学専攻 野林 厚志教授 25〜27年度（25年度新規）

15:40〜15:45 ニュー・ミュージオロジーの確⽴のための研究
    地域⽂化学専攻 ⽵沢 尚⼀郎教授 25〜26年度（25年度新規）

15:45〜15:50 ⾃然界の様々なスケールに現れる⾼エネルギージェット現象の解明
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    素粒⼦原⼦核専攻 板倉数記講師（代理発表:郡 和範講師） 25〜27年度（25年度新規）

15:50〜15:55 温度感受システムの進化⽣理学 —無脊椎動物をターゲットとしてー
    ⽣命共⽣体進化学専攻 颯⽥ 葉⼦教授 25〜27年度（25年度新規）

15:55〜16:00 科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディスカッション型教育メソッドの開発
    情報学専攻 坊農 真⼸助教 育成型共同研究⽀援 25〜27年度（25年度新規）

 [ポスターセッション]
16:00〜16:45 ポスターセッションその１

16:45〜17:30 ポスターセッションその２

17:30〜18:00 休憩

18:00〜20:00 懇親会

■ 平成26年1⽉24⽇（⾦） 2⽇⽬

8:30〜9:05  受付

○ 第2セッション<最終報告> 進⾏:印南 秀樹 准教授

9:05〜9:30 糖鎖集合状態の変化による幹細胞近接場制御
    ⽣理科学専攻 池中 ⼀裕教授 23〜25年度（最終報告）

9:30〜9:55 模擬宇宙線を⽤いた実験室宇宙科学の展開
    加速器科学専攻 ⾼⼭ 健教授 23〜25年度（最終報告）

9:55〜10:10 複合的災害を巡る社会構造と⾔論に関する科学技術社会論的研究〜格差の構造に注⽬して
    ⽣命共⽣体進化学専攻 標葉 隆⾺助教 24〜25年度（最終報告）

10:10〜10:25 ヘパラン硫酸微⼩構造(HSNS)によるＷｎｔシグナルの制御
    基礎⽣物学専攻 三井 優輔助教 24〜25年度（最終報告）

10:25〜10:40 ショウジョウバエにおけるmiRNA遺伝⼦と標的遺伝⼦の共進化の検証
    遺伝学専攻 野澤 昌⽂助教 24〜25年度（最終報告）

10:40〜10:55 最終氷期以降における東南極氷床の融解：その量・速度の定量的復元
    極域科学専攻 菅沼 悠介助教 24〜25年度（最終報告）

10:55〜11:00 講評

11:00〜11:15 休憩

○ 研究プロジェクト企画会議の活動報告と総研⼤を代表するプロジェクト(11:30〜12:25） 進⾏:⽥辺 秀之 准教授

12:25〜12:35 ポスター賞表彰・閉会挨拶（⾼畑 尚之学⻑）

【会議の様⼦】

308



池内理事による開会挨拶 ⻫藤教授による戦略的共同研究II採択課題の最終
報告

戦略的共同研究Iの報告（相⽥教授） 戦略Iの報告（⼤久保教授）

学融合推進センター賞受賞の菊澤准教授 学融合推進センター賞受賞の野林教授

育成型共同研究採択課題の坊農助教 育成I の郡講師（代理発表）

懇親会も盛会となりました 翌朝は最終報告を中⼼とした発表
公募型共同研究の⾼⼭教授
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若⼿研究者研究⽀援の標葉助教 若⼿⽀援の野澤助教

研究プロジェクト企画会議の活動報告と全体討
論

⾼畑学⻑による講評
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公開研究報告会  15 January 2015
【会議の様⼦】
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公開研究報告会  28 January 2016
開催⽇時・場所
⽇時 平成28年1⽉28⽇（⽊）13：10〜1⽉29⽇（⾦）12：30

開催場所
IPC⽣産性国際交流センター セミナー室Ａ（研修棟1F 101）
住  所：〒240-0015 神奈川県三浦郡葉⼭町湘南国際村
アクセス：http://www.js-ipc.gr.jp/access.html

プログラム

【会の様⼦】
ブログ記事もご覧ください（クリック）。

 岡⽥学⻑による開催挨拶  戦略的共同研究 野林教授

 戦略的共同研究 板倉講師  戦略的共同研究 颯⽥教授

 育成型共同研究 坊農准教授  学融合共同研究 筒井准教授

314



 学融合共同研究 ⽊村教授  テラスでの集合写真

 学融合共同研究 斎藤教授  学融合共同研究 ⽥邊助教

 学融合共同研究 塚原助教  ⽣理学専攻４年の菊地原さんによる学⽣企画の報告

 ポスター発表の様⼦  

 

 

315



 

 カラス⾁の試⾷

 グローバル共同研究 ⾜⽴准教授  学融合共同研究 佐藤准教授

 学融合共同研究 都丸准教授  学融合共同研究 ⽚岡准教授

 学融合共同研究 新村助教  学融合共同研究 古⾕准教授

316



 学融合共同研究 佐藤教授（代理 寺井助教）  学融合共同研究 武⽥教授

 総合討論（⽥辺准教授の司会）  平⽥センター⻑による閉会挨拶

317



Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開研究報告会 > 平成28年度

公開研究報告会  26 January 2017
開催⽇時・場所
⽇時 平成29（2017）年1⽉26⽇（⽊）13:40〜 1⽉27⽇（⾦） 12:30予定
場所 総合研究⼤学院⼤学 葉⼭キャンパス 学融合推進センター棟 1階 福利厚⽣室

プログラム
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【会の様⼦】 
ブログ記事もご覧ください（クリック）。

 ⼤峯副学⻑による開催挨拶  学融合共同研究 佐藤准教授

 学融合共同研究 都丸准教授

319



 学融合共同研究 新村助教

 学融合共同研究 佐藤教授  萌芽的研究会 島⾕准教授

 萌芽的研究会 ⻄中特任准教授

 学⽣企画事業紹介 清古さん  岡⽥学⻑による乾杯
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 意⾒交換会の様⼦

 シンガポール国⽴⼤の末⽥⽒  学融合共同研究 武⽥教授

 学融合共同研究 古⾕教授

 グローバル共同研究 ⾜⽴教授  研究事業意⾒交換

 鎌⽥センター⻑による閉会挨拶
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公開研究報告会  8 February 2018
開催⽇時・場所
⽇時 平成30（2018）年2⽉8⽇（⽊）13:40〜 17:45
場所 総合研究⼤学院⼤学 葉⼭キャンパス 学融合推進センター棟 1階 福利厚⽣室

プログラム

【会の様⼦】
2⽉8⽇（⽊）に学融合推進センター1階ホールにて、学融合推進センター公募型研究事業・公開研究報告会が開催されました。
年に1回開催される本報告会では、センターが⽀援している公募型研究課題の研究代表者による成果発表が⾏われます。

まず、萌芽的共同研究の報告5件の発表が⾏われました。
「太陽系⾒聞録の作成と発信ー太陽系の起源と進化の統合的理解に向けてー」では、極地研の保有する南極隕⽯とJAXAのはやぶさプロ
ジェクトの連携からスタートしたという経緯が述べられました。⼋王⼦隕⽯について微⼩資料の科学的解析と古典籍の解析の両⾯から研究
が⾏われています。
「⽣物界を超えた遺伝⼦発現調節因⼦trans-kingdom interfering RNAの探索」では、⼆本鎖RNAを害⾍に摂⾷させRNA⼲渉を起こすことに
よって害⾍防除を⾏うRNA農薬について述べられました。広範な昆⾍に活⽤できる⼀⽅で、種特異性が⾼く、化学的には安全であるという
点で、現状の化学農薬の問題点を解消することが⾒込まれます。
「抗体の糖鎖修飾をモデルとした糖転移酵素の細胞内局在の探査」では、タンパク質の糖鎖修飾を⾏う糖転移酵素がゴルジ体内でも住み分
けしていること、タンパク質の細胞内輸送経路の違いで糖鎖修飾のパターンが変化することが述べられました。糖鎖はタンパク質間相互作
⽤に重要な役割を果たしており、糖鎖修飾の過程が明らかになることは、細胞内ネットワークの理解や創薬につながると考えられます。
「アゲハチョウの眼外紫外光受容タンパク質と⽣殖⾏動との関連」では、アゲハチョウの尾端に存在する紫外光受容タンパク質について、
タンパク質の物理化学から動物⽣理学、神経⾏動学、分⼦⽣物学といった様々なアプローチで解析を⾏なっていることが述べられました。
尾端における光受容は⽣殖⾏動の制御に重要であると考えられています。
「⽣物の紫外線の利⽤と蛍光の⽣物学的意味を理解する〜光情報解析と⽣物学解析の融合〜」では、サンゴの蛍光タンパク質について、光
情報学と蛍光放射の⽣物学の両⾯から解析を⾏なっていることが述べられました。サンゴに限らず、刺胞動物⼀般に蛍光タンパク質が存在
し、触⼿に多く存在することから、プランクトンを捕⾷するために蛍光が利⽤されているとの可能性が発⾔されました。

続いて、センター⻑裁量⽀援共同研究課題の報告1件の発表が⾏われました。
「天変地異と⼈間社会の変遷：⾔葉の在り⽅と世界の在り⽅」では、雷・隕⽯・オーロラを通して、古典籍の分析から⾒えてきた科学的知
⾒を中⼼に述べられました。また、異分野融合にまつわるイベントや市⺠参加型の研究についても紹介されました。

最後に、「これまでの公募型共同研究課題の総括と最新の成果報告について」という題で、学融合推進センターのこれまでの活動の紹介、
公募型共同研究の⽀援を通して得られた、異分野融合型共同研究のパターンについて発表がなされました。

閉会後の懇親会では、先導科学研究科⽣命共⽣体進化学専攻の学⽣による4件のポスター発表も⾏われました。

学融合推進センター公募型共同研究事業、および、公開研究報告会は今年度で終了することとなりましたが、多くの異分野連携型の研究の
きっかけを作り、また、異分野連携型の共同研究の成功例や課題といった多くの知⾒が得られたことと思われます。 
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ブログ記事もご覧ください（クリック）。
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総研⼤研究プロジェクト企画会議
 学融合推進センターでは複数回に渡る企画会議を開催し、様々な研究シーズの探索と議論を重ね、本学を代表する研究
プロジェクトの⽴案を⽬指してまいりました。今年度（平成２６年度）は、これまでの学内共同研究⽀援事業の枠組みの
再編に伴い、新事業枠である「グローバル共同研究」と「学融合共同研究」の⽀援の趣旨に適した異分野連繋型の課題の
創出を⽬指すこととなりました。これまでの会議にご出席いただいた⽅のみならず、ご参加いただける⽅を全学より広く
募集いたします。

企画会議PR動画

総研⼤研究プロジェクト第１０回企画会議 参加者募集
⽇時： 平成２７年１１⽉９⽇（⽉） １３：００ 開始
（１１⽉１０⽇午前  希望者のみ基礎⽣物学研究所⾒学を予定）

場所： ⾃然科学研究機構 分⼦科学研究所 研究棟201 セミナー室
  （〒444-8585 愛知県岡崎市明⼤寺町字⻄郷中38）
（協⼒：機能分⼦科学専攻 中村敏和 准教授）

１１⽉９⽇(⽉)
・開催挨拶 総合研究⼤学院⼤学 学⻑ 岡⽥泰伸

・参加者による⾃⼰紹介

・「電⼦スピン共鳴（ESR）で何が分かるのか？-物理，化学，材料，⽣体，医療，⾷品，年代計測…-」
機能分⼦科学専攻 准教授 中村敏和

・「炭⽔化物⾷と脂肪⾷の選択⾏動に関わるニューロンの発⾒とその制御機 構に関する研究」
⽣理科学専攻 教授 箕越靖彦

・分⼦科学研究所 ⾒学

・「視覚障害者が鎌倉時代の写本『源⽒物語』を指で読む」
⽇本⽂学研究専攻 教授  伊藤鉄也

・「総合教育科⽬『⼤統合⾃然史（仮称）』の紹介」
学融合推進センター 特任教授 鎌⽥進

・「研究ノートプロジェクトの現状と今後について」
遺伝学専攻 准教授 ⽊村暁/学融合推進センター 助教 ⼩松睦美

・総合討論

・意⾒交換会
（注：意⾒交換会参加費⽤は参加者のご負担となります）
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１１⽉１０⽇(⽕)
・基礎⽣物学研究所明⼤寺地区 ⾒学 [希望者のみ]
協⼒ 基礎⽣物学専攻 助教 倉⽥智⼦

＊宿泊場所については、名鉄東岡崎駅周辺ホテルの各⾃⼿配をお願いいたします。

参加申込： 参加⼈数を把握するため、参加を希望される⽅は 平成２７年１１⽉２⽇（⽉）までに下記連絡先までその旨をご連絡くださ
い。
(参加者の旅費については学融合推進センターが負担いたします)
＜学融合推進センター事務室＞
TEL.046-585-1629/1657 E-MAIL cpis-office@ml.soken.ac.jp�

現時点で研究プロジェクトのアイデアを持っているか否かに関わらず、本学を代表する研究プロジェクトを構築するという志を共にする本
学研究者の積極的なご参加をお待ちしております。研究アイデアのご提案をされたい場合には、その旨を下記の担当者までお知らせくださ
い。また、もし今後この企画会議で取り上げるべき研究のアイデアをお持ちの本学研究者をご存知でしたら、是⾮ともご紹介ください。
学融合研究事業 責任者 ⽥辺秀之 准教授  tanabe_hideyuki@soken.ac.jp
担当者 ⼩松睦美 助教 komatsu_mutsumi@soken.ac.jp

第1回から第9回までの企画会議の議論の内容は、会議録にてご確認いただけます。これまでの会議にご参加の⽅にお配りしておりますが、
それ以外でご所望の⽅は上記担当者までご連絡ください。

過去の企画会議

 

 

 

326



 

  

327



Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 総研⼤研究プロジェクト企画会議 > 第⼀回企画会議

第⼀回企画会議  25 July 2013
総研⼤研究プロジェクト 第⼀回企画会議

【開催場所】 学術総合センター

【参加者】  ２７名

【プログラム】
１．開会

２．開催挨拶・企画会議の趣旨説明
    学融合推進センター⻑ 平⽥ 光司 教授

３．参加者による簡単な⾃⼰紹介

４．「在り⽅検討会」の振り返り
    学融合研究事業責任者 ⽥辺 秀之 准教授
    学融合研究事業担当  ⾒上 公⼀ 助教

５．「新分野の開拓」の活動内容
    学⻑付教授 湯川 哲之 教授

６．話題提供
    「南極湖沼から⽣態系の原理を探る」 極域科学専攻  ⼯藤 栄 准教授
    「⾔語をとおしてみる⼈間研究」   ⽐較⽂化学専攻 菊澤 律⼦ 准教授
    「質感を科学するということ」    ⽣理科学専攻  ⼩松 英彦 教授
７．全体討論

  終了後、懇親会

【議論の概要】
まず平⽥センター⻑から総研⼤を代表する研究プロジェクトを⽴ち上げることが⽬的であるとの確認があり、第１回企画会議は昨年度の
「学融合研究事業の在り⽅検討会」を振り返る形でスタートしました。⽂理融合は⼤きな⽬標ではあるものの、そこにこだわらず総研⼤の
特⾊を活かした研究というのが共通認識です。また、湯川先⽣からは「新分野開拓」を実施したご経験から、⼤きなテーマのもとでいくつ
かの研究班が活動し、密な研究班間の連携を⾏うというひとつのモデルをご提案いただきました。プロジェクトの体制を考えることもこの
会議の重要な役割となっています。
 具体的な話題提供としては極域科学専攻の⼯藤先⽣、⽐較⽂化学専攻の菊澤先⽣、⽣理学専攻の⼩松先⽣にお話をいただきましたが、そ
れぞれに学際的な研究を⾏っており、その内容を中⼼として闊達な議論が⾏われました。このような現在進⾏中の研究の中⾝を理解しなが
ら、次なる研究の流れを作り出すことこそこの会議の担う役割です。これらの研究を単に押し進めるだけではなく、他の分野との接点や融
合の可能性を検討していく必要があります。また、会場では学外研究者との連携も重要であることが指摘され、総研⼤の強みである専⾨性
を繋いでくれるような学外研究者の探索も今後の課題です。
 多くの参加者から充実した会議であったとのご意⾒をいただきましたので、次回以降も継続して議論を進められるよう企画して⾏く予定
です。
（⽂責：⾒上公⼀）

【会議の様⼦】

27名の⽅にお集まりいただきました 平⽥先⽣より開会の挨拶と趣旨の説明
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参加者による⾃⼰紹介

湯川先⽣による過去の試みについての発表

⼯藤先⽣による話題提供 菊澤先⽣による話題提供

⼩松先⽣による話題提供 懇親会も⼤変盛り上がりました
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⽂系理系が⼊り交じり議論も⽩熱

分野を超えたネットワーク形成の場となりまし
た
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第⼆回企画会議  14 September 2013
総研⼤研究プロジェクト 第⼆回企画会議

【開催⽇時】 平成２５年９⽉１４⽇（⼟）

【開催場所】 東京⼋重洲ホール ２階 ２０１会議室

【参加者】  20名

【内容】
 ⑴ 第１回企画会議の振り返りと今後の⽅針について
 ⑵ 本学を代表する研究プロジェクトの具体的提案としての話題提供
    「次世代バイオサイエンス推進のための研究・教育拠点」
           ⽣理科学専攻 池中⼀裕 教授
    「『極限状態』から紐解く⾃然現象の謎：学際的・多⾓的アプローチの可能性」
           素粒⼦原⼦核専攻 板倉数記 講師
    「光学解析技術による新しい挑戦」
           基礎⽣物学専攻 ⻲井保博 准教授

 ⑶ 全体討論
  終了後、懇親会

【議論の概要】
第２回企画会議は前回の会議の内容を振り返ることから始めました。プロジェクトの⽬的をどのように設定するか、そして広く学内の研究
者が積極的に関与できる体制とはどのようなものか、そして実際の運営についてはどのような組織が必要となるかなど、まだまだ検討すべ
き課題はたくさんあるようです。
 具体的な話題提供では⽣理学専攻の池中先⽣、素粒⼦原⼦核専攻の板倉先⽣、基礎⽣物学専攻の⻲井先⽣にお話をいただきました。個別
分野の閉塞感を打開するための研究と教育の包括的な在り⽅の必要性、類似する現象を複数分野から包括的に捉えることの重要性、そして
技術を中⼼とした分野連携の可能性など、それぞれの提案の中に学融合の異なる在り⽅が提⽰されていたように思います。また、他分野の
ことを知り、分野間の交流を活性化させるという視点でも、この企画会議が担うことのできる役割は⼤きいのではとのご意⾒もいただきま
した。より多くの研究者に関与していただく為にも、「⾯⽩い・⾃分もやりたい」と思わせるような研究プロジェクトの⽴案が求められて
いるようです。
 今回は全体についての意⾒交換もある程度の時間をとることができました。次回は場所を岡崎に移して開催することで、より多くの研究
者からご意⾒がいただけるよう企画を進めていきます。
（⽂責：⾒上公⼀）

【会議の様⼦】
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第三回企画会議  02 October 2013
総研⼤研究プロジェクト 第三回企画会議

【開催⽇時】 平成２５年１０⽉２⽇（⽔） 午後１時００分~午後５時３０分

【開催場所】 ⾃然科学研究機構 ⼭⼿地区 ⼭⼿３号館２階 共通セミナー室

【参加者】  28名

【内容】
 ⑴ 第１回・第2回企画会議の振り返り
 ⑵ シーズ提案・話題提供
   「惑星科学と⽣命科学の融合：⽣命概念の普遍化をめざして」
         ⽣命共⽣体進化学専攻 ⻑⾕川眞理⼦ 教授
   「⼈⼯光合成を志向した⾦属錯体化学」
         構造分⼦科学専攻   正岡重⾏ 准教授
   「核融合研究の現状と基礎研究との関わり」
         核融合科学専攻    岡村昇⼀ 教授
 ⑶ 融合研究の成功例の紹介と全体討論
   「補償光学顕微鏡プロジェクトの経緯」
         基礎⽣物学専攻 ⽟⽥洋介 助教

  終了後、懇親会

【議論の概要】
 第３回企画会議も第１回・第２回の会議の内容を振り返ることから始めました。プロジェクトの⽬的や体制といった点では継続した議論
が必要となりますが、第２回会議では若⼿研究者の持つ創造性やエネルギーをどう利⽤できるのかといったことも検討すべき課題として挙
げられていました。
 そして話題提供では⽣命共⽣体進化学専攻の⻑⾕川先⽣、構造分⼦科学専攻の正岡先⽣、核融合科学専攻の岡村先⽣からお話をいただ
き、また前回の⻲井先⽣からご紹介があった若⼿中⼼のプロジェクトの代表者である基礎⽣物学専攻の⽟⽥先⽣にもお話いただきました。
本学のみならず機構法⼈や外部資⾦で進められる分野横断型のプロジェクトの実情を知ることは重要です。研究プロジェクトを⽴案するこ
とを⽬指して進んできたこの企画会議ですが、学融合研究を促進するための「サロン」的な役割を担うことの重要性が強く認識されたと共
に、若⼿研究者が学融合研究に興味を持ち、そして実践することが難しいというアカデミアが抱える課題も⽰されたように思います。ま
た、⽂理だけではなく、⽬的意識を強く持つ⼯学系の分野との恊働にも壁は存在するようです。
 このように乗り越えなければいけない壁を具体的に認識することは、学融合推進センターが果たすべき役割を理解し、適切な事業の設計
に役⽴ちます。⼀歩ずつではありますが、この企画は前進していると感じています。次回は⺠博での開催となりますが、更なる前進が期待
できるのではないでしょうか。

【会議の様⼦】

平⽥センター⻑より開会挨拶 恒例の⾃⼰紹介
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岡崎開催ということもあり、始めてご参加くだ
さった⽅も多数いらっしゃいました

⻑⾕川先⽣による話題提供 正岡先⽣による話題提供

岡村先⽣による話題提供 ⽟⽥先⽣による話題提供

様々な⾓度からの⽩熱した議論

いくらあっても時間は⾜りません 議論は懇親会会場に場所を移して・・・
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第四回企画会議  05 November 2013
総研⼤研究プロジェクト 第四回企画会議

【開催⽇時】 平成２５年 １１⽉５⽇（⽔） １２時４５分〜１７時５０分
             １１⽉６⽇（⽕） ９時３０分〜１２時１５分

【開催場所】 ⼈間⽂化研究機構 国⽴⺠族学博物館 第四セミナー室

【参加者】  23名

【内容】
 1⽇⽬
 ⑴ 開催挨拶   平⽥光司 学融合推進センター⻑
 ⑵ 参加者による⾃⼰紹介
 ⑶ 展⽰解説   ⽐較⽂化学専攻 菊澤律⼦ 准教授
 ⑷ 第１回・第２回・第３回 企画会議の振り返り
 ⑸ シーズ提案・話題提供
    「豚の遊牧から家畜化を考える」
         地域⽂化学専攻 池⾕和信 教授
    「ペルー北⾼知パコパンパ遺跡における先祖崇拝と星座」
         ⽐較⽂化学専攻 關雄⼆ 教授
    「動物の⾔葉の意味を探る」
         基礎⽣物学専攻 新村毅 助教
 ⑹ 全体討論

  終了後、懇親会

 2⽇⽬
 ⑴ 1⽇⽬の議論の振り返り
 ⑵ 話題提供および展⽰解説
    「博物館の歴史と⺠俗学博物館の課題」
         地域⽂化学専攻 ⽵沢尚⼀郎 教授
 ⑶ 全体討論

【議論の概要】
 第４回企画会議は国⽴⺠族学博物館にて１泊２⽇で⾏いました。まずは、⽐較⽂化学専攻の菊澤先⽣による⾔語を中⼼とした展⽰の解説
から始まりました。その後、話題提供として、地域⽂化学専攻の池⾕先⽣、⽐較⽂化学専攻の關先⽣、基礎⽣物学専攻の新村先⽣からお話
をいただきました。２⽇⽬は、⽵沢先⽣による展⽰解説を交えた話題提供を⾏っていただき、その後全体討論を⾏いました。
 議論の中では、⽂理融合の難しさについての議論がなされていました。過去の例を振り返ってみると、⽂理融合は何度も試みられていま
すが、実際は⽂理協働の形でしか実現していないようです。そもそも研究のスタイルが異なる分野間の融合を実現するためには、双⽅によ
る歩み寄りが必要であるとの意⾒が出ておりました。また、⽂理融合研究が実現した場合に、何が成功で、何が失敗であるか、その評価が
難しいという問題が挙げられました。評価基準を作っていくことも課題のひとつであるかもしれません。
 これまでの議論の中から「太陽」「時間」「起源」「記憶」「フーリエ変換」などのテーマが湧き上がってきております。今後はこれま
で同様の企画会議を続けるとともに、企画会議で提案されたテーマに関するワークショップを開催し、その中で具体的な研究課題を創出
し、総研⼤を代表する学際研究の実現を⽬指していきたいと思います。

【会議の様⼦】

平⽥センター⻑より開会挨拶 １泊２⽇のプログラムにも関わらず23名の⽅に
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ご参加いただきました

恒例の⾃⼰紹介

菊澤先⽣による展⽰解説

池⾕先⽣による話題提供 關先⽣による話題提供

新村先⽣による話題提供 理系と⽂系の違いが議論を⽣みます
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総合討論では⽂理融合の可能性が議論されまし
た

菊澤先⽣セレクトのすてきなお店での懇親会

美味しいお料理で話もはずみます

翌⽇は前⽇の振り返りから始まりました ⽵沢先⽣の話題提供
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続いて⽵沢先⽣による展⽰解説 全体討論では企画会議の今後について議論され
ました
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企画会議ワークショップ  17 January 2014
「フーリエ変換によるイメージングとその周辺領域」

【開催⽇時】 平成２6年 1⽉14⽇（⾦） １3時30分〜１７時30分
 
【開催場所】 学術総合センター

【参加者】  約35名

【内容】
 (1) 学融合推進センターより本ワークショップの説明
 (2) 本ワークショップ趣旨の説明
 (3) 話題提供
    「電波⼲渉計によるイメージングとその解析」
          天⽂学専攻 本間希樹 准教授
    「新たな情報処理の流れ：スパース性に基づく⽅法」
          統計科学専攻 池⽥思朗 准教授
    「タンパク質X線結晶構造解析における画像処理」
          物質構造科学専攻 千⽥俊哉 教授
    「(劣決定)逆問題の解法と薬物動態への応⽤」
          情報学専攻 速⽔ 謙 教授
    「拡散雑⾳モデルベース主成分分析によるマイクロフォンアレイ信号の次元削減」
          情報学専攻 ⼩野順貴 准教授
    「電⼦顕微鏡による分⼦から細胞までの構造解析」
          ⽣理科学専攻 村⽥和義 准教授

 (5) 全体討論

  終了後、懇親会

【会の様⼦】

まずは本間先⽣による話題提供 池⽥先⽣による話題提供
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千⽥先⽣による話題提供 速⽔先⽣による話題提供

⼩野先⽣による話題提供 村⽥先⽣による話題提供

全体討論 ⽂理⼊り乱れての議論

30名以上の⽅にお集まりいただきました 少しタイトなスケジュールではありましたが、
⼤変有意義な会でした

続いて懇親会も盛会でした 本ワークショップを通して、分野は違えども広
く使われている技術であり、共通性が⾼いこと
がわかりました
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第五回企画会議  14 March 2014
総研⼤研究プロジェクト 第五回企画会議

【開催⽇時】 平成２6年 3⽉14⽇（⾦） １3時00分〜１７時00分
 
【開催場所】 国⽴遺伝学研究所

【参加者】  21名

【内容】
 (1) 開催挨拶   平⽥光司 学融合推進センター⻑
 (2) 参加者による⾃⼰紹介
 (3) 過去の企画会議の振り返り
 (4) 話題提供
    「ワークショップ『フーリエ変換によるイメージングとその周辺領域』の報告」
         天⽂科学専攻 本間希樹 准教授
    「学問は時間を定義できるか！？」
         遺伝学専攻 ⼩林武彦 教授
    「『偽物』をテーマとした学際研究の可能性の提案」
         ⽇本歴史研究専攻 ⼩瀬⼾恵美 准教授
 (5) 全体討論

  終了後、懇親会

【議論の概要】
 第5回企画会議は国⽴遺伝学研究所にて⾏いました。まずは1⽉17⽇に⾏われたワークショップ「フーリエ変換によるイメージングとそ
の周辺領域」の報告を本間先⽣に⾏っていただきました。企画会議の中でわき上がった融合研究のシーズについて、関連する様々な分野の
研究者を集め、話題提供および議論する場がこのワークショップです。フーリエ変換の技術は様々な分野で使われており、異なる分野間
で、類似の技法、類似の問題があるということが⾒いだせたものの、すぐに研究テーマとして動き出せるかという点では難しく、もう何度
かワークショップを開催していく必要があるようです。
 ⼆題⽬は、「時間」をテーマとした話題提供で、⼩林先⽣のご提案は、「時間」に関する感覚を様々な学問分野で共有するためのデータ
ベースを作る、というものです。⼩林先⽣のご提案⾃体は直接論⽂等の学術的なアウトプットに結びつくものではありませんが、総研⼤の
全教員が参加できるテーマであり、また、このデータベースが実現されれば、学際的な研究テーマの創出に活かされるものになると思われ
ます。また、時間に関連する研究として、湯川先⽣の宇宙の始まりに関わる時間と空間に関するご研究についてもご紹介いただきました。
 三題⽬は⼩瀬⼾先⽣による「偽物」を テーマとした話題提供です。真作と贋作は社会通念により決まるという話を実際の例をもとにお
話いただきました。また、「偽物」というキーワードを少し広げて考えると、⽣物学では擬態、計算科学ではモデル化、その他に偽科学、
研究者倫理等、様々な分野への広がりが期待できるテーマでもあります。
 総合討論では今後の企画会議の⽅向性について議論されました。企画会議はサロンのように交流の場として重要な役⽬を果たしているも
のの、何かしらアウトプットを残していくことも重要です。学術論⽂には直接は結びつかないものの、今回の話題提供で取り上げられた
「時間」や「偽物」のようなデータベースを作ることも企画会議のひとつの成果となりうるといえます。今後の企画会議は、これまで通り
のサロンの役⽬も果たしつつ、具体的なアウトプットを⾒据え、展開していきたいと思います。

【会議の様⼦】

今回は21名の⽅にご参加いただきました 平⽥センター⻑より開会挨拶
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恒例の⾃⼰紹介  

本間先⽣による話題提供 ⼩林先⽣による話題提供

⼩瀬⼾先⽣による話題提供 総合討論

懇親会会場にて遺伝研所⻑桂先⽣によるご挨拶 乾杯！
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第６回企画会議  11 September 2014
総研⼤研究プロジェクト 第６回企画会議

【開催⽇時】 平成２６年９⽉１１⽇（⽊） １３時００分〜１７時３０分
 
【開催場所】 品川インターシティ貸会議室 貸会議室４ （〒108-6105 東京都港区港南2-15-4）
http://www.sic-hall.com/home/contact.html 

【参加者】  23名

【内容】
 (1) 開催挨拶   平⽥光司 学融合推進センター⻑
 (2) 参加者による⾃⼰紹介
 (3) 過去の企画会議の振り返り  ⽥辺秀之 准教授
 (4) 話題提供
    グローバル共同研究採択課題についてのご紹介
    「失われた⽣態システムの多様性解明に向けた古代ＤＮＡ研究の展開」 
         統計科学専攻 ⾜⽴淳 教授
         復旦⼤学 ⽶澤隆弘 副教授
    「総研⼤プロジェクトとしての『よい研究記録のあり⽅研究』の提案」
         遺伝学専攻 ⽊村暁 准教授
    「研究記録に関して」
         学融合推進センター 菊池好⾏ 特任准教授
 (5) 全体討論

  終了後、懇親会

【会議の様⼦】

 こちらのブログもご参照ください。

今回は23名の⽅にご参加いただきました 平⽥センター⻑より開会挨拶
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恒例の⾃⼰紹介  

⽥辺先⽣より過去の振り返り ⾜⽴先⽣よりグローバル共同研究採択課題のご
紹介

⽶澤先⽣よりグローバル共同研究採択課題のご
紹介

⽊村先⽣より実験ノートに関するご提案

菊池先⽣より研究記録に関するお話 総合討論

総合討論 懇親会
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第7回企画会議
総研⼤研究プロジェクト 第7回企画会議

【開催⽇】 平成２６年１１⽉６⽇（⽊）〜１１⽉７⽇（⾦）
 
【開催場所】国⽴天⽂台 ⽔沢ＶＬＢＩ観測所
本館会議室（協⼒：天⽂学専攻 本間希樹 准教授）
（岩⼿県奥州市⽔沢区星ガ丘町２－１２）
http://www.miz.nao.ac.jp/content/tour_guide_mizusawa_campus

【内容】１１⽉６⽇（⽊） 企画会議

（１）「誤差から学ぶ－Z項と地球回転」
   天⽂学専攻 花⽥英夫 准教授

（２）「研究記録のあり⽅研究」継続議論
   遺伝学専攻 ⽊村暁 准教授 他

（３）「⽂化財レスキューと⽣活記憶の⼈⽂学」

   国⽴歴史⺠俗博物館 葉⼭茂 特任助教（総研⼤修了⽣）

（４）⽔沢地区⾒学（VLBI 観測所、⽊村記念館、奥州宇宙遊学館）

その後、奥州市前沢区にて懇親会

１１⽉７⽇（⾦） 三陸視察 

午前7:30時頃⽔沢駅出発?陸前⾼⽥他視察?

（午後： 中尊寺訪問：⾃由参加)
   「浄⼟教⽂化に関するフィールドワーク」 
   学融合推進センター 七⽥⿇美⼦特任准教授

【会議の様⼦】

 こちらのブログもご参照ください。

  
恒例の⾃⼰紹介（左）に始まり、花⽥先⽣のZ​項に関する話題提供
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⽇本に⼆つある標準時のうちの⼀つは⽔沢で計測されています（左）、計測データを記録するメディア（右）

  
⽊村栄記念館の⾒学（左）、葉⼭先⽣による⽂化財レスキューの話題提供（右）

  
継続議論の⽊村先⽣による研究記録のあり⽅に関する議論（左）、議論は懇親会の席でも（右）

  
被災地陸前⾼⽥の視察、地元の⽅によるガイド（左）
ガイドの⽅が撮影された津波の映像を実際の現場で⾒る様⼦（右）

  
中尊寺でのフィールドワーク（左）、⽔沢天⽂台にて電波望遠鏡を背に集合写真（右）
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第８回企画会議  5 February 2015
⽇時：平成27年2⽉6⽇（⾦）13:00〜2⽉7⽇（⼟）
  （2 ⽉6 ⽇13 時00 分集合・2 ⽉7 ⽇昼解散予定）

場所：2 ⽉6 ⽇(⾦)：核融合科学研究所 （〒509-5292 岐⾩県⼟岐市下⽯町322-6）
  （協⼒：核融合科学専攻 中⻄秀哉 准教授）
   2 ⽉7 ⽇(⼟)：多治⾒市産業⽂化センター3 階⼤会議室 （多治⾒駅徒歩15 分）
  （〒507-8603 岐⾩県多治⾒市新町1 丁⽬23 番地）

スケジュール：２⽉６⽇（⾦）１３：００-１７：００ 企画会議I
（核融合科学研究所 シミュレーション科学研究棟１階会議室）
・開催挨拶
 核融合科学研究所⻑・核融合科学専攻⻑・ ⼩森彰夫 教授
・「⼈間科学から⾒る科学コミュニケーション」
 核融合科学専攻 中⻄秀哉 准教授
・「⾼輝度X 線の2 次元エネルギー分布画像診断法の基礎研究」
 核融合科学専攻 武藤貞嗣 助教
・「⾚外線の⽬で⾒る宇宙：宇宙の誕⽣から太陽系外惑星まで」
 宇宙科学専攻 松原英雄 教授
・「古典⽂学における研究記録の⽅法」
 ⽇本⽂学研究専攻 ⼩⼭順⼦ 准教授
・⼤型ヘリカル装置(LHD)実験装置⾒学
 終了後、多治⾒駅付近にて懇親会
（注：懇親会参加費⽤は参加者のご負担となります）

２⽉７⽇（⼟）９：３０-１２：００ 企画会議II （多治⾒市産業⽂化センター3 階⼤会議室）
・「動物福祉のグローバル化」
 基礎⽣物学専攻 新村毅 助教
・「現場主義統計学」
 統計科学専攻 島⾕健⼀郎 准教授

[希望者のみ]
２⽉５⽇（⽊）
１５：３０ 核融合研シミュレーション科学研究棟１階会議室 集合
１５：３０-１７：１５ ⼤型ヘリカル装置（LHD）実験⾒学

２⽉６⽇（⾦）
１０：００-１１：００ 研究事業 意⾒交換会
（核融合科学研究所 シミュレーション科学研究棟１階会議室）
⼤型ヘリカル装置⾒学は、２⽉６⽇に実験休⽌中のLHD 本体室内部の⾒学を⾏います。２ ⽉５⽇の実験実施⽇には、プラズマ実験の様⼦
を⾒学する予定ですので、是⾮ご参加くださ い。

現時点で研究プロジェクトのアイデアを持っているか否かに関わらず、本学を代表する研究プロジェクトを構築するという志を共にする本学研究者の積極的な
ご参加をお待ちしております。研究アイデアのご提案をされたい場合には、その旨を下記の担当者までお知らせください。また、もし今後この企画会議で取り
上げるべき研究のアイデア をお持ちの本学研究者をご存知でしたら、是⾮ともご紹介ください。

学融合研究事業 
責任者 ⽥辺秀之 准教授
tanabe_hideyuki[at]soken.ac.jp
担当者 ⼩松睦美 助教
komatsu_mutsumi[at]soken.ac.jp 

第１回から第７回までの企画会議の議論の内容は、会議録にてご確認いただけます。これまでの会議にご参加の⽅にお配りしておりますが、それ以外でご所望
の⽅は上記担当者までご連絡ください。

会議の様⼦
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 中⻄先⽣の説明を聞きながら実験を⾒学  プラズマが発⽣している様⼦（中央モニタ）

 スーパーコンピューター

 核融合科学研究所⼩森所⻑によるご挨拶

 学⽣も参加してくれました

 参加者による⾃⼰紹介
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 中⻄先⽣によるサイエンスコミュニケーショ
ンの話題提供

 施設⾒学

 ギネス記録を持つ厚い壁
 （放射線封じ込めのため）
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 武藤先⽣による画像診断法の話題提供  ⼩⼭先⽣による研究記録に関する話題提供

 懇親会では岐⾩の美味しいお酒を堪能  新村先⽣による動物福祉の話題提供

 島⾕先⽣の⽣物統計に関する話題提供  松原先⽣による⾚外線による観測の話題提供
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第９回企画会議  25 April 2015
⽇時：平成27年4⽉25⽇（⼟）13:00〜15:00

場所：国⽴歴史⺠俗博物館 （〒285-8502 千葉県佐倉市城内町117 ）

 

 
歴博の⻄⾕先⽣による解説

 
千両箱を実際に持って重さを体感
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萌芽的研究会開催⽀援
平成29年度の募集を開始しました。平成30年1⽉31⽇締切

平成29年度萌芽的研究会開催⽀援要項 

平成29年度萌芽的研究会開催⽀援申請書 
趣旨
総合研究⼤学院⼤学（以下、「本学」）に於いて、従来の学問分野の枠を超えた独 創的、国際的な学術研究の推進並びに先導的な新野
の開拓を⽬指す異分野連携型の共同 研究のシーズを⽀援することを⽬的に、「萌芽的研究会開催⽀援」事業の募集を⾏いま す。

過去の萌芽的研究会の⼀覧

年度 研究会名 所属 申請代表者 報告書

平成29年度 新たなヒト進化学の創成を検討するための研究会 ⽣命共⽣体進化学専攻 ⽥辺秀之 准教授

平成28年度 分野融合研究の駆動⼒となる定量的アプローチの研究
会 学融合推進センター ⻄中 美和 特任准教授

平成28年度 重⼒崩壊型超新星の重要未解決問題の解決に向けて 天⽂科学専攻 梶野 敏貴 准教授

平成28年度 ⽇本⼈がかかえる英語の諸問題：研究に必要な英語教
育・政策・国⺠性 統計科学専攻 島⾕ 健⼀郎 准教授

平成27年度 量⼦論の諸問題と今後の発展 素粒⼦原⼦核専攻 筒井 泉 准教授

平成27年度 観相学・観相資料の総合的・学融合的研究準備会 ⽇本⽂学専攻 相⽥ 満 准教授

平成27年度 惑星科学と社会の相互の関係の在り⽅についての研究
会 極域科学専攻 ⼭⼝ 亮 准教授

平成27年度 各学問分野の⾔葉の違いを探る 学融合推進センター 七⽥ ⿇美⼦
特任准教授

平成27年度 「キュレーション」の学際的発展についての研究会 学融合推進センター ⼩松 睦美 助教

平成26年度 ⽂理学術基盤に関する萌芽的研究会 ⽐較⽂化学専攻 出⼝ 正之 教授

平成26年度 研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための
研究会 遺伝学専攻 ⽊村 暁 准教授

平成26年度 ⼈間科学から⾒る科学コミュニケーション 核融合科学専攻 中⻄ 秀哉 准教授

平成26年度 動物福祉研究会 基礎⽣物学専攻 新村 毅 助教

過去の萌芽的研究会の様⼦
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平成 27 年 3 月 30 日 
出口正之 

学融合研究事業・萌芽的研究会 
「文理学術基盤に関する萌芽的研究会」 

報告書 
 
(1) 参加者一覧 
   出口正之 比較文化学専攻 教授 deguchi@idc.minpaku.ac.jp 
      中村敏和 機能分子科学専攻 准教授 Toshikazu NAKAMURA<t-nk@ims.ac.jp>; 
   田村義保 統計科学専攻   教授   tamura@ism.ac.jp<tamura@ism.ac.jp>; 
   塚原直樹 学融合推進センター助教 Yoshiyasu Tamura<tamura@ism.ac.jp>; 
   平田光司 学融合推進センター教授 Kohji HIRATA<hirata@soken.ac.jp>; 
   小林登志生 総研大名誉教授  tashakobayashi@yahoo.co.jp 
   西村祐子  駒澤大学教授  yukonb1b2@gmail.com<yukonb1b2@gmail.com>; 
   島村真佐利 非営利法人研究学会 <shimamura@koueki.co.jp>; 
   渡辺 元 立教大学大学院客員教授

gwatanabe@rikkyo.ac.jp<gwatanabe@rikkyo.ac.jp>; 
   星 さとる パブリック・ベネフィット研究所 所長 星さとる

<publicbenefit@kke.biglobe.ne.jp>; 
    
(2) 議論の概要 

①予め参加者に撮影の許可と広報上その他の利用の許可を得た。 
②公益法人制度改革について学会誌が、どの程度扱っているか調べたところ、研究対

象として扱っている学会誌は非常に少ない一方、自然科学系の雑誌の多くで、巻頭

言等のコラムで取り扱われていることが判明した（38 件）。 
③「学術の動向」誌においては二度において特集がなされていた。同誌に掲載された

内閣府発表の数字によれば、学協会で一般社団法人 111、一般財団法人９、公益社団

法人 100 公益財団法人８である。 
④学会は、ギルド的な同業者の技能向上の場であったものが、現在では、間接的には

科研費の配分や大学評価等にまで影響を与える論文の評価機関としての機能を持つ

など公的な存在へと変化してきている。 
⑤学協会はこれまで相互に十分な交流がなくその運営方法、査読の方法、オーサーシ

ップの習慣など、一つの学会では許されても別の学会では許されない事項などがあ

れば、その間の学際研究は研究倫理問題に必然的に直面することになる。 
⑥事例報告として、3 学会が報告された。Ａ学会は中小規模の学際学会であるが、ドレ

スコードや使用言語などについてもディシプリン間での文化の装置が顕著である。 
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⑦学協会の法人化をスケジュール化して検討しているが、財務など会計事務の問題に

直面している状況が明らかになった。 
⑧任意団体の学協会もあるが、任意団体だからと言って、法令上の要請に応えないと

いうことはありえず、マイナンバー制度の導入などにより、学協会の組織運営に今

後厳しい目が向けられる可能性が指摘された。 
⑧多くの研究者にそれぞれに何らかの接点があるものの、相互に熟知しているものが

少ないという現状が明らかになった。 
⑨学協会研究の切り口として以下のような考え方が示された。 
 １．分野別分類  物理系、化学系．．．社会科学系、人文科学系…学際系 
 ２．規模別分類 
 ３．機能別分類  論文誌の発行、査読、学術講演会・研究発表会、Authorship、

倫理規定などのルールメイク、表彰、（認定医などの）資格付与。 
 ４．法人格別分類 公益社団法人、公益財団法人、一般社団法人、一般財団法人、

ＮＰＯ法人、任意団体（法人格なし） 
 

 
(3) 当センターが行う「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への 
  申請への展望 
① 研究の意義については、大きな反響があった。具体的な研究方法としては、学協会を

いくつかに分類し、その中で分野別の研究を行う手法や事例をたくさん収拾する方法

などが検討された。 
② 学協会を研究するグループが誕生したということを示すだけで意義があるという意

見もあった。 
③ 海外の学会や国際学会も研究の対象とすることで、「学融合共同研究」としての意義

が出てくるという意見もあった。他方で米国は世界そのものであり、米国の学会は比

較にならないのではないかという意見もあった。 
④ 大学法人化後、急速に研究倫理上の問題を研究者が承知しておくことが必要になり、

教育にも盛り込まれるようになったが、学会についても同様のことが起こり、教育に

も活用するために、予め研究していくべきではないかという意見も出てきた。 
⑤ 「学融合共同研究」事業についての申請については、文理研究者が誰でも参加できる

利点があるので、諸課題を予め整理したうえで引き続き検討していくべきではないか

という方向性が示された。 
以上 
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萌芽的研究会 

「研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」 

開催報告 

 

１．参加者  

20 名（参加者リストは最終ページ） 
 

２．議論の概要 

2015 年 3 月 9 日(月)に、学融合推進センターの萌芽的研究会開催支援事業として「研究

記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」を国立遺伝学研究所（遺伝学専

攻）で開催いたしました。「研究記録」は、どのような分野の研究でも欠かせない研究の基

本的ツールです。しかしながら、各研究者がどのように研究記録をつけているかは同じ分

野でも個々人の流儀があるようで、ましてや異分野でどのような記録をつけているかにつ

いて情報交換がされることは少ないのが現状です。学融合推進センターでは、これまでに

企画会議などの場を利用して各分野での研究記録のありかたについて小規模な議論を展開

してきました。本研究会では、多様な分野の研究者の集まる総研大という場を活かし、「研

究記録」を切り口とした議論をすることで、各分野での研究のあり方や教育のあり方につ

いて、まとまった議論を行い相互理解を深めることを目的としました。文理さまざまな専

攻から出席した１９名の教員・学生が自らの研究記録を実物を交えながら紹介し、間瀬先

生（物質構造科学専攻）、花田先生（天文科学専攻）、春山先生（宇宙科学専攻）からはス

ライドを使って体系的に各分野の現状を紹介していただきました。様々な学問分野の研究

記録や研究の進め方に関する情報や意見の交換は、学問の多様性を認識し相互理解を深め

るだけでなく、意外な共通性を発見する効果があることを参加者全員が実感し、今後も情

報交換と議論を進めていこうという結論に至りました。 
 
３．学融合公募事業への申請への展望 

 今後の展開として、学融合推進センターのウェブサイトに、「研究記録」についてのホー

ムページを開設し、各分野の教員からの記事を公開する案が出されました。内容が充実し

た時点で、書籍化または研究公募への応募を検討する予定です。 
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萌芽的研究会 「研究記録を通じて融合的研究と教育をすすめるための研究会」                

氏  名 所  属 職名等 

吉村 健司 文化科学研究科 比較文化学専攻 学生 

佐々木 飛鳥 生命科学研究科 遺伝学専攻 学生 

小山 順子 文化科学研究科 日本文学専攻 准教授 

中村 敏和 物理科学研究科 機能分子科学専攻 准教授 

花田 英夫 物理科学研究科 天文科学専攻 准教授 

中西 秀哉 物理科学研究科 核融合科学研究科 准教授 

春山 純一 物理科学研究科 宇宙科学専攻 助教 

両角 祐一 高エネルギー加速器研究科 加速器科学専攻 講師 

間瀬 一彦 高エネルギー加速器研究科 物質構造科学専攻 准教授 

木村 暁 生命科学研究科 遺伝学専攻 准教授 

成瀬 清 生命科学研究科 基礎生物学専攻 准教授 

来栖 光彦 国立遺伝学研究所リサーチ・アドミニストレーター室 
リサーチ・アドミ

ニストレーター 

伊東 真知子 国立遺伝学研究所リサーチ・アドミニストレーター室 特任技術専門員 

Zakea Sultana 
京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験

所 
学生 

平田 光司 学融合推進センター センター長 

桑島 邦博 学融合推進センター 特任教授 

田辺 秀之 学融合推進センター 准教授 

塚原 直樹 学融合推進センター 助教 

小松 睦美 学融合推進センター 助教 

七田 麻美子 学融合推進センター 特任准教授 
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平成 26 年度 総研大 学融合研究事業・萌芽的研究会 
「人間科学から見る科学コミュニケーション」報告書 
（平成 27 年 2 月 12 日（木） 於：AP 名古屋・名駅 8 階 A 会議室） 

(1) 参加者一覧（全 19 名） 
物理科学研究科 核融合科学専攻 准教授    中西 秀哉 

学融合推進センター 助教      奥本 素子 

文化科学研究科 メディア社会文化専攻 （放送大学教養学部）教授 加藤 浩 

文化科学研究科 国際日本研究専攻 学生    大石 真澄 

高エネルギー加速器科学研究科 加速器科学専攻 講師  両角 祐一 

複合科学研究科 統計科学専攻 准教授    島谷 健一郎 

未来工学研究所 主任研究員     田原 敬一郎 

大阪大学医学部 准教授      吉澤 剛 

東京工業大学 特任准教授     大場 恭子 

関西大学 准教授      門林 岳史 

国立情報学研究所 特任研究員     城 綾美 

京都大学 学術情報メディアセンター 研究員    高梨 克也 

物理科学研究科 核融合科学専攻 学生    坂東 隆宏 

物理科学研究科 核融合科学専攻 学生    大野 誠 

京都大学 エネルギー理工学研究所 准教授    南 貴司 

京都大学 エネルギー理工学研究所 准教授    笠田 竜太 

原子力機構 六ヶ所核融合研究所 研究主幹   春日井 敦 

原子力機構 （核融合エネルギーフォーラム事務局）   吉田 英俊 

金属技研（株） 技術企画担当     夏目 吉久 

 
(2) 議論の概要 

先端科学は、時として未確定な対象を扱うため、その活動に伴うリスクの説明責任も

負っているが、科学側の社会に対する説明責任はこれまで不明確であったとの指摘もあ

る（科学技術・学術審議会 2012）。科学の便益とリスクに関する人々との対話は、単

なる広報戦略を超えて、人間の認知、心理、意思決定、そして行動原理への理解が必要

であり、その原理に沿った科学コミュニケーション（SC）戦略の構築が不可欠である。 
本研究会では、科学コミュニケーションを人間活動と捉え、人間を研究する分野の研

究者の知見を活用しながら、科学コミュニケーションにおける便益・リスク対話の在り

方について検討することを目的とした。人文・社会学の研究者と自然科学の研究者が科

学コミュニケーションをテーマに、人文・社会学の研究者は理論的紹介、自然科学の研

究者はこれまでの取り組みと課題を持ち寄り、人間の行動としての科学コミュニケーシ

ョンに対して、議論と分析を行った。 
理論的な紹介としては、加藤が学習理論と SC の歴史について触れ、SC における行

動主義→表象主義→（個人的）構造主義→社会構造主義への流れを説明した。SC では、

啓蒙主義的 SC から双方向的な対話・能動学習への流れがある。社会構造主義では、学
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平成 26 年度 総研大 学融合研究事業・萌芽的研究会 
「人間科学から見る科学コミュニケーション」報告書 
（平成 27 年 2 月 12 日（木） 於：AP 名古屋・名駅 8 階 A 会議室） 

習をコミュニティへ参加してその中で自己を確立する過程ととらえ、SC を市民・科学

者が互いに異なるコミュニティに参加して異文化理解を進める行為と認識する。その後、

社会構造主義に関する質疑が行われた。 
次に、人間行動システム論からみた SC について田原より講演があった。政策科学は、

啓蒙から「社会とともに創り進める」戦略へと移りつつある。人間行動システム論では、

人は経験した現実に意味を与えそれに沿って自分の意図的行為を決めると考えられて

おり、SC は、目的の共有性、利害関係の一致度、権力の対称性によって、一元的、多

元的、威圧的の３つに分類されると説明した。 
吉澤からは行動経済学から見た人間と感情に関する講演があった。違和（wrongness）

と異和（gap）、共感（sympathy）と感情移入（empathy）、Nudge 層と Think 層の違いな

どについて触れると共に、マイノリティ憑依やアンガー・アクティビスム・モデルにつ

いても説明した。科学者は全人的人格をもって自らの研究の社会的影響について語るべ

きと主張した。 
事例提供としては、研究会冒頭には中西が核融合分野の SC における多層性・多体性・

分極化が実例を交えて紹介され、問題点と本研究会へ期待すべき点が指摘された。門林

からは表象文化論学会における人工知能とジェンダーに関する議論の紹介があり、城か

らは日本科学未来館における SC 技術の知見化への取り組みが報告された。笠田は同分

野で取り組んできたアウトリーチ活動とその可能性について指摘を行い、大場は、福島

事故のリスクコミュニケーション事例に基づいて、今後に向けた知見化と活用法の検討

について講演した。 
研究会最後には、奥本の司会により、総合討論と今後の研究事業化に向けた方針の相

談がなされた。SC を研究対象としてのみ捉えるのではなく、工学的な実用性をもたら

すことのできる、SC「工学」として成立させることができないだろうかといった意見が

述べられた。単一の原理・思想で SC を一分野化するのは難しいだろうという指摘のほ

か、教育については方法論を研究する教育工学という分野が存在している、といったコ

メントも出た。 
 

(3)「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請への展望 
本研究会に参加した各方面の研究者からは、今後（次年度）の学融合共同研究事業へ

の申請に向けて、課題の形成に協力いただくことの快諾を受けた。今後は申請に向けて、

代表者が属する核融合科学分野の SC 関係者と、人文・社会学の多方面の研究者、それ

に学融合推進センターが連携して、研究課題の目標と取り組み内容の具体化の話し合い

を継続し、次年度の研究事業の計画立案および申請を目指している。 
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学融合推進センターの萌芽的研究会開催支援事業「動物福祉研究会」報告書 
 

2015 年 3 月 29 日 基礎生物学専攻・助教・新村毅 
 
(1) 参加者一覧 
 新村 毅（生命科学研究科基礎生物学専攻・特任助教・本研究会代表） 
 塚原 直樹（学融合推進センター・助教） 
 中尾 央（先導科学研究科生命共生体進化学専攻・助教） 
 春藤 献一（文化科学研究科国際日本研究専攻・総研大生 D3） 
 東城 義則（文化科学研究科地域文化学専攻・D5） 
 
(2) 議論の概要（web サイトで公開） 
動物福祉は、文化、社会、科学などが複雑に絡む課題であるため、必然的に文理融合研究が

必要とされる。今回の研究会では、先導科学研究科、生命科学研究科および文化科学研究科

の研究者が一堂に会し、動物福祉に関するこれまでの情報を共有すると共に、動物福祉の今

後に必要な研究課題および研究方法について、人文社会科学および生命科学の観点から議

論した。議論の結果、人文社会科学的アプローチとしては、まず文化・宗教・社会情勢など

の観点から動物福祉の世界的な動向を総合的に理解することが重要だと考えられた。さら

に、日本における動物愛護の歴史的変遷を紐解き、ステークホルダーによる合意形成を経る

ことが、日本における動物福祉のガイドラインを提唱する上で鍵となると思われた。また、

生命科学的アプローチとしては、金網ケージに代わる革新的な福祉的飼育システムを開発

すると同時に、卵などの畜産物を差別化してプレミアム価値を生むための総合的評価法を

開発することの重要性、さらに、問題行動を人為的に制御する技術の開発として全く新しい

発想に基づく研究展開が必要であることも示唆された。 
 
(3) 当センターが行う「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請への

展望（web サイトで公開） 
動物福祉は、文理融合研究が必要とされるものの、これまでそのような研究は見られなかっ

た。しかし、総研大には、生命科学から人文社会科学に至るまで、専門分野の異なる世界的

な研究者が多く在籍している。萌芽的研究会「動物福祉研究会」において、その可能性を模

索した結果、総研大に所属する多様な研究者が協奏し、複合領域における 1 つの学問分野

として「動物福祉学」の確立を目指すことが可能に思えた。具体的には、人文社会科学的ア

プローチとして、動物福祉の世界的な動向および日本における動物愛護の歴史的変遷を文

化・宗教・社会情勢などの観点から理解し、さらにはステークホルダーによる合意形成を経

て、日本における動物福祉のガイドラインを提唱することが 1 つの大きな目標となりうる。

また、生命科学的アプローチとしては、金網ケージに代わる革新的な福祉的飼育システムを
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開発すると同時に、卵などの畜産物を差別化してプレミアム価値を生むための総合的評価

法を開発することが目標となりうる。さらに、問題行動の制御技術として、動物の音声コミ

ュニケーションを操ることで、共食いなどの問題行動を人為的に制御する技術を開発する

ことも重要と考えられた。以上のように、動物福祉は、異分野融合、社会連携、基盤連携、

国際連携を機能させる優れたテーマであり、総研大でこそ成し遂げられる研究課題である。

したがって、この課題は、「グローバル共同研究」事業および「学融合共同研究」事業の趣

旨に合致したものであると考えられる。 
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萌芽的研究会報告 

〔開催日時・会場〕 

第 1 回 2016 年 2 月 8～9 日（月・火） 会場：京都アーバンホテル 

第 2 回 2016 年 2 月 23 日（火）      会場：国文学研究資料館 

(1) 参加者一覧（アイウエオ順） 

相田満（総研大日文専） 

安保博史（群馬県立女子大学） 

オレグ・ブリアーニ（大東文化大学） 第 2 回 

黄昱（総研大学生［日文専］） 第 1 回 

七田麻美子（総研大学融合） 

張培華（国文学研究資料館博士研究員［総研大卒業生］） 

三田明弘（日本女子大学） 

矢澤由紀（国文学研究資料館アルバイト職員） 

屋代（高野）純子（国文学研究資料館専門員［総研大終了生］） 

〔内容〕 

【応用研究提案】教育コンテンツへの応用助言・成果発信方法についての助言（張

培華［総研大卒業生］）・日本文学における研究動向（矢澤由紀）  
【海外の観相学との協業提案】（西洋観相学・動物観相学研究者との調整：三田明

弘［日本女子大学］） 

(2) 議論の概要（発題者） 

 美男・美女・善人・悪人・尊卑・貴賤……。人間の容貌・体格・所作などからその人の

性状・運命を判別する観相の営みには、有史以来の永い歴史と膨大な蓄積がある。本萌芽

的研究会は、そうした観相学が期間にわたって受けつがれてきた事実を受け止めることに

よって、観相の学問体系と諸学との関係を整理するとともに、学問体系の蘊奥が集約され

た相書資料に着目することによって、当該学問の現代的再生と新たなイノベーションを創

出することをめざすものである。 

 その目的の下に、すでに相田には先行する学融合研究や学振萌芽研究などの取り組みが

ある。そこでは、観相書の収集と読解、和漢における画論の検討、文学・史書などの検証

を通じて、以下の成果を上げてきた。 

  ①相書資源の構造化とデータベース化 

  ②肖像絵画と観相とが不可分の関係にあることの立証 

  ③文学を中心とする言説資料と観相との関係の指摘 

 また、上記の視点に加えて、 

  ④日本・台湾・西安・福建などの国内外の専業占い師による観相の実地調査 

を行い、これらの諸点における研究の大成に向けてのロードマップを描ける段階にまでた

どりついた。 

 しかしながら、観相学の裾野はとほうもなく広く、たとえば、文学の領域一つとっても、

各ジャンル、各時代の専門研究者の視点からは、これまで観相の視点が全くといってよい
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ほど視野に入ってこなかったため、既存の学問体系との関わりを洗い直す作業から必要で、

予想される結果には、未開の沃野が待ち受けているといっても過言ではない。特に日本に

おける観相のありようは、文学作品・キャラクターイメージ、文章表現などの視点で、古

代から現代に至る壮大な年表を構築することが可能である。それほどに観相書・観相学と

の関わりで再構築される研究内容は、全ての面で新しいといっても過言ではない。 

 このこと視点を肖像図像に転じた場合も同様である。たとえば、画論と観相の親和性を

前提に肖像をとらえ直すだけでも、膨大な関連事象を芋ずる式に引き出すことが可能で、

特に日本においてはこうした視点がこれまで十分になされてこなかったことは重要であ

る。 

 その一連の取り組みの基盤資源として、前近代に表された相書を体系化するべく構築し

ている観相トピックマップがある。本萌芽研究会では、そのデータベースを利用しつつ文

学における観相との関わりを以下の視点で、報告をもとに協議した。 

 ・研究の現状把握と発展の可能性（①②） 

 ・データベース観相トピックマップの現状紹介（③） 

 ・データベースに搭載される図像の統計学的応用研究の紹介（⑤） 

 ・文学作品と相書言説、相書との関連性の事例を報告（④） 

 第 1 回の研究会は、会場を占い商店街との異称のある石切神社商店街への取材もかねて、

石切から小一時間でアクセス可能な深草にある京都アーバンホテル会場で開催した。開催

に先立って、有志参加ではあったが、全員の参加を得て、石切神社商店街での檀幸叡氏に

よる観相を実際に体験してもらった。当該観相師は、100 件以上ある商店街の中で、唯一

「人相」をメニューの中に掲示している店である。 

 その後、アーバンホテル会場に場所を移し、1 泊 2 日の合宿会議を開催した。また、第 2
回会議は、第 1 回会議の体験と会議内容を踏まえ、2 週間後に開催した。以下は、それら

の会議の内容のトピックと簡単なまとめである。  

①日本文学研究における観相に関わる業績の確認（矢澤） 

 日本文学研究論文目録データベースの調査により、日本文学研究におけるこれまで

の研究蓄積は、『源氏物語』の高麗人の観相の場面をめぐる解釈が 3 分の 1 近くを占

めていることが明確になった。この結果はかねてより予想はされていたことだったが、

日本における観相学の浸透度と達成度、文化・社会的な影響史の面から見ると、先行

研究の現状は、一面的な側面しか踏まえていないことは明らかで、特に日本文学と観

相の影響史を真正面から扱う研究成果は、本プロジェクトに関わった者の業績以外に

は乏しい状況が改めて確認できた。 

②西洋観相学研究者とのコラボレーションの提案（三田） 

 フランス革命期に注目されはじめた動物観相学の研究者や、化粧による人相への効

果が認識されていた西洋観相学についての研究者を擁している大学からの参加者と共

同研究・シンポジウムなどの協業の可能性について協議を行った。その際、本研究会

の参加者においても、それぞれの専門研究の観点から観相との関わりについての理解

を深める必要があるとの認識を共有することができ、そのためには、本会のような小
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規模の研究会を重ねることにより、負担の軽減をはかり、展示・小冊子などによる研

究成果を蓄積した上で、共同研究会を開催、その後にシンポジウムを開催することを

めざす認識で一致した。 

 シンポジウムを成り立たせるためには、日本における観相学についての知識の深ま

りも必要であるが、そのためには会合の数を重ねることで、認識・知識の共有をはか

ることが重要であるとのいう点で意見の一致を見た。 

③観相トピックマップデータベースの紹介（屋代（高野）・相田） 

 観相トピックマップの概要の説明と使い方、および 2015 年 3 月に更新を行った観相

トピックマップ６の新規項目を中心に説明を行った。観相トピックマップ６での仕様

は以下の通り。 

・搭載観相書は全部で 9 種類 

古典相書のトピックカテゴリ 

 書名・部位・グループ・種類・表現・部位/種類一覧 

・青空文庫に搭載される作品中から、観相に関わる場面を抽出し、その場面に GIS デ

ータを付与することにより、google マップで場面が地図上に現れるようにした。 

観相場面のトピックカテゴリ 

  作品（164 作品）・著者・キーワード・場所・国 

・屋代（高野）からは 2016 年 2 月 23 日に行われた総研大学術セミナー発表「「観相」

における「文学」と「科学」」にさらに累加した内容の発表を行った。学融合的視点

による発表では、島崎藤村や田山花袋も原書で読んだダーウィン「人および動物の表

情について」を採り上げ、それが人相学に対する批判が原点にある書物であるともい

えることを紹介した。 

 観相学を現代的に意義づけるに際しては、 

  文学ジャンルの横断・「近代自然科学への接近」・「地理的な横断」 

の面で、 

 他者認知・コミュニケーション・異文化理解の問題にも通じる問題点をはらんでお

り、今後の研究の方向性の一つに、ローンブロゾに代表される犯罪心理学の受容と否

定の過程や動向を押さえる必要があるだろう。また、それが大衆化したきっかけとな

った紙芝居作品原作による『黄金バット』ナゾー編でなぜナゾー博士が「ローンブロ

ゾ」を口癖にしていたかなど、さまざまな視点による協議が行われた。いずれにして

も、「観相」が何故、どのような経緯で近代に否定されることになったかを見定める

必要があるとの結論に至った。 

 しかし、現代社会はさまざまな価値観にも変化が生じており、、非科学的・迷信的

なものについても、それらを研究する学問分野の受け皿が用意されている。そのため、

「観相」を迷信と切り捨てるようなことにはならず、その意義を拾い上げる視点をは

らむ論文や言説、社会運動も少なからず見られるようになっている。たとえば、 

  他者認知・コミュニケーション・異文化理解 

の観点が紹介され、具体的な一例として NPO 法人「マイフィス・マイスタイル」が採

り上げている「見た目問題」について、「観相」の視点からも向き合う必要がことを
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示されたことを受けて協議を行った。 

④日本文学における観相の受容（黄・安保） 

 日本古典文学作品に見える観相に関する言説の具体的事例の報告として、『徒然草』

中の明雲座主の話（黄）と、『八犬伝』中の観相譚の紹介（安保）が行われた。 

 黄報告で行われた『徒然草』146 段明雲の話は『源平盛衰記』34 巻に同話が収めら

れるが、『盛衰記』では時代が会わない信西が登場する点が異なる。中国の相書に観

相名人として名が列挙される中に、たとえば東方朔や李陵など、意外に思える著名人

の名が挙がる現象があるが、それに類する現象ともいえよう。この件については、今

後、中国と日本の説話の例を阿ためて合理的な観相の系譜をたどる必要があることや、

『源平盛衰記』の独自記事と『徒然草』との関係などの調査の必要性など、研究の発

展次第では大きく発展する可能性のあるテーマが紹介された。 

 また、後者の安保報告による第 88 回の犬坂毛野の香具師の口上に見える活字本にし

て 10 頁を超える蘊蓄が披露される場面には、同時代に流布していた観相書『神相全編

正義』からの得られたことを明示する証拠が歴然と現れており、文学研究上でも画期

的指摘といえることが、報告を受けての協議の過程から判明した。 

 このことは、馬琴の知識の源泉を文化文政期を中心に幅広くたどることで、いまま

で注釈の方途が閉ざされていた『八犬伝』の解明に道を拓くことが実証できる一例と

して顕彰されるべきことだろう。また、協議の場で利用された観相トピックマップデ

ータベースも発見の一助となっており、データベースのユースケースとしても知見を

フィードバックすることで、より充実した研究資源が構築できる可能性が示されたこ

との意義は大きい。 

⑤意味情報を内在的に持つ画像認識の有効利用の可能性（玉森報告［相田代読］・相田） 

 観相においては、顔面全体はもとより、眉・口・鼻・目など各部位の形状も判断基

準となっており、古来より伝えられる観相書においては、吉凶判断、性行、生涯の運

命などが、図と解説とともに伝えられてきた。そうした観相資料に描かれる図に伝承

的規範性があるかについては、遅くとも元代ころより肖像画家は人相書の素養を身に

つけなくては成らないと言われてきていた。このことを実証するためには、さまざま

に伝えられる観相資料に描かれた顔面や各部位の諸器官の図と相判断が同質の結果を

持つ事が実証されなくてはならない。そこで、観相トピックマップデータベースで蓄

積・公開されるデータを使用して、諸観相書に掲載される諸器官の図が相判断として

共通の伝承を持っているかを検証してみた。具体的には目・眉などの顔面部位が描か

れた画像パーツの吉凶を機械学習で教え込んでランダムな画像判定を行わせたとこ

ろ、鼻の 8 割以上の正答率を筆頭に、いずれも 7 割以上の正答率を得ることができた。

この正答率はデータ数の増加に比例してますます有効世性を発揮しており、今後はさ

らなるデータの追加とともに、その特性を利用した応用研究を考えるべき段階に来て

いることが示唆されていることが分かった。 

 この内容は、3月 11日に開催される情報処理学会大会で発表予定の報告であったが、

このような特性を利用した応用事例について話し合い出た意見には以下のようなもの
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があった。 

１.人間に応用してセキュリティシステムに適用する。 

２.お札など、シンボル的な存在となる肖像が、本当に予祝性を持つものか判断する

ための基準にする。 

３.国文学研究資料館から公開されている歴史人物画像のような肖像画像の分析や

意味性を持った画像検索に利用する。特に、吉凶の判断もメルクマールとすること

により、画像の意味を読みとる一要素とする。 

⑥今後の研究の推進方法 

 文学研究領域において観相はこれまであまりにも等閑視されてきたことが、観相書

との比較検討を行うことによって明らかになってきた。研究方法としては、まず観相

書を検討対象資料として、その内容を構造化したデータベースを作成して、誰にでも

客観的に使用できる状態にすること。また、膨大な知識体系を一度に網羅することに

は負荷が大きいので、まず、展示することを念頭に置いて、観相資料の知識世界を紹

介する冊子を作成する目標を立てること。そのためには、たとえ未成熟な発表内容で

あっても、このような形でアイデアを共有して考えを熟成させる試みを複数回繰り返

すことが大切で、より発展的な考えを生み出しやすいことが確認できた。 

(3) 当センターが行う「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請へ 

の展望 

 本萌芽研究の取り組みを実施してみて、こうした会が、標榜される通りの、比較的

自由で気楽な内容の討論を行うための枠組みとして最適なものであると実感しまし

た。 

 本来ならば時間をかけて幅広い学科から多くの人の参加を得て、従来の発想の枠を

飛び越えたアイデアを寄せ集めという運営手法が望まれるものでしょうが、時間的制

約もあって十分な公募体制をとれなかったため、既存の研究の総括を軸に、それを糧

にしてさらなる熟成をはかるためのロードマップの確認と、その成果を確実にステッ

プアップさせるための研究会という位置づけでの開催となりました。 

 今回は総研大・日文専・外部参加者からの参加による研究会となりましたが、ほか

に急病で出席かなわなかった複合科学研究科からの参加予定者からの研究報告を代読

した報告も行い、参加者からの報告と協議でセンターで実施される学融合的要素をど

こまで追究できるかについて、以下の点に申請への展望が開けることを確認しました。 

  1.国際的視野 

中国・イタリア人参加者からは、今後も本研究テーマについて積極的に関わり

たいとの意向が表明された。 

  2.教育的側面 

 上記(2)③で述べたような他者理解・認知的側面の歴史的表象として、観相

学は重要な位置づけを持っていたことを説くことには重要な意義があると言

える。 
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 また、今回で以てこれまで観相に関わってきた在学生は総研大の籍を抜ける

ことになるが、今後総研大生が参画することについても、本テーマには、発表

の場、先進的研究論文業績を発信することに十分なテーマが多く提供できる状

態にある。 

   3.学際的側面：統計学的応用研究の可能性 

 萌芽研究会で報告した内容を 3/10 の情報処理学会大会（会場：慶應義塾大

学矢上校舎）にて、「サポートベクトルマシンを用いた自動人相判別の検討」

（発表：○玉森聡，松井知子（統数研），相田満（国文学研究資料館））を

行ったところ、6 件の質疑応答を受けた。 

 主な質問内容は以下の通り。 

①顔面全体の吉凶判断はできないか 

回答：顔面部位の確度については、サンプル数がまだ少ない段階なの

で、今後数を増やして検討したい。ただし、部品の吉凶を組み合わせ

ることによって、顔面全体の人相判別が可能ではないかと考える。ま

た、この方法をさらに援用して、顔面の自動認識に繋げられないかと

も考えている。 

②セキュリティへの応用を何故 2 次元の絵で考えるのか 

回答（相田・玉森）：実在人物の写真などを利用する場合、個人情報

保護の点で差し障りがあること。また、観相資料のような 2 示現の絵

を使用することについては、すでにモンタージュ写真よりも似顔絵の

方が効果があることは、警視庁で運用されている捜査官などですでに

実績があるので、方法的にも有効ではないかと考える。そこで、実在

の人間をマンガ風にする機能を持つ 2 次元絵生成アプリを利用して、

それを観相資料に援用することで、セキュリティシステムを作ること

を考えている。 

③歴史上の人物の絵を観相の視点で分析してみてはどうか 

回答：基礎データは揃いつつあるので今後の課題としたい。 

 以上、次期申請に向けての準備は整いつつあり、今後は共同研究としてどれだけ人

材と時間が割けるかという人的問題にかかる段階にあります。いずれにしても、今後

2 年間の内に成果を発信可能な状況にあるため、具体的なロードマップの策定と、学

融合的な視点を盛り込んだ申請準備を進めたく思います。 
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萌芽的研究会開催 

「重力崩壊型超新星の重要未解決問題の解決に向けて」 報告書 

日時：平成 28 年 6 月 27 日から 7 月１日 
場所：国立天文台すばる棟 大セミナー室 
 

研究会の位置づけ 
本研究会は第 2回 NAOJ-ECT*国際ワークショップに位置づけられている。総研大物理科学

研究科の一翼を担う天文科学専攻（国立天文台, NAOJ）と欧州原子核物理学関連領域理論セ

ンター(ECT*)間で結ばれた国際交流協定のもとに、2015年 9月 8日から 12日に開かれた第

１回 NAOJ-ECT*国際ワークショップ「超新星および中性子星連星系合体における rプロセス

の解明」に続くシンポジウムであった． 

 

議論の内容 
 本研究会の特徴はその学際性にある．簡単にプログラムを紹介すると 1 日目は一般的な

超新星の爆発メカニズムとニュートリノ物理，2日目は元素合成，3日目は特殊な超新星爆

発，4 日目はブラックホール形成，最後の 4 日目と 5 日目を使ってニュートリノ，重力波，

光によるマルチメッセンジャー天文学が議論された．上記の通り，天文の理論と観測（どの

粒子を見るかによって研究手法が異なるため，別々の学問領域を成している）と原子核物理，

それぞれの専門家が最新の知見を紹介し，それぞれの目から見て他の分野の研究を建設的

に批判しあった． 

 

 上記の中で特に 3日目の特殊な超新星の議論は非常に萌芽的なものである．現在，超高輝

度超新星と呼ばれる非常に明るい超新星が話題になっているが，その正体はまだよくわか

っていない．強磁場を持つ中性子星であるマグネターがその正体ではないかと非常にラフ

に言われている．本研究会では観測家も理論家もお互いの現状の理解を共有できた． 

 

 参加人数は 52 人で，天文台のすばる棟大セミナー室を埋める盛況ぶりであった（議論を

促進するために，右側と左側の机はあらかじめ片付けてある）．総研大から補助していただ

いた予算は招待講演者と学生の旅費に使用した． 
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今後の展望 
 本研究会では超新星の特に爆発メカニズムの計算を核としながら，観測等の研究につな

げていくというリンクがより強固になった． 
 
一つには爆発の詳細精密シミュレーション（3 次元一般相対論的ニュートリノ輻射輸送計

算）を用いて主に元素合成を行うための 1 次元現象論的シミュレーションをキャリブレー

トしていく道筋が示され，今後の研究で元素合成の計算がより確からしくなっていくこと

が予想される． 
 
また，精密計算を引き継いだ長時間シミュレーションを実行することにより，光やニュー

トリノ，重力波でどう観測されるのかについて熱い議論が交わされた．今後は特に重力波の

観測で示唆されるような重い星質量のブラックホールを作るようなメカニズムについても

議論が広がっていくだろう． 
 
 本研究会のプログラムは若手に多くの発表時間を割り当てた．それというのも，本研究分

野においては日本，海外に関わらず若手の活躍が著しいからである．今後も高いアクティビ

ティが期待される．詳細は決まっていないが２年後におそらくイタリアで催される第 3 回

NAOJ-ECT*国際ワークショップが今から非常に楽しみである． 

 

総研大天文科学専攻  梶野 敏貴 

国立天文台 滝脇 知也 

福岡大学 固武慶 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 
「キュレーション」の学際的発展についての研究会 

開催報告 
 

1. 参加者 

19 名 
 

2. 議論の概要 

2015 年 5 月 14 日(木)・15 日（金）に学融合推進センター萌芽的研究会開催支援事業と

して、JAMSTEC 高知コア研究所にて「「キュレーション」の学際的発展についての研究会」

を開催した。 
日本の小惑星探査機「はやぶさ」が世界で初めて小惑星物質のサンプルリターンに成功

し、また 2014 年には「はやぶさ２」の打ち上げが成功し、今後も日米が小惑星物質のサン

プルリターン計画を予定している。一方で、南極観測隊の採取した南極隕石の分析も進ん

でおり、試料及びその情報を統括する「キュレーション」の重要性がさらに増している。

また JAMSTEC 高知コア研究所は、深海を含めた地球の固体物質の分析及びキュレーショ

ンでは世界最先端の設備を擁しており、総研大のキュレーションネットワーク構築にとっ

ても重要な施設である。 
研究会では、国立極地研究所と JAXA 宇宙科学研究所のキュレーション部門、東京大学

地球惑星科学教室、高知コア研究所の研究者がそれぞれの研究所でのキュレーションの取

り組みを紹介し、総研大のネットワークを活用した「キュレーションネットワークの構築」

と、その学際的発展についての議論を行った。 
研究会では、高知コア研究所の保管する海底コアのキュレーションと、現在設備が整い

つつある微小領域分析施設の取り組みを学び、地球外物質のキュレーションの重要性と、

今後の研究の方針について情報共有及び議論を行った。 
 

3. 学融合公募事業への申請への展望 
参加者より、今年度のグローバル共同研究及び学融合共同研究への申請を検討し、今年

度両方の申請を出すことで合意を得た。さらに、研究体制や国際連携の方向性、予算案に

ついても議論を行った。 
 

4. 会議の詳細 

＜開催日＞  
平成２７年５月１４日（木）〜１５日（金）  
＜開催場所＞  
独立行政法人海洋研究開発機構(JAMSTEC)高知コア研究所 
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https://www.jamstec.go.jp/kochi/j/  
高知県南国市物部乙 200  
＜協力＞  
高知コア研究所 グループリーダー代理 伊藤元雄 主任技術研究員 
＜スケジュール＞  
5 月 14 日(木) 11:40 -17:00 高知コア研究所 セミナ室（大）  
11:30〜受付 
・ 11:40-12:20 高知コア研究所の概要（高知コア研・伊藤）  
・ 13:20-14:00 南極隕石キュレーション紹介（極地研・山口）  
・ 14:00-14:40 南極探査について（東大・三河内）  
・ 14:40-15:00 Tea Break  
・ 15:00-15:40 前回実施したやまと隕石探査（極地研・今栄）  
・ 15:40-16:20 宇宙研でのキュレーション紹介（宇宙研・安部）  
・ 16:20-17:00 学融合共同研究への発展について（総研大・小松）  
 
5 月 15 日（金）10:00-15:00  
10:00 高知コア研究所 セミナ室（小）集合 
＊高知龍馬空港行き空港連絡バス利用( 9:20 はりまや橋 乗車 － 9:47 農学部前 下車)  
・施設見学ラボツアー 
・コア保管庫見学 
 

 

安部正真 物理科学研究科　宇宙科学専攻 准教授
山口亮 複合科学研究科　極域科学専攻 助教
今栄　直也 複合科学研究科　極域科学専攻 助教
小松　睦美 学融合推進センター 助教
鎌田　進 学融合推進センター 特任教授
三河内　岳 東京大学大学院理学系研究科 准教授
伊藤　元雄 JAMSTEC 高知コア研究所 主任技術研究員
富岡　尚敬 JAMSTEC 高知コア研究所 主任技術研究員
小谷　桃代 JAMSTEC 高知コア研究所
駒井　信晴 JAMSTEC 高知コア研究所 グループリーダー代理
石川　剛志 JAMSTEC 高知コア研究所 所長
牛久保　孝行 JAMSTEC 高知コア研究所
若木　重行 JAMSTEC 高知コア研究所
肖　楠 JAMSTEC 高知コア研究所
山本　英輝 （株）マリン・ワーク・ジャパン
佐藤　慧郎 （株）マリン・ワーク・ジャパン
寺田　武志 （株）マリン・ワーク・ジャパン
川合　達也 （株）マリン・ワーク・ジャパン

萌芽的研究会　出席名簿
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萌芽的研究会「学術とことばシンポジウム」実施報告書 
 
１、実施概要 
・開催日時 2016 年 1 月 22 日（金）13 時より 17 時（会場 12 時半） 
 ・会場 メルパルク東京 瑞雲 
 ・当日スケジュール 
①基調講演 「日本語の“タタミゼ” 力」 
       鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授 言語文化学 
②講演Ⅰ  「日本語による科学」 
       松尾 義之 白日社編集長 科学ジャーナリスト 
③講演Ⅱ  「近代における日本語の革新 ― 訳語、漢語、そして和語―」 
       田中 牧郎 明治大学教授 言語学 
④講演Ⅲ  「フィールドから拾う現代の『日本語』とその特質」 
       出口 正之 総合研究大学院大学・国立民族学博物館教授 言政学 
⑤パネルディスカッション 【司会】 永山 國昭 総合研究大学院大学理事 
 
２、参加者一覧 
鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授 言語文化学 
松尾 義之 白日社編集長 科学ジャーナリスト  
田中 牧郎 明治大学教授 言語学 
出口 正之 総合研究大学院大学・国立民族学博物館教授 言政学  
牛村 圭 国際日本研究専攻 教授 
菊澤 律子 比較文化学 准教授 
島谷 健一郎 統計科学 准教授 
両角 祐一 加速器科学専攻 講師 
田村 克己 理事  
永山 國昭 理事  
平田 光司 学融合推進センター長 
七田 麻美子 学融合推進センター 特任准教授 
塚原 直樹 学融合推進センター 助教 
小松 睦美 学融合推進センター 助教 
菊地 浩平 学融合推進センター 助教 
新海 拓郎 生命共生体進化学専攻 
田村 美由紀 国際日本研究専攻 
古沢 ゆりあ 比較文化学専攻 
増田 斎 国際日本研究専攻 
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山村 奨 国際日本研究専攻 
秋山 庵然 日本体育大学 保健医療学部 
井上 逸兵 慶應大学文学部教授 
今別府 悟 日産自動車株式会社 
宇津木 光代 一般 
風見 岳快 都立足立高等学校 定時制課程 
川崎 晶子 立教大学異文化コミュニケーション学部 
斎藤 淳子 一般 
菅 直樹 駒場東邦中学・高校 英語教師 
辻村 厚 大修館書店 編集部 
林 香月 Nature Publishing Group 
原田 由美子 大修館書店 編集第２部 
檜枝 光太郎 立教大学 
野水 昭彦 情報・システム研究機構（ROIS)総合企画本部 URA ステーション・シニ

ア URA 女性研究者活動支援室長 
 
２、議論の概要 
①基調講演 
 言語文化学の鈴木先生による基調講演では、日本語の特性として多様性を受け入れる受

容力を挙げ、近代以降の世界的な状況、特に近年の西洋的な価値観の枠組みに収まり切らな

い複雑化した状況の中で、日本語の持つ柔軟性を活かしていくことについて示唆が行われ

ました。 
②講演１ 
 科学ジャーナリストの松尾氏の講演では、日本人科学者の活躍と、その基盤として思考を

支える日本語による学術の営みを考察し、科学と言葉の問題、日本語による科学の可能性に

ついて報告がなされました。 
③講演２ 
 言語学の田中先生の講演では、近代、特に明治初期の漢語の受容と展開さらに定着の様相

を日本語コーパスを使って分析し、さらに学術語の発生と定着の様子を同様の手法で確認

されました。その結果、漢語の定着には和語との組み合わせによる使用が大きな働きをして

いること、現代における学術語・専門用語の使用状況に漢語を除く外来語が大きな割合を占

めていることが分かると報告されました。 
④講演３ 
 言政学の出口先生の講演では、現在の日本語、特に書き言葉の多様性の調査の報告がなさ

れました。一般的に認識されている「漢字仮名交じり文」という定義よりも、さらに多様な

要素を含む表現が行われていること、それらに習熟した世代が台頭していること、そのため、
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その多様性を制限せずに使うことが持つ可能性が考察されました。どんな言語を用いるか、

それらを組み合わせて表現をするかは、誰に何を伝えたいかという意図を表すものになる

ことであることも示唆されました。 
⑤パネルディスカッション 
 パネルディスカッションでは、サブタイトルにも掲げた「日本語創造は可能か」を中心に、

日本語で学術すること、学術活動における言葉の問題について、各講演の内容に基づき議論

がなされました。会場からの質問も受け付け、日本語の可能性、学術の可能性についても議

論が広がり、今後もこうした考察を続けていくことを確認して終了しました。 
 
３、今後の展望 
 今回のシンポジウムを踏まえて、今後は以下の展開を予定しております。 
 ①次年度以降、ことばの学術活動における影響を考察するために、特に学際研究を阻害す

る要素としての「言語：言語障壁」を研究するプロジェクトを立ち上げ、学融合推進センタ

ーの公募型研究に応募する。 
②本学の学生、特に留学生を中心として、「母語以外での教育・博論研究・今後のキャリア」

を考える自身の研究者としての立ち位置を相対化するキャリア教育を目的としたワークシ

ョップ型授業を学融合レクチャー（単位なし）を実施する。 
 

以上 
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!
萌芽的研究会プロジェクト 

KEK・総研大共催『量子論の諸問題と今後の発展』(QMKEK6)　報告書 !
日程：平成２８年２月１７日（水）・１８日（木） 
場所：高エネルギー加速器研究機構（KEK）　研究本館小林ホール !
(1) 参加者一覧 !
別紙参照 !
(2) 議論の概要 !
　この研究会では、近年の量子力学における物理量概念と測定に関する新たな視点とされる『弱
値・弱測定』、量子情報科学の根幹的基盤である『エンタングルメント（量子もつれ）』、量
子力学の操作論的意味を拡大した確率論の中で探る『一般確率論と情報理論』、量子性のマク
ロ性や古典性の連続性を考察する『マクロ量子系の統計物理学』、統計的平衡性とゆらぎの量
子性を見極める『量子系の熱力学』、計算理論における量子性の特質を探求する『計算と量
子』、及び一般相対論における量子性を検証する『重力と量子情報』の多角的なトピックにつ
いて講演がなされ、参加者との間で精力的な討議が行われた。 
　特に、弱測定の精密化と弱値に基づく新たな不確定性関係、量子情報と因果律及び量子もつ
れとの関係、熱的な量子純粋状態における平衡状態とゆらぎの定理などにおいては、極めて刺
激的で斬新な研究結果が報告され、量子力学の基礎研究において、それぞれの分野で革新的な
進歩が見られる時代に入ったことを強く感じさせるものとなった。さらに一般確率論と計算複
雑性や、相対論的な光円錐における量子もつれの類似構造など、情報理論、相対性理論、量子
力学といった現代科学の根幹を成す３つの異なる分野の間に、相互的な関係を見出すことので
きる可能性も示唆され、参加した研究者間で、近い将来、共同研究が実施されることに大きな
期待が持たれることとなった。 !
(3) 「グローバル共同研究」事業や「学融合共同研究」事業への申請への展望 !
　本研究会には総研大所属の教員が数名出席し、発表や討議を含めて積極的に参加者との意見
交換が行われた。また講演者の中には、現在最終年度を迎える申請者の学融合共同研究「新た
な量子物理量の基礎の探求と精密測定への応用」の共同研究者も含まれたことから、これら関
係者との討議を通して、現在の学融合共同研究のグループをさらに拡大し、「グローバル共同
研究」やそれに類した研究プロジェクトに応募することを検討した。 
　その結果、研究のテーマとしては現行の「新たな量子物理量の基礎の探求と精密測定への応
用」（弱値と弱測定の研究）をさらに発展させ、その周辺トピックとして本研究会で議論され
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た量子力学の基礎分野から、特に将来有望だと期待される２，３のテーマを選択することとし、
さらに現在の文理融合的な研究班の構成を強化した上で、綜合的な視点から研究を遂行するこ
ととなっている。これを受けて、申請者は新年度に入り次第、上記共同研究事業への応募の準
備を進めることにしている。 !!

平成２８年３月１１日 !
高エネルギー加速器研究機構（KEK）　 
素粒子原子核研究所・理論センター　 

筒井　泉 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 

「惑星科学と社会の相互の関係の在り方についての研究会」開催報告 

極域科学専攻 准教授 山口亮 

学融合推進センター 助教 小松睦美 

 

1. 研究会の趣旨 

 日本の惑星探査は、過去 10年間で大きく進展した。昨年も「はやぶさ２」や「あかつき」

探査の成果が新聞等で大きく取り上げられ、社会的な関心も高い。これらの成果は、太陽

系の成り立ちの理解に大きく寄与するものであるが、惑星科学を通じて得た結果や技術を、

惑星科学の分野に閉じない形で社会へ還元することも重要である。本研究会では、総研大

組織である極地研・宇宙研・分子研の研究者が集まり、「物質分析」の立場から社会との相

互関係について議論を行い、惑星科学と社会のより良い在り方の発信を目指す。 

 

2. 開催日程 

2016年 1月 18日(月)・19 日（火）独立行政法人海洋研究開発機構 高知コア研究所 

 

3. 参加者 

１８名 (内 総研大学生 1名、総研大入学予定学生 1名) 

 

4. プログラム 

１月 1８日(月) 13:00-17:00 

・高知コア研究所の概要（伊藤） 

・分子科学研究所での物質分析研究（大東） 

・南極探査と物質分析（山口） 

・宇宙探査と物質分析 （安部） 

・スプリング８での物質分析 （上杉） 

・惑星科学と社会との関係について―福島第一原発で放出した放射性粒子分析の経緯と

結果－（白井・参加者全員） 

 

1月１９日（火）9:00-12:00 

・高知コア研究所キュレーション施設見学 

・装置デモンストレーション 

 

5. 議論の概要 

参加者の所属する組織で行っている物質分析について、それぞれの参加者が紹介を行っ

た。惑星科学と社会の連携の事例として、首都大学東京の白井助教に、「惑星科学と社会と
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の関係について―福島第一原発で放出した放射性粒子分析の経緯と結果－」について講演

いただいた。白井助教らは、2011 年 3 月の東日本大震災の際には、日本地球化学会の会長

である海老原教授グループメンバーとして、他団体に先駆けて「放射性物質の環境中への

放出」に関する日本地球化学会会員のボランティア活動組織を立ち上げ、放射性セシウム

の土壌濃度マップ作成に大きく貢献した。本講演では、組織を立ち上げるにあたっての経

緯や、分析結果の公開方法について説明があった。参加者からは、社会から関心の高い科

学成果をどのように公表してくか、について議論があった。特に、2018 年に小惑星 Ryugu

に到着予定の「はやぶさ２」の科学成果は世間からの関心も高いと考えられ、惑星科学コ

ミュニティからの一方的な成果発信ではなく、一般社会からの視点も含めた成果公表が求

められるとの議論が出た。また、はやぶさ２探査の成果発表のタイミングで、今回の研究

会のような機関連係による分析の重要性を発信すべきとの意見も出され、今後本テーマに

ついて継続して議論を行うことが重要であるとの意見で一致した。 

 

6. 学融合公募事業への申請への展望 

参加者より、今後も face to faceの研究会を持つことで、継続してネットワークを維持・

拡大する、またそのためのサポートを総研大の公募事業を活用したい、ということで合意

を得た。 
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平成28年12月22日 

 

総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 

「分野融合研究の駆動力となる定量的アプローチの研究会」 

開催報告 

 

1. 参加者、開催場所  

第1回（8/30）：19 名、  第2回（12/1）：15 名 @ 城山トラストタワー（神谷町） 

 

2. 議論の概要  

2016 年 8月30日(火)・12月1日(木) に学融合推進センター萌芽的研究会開催支援事業として、

「分野融合研究の駆動力となる定量的アプローチの研究会」を開催した。 この研究会は日本における

研究ＩＲの学術的な裏付けを確立するため、また、定量的アプローチを活用することにより分野融合研究

の成功要因を追及し、新分野を創出する駆動力とすることを最終的な目的とする。その過程として、分

野連携・横断的な研究、および、それら研究を推進する研究者の状況の可視化を定量的にアプローチ

する。背景として、日本においても IR (Institutional Research) が各大学等研究機関で開始されている

ことが挙げられる。アメリカでは20年前から開始され定着しているが、日本においては黎明期である。IR

の学術的な背景としては、経営学、知識科学、教育学、教育心理学、定量的調査手法・評価手法、

情報学等、文理に跨った広範な学問分野に渡るが、学問的裏付けは確立していない。特に、大学院

大学で必須である研究ＩＲにおいては、成果の把握に長期的な視点が必要になるという事情もあり、今後

研究が必要な分野として認識されている。 

これらを踏まえ、研究会では以下を行い、各研究機関、他大学での取り組みを学び、また、今後の研究

の方針および発展について議論を行った。 

 

第1回研究会： 

・日本におけるIRの最先端事例の紹介 

大正大学 学長補佐（質保証推進担当）IR・EMセンター長および山形大学 EM部 教授 

福島真司先生 

・分野融合的な新学術領域の端緒を提供する研究 

国立情報学研究所 教授 武田英明先生 

・CERN-NII-KEK の協同による高エネルギー物理学分野のデータベースに関して 

高エネルギー加速器研究機構 准教授 菊谷英司先生 

 

第2回研究会： 

・人文系学問の研究成果特性と評価指標策定の試み―人文機構の研究成果を事例として― 

人間文化研究機構 特任助教 木村自先生 
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3. 今後の展望  

参加者より、今後の研究展望のために、平成29年度の国立情報学研究所 共同研究公募への申請

を出すことで合意を得た。また、次回研究会においては、科学技術政策の方針を理解するために、科学

技術・学術政策研究所より講演者を招聘したいとの要望が出た。さらに、これまで仮であった研究会の

名称を「分野横断的研究の可視化研究会（Workshop for Visualization of Interdisciplinary Studies）」

と定め、方向性を明確化した。 

 

4. 参加者 （順不同） 

第1回： 

大畠 昭子 宇宙科学研究所 特任准教授 

壁谷 如洋 自然科学研究機構 企画連携課専門員 

木村 自    人間文化研究機構 特任助教 

齋藤 憲一郎  東京農工大学先端産学連携研究推進センター 特任講師 

高橋 啓     長崎大学経済学部准教授 統計数理研究所（統計思考院客員准教授） 

野田 好人   自然科学研究機構 機構企画連携課長 

樋田 光     高エネルギー加速器研究機構 KEK研究支援戦略推進部 URA 

福島 真司    大正大学学長補佐（質保証推進担当）IR・EMセンター長&山形大学EM部教授 

横尾 成子 情報・システム研究機構 URA 

菊谷 英司 高エネルギー加速器研究機構 KEK 評価・調査室 准教授 

菊池 浩平 総研大 助教 

小松 睦美 総研大 助教 

七田 麻美子 総研大 特任准教授 

島谷 健一郎 総研大・統計科学専攻  准教授 

武田 英明 国立情報学研究所 教授 

永山 國昭 総研大 IR担当 理事 

西中 美和 総研大 特任准教授 

柳生 修二 総研大 図書館 副館長 

横山 雅之 総研大・核融合科学専攻 教授 

 

第2回： 

齋藤憲一郎 東京農工大学先端産学連携研究推進センター 

清家 弘史 東北大学 研究推進本部 URAセンター 特任准教授 

大畠 昭子 宇宙科学研究所 特任准教授 

木村 自  人間文化研究機構 特任助教 

高橋 啓  長崎大学経済学部准教授 統計数理研究所（統計思考院客員准教授） 

樋田 光     高エネルギー加速器研究機構 KEK研究支援戦略推進部 URA 
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横尾 成子 情報・システム研究機構 URA 

菊谷 英司 高エネルギー加速器研究機構 KEK 評価・調査室 准教授 

七田 麻美子 総研大 特任准教授 

内川 明佳 総研大 助教 

島谷 健一郎 総研大・統計科学専攻  准教授 

武田 英明 国立情報学研究所 教授 

永山 國昭 総研大 IR担当 理事 

西中 美和 総研大 特任准教授 

柳生 修二 総研大 図書館 副館長 

 

以上 
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総研大学融合センター萌芽的研究会実施報告書 

日本人がかかえる英語の諸問題：研究に必要な英語教育・政策・国民性 

島谷健一郎 （統計科学専攻・准教授） 

開催趣旨 

日本人はなぜ英語ができないか。あなたは英語で戦えますか。 
科学研究に従事していれば、分野を問わずこうした問題に直面する。英語について

は、既にたくさんの書籍や論文で論じられている。鈴木孝夫は、専門の言語学に途方も

なく広い視野加えて冒頭に対する回答を文献 1, 2 の中で提示している。元統数研所長

の故林知己夫氏は、統数研の「日本人の国民性調査」の結果に基づき、英語と「日本人

らしさ」について考察している(文献 3)。「英語学習は早いほどよいのか」を考えると(文
献 4)、行動や心理の実験や入手可能な教育データに基づく(文献 5)推論、さらに脳科学

も関わってくる。政策として国語と外国語をどう調和させるかは民主政治の根幹と関

わる(文献 6）。「地球上には多様な言語がある」「外国語が固有文化へもたらす影響」

は、生物多様性や外来種の侵入といった生態学を踏まえた考察が望まれる(文献 7）。 
日本人がかかえる英語の諸問題は、学際的に原因を考え対策を講じることが望まれ

る。本研究では、「研究者が有するべき英語力」という(院生も含め)誰もが直面してい

る問題を入り口に置き、英語について学際的に考える。 
 

引用文献 
1．「あなたは英語で戦えますか」 鈴木孝夫著 富山房インターナショナル 
2.「日本人はなぜ英語ができないか」 鈴木孝夫著 岩波新書  
3.「日本らしさの構造―こころと文化をはかる」 林知己夫著 東洋経済新聞社 
4.「英語学習は早いほどよいのか」 バトラー後藤裕子著 岩波新書 
5. 「調査観察データの統計科学」 星野祟宏著 岩波書店 
6. 「英語化は愚民化」 施光恒著 集英社新書 
7. 「生態学における英語化を考える」 生態学会大会自由集会、大会予稿集 P99, 2016
年 3 月、仙台. 
 
議論の概要及び今後の展望 

 

第 1 回： 6 月 14 日 15:00-17:30 統計数理研究所 
文献 1, 2 の著者・鈴木孝夫氏を招聘し、会場からの質問に応える談話会を企画した。 

 
著作の題名そのままに「日本人はなぜ英語ができないか」という話題から始めてもら

ったところ、その回答は、いきなり 2 時間にわたるものとなった。その後、会場から 5
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－6 つの質問を受けられたが、結果として講演会+質疑という形式と、ほとんど変わら

ないものとなってしまった。しかし、話し始めたら 2 時間止まらない姿こそ、まさしく

鈴木孝夫氏であり、90 歳に達する人が日々新しい知識やアイデアを取り入れ、昔の成

果でなく、昨日気づき今考えていることに熱弁をふるう姿は、参加者に強い印象を与え

た。以下に、主催者の主観と独断により、講演のごく一部を抜粋する。 
 

概して日本人は、英語を母語とする人のような発音やイントネーションで英語を話す

ことに憧れ、それができる人を「かっこいい」と思う。しかし、「アメリカ人のように

英語を話したい」のような漠然とした目標意識で英語を勉強しても身に付かない。一方、

非英語圏の人の多くは、仕事で必要だから、英語力があると収入が上がるから、などの

具体的な目標を持って英語を学ぶ。 
研究者の場合、主目的は相手の主張を理解し自分の主張を理解してもらうあたりにあ

る。そこで必要なのは、まず、筋道の通った主張、科学的に論理の整った意見である。

いくら発音やイントネーションがアメリカ人に似ていても、論理や流れのあいまいな話

ではわかってもらえない。 
 

ネイティブスピーカーと対等に議論するには、同じように流暢に英語を話す訓練を

するのでなく、自分のペースに相手を合わせさせるような「言力」を養うべきである。 
往々にして、日本の研究者は英語話者と同じペースで話す訓練を優先してしまう。 
言語による不公平を科学に持ち込んではいけないし、普及・定着させることは望まし

くない。 
 

日本文化を賞賛する発言も多く（それを英語や諸外国語で発信せよ）、それはしばし

ば偏狭な国粋主義と曲解される。しかし、「日本文化が他国のものより優れているから

発信せよ」と主張しているのではない。地球上の文化の多様性を尊重しているのであり、

文化多様性の維持と向上に貢献している日本を発信せよ、という主張である。 

 

第 2 回： 2 月 23 日 13:00-17:00 統計数理研究所 
13:00-13:15  趣旨説明 島谷健一郎（統数研） 

13:15-14:00  言語多様性の観点からみた『英語＝国際語』観の弊害 永井忠孝（青山学院大） 

14:00-14:45 「脱グローバル化」時代の到来？――政治と言語の観点から 施光恒（九州大） 

15:00-15:45  遺伝研の国際化メカニズム  広海健（遺伝研） 

15:45-16:30  歴史と固有性の価値：生物多様性からの視点  田中健太（筑波大菅平セ） 

16:30-17:00  総合討論 

コメンテータ：佐藤克文（東大海洋研）、山本誉士（総研大修了生、学振、名古屋大） 
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 永井氏による数多くの言語の例文を用いる解説は、 
・ 英語しか学ばない日本人はそれで逆に視野を狭くしている。 
・ 英語が科学を記述・実践するのに優れた言語であると錯覚している。 
・ そうした英語の関する妄想を払拭した上で英語を学ぶ方が進歩も早い。 
・ その 1 助になるのが、多言語比較や第 2 外国語である。 
などの視点を含むものだった。 
しばしば「英語と日本語ほどかけ離れた言語はない。だから英語学習で日本人は不利

だ」という主張を耳にする。しかし、地球には、日本語とも英語とも大きく異なる言語

もあり、その言語話者から見ると、日本語と英語の共通点ばかりが目に入るに違いない。 
 多様な言語の具体例を提示されることで、外国語を学ぶ主要な目的が（「使う」こと

だけでなく）異文化理解であることを思い出し、英語（と日本語）を客観的に見つめ直

す視点を与えられた。それは科学の現場で英語を用いる際に忘れてはならないし、大き

な助けとなる。 
 
 施氏は、おりしものイギリスの EU 離脱、アメリカ・トランプ大統領という国際情勢

を鑑み、流行語に近い「グローバル化」がそもそも何なのか、問い詰める。 
 まず、90 年代前半まで、日本でも流行した「国際化」では、国民生活は国際社会と

の関係より優先し、貿易などは自国の国民生活の向上のためだった。一方、90 年代後

半以降の「グローバル化」は、グローバル市場に合わせて各国の国内制度や規制、商習

慣まで改造すべきという発想を伴う。そこに「新自由主義」という経済政策が加わり、

結果としてグローバルな投資家や企業はより稼ぎやすくなったが庶民の生活は貧しく

不安定になり、格差が広がった。そして、そもそも「民主主義」「国民国家」「グロー

バル化」の 3 つは同時には成り立たないという政治経済理論も提唱された。 
・グローバル化が一方的に進むことはない。 
・日常の言語で政治を論じることが民主主義では不可欠。 
・安直な英語化は、日本語という現在は科学や政治を論じることのできる言語を、世間

話しかできない言語に落としかねない。 
 「グローバル化」で英語は国際共通語である、の類の風聞を盲信せず、科学では英語

のみを用いても日常会話は日本語だから日本語がダメになることはない、とは行かない

ことを認識した上で、科学者は英語とどう関わるか、考える必要がある。 
 
 広海氏は、遺伝研が授業などの英語化をどう進めてきたか、そして、「遺伝研メソッ

ド」として教科書も編集した科学英語プリゼンテーション教育について紹介した。その

コンセプトは、研究者に必要な能力育成法を研究者が考案したもので、英語と科学的思

考の両方を複合的に強化する効果を持つ。 
なお、遺伝研がこの英語科学教育を確立するのに、3 名で 10 年近くを要している。 
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日本ではあまり知られていないが、アメリカで学ぶ大学院生の大半は（留学生もアメ

リカ人も）、英語で論文を書くテクニック、科学的な文書とはどうあるべきか、どうい

う表現が科学論文として適切かつわかりやすいか。こうした事項を授業で学ぶ。日本

の研究室では、そうした授業を受けることなく、成果が出たらいきなり英語で論文を書

く院生が多い。そこでは、英語力以前に、科学における論理や思考力、その表現法が問

われる。その基礎が弱いために、院生も教員も膨大な時間とエネルギーを費やすわりに、

できあがる論文は（英語でなく）論理の流れがわかりにくいなどのため、却下あるいは

公表されても引用されにくい。 

 

 田中氏は、稀少種の維持に力を注いだために未然に防げた（食料不足などの）危機を

紹介しながら、生物多様性の価値について解説した。生物集団において、ある種が優占

することは普通に見られる。ところが、特定種が（特に人の干渉により）優占し過ぎる

と、多種を滅ぼした挙句に自らも滅び、地球全体に災いをもたらす。 

 

 翻って現在の科学界では、英語は過度の優占種ではないか。今の諸科学において、英

語の優占度をさらに強める作用のある研究体制や教育より、ほどよいバランスを保つ方

向（それは全言語均等を意味するのではない。生物集団でも、種が均等に分布すること

は稀だし逆に不安定になりがち）を目指すほうが、科学は健全に発達するのではないか。 

 

奇しくも、施氏の講演の中で、グローバル化の反対概念は「保護主義」や「孤立主義」

ではない、3者の共存が無理ならグローバル化を不完全なものにとどめておくのが穏当

な解決策ではないか、という意見が出された。これは田中氏が紹介した生物多様性にお

ける教訓と、不思議な合致を示す。 

 
 4 つの話題提供は、言語学、国際政治、英語科学教育、生態学、それぞれの専門性を

踏まえた異なる視点からのものだったが、日本人が抱える英語の諸問題について、不思

議なほど視点や主張の重複するものだった。 
 
参加者 

総研大 
統計科学：島谷健一郎、船渡川伊久子、伊藤聡、栗木哲、志村隆彰、三分一史和 
遺伝研：広海健 
極域科学：高橋晃周、塩見こずえ 
学融合セ：小松睦美 
先導科学：新海拓郎 
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核融合科学：榊原悟 
国際日本研究：牛村圭 
天文科学：福島登志夫、早野裕 
総研大外 
計 38 名 
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総合研究大学院大学 学融合推進センター 萌芽的研究会 

「新たなヒト進化学の創成を検討するための研究会」開催報告 

先導科学研究科・生命共生体進化学専攻 准教授 田辺秀之 

 

1. 研究会の趣旨 

現生人類は約 20 万年前にアフリカ大陸で誕生し、様々な環境に適応しながら世界各地へ拡散

した。1 種でここまでの分布域をもつ動物種は他にいない。ヒトの特徴として、直立二足歩行、

脳容量の増大、体毛の喪失、子ども期の延長、寿命の延長、食性多様化、女性の発情期の喪失、

言語、意図の理解と共有、自意識、など多々挙げられるが、これらは進化的に見れば比較的短期

間の産物であろう。分布域を拡大し、新しい環境に適応して生存し続けるには、急速な表現型の

多様化がもたらされた可能性が高い。本研究会では、ヒト表現型多様性のゲノム基盤を明らかに

することを目指すための共同研究の議論を行うとともに、様々な専門家を糾合しており、そのク

ロストークによるヒト進化学の新しいアプローチの創成を検討する機会としたい。 

 

2. 開催日時・会場 

2017 年 6 月 18 日(日) 9:30-17:30・AP 品川アネックス会議室 

 

3. 参加者一覧 16 名 (内 総研大学生 1 名) 

 

井ノ上 逸朗 国立遺伝学研究所人類遺伝研究部門・総研大生命科学研究科・教授 

今井 啓雄 京都大学霊長類研究所･准教授 

今西 規 東海大学医学部･教授 

太田 博樹 北里大学医学部解剖学・准教授 

大橋 順 東京大学大学院理学系研究科･准教授 

河村 正二 東京大学大学院新領域創成科学研究科･教授 

齋藤 茂 岡崎統合バイオサイエンスセンター・生理学研究所･生命科学研究科・助教 

田嶋 敦 金沢大学医薬保健研究域医学系・教授 

田辺 秀之 総合研究大学院大学先導科学研究科･准教授 

津山 淳 東京都医学総合研究所･研究員 

中林 一彦 国立成育医療研究センター周産期病態研究部・室長 

中山 一大 自治医科大学医学部･講師 

吉見 一人 大阪大学附属共同研ゲノム編集センター・助教 

斎藤 成也 国立遺伝学研究所集団遺伝研究部門・総研大生命科学研究科・教授 

降旗 大岳 総研大・高エネルギー加速器科学研究科 物質構造科学専攻・D1 

木村 亮介 琉球大学大学院医学研究科人体解剖学講座・准教授 
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4. プログラム 

・1：ゲノム編集・改変マウス解析（吉見）   ・8：ヒト集団エピゲノム解析③（中林） 

・2：幹細胞生物学・脳神経系（津山）     ・9： 霊長類機能解析①（河村） 

・3：核・染色体空間配置解析（田辺）     ・10：霊長類機能解析②（今井） 

・4：ヒト集団ゲノム解析①（大橋）      ・11：代謝・機能解析①（齋藤） 

・5：ヒト集団ゲノム解析②（太田）      ・12：代謝・機能解析②（中山） 

・6：ヒト集団エピゲノム解析①（井ノ上）   ・13：ヒト集団ゲノム解析③（今西） 

・7：ヒト集団エピゲノム解析②（田嶋）    ・総合討論（参加者全員） 

 

5. 議論の概要 

本研究会では、生物種としてのヒトの進化を探るための新たなアプローチの創成を検討し、

様々な専門家を糾合して、そのクロストークによる議論の機会となることを目指した。現生人類

は約 20 万年前にアフリカ大陸で誕生し、様々な環境に適応しながら世界各地へ拡散していき、

地球上の全大陸に至るまで分布域を拡げた。生物学的なヒトの特徴としては、直立二足歩行、脳

容量の増大、体毛の喪失、子ども期の延長、寿命の延長、食性多様化、女性の発情期の喪失、言

語の使用、道具の使用、意図の理解と共有、自意識、など多々ある。ヒトという種の誕生の謎を

はじめ、世界各地の人種・民族の表現型レベルでの多様性の起源と成り立ちに関して、集団レベ

ルでの全ゲノム解析を駆使することも踏まえ、今はまさに、新しいヒト進化学のアプローチの創

成が望まれている時期である。参加者は 16 名、話題提供者は総勢 13 名から成り、ゲノム編集、

幹細胞生物学、染色体テリトリーの核内配置解析、といった技術的な内容をはじめ、ヒト集団の

ゲノム解析、コホート研究、エピゲノム解析と疾患、生活習慣病、感覚系遺伝子の適応進化、視

覚・味覚受容体の機能解析、温度受容体 TRP チャネルの種間多様性、など、多岐に渡った。 

総研大所属の参加者としては、先導科学研究科（生命共生体進化学専攻）、生命科学研究科（遺

伝学専攻、生理学専攻）の研究者および高エネルギー加速器科学研究科（物質構造科学専攻）の

学生の参加があり、各プレゼンでの質疑が活発に成された。最新情報に基づいた技術的なブレー

クスルー、具体的なアプローチの仕方、解析の実例などについての議論ができ、非常に有意義で

あった。今後も引き続き、このテーマでの議論を続け、具体的なアプローチの発展に繋げていき

たいという意見で締めくくられた。 

 

6. 総研大の教育への還元 

総研大の学生（物質構造科学専攻）が参加者として加わり、ヒト進化学に関連するトピックス

の最新情報は元より、専門家同士でのディスカッションの現場を目の当たりにすることができた。

この経験は、学生本人のこれからの研究への取り組みに非常に有意義であったとの意見・感想が

寄せられ、一定の教育的な効果が得られたものと考えられた。 
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 >萌芽的研究会開催⽀援

総合研究⼤学院⼤学学術シンポジウム「学術とことば」
学術とことば ―バイリンガル世紀の⽇本語創造を考える―

本研究会は、学術研究分野ごとに異なる「ことば」が学際研究を妨げるきっかけになっているのではないか、という問題意識を出発点に、
学術の持つ構造的な問題を考えることを⽬指して開催されます。 ⼀⽅で外来語が多い学術⽤語の中で⽇本語が今後どのような展開をして
いくべきなのか、克服すべき課題は、どんな可能性を持つのかにまで視野を広げ、学術とことばの問題を議論していきたいと考えておりま
す。 そのため、今回は、公開学術シンポジウムとして開催し、本学教職員にとどまらず広く参加者を募り、活発な意⾒の交換を⽬指して
おります。

⽇時：2016年1⽉22⽇（⾦） 13時から17時

開催場所：メルパルク東京 5階 「瑞 雲 (ZUIUN)」

プログラム：
1) 基調講演 「⽇本語の“タタミゼ” ⼒」
 鈴⽊ 孝夫 慶應義塾⼤学名誉教授 ⾔語⽂化学

2) 講演Ⅰ  「⽇本語による科学」
 松尾 義之 ⽩⽇社編集⻑ 科学ジャーナリスト

3) 講演Ⅱ  「近代における⽇本語の⾰新 ― 訳語、漢語、そして和語―」
 ⽥中 牧郎 明治⼤学教授 ⾔語学

4) 講演Ⅲ  「フィールドから拾う現代の『⽇本語』とその特質」
 出⼝ 正之 総合研究⼤学院⼤学・国⽴⺠族学博物館教授 ⾔政学

5) パネルディスカッション 【司会】 永⼭ 國昭 総合研究⼤学院⼤学理事
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 >萌芽的研究会開催⽀援

萌芽的研究会「動物福祉研究会」
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 >公開セミナー

公開セミナー
公開セミナーは、学融合研究事業の公募において採択された課題が⾏う、⼀般公開型のセミナーです。総研⼤内の教職員
と学⽣はもちろんですが、学外の研究者も交え議論を⾏うことで、研究課題がより学際的に広がるよう、学融合推進セン
ターでは⽀援を⾏っております。

過去の公開セミナー
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開セミナー > 23 March 2014

公開セミナー 23 March 2014
公開シンポジウム「⼈類 地球を動く」

 総研⼤主催 公開シンポジウム「⼈類 地球を動く」 が東京・五反⽥で開催されました。
⼩⻑⾕有紀「遊牧⺠の移動精神--モンゴルの場合」、関雄⼆「⼈類、アメリカ⼤陸に渡る」、印東道⼦「海洋地域へ移動した⼈々--島で暮
らす⼯夫の数々」、斎藤成也：⼈類、東ユーラシアをうごく--ヤポネシアを中⼼にして」⽂化⼈類学的研究、集団遺伝学的研究多⾓的な報
告がなされました。

折しも、関東に何年かぶりの⼤雪が降った⽇でした。⼈類は厳しい環境の中、⽣き延びてきたことを実感しました。

パネルディスカッションでは、フロアーからも質問が出され、関⼼の深さを受け取れました。
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開セミナー > 10 March 2014

公開セミナー 10 March 2014
戦略的共同研究・学内公開セミナー
「温度感受システムの進化⽣理学」

 ⽣物にとって環境の温度を感じることは⽣存上必須です。本プロジェクトは温度を感受するシステムがいつどのようにして進化してきた
かを探ることを⽬的としています。 今回は、今年度の成果の報告会です。

海産の無脊椎動物であるヒトデの幼⽣を⽤いた
温度⾛性実験について報告するお茶の⽔⼤学の
濱中⽞先⽣。

基礎⽣物学専攻の井⼝泰泉先⽣から温度感受性
と性決定というタイトルで、温度のような環境
条件によって♂になるか♀になるかが決まるメ
ダカやワニを⽤いた研究結果を報告していただ
きました。

⼤阪市⽴⼤学の寺北明久先⽣は光受容タンパク
質の多様性と機能について話していただきまし
た。

⽣理科学専攻の富永先⽣は温度受容体とその⽣
理学的意義について多くの⽣物から得られた研
究結果を報告しました。 各発表後の質疑応答で
は、とても活発な意⾒交換が⾏われました。

追記：このプロジェクトの中⼼的存在であった渡辺正勝総研⼤名誉教授と団まりな元⼤阪市⽴⼤学教授は事故のため、この研究会の3⽇後
に亡くなられました。お⼆⼈ともに、このプロジェクトを牽引するとともに、その成果を楽しみにしていただけに、本当に残念でなりませ
ん。⼼からご冥福をお祈りします。
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Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 公開セミナー > 23 March 2014

公開セミナー 23 March 2014
戦略的共同研究・学内公開セミナー
「料理の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に与えるインパクト」

 学融合推進センターの「戦略的共同研究Ⅰ」で採択された野林教授の「料理の環境⽂化史：⽣態資源の選択、収奪、消費の過程が環境に
与えるインパクト」に関する公開セミナーが３⽉２３⽇（１３：３０ー１６：４５）に国⽴⺠族学博物館にて開催されました。

野林先⽣よりプロジェクトの概要が説明されま
した。

学⽣も多数参加していました。

本郷先⽣のご発表「考古学遺跡における消費活
動の変化」

池⾕先⽣のご発表「狩猟採集⺠の⽣計活動と消
費について」

先⽣⽅による展⽰の解説もしていただきまし
た。こちらは養蜂に関する展⽰。

こちらは実際に使⽤されていた熊の捕獲のため
の罠。
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⻄⾕先⽣による成果発表。 中井先⽣による成果発表。

増野先⽣による成果発表。 地域⽂化学専攻の林さんによる成果発表。
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ピックアップ研究者



現在の募集

募集
番号

募集
開始⽇ 探している⼈物 構想中の研究課題 募集者の

専攻 募集者⽒名

13
NEW h28.3.21 GISデータが扱える⽅で⾔語処理に興味のある⽅ フィジー語諸⽅⾔の分布の分析とその背景にある通

時的な変化の検証
⽐較⽂化学専
攻

菊澤律⼦
web(⺠博)
web(個⼈)

12 h27.10.2 ⾃⾝の研究を効果的な授業にしたいと思っている研究者
の⽅ 先端研究のアクティブラーニング化に関する研究 学融合推進セ

ンター
七⽥⿇美⼦
webサイト

11 h27.3.18 カラスを⾷べる⽂化の調査にご協⼒いただける⼈⽂系研
究者

有害捕獲された野⽣動物を有効利⽤する過程で起こ
る諸問題の調査

学融合推進セ
ンター

塚原 直樹
webサイト

10 h27.3.18 ⾷品に含まれる⾦属、ダイオキシン、放射線物質などの
分析ができる研究者

有害捕獲された野⽣動物を有効利⽤する過程で起こ
る諸問題の調査

学融合推進セ
ンター

塚原 直樹
webサイト

9 h26.11.19 ⼒学系(dynamical system)に造詣の深い⽅ ⼒学系の細胞⽣物学への適⽤による細胞構築原理の
理解 遺伝学専攻 ⽊村 暁

webサイト

8 h26.11.17 動物福祉の各国の⽂化的背景や歴史的変遷などに興味が
ある⽅ 動物福祉に関する⽂化科学的研究 基礎⽣物学専

攻
新村 毅
webサイト

6 h26.11.17 フランス語が堪能な⽅でフランスの料理⽂化の調査にご
協⼒いただける⽅

有害捕獲された野⽣動物を有効利⽤する過程で起こ
る諸問題の調査

学融合推進セ
ンター

塚原 直樹
webサイト
⽊村 暁
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3 h26.6.24 記録システム構築の専⾨家の⽅ ⽣物学の実験ノートの電⼦化システムの開発 遺伝学専攻 webサイト
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⼯藤 栄（極域科学専攻 准教授）

極域科学専攻の⽣物圏研究グループ陸上⽣物
研究チームに所属。
趣味は、⿂釣り、料理。

skudoh[at]nipr.ac.jp（[at]を@に変えて）

研究紹介
南極をフィールドにしており、しょっちゅう出かけて⾏っては仕事をしています。 南極の湖、あるいは湖の周りに住んでいる⽣物の
中でも僕が主に扱っているのは植物です。植物のそこでの⽣き⽅、そして、そこにどうやって⽣態系を構築してきたかということに着
⽬しています。南極の湖は、⼀万年くらいの間に出来上がって発達してきたのですが、そこでの⽣態系の作られ⽅、作り⽅、この先ど
うなっていくのかを含めて⾯⽩く⾒ています。⼈類が経験したことのないような現象が湖の中にまだまだたくさんありますので、それ
を⾒つけてうまい説明をつけていきたいと思っています。

現在⾏っている異分野連繋
我々フィールドサイエンスの分野の研究者は様々な⾃然現象を捉えています。しかしながら、それら現象の真に迫るには、その理論
背景を負う必要があります。そこで、理論⽣態学者の⼈たちの協⼒を得ました。例えば、南極の湖の⽣態系のシステムが次に移るとき
に、突発的な変化があるという現象を我々は捉えました。その現象について、理論⽣態学者の協⼒により、連続的な変化ではなく、不
連続な変化があるという理論背景を説明することができました。

今後の展開、求める研究者
2016年度から三年間の予定の南極をフィールドとしたプロジェクトがあります。1年⽬はすでにメンバーが決まってしまっています
が、2年⽬から、もし南極でのフィールドワークに関⼼がある⼈は異分野の⽅でも連れて⾏って活躍してもらいたいです。何があっても
動じないような⼈、何もなくても何かできる⼈、そして、我々の発想にないような突拍⼦もない別の展開を⾒せてくれるような研究者
を求めています。

この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
所属機関ウェブサイト
個⼈のウェブサイト
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⽊村 暁（遺伝学専攻 教授）

⽣命科学研究科 遺伝学専攻
趣味は、読書、旅⾏。
実はもともと⽣物にはそれほど興味はなく、⼤
学進学時は建築に興味を持っていました。建築
の機能性や都市計画の中の隠れた秩序などを⾯
⽩いと思っていました。しかしながら都市で実
験するのは困難です。そんな中、細胞に出会い
ました。細胞の中では、シンプルなもので複雑
なことをやっており、建築と似たような機能性
や秩序があるのでは、と思ったのがこの道に
⼊ったきっかけです。

akkimura[at]nig.ac.jp（[at]を@に変えて）

研究紹介
細胞の研究をしています。細胞がタンパク質などからどうやってできているのか、どうやって組み上がっていくのかを研究してい
て、それを細胞建築学と名付けています。顕微鏡観察とコンピューターシミュレーションを組み合わせて、細胞がダイナミックに動く
様⼦を再現し、説明しようとしています。

学融合推進センターで採択されている課題
いろいろな⽣物を扱っている研究者の⽅々に協⼒いただき、様々な⽣物の細胞の情報を集めています。細胞の⼤きさは千差万別です
が、細胞の⼤きさに⽐例して細胞の内部の構造が⼤きくなったり⼩さくなったりしているのかどうか、細胞のサイズと内部構造の関係
に着⽬しています。

今後の展開、求める研究者
私の⾏っている細胞建築学には、統計学や情報学や画像の処理が必須ですので、それらの専⾨家と共同研究を進めていきたいと思っ
てます。特に⼤きなデータを扱う際など、⼊⼒してアウトプットする時点で、情報の処理を⾃動化するなど、何か⼯夫をできる⽅と⼀
緒に研究したいと考えております。

様々な分野の研究者が参加できる研究記録に関するプロジェクト
上記の細胞建築学の研究とは別に、研究記録に関するプロジェクトも学融合推進センターの⽀援を得てすすめています。
多くの研究者にとって研究ノートは必須なものだと思います。ただ、⼈によっては我流であったり、ノートの取り⽅も様々です。そ
こで、記録の仕⽅について何かしら標準化できないかということを考えてこのプロジェクトを提案しました。しかし、議論を進めてい
くうちに、研究分野により記録⽅法は様々あり、⾮常に多様だということが分かってきました。今は、それぞれの分野でどのような違
いがあって、それがその分野の本質とどう関係があるのかということを研究していくのが⾯⽩いだろうと思ってます。同時に、記録を
取ることは研究者の教育にとってもすごく重要なツールなので、どうやって教えていくかということを皆さんで議論したいと考えてい
ます。 今は、細胞⽣物学、⽇本⽂学、フィールドワークをされてる⽅、⼤きな装置を使ってプロジェクトを進めている⽅、宇宙・天⽂
の⽅、物理・理論の⽅など、多分野の⽅々に⼊っていただいてます。

この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
所属機関のウェブサイト
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新村 毅（基礎⽣物学専攻 助教）

⽣命科学研究科 基礎⽣物学専攻
横浜出⾝。
今の趣味は、育児。もともとは、爬⾍両⽣類の
飼育・繁殖が趣味だったので、今はブリーダー
を夢⾒ています。

tsuyoshi_shimmura[at]yahoo.co.jp（[at]を@に
変えて）

研究紹介
基⽣研でのメインの研究は、動物がどうやって季節を感じているのか、春を感じ繁殖したり、秋を感じ渡りをしたり、それらの⾏動
がどのような遺伝⼦によって制御されているのか、遺伝⼦を特定して、さらにそれが体の中でどのように動いているのか明らかにした
いと考えています。

学融合推進センターで採択されている課題
動物福祉というキーワードを軸にいろいろな分野の⽅に⼊ってもらって学際的な研究をしています。動物福祉とは、飼育動物のここ
ろと⾝体の健康が保たれる飼育環境を提供すべきという考え⽅です。動物福祉の研究は、ヒトと家畜化された動物の関係やその歴史、
地球環境、社会情勢などが複合的に絡んできます。例えば、⽣産性だけを求め、ヒトの都合だけを優先させた家畜の⼯場的飼育は倫理
的には良くないという議論が、⽇本以外の国で⾏われています。そのような動物福祉の歴史、あるいは動物虐待の歴史を紐解くという
のが⼀つと、もう⼀つは⽣命科学として、例えば交尾⾏動とか攻撃⾏動というのが、どのような遺伝的な基盤で制御されているのかと
いうのを明らかにする、その⼆つを本プロジェクトで進めています。⼈⽂社会学と⽣命科学が融合することで、本当の意味での動物福
祉が確⽴できるでしょうし、ヒトと動物だけでなく、さらには地球全体との共⽣が上⼿くいくのではないかなと思ってます。

今後の展開、求める研究者
動物福祉の研究では、⼈⽂社会学からの視点がまだ弱いと思っています。例えば家畜は⽣産物であり、政治や経済とつながります。
また、動物の飼育については⽇本でもヨーロッパでも様々な法律が存在しています。経済学や法律学、政治学の研究者に加わっていた
だきたいですね。

この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
所属機関のウェブサイト
研究室のウェブサイト
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塚原 直樹（学融合推進センター 助教）

2013年４⽉より学融合推進センターにて 総研⼤内の教員および学⽣の交流、学際
研 究の創出の⽀援などを⾏ってきました。 ウェブサイトの管理など、主に学内向け
の 広報活動を⾏っております。
趣味は、⾷べ歩き、酒、料理、シュノー ケル、スノーボード。

tsukahara_naoki[at]soken.ac.jp（[at]を@に変えて）
046-858-1624（直通）

研究分野・研究紹介
専⾨は動物解剖学、野⽣動物管理学です。総研⼤に来る前は宇都宮⼤にて、 ​「⿃の発声器官や眼球の解剖学的解析」や「カラスの⾳

声コミュニケーション」 をテーマとしてきました。総研⼤に来てからは、学融合共同研究に採択され、 「カラスの⾷資源としての利⽤
の可能性を探る」プロジェクトにて⽂理融合研究 に取り組む他、シンガポール国⽴⼤と共同で「カラスと対話できるドローンの 開
発」、三菱電機株式会社と「カラスの鳴き声を利⽤した撃退装置」の開発などをテーマ としております。

現在興味をもっていること、探している研究者
⽇本、海外を含め、カラスを⾷べていた地域で、今も⾷されているか、⾷され ていないとすれば、何が原因で⾷されなくなったか、
などを調べたいと思ってお り、それらの調査ができる研究者を探しています。⾷べられていた例：100年ほ ど前のフランスでは最⾼級
⾷材であった、リトアニアでは伝統料理である、韓国 では滋養強壮の漢⽅だった、⻑野県などでは「ろうそく焼き」「カラス⽥楽」と
して⾷べられていた。

この研究者をより詳しく知りたい⽅はこちら
Research map
個⼈ウェブサイト
Facebook
Twitter
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論⽂出版費補助
研究論⽂掲載費を助成します。
（学融合推進センター出版補助事業・研究論⽂掲載費等助）

2018年2⽉28⽇締め切り

総研⼤⽣が著者に⼊っている学術論⽂（筆頭著者でなくとも良い、単著でも良い）の掲載費⽤を最⾼20万円まで補助します。

著者である総研⼤⽣、またはその論⽂の著者である本学教員が申請できます。

その論⽂の著者である総研⼤⽣、教員など総研⼤所属の⽅全員が、著者の所属先として総研⼤の所属を書いていること。

本学修了⽣が在学中に⾏った研究に関する論⽂の場合には、修了１年以内であれば上記「総研⼤⽣」と同等とします。
ただし著者所属に総研⼤が⼊っていること。

※本学の英⽂名称の記載ミスが多発しております。正式名称【SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)】が記載され
ていない論⽂は⽀援対象外となります。申請前に今⼀度ご確認願います。

詳しくは下記をご覧下さい。

平成29年度研究論⽂掲載費等助成要項

論⽂掲載料申請書

CPIS subsidizes publication expenses for scholarly journals (publication support program of CPIS)

The publication fee for a paper in an academic journal is covered up to 200 thousand Yen. A SOKENDAI student should be the author
or one of the authors (the first author or not).�

The SOKENDAI student and/or a SOKENDAI faculty, one of the authors, can apply.

In the paper, all authors who are SOKENDAI students or faculty should show their SOKENDAI affiliation.�

Special treatment of SOKENDAI graduates: A SOKENDAI graduate is regarded as a student within one year after the graduation, if the
work was done in SOKENDAI before the graduation. The affiliation of the graduate should include SOKENDAI.�

※All authors who are SOKENDAI students or faculty members MUST show their affiliation in SOKENDAI with accurate description.�
Papers that do not contain the official name “SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)” are not accepted.�

For more detail, refer the following.

the Application guidelines

the Application form .

平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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平成23年度論⽂出版費補助実績

管理
番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等

11001
尾形 良彦
野村 俊⼀
駒⽊ ⽂保
遠⽥ 晋次

Bayesian forecasting of recurrent earthquakes and predictive performance for
a small sample size
繰り返し地震のベイズ予測と、⼩標本に対する予測性能

Journal of Geophysical
Research-Solid Earth

American Geophysical
Union
116巻B04315号18⾴
2011年4⽉

11002

武⽥ 英明
後藤 孝之
濱崎 雅弘
塚⽥ 浩⼆
安村 通晃

視覚的オブジェクトを⽤いた検索的メタデータ検索 情報処理学会論⽂誌
情報処理学会52巻4号
（1504〜1514）
2011年4⽉

11003 武⽥ 英明
⼩出 誠⼆ OWL意味論に基づくCLOSオブジェクト指向プログラミング コンピュター  ソフト

ウエア

⽇本ソフトウエア科学
会
28巻2号
（236〜260)
2012年2⽉

11004
Mikio Nishimura,
Shino Goto,
Shoji Mano,
Chihiro Nakamori

Arabidopsis ABERRANT PEROXISOME MORPHOLOGY9 is a peroxin that
recruits the PEX1-PEX6 complex to peroxisomes The Plant Cell

The American Society
of Plant Biologists
23巻4号
（1573〜1587）
2011年4⽉

11005
Yasuo Kawaguchi,
Mieko Morishima,
Kenji Morita,
Yoshiyuki Kubota

Highly differentiated projection-specific cortical subnetworks� Journal of Neuroscience

Society For
Neuroscience
31巻28号
（10380〜10391）
2011年7⽉

11006
Akatsuki Kimura,
Ritsuya Niwayama,
Kyosuke Shinohara

The hydrodynamic property of the cytoplasm is sufficient to mediate�
cytoplasmic streaming in the Caenorhabiditis elegans embryo ⽶国科学アカデミー 108巻29号

(11900〜11905)
2011年7⽉

11007 ⼭道 真⼈
印南 秀樹 始めよう！エコゲノミクス（６）⾃然選択の検出（その２） ⽇本⽣態学会誌

⽇本⽣態学会
61巻2号
(237〜249)
2011年7⽉

11008
渡邉 孝明
⽥辺 秀之
堀内 嵩

Gene amplification system based on double rolling-circle replication as a�
model for oncogene-type amplification� Nucleic Acids Resarch

Oxford University
Press
doi:10.1093/nar/gkr442
(1〜7)
2011年6⽉

11009
⽚⼭ 伸彦
⼩松 英⼀郎
（テキサス⼤学
オースチン校）

Simple Foreground Cleaning Algorithm for Detecting Primordial B-Mode
Polarization of the Cosmic Microwave Background The Astrophysical Journal

737巻2号
(78〜88)
2011年8⽉

11010

Toshihiko Kaji,
Minlu Zhang,
Satoru Nakao,
Kai Iketaki,
Kazuya Yokoyama,
Ching W.Tang,
Masahiro Hiramoto

Co-evaporant induced crystalline donor:acceptor blends in organic solar cells Advanced Materials
John Wiley & Nuns Inc.
23巻(3320〜3325)
2011年6⽉

11011
佐々⽊ 顕
⼭道 真⼈
吉⽥ 丈⼈

Comparing the effects of rapid evolution and phenotypic plasticity on
predator-prey dynamics The American Naturalist

The American Society
of Naturalists
178巻3号
(287 〜304)

2011年9⽉

11012

Yasuo Kawaguchi,
Yoshiyuki Kubota,
Naoki Shigematsu,
Fuyuki Karube,
kio Sekigawa,
Satoko Kato,
Noboru Yamguchi,
Yasuharu Hirai,
Mieko Morishima,

Selective coexpression of multiple chemical markers defines discrete�
populations of neocortical GABAergic neurons Cerebral Cortex

21巻8号
(1803〜1817)

2011年8⽉

11013

Yoshiyuki Kubota,
Karube F,
Nomura M,
Gulledge AT,
Mochizuki A,
Schertel A

Conserved properties of dendritic trees in four cortical interneuron subtypes Scientific Reports�
ネイチャージャパン
1巻
2011 年9⽉

11014

秦 和弘(総研
⼤/NAOJ)
⼟居 明広
（総研⼤/JAXA),
紀基樹(NAOJ),
永井 洋(NAOJ),
荻原 喜昭
(NAOJ/総研⼤）,
川⼝ 則幸
(NAOJ/総研⼤）

An origin of the radio jet in M87 at the location of the central black hole Nature
ネイチャージャパン
477巻7363号
（185~187)
2011 年9⽉

403



(NAOJ/総研⼤）

11015

Tomoya Hirota,
Masato Tsuboi,
Kenta Fujisawa,
Mareki Honma,
Noriyuki
Kawaguchi,
Mi Kyoung Kim,
Hideyuki
Kobayashi,
Hiroshi Imai,
Toshihiro
Omodaka,
Katunori.M.Shibata,
Tomomi Simoikura,
Yoshinori Yonekura

Identification of Bursting Water Maser Features in Orion KL� The Astrophysical Journal
Letters

IOP Publishing
739巻L59⾴
2011年10⽉

11016 新屋 みのり
酒井 則良

Generation of Highly homogeneous Strains of Zebrafish through Full Sib-Pair�
Mating

G3:Genes, Genomes,
Genetics

アメリカ遺伝学会
1巻5号
2011年10⽉

11017

Jungmi Kwon,
Motohide Tamura,
Ryo Kandori,
Nobuhiko
Kusakabe,
Jun Hashimot,
Yasushi Nakajima,
Fumitaka
Nakamura,
Takahiro
Nagayama,
Tetuya Nagata,
James H.Hough,
Michael W Werner,
Paura Stella Teixira

Complex Scattered Radiation Fields and Multiple Magnetic Fields in the
Protostellar Cluster  in NGS2264

American Astronomical
Society

IOP Publishing
738巻2号
2011年9⽉

11018 杉野 隆⼀ Natural selection on gene order in the genome-re-organization process after
whole genome duplication of yeast

Molecular biology and
evolution

Oxford University
Press
2011年10⽉

11019

Seiji Hitoshi,
Yugo Ishino,
Akhilesh kumar,
Salma Jasmine,
Kenji F.Tanaka,
Takeshi Kondo,
Shigeaki Kato,
Toshihiko Hosoya,
Yoshiki Hotta,
Kazuhiro Ikenaka

Mammalian GCM genes induce Hs5 expression by active DNA demethylation
and induce nueral stem cells Nature Neuroscienece

Nature Publishing
Group
14巻8号
2011年8⽉

11020 川⼝ 泰雄 Differentiated participation of thalamocortical subnetworks in slow/spindle
waves and desynchronization Journal of Neuroscience

Society FOr
Neuroscience
32巻
2011年12⽉

11021 川⼝ 泰雄 Specialized cortical subnetworks differentially connect frontal cortex to
parahippocampal areas Journal of Neuroscience

Society For
Neuroscience
32巻
2011年12⽉

11022
Takahiko Kubo,
Atsushi Yoshimura,
Nori Kurata

Hybrid male sterility in rice is due to epstatic interactions with a pollen killer
locus Genetics

Genetics Society of
America
189巻3号
(1083〜1092)
2011年11⽉

11023

Ko Matsui,
Timotheus
Budisantoso,
Naomi Kamasawa,
Yugo Fukazawa,
Ryuichi
Shigemoto

Mechanisms underlying signal filtering at a multi-synapse contact� Journal of Neuroscience
Society for
Neuroscience
2012年1⽉

11024
印南 秀樹
五條堀 淳
⼭道 真⼈

An autosomal analysis gives no  genetic evidence for complex speciation of
humans and chimpanzees

Molecular Biology and
Evolution

29巻1号
(145〜156)
2012年1⽉

11025
末崎 裕康
古⼭ 宣洋
関根 和⽣

物語説明場⾯の話者⾝振りに⽣起するマイクロスリップ〜開き⼿⼀とエピ
ソードの複雑さが及び素影響

電⼦情報通信学会論⽂誌
Ａ

電⼦情報通信学会
J95-A巻1号
(157〜164)
2012年1⽉

11026

Sumru Keceli,
Koji Inui,
Hidehiko Okamoto,
Naofumi Otsuru,
Ryusuke Kakigi

Auditory sustained field responses to periodic noise� BMS Neuroscience
BioMed Central
Vol13 Issue 7
2012年1⽉

11027

Kuno Nario,
Tomoka Tosaki,
Sachiko Onodera,
Rie Miura,
Tsuyoshi Sawada,
Kazuyuki Moraoka,
Kouichiro
Nakanishi,
Shinya Komugi,

NRO M33 ALL Disk Survey of Giant Molecular Clouds (NRO MAGIC):1.HI to
H2 Transition

Publication of the
Astronomical Society of
Japan

⽇本天⽂学会
63巻6号
2011年12⽉
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Shinya Komugi, 
HIroyuki Nakanishi,
Hiroyuki Kaneko,
Akihiko Hirota,
Kotaro Kohno,
Ryohei Kawabe

11028
鐘巻 将⼈
滝澤 温彦
渡瀬 成治

Mcm10 plays a role in functionning of the eukaryotic replicative DNA
helicase, Cdc45-Mcm-GINS Current Biology 22巻

2012年2⽉

11029 宅野 将平
印南 秀樹

Selection fine-tune s the expression of microRNA target genes in Arabidopsis�
thaliana

Molecular Biology and
Evolution

Oxford University
Press
28巻9号
(2429〜2434)
2011年9⽉

11030
Michiyo Kinoshita,
Kentaro Arikawa,
Yuki Takahashi

Simultaneous brightness contast of foraging Papilio butterflies�
Proceeding of Royal
Society of London
BIological Science

(1〜8)
2012年2⽉

11031 MIchiyo Kinoshita,
Keram Pfeiffer

Segregation of Visual Inputs from Different Regious of the Compound Eye in
Two Parallel Pathways Through the Anterior Optic Tubercle of the
Bumblebee(Bombus ignitus)

Journal of Comparative
Neurology

(212〜228)
2012年2⽉

11032 印南 秀樹
⼭道 真⼈ 始めよう！エコゲノミクス（７）今後のエコゲノミクス研究の展望 ⽇本⽣態学会誌 62巻1号

2012年3⽉

11033
Dhital Raghu Nath,
Arumugum
Murugadoss,
Hidehiro Sakurai

Dual Roles of Polyhydroxy Matrices in the Homocoupling of Aryboronic Acids
Catalyzed by Gold Nanoclusters under Acidic Conditions

Chemistry an Asian
Journal

WILEY VCH Verlag
GmbH and Co.
Vol.7
Issue 1
(55〜59)
2012年1⽉

平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
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12001 栗⽊ 哲
加藤直広 ２次多項式回帰曲線の正値性検定 応⽤統計学

応⽤統計学会        
    41巻1号（1〜15） 
2012年４⽉

12002
Kohji Hizume, Sumiko Araki,
Kosuke Hata, Eloise Prieto,
Tapas K.Kundu, Kenichi
Yoshikawa, Kunio Takeyasu

Nano-scale analyses of the chromatin decompaction
induced by histone acetylation

Archives of Histology
and  Cytology

国際組織細胞学会組織細胞学記
録編集部 73巻3号 
(149〜163)  
2012年４⽉

12003 Geroge Watase, Haruhiko
Takisawa, Masato T. Kanemaki

Mcm10 plays a lole in functioning of the eukaryotic
replicative DNA helicase, Cdc45-Mcm-GINS Current Biology 22巻 2012年2⽉

12004 Hanako Hayashi, Kenji Kimura,
Akatuki Kimura 

Localized accumulation of tubulin during semi-open
mitosis in the Caenorhabditis elegans embryo

Molecular Biology of
the Cell

The American Society for Cell
Biology 23巻9号(1688〜1699)
 2012年5⽉

12005
Ying Zhang, Sayoko
Yamamoto, Takumi
Yamaguchi, Koichi Kato

Application of Paramagnetic NMR-Validated Molecular
Dynamics Simulation to the Analysis of a Conformational
Ensemble of a Branched Oligosaccharide

Molecules Vol.17 Issue 6 (6658〜6671) 
2012年5⽉

12006
Iwata T., Sakamoto Q.K.,
Takahashi A., Edwards E.W.J.,
Staniland I.J., Trathan P.N.,
Naito Y.

Using a mandible accelometer to study fine-scale�
foraging behavior of free-ranging Antarctic fur seals

Marine Mammal
Science

28巻2号 
(345〜357）      2012
年4⽉ 

12007
Atsuko Matsushita, Hiroko
Awata, Motohiro Wakakuwa,
Shin-ya, Takemura, Kentaro
Arikawa

Rhabdom evolution in butterflies:insights from the�
uniquely tiered and heterogeneous ommatidia of the
Glacial Apollo butterfly, Parnassius glacialis�

Proceedings of the
Royal Society B 英国王⽴協会 2012年5⽉

12008
Yoshitaka Hamanaka, Michiyo
Kioshita, Uwe Homberg,
Kentaro Arikawa

Immunocytochemical Localization of Amines and GABA
in the Optic Lobe of the Buttefly Papilio xuthus� PLoS One Public Library of Science   

  2012年7⽉

12009
島岡政基、⻄村健、古村隆
明、中村素典、佐藤周⾏、岡
部寿男、曽根原登

学術機関のためのサーバ証明書発⾏フレームワーク 電⼦情報通信学会 J95-B巻 07号 2012年7⽉

12010 ⻑倉洋樹、諏訪雄⼤、井岡邦
仁 

Population III Gamma-Ray Bursts and Breakout Criteria
for Accretion-Powered Jets

The Astrophysics
Journal American Astronomical Society

12011
Shuro Takano, Yusuke Sakai,
Suguru Kakimoto, Mutsumi
Sasaki, Kaori Kobayashi

Detection of MethyI Formate in the Second Torsionally
Excited State (vt=2) in Orion KL

Publications of the
Astronomical Society
of Japan(⽇本天⽂学
会欧⽂誌）

⽇本天⽂学会 64巻(89〜97) 
2012年8⽉

12012 印南秀樹、宅野将平、寺内良
平 The power of QTL mapping with RILs PLoS One Public Library of Science 7巻 

2012年10⽉

12013 Akira Sasaki, Yoshihiro
Haraguchi, Hiromu Yoshida

Estimating of the risk of re-emergence after stopping polio
vaccination Frontiers in Virology Frontiers Media SA 

2012

12014
濱野哲史、⼩林尚⼈、近藤荘
平、辻本拓司、⼤越克也、茂
⼭俊和

Type-la Supernova Remnant Shell at Z=3.5 Seen in The
Three Sight Lines toward The Gravitationally-lensed QSO
B1422+231

The Astrophysical
Journal

IOP Publishing 753巻2号   
2012年7⽉

12015
坂井伸⾏、本間希樹、中⻄裕
之、坂之上裕史、倉⼭智春、
柴⽥克典、清⽔上誠

Outer Rotation Curve of the Galaxy with VERA
I:Trigonometric Parallax of IRAS 05168+3634

Publication of the
Astronomical Society
of Japan

⽇本天⽂学会 64巻5号 
2012年10⽉ 

12016 ⾕⽣道⼀、⻄村勝之
Analysis of the phospholipase C-δ1 pleckstrin homology
domain using Native polyacrylamide gel electrophoresis

Analytical
Biochemistry

431巻2号9⾴(106〜114） 
2012年12⽉

12017
⼟居明広、柳楽央⾄、川勝
望、紀基樹、永井洋、浅⽥圭
⼀

Kiloparsec-scale Radio Structures in Narrow-line Seyfert
1Galaxies

The Astrophysical
Journal

American Astronomical Society
760巻1号 2012年11⽉

12018
S.Mayama,J.Hashimoto,
T.Muto, T.Tsukagoshi,
N.Kusakabe

Subaru Imaging of Asymmetric Features in a Transitional
Disk in Upper Scorpius

The Astrophysical
Journal IOP Publishing 2012年11⽉

12019 森⽥ 理仁 待ち合わせにおけるヒトの挨拶⾏動の性差：⽇本におけ
るフィールド調査

Journal of Human
Ergology

⼈類動態学会 40巻1-2号(79〜
83) 
2012年12⽉

12020 ⻑⾕川眞理⼦、⼭道真⼈ 「保全⽣態学研究」の掲載論⽂に⾒られる研究対象の偏
り 保全⽣態学研究 ⽇本⽣態学会17巻2号12⾴(199

〜210) 2012年11⽉

12021
Takuya Sasaki, Kaoru Beppu,
Kenji F.Tanaka, Yugo
Fukazawa, Ryuichi Shigemoto,
Ko Mastui

Application of an optogenetic byway for perturbing
neuronal activity via glial photostimulation

Proceedings of the
National Academy of
Sciences of the United
States of America

National Academy of Sciences
of the United States of America
109巻50号(20720〜20725) 
2012年12⽉

12022
Yoko Satta,Yoshiki Yasukochi,
Toshifumi Kurosaki, Masaaki
Yoneda, Hiroko Koike

ニホンツキノワグマにおけるMHCクラスII DQBの多様性 BMC Evolutionary
Biology 12巻230号 

2012年11⽉

12023
Kenji Yamada, Atsushi J
Nagano, Momoko Nishina,
Ikuko Hara-Nishimura, Mikio
Nishimura

⼆つのERボディ特異的な膜タンパク質の同定 Plant Physiology
American Society of Plant
Biologists          
    161巻1号(108〜120)
      2013年1⽉

12024
Timotheus Budisantoso,
Harumi Harada, Naomi
Kamasawa, Yugo Fukazawa, シナプス間隙におけるグルタミン酸濃度推移の推定 Journal of Physiology The Physiologica Society 591

巻1号(219〜239) 2013年1⽉
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Kamasawa, Yugo Fukazawa,
Ryuichi Shigemoto, Ko Matsui

巻1号(219〜239) 2013年1⽉

12025
Dwi Wahyu Indriati, Ryuichi
Shigemoto, Naomi Kamasawa,
Ko Matsui, Andrea
Meredith,Masahiko Watanabe, 

Quantitative localization of Cav2.1(P/Q-type)voltage-
dependent calcium channels in Purkinje
cells:somatodendritic gradient and distinct somatic co-
clustering with calcium-activated potassium channels

The Journal of
Neuroscience

Society of Neuroscience Vol.33
Issue8 2013年2⽉

12026
⼟居明広、浅⽥圭⼀、藤澤健
太、永井洋、萩原喜昭、輪島
清昭、井上允

Very Long Baseline Array Imaging of Parsec-scale Radio
Emissions in Nearby Radio-quiet Narrow-line Seyfert
1Galaxies

The Astrophysical
Journal

American Astronomical Society
765巻1号 2013年3⽉1⽇

12027 Kien Nguyen, Yusheng Ji,
Shigeki Yamada

LO-MAC:Low Overhead MAC Protocol for Low Data Rate
Wireless Sensor Networks

International Journal
of Distributed Sensor
Networks

Hindawi Publishing Corporation
2013年3⽉

12028
Mikio Nishimura,  Songkui
Cui,  Yoichiro Fukao,  Shoji
Mano,   Kenji Yamada, 
Makoto Hayashi

Proteomic Analysis Reveals that the Rab GTPase
RabE1c is Involved in the Degradation of the Peroxisomal
Protein Receptor PEROXIN 7 

Journal of Biological
Chemistry

American Society for
Biochemistry and Molecular
Biology 288巻 2013年3⽉

12029

T.Yokoyama, K.Misawa,
O.Okano, C-Y Shih,
L.E.Nyquist,
J.I.Simon,M.J.Tappa,
S.Yoneda

Rb-Sr isotopic systematics of alkari-rich fragments in the
Yamato-74442LL-chondritic breccia

Earth and Planetary
Science Letters Elsevier 2013年

12030
⼟居明広、河野孝太朗、中⻄
康⼀郎、⻲野誠⼆、井上允、
秦和弘、徂徠和夫

Nuclear Radio Jet from Low-Luminosity Active Galactic
Nucleus in NGC 4258

The Astrophysical
Journal

American Astronomical Society
765巻1号 2013年3⽉1⽇

平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報 出版元等

13001 ⼤⼭ 敬三、藤⽥ 悦郎 Efficient Top-k �Document Retrieval for Long
Queries Using Term-Document Binary Matrix

IEICE
TRANSACTIONS
on Information
and Systems

電⼦情報通信学会 
E96-D巻 5号(1016〜
1028) 2013年5⽉

13002 ⽊村 暁、原 裕貴
An allometric relationship between mitotic
spindle width, spindle length, and ploidy I
Caenorhabditis elegans embryos.

Molecular
Biology of the
Cell

The American Society
for Cell Biology

13003 浅岡 美穂 Egfr signaling controls the size of the stem cell
precursor pool in the Drosophila overy

Mechanisms of
Development 国際発⽣⽣物学会

13004 ⾼野 秀路 Detection of ammonia in M51 Astronomy &
Astrophysics

ESO Headquarters,
EDP Sciences

13005 ⻄村 勝之、⾕⽣ 道⼀
Intramolecular allosteric interaction in the
phospholipase C-σ1 pleckstrin homology
domain

Biochimica et
Biophysica Acta-
Proteins and
Proteomics

Elsevier Science Ltd.

13006
村⽥ 隆、佐野 俊夫、笹部 美知⼦、野中 茂紀、
東⼭ 哲也、馳澤 盛⼀郎、 町⽥ 泰則、 ⻑⾕部
光泰

Mechanism of microtubule array expansion in
the cytokinetic phragmoplast

Nature
Communications

ネイチャージャパン株
式会社

13007 松下 敦⼦
Time disparity sensitive behavior and its neural
substrates of a pulse-type gymnotiform electric
fish, brachyhypopomus gauderio�

Journal of
Comparative
Physiology A

Springer New York,
LCC

13008 印南 秀樹、杉野 隆⼀、佐々⽊ 江理⼦
The Linkage Method:A Novel Approach for
SNP Detection and Haplotype Reconstruction
from a Single Diploid Individual Using Next-
Generation Sequence Date

Molecular
Biology and
Evolution

Oxford University
Press

13009 印南 秀樹、 江澤 潔
Competition between the sperm of a single
male can increase the evolutionary rate of
haploid expresse genes

Genetics Dartmouth Journal
Services

13010 ⽊村 暁、原 裕貴、岩淵 万⾥、⼤隅 圭太 Intranuclear DNA density affects chromosome
condensation in metazoans

Molecular
Biology of the
Cell

The American Society
for Cell Biology

13011 ⽥中 誠司、⽶⽥ 弥⽣、梅森 稔⼦、久保⽥ ⼸
⼦、滝澤 温彦、荒⽊ 弘之

Efficient �Initiation of DNA Replication in
Eukaryotes requires Dpb11/TopBP1-GINS
Interaction

Molecular and
Cellular Biology

American Society for
Microbiology

13012 井岡 邦仁、 村瀬 孔⼤ TeV-PeV Neutrinos from Low-Power Gamma-
Ray Burst Jets inside Stars

Physical Rreview
Letter

American Physical
Society

13013 野⽥ 昌晴、渓 佐知⼦、新⾕ 隆史、桜庭 寿⼀
Substrate specificity of R3 receptor-like�
protein-tyrosine phospatase subfamily toward
receptor protein-tyrosine kinases

Journal of
Biological
Chemistry

American Society for
Biochemistry and
Molecular Biology

13014 楠野 こず枝、朝⽊ 義晴、 今井 裕、⼩⼭ 友明
Distance and Proper Motion Measurement of
the Red Supergiant, PZ Cas, in VLBI H2O
Maser Astrometry

The
Astrophysical
Journal

American
Astronomical Society

13015 佐々⽊ 顕、⼭道 真⼈
Single-gene speciation with pleiotroy:Effects of
allele dominance, population size, and delayed
inheritance

Evolution Society for the Study
of Evolution

13016 Nobuharu Sako, Masumi Shimojo, Tetsuya Watanabe,
Takashi Sekii

A statistical study of coronal active events in
the north polar region

The
Astrophysical
Journal

The Astrophysical
Journal

13017 越前 功、⼭⽥ 隆⾏、 合志 清⼀ ⼈間とデバイスの感度の違いを利⽤したディス
プレイ盗撮防⽌⽅式 情報処理学会誌 情報処理学会誌

13018 伊東 貴宏、正岡 重⾏、近藤 美欧、⾦池 真理
Arene-perfluoroarene �Interactions for Cystal
Engineering of Metal Complexes:Controlled
Self-assmbly of Paddle-wheel Dimers

CystEngComm The Royal Society of
Chemistry

13019
Seiji Hitoshi, Kazuhiro Ikenaka, Hisashi Narimatsu,
Akira Togayachi, Takeshi Yoshimura, Daisuke Muraoka,
Yugo Ishino, Tomohiro Torii, Akhilesh Kumar

The Leiw X-related α1,3-fucosyItransferase,
Fut10, is required for the maintenance of stem
cell populations

The Journal of
Biological
Chemistry

American Society for
Biochemistry and
Molecular Biology

13020 Miko Nishimura, Maki Kondo, Makoto Hayashi,
Masatake Kanai

The Plastidic DEAD-box RNA Helicase 22,
HS3, is Essential for Plastid Functions Both in
Seed Development and in Seeding Growth.

Plant Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会

13021 Kohji Hizume, Masaru Yagura, Hiroyuki Araki
Concerted interaction between origin
recognition complex(ORC), nucleosomes and
replication origin DNA ensures stable ORC-
origin binding

Genes to Cells ⽇本分⼦⽣物学会

13022 井岡 邦仁、 樫⼭ 和⺒、Peter Meszaros Cosmological Fast Radio Bursts from Binary
White Dwarf Mergers

The
Astrophysical
Journal Letter

American
Astronomical Society

13023 Anjali John K, U.Suematsu, M.Kubo, D.Shiota,
S.Tsuneta

The Association of Polar Faculae with Polar
Magnetic Patches Examined with Hinode
Observations

The
Astrophysical
Journal

The Astrophysical
Journal

13024 井岡 邦仁、⽔⽥ 晃 Opening Angle of Collapsar Jets
The
Astrophysical
Journal

American
Astronomical Society
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Journal

13025
Fumikazu Miwakeichi, Makio Ishiguro, Yoshiyasu
Tamura, Yoshitaka Oku, Yasumasa Okada, Shigefumi
Yokota, Yasuhisa Fujiki

Standardization of Size, Shape and Internal
Sturcture of Spinal Cord Images:Comparison
of Three Transformation Methods

PLOS ONE
(Online-Journal)

Public Library of
Science

13026 Yunlong Feng, Gene Cheung, Wai-tian Tan, Patrick Le
Callet, Yusheng Ji

Low-Cost Eye Gaze Prediction System For
Interactive Networked Video Streaming

IEEE
Transactions on
Multimedia

IEEE Transactions on
Multimedia

13027
Toshika Ohkawa, Yuko Fukata, Miwako Yamasaki,
Taisuke Miyazaki, Norihiko Yokoi, Hiroshi Takashima,
Masahiko Watanabe, Osamu Watanabe, Masaki Fukata

Autoantibodies to epilepsy-related LGI1 in
limbic encephalitis neutralize LGI1-ADAM22
interaction and reduce synapitic AMPA
receptors

The Journal of
Neuroscience

Society for
Neuroscience

13028 Tim Byrnes, Alexey Pyrkov Entanglement generation in quantum networks
of Bose-Einstein condensates

New Journal of
Physics

Institute of
physics(IOP)

13029
印南 秀樹、Jeffrey A.Fawcett, ⾓ 友之、佐々⽊ 江
理⼦、宅野 将平、吉⽥ 健太郎、杉野 隆⼀、⼩杉
 俊⼀、夏⽬ 聡、上村愛⼦、⾼⽊ 弘樹、阿部 
晃、⽯井 尊⽣、寺内 良平 

QTL マップと集団遺伝学：イネゲノムへの応
⽤ PLoS One? Public Library of

Science

13030 越前 功、⼭⽥ 隆⾏、 合志 清⼀ ⼈間とデバイスの感度の違いを利⽤した撮影画
像からの顔検出防⽌⼿法

情報処理学会論
⽂誌 情報処理学会

13031 越前 功、⼤内 紀知、梶⼭ 朋⼦、飯⽥ 拓也 読者の印象を反映させた書籍表紙画像⽣成のた
めの⾊抽出⼿法

電⼦情報通信学
会論⽂誌 電⼦情報通信学会 

13032 Mikio Nishimura, Makoto Hayashi, Kenji Yamada, Shoji
Mano, Songkui Cui

Novel proteins interacting with peroxisomal
protein receptor PEX7 in Arabidopsis thaliana.

Plant Signaling &
Behavior

LANDES
BIOSCIENCE

13033 橋⽖ 宏達、杉本 雅則、前⽥ 泰成 ⾳響イメージングにおけるログｓテップマルチ
キャリア並みによるドップラー速度推定法

電⼦情報通信学
会論⽂誌 電⼦情報通信学会 

13034 越前 功、廣井 隆之、合志 清⼀ 超解像機能を持つHDTVの主観評価⼿法
EURASIP
Journal on Image
and Vido
Processing

The European
Association for Signal
Processing(EURASIP)

13035
Mikio Nishimura, Yoshinori Ohsumi,Wataru Sakamoto,
Makoto Hayashi, Kenji Yamada, Shoji Mano, Maki
Kondo, Kohki Yoshimoto, Kazusato Oikawa, Michitaro
Shibata?

Highly Oxidized Peroxisomes Are Selectively
Degraded via Autophagy in Arabidopsis The Plant Cell ⽇本植物⽣理学会

13036
Mikio Nishimura, Akira Nagatani, Tetsuro Mimura, Shuh-
ichi Nishikawa, Tomoki Miwa, Maki Kondo, Takanori
Nakamura, Shoji Mano

The Plant Organelles Databese 3(PODB#)
Update 2014:Integrating Electron Micrographs
and New Options for Plant Oganelle Research

Plant and Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会

13037
Kazuo Tsugane, Mika Hayashi-Tsugane, Hiroyuki
Takahara , Nisar Ahmed, Eiko Himi, Kyoko Takagi,
Shigeru Iida, Masahiko Maekawa

A Mutable Albino in Rice Reveals that
Formation of Thylakoid Membranes Requires
the SNOW-WHITE LEAF1Gene

Plant and Cell
Physiology ⽇本植物⽣理学会

平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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14001
Saran Tarnoi, Wuttipong Kumwilaisak,
Poompat Saengudomlert, Yusheng JI, C-C
Jay Kuo

QoS-aware routing for heterogeneous layered unicast
transmissions in wireless mesh networks with cooperative network
coding

EURASIP Journal on Wireless
Communications and Net

14002 ⼤川 都史⾹、佐⽵ 伸⼀郎、横井 紀
彦、深⽥ 優⼦、深⽥ 正紀

Identification and Characterization of GABA Receptor�
Autoantibodies in Autoimmune Encephalitis The Journal of Neuroscience

14003 MIN CHEULHONG, 本間 希樹、柴⽥ 克
典、廣⽥ 朋也、松本 尚⼦ Acurate parallax measurement toward the symbiotic star R Aquarii

Publications of the Astronomical
Society of Japan (⽇本天⽂学会欧
⽂誌）

14004 町⽥ 史⾨、梶⼭ 朋⼦、嶋⽥ 茂、越前
 功

SNSにおけるセンシティブデータの漏洩検知に基づく公開範囲の
設定⽅式 情報処理学会論⽂誌

14005 松⽥ 貴嗣、中村 卓司、江尻 省、堤 
雅基

New statistical analysis of the horizontal phase velocity distribution
of gravity waves observed by airglow imaging

Journal of Geophysical Research :
Atmospheres

14006 川嶋 彩夏、颯⽥ 葉⼦
Substrate-Dependent Evolution of Cytochrome P450 : Rapid
Turnover of the Detoxification-Type and Conservation of the�
Biosyntehsis-Type

PLoS one

14007 WANGLAR Chimwar, TAKAHASHI Jun,
YABE Taijiro, TAKADA Shinji

Tbx protein level critical for clock-mediated somite positioning is
regulated through interaction between Tbx and Ripply PLoS one

14008 岩⽥ 亮平、岩⾥ 琢治 RacGAP alpha-chimaerin function in development adjusts cognitive
ability in adulthood Cell Reports

14009 Hoang-Quoc NGUYEN-SON、越前 功 Anonymizing Personal Text Messages Posted in Online Social
Networks and Detecting Disclosures of Personal Information

IEICE TRANSACTIONS on
Information and Systems

14010 Erkin Kurganov, Yiming Zhou, 斎藤 茂、
富永 真琴

Heat and AITC activate green anole TRPA1 in a membrane-
delimited manner European Journal of Physiology

14011 福島 健児、川⼝ 正代司、⻑⾕部 光泰 Oriented cell division shapes carnivorous pitcher leaves of
Sarracenia purpurea Nature Communications

平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら

410



Home > 学融合推進センターの事業と活動 > 研究公募事業 > 平成27年度論⽂出版費補助実績

平成27年度論⽂出版費補助実績

管理番号 著者名 タイトル 掲載誌情報

15001 Anjali John Kaithakkal, Yoshinori Suematsu, Masahito Kubo
Photosperic Flow Field Related to the Evolution of the Sun's
Polar Magnetic Patches Observed by Hinode Solar Optical
Telescope

The Astrophysical
Journal (ApJ)

15002 ⽯⽥ 哲朗、⼩川 泰信、⾨倉 昭 Direct observations of blob deformation during a substorm Annales
Geophysicae

15003 鈴⽊ 智⼦、嶋川 ⾥澄、⼭元 萌⻩、 児⽟ 忠恭 Galaxy formation at z > 3 revealed by narrow-band selected
[OIII] Emission Line Galaxies

Astrophysical
Journal

15004 ⻄村 俊哉、⽥中 実 foxl3 is a germ cell-intrinsic factor involved in sperm-egg fate
decision in medaka ⽶科学誌 Science

15005 吉⽥ 后那、⽊下 充代、蟻川 謙太郎 Plant scents modify innate colour preference in foraging
swallowtail butterflies� Biology Letters

15006 ⽻賀 崇史、⼟居 明広、村⽥ 泰宏 Determination of Central Engine Position and Accretion Disk
Structure in NGC 4261 by Core Shift Measurements

The Astrophysical
Journal (ApJ)

15007 桜井 準也、浜名 崇、宮崎 聡、⼩宮⼭ 裕 PROPERTIES OF WEAK LENSING CLUSTERS DETECTED
ON HYPER SUPRIME-CAM'S 2.3 DEG2 FIELD

Astrophysical
Journal

15008 ⽯川 将吾、 尾上 匡房、柏川 伸成 The very wide-field gzK galaxy survey -- I. Details of the�
clustering properties of star-forming galaxies at z 〜 2

Monthly Notices of
the Royal
Astronomical
Society

15009 ⻄本 れい、加塩 ⿇紀⼦、富永 真琴 Propofol-induced pain sensation involves multiple
mechanisms in sensory neurons

Pflügers Archiv -�
European Journal of
Physiology

15010 能地 宏、宮尾 祐介 Left-corner Parsing for Dependency Grammar ⾃然⾔語処理

15011 ⼤橋 りえ、椎名伸之、⾼雄 啓三
Comprehensive behavioral analysis of RNG105(Caprin1)
heterozygous mice: Reduced social interaction and attenuated
response to novelty

Scientific Reports�

15012 Pei-Ju Chen, 松下 敦⼦、蟻川 謙太郎
Extreme spectral richness in the eye of the Common
Bluebottle butterfly, Graphium sarpedon （アオスジアゲハ複�
眼の極めて⾼い分光的多様性）

Frontiers in Ecology
and Evolution

15013 済藤 祐理⼦、今⻄ 昌俊 Near-Infrared Spectroscopy of Quasars at z〜3 and Estimates
of Their Supermassive Black Hole Masses

Publications of the
Astronomical
Society of Japan

15014
Daehyeon Oh, Satoshi Mayama, Saeko Hayashi, Masanori
Iye, Jun Hashimoto, Nobuhiko Kusakabe, Ryo Kandori,
Jungmi Kwon, Takuya Suenaga

Near-infrared imaging polarimetry of LkCa 15 : A possible
warped inner disk

Publications of the
Astronomical
Society of Japan

15015 早⽔ 桃⼦ On the existence of infinitely many universal tree-based�
networks

Journal of
Theoretical Biology

15016 ⾕⼝ 琴美、斎藤 正雄、中村 ⽂隆、⻲野 誠⼆ Implication of Formation Mechanisms of HC5N in TMC-1 as
Studied by 13C Isotopic Fractionation

The Astrophysical
Journal (ApJ)

平成28年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成24年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成23年度論⽂出版費補助実績はこちら
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16001 ⽯川 将吾、柏川 伸成、尾上 匡房 天⽂科学
The very wide-field gzK galaxy survey -- II, The�
relationship between star-forming galaxies at z〜2 and
their host haloes based upon HOD modelling Monthly
Notices of the Royal Astronomical Society

Oxford University Press

16002 早⽔ 桃⼦、福⽔ 健次 統計科学
A Characterization of Minimum Spanning Tree-like Metric
Spaces IEEE/ACM Transactions on Computational
Biology and Bioinformatics (TCBB)

IEEE, ACM

16003 都築 周作、武⽥ 直也、川⼝ 正代司 基礎⽣物
学

Strigolactone-induced putative secreted protein 1 is
required for the establishment of symbiosis by the
arbuscular mycorrhizal fungus Rhizophagus irregularis
Molecular Plant-Microbe Inteeractions

American Phytopathological
Society

16004 宇佐⾒ ⽂⼦、藤森 俊彦 基礎⽣物
学

Dynamics of planar cell polarity protein Vangl2 in the
mouse oviduct epithelium Mechanisms of Development ELSEVIER

16005 井出 雄⼀郎、 徳留 真⼀郎 宇宙科学

Combustion Characteristics of an Ammonium-Dinitramide-
Based Ionic Liquid Propellant Transaction of JSASS,
Aerospace Technology Japan_ISTS Special
Issue:Selected papers from the 30th International
Symposium on Space Technology and Science

The Internaional Symposium
on space technology and
science(ISTS), The Japan
Society for Aeronautical and
Space Sciences (JSASS)

16006 笠 嗣瑠、末永 拓也、林 左絵⼦、眞⼭ 
聡、⾅⽥ 知史 天⽂科学 High-Contrast Imaging of Intermediate-Mass Giants with

Long-Term Radial Velocity Trends Astrophysical Journal ⽶国天⽂学会

16007 ⼋⽊ 崇⾏ 情報学専
攻

⽴体⾓を⽤いた若年者、⾼齢者、脳卒中患者の静⽌⽴位
制御モデル ⽇本⽣理⼈類学会誌 ⽇本⽣理⼈類学会

16008 Yu Mao, Yusheng Ji 情報学専
攻

On Constructing Z-dimensional DIBR-Synthesized Images
Institute of Electrical and Electronics Engineers IEEE REPRINTS

16009 道⼭ 知成、 安藤 未彩希、松⽥ 有⼀、
中⻄ 康⼀郎、伊王野 ⼤介

天⽂科学
専攻

Investigating the relation between CO(3-2) and far-infrared
luminosities for nearby merging galaxies using ASTE
Publications of the Astronomical Society of Japan

⽇本天⽂学会

16010 羅ブンシュウ、中沢 信吾、岩⽥ 亮平、⽔
野 秀信、岩⾥ 琢治

遺伝学専
攻

Supernova: A Versatile Vector System for Single-Cell
Labeling and Gene Function Studies in vivo Nature
Publishing Group

シュプリンガー・ジャパン

16011 ⾕⼝ 琴美、齋藤 正雄 天⽂科学
専攻

13C lsotopic Fractionation of HC3N in Star-Forming
Regions : Low-Mass Star Forming Region L1527 and
High-Mass Star Forming Region G28.28.-0.36 The
Astrophysical Journal

American Astronomical
Society

16012 仮屋園 志帆、五條堀 淳、颯⽥ 葉⼦、寺
井 洋平

⽣命共⽣
体進化学
専攻

Acropora digitifera Encodes the Largest Known Family of
Fluorescent Proteins That-Has Persisted During the
Evolution of Acropora Species Genome Biology and
Evolution

Oxford University Press

16013

Daehyeon Oh, Yi yang, Saeko Hayashi,
Masanori Iye, Tomonori Usuda, Hideki
Takami, Jun Hashimoto, Nobuhiko Kusakabe,
Ryo Kandori, Jungmi Kwon, Takuya
Suenaga, Mayama Satoshi

天⽂科学
専攻

Resolved Near-Infrared Image of Inner Cavity in GM Aur
Transitional Disk The Astrophysical Journal Letters

学会：American Astronomical
Society/出版社：IOP
Publishing

16014 Zhi Liu, Ruijian An , Yusheng Ji 情報学専
攻

Resource Allocation and Layer Selection for Scalable
Video Streaming over Highway Vehicular Networks
Engineering Science Society, The Institute of Electronics,
Information and Communication Engineers (IEICE)

電⼦情報通信学会

16015 中林 暁男, 上野 ⽞太 統計科学
専攻

An Extension of the Ensemble Kalman Filter for Estimating
the Observation Error Covariance Matrix Based on the
Variational Bayes Method Monthly Weather Review

American Meteorological
Society

16016 Vanessa Romero, Hirofumi Nakaoka, Ituro
Inoue

遺伝学専
攻

STRUCTURE AND EVOLUTION OF THE FILAGGRIN
GENE REPEATED REGION IN PRIMATES BMC
Evolutionary Biology

Bio Med Central

16017 ⼋島 亮⼦, 印南 秀樹
⽣命共⽣
体進化学
専攻

varver : a database of microsatellite variation in
vertebrates Molecular Ecology Resources Wiley Online Library

16018
楊 毅, Oh Daehyon､末永 拓也、林 佐絵
⼦、眞⼭ 聡、早野 裕、林 正彦、表 泰
秀、髙遠 徳尚、⾼⾒ 英樹、⾅⽥ 知史

天⽂科学
専攻

Near-Infrared Imaging Polarimetry of Inner Region of GG
Tau A The Astronomical Journal

American Astronomical
Society, IOP Publishing

16019 松野 允郁, ⻘⽊ 和光 天⽂科学
専攻

Lithium in CEMP-no stars:A new constraint on the lithium
depletion mechanism in the early universe Publications of
the Astronomical Society of Japan

Oxford University Press

在学⽣ ・ 修了⽣

平成27年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成26年度論⽂出版費補助実績はこちら
平成25年度論⽂出版費補助実績はこちら
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発起⼈ ⽊村 暁 教授 （遺伝学専攻） 「研究記録（実験ノート、フィールド
ノート、調査ノートなど）」は、どのよ
うな分野の研究でも⽋かせない研究の基
本的ツールです。しかしながら、各研究
者がどのように研究記録をつけているか
は同じ分野でも個々⼈の流儀があるよう
で、ましてや異分野でどのような記録を
つけているかについて情報交換がされる
ことは少ないのが現状です。また，記録
の仕⽅についての教育も体系だって⾏わ
れることはないようです。本研究会で
は、多様な分野の研究者の集まる総研⼤
という場を活かし、「研究記録」を切り
⼝とした議論をすることで、各分野での
研究記録の位置付けや内容に関する相互
理解を深めます。また研究者をめざす⼤
学院⽣に「よい研究記録のあり⽅」につ
いて効果的な指導を⾏う⽅法を考えるこ
とを⽬的とします。

⽊村 暁 教授 （遺伝学専攻） ⼩⼭ 順⼦ 准教授 （⽇本⽂学研究専攻）

プロジェクトの概要

各分野の研究記録

Contents

News

2017年2⽉1⽇
ウェブサイトを⽴ち上げました。

Links
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伏⾒ 譲 教授 （葉⼭本部） 花⽥ 英夫 准教授 （天⽂科学専攻）

左：菊澤 律⼦ 准教授 （⽐較⽂化学専攻）
右：⽊村 暁 教授 （遺伝学専攻）
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写真1
国⽴遺伝学研究所細胞建築学研究室
教授
⽊村暁先⽣
「私流のノートの取り⽅を⾃分の研究にあわ
せてアレンジして試してみてください」と若
⼿研究者にアドバイス。

写真2：⽊村先⽣のノート

研究ノートの意義を考える①
研究ノートを研究と教育に活⽤しよう

⽣命科学研究科 遺伝学専攻 教授
遺伝学研究所 細胞建築研究室 ⽊村暁先⽣

実験の結果を記⼊したり、フィールド調査の記録をしたりと、研究ノートは研究者にとって⽋かせ
ないものです。研究ノートはとても⾝近なものですが、これまでそのあり⽅について研究分野を越
えて議論されることはほとんどありませんでした。そこで、総研⼤では、「よい研究ノートとはど
ういうものなのか」、「研究ノートを教育や研究の場にもっと活⽤しよう」など研究ノートのあり
⽅について考える研究プロジェクト「研究記録を通じて融合的研究をすすめるための研究会」が始
まりました。今回はこの研究会の発案者である国⽴遺伝学研究所細胞建築学研究室教授の⽊村暁先
⽣に、プロジェクトの⽬的や⽊村先⽣にとってのノートの意義についてうかがいました。

細胞のデザインをさぐる

⽊村先⽣の専⾨は「細胞建築学」です。細胞建築学とは、聞き慣れない⾔葉ですが、これは⽊村先
⽣が名付けたもので、分⼦が集まって細胞が組み⽴てられることを意味します。「細胞にはさまざ
まな種類があり、細胞内には核やミトコンドリアなどの細胞内⼩器官があります。どの細胞もサイ
ズや種類に応じて⾒事なバランスで細胞内⼩器官が配置されています。細胞は⽣命の最⼩単位であ
るとともに、⾃然が作り上げた建築物と考えられるのです」と⽊村先⽣。分⼦がどうやって集まっ
て、細胞という構造体をつくり、機能するのかということを、個々の分⼦や細胞内⼩器官ではなく
細胞全体から解き明かそうとしています。センチュウという⼩さい⽣物を実験材料にして、細胞の
観察や遺伝⼦解析、コンピュータシミュレーションなどで解析しています。たとえば、微⼩管が
引っ張られる⼒を計算することで、細胞分裂のときに現れる紡錘体の⻑さが細胞の⼤きさに応じて
調節されるしくみを明らかにしました。「細胞が形作られるしくみをなるべく単純なメカニズムで
説明したいのです」と⽊村先⽣は話します。細胞のしくみの解明に⼒学の視点でアプローチすると
いうユニークな研究です。

毎⽇論⽂を書いているようなもの

さて、⽊村先⽣はどのように研究の記録をとっているのでしょうか。早速、ノートを⾒せてもらい
ました。⽊村先⽣の⼿にあるのはA4版の⿊い表紙のノートです（写真1）。これは市販の研究⽤の
ノートだそうです。「私のノートは、毎⽇論⽂を書いているようなものです」と話すように、ノー

トの構成は論⽂と同じようになっていて、「タイト
ル」、「⽇付」、「⽬的」、「⽅法」、「結果」、「考
察」などの事項が箇条書きで⽰されています。そのた
め、第3者でも⼀⾒するだけで、実験の内容を論理的に
理解することができます。⽬的に加え、研究の「背景」
や「基礎情報」も書いてありますので、⾃分がどうして
この実験をしなければならないのかをすぐにつかむこと
ができます。煩雑な実験になるほど、操作に気をとられ
がちですが、ノートを⾒返せばすぐに⽬的を思い出すこ
とができ、実験内容を客観的に理解することができま
す。

さらには、
「操作成功の
基準」、「実
験成功の基
準」、「実験
成功の場合の
次の実験」、
「結果の予想
と対策」と
いった⼀般的
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実験の⽬的や結果の予測などびっしりと記録
してある

なノートには
⾒慣れない事
項も記録され
ています（写真2）。「ノートには実験の条件やサンプルのロットなど細かい情報を記録します
が、さらに実験の基準や対照を詳細に書く点が特徴です。記録する事項が⾮常に多くて⼤変だし、
時間がかかると思われるかもしれません。でも、ノートを書くことでデータを得るために必要な条
件が絞られるので、結果的には無駄な実験をしなくてすみます。実験のトータルの時間は変わりま
せんよ」と⽊村先⽣は話します。

実験では、対照（コントロール）や基準（クライテリア）をどう設定するのかが⼤変重要です。実
験で⼀⾒良さそうな結果がでたとしても、対照や基準がきちんと定められた実験でなければ、その
結果の解釈を誤ってしまうからです。実験の成功のカギをにぎるのは、対照をどうおくか、サンプ
ルの種類はどれくらいにするか、実験を何回繰り返すのかといった、実験の組み⽴て⽅なのです。
実験を組み⽴てる⼒はすぐに⾝につくものではありませんが、ノートを書くことでそのセンスが磨
かれます。

ノートは実験を記録するのではなく、考えることと結び付けられるようになっていて、研究⼒に不
可⽋な科学的な思考の訓練や論⽂の書き⽅の練習になります。ノートには実験記録と研究⼒の向上
というふたつの⽬的があります。

恩師の指導がきっかけ

⽊村先⽣がこのようなノートの書き⽅に⾄ったきっかけは、学⽣時代の体験によるものです。指導
教官である東京⼤学の堀越正美先⽣からノートのつくりかたを徹底的に指導されました。研究室に
⼊るとまず「⾃然科学⼊⾨」というテキストのコピーを配られました。堀越先⽣の恩師である⽔野
傳⼀先⽣が書かれたもので、研究者の⼼構えが詳しく書いてあります。このテキストをもとに指導
を受けました。先⽣からは、研究ノートは結果の再現性が⼀番の⽬的である、ノートを書くときは
⾃分がどういうつもりで実験を始めたのかを常に⾃覚するために⽬的を書くこと、実験に対する考
察や反省を細かく書くこと、次の実験への計画まで盛り込んでストーリー性を持たせること、など
を教わりました。

続いて「ピペットの検定」、「びん洗い」「試薬づくり」のプロトコールを書き、実⾏するという
課題が出ました。たとえば、5 mol/LのNaCl溶液を調製するという課題では、溶液を調製する⽅法
だけでなく、できあがった溶液の濃度が正しいかどうかをどう検証するかまで事前に記録する必要
がありました。実験操作そのものは簡単なはずですが、指導教官に何度もノートを⾒せて、お互い
が納得してはじめて実際の実験にすすみます。ずいぶん考え、先⽣と議論するうちに、実験の組み
⽴ては結果の予測をしながら⾏うこと、そして信⽤できる実験結果を得るためには、実験のクライ
テリア（基準）やコントロールの考え⽅が重要なことがわかってきました。

「毎⽇きちんと実験ノートを書いていれば、論⽂執筆を含め、研究全体のトレーニングになるとい
う考え⽅を学びました。この体験から、ノートは研究者を養成するための教育ツールになると確信
しています」と⽊村先⽣は話します。

研究分野が違うとノートも違う

「私が先⽣から教わったノートのとり⽅は、やり続ければ必ず研究の⼒が⾝につくので、この考え
⽅を広めたいと考えています。そのときに他の分野の研究ではノートをどのようにとっているのだ
ろうかと疑問に思いました」と⽊村先⽣は続けます。そこで、⼯学系や情報系など⽊村先⽣とは異
なる分野の研究者に研究ノートについて尋ねてみました。すると研究者によってノートの考え⽅が
違うことを知り、驚きました。

研究ノートは、研究をするのには⽋かせないツールであることは、どの分野においても共通です
が、ノートの作り⽅はそれぞれ個⼈の流儀があります。⽊村先⽣のように指導教官から指導を受け
た⼈もいれば、全くの⾃⼰流の研究者もいます。また、⽊村先⽣のように実験が中⼼の研究者もい
れば、⽂系の研究者のように実験をせずに過去の⽂献などから研究の材料を得ている⼈もいます。
このように研究のアプローチの違う研究者のノートにはどんな違いがあるのでしょう。また、⽊村
先⽣のノートの取り⽅は他の分野の研究でも有効なのでしょうか。

「これまで、他の分野の研究者と研究の記録についての情報交換をする場はほとんどありませんで
した。そこで、いろんな分野の研究者とよい研究ノートとはどんなものなのか議論したいと思った
のです」と⽊村先⽣は「研究記録を通じて融合的研究をすすめるための研究会」を発⾜した理由を
語ります。どの研究分野でも共通する研究ノートを切り⼝として議論をすることは、異分野の相互
理解を深めることにつながると⽊村先⽣ら研究会メンバーは考えています。また、議論の成果を、
研究者をめざす⼤学院⽣などへの効果的な指導⽅法につなげていくのが⽬的です。「IT技術が⽬覚
ましく進化していますから、記録の仕⽅も電⼦記録に変わっていく可能性があります。電⼦化が進
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めば、研究記録を容易に公開することができ、科学のありかたが変わるかもしれません。新しい科
学のあり⽅も模索していければいいですね」と⽊村先⽣は最後につけ加えました。

まとめ：⽊村先⽣のノート
⽬的、⽅法、結果、考察をすべて記⼊。
クライテリア（基準）とコントロール（対照）を明確に。
論⽂を書くつもりで、ストーリー性のあるノートづくり。
研究のトレーニングにノートを活⽤。

（⽂/佐藤成美）
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写真1：⽇本⽂学研究専攻准教授⼩⼭
順⼦先⽣
「試⾏錯誤を経て、2年半ほど前にこのノート
のスタイルに落ち着きました。」

研究ノートの意義を考える②
記録は未来の⾃分が⾒るためのもの

⽂化科学研究科 ⽇本⽂学研究専攻 准教授
国⽂学研究資料館研究部 ⼩⼭順⼦先⽣

総研⼤⽇本⽂学研究専攻（国⽂学研究資料館）准教授の⼩⼭順⼦先⽣は、古典⽂学を研究していま
す。古典⽂学を読み解くための研究のノートは、実験科学を中⼼とする理系の研究ノートと考え⽅
が⼤きく異なります。

和歌の表現から探る古典の世界

⼩⼭先⽣は、『新古今和歌集』を中⼼に鎌倉時代や室町時代の和歌の解釈や表現を研究していま
す。『新古今和歌集』は、鎌倉時代に後⿃⽻上皇の下命による勅撰和歌集で、約2000⾸の和歌が
収められています。新古今調といわれる絵画的、物語的な歌⾵をもち、本歌取り、体⾔⽌め、七五
調の初句切れや三句切れなどの表現が多く使われていることが特徴です。

⼩⼭先⽣は、古い歌を取り⼊れて新しく作歌する「本歌取り」という表現を⼿掛かりに、作者の意
図や意味を読み解きます。「鎌倉時代の⼈が、それ以前の古典をどう使って和歌を詠んだのでしょ
う。私の研究は謎解きをする推理⼩説のようなものかもしれません」と⼩⼭先⽣はいいます。和歌
のある表現に着⽬し、その解釈が仮説となります。その仮説をさまざまな⽂献や資料から裏付けて
いくので、研究を進めることはまるで謎を解くための証拠集めのようなのです。

和歌が書かれた当時の⽂化背景を紐解く必要がありますし、和歌が作られた時代よりさらに過去に
遡って⽂学史の流れの中で考える必要もあります。また、後世の⼈がどう和歌を解釈したのかと
いった資料や先⾏研究を調べる必要もあります。断⽚的な情報を集め、積み重ねることで研究を進
めます。そのため、研究は資料探しや、みつけた資料の調査が中⼼です。

研究ノートは個⼈のもの

⽂学の研究においても、もちろん研究ノートを使いますし、ノートが研究に⽋かせないものである
ことはほかの分野と変わりません。ただ、⽂学の研究はあくまで個⼈で⾏い、⼀つのテーマを複数
の⼈が調査・検討するような共同研究をすることはほとんどありません。そのため、研究ノートは
あくまでも個⼈のためのものです。「他⼈のノートを⾒たことも⾃分のノートをだれかに⾒せたこ
ともないです。ノートの体裁や書き⽅のきまりはなく、ノートの取り⽅を指導されたことないです

ね。どの研究者も⾃分が研究しやすいスタイルでノート
を活⽤していると思います」と⼩⼭先⽣はノートについ
て話します。

⼩⼭先⽣の場合は、調査⽤と⽂献整理⽤の2種類のノー
トを使っています。昔に書かれた資料は⽇本各地の図書
館や資料館などに保存されています。資料は古くて貴重
なものが多いので、持ち出すことはできません。そこ
で、直接現地へ赴き、閲覧します。調査⽤ノートはこの
ような調査をするときに使います。⽂献整理⽤ノートは、作品の本⽂、調査した例、先⾏研究など
関連の論⽂や学術書の内容を整理するために使います。

鉛筆で縦書きが基本

調査⽤のノートはB5版のルーズリーフを使い、鉛筆で縦
書きというスタイルが基本です。図書館などに保管され
ている古い資料は、資料を傷めるので、コピーをするこ
とが許されません。また、写真撮影も基本的にはできま
せん。そのため、調査では資料から必要な事項をノート
に書き写します。資料を汚さないようにインクの⼊った
ペンの使⽤も禁⽌されている場合が多いので、鉛筆で記
録します。また、⽇本⽂学は縦書きなので、縦書きで書
き写します。横書きにすると、記述の仕⽅が変わるので
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写真2：⼩⼭先⽣のノート
上：調査⽤ノート（縦書き）
下：⽂献整理⽤ノート（横書き）

写真3：拾遺和歌集の写本の複製を⼿
にする⼩⼭先⽣
「⽂献を調査する際には、サイズや表紙の情
報なども細かく記録します。」

正確性に⽋けることもあります。

「頻繁に参照できない資料もありますから、調査にいっ
たらわかる情報を書き写せるものはすべて書きます。で
きるだけたくさんの資料を⾒たいのですが、1⽇10点ぐ
らいが限度です。資料によっては、数⽇かかっても1点
しか記録できないこともあります」。

個⼈の写真撮影は禁⽌されていても、専⾨業者の撮影な
ら許可される場合もあります。そういうときは撮影をお
願いし、その写真を印刷したものをファイルに綴じてお
きます。写真があっても、その資料はどんな紙を使って
いるのか、どんな装飾が施されていたのかといった細か
い情報まで、⾒たことはすべて記録します。

ルーズリーフを使うのは、時系列ごとに記録する必要がなく、関連の記録をひとまとめにしたいか
らです。いくつもの資料を調査するときに、テーマごとに何冊ものノートを出張先に持っていくの
は⼤変です。そこで「これさえあればいい」ように記録したものをファイルでまとめるようにしま
した。また、このスタイルなら、後から記録を付け⾜すことも容易です。

カードも兼ねるノート

もう⼀⽅のノートは、記録や資料を調べてわかった情報、現代の本や先⾏研究からの情報を調べて
まとめるもので、検索できるカードの役割も持たせています。ルーズリーフを⽤いるのは調査⽤と
同じですが、こちらはA5版横書きで、ペンも使います。ノートには、参考書を調べて、必要な事項
を記録したページもあれば、論⽂の必要な個所をコピーしたものを張り付けたページもあります。

⽂学の研究では、先⾏研究を把握することがとても重要です。そこで、関連の⽂献を集めるのです
が、時間がたてば⽂献はたまります。「最新の研究以外の⽂献は処分すればよいと思うかもしれま
せんが、⽂学研究では古い研究でも価値があり、研究するにはどの⽂献も必要なのです」。⼩⼭先
⽣の場合、50〜100年前の研究も重要な資料です。

研究を効率よく進めるためには、どんどんたまる⽂献を整理していかなければなりません。これは
どの研究者も頭を悩ませているといいます。以前は必要な⽂献がどこにいったかわからなくなり、
何度もコピーしなおしたこともありました。そこでひとつの論⽂を執筆するのに必要な資料のコ
ピーはすべて1冊のファイルにまとめることにしたのです。インデックスをつけ、検索しやすいよ
うにしました。A5版は、A6版のカードより少し⼤きく、B5版などのノートより少し⼩さいサイズ
です。B5版やA6版のサイズも試したのですが、A5版が⼩⼭先⽣にとって使いやすいサイズでし
た。

ノートは未来の⾃分が使うもの

「ノートに必要なのは、正確なこと、検索できること、
保存できること、の3点です」と⼩⼭先⽣はいいます。
例えば漢字とかなの違いなどでも正確に記録しないと
誤った説を⽣むことにもなりかねず、研究の信頼性にも
関わってきます。集められた記録は、インデクッスや
ファイルの⾊などに⼯夫をし、検索しやすいようにして
います。

「この3つの条件を満たすには、パソコンが⼀番なので
すが、私は今のところ、紙を⽤いています。今後、ファ
イルを電⼦化するなど、⼈によってスタイルは変わって
くるかもしれません。ただ、どういうやりかたをしよう
とも研究のよしあしは個⼈の能⼒しだい。⽂学の分野で
全てが電⼦化を迫られることはないと思います」。

研究を続け、経験を積むことによって、研究者独⾃のノートの使い⽅ができてきます。⼩⼭先⽣も
このノートのスタイルにたどり着くまでは試⾏錯誤の繰り返しでした。「研究に必要な情報さえ
⼊っていれば、どんなやり⽅でもよいのではないでしょうか。⾃分の研究にとって、ベストなノー
トの使い⽅を模索し続けることが必要だと思います」と⼩⼭先⽣はいいます。また⽂学研究におい
ては、ノートの記録⾃体が⼤切な資料となります。つまり、あるノートの記録はそのときにだけ必
要なわけではなく、その後の研究にも必要です。「ノートは未来の⾃分も参照するもの。残してお
くことを常に意識して記録をとるべきです」と⼩⼭先⽣は強調します。

「⽂学の研究は、世の中にあまり役に⽴たないとよく⾔われますが、けっして楽しいからだけでや
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るものではありません。研究の意義を⾒失うことなく、進めてほしいですね。⾃分が選んだ道です
からどんなにつらくても腹をくくって、がんばってほしいです」と最後に若⼿研究者に向けてメッ
セージをいただきました。

まとめ：⼩⼭先⽣のノート
特に形式は決まっていない。
正確さ、検索性、保存性を重視。
ノートの記録は資料として残す。
時系列ではなく、研究テーマごとにファイルにまとめる。

（⽂/佐藤成美）
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議事録の例
RSAT／VRADミッション検討会（重⼒場デー
タ）議事録の⼀部。
このミッションにはNASAが協⼒し、⽉周回衛

私の研究ノート
天⽂科学専攻 准教授
国⽴天⽂台 RISE⽉惑星探査検討室 花⽥英夫先⽣

花⽥英夫さんは⽉周回衛星「かぐや」のミッションで⽉重⼒探査の主任研究員を務めました。その
プロジェクトで作成した研究ノートを紹介します。

──研究分野は惑星測地学です。

「地球の重⼒測定から⽉の重⼒測定へ研究を進めてきま
した。最近は“測⽉学”といって、⽉の重⼒分布などから
内部構造を調べて、⽉の起源や進化を解明しようとして
います。1996年から始まったRISE⽉探査プロジェクト
では、⽉周回衛星「かぐや」を使って⽉の裏側の重⼒分
布をはじめて探査しました。そして、表側とは内部構造
が⼤きく異なり、地殻ができた当時の温度が違い、した
がって固さが違う可能性を⽰しました。この観測をする
ための⼿法や装置の開発も⾏いました」

──どんな研究ノートを使っていましたか？

「基本ツールはA4サイズの⽩紙です。そこに、プロジェクトのすべての記録、開発スケジュールか
ら、ミーティングの議事録や参考資料、観測⼿法・機器開発のアイデアなどを書き込み、また図⾯
や装置の⾒積書・注⽂書はコピーをとって、さらに⼿紙・ファックス・メール、論⽂の原稿まで
を、当初は分類しないで⽇時順に重ねていきファイルしていました。ですから、プロジェクトで共
有する研究ノートということになります。

「かぐや」は⼤きなミッションなので、14の観測装置（プロジェクト）に分かれていました。重⼒
探査プロジェクトのメンバーは約70⼈。総研⼤の基盤機関（国⽴天⽂台とJAXA宇宙科学研究本
部）の研究者だけでなく、他⼤学やメーカーの研究者・技術者、それに⼤学院⽣が参加し、観測機
器の設計と開発、ソフトウエアの開発、運⽤など、多くのグループで構成されていました。プロ
ジェクトの原動⼒となったのは、グループごとのミーティングやグループ間の調整会議、全体会議
といったさまざまな会合です。それぞれで議論を重ね、合意した結果にもとづいて次のステージに
移るという繰り返しでプロジェクトを進めていきます。

これらの会合ではかならず議事録が作成されました。打ち合わせは並⾏して開かれていて、週に数
回もありましたから、議事録は研究ノートのコアをなす重要な記録でした。また、議事録にはその
都度分厚い資料がついているので、どんどんたまっていきました。

議事録をしっかりとるということは私のまわりの研究ではそれまでなかった習慣でしたが、「かぐ
や」のプロジェクトに倣って、天⽂台の他の研究にも取り⼊れられるようになりました」

──議事録の作成者は？

「私が書くこともあるし、ほかの⼈がまとめることもあ
りました。学⽣にやらせたこともあり、これはいい勉強
になったと思います。

ミーティングなどで出た意⾒や議論、決定事項はその場
でメモをとっておき、後で要点をA4版1、2枚にまとめ
て議事録の形にします。フォーマットは書く⼈によって
違いますが、⽇時、場所、出席者、配布資料、議題、議
事内容は必須です。ミーティングでのメモは⼿書きで
あっても、議事録はパソコンで作成するのが普通でし
た。

議事録を作成するこの過程は、学⽣にとって、思考を整
理する恰好の訓練になります。ときには論⽂のテーマを
⾒いだすきっかけになるかもしれません。ちなみに国⽴
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星からの電波を受信したことがわかる。

花⽥先⽣のアイデアのメモ
⽉の重⼒分布を観測する「かぐや」のミッ
ションでは、VLBI（超⻑基線電波⼲渉法）の
⼿法によって⼦衛星（VRAD-1とVRAD-2）
から発信される複数の周波数の電波（S-1と
S-2）を地上のアンテナで受けると、電離⼤気
によって周波数ごとに電波の遅れる影響が異
なることを計算している。

スケジュール表の例

アクションアイテム・リスト
次の会議で解決したものは■、未解決のものは
□として残し、解決するまで消えない。

天⽂台では、これまで2名の総研⼤⽣が「かぐや」の⽉
重⼒計測プロジェクトに参加しており、⽉探査機のVLBI
観測の研究で博⼠号を取得しています」

──アイデアのメモとは？

「ミーティングですべての議題が決まるわけではありま
せん。結論が出ないままの議題もあります。なかには個
⼈レベルでじっくり考えないと答えが出てこないような
議題もあり、持ち帰って⾮公式な場で検討することがあ
りました。それも、頭の中で考えているだけではどうし
ても進まない。書いてみると、思考が整理されていきま
す。最後の⼿段は頭と⼿ですね。これがアイデアのメモ
で、ここは個⼈の研究ノートの性格を帯びてきます。こ
れも整理してプロジェクトの研究ノートに加えていま
す。いろいろな⼈がアイデアのメモを書くので、これも
結構な量になります」

──プロジェクトの運営には時間の管理も重要です。

「最初にプロジェクトの全期間にわたるスケジュールを
⽴て、どのようなことを進めていくのかを書き込んだス
ケジュール表を作成します。そして、⼀定期間ごと、⼤
きくは四半期ごとにどの段階にいるのか、予定通りに進
んでいるかを確認し、修正が必要なときは調整します。

⽇常的な作業についても年間計画を⽴て、⽉ごと、さら
に週ごとに⾒直して検討しました。

スケジュール管理は研究計画を意識することにつながり
ます。これによって、計画性を養うことができますね」

「管理ツールとしては、アクションアイテムも使ってい
ました。会議では毎回、⼤量のアクションアイテムが出
てきます。これは、いわば「宿題」。あまりためすぎる
と、プロジェクトの進⾏に⽀障をきたしますので、程よ
く解決していく必要があります」

──研究ノートはどのように活⽤していますか？

「議事録には、あるテーマについて、こういう意⾒が出たとか、こういう紹介があったということ
を書いています。それを後で⾒直して、検討することは多かったですね。

もちろん、アイデアのメモもその場限りで終わらせるわけではなく、検討を続けていきますから、
それがブレークスルーにつながることもありました。

研究ノートにはプロジェクトの全記録が残るわけですから、プロジェクトの歴史を正確にたどるこ
とができます。先に上で述べたような研究計画の整理（スケジュール表）、学⽣の教育（議事録の
経験）以外に、アーカイブとしての価値も⾼いと思います。また、研究ノートをプロジェクトで共
有することによって、データの捏造を防ぐこともできると思います」
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研究ノートのファイルを並べた書架
順不同で⽬的のものをすばやく取り出せるよ
うに、１冊ずつ⾊分けして、箱に⼊れて分類
されている。

プログラムの基礎となった計算メモ
⼦衛星から発信される電波は、異なる周波数
を⽤いることによって電離層での影響を補正
する必要がある。そのためのプログラムの基
礎となったもの。

──研究ノートの保存と管理法は？

「研究ノートが膨⼤な量になると、過去の記録を⾒直そ
うとしたとき、時間が経てば経つほど⽬的のものを探し
出すのに苦労するようになりました。検索が容易にでき
るようにしたい。そこで、時系列だけでなく、出所に
よって分類してからファイリングするようになりまし
た。「かぐや」ではプロジェクトごとに分ける、また観
測機器ごとに分ける、会議の種類によっても分けるな
ど、分類⽅法を年々改良していきました」

「ファイルの保存⽅法が⼤きく変わったきっかけは
2011年の東⽇本⼤震災でした。本棚が全部倒れてしま
い、その整理にかなりの時間をとられました。紙のまま
保存しておくと災害時に失われる危険があると気づき、
PDFにすることにしました。PDF化すると、分類もしやすくなりますし、検索も容易になります。
PDFにした元の⽂書は⼀定期間後には廃棄するようにしたので、今では紙のものはほとんど残って
いません」

──観測結果を研究ノートに⼊れることは？

「観測データは個⼈では扱えないほどの量になりますか
ら、研究ノートでは整理することができません。すべて
サーバーに保存しています。観測⽇時なども記録されま
すから、検索も容易です。解析データも同様で、天⽂学
の世界ではほとんどがデジタルで保存されています。

ただし、観測に⾄るまでの基礎データ、プログラムなど
は研究ノートに記録されています」

──今後はさらに電⼦化が進むのでしょうか？

「PDF化すれば、すべての記録をプロジェクトのサーバーに保管することができます。議事録の作
成にしても、私は得意ではありませんが、ミーティングの場でパソコンを使って打ち込んで作成し
てしまう。ホワイトボードに書いた図⾯なども、スマホを使って撮影すれば、元からペーパーレス
にすることができます。

ですが、私が⼼がけているのは、会議の趣旨や結論をより的確に理解してもらうため、議題をより
整理して書くようにしています。会議の場でははっきり⾔えていなかった意⾒も、こちらで想定し
て、強調して書いています。それは、パソコンで打ち込む過程でもできることですし、後で読み直
して修正したり書き⾜したりすることでもできると思います。議事録は参加者全員に内容を確認し
てもらうので、書く⼈によって捏造されることはありません」

──では、捏造の問題はおこらない？

「この分野でもないとはいえません。ただ、それがどの段階で起きるかというと、たぶん論⽂にす
る段階でしょう。データを使って論⽂にするのは個⼈で、どんなデータをどのように使っているか
はブラックボックスです。その段階で不正をしようとしたらできてしまう。もちろん、査読などの
段階で⾒破られると思いますが。天⽂の分野は、観測された⽣データは、そのままでは何も⾒えな
いので、捏造のしようがない。そこが⽣物分野との⼤きな違いです」

──この研究ノートは異分野との融合にも役⽴ちます。

「私たちの研究ノートは、ごく⼀部の機密書類を除いて、グループの中のメンバーが⾃由に⾒られ
るようになっています。これまで外部の⼈に公開したことはありませんが、グループの研究ノート
としてきわめて客観的に記録していますから、汎⽤性が⾼い。他の分野の⼈が⾒ても参考になると
思います」
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研究ノートのコアは議事録とスケジュール表
議事録作成は思考過程を養う訓練に最適
アイデアを発掘する糧になる
活⽤するには検索しやすさも重要

（⽂/佐藤成美）
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写真1：伏⾒先⽣
先⽣の前の左にあるのが卒業⽣のノート、右
がアメリカのラボノート

写真2：埼⽟⼤学の卒業⽣のノート
研究室にいた間の実験ノートを1冊にまとめて
ある。

研究ノートの意義を考える③
研究を管理し、知的財産権を守る

総合研究⼤学院⼤学 教授
埼⽟⼤学名誉教授 伏⾒譲先⽣

総研⼤教授の伏⾒譲先⽣は、研究ノートは知的財産権を守るための重要な資料としてとらえていま
す。研究を管理するためにも必要で、今後はいっそう重要性が⾼まるといいます。さて、伏⾒先⽣
のノートはどんなものなのでしょうか。

2年後の⾃分に「伝える」

伏⾒先⽣（写真1）の専⾨は、⽣物物理学です。物理か
ら⽣物物理、さらに分⼦⽣物学へと研究の幅を広げてき
ました。「化学、⽣化学や分⼦⽣物学の分野では、ラボ
ワークに使うノートという意味で、研究ノートを『ラボ
ノート』という場合が多いです」と伏⾒先⽣は分厚い
ノートを⾒せてくれました。先⽣が指導した卒業⽣のも
ので、⼤学ノート5冊を製本したもの3つの内の⼀つです
（写真2）。伏⾒先⽣が以前在職されていた埼⽟⼤学の
研究室では、学⽣にノートを配り、ラボノートとして
使ってもらいました。卒業後に、そのノート5冊ほどを
単位として1冊に製本し、研究室で保管していました。
伏⾒先⽣が在職したころの⼤学院には修⼠課程しかな
く、2年で卒業すると、次の学⽣に研究を引き継いでも
らわなければなりません。4⽉に新しくきた学⽣は、このノートを⾒て、これまでの研究を理解
し、研究の続きを始めます。「2年後の⾃分に伝える気持ちで記録するようにと学⽣を指導しまし
た」。

ラボノートは形式が決まっています。A4版の⼤学ノートを使い、右半分のページに実験⽅法や結果
などを記⼊し、左半分のページは⽩紙にしておきます。実験室のすべてのことをラボノートに記⼊
することになっており、左半分のページをメモ書きに使います。また、記録をなくしたり、持ち
去ったりしないように、ルーズリーフやレポート⽤紙などをノートに使うことは禁⽌されていま

す。⽷で綴じたノートを使い、最初に各ページに通し番
号をふっておくので、ノートのページを破ればすぐにわ
かります。⻄暦で⽇付を記⼊し、その⽇の内に書くこと
が原則。後からそのページに書き⾜すことはできないよ
うに、ページの空欄にはバツ印をつけておきます。これ
はノートの改ざんを防ぐためです。本来は、ボールペン
か万年筆で記⼊すべきなのですが、伏⾒先⽣の研究室で
は鉛筆による記⼊も認めていました。第三者に内容を確
認してもらうことも必要で、伏⾒先⽣は毎週⾏う学⽣と
のミーティングでノートをチェックしていたそうです。

知財になることを重視

伏⾒先⽣は、東京⼤学⼤学院の学⽣だったときに、指導教官の和⽥昭允先⽣からこのノートの書き
⽅を指導されました。ノートの形式は和⽥先⽣がハーバード⼤学に留学した時に学んできたものの
ようです。「和⽥先⽣がこのノートの形式にした理由は、研究成果の知的財産権（知財）を重視し
たからなのです。研究室では、ラボノートは後輩に研究を伝えることを主な⽬的にして、書き⽅を
⾝に着けてもらいました。実際の研究現場では、知財を守るうえでラボノートはとても重要です」
と伏⾒先⽣は続けます。

「⽇本では研究を基礎と応⽤のひとつの軸として表すことが多いのですが、科学を、純粋と応⽤、
基礎と末梢の⼆つの軸で表し、おたがいにつながっていると考えるべき」と伏⾒先⽣はいいます。
社会に近い、つまり商品などになるのが応⽤末梢科学です。社会にいちばん遠いのは、知識や原理
を探求する純粋基礎科学と思われがちですが、「基礎」の本質からして、特に化学や分⼦⽣物学分
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野では、純粋基礎科学は応⽤基礎科学に直結することが多く（例：iPS細胞）、応⽤研究や商業的な
利益につながり、知財になる可能性があります。そこで、アメリカではどんな研究であろうと、特
許をとるのは当たりまえと考えられ、早くから知財を重視していたのです。

命の次に⼤事なラボノート

2013年まで、アメリカの特許制度は「先発明主義」でした。アメリカ以外の国は、「先願主義」
で、最初に出願した⼈に特許権が与えられますが、先発明主義では、最初に発明をした⼈に特許権
を与えます。つまり、発明者が特許を出願しても、先に発明した⼈がいれば、出願⽇に関わらず最
初の発明者に特許権が与えられるということです。そのため、発明者は、発明した⽇を⽴証できる
ようにしておかなければなりません。

研究者にとっては、それは⼤きな負担なので、研究者が研究活動の内容を記録し、第三者による確
認をとるためのラボノートの形式が考案されました。ラボノートは、研究者の重要な財産となると
ともに、研究成果を知的財産権として保護する際の重要な証拠資料にもなります。

今から35年ほど前、伏⾒先⽣は、ゲノム解析の実験で広く使われているDNAシーケンサーという
分析機器のアイデアを発⾒し、技官と修⼠の学⽣1名とともにアイデアの実証実験に成功しまし
た。⽇本が知財を重視するようになったのは1990年代になってからで、そのころは⼤学の研究者
に特許は関係ないという⾵潮がありました。しかしカリフォルニア⼯科⼤学からDNAシーケンサー
がアメリカ特許に出願され、伏⾒先⽣は特許論争に巻き込まれました。結局、DNAシーケンサーは
アメリカ側の特許となってしまいましたが、そのときノートの重要性を痛感したそうです。「研究
室新⼈にラボノートの書き⽅を教えるとき、世界でただ⼀つのデータが書かれているラボノート
は、命の次に⼤事なものだよ、と話している」と伏⾒先⽣。

アメリカの研究者に使われている市販のラボノートは、A4版のハードカバーのもので、表紙をあけ
るとノートの書き⽅や注意事項が書いてあります。結果などを記⼊するページには、すでにページ
の番号が印刷され、⽇付やサインを記⼊する場所があります。

⼤学の研究室のほか、バイオベンチャーなどもみなこれを使っています。バイオベンチャーでは、
ラボノートの著作権は個⼈にありますが、ノートの所有権は会社にあり、⾦庫に保管しているそう
です。最近では⽇本でも類似のノートが発売され、使っている研究者が増えています。

研究室のマネジメントに活⽤

今ではアメリカの先発明主義はなくなりましたが、知財やノートの重要性は変わりません。「ラボ
ノートは研究のマネジメントに有効です」と伏⾒先⽣はいいます。研究室や研究プロジェクトにお
いて、最⼤の研究成果を⽣み出すためには研究チームのマネジメントが必要です。研究室や研究プ
ロジェクトでは、教授や准教授あるいは、PI（Principal Investigator）と呼ばれるリーダーが研究
メンバーをまとめます。プロジェクトの⼈数が多くても、ラボノートを介して、研究の結果を共有
することができます。また、リーダーはだれがどんなことをどれくらいやったのかをラボノートに
よって把握できます。すると、たとえば論⽂を書くときの著者をだれにして、だれがファースト
オーサーになるのかを客観的に判断できます。ラボノートをもとに公平に評価できるので、みんな
が納得でき、研究者のモチベーションが下がることはありません。ラボノートによって、情報をお
互いに共有するだけでなく、情報を管理できるので情報漏えいを防ぐこともできます。ラボノート
を活⽤すれば、研究のマネジメントができ、よい研究成果につながります。

「アメリカでは、⼤学でも研究所でもみなこのスタイルでラボノートが使われていますが、ドイツ
では、ノートに記録せず、パソコンにいきなり⼊⼒している⼈もいました」と伏⾒先⽣は話すよう
に、今後はラボノートも電⼦化が進むかもしれません。

実際に「電⼦ラボノート」が実験機器メーカーから販売されています。パソコンに⼊⼒するので、
計算や分析が迅速にでき、実験の効率が上がります。また、内容を検索しやすいうえに、離れた場
所にいる研究者とも簡単に情報を共有できます。研究者どうしのコミュニケーションをとりやすい
⼀⽅で、他⼈が簡単に記⼊できるので、改ざんしやすく、証拠資料としての機能には不安がありま
す。「セキュリティが改善されれば、ラボノートとして使うかもしれませんが、今の時点では紙の
ノートのほうがいいですね。これから10年たっても、⼤事な証拠資料となる紙のラボノートは⽣き
残るでしょう。ただし、理論研究なら今でもワープロで⼗分です」と伏⾒先⽣は電⼦ラボノートを
評価します。

先達を知ろう

伏⾒先⽣は「⾃分の研究がどんな位置にあるかを理解し、知財の重要性を重視してほしい」と述
べ、ラボノートの重要性を強調しました。それに加え、「哲学のある研究をしてほしい」と若⼿研
究者に向けてメッセージをくれました。海外の研究者に⽇本⼈の研究論⽂は信⽤できるがおもしろ
くない、研究の哲学がないといわれることがあるのだそうです。「研究の哲学とはむずかしいです
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が、それを⾝に着けるためには、⾃分の専⾨分野の先達がいかにその分野を切り開いたのかを知る
ことです。先達の研究に対する思いや⽅法論を勉強すれば、⾃分がどんなふうに研究すればいいか
が⾒えてきます。私も尊敬する科学者「デルブリュック」、「アイゲン」、「マッハ」の伝記や⾃
伝、論⽂などを読みあさりました。⽬的意識をもって先達の⽂献などを読み解いてみてください」
と伏⾒先⽣は締めくくりました。

まとめ：伏⾒先⽣のノート
形式が決まっている。
実験室の記録はすべてノートに。
知財を守り、研究を管理する。
情報を伝え、共有する。

（⽂/佐藤成美）
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フィールドノートの束を⼿にして、「現地で
はどこに⾏くにも、ノートを⼿放しませんで
した。そのため、使いやすい⼤きさが決まっ
てきました」と菊澤先⽣（左）。「⼿書きで
克明に書かれていて、⽣の研究が伝わってき
ます」と⽊村先⽣（右）。

私の研究ノート
⽐較⽂化学専攻 准教授
国⽴⺠族学博物館 菊澤律⼦先⽣

菊澤律⼦先⽣はオーストロネシア諸⾔語の現地調査によ
る記述研究、および系統関係の研究が専⾨です。現地調
査ではフィールドノートが必需品。フィールドノートを
使った研究の進め⽅を、今回のプロジェクトの発起⼈で
ある遺伝学専攻の⽊村暁先⽣がインタビューしました。

⾔語を科学する学問分野

⽊村 ⾔語学は⽣物学を研究している私にはまさに異分野なのですが、どのようなアプローチをさ
れるのですか？

菊澤 いろいろな⾔語を話せるようになる学問だと思われがちですが、私は「⾔葉を科学する学
問」だと説明しています。話すことがマストではありません。⾔葉を対象にして、それを科学的に
分析する。その中でも記述系の研究では、現地へ⾏ってそこで話される⾔語の構造や⽂法などを調
べます。

オーストロネシア系の⾔語（太平洋に広く点在する島々とその周辺部で話される）を選んだのは、
ヨーロッパ⾔語や⽇本語とはとても違っているように思えたからです。フィールドワークに⾏きた
かったのですが、当時は学⽣が海外に⾏くのは簡単ではありませんでした。研究対象にしたフィ
ジー語の調査に出かけたのは修⼠課程に⼊ってからです。このとき、現地調査の⼤切さを痛感しま
した。⽇本では、フィジー語の⼊⾨書を⾒ても、⾳の羅列のようで、⾔葉として頭に⼊ってきませ
んでした。現地に⾏くと、覚えた単語が指すものや概念がそこにあるので、⼀瞬で⽣きた⾔葉にな
り、話せるようになりました。

⾔葉は⽂化的な背景が違うと語彙が変わってきますし、概念も違ってきますから、現地に⾏き、話
者と⼀緒に⽣活することが⼤事です。⾔語学の研究をするのだったら、無理をしてでもまずは現地
に⾏ってみなさいと、学⽣にはアドバイスしています。

フィールドノートから研究が始まる

⽊村 現地調査でフィールドノートを使われるのです
ね？

菊澤 聞き取りをしながら⾃分で書いています。書き⽅
は基本的に⾃⼰流です。⾔語データの記述の仕⽅は授業
で指導されますが、ノートの書き⽅は現地で調査しなが
ら、⾃分で編み出していきました。

フィジーの⾸都には、政府直属の⾔語⽂化研究所があ
り、当時、イギリス⼈のポール・ギャラティ先⽣がおら
れ、カンダブ島（フィジー諸島の中で4番⽬に⼤きい
島）の村への紹介状を書いてもらいました。そのとき、
「あなたのお名前は何とおっしゃいますか？」というカ
ンダブ⽅⾔での⾔い⽅も教えてもらいました。私がフィ

Contents

Links
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最初のフィールドノート（上）とその1ページ
⽬（下）（1991年）。最初はとにかく、聞こ
えたまま書いていき、⽂脈から理解した⽇本
語をつけています。

フィールドノートの書き込み（上）と固有番
号（下）。

現地まとめはじめノート
「現地まとめはじめノート」。聞き書きの中
でわかったこと、分析してみようと思ったア
イデアなどを書き留めています。

フィールドノートの記録をもとにして作成し
たKWIC*検索リスト。

* Key word in context

ジーの標準語で挨拶したら、相⼿も標準語で返してくる
ので、⽅⾔の調査ができません。⽅⾔で話しかけると、
⽅⾔が返ってきますが、最初は何を⾔っているのかわか
りませんでした。とにかく、⾔われるままに書き取り、
覚えていく。とはいっても、⾔語学的な知識はあります
から、標準語との対応で、推測はできるわけですが。

どこに現地調査に⾏くときでもそうですが、1⽇⽬と2⽇
⽬は珍しさもあって楽しいのですが、3⽇⽬の朝は「ま
たやるのか」という⾟さがあります。そこを越えると、
コミュニケーションがとれるようになり、現地の⼈も安
⼼してだんだん普通に話してくれるようになります。

⽊村 そこから本格的な調査が始まるのですね。

菊澤 はい。そこからノートに書いていく内容は、⽂や語を書きとったもの、その⽤法チェックや

⽂法チェック、録⾳した語りなど、さまざまになりま
す。その内容がそのまま⾔語データになりますから正確
でなければいけないので、⼤変な作業になります。書き
ながら⾃分で発⾳してみせ、間違っていたら直す。OK
が取れるまで何回もチェックします。また、1⼈の話者
ではなく複数から聞き取りをします。⾯⽩がって付き
合ってくれる⼈だと時間をかけられますが、⻑く続けら
れない⼈の場合は短時間で切り上げないといけない。

私はボールペンで書き起こしをしているのですが、あと
から意味を確認して鉛筆で書き⼊れたり、ほかの⾔い⽅
があることがわかると、書き添えておきます。そして、
ノートには1冊ずつ固有番号をうち、各ページにもペー
ジ番号を⼊れます。また、毎⽇、調査を始めるときに、
⽇付や場合によっては時間、さらに、協⼒してくださる
話者などの名前も書き込んでおきます。のちにパソコン
に打ち込むときに、⾏番号を⾜したものが検索するとき
に必要な固有番号になります。

こうしてこつこつと聞き書きを続けていくと、だんだん
対象となる⾔語のことがわかってきて、いろいろな単語
がどこで切れるのか、発⾳の体系はどうなっているの
か、さらに動詞の次に⽬的語が来るといった⽂型がわか
るようになります。

⽇本に帰ったら、フィールドノートの内容をすべてパソ
コンに打ち込み、データ処理ができるようにします。こ
れをもとにして、リストを作成したり、解析のためのプ
ログラムを書くこともあります。パソコンへの打ち込み
はかならず⾃分でやります。内容の⾒直しにもなります
し、⾃分の頭の中でデータをトレースしているのです
が、他⼈にやってもらうとそのプロセスが抜け落ちてし
まうからです。その中で、フィールドでは分析しきれな
かった⾔語現象が、理解できるようになることもありま
す。

ここまではデータの収集の話でしたが、収集が進むにつれて同時に頭の中で分析していきます。た
とえば、普通名詞の前には冠詞が来る、固有名詞の前に
は違う冠詞が来るといったことです。

こうした分析の過程では、メモは全部とっていきます。それを繰り返していくうちに全体像が⾒え
てくると同時に、学術的に⾯⽩そうなところが⾒つかり
ます。そこにフォーカスして、より深く調査し、論⽂の
形にまとめます。

⽊村 ⼤きなレポートのようなものを書いて、それを圧
縮して論⽂にするイメージですか？
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動詞の⽤法について、聞き取りを
しながらとったメモ。

動詞の形と⽂の構造の関係につい
て収集したデータを整理したもの

動詞の形と⽂の構造についてまと
めた修⼠論⽂の冒頭

オーストロネシア諸語の⽐較
地域 ⾔語名 数字の3 数字の5
台湾 パイワン語 təlu lima

フィリピン ボントック語 toló lima
ミクロネシア ポーンペイ語 siluh limau
ミクロネシア キリバス語 teniua nimaua
ヴァヌアツ ヴァヌアラヴァ語 nitel tafalem
フィジー マズアタ⽅⾔ ʔolu lima
サモア サモア語 tolu lima
ハワイ ハワイ語 ekolu elima

ニュージーランド マオリ語 toru rima
ラパヌイ（イースター島） ラパヌイ語 toru rima

菊澤 そうですね。圧縮するというよりは、その中の⼀部に焦点を当てて掘り下げるという感じで
す。記述研究の場合、論⽂に⼊れなくてはならない要素が決まっています。たとえば⾳韻の構造、
句の構造、複⽂の構造があって、それらの要素が全部⼊っていないといけない。私の場合、わかる
ところから埋めていって、1か所に掘り下げていき、論⽂にしています。

⾔語の変化は遺伝と共通している

記述研究では、対象となる⾔語の現在の姿に集中することが多いのですが、私の場合は、ハワイ⼤
学に留学して⽂法構造の変化を調べている研究者と出会ったことがきっかけになり、⾔語の構造が
どのように変わるのかを調べてみようと思いました。そこで、フィジーにふたたび出向き、とくに
⽂の構造が異なる5か所の⽅⾔を調べました。その後、フィジーだけでなく、もっと昔の先祖まで
遡ったらどうなるかに関⼼をもち、オーストロネシア全体を⾒るようになりました。

⽊村 それは⽂献で調べるものなのですか？

菊澤 オーストロネシアには⽂献という形での古い記録がありません。そこで、今話されている⾔
語を⽐較して、過去にはどうだったかを論理的に再構築していきます。そのために使うのは、さま
ざまな研究者が収集した現在話されている⾔語の記述データです。オーストロネシア系の⾔語の系
統関係については、これまでに⽐較的よく研究されています。

具体的な単語で、オーストロネシアの諸語を⽐べてみましょう。このとき、形が似ているかどうか
は重要ではありません。カバとクジラは、クジラとマグロより系統は近いですね。⾔語も同じなの
です。

⽊村 え！ 遺伝学の進化系統樹と似ているのでは？

菊澤 ⾔語の系統論がおこったのは、ダーウィンの進化論が出て、⾔語も同じだろうと考えられた
ことによるのです。

たとえば数字の「3」を表す単語のパイワン語
のLにあたる部分をみてみると、2つめのボン
トック語やポーンペイ語、ヴァヌアツなどで
は同様にL、キリバス語ではN、マオリ語とラ
パヌイ語ではRになっています。同様に「5」
を表す語を⾒ると、パイワン語でLの部分で他
の⾔語でみられる⼦⾳が同じになっていま
す。ほかの単語でも広くこのような対応が⾒
つかると、それは元もとの⾔語が同じで、分
岐していく中で⾳が⼊れ替わっていったと考
えられます。このとき、どの⾳がどの⾳に変
化しやすいかという傾向があります。

このような規則的な⾳対応は、⾳が遺伝⼦のようにどんどん⼊れ替わっていった軌跡を反映してい
て、変わり⽅の組み合わせによって、その集合体である単語が似て聞こえたり、違って聞こえたり
するようになります。さらに、この考え⽅を応⽤して、⽂法の変化もとらえられるような分析⼿法
を考えました。

マルチメディアの導⼊とリポジトリの活⽤

⽊村 ⾔語の分析というのは膨⼤な作業だということがわかりました。

菊澤 ⼿作業が基本になりますから。今は、パソコンが普及したこともあり、PCも使うようになっ
てきました。

⽊村 フィールドワークの⽅法も変化してきているのでしょうか？

菊澤 私はもっぱら⼿でノートをとっていましたが、今は⼩型のボイスレコーダーができています
から、ノートをとりながら録⾳もできるようになりました。
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⽊村 では、聞き取りをしながらパソコンに打ち込むことは？

菊澤 どうでしょうか？ 私⾃⾝は現地ではパソコンを使いません。打ち間違いがあったとき、そ
れがデータになってしまうのが怖いからです。

最近は、映像が撮れるようになったことが⼤きなメリットになっています。⼈が話すときには、う
なずいたり、表情を変えたりと、視覚と聴覚を使ってコミュニケーションをとっています。ときに
は、同じ⾔葉を使っていても、ジェスチャーで⽅位の違いを表していることもあるのです。それは
映像でないとわかりません。

⽊村 菊澤先⽣は⽂系だと思っていたのですが、作業⾃体は理系的だと感じました。統計学も使っ
ていますし。

ところで、フィールドノートの保管には気を付けているのでしょうね。

菊澤 私はしっかり⼿に持って帰ります。今は、現地でコピーをとったり、スキャンしている⼈も
いますね。

⽊村 リポジトリもできました。

菊澤 パラディセック（PARADISEC）というフィールドノートデータのリポジトリで、オーストラ
リアでできたシステムです。フィジーの恩師ギャラティ先⽣はノートをたくさんとっておられるの
ですが、その内容が全部出版されるわけではありません。ノートが埋もれてしまうのは惜しいの
で、リポジトリに⼊れたいと画策しているところです。

Point
現地で聞き取った⽂や単語と関連情報はすべてフィールドノートに記録
ノートの内容はすべてデータとしてパソコンに⼊⼒
パソコンに打ち込む時点で固有番号を振り、検索に備える
デジタル化する過程で、分析のアイデアも整理

（⽂/福島佐紀⼦）
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